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メインインターフェイス

インターフェイスの概要

概念

System Managerのホームページ

ホームページには、ストレージアレイの日々の管理を行うためのダッシュボードビュー
が表示されます。System Managerにログインすると、最初に表示される画面がホームペ
ージになります。

ダッシュボードビューは4つの概要領域で構成されており、ストレージアレイの状態と健常性に関する重要な
情報が表示されます。詳細については、サマリー領域を参照してください。

• 通知

通知領域には、ストレージアレイとそのコンポーネントのステータスを示す問題通知が表示されます。ま
た、自動アラートが表示され、ストレージ環境の他の領域に影響が及ぶ前に問題をトラブルシューティン
グできます。

• * パフォーマンス *

Performance領域では、時間の経過に伴うリソース使用量を比較したり、対比したりできます。応答時間
（IOPS）、転送速度（MiB/秒）、使用中の処理能力（CPU）に関して、ストレージアレイのパフォーマ
ンス指標を表示できます。

• * 容量 *

容量領域には、ストレージアレイ内の割り当て済み容量、空きストレージ容量、および割り当てられてい
ないストレージ容量のグラフが表示されます。

• ストレージ階層

ストレージ階層領域には、ストレージアレイで管理されるさまざまなハードウェアコンポーネントとスト
レージオブジェクトがまとめて表示されます。ドロップダウン矢印をクリックして、そのハードウェアコ
ンポーネントまたはストレージオブジェクトに対して特定の操作を実行します。

SANtricity システムマネージャの新機能

System Managerの新機能は次のとおりです。

バージョン 11.53 の新機能

このバージョンにはマイナーな機能強化と修正のみが含まれています。

バージョン 11.52 の新機能
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新機能 説明

NVMe over FC ホストインターフェイス EF570またはE5700コントローラモデルで、既にサポ
ートされているNVMe over RoCEおよびNVMe over

InfiniBandに加えて、NVMe over Fibre Channelも購
入時のオプションとして追加されました。System

Managerのメニューには、この新しい接続タイプの統
計が表示されます。「NVMe over Fibre Channel

details」の「Settings [System]」が表示されます。

バージョン 11.51 の新機能

このバージョンにはマイナーな機能強化と修正のみが含まれています。

バージョン 11.50 の新機能

新機能 説明

NVMe over RoCE インターフェイス EF570またはE5700 DEシリーズコントローラ
で、NVMe over RoCEホスト接続が購入時のオプショ
ンとして追加されました。System Managerには、ホ
ストへのネットワーク接続を設定するための新しい
機能（ハードウェアページまたはメニューから設定[

システム]を選択）が追加されました。この機能は、
ストレージアレイへのNVMe over RoCE接続に関する
データを表示するための機能（メニュー：サポート
センター]またはメニュー：設定[システム]から選択で
きます）。

ボリュームグループのドライブを手動で選択 ボリュームグループを作成する際のオプションとし
て、自動選択に加え、ドライブを個別に選択するこ
とも可能になりました。一般には自動選択が推奨さ
れますが、ドライブの場所に特別な要件がある環境
では個別に選択することができます。

SANtricity Unified Manager の略 Unified Manager は、 E2800 シリーズおよび E5700

シリーズのコントローラの検出および管理に使用す
るブラウザベースのアプリケーションで、別途イン
ストールして使用します。System Manager の新機能
ではありませんが、この新しいブラウザベースのエ
ンタープライズフレームワークから System Manager

を起動して、検出されたストレージアレイに対する
処理を実行することができます。新しい Unified

Manager は、サポートサイトのソフトウェアダウン
ロードページからダウンロードできます。

セットアップウィザード
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概念

セットアップウィザードの概要

セットアップウィザードを使用して、ハードウェア、ホスト、アプリケーション、ワー
クロード、 プール、アラート、およびAutoSupport 。

System Managerを初めて開いたときは、セットアップウィザードが起動します。

セットアップウィザードでは、画面の指示に従って、ストレージアレイの名前の設定、ホストの設定、アプリ
ケーションの選択、ストレージのプールの作成など、基本的な設定タスクを実行します。

ウィザードをキャンセルした場合、手動で再起動することはできません。

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

セットアップウィザードに関する用語

ストレージアレイに関連するセットアップウィザードの用語を次に示します。

期間 説明

アプリケーション アプリケーションは、Microsoft SQL Server

やMicrosoft Exchangeなどのソフトウェアプログラム
です。

アラート アラートは、ストレージアレイで発生した重要なイ
ベントについて管理者に通知します。Eメー
ル、SNMPトラップ、またはsyslogを使用してアラー
トを送信できます。

AutoSupport AutoSupport 機能は、ストレージアレイの健常性を監
視し、テクニカルサポートに自動ディスパッチを送
信します。

ハードウェア ストレージシステムハードウェアには、ストレージ
アレイ、コントローラ、およびドライブが含まれま
す。

ホスト ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを
送信するサーバです。
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期間 説明

オブジェクト オブジェクトとは、任意の論理または物理ストレー
ジコンポーネントのことです。論理オブジェクトに
は、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあ
ります。物理オブジェクトには、ストレージアレ
イ、アレイコントローラ、ホスト、ドライブがあり
ます。

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。（ボリュームはプールまたはボリュームグルー
プから作成します）。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの
使用可能な容量から作成します。ボリュームごとに
容量が定義されています。ボリュームが複数のドラ
イブで構成される場合でも、ホスト側では1つの論理
コンポーネントとして認識され、

ボリュームグループ ボリュームグループは、同じ特性を持つボリューム
のコンテナです。ボリュームグループごとに容量
とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグル
ープを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上の
ボリュームを作成することができます。（ボリュー
ムはボリュームグループまたはプールから作成しま
す）。

ワークロード ワークロードは、アプリケーションをサポートする
ストレージオブジェクトです。アプリケーションご
とに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定
義できます。一部のアプリケーションについては、
特性が似たボリュームで構成されるように System

Manager によってワークロードが設定されます。こ
れらのボリューム特性は、ワークロードがサポート
するアプリケーションのタイプに基づいて最適化さ
れます。たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケー
ションをサポートするワークロードを作成し、その
ワークロード用のボリュームを作成する
と、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリ
ューム特性が最適化されます。
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よくある質問です

すべてのハードウェアコンポーネントが表示されない場合はどうすればよいですか？

ハードウェアの検証*ダイアログボックスにハードウェアコンポーネントが一部表示され
ない場合は、ドライブシェルフが正しく接続されていないか、ストレージアレイに互換
性のないシェルフが設置されている可能性があります。

すべてのドライブシェルフが正しく接続されていることを確認します。互換性のあるドライブシェルフが不明
な場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

すべてのホストが表示されない場合はどうすればよいですか？

接続されているホストが表示されない場合は、自動検出に失敗したか、ホストが正しく
接続されていないか、または現在接続されているホストがありません。

ホストの設定は、セットアップの完了後に実行できます。ホストは、次の方法で自動または手動で作成できま
す。

• ホストにHost Context Agent（HCA）がインストールされている場合は、ホストの設定情報がHCAからス
トレージアレイにプッシュされます。System Managerはこれらのホストを自動的に設定し、* Initial

Setup *ウィザードに表示します。

• ホストを手動で作成し、次のメニューから適切なホストポート識別子を関連付けることができます
：Storage [Hosts]。手動で作成したホストは、*初期セットアップ*ウィザードにも表示されます。

• 自動検出が機能するためには、ターゲットとホストにホストポートタイプ（iSCSIやNVMe over InfiniBand

など）が設定されており、ストレージへのセッションが確立されている必要があります。

正しいホストオペレーティングシステムタイプを特定するにはどうすればよいですか？

Host Operating System Typeフィールドには、ホストのオペレーティングシステムが表
示されます。推奨されるホストタイプをドロップダウンリストから選択するか、Host

Context Agent（HCA）でホストおよび適切なホストオペレーティングシステムのタイプ
を設定することができます。

ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

AIX MPIO Advanced Interactive Executive（AIX）OSとネイテ
ィブMPIOドライバ

AvT_4M Silicon Graphics、Inc.（SGI）独自のマルチパスドラ
イバ（詳細についてはSGIのインストールに関するド
キュメントを参照

工場出荷時のデフォルト これはストレージアレイの初期起動用に予約されて
おり、特定のホストで使用されているホストオペレ
ーティングシステムとマルチパスドライバに変更す
る必要があります
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ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

HP-UX 標準のマルチパスドライバを搭載したHP-UX OS

Linux（ATTO） Linux OSとATTO Technology、Inc.のドライバ
（ATTO FC HBAを使用）

Linux（DM-MP） Linux OSと標準のDM-MPドライバが必要です

Linux（Pathmanager） Linux OSとSGI独自のマルチパスドライバ。詳細につ
いてはSGIのインストールに関するドキュメントを参
照してください

Mac OS の場合 Mac OSとATTO Technology、Inc.のドライバ

ONTAP FlexArray

Solaris（バージョン11以降） Solaris 11以降のOSと標準のMPxIOドライバ

Solaris（バージョン10以前） Solaris 10以前のOSと標準のMPxIOドライバ

SVC（サービス） IBM SAN Volume Controllerの略

VMware ESXi OS

WindowsまたはWindowsクラスタ Windows Server OSと、DSMドライバを搭載し
たWindows MPIO

Windows（ATTO） Windows OSとATTO Technology、Inc.のドライバ

HCAがインストールされ、ストレージがホストに接続されると、HCAはI/Oパス経由でホストトポロジをスト
レージコントローラに送信します。ホストトポロジに基づいて、ストレージコントローラはホストと関連する
ホストポートを自動的に定義し、ホストタイプを設定します。

推奨されるホストタイプがHCAで選択されない場合は、System Managerでホストタイプを手
動で設定する必要があります。

アプリケーションを特定するとストレージアレイの管理にどのように役立ちますか？

アプリケーションを特定すると、アプリケーションタイプに基づいて、ストレージを最
適化するボリューム構成がSystem Managerによって自動的に提示されます。

アプリケーションによってボリュームを最適化することで、データストレージの処理効率を高めることができ
ます。ボリューム構成には、I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキ
ャッシュなどの特性が含まれます。また、アプリケーションごと、ワークロードごとにパフォーマンスデータ
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を表示して、アプリケーションおよび関連するワークロードのレイテンシ、IOPS、MiB/秒を評価できます。

ワークロードとは何ですか？

SQL ServerやExchangeなど、ネットワーク内の一部のアプリケーションについては、
そのアプリケーション用のストレージを最適化するワークロードを定義できます。

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションについては、特性が似た
ボリュームで構成されるように System Manager によってワークロードが設定されます。これらのボリュー
ム特性は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえ
ば、Microsoft SQL Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボ
リュームを作成すると、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

System Managerでボリュームを作成する際には、ワークロードの用途について回答 から質問するように求め
られます。たとえば、Microsoft Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メ
ールボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定しま
す。System Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じ
て編集することもできます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するにはどうすればよいですか？

Eメールアラートに加えて、アラートが簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラ
ップまたはsyslogメッセージで送信されるように設定できます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するには、メニューの[アラート]に移動します。

AutoSupport の配信方法を設定するにはどうすればよいですか？

AutoSupport 配信方法の設定タスクにアクセスするには、[Support][Support Center]メニ
ューに移動し、AutoSupport タブをクリックします。

サポートされているプロトコルは、HTTPS、HTTP、およびSMTPです。

AutoSupport 機能ではどのような種類のデータが収集されますか。

AutoSupport 機能には、標準のディスパッチタイプとして、イベントディスパッチ、ス
ケジュールディスパッチ、オンデマンドディスパッチ、リモート診断ディスパッチの3つ
があります。

AutoSupport データにユーザデータが含まれることはありません。

• イベントディスパッチ

テクニカルサポートへのプロアクティブな通知が設定されているシステムでイベントが発生する
と、AutoSupport 機能によってイベントトリガー型ディスパッチが自動的に送信されます。

◦ 管理対象のストレージアレイでサポートイベントが発生したときに送信されます。

◦ イベント発生時のストレージアレイの状況を包括的に記録した情報が含まれます。
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• スケジュールディスパッチ

AutoSupport 機能によって、複数のディスパッチが定期的に送信されます。

◦ 日次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔内に毎日1回送信されます現在のシステムイベント
ログとパフォーマンスデータが含まれます。

◦ 週次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔と日の間に毎週1回送信されます構成とシステムの
状態の情報が含まれます。

• * AutoSupport OnDemandおよびRemote Diagnosticsディスパッチ*

◦ * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが
以前のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サ
ーバではなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的
にコンタクトし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

◦ リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコン
タクトし、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

推奨されるプール構成を承認するかどうかを判断するにはどうすればよいですか？

推奨されるプール構成を承認するかどうかは、いくつかの要因によって決まります。

次の質問に答えて、要件に最も適したストレージのタイプを特定します。

• できるだけ大きいプールではなく、容量の小さいプールを複数使用することを希望しますか？

• プールよりもRAIDボリュームグループを使用することを希望しますか？

• 推奨される構成を使用するのではなく、ドライブを手動でプロビジョニングすることを希望しますか？

これらのいずれかの質問に対する「はい」と答えた場合は、推奨されるプール構成を拒否することを検討して
ください。

ホストが検出されませんでした。どうすればよいですか？

接続されているホストが表示されない場合は、自動検出に失敗したか、ホストが正しく
接続されていないか、または現在接続されているホストがありません。

ホストの設定は、セットアップの完了後に実行できます。ホストは、次の方法で自動または手動で作成できま
す。

• ホストにHost Context Agent（HCA）がインストールされている場合は、ホストの設定情報がHCAからス
トレージアレイにプッシュされます。System Managerはこれらのホストを自動的に設定し、* Initial

Setup *ウィザードに表示します。

• ホストを手動で作成し、次のメニューから適切なホストポート識別子を関連付けることができます
：Storage [Hosts]。手動で作成したホストは、*初期セットアップ*ウィザードにも表示されます。

• 自動検出が機能するためには、ターゲットとホストにホストポートタイプ（iSCSIやNVMe over InfiniBand

など）が設定されており、ストレージへのセッションが確立されている必要があります。
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ホットスペアドライブとは何ですか？

ホットスペアは、RAID 1、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループで、スタンバ
イドライブとして機能します。問題なく動作するドライブですが、データは格納されて
いません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が発生したドラ
イブのデータがホットスペアに自動的に再構築されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアドライブに自
動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害の発生時にホットスペ
アドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したドライブからホットスペアドライブ
にデータが再構築されます。

ホットスペアドライブは、特定のボリュームグループ専用ではありません。容量が同じかそれよりも小さいス
トレージアレイ内で障害が発生したどのドライブにも、ホットスペアドライブを使用できます。ホットスペア
ドライブのメディアタイプ（HDDまたはSSD）は、保護対象のドライブと同じである必要があります。

ホットスペアドライブはプールではサポートされません。プールでは、ホットスペアドライブ
の代わりに、プールを構成する各ドライブ内の予約済み容量を使用します。

ボリュームグループとは何ですか？

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグルー
プごとに容量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホス
トにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボ
リュームグループまたはプールから作成します）。

プールとボリュームグループの違いは何ですか？

プールはボリュームグループに似ていますが、次の点が異なります。

• プール内のデータは、同じ一連のドライブに格納されるボリュームグループ内のデータとは異なり、プー
ル内のすべてのドライブにランダムに格納されます。

• プールの方がドライブ障害時のパフォーマンスの低下と再構築にかかる時間が少なくなります。

• プールには予約済み容量が組み込まれているため、専用のホットスペアドライブは必要ありません。

• プールでは多数のドライブをグループ化できます。

• プールにはRAIDレベルを指定する必要はありません。

ストレージアレイの管理

概念

ストレージアレイの概要

ストレージアレイは、System Managerソフトウェアで管理されるストレージエンティテ
ィです。ストレージアレイは、物理コンポーネントと論理コンポーネントの両方の集合
で構成されます。
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物理コンポーネント

次の表では、ストレージアレイの物理コンポーネントについて説明します。

コンポーネント 説明

コントローラ コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフト
ウェアで構成されます。ドライブを制御し、 System

Manager の機能を実装します。

シェルフ シェルフは、キャビネットまたはラックに設置され
るエンクロージャです。ストレージアレイのハード
ウェアコンポーネントを収容します。シェルフに
は、コントローラシェルフとドライブシェルフの 2

種類があります。コントローラシェルフは、コント
ローラとドライブを収容します。ドライブシェルフ
は、入出力モジュール（ IOM ）とドライブを収容し
ます。

ストレージアレイのメディアタイプや
インターフェイスタイプが異なる場合
は、ドライブタイプごとにドライブシ
ェルフが表示されます。

ドライブ ドライブは、データの物理ストレージメディアとし
て使用される電磁的な機械デバイスです。

ホスト ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを
送信するサーバです。

ホストバスアダプタ（HBA） ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載される
ボードで、1つ以上のホストポートが搭載されていま
す。

ホストポート ホストポートは、コントローラに物理的に接続され
るホストバスアダプタ（HBA）のポートで、I/O処理
に使用されます。

管理クライアント 管理クライアントは、System Managerにアクセスす
るためのブラウザがインストールされたコンピュー
タです。

論理構成要素

ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。System Managerを使
用して、プール、ボリュームグループ、ボリュームなどの論理コンポーネントに物理容量を割り当てます。こ
れらのコンポーネントは、ストレージアレイ上のデータの設定、格納、メンテナンス、および保持に使用する
ツールです。次の表では、ストレージアレイの論理コンポーネントについて説明します。
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コンポーネント 説明

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。（ボリュームはプールまたはボリュームグルー
プから作成します）。

ボリュームグループ ボリュームグループは、同じ特性を持つボリューム
のコンテナです。ボリュームグループごとに容量
とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグル
ープを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上の
ボリュームを作成することができます。（ボリュー
ムはボリュームグループまたはプールから作成しま
す）。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号） Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号）
は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番
号で、アドレススペースに割り当てられます。ボリ
ュームは、LUNの形式でホストに容量として提示さ
れます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがありま
す。したがって、同じLUNを複数のホストで使用し
て、異なるボリュームにアクセスできます。

管理者パスワードによる保護

ストレージアレイには、不正なアクセスを防ぐために管理者パスワードを設定する必要
があります。

管理者パスワードの設定

管理者パスワードを設定すると、偶然または悪意を持ってシステムの停止を招くコマンドを実行するユーザか
らストレージアレイを保護できます。管理者パスワードは、System Managerを初めて起動するときに設定す
る必要があります。

すべてのユーザで共有する管理者パスワードが1つあります。このパスワードを使用するユーザは、オブジェ
クトや設定の追加、変更、削除など、ストレージアレイの設定を変更できます。

パスワードを入力します

1つの管理セッションでパスワードの入力を求められるのは1回のみです。操作を行わないまま20分が経過す
るとセッションはタイムアウトし、その時点でパスワードをもう一度入力する必要があります。
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セッション中に別の管理クライアントから同じストレージアレイを管理している別のユーザがパスワードを変
更した場合は、次回の設定処理や表示処理でパスワードの入力を求められます。

セキュリティ上の理由から、パスワードの入力を試行できるのは5回までとなっており、この回数を超えると
ストレージアレイは「ロックアウト」状態になります。この状態のストレージアレイは以降のパスワード入力
を拒否します。パスワードを再度入力するには、ストレージアレイが「通常」状態にリセットされるまで10

分間待つ必要があります。

パスワードで保護されたドライブを取り外しています

パスワードはストレージアレイ上の各ドライブの予約領域に保存されます。ストレージアレイからすべてのド
ライブを取り外すと、そのパスワードは使用できなくなります。この状況を修正するには、元のドライブの1

つをストレージアレイに再度取り付けます。

パスワード保護を解除しています

コマンドのパスワード保護が不要になった場合は、現在の管理者パスワードを入力し、新しいパスワードのテ
キストボックスを空白のままにします。

ストレージアレイで設定コマンドを実行すると、原因 がデータ損失などの深刻な損害を受ける
可能性があります。このため、ストレージアレイには常に管理者パスワードを設定する必要が
あります。セキュリティを強化するには、英数字15文字以上の管理者パスワードを使用してく
ださい。

問題の通知

System Managerは、アイコンおよびその他のいくつかの方法を使用して、ストレージア
レイに問題が存在することを通知します。

アイコン

System Managerでは、以下のアイコンを使用してストレージアレイおよびそのコンポーネントのステータス
が表示されます。

をクリックします。 説明

最適

最適でないか、障害が発生しています

対応または修正が必要です

注意

これらのアイコンはSystem Managerのさまざまな場所に表示されます。

• ホームページの通知領域には、失敗したアイコンとメッセージが表示されます。

• ナビゲーション領域のホームページアイコンに失敗したアイコンが表示されます。

• [コンポーネント]ページで、ドライブとコントローラのグラフィックスに障害アイコンが表示されます。
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アラートとLED

System Managerでは、アイコン以外の方法でも問題が通知されます。

• System ManagerはSNMP通知またはEメールのエラーメッセージを送信します。

• ハードウェアの保守操作必要LEDが点灯します。

問題の通知を受け取ったら、Recovery Guruを使用して問題を修正します。必要に応じて、リカバリ手順につ
いて説明しているハードウェアのドキュメントを参照し、障害が発生したコンポーネントを交換します。

重大イベント

重大イベントは、ストレージアレイに問題があることを示します。重大イベントをすぐ
に解決すれば、データアクセスの中断を回避できる場合があります。

重大イベントが発生すると、イベントログに記録されます。すべての重大イベントは、SNMP管理コンソー
ル、またはアラート通知を受信するように設定したEメール受信者に送信されます。イベントが発生した時点
でシェルフIDが不明な場合、シェルフIDは「Shelf unknown」と記載されます。

重大イベントを受け取った場合は、Recovery Guru手順 で重大イベントの詳細な概要 を参照してくださ
い。Recovery Guru「手順 」に情報を入力して、重大イベントを修正します。一部の重大イベントについて
は、修正時にテクニカルサポートへの連絡が必要になることがあります。

処理を実行中です

Operations In Progressページでは、現在実行中の長時間処理、またはSuspended

、Stopped、またはfailedのいずれかの状態の処理を表示できます。処理のタイプによっ
ては対処が可能です。

長時間の処理はシステムパフォーマンスに影響する可能性があります。一部の処理では、処理を停止したり、
より重要な処理を先に完了させるために優先度を変更したりすることができます。

[Operations in Progress]ページに表示される処理は、次のとおりです。

操作 処理のステータス 対処方法

ボリュームコピー 完了しました クリア

実行中です • 優先度を変更します

• 停止します

保留中です クリア

失敗しました • クリア

• 再コピー
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操作 処理のステータス 対処方法

停止しました • クリア

• 再コピー

ボリュームの作成（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です _ なし _

ボリュームの削除（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です _ なし _

非同期ミラーグループの初期同期 実行中です 一時停止

中断しました 再開

同期ミラーリング 実行中です 一時停止

中断しました 再開

Snapshotイメージのロールバック 実行中です キャンセル

保留中です キャンセル

一時停止中 • キャンセル

• 再開

ドライブの退避 実行中です キャンセル（ドライブの退避タイ
プによる）

プールまたはボリュームグループ
に容量を追加してください

実行中です _ なし _

ボリュームのRAIDレベルを変更し
ます

実行中です _ なし _

プールの容量を削減します 実行中です _ なし _

シンボリュームの再生 実行中です _ なし _

プールボリュームのInstant

Availability Format（IAF）処理の残
り時間を確認します

実行中です _ なし _
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操作 処理のステータス 対処方法

ボリュームグループのデータ冗長
性をチェックします

実行中です _ なし _

ボリュームグループのデフラグ 実行中です _ なし _

ボリュームを初期化 実行中です _ なし _

ボリュームの容量を拡張します 実行中です _ なし _

ボリュームのセグメントサイズを
変更します

実行中です _ なし _

ドライブコピー 実行中です _ なし _

データ再構築 実行中です _ なし _

コピーバック 実行中です _ なし _

方法

容量値のデフォルトの単位を設定します

System Managerでは、容量値をギビバイト（GiB）またはテビバイト（TiB）で表示で
きます。

このタスクについて

|===

| 略語 | 価値

 a|

GIB

 a|

1、024 ^3^バイト

 a|

TiB

 a|

1、024^4^バイト

|===
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すべてのユーザが独自の設定を使用できるように、設定はブラウザのローカルストレージに保存さ

れます。

.手順

. メニューを選択します。環境設定[環境設定]。

. 「*ギビバイト*」または「*テビバイト

*」のラジオボタンをクリックして、処理を実行することを確認します。

[[ID754b9dfb90b70d8743665e27e5438fb8]]

= パフォーマンスグラフのデフォルト期間を設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスグラフに表示されるデフォルト期間を変更できます。

.このタスクについて

ホームページおよびパフォーマンスページに表示されるパフォーマンスグラフの初回表示は、1時間
です。すべてのユーザが独自の設定を使用できるように、設定はブラウザのローカルストレージに

保存されます。

.手順

. メニューを選択します。環境設定[環境設定]。

. ドロップダウンリストから、* 5分*、* 1時間*、* 8時間*、* 1日*、または* 7日

*のいずれかを選択します。 処理を確定します。

[[ID1103353e8960996adcdceb769572cbe2]]

= Recovery Guruを使用して問題からリカバリします

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Recovery GuruはSystem

Managerのコンポーネントです。ストレージアレイの問題を診断し、問題を修正するリカバリ手順
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を推奨します。

.手順

. 「* Home *」を選択します。

. ウィンドウの中央上部にある[*Recover from `n`Problems *](問題からリカバリ

)というリンクをクリックします

+

Recovery Guru *ダイアログが表示されます。

. 概要リストに表示されている最初の問題を選択し、リカバリ手順
の手順に従って問題を修正します。必要に応じて、交換手順を使用して障害のあるコンポーネント

を交換します。表示された問題ごとに、この手順を繰り返します。

+

ストレージアレイ内の複数の問題が関連している場合があります。この場合、問題を修正する順序
が結果に影響する可能性があります。概要リストに表示されている順序で問題を選択して修正しま

す。

+

電源装置キャニスターに複数の障害がある場合、概要リストには1つの問題としてまとめて表示され

ます。ファンキャニスターの複数の障害も1つの問題として表示されます。

. リカバリ手順 が正常に完了したことを確認するには、*再チェック*をクリックします。

+

非同期ミラーグループまたは非同期ミラーグループのメンバーに問題を選択した場合は、最初にク

リアをクリックして障害をコントローラから解消し、再確認をクリックしてRecovery

Guruからイベントを削除します。

+

すべての問題が修正されると、ストレージアレイのアイコンは最終的に要注意から最適に変わりま

す。一部の問題では、再構築などの処理の実行中に修正中のアイコンが表示されます。

. *オプション：Recovery Guruの情報をファイルに保存するには、*保存

*アイコンをクリックします。

+

このファイルは'recovery-guru -yyyy-mm-dd-hh-mm-smm.html'

という名前でブラウザのDownloadsフォルダに保存されます

. *オプション：* Recovery Guru情報を印刷するには、*印刷*アイコンをクリックします。

[[ID6ffb37110f693fc660982a02e75bc7ce]]

= 実行中の処理を表示して対処します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

長時間実行されている処理を表示して実行するには、Operations in

Progressページを使用します。

.このタスクについて

[Operations in

Progress]ページにリストされている各オペレーションについて、完了した割合と処理が完了する
までの推定時間が表示されます。場合によっては、処理を停止したり、処理の優先度を変更したり

できます。完了したボリュームコピー処理をリストから消去することもできます。

.手順

. [*ホーム（* Home）]ページで、[*進行中の操作を表示（* Show operations in

progress）]を選択します

+

[Operations in Progress]ページが表示されます。

. 必要に応じて、[アクション*（* Actions *）

]列のリンクを使用して、オペレーションの優先度を停止または変更します。

+

[CAUTION]

====

特に、処理を停止する場合は、ダイアログボックスに表示されているすべての警告テキストをお読

みください。

====

+

ボリュームコピー処理を停止するか、優先度を変更できます。

. ボリュームコピー処理が完了したら、「*クリア*」を選択してリストから削除できます。

+

ホームページの上部には、処理が完了すると、情報メッセージと黄色のレンチアイコンが表示され

ます。このメッセージには、[Operations in

Progress]ページから操作をクリアできるリンクが含まれています。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1
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[[IDee56f8108e2554fde18882786d4787c5]]

= 表示環境設定に関する詳しい情報は、どこで入手できますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

使用可能な表示オプションに関する情報は、次のヘルプトピックで参照できます。

* 容量値を表示する際のデフォルトの単位については、を参照してください

xref:{relative_path}set-default-units-for-capacity-

values.html["容量値のデフォルトの単位を設定します"]。

* パフォーマンスグラフを表示する際のデフォルト期間については、を参照してください

xref:{relative_path}set-default-time-frame-for-performance-

graphs.html["パフォーマンスグラフのデフォルト期間を設定します"]。

[[IDbaf0fbbe5a5f10e7c6f66a71ba641d91]]

= サポートされているブラウザ

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでサポートされるブラウザとバージョンは次のとおりです。

|===

| ブラウザ | 最小バージョン

 a|

Google Chrome

 a|

47

 a|

Microsoft Internet Explorer の略
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 a|

11.

 a|

Microsoft Edge の場合

 a|

EdgeHTML 12

 a|

Mozilla Firefox

 a|

31.

 a|

Safari

 a|

9.

|===

[[ID5b17f95e42c2e6a1bafeb26dd03c266b]]

= どのようなキーボードショートカットを使用できますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerをキーボードだけで操作できます。

== 全体的なナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット
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 a|

次の項目に移動する。

 a|

タブをクリックする

 a|

前の項目に移動する。

 a|

Shift + Tabキーを押します

 a|

アイテムを選択します。

 a|

入力するコマンド

 a|

ドロップダウンリスト--次のアイテムまたは前のアイテムに移動します

 a|

下矢印または上矢印

 a|

チェックボックス--アイテムを選択します

 a|

スペースキー

 a|

ラジオボタン--項目を切り替える

 a|

下矢印または上矢印

 a|

拡張可能なテキスト--項目を展開または縮小します。

 a|

入力するコマンド
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|===

== テーブルナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット

 a|

行を選択します。

 a|

Tabキーを押して行を選択し、Enterキーを押します

 a|

上または下にスクロールします。

 a|

下矢印/上矢印またはPage Down / Page Up

 a|

列のソート順序を変更します。

 a|

Tabキーを押して列見出しを選択し、Enterキーを押します

|===

== カレンダーのナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット

 a|

前の月に移動する。

 a|

ページアップしてください

 a|

次の月に移動する。

 a|

23



ページダウン

 a|

前の年に移動する。

 a|

Ctrl + Page Upキーを押します

 a|

次の年に移動する。

 a|

Ctrl + Page Downキーを押します

 a|

閉じている場合は日付ピッカーを開きます。

 a|

Ctrl + Homeキー

 a|

現在の月に移動する。

 a|

Ctrl / Command + Home

 a|

前の日に移動する。

 a|

Ctrl / Command +左矢印

 a|

次の日に移動する。

 a|

Ctrl / Command +右矢印をクリックします

 a|
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前の週に移動する。

 a|

Ctrl / Command +上矢印

 a|

次の週に移動する。

 a|

Ctrl / Command +下矢印

 a|

フォーカスした日付を選択します。

 a|

入力するコマンド

 a|

日付ピッカーを閉じて日付を消去します。

 a|

Ctrl / Command + End

 a|

選択せずに日付ピッカーを閉じます。

 a|

エスケープ

|===

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= ストレージ
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:leveloffset: +1

= プールとボリュームグループ

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDd7c05066220282ce57d6aaeaa6c28098]]

= プールとボリュームグループの仕組み

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージをプロビジョニングするには、ストレージアレイで使用するハードディスクドライブ（H

DD）またはソリッドステートディスク（SSD）ドライブを含むプールまたはボリュームグループを

作成します。

物理ハードウェアは、データを整理して簡単に取得できるように、論理コンポーネントにプロビジ

ョニングされます。次の2種類のグループ化がサポートされています。

* プール

* RAIDボリュームグループ

プールとボリュームグループは、ストレージアレイ内の最上位のストレージ単位であり、ドライブ
の容量を管理可能な区分に分割します。これらの論理区分内に、データが格納される個々のボリュ

ームまたはLUNがあります。次の図に、この概念を示します。

image::../media/sam1130-dwg-volumes-drive-structure-pools-and-volume-

groups.gif[sam1130 DWGボリュームは、構造プールとボリュームグループをドライブします]

^1 ^ホストLUN；^2^ボリューム；^3^ボリュームグループまたはプール；^4^ HDDまたは

SSDドライブ

ストレージシステムを導入したら、まず次の処理を実行して使用可能なドライブ容量をさまざまな

ホストに提供します。

* 十分な容量のプールまたはボリュームグループを作成しています
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*

パフォーマンス要件を満たすために必要な数のドライブをプールまたはボリュームグループに追加

します

* 特定のビジネス要件を満たすために必要なレベルの

RAID保護（ボリュームグループを使用している場合）を選択

同じストレージシステム上にプールまたはボリュームグループを複数作成することはできますが、1
本のドライブを複数のプールまたはボリュームグループに所属させることはできません。その後、

プールまたはボリュームグループのスペースを使用して、I/O用にホストに表示されるボリュームが

作成されます。

== プール

プールは、物理ハードディスクドライブを1つの大きなストレージスペースに集約し、RAID保護を

強化するために設計されています。プールに割り当てられたドライブをすべて使用して多数の仮想R

AIDセットを作成したり、プールを構成する全ドライブにデータを均等に分散することができます。

ドライブを減らしたり追加したりした場合、System

Managerによってアクティブなドライブ全体にわたってデータの再分散が動的に実行されます。

プール機能はワンランク上のRAIDとして機能します。基盤となるRAIDアーキテクチャが仮想化され
るため、リビルド、ドライブ拡張、ドライブ障害への対応といったタスクの処理に最適なパフォー

マンスと柔軟性が提供されます。RAIDレベルは、8+2構成（8本のデータディスクと2本のパリティ

ディスク）では自動的に6に設定されます。

=== ドライブが一致しません

プールにはHDDまたはSSDのいずれかを選択できます。ただし、ボリュームグループと同様に、プー
ル内のすべてのドライブが同じテクノロジを使用する必要があります。どのドライブを含めるかは
、コントローラが自動的に選択するため、選択したテクノロジに対応する十分な数のドライブがあ

ることを確認する必要があります。

=== 障害ドライブの管理

プールの最小容量は11ドライブですが、1本のドライブ分の容量が、ドライブ障害時のスペア容量と

して予約されます。この予備容量は「予約済み容量」と呼ばれます。

プールが作成されると、一定量の容量が緊急用に保持されます。この容量はSystem

Manager内のドライブ数で表されますが、実際の実装はドライブのプール全体に分散されます。保

持されるデフォルトの容量は、プール内のドライブの数に基づきます。

27



プールの作成後、予約済み容量の値は増減できます。また、予約済み容量なし（0ドライブ分）に設

定することもできます。保持可能な最大容量（ドライブ数）は10ですが、プール内のドライブの総

数に基づいて、使用可能な容量はこれより少なくなる可能性があります。

== ボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージシステム内で容量をボリュームに割り当てる方法を定義します

。ディスクドライブはRAIDグループにまとめられ、ボリュームは1つのRAIDグループ内の複数のド
ライブにまたがって実装されます。したがって、ボリュームグループの設定により、グループに含

まれるドライブと、使用されているRAIDレベルが特定されます。

ボリュームグループを作成するときに、グループに含めるドライブはコントローラによって自動的

に選択されます。グループのRAIDレベルは手動で選択する必要があります。ボリュームグループの

容量は、選択したドライブの合計数にドライブの容量を掛けた値となります。

=== ドライブが一致しません

ボリュームグループ内のドライブのサイズとパフォーマンスを一致させる必要があります。ボリュ
ームグループ内のドライブの容量が異なる場合、すべてのドライブが最小容量サイズとして認識さ
れます。ボリュームグループ内のドライブの速度が異なる場合、すべてのドライブが最低速度で認
識されます。これらの要素は、ストレージシステムのパフォーマンスと全体的な容量に影響します

。

異なるドライブテクノロジ（HDDとSSDドライブ）を混在させることはできません。RAID 3、5、

6は、最大30ドライブまでに制限されています。RAID 1およびRAID

10はミラーリングを使用するため、ディスク数は偶数にする必要があります。

=== 障害ドライブの管理

ボリュームグループに含まれるRAID 1/10、RAID 3、RAID 5、またはRAID

6のボリュームでドライブに障害が発生した場合に備えて、ボリュームグループではホットスペアド
ライブをスタンバイとして使用します。ホットスペアドライブにはデータは含まれず、ストレージ

アレイの冗長性レベルの向上に使用されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアド
ライブに自動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害
の発生時にホットスペアドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したド

ライブからホットスペアドライブにデータが再構築されます。

[[IDd6516035d83835cebbc49686304db730]]
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= 容量に関する用語

:allow-uri-read:
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[role="lead"]

ストレージアレイに関連する容量の用語を次に示します。

== ストレージオブジェクト

次の用語は、ストレージアレイを利用できるさまざまなタイプのストレージオブジェクトを示して

います。

[cols="2*"]

|===

| ストレージオブジェクト | 説明

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

 a|

ミラー整合性グループ

 a|

ミラー整合性グループは、1つ以上のミラーペアのコンテナです。非同期ミラーリング処理では、ミ

ラー整合性グループを作成する必要があります。
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 a|

ミラーボリュームペア

 a|

ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュームで構成されます。

 a|

プール

 a|

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

 a|

Snapshot整合性グループ

 a|

Snapshot整合性グループは、Snapshotイメージが作成されるときに1つのエンティティとして扱

われるボリュームの集まりです。各ボリュームのSnapshotイメージが作成されますが、すべてのイ

メージが同じ時点で作成されます。

 a|

Snapshotグループ

 a|

Snapshotグループは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりです。

 a|

Snapshotボリューム

 a|

Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアクセスできます。Sn

apshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元のSnapshotイメージに影響を与えることな

くベースボリュームへの変更が保存されます。

 a|

ボリューム

 a|
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ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

 a|

ボリュームグループ

 a|

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

|===

== ストレージ容量

次の用語は、ストレージアレイで使用されるさまざまなタイプの容量を示しています。

[cols="2*"]

|===

| 容量タイプ | 説明

 a|

割り当て容量

 a|

割り当て容量は、プールまたはボリュームグループ内のドライブから割り当てられた物理容量です

。

割り当て容量は、ボリュームの作成やコピーサービス処理に使用します。

 a|

空き容量

 a|

空き容量は、ボリュームの作成処理やコピーサービス処理、およびストレージオブジェクトにまだ

割り当てられていないプールまたはボリュームグループ内の使用可能な容量です。

 a|

プールまたはボリュームグループの容量

 a|

プール、ボリューム、またはボリュームグループの容量は、ストレージアレイ内の容量のうち、プ
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ールまたはボリュームグループに割り当てられている容量です。この容量は、ボリュームの作成、
およびコピーサービス処理とストレージオブジェクトのさまざまな容量ニーズに対応するために使

用されます。

 a|

プールの使用不可容量

 a|

プールの使用不可容量は、ドライブサイズの不一致が原因で使用できないプール内のスペースです

。

 a|

予約済み容量

 a|

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）です。

 a|

レポート容量

 a|

レポート容量は、ホストに報告され、ホストからアクセスできる容量です。

 a|

リザーブ容量

 a|

リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量で

す。ホストから直接読み取ることはできません。

 a|

SSD キャッシュ

 a|

SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグループ化したソリッドステートディスク（SSD

）ドライブのセットです。SSDキャッシュ機能では、アクセス頻度が特に高いデータ（「ホット」デ

ータ）を低レイテンシのSSDドライブにキャッシュすることでアプリケーションワークロードを動的

に高速化します。

 a|
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未割り当て容量

 a|

未割り当て容量は、ストレージアレイ内のスペースのうち、プールまたはボリュームグループに「

割り当てられていない」スペースです。

 a|

書き込み済み容量

 a|

書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書き込み済みの容量

です。

|===

[[ID8fa3a776607e9074de3b470e1e770c6d]]

= リザーブ容量の仕組み
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リザーブ容量は、Snapshotや非同期ミラーリング処理などのコピーサービス処理がボリュームに提
供されている場合に自動的に作成されます。リザーブ容量の目的は、何らかの不具合が発生した場
合に備えて、これらのボリューム上のデータ変更を保存することです。ボリュームと同様に、リザ

ーブ容量はプールまたはボリュームグループから作成されます。

== リザーブ容量を使用するコピーサービスオブジェクト

リザーブ容量は、以下のコピーサービスオブジェクトによって使用される、基盤となるストレージ

メカニズムです。

* Snapshotグループ

* 読み取り/書き込みSnapshotボリューム

* 整合性グループメンバーボリューム

* ミラーペアボリューム

これらのコピーサービスオブジェクトを作成または拡張するときは、プールまたはボリュームグル

ープから新しいリザーブ容量を作成する必要があります。リザーブ容量は通常、Snapshot処理の場

合はベースボリュームの40%、非同期ミラーリング処理の場合はベースボリュームの20%です。ただ

し、リザーブ容量は元のデータに対する変更の数によって異なります。
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== シンボリュームとリザーブ容量

シンボリュームの場合、最大レポート容量の256TiBに達していると容量を拡張できません。シンボ
リュームのリザーブ容量が最大レポート容量よりも大きいサイズに設定されていることを確認して
ください。（シンボリュームは常にシンプロビジョニングされます。つまり、データがボリューム

に書き込まれるときに容量が割り当てられます）。

プール内のシンボリュームを使用してリザーブ容量を作成する場合は、リザーブ容量に関して次の

操作と結果を確認してください。

*

シンボリュームのリザーブ容量に障害が発生した場合、シンボリューム自体が自動的に失敗状態に

移行することはありません。ただし、シンボリュームに対するI/O処理はすべてリザーブ容量ボリュ

ームにアクセスする必要があるため、I/O処理は常にCheck

Conditionを要求元ホストに返します。リザーブ容量ボリュームの根本的な問題を解決できる場合

は、リザーブ容量ボリュームが最適状態に戻り、シンボリュームが再び機能するようになります。

*

既存のシンボリュームを使用して非同期ミラーペアを作成する場合、そのシンボリュームは新しい
リザーブ容量ボリュームを使用して再初期化されます。初期同期プロセス中は、プライマリ側のプ

ロビジョニングされたブロックのみが転送されます。

== 容量アラート

コピーサービスオブジェクトには、容量の警告およびアラートのしきい値を設定可能で、リザーブ

容量がフルの場合の応答も設定可能です。

コピーサービスオブジェクトボリュームのリザーブ容量がフルに近付くと、アラートが送信されま

す。デフォルトでは、このアラートはリザーブ容量ボリュームの使用率が75%に達したときに発行さ
れます。ただし、必要に応じて増減できます。このアラートを受け取った場合は、その時点でリザ
ーブ容量ボリュームの容量を増やすことができます。この点で、各コピーサービスオブジェクトを

個別に設定できます。

== 孤立したリザーブ容量ボリューム

孤立したリザーブ容量ボリュームとは、関連付けられているコピーサービスオブジェクトが削除さ
れたためにコピーサービス処理のデータを保存しなくなったボリュームのことです。コピーサービ
スオブジェクトが削除されたときは、リザーブ容量ボリュームも削除されている必要があります。

リザーブ容量ボリュームの削除に失敗しました。

孤立したリザーブ容量ボリュームは、どのホストからもアクセスできないため、再生候補となりま
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す。孤立したリザーブ容量ボリュームを手動で削除して、その容量を他の処理で使用できるように

します。

System

Managerのホームページの通知領域に、孤立したリザーブ容量ボリュームに関する警告が表示され

、未使用容量を再利用する*というメッセージが表示されます。未使用容量を再利用する*をクリッ
クすると、未使用容量の再生ダイアログボックスが表示され、孤立したリザーブ容量ボリュームを

削除できます。

== リザーブ容量の特性

*

十分な空き容量を保持するために、ボリュームの作成時にはリザーブ容量に割り当てられる容量を

考慮する必要があります。

* リザーブ容量はベースボリュームより小さくすることができます（最小サイズは8MiB）。

* 一部のスペースはメタデータによって消費されますが、ごくわずか（

192KiB）なので、リザーブ容量ボリュームのサイズを特定する際に考慮する必要はありません。

* リザーブ容量は、ホストから直接読み取りまたは書き込みすることはできません。

* リザーブ容量は、読み取り/書き込みSnapshotボリューム、

Snapshotグループ、整合性グループメンバーボリューム、ミラーペアボリュームごとに確保されま

す。
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SSDキャッシュ機能は、アクセス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリ

ッドステートドライブ（SSD）にキャッシュすることでシステムのパフォーマンスを動的に向上させ

るコントローラベースの解決策 です。SSDキャッシュは、ホスト読み取りにのみ使用されます。

== SSDキャッシュとプライマリキャッシュ

SSDキャッシュはセカンダリキャッシュであり、コントローラの動的ランダムアクセスメモリ（DRA

M）にあるプライマリキャッシュと組み合わせて使用されます。
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SSDキャッシュとプライマリキャッシュは動作が異なります。

* プライマリキャッシュの場合、

I/O処理ごとにキャッシュ経由でデータをステージングする必要があります。

+

プライマリキャッシュでは、データはホスト読み取り後にDRAMに格納されます。

*

SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置するとシステムの全体的なパフォーマンスを向上でき

るとSystem Managerが判断した場合にのみ使用されます。

+

SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされて2つの内部RAIDボリューム（コントロー

ラごとに1つ）に格納されます。RAIDボリュームはSSDキャッシュの作成時に自動的に作成されます

。

内部RAIDボリュームは、内部的なキャッシュ処理に使用されます。ユーザがアクセスすることはで
きず、ユーザインターフェイスにも表示されません。ただし、ストレージアレイで許可されるボリ

ュームの総数には、これら2つのボリュームも含まれます。

== SSDキャッシュの使用方法

インテリジェントキャッシングでは、低レイテンシのドライブにデータが配置されるため、以降そ
のデータに対して要求があった場合の応答速度が大幅に向上します。キャッシュ内のデータをプロ

グラムが要求すると(キャッシュヒットと呼ばれます)'低遅延ドライブはそのトランザクションを処
理できますそれ以外の場合は「キャッシュミス」が発生し、元の低速ドライブからデータにアクセ
スする必要があります。キャッシュヒット数が増加するほど、全体的なパフォーマンスが向上しま

す。

ホストプログラムがストレージアレイのドライブにアクセスすると、データはSSDキャッシュに格納
されます。ホストプログラムが再度同じデータにアクセスすると、そのデータはハードドライブで

はなくSSDキャッシュから読み取られます。よくアクセスされるデータはSSDキャッシュに格納され

ます。ハードドライブは、SSDキャッシュからデータを読み取ることができない場合にのみアクセス

されます。

SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置するとシステムの全体的なパフォーマンスを向上でき

るとSystem Managerが判断した場合にのみ使用されます。

CPUがリードデータを処理する必要がある場合は、次の手順に従います。

.手順

. DRAMキャッシュをチェックします。

. DRAMキャッシュで検出されない場合は、SSDキャッシュをチェックします。

.
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SSDキャッシュで検出されない場合は、ハードドライブから取得します。データをキャッシュする価

値があると判断された場合は、SSDキャッシュにコピーします。

== パフォーマンスの向上

最もアクセスされるデータ（ホットスポット）をSSDキャッシュにコピーすると、ハードディスクの
処理効率が向上し、レイテンシが低減され、読み取りと書き込みの速度が向上します。ハイパフォ

ーマンスのSSDを使用してHDDボリュームのデータをキャッシュすると、I/Oパフォーマンスと応答

時間が向上します。

SSDキャッシュとの間のデータの移動には、単純なボリュームI/Oのメカニズムが使用されます。デ

ータがキャッシュされてSSDに格納されると、そのデータの以降の読み取りはSSDキャッシュに対し

て実行されるため、HDDボリュームにアクセスする必要はありません。

== SSDキャッシュとドライブセキュリティ機能

ドライブセキュリティを使用している（セキュリティ有効）ボリュームでSSDキャッシュを使用する

場合は、そのボリュームとSSDキャッシュのドライブセキュリティ機能が同じである必要があります

。同じでない場合、ボリュームはセキュリティ有効になりません。

== SSDキャッシュを実装する

SSDキャッシュを実装するには、次の手順を実行します。

.手順

. SSDキャッシュを作成します。

. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。

[NOTE]

====

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシ

ングによる転送の対象外となります。

====

[[IDde233ef1822f85dc1f7cfbb1287dbca8]]

= SSDキャッシュの制限事項
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ストレージアレイでSSDキャッシュを使用する場合の制限事項を次に示します。

* コントローラの

SSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシングによる転送

の対象外となります。

* 現在、1つのストレージアレイでサポートされるSSDキャッシュは1つだけです。

* ストレージアレイで使用可能な

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量によって異なります。

* SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

*

SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエ

クスポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

* SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まず

SSDキャッシュを削除する必要があります。

== ドライブセキュリティを適用したSSDキャッシュの制限事項

* SSDキャッシュでセキュリティを有効にすることができるのは、

SSDキャッシュの作成時のみです。ボリューム上のようにセキュリティをあとから有効にすることは

できません。

* セキュリティ対応ドライブとセキュリティ対応でないドライブを

SSDキャッシュで混在させる場合、それらのドライブに対してドライブセキュリティを有効にするこ

とはできません。

* セキュリティ有効ボリュームには、セキュリティが有効なSSDキャッシュが必要です。

[[ID5a1def55e830126cb42571049a6582a9]]

= プールとボリュームグループのどちらを使用するかを決定します
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ボリュームはプールまたはボリュームグループを使用して作成できます。どちらが適しているかは

、主に、予想されるI/Oワークロードなどの主要なストレージ要件、パフォーマンス要件、データ保

護要件によって決まります。

== プールまたはボリュームグループを選択する理由

*プールを選択*

*

ドライブのリビルド時間を短縮し、ストレージ管理を簡易化する必要がある場合、シンボリューム

が必要な場合、大量のランダムワークロードが発生している場合。

* 各ボリュームのデータをプールを構成する一連のドライブにランダムに分散する場合。

+

プールまたはプール内のボリュームのRAIDレベルは設定または変更できません。プールではRAIDレ

ベル6を使用します。

*ボリュームグループを選択*

*

システムの帯域幅を最大限に使用する必要がある場合、ストレージの設定を調整する機能、大量の

シーケンシャルワークロードを利用する場合。

* データをRAIDレベルに基づいてドライブに分散する場合。ボリュームグループは作成時に

RAIDレベルを指定できます。

*

各ボリュームのデータをボリュームグループを構成する一連のドライブにシーケンシャルに書き込

む場合。

[NOTE]

====

プールとボリュームグループは共存可能なため、ストレージアレイにプールとボリュームグループ

の両方を含めることができます。

====

== プールとボリュームグループの機能の違い

次の表に、ボリュームグループとプールの機能の比較を示します。

[cols="3*"]

|===

| 使用 | プール | ボリュームグループ
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 a|

ランダムワークロード

 a|

より良い

 a|

良好です

 a|

シーケンシャルワークロード

 a|

良好です

 a|

より良い

 a|

ドライブのリビルド時間

 a|

高速化

 a|

遅い

 a|

パフォーマンス（最適モード）

 a|

良い：小さなブロックのランダムワークロードに最適

 a|

良い：大きなブロックのシーケンシャルワークロードに最適

 a|

パフォーマンス（ドライブリビルドモード）

 a|

より良い：通常はRAID 6よりも良い

 a|

Degraded：パフォーマンスが最大40%低下します
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 a|

複数のドライブ障害が発生した場合

 a|

データ保護機能に優れる：リビルドを優先し、高速に処理

 a|

データ保護機能が劣る：リビルドが遅く、データ損失のリスクが大きい

 a|

ドライブの追加

 a|

速い：オンザフライでプールに追加できます

 a|

遅い：Dynamic Capacity Expansion処理が必要です

 a|

シンボリュームがサポートされます

 a|

はい。

 a|

いいえ

 a|

ソリッドステートディスク（SSD）のサポート

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

管理の簡易化

 a|

○：ホットスペアやRAID設定の構成は不要

 a|

×：ホットスペアを割り当ててRAIDを設定する必要があります

 a|

パフォーマンスの調整
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 a|

いいえ

 a|

はい。

|===

[[IDd239b44278858fb6bba18fff17f1248b]]
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プールとボリュームグループの機能と目的は同じです。どちらのオブジェクトも、ストレージアレ
イ内で論理的にグループ化されている一連のドライブであり、ホストがアクセス可能なボリューム

を作成するために使用されます。

次の表は、プールとボリュームグループのどちらがストレージニーズに適しているかを判断する際

に役立ちます。

[cols="3*"]

|===

| 機能 | プール | ボリュームグループ

 a|

異なるRAIDレベルがサポートされています

 a|

いいえ常にRAID 6。

 a|

はい。RAID 0、1、10、5、6を使用可能。

 a|

シンボリュームがサポートされています

 a|

はい。

 a|

いいえ
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 a|

Full Disk Encryption（FDE）がサポートされる

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

Data Assurance（DA）がサポートされています

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

シェルフ損失の保護がサポートされます

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

ドロワー損失の保護がサポートされます

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

ドライブ速度混在のサポート

 a|

同じにすることを推奨しますが、必須ではありません。一番低速のドライブにすべてのドライブの

速度が合わせられます。

 a|

同じにすることを推奨しますが、必須ではありません。一番低速のドライブにすべてのドライブの

速度が合わせられます。
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 a|

ドライブ容量混在がサポートされています

 a|

同じにすることを推奨しますが、必須ではありません。一番容量の少ないドライブにすべてのドラ

イブの容量が合わせられます。

 a|

同じにすることを推奨しますが、必須ではありません。一番容量の少ないドライブにすべてのドラ

イブの容量が合わせられます。

 a|

最小ドライブ数

 a|

11.

 a|

RAIDレベルによって異なります。RAID 0には1本必要RAID 1または10には2

本（偶数）必要。RAID 5の最小数は3RAID 6の最小数は5

 a|

ドライブの最大数

 a|

ストレージアレイの上限まで

 a|

RAID 1および10：ストレージアレイのRAID 5、6～30ドライブの最大数

 a|

ボリュームの作成時に個々のドライブを選択できます

 a|

いいえ

 a|

はい。

 a|

ボリュームの作成時にセグメントサイズを指定可能

 a|

はい。128Kをサポート。

 a|

はい。
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 a|

ボリュームの作成時にI/O特性を指定できます

 a|

いいえ

 a|

はい。ファイルシステム、データベース、マルチメディア、カスタムをサポート。

 a|

ドライブ障害からの保護

 a|

プール内の各ドライブの予約済み容量を使用し、再構築にかかる時間を短縮。

 a|

ホットスペアドライブを使用します。再構築はドライブのIOPSによって制限されます。

 a|

容量制限に達したときの警告

 a|

はい。使用済み容量が最大容量の一定の割合に達したときにアラートを設定できる。

 a|

いいえ

 a|

別のストレージアレイへの移行をサポート

 a|

いいえ最初にボリュームグループに移行する必要があります。

 a|

はい。

 a|

動的セグメントサイズ（DSS）

 a|

いいえ

 a|

はい。
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 a|

RAIDレベルを変更できます

 a|

いいえ

 a|

はい。

 a|

ボリュームの拡張（容量の拡張）

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

容量の拡張（容量の追加）

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

容量の削減

 a|

はい。

 a|

いいえ

|===

[NOTE]

====

ドライブタイプ（HDD、SSD）の混在は、プールでもボリュームグループでもサポートされていませ

ん。

====

[[ID4faa35ee0977891e9f4a4d630ab3a03d]]

= プールの自動作成と手動作成
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プールを自動または手動で作成して物理ストレージをグループ化し、必要に応じて動的に割り当て

ることができます。プールの作成時に物理ドライブを追加できます。

== 自動作成

System

Managerがストレージアレイ内に未割り当て容量を検出すると、プールの自動作成が開始されます

。未割り当て容量が検出されると、System Managerは

1つ以上のプールを作成するか、既存のプールに未割り当て容量を追加するか、またはその両方を実

行するように求めます。

プールの自動作成は、次のいずれかの条件に該当する場合に実行されます。

* プールがストレージアレイに存在せず、新しいプールの作成に十分なドライブがない。

* 少なくとも1つのプールを含むストレージアレイに新しいドライブが追加される。

プール内の各ドライブは、タイプ（HDDまたはSSD）が同じで容量が同等である必要があります。次

のタスクを実行するように求められます。

* タイプが十分な数のドライブがある場合は、単一のプールを作成する。

* 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

*

ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合は、既存のプールにドライブを追加し、同

じタイプの新しいドライブをプールに追加する。

*

タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプール

に追加し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

== 手動作成

最適な構成を自動作成で判断できない場合は、プールを手動で作成できます。この状況は、次のい

ずれかの理由で発生する可能性があります。

* 新しいドライブが複数のプールに追加される可能性があります。

* 1つ以上の新しいプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護を使用できる。
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*

1つ以上の現在のプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護のステータスを維

持できない。

ストレージアレイ上に複数のアプリケーションがあり、同じドライブリソースにアクセスしないよ

うにする場合に、プールを手動で作成することもできます。この場合、1つ以上のアプリケーション
用に小規模なプールを手動で作成することを検討してください。データを分散するための多数のボ

リュームを含む大規模なプールにワークロードを割り当てるのではなく、1~2個のボリュームだけを
割り当てることができます。特定のアプリケーションのワークロード専用の個別のプールを手動で

作成すると、ストレージアレイの処理をより迅速に実行でき、競合が軽減されます。

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

= プールとボリュームグループを作成

:leveloffset: +1

[[ID248a6bae52a87219c0222b2e556d1c83]]

= プールを自動的に作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールの作成は、System

Managerがストレージアレイ内に未割り当てのドライブを検出すると自動的に開始されます。プー

ルの自動作成を使用すると、ストレージアレイ内のすべての未割り当てドライブを1つのプールに簡

単に設定したり、既存のプールにドライブを追加したりできます。

.作業を開始する前に

次のいずれかの条件に該当する場合は、Pool Auto-

Configurationダイアログボックスを起動できます。

* ドライブタイプが類似する既存のプールに追加できる未割り当てドライブが
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1本以上検出された場合。

* 新しいプールの作成に使用できる未割り当てドライブが

11本以上検出された場合（ドライブタイプが異なるために既存のプールに追加できない場合）。

.このタスクについて

次の点に注意してください。

* ストレージアレイにドライブを追加すると、System

Managerではドライブが自動的に検出され、ドライブタイプと現在の構成に基づいて、1つまたは複

数のプールを作成するように求められます。

*

プールが以前に定義されている場合、互換性があるドライブを既存のプールに追加するかどうかを

確認するメッセージがSystem

Managerで自動的に表示されます。新しいドライブを既存のプールに追加すると、System

Managerによって、追加した新しいドライブを含む新しい容量にデータが自動的に再配分されます

。

プールの自動構成（Pool Auto-

Configuration）ダイアログボックスは、次のいずれかの方法で起動できます。

*

未割り当て容量が検出されると、通知領域のホームページにプールの自動構成に関する推奨事項が

表示されます。View Pool Auto-Configuration

*（プールの自動構成の表示）をクリックして、ダイアログボックスを起動します。

*

プールとボリュームグループページからプールの自動構成ダイアログボックスを起動することもで

きます。これには次のタスクを実行します。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニューを選択します。More [Launch pool auto-

configuration]。新しいプール、ドライブが追加されている既存のプール、またはその両方が表

示されます。新しいプールには、連番を付した名前がデフォルトで付けられます。

+

System Managerでは次の処理が行われます。

+

** ドライブタイプ（HDDまたは

SSD）が同じで容量が同等の十分な数のドライブがある場合は、単一のプールを作成する。

** 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

**

ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合、追加した新しいドライブのドライブタイ

プが既存のプールと同じであれば、そのプールにドライブが追加されます。

**
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タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプール

に追加し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

. 新しいプールの名前を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックします。

. プールのその他の特性を表示するには、カーソルを合わせるか、* Details

*アイコン（ページ）をタッチします。

+

ドライブタイプ、セキュリティ機能、Data Assurance（

DA）機能、シェルフ損失の保護、ドロワー損失の保護に関する情報が表示されます。

. [* 同意する * ] をクリックします。

[[ID291130bbe2e4bd7691c94a9ad6a0c716]]

= プールを手動で作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールの自動構成機能でニーズに合ったプールが提供されない場合は、プールを（一連の候補から
）手動で作成できます。プールは必要な論理ストレージ容量を提供します。この容量から個々のボ

リュームを作成し、アプリケーションをホストすることができます。

.作業を開始する前に

* ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じドライブが少なくとも11本必要です。

* シェルフ損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも

6つのドライブシェルフに配置されていて、同じシェルフのドライブが3本以上含まれていないこと

が必要です。

* ドロワー損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも

5つのドロワーに同じ数ずつ配置されている必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニュー：[Create Pool（プールの作成）]をクリックします。

+

[プールの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

. プールの名前を入力します。

.
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（オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプ

を選択します。

+

作成可能なすべてのプールの候補が表示されます。

. 次の特性に基づいて使用するプール候補を選択し、*作成*をクリックします。

+

[cols="2*"]

|===

| 特性 | 使用

 a|

空き容量

 a|

プールの空き容量がGiB単位で表示されます。アプリケーションのストレージニーズに応じて、必要

な容量のプール候補を選択します。

予約済み（スペア）容量もプール全体に分散され、空き容量に含まれることはありません。

 a|

合計ドライブ数

 a|

プール候補に含まれるドライブの数が表示されます。

System Manager

は、できるだけ多くのドライブを予約済み容量として自動的に確保します（System

Managerではプール内の6本につき1本のドライブを予約済み容量として確保します）。

ドライブ障害が発生すると、予約済み容量を使用して再構築されたデータが格納されます。

 a|

セキュリティ対応

 a|

プール候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示します。セキュリティ

対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（

FIPS）ドライブがあります。

**

プールはドライブセキュリティを使用して保護できますが、この機能を使用するには、すべてのド

ライブがセキュリティ対応である必要があります。

** FDEのみのプールを作成する場合は、SecureCapable列で「* Yes-

fde」を検索してください。FIPSのみのプールを作成する場合は、セキュア対応列で「はい- FIPS
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*」を探します。

**

セキュリティ対応かどうかがドライブによって異なるプールや、セキュリティレベルが異なるドラ
イブが混在したプールを作成することもできます。プールにセキュリティ対応でないドライブが含

まれている場合、プールをセキュリティ対応にすることはできません。

 a|

セキュリティを有効化

 a|

セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプションです。プールがセ
キュリティ対応で、セキュリティキーを作成している場合、チェックボックスを選択してセキュリ

ティを有効にできます。

[NOTE]

====

一度有効にしたドライブセキュリティは、プールを削除してドライブを消去しないかぎり解除でき

ません。

====

 a|

DA対応

 a|

プール候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示します。

DAは、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラー

をチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したプールを選択します。このオプションはDA機能が有効になって

いる場合にのみ使用できます。

プールにはDAに対応したドライブとDAに対応していないドライブを含めることができますが、DAを

使用するためにはすべてのドライブがDAに対応している必要があります。

 a|

シェルフ損失の保護

 a|

シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示します。

シェルフ損失の保護が有効な場合、1台のドライブシェルフとの通信が完全に失われた場合でもプー

ル内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。

52



 a|

ドロワー損失の保護

 a|

ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示します。この保護は、使用しているドライブシェルフ

にドロワーが搭載されている場合にのみ提供されます。

ドロワー損失の保護が有効な場合、ドライブシェルフの1台のドロワーとの通信が完全に失われた場

合でもプール内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。

|===

[[ID7d0149fde65a30e6a8bb557f2485f77c]]

= ボリュームグループを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成します。ボリ

ュームグループは、RAIDレベルや容量などの特性が同じボリュームのコンテナです。

.このタスクについて

大容量ドライブとボリュームをコントローラ間で分散させる機能を利用して、1つのボリュームグル
ープに複数のボリュームを作成すると、ストレージ容量を有効に活用してデータを保護するのに役

立ちます。

ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

* 未割り当てのドライブが少なくとも1本必要です。

*

1つのボリュームグループに含めることができるドライブ容量には制限があります。これらの制限は

ホストタイプによって異なります。

* シェルフ/ドロワー損失の保護を有効にするには、RAID

1を使用している場合を除き、少なくとも3台のシェルフまたはドロワーに配置されたドライブを使

用するボリュームグループを作成する必要があります。最小のシェルフ/ドロワーは2台です。

ボリュームグループの容量は、選択するRAIDレベルによって次のように異なります。

* RAID 1を使用する場合は、ドライブを一度に

53



2本ずつ追加してミラーペアを構成する必要があります。ミラーリングとストライピング（RAID

10またはRAID 1+0）は、ドライブを4本以上選択した場合に実装されます。

* RAID 5を使用する場合は、少なくとも

3本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があります。

* RAID 6を使用する場合は、少なくとも

5本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニュー：Create [Volume group]（ボリュームグループの作成）をクリックします。

+

[ボリュームグループの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

. ボリュームグループの名前を入力します。

. データストレージと保護の要件に最も適したRAIDレベルを選択します。

+

ボリュームグループ候補の表に、選択したRAIDレベルをサポートする候補だけが表示されます。

.

（オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプ

を選択します。

+

ボリュームグループ候補の表に、選択したドライブタイプとRAIDレベルをサポートする候補だけが

表示されます。

.

（オプション）ボリュームグループで使用するドライブを自動で定義するか手動で定義するかを選

択できます。デフォルトでは、自動方式が選択されています。

+

ドライブを手動で選択するには、ドライブを手動で選択する*（アドバンスト）リンクをクリックし

ます。クリックすると、ドライブが自動的に選択されます（アドバンスト）*。

+

手動方式では、ボリュームグループを構成するドライブを選択できます。未割り当ての特定のドラ
イブを選択して必要な容量を確保することができます。ストレージアレイにメディアタイプやイン
ターフェイスタイプが異なるドライブが含まれている場合、新しいボリュームグループの作成用に

選択できるのは1つのドライブタイプの未設定の容量のみです。

+

[NOTE]

====

手動方式を使用するのは、ドライブの冗長性と最適なドライブ構成を理解しているエキスパートだ

けです。

====

. 表示されたドライブ特性に基づいて、ボリュームグループで使用するドライブを選択し、*作成
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*をクリックします。

+

表示されるドライブ特性は、自動方式と手動方式のどちらを選択したかによって異なります。

+

.自動方式のドライブ特性

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 特性 | 使用

 a|

空き容量

 a|

使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプリケーションのストレージのニーズに応じて、必要

な容量のボリュームグループ候補を選択します。

 a|

合計ドライブ数

 a|

このボリュームグループに含まれるドライブの数を示します。必要なドライブ数のボリュームグル
ープ候補を選択します。ボリュームグループに含まれるドライブが多いほど、複数のドライブで障

害が発生した場合でもボリュームグループ内の重大なドライブ障害として原因

が発生する可能性が低くなります。

 a|

セキュリティ対応

 a|

このボリュームグループ候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示しま

す。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（

FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

**

ボリュームグループはドライブセキュリティを使用して保護できますが、この機能を使用するには

、すべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

** FDEのみのボリュームグループを作成する場合は、SecureCapable列で「* Yes-

fde」が検索されています。FIPSのみのボリュームグループを作成する場合は、Secure-

enabled列で「* Yes-FIPS *」を探します。

**

セキュリティ対応かどうかがドライブによって異なるボリュームグループや、セキュリティレベル
が異なるドライブが混在したボリュームグループを作成することもできます。ボリュームグループ
にセキュリティ対応でないドライブが含まれている場合、ボリュームグループをセキュリティ対応
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にすることはできません。

 a|

セキュリティを有効化

 a|

セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプションです。ボリューム
グループがセキュリティ対応で、セキュリティキーを設定している場合、チェックボックスを選択

してドライブセキュリティを有効にできます。

NOTE:

一度有効にしたドライブセキュリティは、ボリュームグループを削除してドライブを消去しないか

ぎり解除できません。

 a|

DA対応

 a|

このグループの候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能

性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリュームグループを選択します。このオプションはDA機能が

有効になっている場合にのみ使用できます。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブとDAに対応していないドライブを含めることができ

ますが、DAを使用するためにはすべてのドライブがDAに対応している必要があります。

 a|

シェルフ損失の保護

 a|

シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示します。シェルフ損失の保護が有効な場合、シェルフ
との通信が完全に失われた場合でもボリュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセスが

保証されます。

 a|

ドロワー損失の保護

 a|

ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示します。この保護は、使用しているドライブシェルフ
にドロワーが搭載されている場合にのみ提供されます。ドロワー損失の保護が有効な場合、ドライ
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ブシェルフの1台のドロワーとの通信が完全に失われた場合でもボリュームグループ内のボリューム

上のデータへのアクセスが保証されます。

|===

====

+

.手動方式のドライブの特性

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 特性 | 使用

 a|

[メディアタイプ]

 a|

メディアタイプを示します。次のメディアタイプがサポートされています。

** ハードドライブ

** ソリッドステートディスク（

SSD）ボリュームグループ内のすべてのドライブは、同じメディアタイプ（すべてのSSDまたはすべ
てのハードドライブ）である必要があります。ボリュームグループのメディアタイプやインターフ

ェイスタイプを混在させることはできません。

 a|

ドライブ容量

 a|

ドライブの容量を示します。

**

ボリュームグループ内の既存のドライブと同じ容量のドライブを可能なかぎり選択してください。

**

容量が小さい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、ボリュームグループに現在含ま
れている各ドライブの使用可能容量が削減されることに注意してください。したがって、ドライブ

容量はボリュームグループ全体で同じになります。

**

容量が大きい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、ボリュームグループに現在含ま
れているドライブの容量に合わせて、追加する未割り当てのドライブの使用可能容量が削減される

ことに注意してください。
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 a|

トレイ

 a|

ドライブのトレイの場所を示します。

 a|

スロット

 a|

ドライブのスロットの場所を示します。

 a|

速度（rpm）

 a|

ドライブの速度を示します。

 a|

論理セクターサイズ

 a|

セクターサイズとフォーマットを示します。

 a|

セキュリティ対応

 a|

このボリュームグループ候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示しま

す。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（

FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

**

ボリュームグループはドライブセキュリティを使用して保護できますが、この機能を使用するには

、すべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

** FDEのみのボリュームグループを作成する場合は、SecureCapable列で「* Yes-

fde」が検索されています。FIPSのみのボリュームグループを作成する場合は、Secure-

enabled列で「* Yes-FIPS *」を探します。

**

セキュリティ対応かどうかがドライブによって異なるボリュームグループや、セキュリティレベル
が異なるドライブが混在したボリュームグループを作成することもできます。ボリュームグループ
にセキュリティ対応でないドライブが含まれている場合、ボリュームグループをセキュリティ対応

にすることはできません。
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 a|

DA対応

 a|

このグループの候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能

性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリュームグループを選択します。このオプションはDA機能が

有効になっている場合にのみ使用できます。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブとDAに対応していないドライブを含めることができ

ますが、DAを使用するためにはすべてのドライブがDAに対応している必要があります。

|===

====

[[IDa8d91d94bed42ab4f42a43a371deb3de]]

= SSDキャッシュを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

システムパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュ機能を使用して、アクセス頻度が特に

高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリッドステートドライブ（SSD）にキャッシュ

することができます。SSDキャッシュは、ホスト読み取りにのみ使用されます。

.作業を開始する前に

ストレージアレイにSSDドライブが含まれている必要があります。

.このタスクについて

SSDキャッシュを作成するときは、1つまたは複数のドライブを使用することができます。読み取り
キャッシュはストレージアレイ内にあるため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーシ
ョンでキャッシュが共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的に自動で

キャッシングが実行されます。

SSDキャッシュを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

*
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SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできま

せん。

* SSDキャッシュはストレージアレイごとに1つだけサポートされます。

* ストレージアレイで使用可能な

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量で決まります。

* SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

*

SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエ

クスポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

* コントローラの

SSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシングによる転送

の対象外となります。

* 関連するボリュームがセキュリティ有効の場合は、セキュリティ有効の

SSDキャッシュを作成してください。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニューをクリックします：Create [SSD Cache]。

+

SSDキャッシュの作成*ダイアログボックスが表示されます。

. SSDキャッシュの名前を入力します。

. 次の特性に基づいて使用するSSDキャッシュ候補を選択します。

+

[cols="2*"]

|===

| 特性 | 使用

 a|

容量

 a|

使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプリケーションのストレージニーズに応じて容量を選

択します。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量で決まります。SSDキャッ

シュに最大容量を超える容量を割り当てた場合、超過した容量は使用できません。

SSDキャッシュの容量は、全体の割り当て容量にカウントされます。

 a|

合計ドライブ数

 a|

このSSDキャッシュで使用できるドライブの数を示します。必要なドライブ数のSSD候補を選択しま
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す。

 a|

セキュリティ対応

 a|

SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示します。セキュリテ

ィ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（

FIPS）ドライブがあります。

セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合は、「セキュア対応」列で「はい- FDE

*」または「はい- FIPS *」を探します。

 a|

セキュリティを有効化

 a|

セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプションです。セキュリテ

ィ有効SSDキャッシュを作成する場合は、セキュリティの有効化チェックボックスをオンにします。

[NOTE]

====

一度有効にしたセキュリティを無効にすることはできません。SSDキャッシュのセキュリティを有効

にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできません。

====

 a|

DA対応

 a|

このSSDキャッシュ候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能

性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したSSDキャッシュ候補を選択します。このオプションはDA機能が

有効になっている場合にのみ使用できます。

SSDキャッシュにはDAに対応したドライブとDAに対応していないドライブの両方を含めることがで

きますが、DAを使用するためにはすべてのドライブがDAに対応している必要があります。

|===

. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームに

SSDキャッシュを関連付けます。互換性のあるボリュームでSSDキャッシュをすぐに有効にするには

、*ホストにマップされている既存の互換性のあるボリュームでSSDキャッシュを有効にする*チェ
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ックボックスをオンにします。

+

互換性があるボリュームとは、ドライブセキュリティ機能とDA機能の設定が同じボリュームです。

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

[[ID4784d7c46042f4039c95a9f1ba736476]]

= プールまたはボリュームグループに容量を追加します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブを追加することで、既存のプールまたはボリュームグループの空き容量を拡張することが
できます。その結果、プールまたはボリュームグループの空き容量が増えます。この空き容量は追
加ボリュームの作成に使用できます。この処理の実行中もボリューム内のデータには引き続きアク

セスできます。

.作業を開始する前に

* ドライブのステータスが最適lである必要があります。

* ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じである必要があります。

* プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

*

プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがいずれもセキュリティ対応ドライブの
場合、セキュリティ対応ドライブの暗号化機能を引き続き使用するには、セキュリティ対応のドラ

イブだけを追加します。

+

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE

）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

.このタスクについて

プールに一度に追加できるドライブは最大60本です。5の倍数である必要があります。ボリュームグ

ループに一度に追加できるドライブは最大2本です。最大数を超えるドライブを追加する必要がある

場合は、手順
を繰り返します。（プールにはストレージアレイの上限を超えるドライブを含めることはできませ

ん）。

[NOTE]

====
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ドライブの追加に伴い、予約済み容量の引き上げが必要になる場合があります。拡張処理の実行後

にリザーブ容量を増やすことを検討してください。

====

[NOTE]

====

Data Assurance（

DA）に対応していないプールまたはボリュームグループに容量を追加するときは、DA対応のドライ

ブは使用しないでください。DA対応ドライブの機能をプールまたはボリュームグループで利用する

ことはできません。DAに対応していないドライブの使用を検討してください。

====

.手順

. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

. ドライブを追加するプールまたはボリュームグループを選択し、*容量の追加

*をクリックします。

+

Add

Capacityダイアログボックスが表示されます。プールまたはボリュームグループと互換性がある未

割り当てのドライブのみが表示されます。

. ドライブの選択...*で、既存のプールまたはボリュームグループに追加するドライブを

1つ以上選択します。

+

ドライブのリストは、より適した未割り当てのドライブから順に表示されます。プールまたはボリ

ュームグループに追加された合計空き容量が、選択した合計容量*のリストの下に表示されます。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

シェルフ

 a|

ドライブのシェルフの場所を示します。

 a|

ベイ

 a|

ドライブのベイの場所を示します。
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 a|

容量（GiB）

 a|

ドライブの容量を示します。

**

できるだけ、プールまたはボリュームグループ内の既存のドライブと同じ容量のドライブを選択し

てください。

**

容量が小さい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、プールまたはボリュームグルー
プに現在含まれている各ドライブの使用可能容量が削減されることに注意してください。したがっ

て、ドライブ容量はプールまたはボリュームグループ全体で同じになります。

**

容量が大きい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、現在プールまたはボリュームグ
ループに含まれているドライブの容量に合わせて、追加する未割り当てのドライブの使用可能容量

が削減されることに注意してください。

 a|

セキュリティ対応

 a|

ドライブがセキュリティ対応かどうかを示します。

**

プールやボリュームグループはドライブセキュリティ機能を使用して保護できますが、この機能を

使用するには、すべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

**

セキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブを混在させることはできますが、その場合、

セキュリティ対応ドライブの暗号化機能は使用できません。

** セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（

FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

 a|

DA対応

 a|

ドライブがData Assurance（DA）対応かどうかを示します。

** DAに対応していないドライブを使用して

DAに対応したプールまたはボリュームグループに容量を追加することは推奨されません。プールま

たはボリュームグループのDA機能は無効になり、プールまたはボリュームグループに新たに作成し
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たボリュームでDAを有効にすることもできなくなります。

** DA対応のドライブを使用して

DAに対応していないプールまたはボリュームグループに容量を追加することは推奨されません。DA
対応ドライブの機能をプールまたはボリュームグループで利用することはできないためです（ドラ

イブの属性が一致しません）。DAに対応していないドライブの使用を検討してください。

|===

====

. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

+

プールまたはボリュームグループにドライブを追加する場合、プールまたはボリュームグループの

次の属性が無効になるようなドライブを選択すると、確認のダイアログボックスが表示されます。

+

** シェルフ損失の保護

** ドロワー損失の保護

** Full Disk Encryption機能

** Data Assurance機能を続行するには、[はい]をクリックします。続行しない場合は、

[キャンセル]をクリックします。

.結果
プールまたはボリュームグループに未割り当てのドライブを追加したあと、追加のドライブを含め

るためにプールまたはボリュームグループの各ボリューム内のデータが再配置されます。

:leveloffset: -1

= プール、ボリュームグループ、SSDキャッシュの管理

:leveloffset: +1

[[IDc6207fba100a58403c08dbbc926a5257]]

= プールの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

プールの名前、容量アラートの設定、変更の優先度、または予約済み容量を変更する場合は、プー

ルの設定を編集できます。

.手順

. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

. 編集するプールを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Pool Settings *（プール設定*）]ダイアログボックスが表示されます。

. [*設定*]タブを選択し、必要に応じてプール設定を編集します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ユーザが指定したプールの名前を変更できます。プールの名前は必ず指定する必要があります。

 a|

容量アラート

 a|

プールの空き容量が指定したしきい値以上になったときにアラート通知を送信できます。プールに

格納されたデータ量が指定したしきい値を超えると、System

Managerからメッセージが送信されて、ストレージスペースの追加や不要なオブジェクトの削除を

行うことができます。

アラートは、ダッシュボードの通知領域に表示され、サーバから管理者にEメールおよびSNMPトラ

ップメッセージで送信できます。

次の容量アラートを定義できます。

** *重大アラート

*：プールの空き容量が指定したしきい値以上になったときに通知されます。しきい値の割合はスピ

ンボックスで調整できます。この通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。

** *早期アラート

*：プールの空き容量が指定したしきい値に達したときに通知されます。しきい値の割合はスピンボ

ックスで調整できます。この通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。
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 a|

修正の優先順位

 a|

システムパフォーマンスと比較したプールの変更処理の優先度レベルを指定できます。プールの変

更処理の優先度を高くすると処理は高速に完了しますが、ホストのI/Oパフォーマンスは低下します

。優先度を低くすると処理には時間がかかりますが、ホストのI/Oパフォーマンスへの影響は小さく

なります。

優先度レベルは、lowest、low、medium、high、highestの5つから選択できます。優先度レベ

ルが高いほど、ホストのI/Oパフォーマンスとシステムパフォーマンスへの影響は大きくなります。

** *重大の再構築優先度*-
このスライダバーは、複数のドライブに障害が発生した場合のデータ再構築処理の優先度を決定し
ます。この状況では、一部のデータの冗長性が失われ、別のドライブ障害が発生した場合はデータ

の損失を招くおそれがあります。

** *デグレード再構築優先度*-
このスライダバーは、ドライブ障害が発生した場合のデータ再構築処理の優先度を決定します。こ
の状況では、データの冗長性は失われておらず、別のドライブ障害が発生してもデータの損失が発

生することはありません。

** *バックグラウンド処理の優先度*-
このスライダバーは、プールが最適な状態のときに実行されるバックグラウンド処理の優先度を決

定します。たとえば、Dynamic Volume Expansion（DVE）、Instant Availability

Format（IAF）、交換または追加したドライブへのデータの移行などがあります。

 a|

予約済み容量

 a|

ドライブ数を定義して、ドライブ障害に備えてプールに確保される容量を決定することができます
。ドライブ障害が発生すると、予約済み容量を使用して再構築されたデータが格納されます。プー
ルのデータ再構築プロセスでは、ボリュームグループで使用されるホットスペアドライブではなく

、予約済み容量が使用されます。

ドライブ数はスピンボックスで調整します。指定したドライブ数に応じて、スピンボックスの横に

プールの予約済み容量が表示されます。

予約済み容量については、次の点に注意してください。

**

予約済み容量はプールの合計空き容量から差し引かれるため、確保する容量がボリュームの作成に

使用できる空き容量に影響します。予約済み容量に0を指定すると、プールのすべての空き容量がボ

リュームの作成に使用されます。

** 予約済み容量を減らすと、プールボリュームに使用できる容量が増えます。
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|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID4b48d1e8718ab9be102e83dafba2cf73]]

= SSDキャッシュの設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SSDキャッシュの名前を編集し、そのステータス、最大容量と現在の容量、ドライブセキュリティと

Data

Assuranceのステータス、および関連付けられているボリュームとドライブを表示できます。

.手順

. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

. 編集するSSDキャッシュを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

SSDキャッシュ設定*ダイアログボックスが表示されます。

. SSDキャッシュ設定を確認するか、必要に応じて編集します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

SSDキャッシュの名前が表示されます。この名前は変更できます。SSDキャッシュの名前は必ず指定

する必要があります。
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 a|

特性

 a|

SSDキャッシュのステータスが表示されます。ステータスは次のいずれかです。

** 最適

** 不明です

** デグレード

** 失敗（重大なMELイベントが生成されます）

** 中断しました

 a|

容量

 a|

SSDキャッシュの現在の容量と使用可能な最大容量が表示されます。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュサイズによって異なります。

** 1 GiB以下

** 1GiBから2GiB

** 2GiB ~ 4GiB

** 4 GiB超

 a|

セキュリティおよびDA

 a|

SSDキャッシュのドライブセキュリティとData Assuranceのステータスが表示されます。

** *セキュリティ対応*--

SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示しますセキュリティ

対応ドライブは自己暗号化ドライブで、データを不正アクセスから保護できます。

** * Secure-enabled *-

SSDキャッシュでセキュリティが有効になっているかどうかを示します。

** *DA Capable *-- SSDキャッシュが

DA対応ドライブだけで構成されているかどうかを示しますDA対応ドライブでは、ホストとストレー
ジアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラーをチェックして修正でき

ます。
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 a|

関連付けられているオブジェクト

 a|

SSDキャッシュに関連付けられているボリュームとドライブが表示されます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID2d497a0db09629af33e88969fff43682]]

= ボリュームグループのRAIDレベルを変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループにアクセスするアプリケーションに必要なパフォーマンスを確保できるように

、ボリュームグループのRAIDレベルを変更することができます。この処理を実行すると、データの

I/Oに影響を及ぼすことなく、ボリュームグループのRAIDレベルが変更されます

.作業を開始する前に

* ボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

* ボリュームグループに、新しいRAIDレベルに変換するための十分な容量が必要です。

* プールのRAIDレベルは変更できません。System Managerはプールを自動的にRAID

6として構成します。

.このタスクについて
この処理は開始後にキャンセルすることはできません。データはこの処理の実行中も引き続き使用

できます。

RAIDレベルについて

[cols="2*"]

|===

| RAIDレベル | 説明

 a|

RAID 0ストライピング

 a|
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ハイパフォーマンスを実現できますが、データの冗長性は確保されません。ボリュームグループ内

の1本のドライブで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで障害が発生し、す

べてのデータが失われます。

ストライピングRAIDグループは、2つ以上のドライブを1つの大容量論理ドライブにまとめます。

 a|

RAID 1ミラーリング

 a|

ハイパフォーマンスと最高レベルのデータ可用性を提供し、企業レベルまたは個人レベルの機密デ

ータの格納に適しています。

一方のドライブの内容をミラーペアのもう一方のドライブに自動的にミラーリングすることで、デ

ータを保護します。単一のドライブ障害からの保護を提供します。

 a|

RAID 10ストライピング/ミラーリング

 a|

RAID 0（ストライピング）とRAID 1（ミラーリング）を組み合わせたもので、ドライブを

4本以上選択した場合に実現されます。

RAID

10は、高いパフォーマンスとフォールトトレランスが必要な、データベースなどの大量のトランザ

クションを処理するアプリケーションに適しています。

 a|

RAID 5

 a|

標準的なI/Oサイズが小さく読み取り処理の割合が高いマルチユーザ環境（データベースやファイル

システムストレージなど）に最適です。

 a|

RAID 6

 a|

RAID 5を超える冗長性が求められるが高い書き込みパフォーマンスは必要がない環境に最適です。

|===

RAID

3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があり
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ます。

.手順

. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

. 編集するボリュームグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ボリュームグループ設定(Volume Group Settings)ダイアログボックスが表示されます

. ドロップダウンリストからRAIDレベルを選択し、* Save *をクリックします。

+

RAIDレベルの変更によって容量が減ったり、ボリュームの冗長性が失われたり、シェルフ/ドロワ

ー損失の保護が失われた場合は、確認ダイアログボックスが表示されます。続行するには*はい*を

選択し、続行しない場合は*いいえ*をクリックします。

.結果

ボリュームグループのRAIDレベルを変更すると、ボリュームグループを構成するすべてのボリュー

ムのRAIDレベルがSystem

Managerによって変更されます。処理の実行中は、パフォーマンスが若干低下することがあります

。

[[ID89c31831676708ebe1d292879c0216b5]]

= SSDキャッシュの統計を表示します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SSDキャッシュについて、読み取り、書き込み、キャッシュヒット、キャッシュ割り当ての割合、

キャッシュ使用率です。

.このタスクについて

詳細統計のサブセットである一般統計は、View SSD Cache

Statisticsダイアログボックスに表示されます。SSDキャッシュの詳細統計は、すべてのSSD統計

を「.csv」ファイルにエクスポートした場合にのみ表示できます。

統計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに

注意してください。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）
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. 統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [SSD Cache

statistics（SSDキャッシュ統計の表示）]

+

View SSD Cache Statistics *（SSDキャッシュ統計の表示

*）ダイアログボックスが表示され、選択したSSDキャッシュの公称統計が表示されます。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

読み取り

 a|

SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの読み取りの合計数が表示されます。書き込みに

対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

書き込み

 a|

SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの書き込みの合計数。書き込みに対する読み取り

の比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

キャッシュヒット

 a|

キャッシュヒット数が表示されます。

 a|

キャッシュヒット率

 a|

キャッシュヒット率が表示されます。この値は、「キャッシュヒット数/（読み取り数+書き込み数

）」の式で算出されます。効果的なSSDキャッシュ処理には、キャッシュヒットの割合が50%より高

いことが必要です。
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 a|

キャッシュ割り当て率

 a|

割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。この値は、このコントローラ

で使用できるSSDキャッシュストレージの割合で表したもので、割り当てられているバイト数/使用

可能なバイト数から導き出されます。

 a|

キャッシュ使用率

 a|

有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。この

値は、割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合で表したものです。この値はSSDキャッ

シュの利用率または密度を表し、割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値です。

 a|

すべてエクスポート（Export All）

 a|

SSDキャッシュのすべての統計をCSV形式にエクスポートします。エクスポートされたファイルには

、SSDキャッシュの使用可能なすべての統計（一般統計と詳細統計の両方）が含まれます。

|===

====

. 「*キャンセル*」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

[[ID9714d7210f154f3bec456da7f8a9c5c2]]

= ボリュームの冗長性をチェックします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

テクニカルサポートから指示があった場合やRecovery

Guruに記載されている場合は、プールまたはボリュームグループ内のボリュームの冗長性をチェッ
クし、そのボリュームのデータに整合性があるかどうかを確認できます。冗長性データは、プール
またはボリュームグループ内のいずれかのドライブで障害が発生した場合に、交換用ドライブに迅

速に情報を再構築するために使用されます。
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.作業を開始する前に

* プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

* プールまたはボリュームグループで実行中の変更処理がないことを確認する必要があります。

* RAID 0にはデータの冗長性がないため、RAID 0以外のすべての

RAIDレベルで冗長性をチェックできます。（プールはRAID 6としてのみ構成されます）。

[NOTE]

====

ボリュームの冗長性チェックは、Recovery

Guruに記載されている場合にかぎり、テクニカルサポートの指示に従って実行してください。

====

.このタスクについて

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの

冗長性チェックでは、次の処理が実行されます。

* RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID

6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（

RAID

3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があり

ます）。

* RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

*

コントローラファームウェアがデータに整合性がないと判断した場合は、冗長性エラーが返されま

す。

[NOTE]

====

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因
でエラーが発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグル

ープで別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニューから[一般的でないタスク]を選択します。[ボリュームの冗長性をチェック]。

+

[*冗長性のチェック*]ダイアログボックスが表示されます。

. チェックするボリュームを選択してから'check'と入力して

'この操作を実行することを確認します

. [*チェック（Check）]をクリックする。

+

ボリュームの冗長性チェック処理が開始されます。プールまたはボリュームグループ内のボリュー
ムが、ダイアログボックスの表の一番上から順番にスキャンされます。各ボリュームがスキャンさ
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れるたびに、次の操作が実行されます。

+

** ボリュームテーブルでボリュームが選択されます。

** 冗長性チェックのステータスがStatus列に表示されます。

**

メディアエラーまたはパリティエラーが発生するとチェックが停止され、エラーが報告されます。

+

.冗長性チェックのステータスの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| ステータス | 説明

 a|

保留中です

 a|

これはスキャン対象の最初のボリュームです。冗長性チェックを開始するには、Start（開始）を

クリックしていません。

または

プールまたはボリュームグループ内の他のボリュームで冗長性チェック処理が実行されています。

 a|

チェック中です

 a|

ボリュームは冗長性チェック中です。

 a|

合格

 a|

ボリュームは冗長性チェックにパスしました。冗長性情報に不整合は見つかりませんでした。

 a|

失敗しました

 a|

ボリュームは冗長性チェックに失敗しました。冗長性情報に不整合が見つかりました。
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 a|

メディアエラー

 a|

ドライブメディアが故障しており、読み取り不能です。Recovery

Guruに表示される手順に従います。

 a|

パリティエラー

 a|

データの一部でパリティが想定される値ではありません。パリティエラーは深刻な問題を招く可能

性があり、原因 によってデータが永久に失われる可能性があります。

|===

====

. プールまたはボリュームグループ内の最後のボリュームをチェックした後、「* Done

*」をクリックします。

[[ID4456c45b9c37d1098c1d7fa841d4b2b1]]

= プールまたはボリュームグループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールまたはボリュームグループを削除して未割り当て容量を増やし、アプリケーションのストレ

ージニーズを満たすように再構成することができます。

.作業を開始する前に

*

プールまたはボリュームグループに含まれるすべてのボリューム上のデータをバックアップしてお

く必要があります。

* すべての入出力（I/O）を停止しておく必要があります。

* ボリュームのファイルシステムをアンマウントします。

* プールまたはボリュームグループのミラー関係を削除しておく必要があります。

*
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プールまたはボリュームグループに対して実行中のボリュームコピー処理を停止しておく必要があ

ります。

*

プールまたはボリュームグループが非同期ミラーリング処理の対象になっていないことを確認する

必要があります。

* プールまたはボリュームグループのドライブに永続的予約が設定されている必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. リストからプールまたはボリュームグループを1つ選択します。

+

プールまたはボリュームグループは一度に1つだけ選択できます。リストを下にスクロールして、他

のプールまたはボリュームグループを確認します。

. [メニュー]、[一般的でないタスク]、[削除]の順に選択し、確認します

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* プールまたはボリュームグループ内のすべてのデータを削除します。

* プールまたはボリュームグループに関連付けられているすべてのドライブを削除します。

*

関連付けられているドライブの割り当てを解除し、新規または既存のプールやボリュームグループ

で再利用できるようにします。

[[ID77201e71b2e706145c66cb66baa2d94d]]

= ボリュームグループの空き容量を統合します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

選択したボリュームグループ上の既存の空きエクステントを統合するには、空き容量の統合オプシ
ョンを使用します。この操作を実行すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内

の空き容量を最大限使用できるようになります。

.作業を開始する前に

* ボリュームグループに少なくとも1つの空き容量領域が含まれている必要があります。

* ボリュームグループ内のすべてのボリュームがオンラインで、ステータスが最適
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lである必要があります。

*

ボリュームのセグメントサイズの変更など、実行中のボリューム変更処理がないことを確認してく

ださい。

.このタスクについて
この処理は開始後にキャンセルすることはできません。統合処理の実行中もデータには引き続きア

クセスできます。

次のいずれかの方法を使用して、*空き容量の統合*ダイアログボックスを起動できます。

* ボリュームグループに対して1つ以上の空き容量領域が検出されると、通知領域の*ホーム

*ページに*統合空き容量*推奨が表示されます。[*Consoildate free

capacity*]リンクをクリックして、ダイアログボックスを起動します。

* 次のタスクで説明するように、[* Pools & Volume Groups]ページから[Consoildate

Free Capacity]ダイアログボックスを起動することもできます。

.空き容量領域についての詳細はこちらをご覧ください

[%collapsible]

====

空き容量領域は、ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容

量を使用しなかった場合に発生する空き容量です。1つ以上の空き容量領域があるボリュームグルー
プでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量はそのボリュームグループ内で最も大きい空き

容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュームグループに合計15GiBの空き容量があり、最

も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作成できるボリュームのサイズは最大10GiBです

。

ボリュームグループの空き容量を統合すると、書き込みパフォーマンスが向上します。ボリューム
グループの空き容量は、ホストがファイルを書き込み、変更、削除するうちに徐々に断片化されて

いきます。最終的に、使用可能な容量は1つの連続したブロックに存在するのではなく、小さなフラ
グメントに分断されてボリュームグループ全体に分散した状態になります。これにより、ホストは
新しいファイルを空きクラスタの使用可能な範囲に収まるフラグメントとして書き込む必要がある

ため、ファイルの断片化がさらに進みます。

選択したボリュームグループの空き容量を統合することで、ホストが新しいファイルを書き込む際
のファイルシステムのパフォーマンスが向上します。また、統合プロセスは、新しいファイルが以

降に断片化されないようにするのにも役立ちます。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 統合する空き容量があるボリュームグループを選択し、メニューから「Uncommon Tasks

[ボリュームグループの空き容量を統合する]」を選択します。

+

[*空き容量の統合*]ダイアログボックスが表示されます。
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. この操作を実行するかどうかを確認するには'consolidateと入力します

. [*統合（Consolidate）]をクリックし

.結果

System

Managerがボリュームグループの空き容量領域の統合（デフラグ）を開始し、以降のストレージ設

定タスク用に1つの連続したブロックに統合します。

.完了後

[MENU]：[Home（ホーム）][View Operations in

Progress]（進行中の操作の表示）を選択して、[Consolidate Free

Capacity（空き容量の統合）]操作のこの処理には時間がかかることがあり、システムのパフォー

マンスに影響する可能性があります。

[[ID6ae9976878b2e5893963a9e20b4a2815]]

= ボリュームグループをエクスポート/インポートする

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループの移行では、ボリュームグループをエクスポートして、別のストレージアレイ

にインポートすることができます。

エクスポート/インポート機能は、SANtricity System

Managerユーザインターフェイスではサポートされていません。ボリュームグループを別のストレ

ージアレイにエクスポート/インポートするには、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用

する必要があります。

:leveloffset: -1

= ドライブを管理します

:leveloffset: +1

[[ID0d01f72bfa5b3627b893b0af637ded11]]

= プール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュでのロケーターライトの点灯

:allow-uri-read:
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:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブを検索して、選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを構成するすべ

てのドライブを物理的に特定できます。選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシ

ュ内の各ドライブのLEDインジケータが点灯します。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 特定するプール、ボリュームグループ、または

SSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [ロケーターライトを点灯]。

+

選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを構成するドライブのライトが点灯さ

れたことを示すダイアログボックスが表示されます。

. ドライブが正常に検出されたら、*電源をオフにする*をクリックします。

[[IDdc13242ac7be9a7e569cb2baf38717af]]

= プールまたはSSDキャッシュから容量を削除する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブを削除することで、既存のプールまたはSSDキャッシュの容量を減らすことができます。ド

ライブを削除したあと、プールまたはSSDキャッシュの各ボリューム内のデータは残りのドライブに
再配置されます。削除されたドライブは割り当てが解除され、その容量はストレージアレイの合計

空き容量に加算されます。

.このタスクについて

容量を削除する際のガイドラインを次に示します。

* SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まず

SSDキャッシュを削除する必要があります。

* プール内のドライブの数を11本より少なくすることはできません。

* 一度に削除できるドライブは最大12本です。

12本を超えるドライブを削除する必要がある場合は、手順 を繰り返します。
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* 削除したドライブのデータがプールまたは

SSDキャッシュ内の残りのドライブに再配置される際に、プールまたはSSDキャッシュにそのデータ

を十分に格納できる空き容量がない場合、ドライブは削除できません。

.パフォーマンスへの影響

[%collapsible]

====

* プールまたは

SSDキャッシュからドライブを削除すると、ボリュームのパフォーマンスが低下する可能性がありま

す。

* プールまたは

SSDキャッシュから容量を削除しても、予約済み容量は消費されません。ただし、プールまたはSSD

キャッシュに残っているドライブの数に基づいて、予約済み容量が減少する可能性があります。

====

.セキュリティ対応ドライブへの影響について説明します

[%collapsible]

====

*

セキュリティ対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてセキュリティ対
応のドライブになります。この場合、プールのセキュリティを有効にするオプションが表示されま

す。

* Data Assurance（DA

）対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてDA対応のドライブになりま

す。

このプールに作成する新しいボリュームはすべてDA対応になります。既存のボリュームをDA対応に

する場合は、ボリュームを削除してから再作成する必要があります。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. プールまたはSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [容量の削除]

+

[容量の削除*]ダイアログボックスが表示されます。

. リストから1つ以上のドライブを選択します。

+

リストからドライブを選択または選択解除すると、[*Total capacity

selected*]フィールドが更新されます。このフィールドには、選択したドライブを削除後のプー

ルまたはSSDキャッシュの合計容量が表示されます。

. [*削除]をクリックし、ドライブを削除することを確認します。
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.結果

プールまたはSSDキャッシュの新しく削減された容量は、プールおよびボリュームグループビューに

反映されます。

[[IDa78eb459b5b004dca485c6d1ba78f91f]]

= プールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールまたはボリュームグループのドライブセキュリティを有効にして、プールまたはボリューム
グループに含まれているドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。ドライブの読み取

りおよび書き込みアクセスは、セキュリティキーが設定されたコントローラからのみ可能です。

.作業を開始する前に

* ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。

* セキュリティキーを作成する必要があります。

* プールまたはボリュームグループの状態が最適lである必要があります。

*

プールまたはボリュームグループ内のすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります

。

.このタスクについて
ドライブセキュリティを使用する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを
選択します。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないド
ライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキ

ュリティ対応である必要があります。

一度有効にしたセキュリティを解除するには、プールまたはボリュームグループを削除してからド

ライブを消去する必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. セキュリティを有効にするプールまたはボリュームグループを選択し、[メニュー

:その他のセキュリティの有効化]をクリックします。

+

[*セキュリティの有効化の確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. 選択したプールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にすることを確認し、*有効
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*をクリックします。

[[IDa7878f7e52bd486c0c73cd3a06289874]]

= ホットスペアを割り当てます

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループでは、データ保護を強化するために、ホットスペアをスタンバイドライブと
して割り当てることができます。これらのボリュームグループのいずれかでドライブに障害が発生

すると、障害が発生したドライブのデータがホットスペアに再構築されます。

.作業を開始する前に

* RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループを作成する必要があります。（ホットスペアはプールには使用できません。

プールでは、データ保護用に各ドライブ内のスペア容量を使用します）。

* 次の条件を満たすドライブが使用可能な必要があります。

+

** 未割り当てで最適ステータス

** ボリュームグループ内のドライブと同じメディアタイプ（SSDなど）

** ボリュームグループ内のドライブと同じインターフェイスタイプ（SASなど）

** ボリュームグループ内のドライブの使用済み容量以上の容量。

.このタスクについて
このタスクでは、ハードウェアページからホットスペアを手動で割り当てる方法について説明しま

す。推奨される適用範囲は、ドライブセットごとに2つのホットスペアです。

[CAUTION]

====

ホットスペアは初期セットアップウィザードから割り当てることもできます。ホットスペアがすで

に割り当てられているかどうかは、ハードウェアページのピンクのドライブベイで確認できます。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+
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図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. ホットスペアとして使用する未割り当てのドライブ（グレー表示）を選択します。

+

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

. [ホットスペアの割り当て]を選択します。

+

ドライブがセキュリティ有効の場合、Secure Erase

Drive？ダイアログボックスが開きます。セキュリティ有効ドライブをホットスペアとして使用す

るには、最初にSecure

Erase処理を実行してすべてのデータを削除し、そのセキュリティ属性をリセットする必要があり

ます。

+

[CAUTION]

====

*データ損失の可能性*--正しいドライブを選択していることを確認してくださいSecure

Erase操作の完了後は、データを回復できません。

====

+

ドライブが*セキュア有効でない場合は、ホットスペアドライブの割り当ての確認ダイアログボック

スが開きます。

. ダイアログボックス内のテキストを確認し、処理を確定します。

+

ドライブはハードウェアページにピンク色で表示され、ホットスペアになったことが示されます。

.結果

RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループ内のドライブに障害が発生した場合、コントローラは冗長性データを使用し

て、障害が発生したドライブからホットスペアへデータを自動的に再構築します。

[[ID053e15c1d01ad38169b892a9294b041f]]

= ドライブを論理的に交換します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]
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ドライブに障害が発生した場合や、何らかの理由でドライブを交換する場合、ストレージアレイに
未割り当てのドライブがあれば、障害が発生したドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換

することができます。未割り当てのドライブがない場合は、ドライブを物理的に交換します。

.このタスクについて
ドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換すると、未割り当てのドライブが割り当てられ、
関連付けられているプールまたはボリュームグループの永続的なメンバーとなります。次のタイプ

のドライブを交換するには、論理的交換オプションを使用します。

* 障害ドライブ

* 不明なドライブです

* 寿命に近付いていることがRecovery Guruによって通知されたSSDドライブ

* ドライブ障害の兆候があることがRecovery Guruによって通知されたハードドライブ

*

割り当てられたドライブ（プール内ではなく、ボリュームグループ内のドライブでのみ使用可能）

交換用ドライブには次の特性が必要です。

* 最適状態です

* 未割り当て状態

* 交換するドライブと属性（メディアタイプ、インターフェイスタイプなど）が同じ

* FDE機能が同じ（推奨、必須ではない）

* DA機能が同じ（推奨、必須ではない）

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. 論理的に交換するドライブをクリックします。

+

ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

. 論理的に置換*をクリックします。

. *オプション：*交換後にドライブを使用停止する

*チェックボックスをオンにして、元のドライブを交換後に使用停止にします。

+

このチェックボックスは、元の割り当てドライブが障害状態でも不明状態でもない場合にのみ有効

になります。

. [交換用ドライブの選択*]テーブルで、使用する交換用ドライブを選択します。

+

この表には、交換対象のドライブと互換性があるドライブのみが表示されます。可能であれば、シ

ェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護が維持されるドライブを選択してください。
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. [*置換*]をクリックします。

+

元のドライブが障害状態または不明な場合、データはパリティ情報を使用して交換用ドライブで再
構築されます。この再構築は自動的に開始されます。ドライブの障害インジケータライトが消灯し
、プールまたはボリュームグループ内のドライブのアクティビティインジケータライトが点滅を開

始します。

+

元のドライブが障害状態でも不明状態でもない場合は、元のドライブのデータが交換用ドライブに
コピーされます。このコピー処理は自動的に開始されます。コピー処理が完了すると、元のドライ

ブは未割り当て状態、またはチェックボックスを選択した場合は失敗状態に移行します。

:leveloffset: -1

= リザーブ容量を管理します

:leveloffset: +1

[[ID3f1469e4b03aac886f8d59318f75a63d]]

= リザーブ容量を増やします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージオブジェクトに対するコピーサービス処理に使用される物理的に割り当てられている容

量であるリザーブ容量を増やすことができます。Snapshot処理の場合は、通常はベースボリューム

の40%、非同期ミラーリング処理の場合は、通常はベースボリュームの20%です。一般には、ストレ
ージオブジェクトのリザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、リザーブ

容量を拡張します。

.作業を開始する前に

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。

* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形
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式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

.このタスクについて

次のストレージオブジェクトの場合、リザーブ容量は4GiB単位でのみ拡張できます。

* Snapshotグループ

* Snapshotボリューム

* 整合性グループメンバーボリューム

* ミラーペアボリューム

プライマリボリュームで多数の変更が見込まれる場合や、特定のコピーサービス処理のライフサイ

クルが非常に長くなる場合は、リザーブ容量の割合を高くします。

[NOTE]

====

読み取り専用のSnapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量が必

要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. リザーブ容量を増やすストレージオブジェクトを選択し、*容量の拡張*をクリックします。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

+

選択したストレージオブジェクトが含まれているプールまたはボリュームグループに空き容量が存
在せず、ストレージアレイに未割り当ての容量がある場合は、新しいプールまたはボリュームグル
ープを作成できます。その後、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用し

てこの処理を再試行できます。

. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージオブジェクトのリザーブ容量を拡張します。

* 新たに追加したリザーブ容量を表示します。
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[[ID6a68f2325f393c6e72d08f1c2912af31]]

= リザーブ容量を削減します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

容量の削減オプションを使用して、Snapshotグループ、Snapshotボリューム、整合性グループメ
ンバーボリュームの各ストレージオブジェクトのリザーブ容量を削減します。リザーブ容量は、増

やしたときの分量ずつしか減らすことができません。

.作業を開始する前に

* ストレージオブジェクトに複数のリザーブ容量ボリュームが含まれている必要があります。

* ストレージオブジェクトがミラーペアのボリュームでないことを確認する必要があります。

* ストレージオブジェクトがSnapshotボリュームの場合は、Snapshot

ボリュームの状態がDisabledである必要があります。

* ストレージオブジェクトがSnapshotグループの場合は、関連付けられた

Snapshotイメージが含まれていないことを確認する必要があります。

.このタスクについて

次のガイドラインを確認してください。

* リザーブ容量ボリュームは、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

* 読み取り専用の

Snapshotボリュームについては、関連付けられたリザーブ容量がないため、リザーブ容量を削減す

ることはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけ

です。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. リザーブ容量を削減するストレージオブジェクトを選択し、*容量の削減*をクリックします。

+

予約済み容量の削減*ダイアログボックスが表示されます。

. リザーブ容量を削減する容量を選択し、*削減*をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。
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* ストレージオブジェクトの容量を更新します。

* ストレージオブジェクトの更新後の新しいリザーブ容量を表示します。

* Snapshotボリュームの容量を削減すると、System Managerは

Snapshotボリュームの状態を自動的に無効に移行します。無効の場合、Snapshotボリュームは現

在Snapshotイメージに関連付けられておらず、したがってI/O処理用にホストに割り当てることは

できません

[[ID89cc13f5ea19a93d4c692480d7000b8c]]

= Snapshotグループのリザーブ容量の設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotグループの設定では、グループ名、自動削除設定、許可されるSnapshotイメージの最大

数、System

Managerがリザーブ容量のアラート通知を送信する割合、またはリザーブ容量が最大使用率に達し

たときに使用するポリシーを変更できます。

.作業を開始する前に

Snapshotグループの作成時に、グループに含まれるすべてのSnapshotイメージのデータを格納す

るためのリザーブ容量が作成されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集するSnapshotグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Snapshot Group Settings *（スナップショットグループ設定*）

]ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotグループの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明
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 a|

* Snapshotグループの設定*

 a|

名前

 a|

Snapshotグループの名前。Snapshotグループの名前は必ず指定する必要があります。

 a|

自動削除

 a|

グループ内のSnapshotイメージの総数をユーザ定義の最大数以下に抑えるための設定。このオプシ

ョンを有効にすると、グループで許可されているSnapshotイメージの最大数に準拠するために、S

ystem Managerは新しいSnapshotが作成されるたびに最も古い

Snapshotイメージを自動的に削除します。

 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

Snapshotグループに許可されるSnapshotイメージの最大数。ユーザが設定できます。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

「はい」の場合は、Snapshotを自動的に作成するスケジュールが設定されます。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにSys

tem Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。
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Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクト

を削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択できます。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- System Managerは

Snapshotグループ内の最も古いSnapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージ

のリザーブ容量を解放してグループ内で再利用します。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--

リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、System

Managerはリザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求

をすべて拒否します。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*

 a|

ベースボリューム

 a|

グループで使用されるベースボリュームの名前。ベースボリュームは、Snapshotイメージの作成元
のボリュームです。シックボリュームの場合もシンボリュームの場合もあり、通常はホストに割り
当てられています。ベースボリュームはボリュームグループまたはディスクプールのどちらかに配

置できます。

 a|

Snapshotイメージ

 a|

このグループから作成されたイメージの数。Snapshot
イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー

ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

|===
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====

. [保存]をクリックして'スナップショット・グループの設定に変更を適用します

[[ID311ec8718301f8b7902b2dd59aec9dff]]

= Snapshotボリュームのリザーブ容量の設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリュームの設定を変更して、Snapshotボリュームのリザーブ容量が残り少なくなった

ときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集するSnapshotボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

Snapshot Volume Reserved Capacity Settings *ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残り少なくなったときにシ

ステムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとシステムからアラートが送信さ

れるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

|===

====
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. 保存*をクリックして、スナップショットボリュームの予約容量設定に変更を適用します。

[[ID66c908c046678567a7e5d115ae98272f]]

= 整合性グループのメンバーボリュームのリザーブ容量設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

整合性グループのメンバーボリュームの設定を変更して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残

り少なくなったときにSystem

Managerからアラート通知を送信する割合を調整したり、リザーブ容量が最大定義に達したときに

使用するポリシーを変更したりできます 割合。

.このタスクについて
個々のメンバーボリュームのリザーブ容量設定を変更すると、整合性グループに関連付けられてい

るすべてのメンバーボリュームのリザーブ容量設定も変更されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集する整合性グループのメンバーボリュームを選択し、*表示/設定の編集

*をクリックします。

+

Member Volume Reserved Capacity Settings *（メンバーボリュームのリザーブ容量設定

*）ダイアログボックスが表示されます。

. メンバーボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残り少なくなったときにSys
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tem Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

メンバーボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクト

を削除したりできます。

NOTE: 1

つのメンバーボリュームのアラート設定を変更すると、同じ整合性グループに属する_ALL_MEMBER

_VOLUMESのアラート設定が変更されます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択できます。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- System Manager

は整合性グループの最も古いSnapshotイメージを自動的にパージします。これにより、メンバーの

リザーブ容量が解放され、グループ内で再利用できます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--

リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、System

Managerはリザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求

をすべて拒否します。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

.結果

System

Managerはメンバーボリュームのリザーブ容量設定だけでなく、整合性グループ内のすべてのメン

バーボリュームのリザーブ容量設定を変更します。

[[ID49e829f1d6738051c392c14817cb393a]]

= ミラーペアボリュームのリザーブ容量の設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ミラーペアボリュームの設定を変更して、ミラーペアボリュームのリザーブ容量が残り少なくなっ

たときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を調整できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. 編集するミラーペアボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定*ダイアログボックスが表示されます。

. ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、ミラーペアのリザーブ容量が残り少なくなったときにSystem

Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

ミラーペアのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やすことができます。

NOTE:

1つのミラーペアのアラート設定を変更すると、同じミラー整合性グループに属するすべてのミラー

ペアのアラート設定が変更されます。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

[[IDb898a8db08db29a175ae4e41136d4e47]]

= 保留中のSnapshotイメージをキャンセルします

:allow-uri-read:

:experimental:
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

保留中のSnapshotイメージを完了前にキャンセルすることができます。Snapshotは非同期的に作

成され、作成が完了するまでSnapshotのステータスは「保留中」になります。同期処理が完了した

時点でSnapshotイメージが作成されます。

.このタスクについて

Snapshotイメージが保留状態になるのは、次の条件が同時に発生する場合です。

* SnapshotグループのベースボリュームまたはこのSnapshotイメージを含む整合性グループの

1個以上のメンバーボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである。

* 現在、1個または複数のボリュームが非同期ミラーリングの同期処理中である。

.手順

. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

. 予約容量*タブをクリックします。

. 保留中のSnapshotイメージをキャンセルするSnapshotグループを選択し、

*メニュー：一般的でないタスク[保留中のSnapshotイメージをキャンセル]*をクリックします。

. 「* Yes」をクリックして、保留中のSnapshotイメージをキャンセルすることを確認します。

[[ID2f3fa49cd0f6c79391ecf55799446d19]]

= Snapshotグループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotグループの削除は、グループのデータを完全に削除してシステムから削除する場合に実行

します。Snapshotグループを削除すると、リザーブ容量が解放され、プールやボリュームグループ

で再利用できるようになります。

.このタスクについて

Snapshotグループを削除すると、グループ内のSnapshotイメージもすべて削除されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）
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. 予約容量*タブをクリックします。

. 削除するSnapshotグループを選択し、[MENU]、[Tasks]、[Delete snapshot

group]の順にクリックします。

+

[* Confirm Delete Snapshot Group*（スナップショットグループの削除の確認）

]ダイアログボックスが表示されます。

. 確認のため'delete]と入力します

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* Snapshotグループに関連付けられているSnapshotイメージをすべて削除します。

* Snapshotグループのイメージに関連付けられているSnapshotボリュームを無効化します。

* Snapshotグループ用のリザーブ容量を削除します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID4c0162a0ed7562d991b3d73ded6fd268]]

= ホットスペアドライブとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホットスペアは、RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループで、スタンバイドライブとして機能します。問題なく動作するドライブです
が、データは格納されていません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が

発生したドライブのデータがホットスペアに自動的に再構築されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアド
ライブに自動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害

98



の発生時にホットスペアドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したド

ライブからホットスペアドライブにデータが再構築されます。

ホットスペアドライブは、特定のボリュームグループ専用ではありません。容量が同じかそれより
も小さいストレージアレイ内で障害が発生したどのドライブにも、ホットスペアドライブを使用で

きます。ホットスペアドライブのメディアタイプ（HDDまたはSSD）は、保護対象のドライブと同じ

である必要があります。

[NOTE]

====

ホットスペアドライブはプールではサポートされません。プールでは、ホットスペアドライブの代

わりに、プールを構成する各ドライブ内の予約済み容量を使用します。

====

[[ID67f6827f24979a3b3a53750f6ed712b5]]

= ボリュームグループとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

[[ID8377bbcd8bb1a4ce91cd54c044d50114]]

= プールとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

プールを使用すると、管理者が各ホストの使用状況を監視して、ストレージスペースが不足する可
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能性があるタイミングを判断する必要がなくなり、従来のようなディスクサイズの変更に伴うシス
テム停止もありません。プールの容量が不足してきたらシステムを停止せずにプールにドライブを

追加することができ、ホストには透過的に容量が拡張されます。

プールを使用すると、データは自動的に再分散されてバランスが維持されます。パリティ情報とス
ペア容量がプール全体に分散されるため、プール内のすべてのドライブを障害が発生したドライブ
の再構築に使用できます。このアプローチでは専用のホットスペアドライブは使用されません。代
わりに、予約済み（スペア）容量がプール全体で確保されます。ドライブ障害が発生すると、他の
ドライブのセグメントが読み取られてデータが再作成されます。その後、新しいドライブが選択さ
れて障害が発生したドライブにあった各セグメントが書き込まれるため、ドライブ間のデータ分散

は維持されます。

[[ID3c324b942329ce99f054950db263ca5a]]

= リザーブ容量とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は物理的に割り当てられた容量で、Snapshotイメージ、整合性グループメンバーボリ
ューム、ミラーペアボリュームなどのコピーサービスオブジェクトのデータの格納に使用されます

。

コピーサービス処理に関連付けられているリザーブ容量ボリュームは、プールまたはボリュームグ

ループに配置されます。リザーブ容量は、プールまたはボリュームグループから作成します。

[[ID62b8ef218fc14834b245abca1e0295b2]]

= FDE / FIPSセキュリティとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

FDE /

FIPSセキュリティとは、一意の暗号化キーを使用して書き込み時にデータを暗号化し、読み取り時
に復号化するセキュリティ対応ドライブを指します。セキュリティ対応ドライブは、ストレージア

レイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止します。

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE

）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。FIPSドライブは認定テストをパスし
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たドライブです。

[NOTE]

====

FIPSのサポートが必要なボリュームには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループま

たはプールにFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブ

として扱われます。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEド

ライブを追加したりスペアとして使用したりすることはできません。

====

[[ID53ff494014e5afeca7ae16f2e1126b93]]

= 冗長性チェックとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

冗長性チェックでは、プールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータに整合性がある
かどうかが判別されます。冗長性データは、プールまたはボリュームグループ内のいずれかのドラ

イブで障害が発生した場合に、交換用ドライブに迅速に情報を再構築するために使用されます。

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの

冗長性チェックでは、次の処理が実行されます。

* RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID

6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（

RAID

3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があり

ます）。

* RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

*

データに整合性がないことがコントローラファームウェアで確認された場合は、冗長性エラーが返

されます。

[NOTE]

====

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因
でエラーが発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグル

ープで別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

====
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[[IDbcfcb234c1528d3a060727dc7a67746b]]

= プールとボリュームグループの違いは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールはボリュームグループに似ていますが、次の点が異なります。

*

プール内のデータは、同じ一連のドライブに格納されるボリュームグループ内のデータとは異なり

、プール内のすべてのドライブにランダムに格納されます。

* プールの方がドライブ障害時のパフォーマンスの低下と再構築にかかる時間が少なくなります。

*

プールには予約済み容量が組み込まれているため、専用のホットスペアドライブは必要ありません

。

* プールでは多数のドライブをグループ化できます。

* プールにはRAIDレベルを指定する必要はありません。

[[ID362f39bdba06ab5dc953db60ba823b61]]

= プールを手動で設定するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールを手動で設定する理由を、次の例に示します。

*

ストレージアレイ上に複数のアプリケーションがあり、それらのアプリケーションと同じドライブ

リソースの競合が発生しないようにする場合は、1つ以上のアプリケーション用に小規模なプールを

手動で作成することを検討してください。

+

データを分散するための多数のボリュームを含む大規模なプールにワークロードを割り当てるので

はなく、1~2個のボリュームだけを割り当てることができます。特定のアプリケーションのワークロ
ード専用の個別のプールを手動で作成すると、ストレージアレイの処理をより迅速に実行でき、競
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合が軽減されます。

+

プールを手動で作成するには、「* Storage *」を選択し、「* Pools & Volume

Groups」を選択します。[すべての容量*]タブで、[メニュー：[プール]の作成]をクリックします

。

* 同じドライブタイプのプールが複数ある場合は、System

Managerでプールに使用するドライブを自動的に推奨できないことを示すメッセージが表示されま

す。ただし、既存のプールに手動でドライブを追加することはできます。

+

既存のプールにドライブを手動で追加するには、[* Pools & Volume

Groups]ページでプールを選択し、[Add Capacity]をクリックします。

[[IDfaa5a8c84f72557310c34e262a22f211]]

= 容量アラートが重要なのはなぜですか？
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:experimental:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

容量アラートは、プールにドライブを追加するタイミングを示します。ストレージアレイの処理を
正常に実行するには、プールに十分な空き容量が必要です。プールの空き容量が指定した割合を超

えたときにアラートを送信するようにSystem

Managerを設定すると、容量不足による処理の中断を回避できます。

プールの作成時にこの割合を設定するには、* Pool auto-configuration *オプションまたは*

Create pool

*オプションを使用します。自動オプションを選択すると、アラート通知を受信するタイミングはデ
フォルト設定によって自動的に決まります。プールを手動で作成する場合は、アラート通知の設定
を指定します。必要に応じて、デフォルトの設定をそのまま使用することもできます。これらの設

定は、後で「Settings [Alerts]」（設定[Alerts]）メニューで調整できます。

[NOTE]

====

プールの空き容量が指定した割合に達すると、アラート設定に指定した方法でアラート通知が送信

されます。

====
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[[ID8605246583c6f9e887f28f3c7de47769]]

= 予約済み容量を増やせない場合、どのような理由が考えられますか？

:allow-uri-read:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

使用可能なすべての容量でボリュームを作成した場合は、予約済み容量を増やせないことがありま

す。

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）です。プー

ルが作成されると、System

Managerはプール内のドライブ数に応じて自動的にデフォルトの予約済み容量を確保します。使用
可能なすべての容量でボリュームを作成している場合は、ドライブを追加するかボリュームを削除

してプールに容量を追加しないと、予約済み容量を増やすことはできません。

予約済み容量を変更するには、「* Storage」を選択し、次に「* Pools & Volume

Groups」タイルを選択します。編集するプールを選択します。[設定の表示/編集]をクリックし、

[*設定*]タブを選択します。

[NOTE]

====

予約済み容量はプール内の複数のドライブに分散されますが、予約するときはドライブ数で指定し

ます。

====

[[ID4dd476ff8260d3711ce3f0658428d441]]

= プールから削除できるドライブの数に制限はありますか。

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでは、プールから削除できるドライブ数が制限されています。

* プール内のドライブの数を11本より少なくすることはできません。

*

削除対象のドライブに含まれるデータがプール内の残りのドライブに再配置される場合、そのデー
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タを十分に格納できる空き容量がプール内にない場合は、そのドライブは削除できません。

* 一度に削除できるドライブは最大60本です。

60本を超えるドライブを選択した場合、ドライブの削除オプションは無効になります。60本を超え

るドライブを取り外す必要がある場合は、ドライブの取り外し処理を繰り返します。

[[ID3b91bb281fd59398828c7fd31e481a93]]

= ドライブでサポートされているメディアタイプを教えてください。

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

サポートされているメディアタイプは、ハードディスクドライブ（HDD）とソリッドステートディス

ク（SSD）です。

[[ID51b62e93e93bb060677b8650160d9b44]]

= 一部のドライブが表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

容量の追加ダイアログで、既存のプールまたはボリュームグループに容量を追加できるドライブが

すべて表示されるわけではありません。

ドライブを追加できない理由は次のとおりです。

*

未割り当てで、セキュリティ有効でないドライブを指定する必要があります。すでに別のプールや
ボリュームグループに含まれているドライブ、またはホットスペアとして設定されているドライブ
は使用できません。未割り当てだが、セキュリティ有効なドライブは、手動で消去すると使用可能

になります。

* 最適な状態でないドライブは使用できません。

* 容量が小さすぎるドライブは使用できません。

*

プールまたはボリュームグループ内でドライブのメディアタイプが一致している必要があります。

ハードディスクドライブ（HDD）とソリッドステートディスク（SSD）を混在させることはできませ

ん。
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*

プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてセキュリティ対応の場合は、セ

キュリティ対応でないドライブは表示されません。

* プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべて連邦情報処理標準（

FIPS）ドライブの場合、非FIPSドライブは表示されません。

* プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてData Assurance（

DA）対応で、プールまたはボリュームグループにDA有効ボリュームが1つ以上ある場合は、DA非対
応のドライブは使用できないためプールまたはボリュームグループに追加できません。ただし、プ

ールまたはボリュームグループにDA有効ボリュームがない場合は、DA非対応のドライブをプールま

たはボリュームグループに追加できます。DA対応と非対応のドライブが混在している場合は、DA対

応ボリュームを作成できないことに注意してください。

[NOTE]

====

ストレージアレイの容量は、新しいドライブを追加するか、プールまたはボリュームグループを削

除することで増やすことができます。

====

[[ID5b8763ce6e99da5c2760a540b4fd3717]]

= シェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護とは何ですか？
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[role="lead"]

シェルフ損失の保護とドロワー損失の保護は、シェルフまたはドロワーで単一障害が発生した場合

にデータアクセスを維持するためのプールとボリュームグループの属性です。

== シェルフ損失の保護

シェルフは、ドライブまたはドライブとコントローラを格納するエンクロージャです。シェルフ損

失の保護が有効な場合、1台のドライブシェルフとの通信が完全に失われた場合でもプールまたはボ
リュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。通信が完全に失われる

ケースには、ドライブシェルフの電源喪失や、両方のI/Oモジュール（IOM）の障害などがあります

。

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ損失の
保護は保証されません。この状況で、ドライブシェルフへのアクセス、さらにその結果プールまた
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はボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失うと、データが失われます。

====

シェルフ損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

[cols="3*"]

|===

| レベル | シェルフ損失の保護の条件 | 必要なシェルフの最小数

 a|

プール

 a|

プールには少なくとも5つのシェルフのドライブが含まれている必要があり、各シェルフで同じ数の
ドライブが必要です。シェルフ損失の保護は大容量シェルフには適用されません。大容量シェルフ

があるシステムの場合は、ドロワー損失の保護を参照してください。

 a|

5.

 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じシェルフのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のシェルフに配置されている。

 a|

3.

 a|

RAID 1

 a|

RAID 1ペアのドライブがそれぞれ別のシェルフに配置されている。

 a|

2.
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 a|

RAID 0

 a|

シェルフ損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

== ドロワー損失の保護

ドロワーはシェルフのコンパートメントの1つで、引き出してドライブを設置します。ドロワーを備

えているのは大容量シェルフのみです。ドロワー損失の保護が有効な場合、1つのドロワーとの通信
が完全に失われた場合でもプールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセ
スが保証されます。通信が完全に失われるケースには、ドロワーの電源喪失や、ドロワー内のコン

ポーネント障害などがあります。

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、ドロワー損失の
保護は保証されません。この状況でドロワーにアクセスできなくなると（その結果プールまたはボ

リュームグループ内の別のドライブにアクセスできなくなると）、データが失われます。

====

ドロワー損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

[cols="3*"]

|===

| レベル | ドロワー損失の保護の基準 | 必要なドロワーの最小数

 a|

プール

 a|

プール候補にはすべてのドロワーのドライブを含める必要があり、各ドロワーに同じ数のドライブ

が必要です。プールには少なくとも5つのドロワーのドライブが含まれている必要があり、各ドロワ

ーに同じ数のドライブが必要です。

60ドライブのシェルフでは、プールに含まれる15、20、25、30、35でドロワー損失の保護を実現

できます。 40、45、50、55、または60ドライブ。初回作成後に、

5の倍数でプールに追加できます。

 a|

5.
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 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じドロワーのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のドロワーに配置されている。

 a|

3.

 a|

RAID 1

 a|

ミラーペアのドライブがそれぞれ別のドロワーに配置されている。

 a|

2.

 a|

RAID 0

 a|

ドロワー損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

[[ID885a72e43dac36f5abcbdbf4cb5d575d]]

= シェルフ/ドロワー損失の保護を維持するにはどうすればよいですか？
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

プールまたはボリュームグループのシェルフ/ドロワー損失の保護を維持するには、次の表の基準を

使用します。

[cols="3*"]

|===

| レベル | シェルフ/ドロワー損失の保護の基準 | 必要なシェルフ/ドロワーの最小数

 a|

プール

 a|

シェルフの場合、プールに同じシェルフのドライブが3本以上含まれない。

ドロワーの場合、プールに各ドロワーから同数のドライブが含まれている。

 a|

シェルフの場合は6

ドロワーの場合は5

 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じシェルフまたはドロワーのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のシェルフまたはドロワーに配置されている。

 a|

3.

 a|

RAID 1

 a|

ミラーペア内のドライブがそれぞれ別のシェルフまたはドロワーに配置されている。

 a|

2.
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 a|

RAID 0

 a|

シェルフ/ドロワー損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ/ドロワ
ー損失の保護は維持されません。この状況で、ドライブシェルフまたはドロワーへのアクセス、さ
らにその結果プールまたはボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失うと、データが

失われます。

====

[[IDea026144deed78c9e2b81ce19dfb8938]]

= アプリケーションに最適なRAIDレベルはどれですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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[role="lead"]

ボリュームグループのパフォーマンスを最大限に高めるには、適切なRAIDレベルを選択する必要が

あります。適切なRAIDレベルを特定するには、ボリュームグループにアクセスしているアプリケー

ションでの読み取りと書き込みの割合を把握します。これらの割合を取得するには、[パフォーマン

ス]ページを使用します。

== RAIDレベルとアプリケーションパフォーマンス

RAIDには、_levels

_という一連の構成が採用されており、ユーザデータと冗長性データのドライブに対する書き込み/

読み出し方法が決定されます。RAIDレベルごとにパフォーマンス機能が異なります。読み取り比率

が高いアプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID

6ボリュームを使用するとパフォーマンスが向上します。これは、RAID 5とRAID

6の読み取りパフォーマンスが優れているためです。
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読み取り比率が低い（書き込み中心の）アプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID

6ボリュームでは同様のパフォーマンスを実現できません。パフォーマンスの低下は、コントローラ

がデータと冗長性データをRAID 5ボリュームグループまたはRAID

6ボリュームグループのドライブに書き込む方法に起因します。

次の情報に基づいてRAIDレベルを選択します。

* RAID 0 *

* * 概要 *

+

** 冗長性なし、ストライピングモード。

* *どのように機能するか*

+

** RAID 0は、ボリュームグループ内のすべてのドライブにデータをストライピングします。

* *データ保護機能*

+

** 高可用性が求められる場合、RAID 0は推奨されません。RAID

0は重要度の低いデータに適しています。

** ボリュームグループ内の

1本のドライブで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで障害が発生し、すべ

てのデータが失われます。

* *必要なドライブ数*

+

** RAIDレベル0には少なくとも1本のドライブが必要です。

** RAID 0ボリュームグループには30本を超えるドライブを含めることができます。

** ストレージアレイのすべてのドライブを含むボリュームグループを作成できます。

* RAID 1またはRAID 10 *

* * 概要 *

+

** ストライピング/ミラーモード。

* *どのように機能するか*

+

** RAID 1では、ディスクミラーリングを使用して、
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2本のディスクに同時にデータが書き込まれます。

** RAID

10は、ドライブストライピングを使用して、複数のミラーリングされたドライブペアにデータをス

トライピングします。

* *データ保護機能*

+

** RAID 1とRAID 10は、ハイパフォーマンスと最高のデータ可用性を提供します。

** RAID 1とRAID

10は、ドライブミラーリングを使用して、あるドライブから別のドライブにまったく同じコピーを

作成します。

**

ドライブペアの一方のドライブで障害が発生した場合、ストレージアレイはデータやサービスを失

うことなくもう一方のドライブに即座に切り替えることができます。

**

単一ドライブ障害が発生すると、関連付けられているボリュームはデグレード状態になります。ミ

ラードライブがデータへのアクセスを許可します。

**

ボリュームグループ内のドライブペアで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー

ムで障害が発生し、データが失われる可能性があります。

* *必要なドライブ数*

+

** RAID 1には、ユーザデータ用に1本、ミラーデータ用に1本、合計

2本以上のドライブが必要です。

** 4本以上のドライブを選択すると、ボリュームグループ全体でRAID

10が自動的に設定されます。ユーザデータ用にドライブが2本、ミラーデータ用にドライブが2本で

す。

**

ボリュームグループのドライブ数は偶数でなければなりません。ドライブ数が偶数ではなく、残り

の未割り当てドライブが残っている場合は、メニュー：ストレージ[プールとボリュームグループ]

を選択してボリュームグループにドライブを追加し、処理を再試行します。

** RAID 1とRAID 10のボリュームグループは、

30本を超えるドライブで構成できます。ストレージアレイのすべてのドライブを含むボリュームグ

ループを作成できます。

* RAID 5 *

* * 概要 *

+

** 高I/Oモード。
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* *どのように機能するか*

+

** ユーザデータと冗長性情報（パリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

** 冗長性情報を格納するために、ドライブ1本分の容量が使用されます。

* *データ保護機能*

+

** RAID 5ボリュームグループで

1本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームがデグレード状態にな

ります。冗長な情報があるので、データには引き続きアクセスできます。

** RAID

5ボリュームグループで複数のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー

ムに障害が発生し、すべてのデータが失われます。

* *必要なドライブ数*

+

** ボリュームグループには最低3本のドライブが必要です。

** 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

* RAID 6 *

* * 概要 *

+

** 高I/Oモード。

* *どのように機能するか*

+

** ユーザデータと冗長性情報（デュアルパリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

** 冗長性情報を格納するために、ドライブ2本分の容量が使用されます。

* *データ保護機能*

+

** RAID 6ボリュームグループで1本または

2本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームがデグレード状態にな

りますが、冗長性情報があるためデータには引き続きアクセスできます。

** RAID 6ボリュームグループで

3本以上のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームに障害が発生し、

すべてのデータが失われます。
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* *必要なドライブ数*

+

** ボリュームグループには最低5本のドライブが必要です。

** 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

[NOTE]

====

プールのRAIDレベルは変更できません。System Managerはプールを自動的にRAID

6として構成します。

====

== RAIDレベルとデータ保護

RAID 1、RAID 5、およびRAID

6は、フォールトトレランス用に冗長性データをドライブメディアに書き込みます。冗長性データに
は、データのコピー（ミラー）、またはデータから導出されたエラー修正コードがあります。ドラ
イブで障害が発生した場合は、冗長性データを使用して交換用ドライブに迅速に情報を再構築でき

ます。

単一のボリュームグループ全体で単一のRAIDレベルを設定します。そのボリュームグループの冗長
性データは、すべてボリュームグループ内に格納されます。ボリュームグループの容量は、メンバ
ードライブのアグリゲート容量から冗長性データ用に確保された容量を引いた値です。冗長性を確

保するために必要な容量は、使用するRAIDレベルによって異なります。

[[IDfdd456be1ead891e1eaf5983e80f3e6a]]

= Data Assuranceとは何ですか？
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[role="lead"]

Data Assurance（

DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラ

ーをチェックして修正します。System Managerでは、

DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

Data Assurance（
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DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライ
ブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能

を有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェッ

ク用のコードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコ
ードを使用して、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデ

ータはディスクに書き込まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、新しいボリュームを作成するときにDAに対応したプールまたはボリュー

ムグループを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルでDAの横にある「* Yes

*」と検索します）。

これらのDA対応ボリュームは、必ずDAに対応したI/Oインターフェイスを使用しているホストに割

り当ててください。DAに対応したI/Oインターフェイスには、Fibre Channel、SAS、iSCSI

over TCP/IP、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB

）があります。SRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

[[ID0caf4222a77d6654d7d915a1f99b20c5]]

= セキュリティ対応（ドライブセキュリティ）とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブセキュリティは、セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外したときに、

そのドライブ上のデータへの不正アクセスを防止する機能です。対応するドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

[[IDb470bdc520e1665d08c706a3567ed51f]]

= リザーブ容量を増やすときは、どのような点に注意する必要がありますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

一般に、リザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、容量を拡張します。

リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。

*

必要に応じて拡張できるように、プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。
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+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形

式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。

* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

* 読み取り専用の

Snapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み

取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

Snapshot処理の場合、リザーブ容量は通常ベースボリュームの40%です。非同期ミラーリング処理

のリザーブ容量は、一般にベースボリュームの20%です。ベースボリュームで多くの変更が見込まれ
る場合や、ストレージオブジェクトのコピーサービス処理の使用期間が非常に長くなることが想定

される場合は、これよりも割合を増やしてください。

[[ID159c97914696e484b468f65c6507a97a]]

= 削減する量を選択できないのはなぜですか？

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は、増やしたときの分量ずつしか減らすことができません。メンバーボリュームのリ

ザーブ容量は、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

次のいずれかの条件に該当する場合は、ストレージオブジェクトのリザーブ容量を削減できません

。

* ストレージオブジェクトがミラーペアのボリュームである。

* ストレージオブジェクトにリザーブ容量用のボリュームが

1つしかない。ストレージオブジェクトには、リザーブ容量用のボリュームが少なくとも2つ含まれ

ている必要があります。

* ストレージオブジェクトが無効になっているSnapshotボリュームである。

* ストレージオブジェクトに関連付けられているSnapshotイメージが含まれている。

リザーブ容量のボリュームは、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

読み取り専用のSnapshotボリュームについては、関連付けられたリザーブ容量がないため、リザー

ブ容量を削減することはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshot
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ボリュームだけです。

[[ID33fe86ab462f1ba1571de300e8cb4479]]

= この割合を変更するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は通常、Snapshot処理の場合はベースボリュームの40%、非同期ミラーリング処理の

場合はベースボリュームの20%です。通常はこの容量で十分です。必要な容量は、ベースボリューム

に対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびストレージオブジェクトのコピーサービス処理を使用

する期間によって異なります。

一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量の割合を大きくします。

* 特定のストレージオブジェクトのコピーサービス処理の期間が非常に長い場合。

* 大量の

I/Oアクティビティにより、ベースボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合。ベ

ースボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマンスデータ

やその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。

[[IDf12751634168284e4b9c9005675bfb04]]

= メンバーボリュームごとにリザーブ容量が必要なのはなぜですか？
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[role="lead"]

Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームには、参照先の整合性グループSnapshotイメー
ジに影響を与えずに、ホストアプリケーションによる変更をベースボリュームに保存するための独

自のリザーブ容量が必要です。リザーブ容量を使用すると、読み取り/書き込み用のメンバーボリュ
ームに含まれているデータのコピーに、ホストアプリケーションが書き込みアクセスすることがで

きます。

整合性グループのSnapshotイメージにホストから直接読み取りや書き込みを行うことはできません

。Snapshotイメージには、ベースボリュームから取得されたデータのみが保存されます。
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読み取り/書き込み用の整合性グループSnapshotボリュームの作成中に、System

Managerは整合性グループのメンバーボリュームごとにリザーブ容量を作成します。このリザーブ

容量によって、ホストアプリケーションは、整合性グループのSnapshotイメージに含まれているデ

ータのコピーに書き込みアクセスすることができます。

[[ID3a82bcc1ef45f18f23d7767826e0bfc8]]

= リザーブ容量の候補が複数表示されるのはなぜですか？
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[role="lead"]

リザーブ容量の候補が複数表示されるのは、プールまたはボリュームグループ内にストレージオブ

ジェクトに対して選択した割合を満たす複数のボリュームが検出された場合です。

ベースボリューム上でコピーサービス処理用にリザーブする物理ドライブスペースの割合を変更す

ると、推奨される候補の一覧が更新されます。System

Managerは、選択に基づいて最適なリザーブ容量候補を表示します。

[[IDec631a97724e751684b5a988e313823a]]

= SSDキャッシュのすべての統計情報を表示するにはどうすればよいですか？また、何が
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SSDキャッシュについては、一般統計と詳細統計を表示できます。一般統計は詳細統計のサブセット

です。詳細統計は'すべてのSSD統計を.csvファイルにエクスポートした場合にのみ表示できます統
計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに注

意してください。

== 一般統計

SSDキャッシュの統計を表示するには、次のメニューを選択します。Storage [Pools & Volume

Groups]統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューを選択します。More [View

Statistics]一般統計は、SSDキャッシュ統計の表示*ダイアログに表示されます。
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次に、詳細統計のサブセットである、一般統計の一覧を示します。

[cols="2*"]

|===

| 一般統計 | 説明

 a|

読み取り/書き込み

 a|

SSDキャッシュが有効なvolumes.Compareに対するホストの読み取りと書き込みの合計数。読み取

りと書き込みの相対値です。効率的なSSDキャッシュ処理には、読み取り数が書き込み数より多いこ

とが必要です。書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

キャッシュヒット

 a|

キャッシュヒットの数。

 a|

キャッシュヒット率（%）

 a|

キャッシュヒット数を読み取りと書き込みの合計数で割った値。効果的なSSDキャッシュ処理には、

キャッシュヒットの割合が50%より高いことが必要です。この値が小さい場合は、次のような状況が

考えられます。

* 書き込みに対する読み取りの比率が小さすぎる

* 読み取りが繰り返されない

* キャッシュ容量が小さすぎる

 a|

キャッシュ割り当て率（%）

 a|

割り当てられているSSDキャッシュストレージの量。このコントローラで使用可能なSSDキャッシュ
ストレージの割合として表されます。割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値で

す。キャッシュ割り当ての割合は、通常は100%と表示されます。この数値が100%未満の場合は、キ

ャッシュがウォームアップされていないか、アクセスされているすべてのデータよりもSSDキャッシ

ュ容量が大きいことを意味します。後者の場合、SSDキャッシュ容量を小さくしても同レベルのパフ

ォーマンスが得られる可能性があります。この値は、キャッシュされたデータがSSDキャッシュに配
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置されたことを示しているわけではなく、SSDキャッシュにデータを配置可能となる前の準備手順に

すぎません。

 a|

キャッシュ使用率（%）

 a|

有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの量。割り当てられているS

SDキャッシュストレージの割合として表されます。この値はSSDキャッシュの利用率または密度を
表し、ユーザデータのバイト数を割り当てられているバイト数で割った値です。キャッシュ使用率

の割合は、通常は100%より小さく、多くの場合はるかに小さくなります。この数値は、SSDキャッ

シュ容量のうち、キャッシュデータが書き込まれている割合を示します。SSDキャッシュの各割り当
て単位はサブブロックと呼ばれる小さい単位に分割され、それぞれ独立して使用されるため、この

値は100%より小さくなります。この値が大きいほど一般には有効ですが、小さい数値でもパフォー

マンスが大幅に向上する可能性があります。

|===

== 詳細統計

詳細統計は、一般統計とその他の統計で構成されます。これらの追加統計は一般統計と一緒に保存

されますが、一般統計とは異なり、* SSDキャッシュ統計の表示

*ダイアログには表示されません。詳細統計は'.csvファイルに統計をエクスポートした後にのみ表

示できます

「.csv」ファイルを表示するときに、詳細統計が一般統計の後にリストされていることに注目して

ください。

[cols="2*"]

|===

| 詳細統計 | 説明

 a|

読み取りブロック

 a|

ホスト読み取りのブロック数。

 a|

書き込みブロック

 a|

ホスト書き込みのブロック数。
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 a|

完全ヒットブロック

 a|

キャッシュヒットのブロック数。完全ヒットブロックは、SSDキャッシュから完全に読み取られたブ

ロックの数を示します。SSDキャッシュがパフォーマンスの向上に効果があるのは、フルキャッシュ

ヒットである処理に対してのみです。

 a|

部分ヒット

 a|

すべてのブロックではなく、少なくとも1つのブロックがSSDキャッシュ内にあったホスト読み取り

の数。部分ヒットはSSDキャッシュ*ミス*で、読み取りはベースボリュームから行われています。

 a|

部分ヒット-ブロック

 a|

部分ヒットのブロック数。部分キャッシュヒットと部分キャッシュヒットブロックは、SSDキャッシ
ュ内にデータの一部しかない処理の結果として発生します。この場合、キャッシュされているハー

ドディスクドライブ（HDD）ボリュームからデータを取得する必要があります。このタイプのヒット

の場合、SSDキャッシュから得られるパフォーマンス上のメリットはありません。部分キャッシュヒ

ットブロック数が完全キャッシュヒットブロック数より多い場合は、別のI/O特性タイプ（ファイル

システム、データベース、またはWebサーバ）を使用するとパフォーマンスが向上する可能性があり

ます。SSDキャッシュのウォームアップ中は、キャッシュヒットに比べて、部分ヒットとミスの数が

増えることが予想されます。

 a|

ミス

 a|

SSDキャッシュ内にブロックがなかったホスト読み取りの数。SSDキャッシュミスは、ベースボリュ

ームから読み取りが行われた場合に発生します。SSDキャッシュのウォームアップ中は、キャッシュ

ヒットに比べて、部分ヒットとミスの数が増えることが予想されます。

 a|

ミス-ブロック

 a|

ミスしたブロックの数。
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 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）

 a|

ベースボリュームからSSDキャッシュへデータがコピーされたホスト読み取りの数。

 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）-ブロック

 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）のブロック数。

 a|

取り込み処理（ホスト書き込み）

 a|

ベースボリュームからSSDキャッシュへデータがコピーされたホスト書き込みの数。書き込みI/O処
理によってキャッシュが一杯にならないキャッシュ設定では、取り込み処理（ホスト書き込み）の

数が0になることがあります。

 a|

取り込み処理（ホスト書き込み）-ブロック

 a|

取り込み処理（ホスト書き込み）のブロック数。

 a|

無効化処理

 a|

データが無効化された、またはSSDキャッシュから削除された回数。キャッシュの無効化処理は、各

ホスト書き込み要求、Forced Unit Access（

FUA）によるホスト読み取り要求、確認要求、およびその他一部の状況で実行されます。

 a|

リサイクル処理

 a|

別のベースボリュームや論理ブロックアドレス（LBA）範囲にSSDキャッシュブロックが再利用され
た回数。効果的なキャッシュでは、再利用の回数は、読み取り処理と書き込み処理の合計数よりも
少なくする必要があります。リサイクル処理の回数が読み取りと書き込みの合計数に近づいている
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場合、SSDキャッシュがスラッシングしています。キャッシュ容量を増やす必要があります。または

、ワークロードがSSDキャッシュの使用に適していません。

 a|

使用可能なバイト数

 a|

SSDキャッシュ内でこのコントローラによって使用可能なバイト数。

 a|

割り当てバイト数

 a|

このコントローラによってSSDキャッシュから割り当てられたバイト数。SSDキャッシュから割り当

てられたバイトは、空の場合と、ベースボリュームのデータが含まれている場合があります。

 a|

ユーザデータバイト数

 a|

SSDキャッシュ内の、ベースボリュームのデータを含む割り当て済みバイト数。使用可能なバイト数
、割り当て済みバイト数、およびユーザデータのバイト数を使用して、キャッシュ割り当ての割合

とキャッシュ利用率の割合が計算されます。

|===

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= 個のボリューム

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1
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[[IDff50ff9fa825ccfb10ec43b91e213d75]]

= ストレージアレイ内のボリューム

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームは、ストレージアレイ上のストレージスペースを管理および編成するデータコンテナで
す。ボリュームは、ストレージアレイで使用可能なストレージ容量から作成されます。ボリューム
を使用すると、システムのリソースを簡単に編成して使用することができます。この概念は、コン

ピュータ上のフォルダ/ディレクトリを使用してファイルを整理し、すばやく簡単にアクセスできる

ようにすることに似ています。

ボリュームは、ホストから認識できる唯一のデータレイヤです。SAN環境では、論理ユニット番号（

LUN）にマッピングされたボリュームをホストから認識できます。LUNは、FC、iSCSI、SASなど、

ストレージアレイでサポートされている1つ以上のホストアクセスプロトコルを使用してアクセス可

能なユーザデータを保持します。

== プールおよびボリュームグループから作成できるボリュームタイプ

ボリュームは、プールまたはボリュームグループから容量を取得します。ストレージアレイ上のプ

ールまたはボリュームグループから次のタイプのボリュームを作成できます。

* *プールから*--プールからは、フルプロビジョニング（シック）ボリューム

__またはシンプロビジョニング（シン）ボリューム_としてボリュームを作成できます。_

+

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

* *ボリュームグループから*--ボリュームグループからボリュームを作成できるのは

_完全にプロビジョニングされた（シック）ボリューム_のみです。

シックボリュームとシンボリュームは、次に示す方法でストレージアレイから容量を取得します。

* シックボリュームの容量は、ボリュームの作成時に割り当てられます。

* シンボリュームの容量は、ボリュームへの書き込みの際にデータとして割り当てられます。
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シンプロビジョニングを使用すると、無駄な容量の割り当てを回避し、ストレージの初期コストを
削減できます。ただし、シックボリュームが作成されるとすべてのストレージが一度に割り当てら

れるため、完全なプロビジョニングのメリットとしてはレイテンシの低下が挙げられます。

== ボリュームの特性

プールまたはボリュームグループ内の各ボリュームには、格納されるデータのタイプに基づいて独

自の特性があります。たとえば、次のような特性があります。

* *セグメントサイズ*-セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（

KiB）です。この量に達すると、ストライプ（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セ
グメントサイズは、ボリュームグループの容量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグ

メントサイズは固定で、変更することはできません。

* *容量*-
プールまたはボリュームグループの空き容量からボリュームを作成します。ボリュームを作成する
には、プールまたはボリュームグループがすでに存在している必要があります。また、ボリューム

を作成するための十分な空き容量がプールまたはボリュームグループに必要です。

* *コントローラ所有権*--すべてのストレージアレイは'1台または

2台のコントローラを持つことができますシングルコントローラアレイでは、ボリュームのワークロ

ードが1台のコントローラで管理されます。デュアル・コントローラ・アレイでは'ボリュームを「

所有」する優先コントローラ（AまたはB）がボリュームに割り当てられますデュアルコントローラ
構成では、自動ロードバランシング機能を使用してボリューム所有権が自動的に調整され、コント

ローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡が解消されます。自動ロードバランシングはI

/Oワークロードを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィックは動的に管

理されて両方のコントローラに分散されます。

* *ボリューム割り当て*--
ボリュームの作成時または後で、ホストにボリュームへのアクセス権を与えることができます。す

べてのホストアクセスは、論理ユニット番号（LUN）を使用して管理されます。ホストは、ボリュー

ムに割り当てられているLUNを検出します。ボリュームを複数のホストに割り当てる場合は、クラス
タリングソフトウェアを使用して、すべてのホストからボリュームを使用できるようにしてくださ

い。

+

ホストタイプでは、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合があります。特定の

ホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

* *わかりやすい名前*--
ボリュームに任意の名前を付けることができますが、わかりやすい名前にすることをお勧めします

。

ボリュームの作成時には、各ボリュームに容量が割り当てられ、名前、セグメントサイズ（ボリュ
ームグループの場合のみ）、コントローラ所有権、およびボリュームとホストの割り当てが指定さ

れます。ボリュームデータは、必要に応じてコントローラ間で自動的に負荷分散されます。
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[[ID25d1dd5837f418a0eed1d656118a1f85]]

= ボリュームに関する用語
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[role="lead"]

ストレージアレイに関連するボリュームの用語を次に示します。

== すべてのボリュームタイプ

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

割り当て容量

 a|

割り当て容量は、ボリュームの作成やコピーサービス処理に使用します。

割り当て容量とレポート容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

 a|

アプリケーション

 a|

アプリケーションとは、SQL Serverや

Exchangeなどのソフトウェアです。アプリケーションごとに、サポートするワークロードを1つ以
上定義します。一部のアプリケーションについては、ストレージを最適化する推奨されるボリュー

ム構成がSystem Managerから自動的に提示されます。ボリューム構成には、

I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキャッシュなどの特性

が含まれます。

 a|

容量

 a|
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容量は、ボリュームに格納できるデータの量です。

 a|

コントローラ所有権

 a|

コントローラ所有権は、ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。ボリューム

は'ボリュームを所有する優先コントローラ（AまたはB）を持つことができますボリューム所有権は
、自動ロードバランシング機能を使用して自動的に調整され、コントローラ間でワークロードが移

動する際の負荷の不均衡が解消されます。自動ロードバランシングはI/Oワークロードを自動的に分

散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィックは動的に管理されて両方のコントローラに

分散されます。

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチでは、コントローラは、ドライブからキャッシュにデータブ
ロックを読み取っているときに、連続する追加のデータブロックをキャッシュにコピーすることが
できます。このキャッシングにより、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高ま

ります。動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアア
プリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取り

の速度と要求サイズに基づいて自動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが

無効になっている場合は適用されません。

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。

 a|

空き容量領域

 a|

空き容量領域は、ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容

量を使用しなかった場合に発生する空き容量です。1つ以上の空き容量領域があるボリュームグルー
プでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量はそのボリュームグループ内で最も大きい空き

容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュームグループに合計15GiBの空き容量があり、最

も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作成できるボリュームのサイズは最大10GiBです

。

空き容量を統合すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内の空き容量を最大限

使用できるようになります。
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 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

ホストクラスタ

 a|

ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数の

ホストに簡単に割り当てることができます。

 a|

ホットスペアドライブ

 a|

ホットスペアドライブはボリュームグループでのみサポートされます。ホットスペアドライブには

データは格納されておらず、RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループに含まれるボリュームで障害が発生した場合のスタンバイとして機能します

。ホットスペアドライブを使用すると、ストレージアレイの冗長性が向上します。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

 a|

メディアスキャン

 a|

メディアスキャンは、ドライブに対する通常の読み取り/書き込みの際に、ドライブメディアのエラ
ーが検出される前に検出する機能です。メディアスキャンはバックグラウンド処理として実行され

、定義されたユーザボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンします。

 a|
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ネームスペース

 a|

ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVMストレージです。SCSIの論理ユ

ニットに相当し、ストレージアレイではボリュームに関連します。

 a|

プール

 a|

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

 a|

プールまたはボリュームグループの容量

 a|

プール、ボリューム、またはボリュームグループの容量は、ストレージアレイ内の容量のうち、プ
ールまたはボリュームグループに割り当てられている容量です。この容量は、ボリュームの作成、
およびコピーサービス処理とストレージオブジェクトのさまざまな容量ニーズに対応するために使

用されます。

 a|

読み取りキャッシュ

 a|

読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです。読み取り処理
の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスす

る必要はありません。読み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

 a|

レポート容量

 a|

レポート容量は、ホストに報告され、ホストからアクセスできる容量です。

レポート容量と割り当て容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。
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 a|

セグメントサイズ

 a|

セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達すると、ストライプ

（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズは、ボリュームグループの容
量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグメントサイズは固定で、変更することはでき

ません。

 a|

ストライピング

 a|

ストライピングは、ストレージアレイにデータを格納する方法の1つです。データフローを一定のサ

イズのブロック（「ブロックサイズ」）に分割し、このブロックを各ドライブに1つずつ順に書き込
みます。このデータ格納方法は、複数の物理ドライブにデータを分散して格納する場合に使用され

ます。ストライピングはRAID 0と同義で、パリティを使用せずに

RAIDグループ内のすべてのドライブにデータを分散します。

 a|

ボリューム

 a|

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

 a|

ボリュームの割り当て

 a|

ボリューム割り当てとは、ホストLUNのボリュームへの割り当てです。

 a|

ボリューム名

 a|

ボリューム名は、ボリュームの作成時に割り当てられる文字列です。デフォルトの名前をそのまま
使用することも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます

。

 a|

ボリュームグループ
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 a|

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

 a|

ワークロード

 a|

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

 a|

書き込みキャッシュ

 a|

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュ

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャッシュメモリに書き込ま
れたデータがもう一方のコントローラのキャッシュメモリにも書き込まれます。そのため、一方の
コントローラで障害が発生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完

了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントロ
ーラが配置されている場合にのみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリ

ュームの作成時にデフォルトで設定されます。

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュ

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュでは、バッテリがない、障害が発生している、完全に放電され
ている、フル充電されていないなどの状況でも書き込みキャッシュが継続されます。バッテリなし
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の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には
推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ

が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

|===

== シンボリュームに固有の用語

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

割り当て容量の制限

 a|

割り当て容量の制限は、シンボリュームの拡張時に割り当てることができる物理容量の上限です。

 a|

書き込み済み容量

 a|

書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書き込み済みの容量

です。

 a|

警告しきい値

 a|

警告しきい値アラートは、シンボリュームの割り当て容量がしきい値に達したときに発行されるよ

うに設定できます（警告しきい値）。

|===

[[IDf6adfc14e22aad89a8c99b490e0738cb]]
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= ボリュームを作成するためのワークフロー

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SANtricity System Managerでは、次の手順でボリュームを作成します。

image::../media/sam1130-flw-volumes-create.gif[sam1130

Flwボリュームが作成されます]

[[ID239949ba932620e9720c4b837650c449]]

= ボリュームのデータ整合性と データ セキュリティ

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームでData Assurance（

DA）機能とドライブセキュリティ機能を有効にして使用することができます。System

Managerでは、これらの機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

== Data Assurance

Data Assurance（

DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライ
ブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能

を有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェッ

ク用のコードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコ
ードを使用して、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデ

ータはディスクに書き込まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、新しいボリュームを作成するときにDAに対応したプールまたはボリュー

ムグループを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルでDAの横にある「* Yes

*」と検索します）。

これらのDA対応ボリュームは、必ずDAに対応したI/Oインターフェイスを使用しているホストに割

り当ててください。DAに対応したI/Oインターフェイスには、Fibre Channel、SAS、iSCSI

over TCP/IP、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB
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）があります。SRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

== ドライブセキュリティ

ドライブセキュリティは、セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外したときに、

そのドライブ上のデータへの不正アクセスを防止する機能です。対応するドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）140-2レベル

2に準拠したドライブ（FIPSドライブ）があります。

=== ドライブレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブであるFDEまたはFIPSでは、書き込み時にデータが暗号化され、読み取
り時に復号化されます。この暗号化と復号化は、パフォーマンスやユーザのワークフローには影響
しません。ドライブごとに固有の暗号化キーがあり、このキーをドライブから転送することはでき

ません。

=== ボリュームレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブからプールまたはボリュームグループを作成する場合、そのプールまた
はボリュームグループに対してドライブセキュリティを有効にすることもできます。ドライブセキ
ュリティを有効にすると、ドライブとそれに関連付けられているボリュームグループおよびプール

がsecure-

_enabled_になります。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対
応でないドライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドラ

イブがセキュリティ対応である必要があります。

=== ドライブセキュリティを実装する方法

ドライブセキュリティを実装するには、次の手順を実行します。

. ストレージアレイにセキュリティ対応のFDEドライブまたはFIPSドライブを取り付けます（

FIPSのサポートが必要なドライブには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループまた

はプールにFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブと

して扱われます。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEドラ

イブを追加したりスペアとして使用したりすることはできません）。

. セキュリティキーを作成します。セキュリティキーは、読み取り

/書き込みアクセス用にコントローラとドライブで共有される文字列です。コントローラの永続的メ
モリから内部キーを作成するか、キー管理サーバから外部キーを作成することができます。外部キ

ー管理の場合、キー管理サーバとの間に認証を確立する必要があります。

. プールおよびボリュームグループに対してドライブセキュリティを有効にします。
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+

** プールまたはボリュームグループを作成します（受験者テーブルの「Secure Capable

*」列で「* Yes」を検索してください）。

** 新しいボリュームを作成するときにプールまたはボリュームグループを選択します（Pool and

volume group Candidatesテーブルで、「* SecureCapable *」の横の「* Yes」

*を探します）。

ドライブセキュリティ機能を使用する場合、セキュリティ有効ドライブとストレージアレイのコン
トローラで共有されるセキュリティキーを作成します。ドライブの電源をオフにしてオンにするた
びに、コントローラによってセキュリティキーが適用されるまでセキュリティ有効ドライブはセキ

ュリティロック状態になります。

[[IDc7ce8b3cb337667216aecd1ab894900d]]

= SSDキャッシュとボリューム
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読み取り専用のパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュにボリュームを追加することが

できます。SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグループ化した一連のソリッドステー

トディスク（SSD）ドライブで構成されます。

== 個のボリューム

SSDキャッシュとの間のデータの移動には、単純なボリュームI/Oのメカニズムが使用されます。デ

ータがキャッシュされてSSDに格納されると、そのデータの以降の読み取りはSSDキャッシュに対し

て実行されるため、HDDボリュームにアクセスする必要はありません。

SSDキャッシュはセカンダリキャッシュであり、コントローラの動的ランダムアクセスメモリ（DRA

M）にあるプライマリキャッシュと組み合わせて使用されます。

* プライマリキャッシュでは、データはホスト読み取り後にDRAMに格納されます。

* SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされて2つの内部

RAIDボリューム（コントローラごとに1つ）に格納されます。RAIDボリュームはSSDキャッシュの

作成時に自動的に作成されます。
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内部RAIDボリュームは、内部的なキャッシュ処理に使用されます。ユーザがアクセスすることはで
きず、ユーザインターフェイスにも表示されません。ただし、ストレージアレイで許可されるボリ

ュームの総数には、これら2つのボリュームも含まれます。

[NOTE]

====

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシ

ングによる転送の対象外となります。

====

== ドライブセキュリティ機能

ドライブセキュリティを使用している（セキュリティ有効）ボリュームでSSDキャッシュを使用する

場合は、そのボリュームとSSDキャッシュのドライブセキュリティ機能が同じである必要があります

。同じでない場合、ボリュームはセキュリティ有効になりません。

[[IDa2f2919cf1e9c3b9c7abe10f9378ee4e]]

= アプリケーション固有のワークロード
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ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

System Managerでボリュームを作成する際には、ワークロードの用途について回答

から質問するように求められます。たとえば、Microsoft

Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要と

される平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。System

Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じて

編集することもできます。必要に応じて、ボリューム作成のこの手順をスキップできます。
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== ワークロードのタイプ

アプリケーション固有とその他の2種類のワークロードを作成できます。

* *アプリケーション固有

*。アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、アプリケーション

ワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になる

ように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。I/Oタイプ、セグメントサイズ、

コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次

のアプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

+

** Microsoft®SQL Server™

** Microsoft®Exchange Server™

** ビデオ監視アプリケーション

** VMware ESXi™（Virtual Machine File

Systemでボリュームを使用する場合）では、推奨されるボリューム構成を確認し、* Add/Edit

Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システム推奨のボリュームおよび特性を編集、追加、または削除

できます。

* *その他

*（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）。特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケ

ーションに対する最適化がSystem

Managerに組み込まれていない場合は、その他のワークロードを選択し、ボリューム構成を手動で

指定する必要があります。ボリューム構成は、*ボリュームの追加/編集*ダイアログボックスを使用

して手動で指定する必要があります。

== アプリケーションとワークロードの表示

アプリケーション固有のワークロードに関連する情報を表示する方法は2つあります。

* 「*ボリューム」タイルの「*アプリケーションとワークロード

*」タブを選択すると、ストレージアレイのボリュームをワークロード別にグループ化し、ワークロ

ードが関連付けられているアプリケーションタイプを表示できます。

* パフォーマンス*タイルで*アプリケーションとワークロード

*タブを選択すると、論理オブジェクトのパフォーマンス指標（レイテンシ、IOPS、MB）を表示で
きます。オブジェクトはアプリケーションおよび関連付けられているワークロード別にグループ化
されます。このパフォーマンスデータを定期的に収集することで、ベースラインとなる数値を設定

して傾向を分析することができ、I/Oパフォーマンスに関する問題の調査に役立ちます。
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[[IDeeb60f52fe9ab3dfb76c3d8a1f9915a3]]

= ボリュームで実行できる操作
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ボリュームに対しては、容量の拡張、削除、コピー、初期化、再配置など、さまざまな処理を実行

できます。 所有権の変更、キャッシュ設定の変更、メディアスキャン設定の変更

== 容量を拡張

ボリュームの容量は次の2つの方法で拡張できます。

* プールまたはボリュームグループの使用可能な空き容量を使用します。

+

ボリュームに容量を追加するには、「*」メニューから「Storage（Pool and Volume

Groups）」>「Add Capacity（容量の追加）」*を選択します。

*

ボリュームのプールまたはボリュームグループに未割り当て容量（未使用ドライブ）を追加します

。このオプションは、プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合に使用します。

+

プールまたはボリュームグループに未割り当て容量を追加するには、*メニュー：Storage（Pool

and Volume Groups）> Add Capacity（容量の追加）*を選択します。

+

プールまたはボリュームグループに使用可能な空き容量がない場合、ボリュームの容量を拡張する
ことはできません。先にプールまたはボリュームグループのサイズを拡張するか、未使用のボリュ

ームを削除する必要があります。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト

オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

== 削除

ボリュームを削除する一般的な状況としては、作成したボリュームのパラメータや容量に誤りがあ
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った場合、ストレージ構成のニーズを満たさなくなった場合、バックアップやアプリケーションの

テストに必要なくなったSnapshotイメージがある場合などがあります。ボリュームを削除すると、

プールまたはボリュームグループの空き容量が増えます。

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。また、関連付け

られているSnapshotイメージ、スケジュール、Snapshotボリュームも削除され、ミラーリング関

係も削除されます。

== コピー

ボリュームをコピーする場合は、ソースボリュームとターゲットボリュームの2つの個別のボリュー
ムのポイントインタイムコピーを同じストレージアレイに作成します。ボリュームをコピーするに

は、「*」メニューから「Storage（ボリューム）」>「Copy Services（コピーサービス）」>

「Copy volume（ボリュームのコピー）」*を選択します。

== 初期化します

ボリュームを初期化すると、ボリュームからすべてのデータが消去されます。ボリュームは、最初
に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害状況からリカバリするために、

ボリュームを手動で初期化するようRecovery

Guruから指示される場合があります。ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割

り当て、割り当て済み容量、およびリザーブ容量の設定は保持されます。Data Assurance（

DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。

ボリュームを初期化するには、*メニュー：Storage [Volumes]> More > Initialize

volumes ]*を選択します。

== 再配置

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行します。通常、ホ
ストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチパスドライバがボリュー

ムを優先コントローラ所有者から移動します。

ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのア
クセスを試みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは

代替パスにフェイルオーバーします。このフェイルオーバー原因
によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される可能性があります。フェイルオーバ
ーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有権が優先コントローラ所

有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要になります。

ボリュームを再配置するには、*メニュー：Storage [Volumes]>[More]> redistribute

volumes ]*を選択します。
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== ボリューム所有権を変更します

ボリュームの所有権を変更すると、ボリュームの優先コントローラ所有権が変更されます。ボリュ

ームの優先コントローラ所有者は、* MENU（メニュー）> Storage（ボリューム）> View/Edit

Settings（設定の表示/編集）> Advanced tab（詳細タブ）*に表示されます。

ボリュームの所有権を変更するには、「* menu：Storage（ボリューム）> More（詳細）>

Change ownership（所有権の変更）」*を選択します。

=== ミラーリングとボリューム所有権

ミラーペアのプライマリボリュームがコントローラAに所有されている場合、セカンダリボリューム

もリモートストレージアレイのコントローラAに所有されます。プライマリボリュームの所有者を変
更すると、両方のボリュームが同じコントローラで所有されるようにセカンダリボリュームの所有
者も自動的に変更されます。プライマリ側で現在の所有権が変更されると、セカンダリ側の対応す

る所有権も自動的に変更されます。

ミラー整合性グループにローカルのセカンダリボリュームが含まれている場合にコントローラ所有
権を変更すると、セカンダリボリュームは最初の書き込み処理時に自動的に元のコントローラ所有

者に転送されます。所有権の変更*オプションを使用してセカンダリボリュームのコントローラ所有

権を変更することはできません。

=== ボリュームとボリュームの所有権をコピーします

ボリュームのコピー処理中は、同じコントローラがソースボリュームとターゲットボリュームの両
方を所有している必要があります。ボリュームのコピー処理の開始時に、両方のボリュームの優先
コントローラが同じでないことがあります。そのため、ターゲットボリュームの所有権が自動的に
ソースボリュームの優先コントローラに転送されます。ボリュームのコピーが完了または停止する

と、ターゲットボリュームの所有権は元の優先コントローラにリストアされます。

ボリュームのコピー処理中にソースボリュームの所有権が変更された場合、ターゲットボリューム

の所有権も変更されます。特定のオペレーティングシステム環境では、I/Oパスを使用する前に、マ

ルチパスホストドライバの再設定が必要になる場合があります。（一部のマルチパスドライバではI

/Oパスを認識するために編集が必要です。詳細については、ドライバのマニュアルを参照してくだ

さい）。

== キャッシュ設定を変更します

キャッシュメモリは、ドライブメディアよりも速くアクセスできる、コントローラ上の一時的な揮
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発性ストレージ（RAM）領域です。キャッシュメモリを使用すると、次の理由により、全体的なI/O

パフォーマンスを向上させることができます。

*

読み取り用にホストから要求されたデータが以前の処理からすでにキャッシュに格納されている可

能性があるため、ドライブへのアクセスが不要になります。

*

書き込みデータは最初にキャッシュに書き込まれるため、データがドライブに書き込まれるのを待

つことなくアプリケーションが処理を続行できます。

[*]メニューを選択します。[ストレージ][ボリューム]>[詳細]>[キャッシュ設定の変更]*次のキ

ャッシュ設定を変更します。

* *読み取りキャッシュと書き込みキャッシュ*--読み取りキャッシュは

'ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです読み取り処理の対象となるデータが以前
の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスする必要はありません。読み

取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

+

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

* *ミラーリングありの書き込みキャッシュ*--ミラーリングありの書き込みキャッシュは

'一方のコントローラのキャッシュ・メモリに書き込まれたデータがもう一方のコントローラのキャ
ッシュ・メモリにも書き込まれたときに発生しますそのため、一方のコントローラで障害が発生し
た場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完了できます。書き込みキャッ

シュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントローラが配置されている場合に
のみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリュームの作成時にデフォルト

で設定されます。

* *バッテリなしの書き込みキャッシュ*--
バッテリなしの書き込みキャッシュ設定により、バッテリがない、故障している、完全に放電され
ている、またはフル充電されていない場合でも書き込みキャッシュを続行できます。バッテリなし
の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には

推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ

が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

+

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

* *動的キャッシュ読み取りプリフェッチ*--動的キャッシュ読み取りプリフェッチにより

'コントローラは'ドライブからキャッシュにデータ・ブロックを読み取っているときに'追加のシー
ケンシャル・データ・ブロックをキャッシュにコピーすることができますこのキャッシングにより
、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高まります。動的キャッシュ読み取りプ

リフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアアプリケーションで重要ですデータが
キャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取りの速度と要求サイズに基づいて自動

で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが
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無効になっている場合は適用されません。

+

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。

== メディアスキャン設定の変更

メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエ
ラーを検出して修復します。このスキャンにより、プールまたはボリュームグループ内の他のドラ
イブで障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗長性情報とプールまたはボリュームグループ

内の他のドライブのデータを使用して再構築されるため、データが失われることはありません。

メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行され
ます。優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが

一時的に中断されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

メディアスキャンの実行期間を有効にして設定するには、「* menu：Storage（ボリューム）」

>「More（詳細）」>「Change media scan settings（メディアスキャン設定の変更）」

*を選択します。

ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になって
いる場合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボ
リュームに冗長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされ
ます。メディアスキャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になりま

す。

スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデ

ータが修復されます。たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID

6ボリュームまたは1本のドライブのみで障害が発生したRAID

6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修復できな
い場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修正

可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告され

ます。

[[IDfc0ed9898182b8318242b7821c4b651b]]

= ボリュームの容量

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。データの格
納を開始する前に、プールまたはボリュームグループと呼ばれる論理コンポーネントに割り当て容
量を設定する必要があります。これらのストレージオブジェクトを使用して、ストレージアレイの

データを設定、格納、メンテナンス、および保持できます。

== 容量を使用したボリュームの作成と拡張

プールまたはボリュームグループ内の未割り当て容量または空き容量からボリュームを作成できま

す。

*

未割り当て容量からボリュームを作成する場合は、プールまたはボリュームグループとボリューム

を同時に作成できます。

*

空き容量からボリュームを作成する場合は、既存のプールまたはボリュームグループに追加のボリ

ュームを作成します。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト

オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

== シックボリュームとシンボリュームの容量タイプ

シックボリュームまたはシンボリュームのどちらかを作成できます。レポート容量と割り当て容量

はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります。

*

シックボリュームの場合、ボリュームのレポート容量は割り当て済みの物理ストレージ容量と同じ
になります。物理ストレージ容量全体が存在している必要があります。物理的に割り当てられるス

ペースは、ホストに報告されるスペースと同じです。

+

通常は、シックボリュームのレポート容量を、ボリュームが拡張すると予想される最大容量に設定
します。シックボリュームは、予測可能な高パフォーマンスをアプリケーションに提供します。こ

れは主に、すべてのユーザ容量が作成時に予約され、割り当てられているためです。

*

シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き込み用に現在割

り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

+

レポート容量は、ストレージアレイ上の割り当て容量よりも大きくなる場合があります。現在使用
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可能な資産に関係なく、シンボリュームの拡張に合わせてサイズを設定できます。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

== シックボリュームの容量制限

シックボリュームの最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボリュームグループ内のドラ

イブの数と容量で決まります。

シックボリュームのレポート容量を拡張する際は、次のガイドラインに注意してください。

* 小数点以下3桁まで指定できます（例：65.375GiB）。

* ボリュームグループで使用可能な最大値以下の容量を指定してください。

+

ボリュームを作成する場合は、セグメントサイズの動的（DSS）変更のための追加容量が事前に割り

当てられます。DSS変更は、ボリュームのセグメントサイズを変更できるソフトウェアの機能です。

* 一部のホストオペレーティングシステムでは、

2TiBを超えるボリュームがサポートされます（最大レポート容量はホストオペレーティングシステ
ムで決定されます）。実際には、一部のホストオペレーティングシステムでサポートされるのは最

大128TiBのボリュームです。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを

参照してください。

== シンボリュームの容量制限

レポート容量が多く、割り当て容量が比較的少ないシンボリュームを作成できます。これは、スト
レージの利用率や効率性に効果的です。シンボリュームを使用すると、アプリケーションの実行を
中断することなく、アプリケーションのニーズの変化に応じて割り当て容量を拡張できるため、ス

トレージ管理が簡易化され、ストレージ利用率が向上します。

シンボリュームには、レポート容量と割り当て容量に加えて、書き込み済み容量も含まれています
。書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書き込み済みの容

量です。

次の表に、シンボリュームの容量制限を示します。
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[cols="3*"]

|===

| 容量のタイプ | 最小サイズ | 最大サイズ

 a|

報告済み

 a|

32MiB

 a|

256TiB です

 a|

割り当て済み

 a|

4MiB

 a|

64TiB

|===

シンボリュームの場合、最大レポート容量の256TiBに達していると容量を拡張できません。シンボ
リュームのリザーブ容量が最大レポート容量よりも大きいサイズに設定されていることを確認して

ください。

割り当て容量は、割り当て容量の制限に基づいてSystem

Managerで自動的に拡張されます。割り当て容量の制限により、シンボリュームの自動拡張をレポ
ート容量までに制限できます。書き込まれるデータの量が割り当て容量に近付いたときは、割り当

て容量の制限を変更することができます。

割り当て容量の制限を変更するには、*メニューから「Storage（ボリューム）」>「Thin

Volume Monitoring（シンボリューム監視）」タブ>「Change Limit（制限の変更）」

*を選択します。

System

Managerでは、シンボリュームの作成時にフル容量を割り当てないため、プールの空き容量が不足
する可能性があります。スペース不足の場合は、シンボリュームについてだけでなく、プールの容

量を必要とする他の処理（SnapshotイメージやSnapshotボリュームなど）についてもプールへの
書き込みがブロックされる可能性があります。ただし、プールからの読み取り処理は引き続き実行

できます。この状況が発生すると、アラートしきい値の警告が表示されます。

[[ID9e350b1ca92952e9eb50ab978959b691]]

= シンボリュームの監視

:allow-uri-read:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

シンボリュームのスペースを監視して適切なアラートを生成し、容量不足が発生するのを回避でき

ます。

シンプロビジョニング環境では、基盤となる物理ストレージよりも多くの論理スペースを割り当て

ることができます。メニューから「Storage [Volumes]> Thin Volume

Monitoring]タブを選択すると、シンボリュームが割り当て容量の上限に達するまでの増加量を監

視できます。

[* Thin Monitoring]ビューを使用すると、次の操作を実行できます。

* シンボリュームで自動的に拡張可能な割り当て容量を制限する制限を定義します。

*

シンボリュームが最大割り当て容量の制限に近づいたときにホームページの通知領域にアラート（

警告しきい値超過）が送信される割合を設定します。

シンボリュームの容量を拡張するには、レポート容量を拡張してください。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[[ID27fec22c2d8bd0efffaf38051834cfed]]

= シックボリュームとシンボリュームの比較

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

シックボリュームは常にフルプロビジョニングされます。つまり、ボリューム作成時にすべての容
量が割り当てられます。シンボリュームは常にシンプロビジョニングされます。つまり、ボリュー

ムにデータが書き込まれるときに容量が割り当てられます。
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== シックボリュームとシンボリュームのどちらを使用するか

シックボリュームは、プールまたはボリュームグループから作成できます。シンボリュームはプー

ルからのみ作成でき、ボリュームグループからは作成できません。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[cols="2*"]

|===

| ボリュームタイプ | 説明

 a|

シックボリューム

 a|

*

シックボリュームでは、将来のストレージニーズを見越して、大容量のストレージスペースが事前

に確保されます。

*

シックボリュームは、ボリューム作成時に物理ストレージ上で事前に割り当てられたボリュームサ

イズ全体を使用して作成されます。つまり、100GiBのボリュームを作成すると、ドライブ上で割り

当てられた100GiBの容量が実際に消費されます。ただし、スペースが使用されず、ストレージ容量

の利用率が低下する可能性があります。

* シックボリュームを作成する場合は、

1つのボリュームに容量を過剰に割り当てないようにしてください。1つのボリュームに容量を過剰

に割り当てると、システム内の物理ストレージをすぐに使い果たしてしまう可能性があります。

* コピーサービス（Snapshotイメージ、

Snapshotボリューム、ボリュームコピー、非同期ミラーリング）用のストレージ容量も必要なため
、シックボリュームにすべての容量を割り当ててしまわないように注意してください。スペースが
不足すると、プールまたはボリュームグループへの書き込みがブロックされる可能性があります。

この状況が発生すると、空き容量アラートしきい値の警告が表示されます。

 a|

シンボリューム

 a|

*
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シックボリュームとは異なり、シンボリュームに必要なスペースは作成時には割り当てられず、必

要に応じてあとから提供されます。

*

シンボリュームのサイズは過剰に割り当てることができます。つまり、ボリュームのサイズよりも

大きいLUNサイズを割り当てることができます。その後、LUNのサイズを拡張することなく、つまり
ユーザを切断することなく、必要に応じてボリュームを拡張できます（必要に応じてドライブを追

加できます）。

* シンプロビジョニングブロックのスペース再生（UNMAP）では、ホストからSCSI

UNMAPコマンドを実行し、ストレージアレイ上のシンプロビジョニングされたボリュームのブロッ
クを再生できます。シンプロビジョニングをサポートするストレージアレイでは、再生されたスペ
ースを、同じストレージアレイ内の他のシンプロビジョニングされたボリュームの割り当て要求に
使用できます。これにより、ディスクスペースの消費状況が改善され、リソースがより効率的に使

用されます。

|===

== シンボリュームの制限事項

シンボリュームでは、次の例外を除いて、シックボリュームと同じ処理がすべてサポートされます

。

* シンボリュームのセグメントサイズは変更できません。

* シンボリュームでは読み取り前冗長性チェックを有効にできません。

* シンボリュームはコピーボリューム処理のターゲットボリュームとして使用できません。

* Snapshot処理ではシンボリュームを使用できません。

*

シンボリュームの割り当て容量の制限と警告しきい値は、非同期ミラーペアのプライマリ側だけで
変更できます。プライマリ側でこれらのパラメータを変更すると、自動的にセカンダリ側に反映さ

れます。

[[IDc13b38b52d3fa916f70fc162c3dec167]]

= ボリュームコピー機能

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームコピー機能を使用すると、ソースボリュームとターゲットボリュームの2つのボリューム
を同じストレージアレイ上に作成して、ボリュームのポイントインタイムコピーを作成できます。
ターゲットボリュームのデータがソースボリュームのデータと同じになるように、ソースボリュー

ムからターゲットボリュームに1バイトずつデータがコピーされます。
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== データをコピーすることでアクセスを向上

ボリュームのストレージ要件が変わった場合、ボリュームコピー機能を使用して、小容量のドライ
ブを使用するプールまたはボリュームグループから大容量のドライブを使用するプールまたはボリ
ュームグループにデータをコピーできます。たとえば、ボリュームコピー機能を使用して次のこと

が可能です。

* 大容量ドライブにデータを移動

* データ転送速度が速いドライブに変更します。

* パフォーマンスを向上させるために、新しいテクノロジを使用するドライブに変更を加える。

* シンボリュームをシックボリュームに変更する。

== シンボリュームをシックボリュームに変更する

シンボリュームをシックボリュームに変更する場合は、ボリュームコピー処理を使用してシンボリ

ュームのコピーを作成します。ボリュームコピー処理のターゲットは常にシックボリュームです。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

== データをバックアップする

ボリュームコピー機能を使用すると、ボリュームのデータを同じストレージアレイの別のボリュー
ムにコピーすることでボリュームをバックアップできます。ターゲットボリュームをソースボリュ
ームのバックアップとして使用して、システムテストを実施したり、テープドライブなどの別のデ

バイスにバックアップしたりできます。

== Snapshotボリュームのデータをベースボリュームにリストアします

ベースボリュームのデータを関連付けられたSnapshotボリュームのデータからリストアする必要が

ある場合は、ボリュームコピー機能を使用してSnapshotボリュームからベースボリュームにデータ

をコピーできます。Snapshotボリューム上にデータのボリュームコピーを作成し、そのデータをベ

ースボリュームにコピーできます。
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== ソースボリュームとターゲットボリューム

次の表に、ボリュームコピー機能でソースボリュームとターゲットボリュームに使用できるボリュ

ームのタイプを示します。

[cols="4*"]

|===

| ボリュームタイプ | オフラインボリュームコピーのソースボリュームを指定します |

オンラインボリュームコピーのソースボリューム |

オンラインおよびオフラインのターゲットボリューム

 a|

プール内のシックボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

ボリュームグループ内のシックボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

シンボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

いいえ
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 a|

Snapshotボリューム

 a|

○1.

 a|

いいえ

 a|

いいえ

 a|

Snapshotベースボリューム

 a|

はい。

 a|

いいえ

 a|

いいえ

 a|

リモートミラープライマリボリューム

 a|

○2.

 a|

いいえ

 a|

はい。

|===

[[IDf70ec3afef32b2396f101dd5903c0b72]]

= ボリュームコピー処理のタイプ

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

オフラインの_ボリュームコピー操作または_オンラインの_ボリュームコピー操作のいずれかを実行
できます。オフライン処理では、ソースボリュームからデータを読み取ってターゲットボリューム

にコピーします。オンライン処理では、Snapshotボリュームをソースとして使用して、そのデータ
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をターゲットボリュームにコピーします。

データの整合性を確保するために、どちらのタイプのボリュームコピー処理でも、ターゲットボリ

ュームに対するすべてのI/Oアクティビティが中断されます。これは、手順

が完了するまでターゲットボリューム上のデータが整合性のない状態になるためです。

オフラインおよびオンラインのボリュームコピー処理について以下で説明します。

== オフラインのボリュームコピー処理です

オフラインのボリュームコピー関係は、ソースボリュームとターゲットボリューム間の関係です。
オフラインコピーは、ソースボリュームからデータを読み取り、そのデータをターゲットボリュー
ムにコピーします。コピーの実行中は、ソースボリュームに対するすべての更新が一時停止されま
す。ソースボリュームに対するすべての更新を一時停止するのは、時間の経過による不整合がター

ゲットボリュームで発生しないようにするためです。

|===

2+| オフラインコピー処理に関する重要なポイント

 a|

読み取り要求と書き込み要求

 a|

*

ボリュームコピー処理のステータスが実行中または保留の場合、オフラインコピーに参加している

ソースボリュームは読み取り専用のI/Oアクティビティに使用できます。

* 書き込み要求はオフラインコピーが完了したあとで許可されます。

*

書き込み禁止のエラーメッセージが表示されないようにするために、ステータスが実行中のボリュ

ームコピー処理に参加しているソースボリュームにはアクセスしないでください。

 a|

ジャーナリングファイルシステム

 a|

*

ソースボリュームがジャーナリングファイルシステムでフォーマットされている場合は、ソースボ

リュームに対する読み取り要求の問題
処理がストレージアレイコントローラから拒否されてエラーメッセージが表示されることがありま

す。

* ジャーナリングファイルシステムのドライバは、読み取り要求の問題
処理を試行する前に書き込み要求を発行します。コントローラは書き込み要求を拒否します。書き
込み要求が拒否されたために、読み取り要求が発行されない可能性があります。この状況により、
ソースボリュームが書き込み禁止であることを示すエラーメッセージが表示される場合があります
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。

* この問題
が実行されないようにするために、ボリュームコピー処理のステータスが実行中のときは、オフラ

インコピーに参加しているソースボリュームにはアクセスしないでください。

|===

== オンラインのボリュームコピー処理です

オンラインのボリュームコピー関係は、Snapshotボリュームとターゲットボリューム間の関係です
。ソースボリュームがオンラインになっていて、データの書き込みに使用できる場合は、ボリュー

ムコピー処理を開始できます。そのためには、ボリュームのSnapshotを作成し、そのSnapshotを

コピーの実際のソースボリュームとして使用します。

ソースボリュームに対してボリュームコピー処理を開始すると、System

ManagerはベースボリュームのSnapshotイメージおよびベースボリュームとターゲットボリュー

ムのSnapshotイメージ間のコピー関係を作成します。Snapshotイメージをソースボリュームとし
て使用すると、ストレージアレイでは、コピーの実行中も引き続きソースボリュームへの書き込み

を行うことができます。

オンラインコピー処理中は、copy-on-write手順
が原因でパフォーマンスが低下します。オンラインコピーが完了すると、ベースボリュームのパフ

ォーマンスが元に戻ります。

|===

2+| オンラインコピー処理に関する重要なポイント

 a|

どのような種類のボリュームを使用できますか？

 a|

*

ポイントインタイムイメージの作成対象となるボリュームはベースボリュームとも呼ばれます。こ
のボリュームには、ストレージアレイ上の標準ボリュームまたはシンボリュームを使用する必要が

あります。

*

ターゲットボリュームには、ボリュームグループ内の標準ボリュームまたはプール内の標準ボリュ

ームを使用できます。ターゲットボリュームに、シンボリュームやSnapshotグループ内のベースボ

リュームを使用することはできません。

*

オンラインのボリュームコピー機能を使用すると、シンボリュームから同じストレージアレイにあ
るプール内の標準ボリュームにデータをコピーできます。ただし、ボリュームコピー機能を使用し

て標準ボリュームからシンボリュームにデータをコピーすることはできません。
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 a|

ベースボリュームのパフォーマンス

 a|

* コピー元として使用するSnapshotボリュームがアクティブな場合は、copy-on-

write処理が原因でベースボリュームのパフォーマンスが低下します。コピーが完了すると、Snap

shotは無効になり、ベースボリュームのパフォーマンスが元に戻ります。Snapshotは無効ですが

、リザーブ容量ボリュームとコピー関係はそのまま残ります。

 a|

作成されるボリュームのタイプ

 a|

* Snapshotボリュームとリザーブ容量ボリュームは、オンラインコピー処理中に作成されます。

*

Snapshotボリュームは、データを格納する実際のボリュームではなく、特定の時点でボリュームに

格納されていたデータへの参照です。

* 作成されるSnapshotごとに、その

Snapshotのデータを保持するためのリザーブ容量ボリュームが作成されます。リザーブ容量ボリュ

ームは、Snapshotイメージの管理にのみ使用されます。

 a|

リザーブ容量ボリューム

 a|

*

ソースボリューム上のデータブロックが変更される前に、変更対象のブロックの内容が保管用のリ

ザーブ容量ボリュームにコピーされます。

*

リザーブ容量ボリュームにはそのデータブロック内の元のデータのコピーが格納されるため、デー

タブロックに対する以降の変更はソースボリュームにのみ書き込まれます。

* リザーブ容量ボリュームに格納されるのは

Snapshotの作成時刻以降に変更されたデータブロックだけであるため、オンラインコピー処理で使

用されるディスクスペースは完全な物理コピーよりも少なくなります。

|===

:leveloffset: -1
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= 方法

:leveloffset: +1

= ストレージを作成します

:leveloffset: +1

[[ID82563ede4f972d365fed1d2f61a2498f]]

= ワークロードの作成

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

あらゆる種類のアプリケーションのワークロードを作成できます。

.このタスクについて
ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

次のアプリケーションタイプにかぎり、System

Managerから最適化されたボリューム構成が提示されます。

* Microsoft®SQL Server™

* Microsoft®Exchange Server™

* ビデオ監視

* VMware ESXi™（仮想マシンファイルシステムで使用するボリューム用）

次のガイドラインに注意してください。

* アプリケーション固有のワークロードを使用する場合_は、アプリケーションワークロードの

I/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になるように最適化さ

れたボリューム構成を推奨します。ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、推奨さ
れるボリューム構成を確認し、システムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できま
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す。

* _他のアプリケーションタイプを使用している場合_ボリュームの追加

/編集ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指定します。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューを選択します。Create [Workload]。

+

[アプリケーションワークロードの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

.

ドロップダウンリストを使用してワークロードを作成するアプリケーションのタイプを選択し、ワ

ークロード名を入力します。

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

.完了後
ワークロードを作成したら、そのワークロードにストレージ容量を追加できます。アプリケーショ

ン用に1つ以上のボリュームを作成し、各ボリュームに特定の量の容量を割り当てるには、*

Create Volume *オプションを使用します。

[[IDb3216f556f5372d46048db8a3d07397d]]

= ボリュームを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成した
ボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリュー

ム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

.このタスクについて
ほとんどのアプリケーションタイプでは、ユーザが定義したボリューム構成がデフォルトで適用さ
れます。一部のアプリケーションタイプでは、ボリュームの作成時にスマートな構成が適用されま

す。たとえば、Microsoft

Exchangeアプリケーション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メール
ボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定

します。System

Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じて

編集することもできます。
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ボリュームを作成するプロセスは複数の手順からなる手順 です。

* <<手順1：ホストを選択する>>

* <<手順2：ワークロードを選択する>>

* <<手順3：ボリュームを追加または編集する>>

* <<手順4：構成を確認する>>

[NOTE]

====

ボリュームをミラーリングする場合は、最初にミラーリングするボリュームを作成してから、Stor

age（ボリューム）> Copy Services > Mirror a volume

sibus非同期）オプションを使用します。

====

== 手順1：ホストを選択する

[role="lead"]

特定のホストまたはホストクラスタを選択してボリュームに割り当てます。これにより、ホストま

たはホストクラスタにI/O処理用に1つ以上のボリュームへのアクセスが許可されます。必要に応じ

て、ホストをあとから割り当てることもできます。

.作業を開始する前に

* 有効なホストまたはホストクラスタが、*Hosts*タイルの下にあります。

* ホストに対してホストポート識別子が定義されている。

* DA対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

.このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限があ
る場合があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してく

ださい。

* 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（

LUN）を複数回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。
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[NOTE]

====

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに対し

てすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューから[ボリュームの作成]を選択します。

+

Create Volumes（ボリュームの作成）*ダイアログボックスが表示されます。

.

ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホ

ストまたはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next

*をクリックしてに進みます <<手順2：ワークロードを選択する>>。

+

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

== 手順2：ワークロードを選択する

[role="lead"]

Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange、ビデオ監視アプリケーション、

VMwareなど、特定のアプリケーション用のワークロードを選択してストレージアレイの構成をカス

タマイズします。このストレージアレイで使用するアプリケーションがリストにない場合は、「Oth

er application」を選択します。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。

* アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合

_アプリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの
競合が最小限になるように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。ボリューム

の追加/編集ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システムで推奨

されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

* _"other"_applications (または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション

)を使用してボリュームを作成する場合は'ボリュームの追加/編集ダイアログ・ボックスを使用して

ボリューム構成を手動で指定します

.手順

. 次のいずれかを実行します。
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+

** 既存のワークロード用のボリュームを作成する場合は、「

*既存のワークロード用のボリュームを作成する」オプションを選択します。

**

サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロー

ドを定義するには、「新しいワークロードを作成」オプションを選択します。

+

***

ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択します

。

+

このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エント

リのいずれかを選択します。

*** 作成するワークロードの名前を入力します。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

.

ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された

情報を入力します。それ以外の場合は、に進みます <<手順3：ボリュームを追加または編集する

>>。

== 手順3：ボリュームを追加または編集する

[role="lead"]

選択したアプリケーションまたはワークロードに基づいて、推奨されるボリューム構成がSystem

Managerから提示されることがあります。このボリューム構成は、ワークロードがサポートするア
プリケーションのタイプに基づいて最適化されています。推奨されるボリューム構成をそのまま使
用することも、必要に応じて編集することもできます。「その他」のアプリケーションのいずれか

を選択した場合は、作成するボリュームと特性を手動で指定する必要があります。

.作業を開始する前に

* プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

* Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。

+

.DA対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

====

DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します

（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。
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System Managerでは、DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

DA保護は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエ

ラーをチェックして修正します。新しいボリュームに DA
対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合には検出されて修正され

ます。

ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。iSCSI over TCP/IPやSRP over

InfiniBandではDAはサポートされていません。

====

*

セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必

要があります。

+

.セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

====

セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグル
ープを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで、「セキュリティ対応」の横に

ある「はい」*を探します）。

System

Managerでは、ドライブセキュリティ機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供され
ます。セキュリティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドラ
イブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化

キー_を使用して、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

====

.このタスクについて

ボリュームはプールまたはボリュームグループから作成します。Add/Edit

Volumes（ボリュームの追加/編集）ダイアログボックスには、ストレージアレイ上の使用可能なす
べてのプールとボリュームグループが表示されます。対象となる各プールおよびボリュームグルー

プについて、使用可能なドライブの数と合計空き容量が表示されます。

アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループ

に、推奨されるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB
単位で表示されます。それ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュ

ームを追加してレポート容量を指定した時点で容量が提示されます。
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.手順

.

他のワークロードとアプリケーション固有のワークロードのどちらを選択したかに基づいて、次の

いずれかの操作を実行します。

+

** *その他*：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで

'新しいボリュームの追加をクリックします

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem

Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB

）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート

ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|
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セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷

*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

***

ストレージアレイコントローラの処理能力：ボリュームのセグメントサイズを変更すると、I/Oパフ

ォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。

 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不
正アクセスを防止します。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ス

トレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。
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 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA

を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間で
データが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリューム

に DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

|===

====

** *アプリケーション固有のワークロード*--

選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受け入れるには、[次へ]をクリックし
ます。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を変更、追加、または削除するに

は、[ボリュームの編集]をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem

Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB

）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート

ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。
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プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

 a|

ボリュームタイプ

 a|

アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタイプを示します。

 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷

*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

***

ストレージアレイコントローラの処理能力：ボリュームのセグメントサイズを変更すると、I/Oパフ

ォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。
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 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデ
ータへの不正アクセスを防止できます。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効にな

っていて、ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA

を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間で
データが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリューム

に DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

|===

====

. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、「

*次へ」をクリックし、に進みます <<手順4：構成を確認する>>。

== 手順4：構成を確認する

[role="lead"]

作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えることができます。

.手順
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. 作成するボリュームを確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

.結果

選択したプールとボリュームグループに新しいボリュームが作成され、All

Volumes（すべてのボリューム）テーブルに新しいボリュームが表示されます。

.完了後

*

アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティング

システムに対して必要な変更を行います。

* ホスト・ベースの

hhot_add'ユーティリティまたはオペレーティング・システム固有のユーティリティ（サード・パ

ーティ・ベンダーから入手可能）を実行し'SMdevicesユーティリティを実行して'ボリューム名と

ホスト・ストレージ・アレイ名を関連付けます

+

hot addユーティリティと'smdevicesユーティリティは

'SMutilsパッケージの一部として含まれています「SMutils」パッケージは、ホストがストレー

ジアレイから認識する内容を検証するためのユーティリティの集合です。SANtricity

ソフトウェアのインストールに含まれています。

:leveloffset: -1

= ボリュームを管理します

:leveloffset: +1

[[ID07fdcc951d1fed06f8a9ae52574bec18]]

= ボリュームの容量を拡張します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールまたはボリュームグループ内の使用可能な空き容量を使用して、ボリュームのレポート容量

（ホストに報告される容量）を拡張できます。
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.作業を開始する前に

* ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

* ボリュームが最適状態で、変更中の状態ではありません。

* シンボリュームのレポート容量が最大値の256TiBに達していない必要があります。

*

ボリュームでホットスペアドライブが使用されていない必要があります。（ボリュームグループ内

のボリュームにのみ適用されます）。

.このタスクについて
このプールまたはボリュームグループ内の他のボリュームで今後必要になる容量を考慮してくださ

い。Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、またはリモートミラーを十分に作成できる空き容

量があることを確認してください。

[NOTE]

====

ボリュームの容量の拡張は、特定のオペレーティングシステムでのみサポートされています。サポ
ートされていないホストオペレーティングシステム上でボリューム容量を拡張すると、拡張した容

量は使用できなくなり、元のボリューム容量をリストアすることもできなくなります。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 容量を拡張するボリュームを選択し、 * 容量を拡張 * を選択します。

+

[*容量の増加の確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. 続行するには、 * はい * を選択します。

+

[レポート容量の拡張*]ダイアログボックスが表示されます。

+

このダイアログボックスには、ボリュームの現在のレポート容量と、ボリュームの関連付けられた

プールまたはボリュームグループ内で使用可能な空き容量が表示されます。

. レポート容量の拡張に使用できるレポート容量を追加するには、 *

ボックスを使用します。メビバイト（ MiB ）、ギビバイト（ GiB ）、またはテビバイト（ TiB

）のいずれかで表示するように容量の値を変更できます。

. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

.結果

* System Managerは、選択に基づいてボリュームの容量を拡張します。

* メニューを選択します。Home [View Operations in

Progress]は、選択したボリュームで現在実行中の容量増加処理の進捗状況を表示します。この処

理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。
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.完了後
ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト

オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

[[ID4285d7856b748a14b12ff0dd5a53af62]]

= ボリュームの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの名前、ホストの割り当て、セグメントサイズ、変更の優先順位、キャッシュなど、ボ

リュームの設定を変更できます。 など。

.作業を開始する前に

変更するボリュームのステータスは「最適」である必要があります。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. 変更するボリュームを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

+

[*音量設定*]ダイアログボックスが表示されます。選択したボリュームの設定がこのダイアログボ

ックスに表示されます。

. ボリュームの名前とホストの割り当てを変更するには、* Basic *タブを選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ボリュームの名前が表示されます。現在の名前が適切でない場合はボリュームの名前を変更します

。
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 a|

容量

 a|

選択したボリュームのレポート容量と割り当て容量が表示されます。

レポート容量と割り当て容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

 a|

プール/ボリュームグループ

 a|

プールまたはボリュームグループの名前とRAIDレベルが表示されます。プールまたはボリュームグ

ループがセキュリティ対応か、およびセキュリティ有効かを示します。

 a|

ホスト

 a|

ボリュームの割り当てが表示されます。I/O処理でボリュームにアクセスできるように、ボリューム
をホストまたはホストクラスタに割り当てます。これにより、ストレージアレイ内の特定のボリュ

ーム、または複数のボリュームへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可されます。

** 割り当て先：選択したボリュームにアクセスできるホストまたはホストクラスタが表示されます

** LUN：論理ユニット番号（LUN）は

'ホストがボリュームへのアクセスに使用するアドレス・スペースに割り当てられた番号ですボリュ

ームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。各ホストには独自のLUNアドレススペース

があります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用して、異なるボリュームにアクセスできま

す。

+

NOTE: NVMeインターフェイスの場合、この列には*ネームスペースID

*と表示されます。ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVMストレージで

す。SCSIの論理ユニットに相当し、ストレージアレイ内のボリュームに関連付けられます。ネーム

スペースIDは、NVMeコントローラのネームスペースの一意の識別子であり、1~255の値に設定でき

ます。SCSIの論理ユニット番号（LUN）に相当します。
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 a|

識別子

 a|

選択したボリュームの識別子が表示されます。

** World-Wide Identifier（WWID）-ボリュームの一意な16進数の識別子。

** Extended Unique Identifier（EUI）-ボリュームの識別子（EUI-64）。

** サブシステム識別子（SSID）--ボリュームのストレージアレイサブシステム識別子。

|===

====

. プールまたはボリュームグループ内のボリュームの追加設定を変更するには、*詳細

*タブを選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アプリケーションとワークロードの情報

 a|

ボリュームの作成時に、アプリケーション固有のワークロードまたはその他のワークロードを作成
できます。該当する場合は、選択したボリュームのワークロード名、アプリケーションタイプ、お

よびボリュームタイプが表示されます。

ワークロード名は必要に応じて変更できます。

 a|

QoS設定

 a|

* Data Assuranceを永続的に無効にする*-この設定は、ボリュームがData Assurance（

DA）対応の場合にのみ表示されます。DAは、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りす

るときに発生する可能性があるエラーをチェックして修正します。選択したボリュームのDAを完全

に無効にする場合は、このオプションを使用します。DAは無効にすると再度有効にすることはでき

ません。

*読み取り前冗長性チェックを有効にする*--この設定は

'ボリュームがシックボリュームの場合にのみ表示されます読み取り前冗長性チェックは、読み取り
の実行時にボリュームのデータの整合性を確認する機能です。この機能を有効にしたボリュームで
は、コントローラファームウェアによってデータに整合性がないと判断されると読み取りエラーを
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返します。

 a|

コントローラ所有権

 a|

ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。

コントローラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントローラ間で総I/O

数をできるだけ均等に分散する必要があります。

 a|

セグメントサイジング

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

** ホストからの I/O 負荷

** ボリュームの修正の優先順位

** ボリュームグループ内のドライブの数

** ドライブチャネルの数

** ストレージアレイコントローラの処理能力：ボリュームのセグメントサイズを変更すると、

I/Oパフォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。
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 a|

修正の優先順位

 a|

変更優先度の設定が表示されます。これは、ボリュームグループ内のボリュームについてのみ表示

されます。

変更優先度は、ボリュームの変更処理にどの程度の処理時間を割り当てるかをシステムパフォーマ
ンスに対する相対的な優先度として定義したものです。修正の優先順位を上げると、システムパフ

ォーマンスが低下する場合があります。

優先度レベルを選択するには、スライダバーを動かします。

*修正の優先順位率*--
優先順位が最も低いとシステムのパフォーマンスは向上しますが、修正操作にかかる時間は長くな
ります。優先度を最も高くすると修正処理にかかる時間は短縮されますが、システムパフォーマン

スが低下する可能性があります。

 a|

キャッシュ

 a|

キャッシュ設定が表示されます。この設定を変更すると、ボリュームの全体的なI/Oパフォーマンス

を向上させることができます。

 a|

SSD キャッシュ

 a|

SSDキャッシュの設定が表示されます。互換性のあるボリュームでこの設定を有効にすると、読み取

り専用のパフォーマンスが向上します。ドライブセキュリティとData

Assuranceの設定が同じボリュームは互換性があります。

* SSDキャッシュ機能は、1つまたは複数のソリッドステートディスク（

SSD）を使用して読み取りキャッシュ*を実装します。SSDの読み取り時間が速くなるため、アプリ
ケーションパフォーマンスが向上します。読み取りキャッシュはストレージアレイ内にあるため、
ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが共有されます。キャッシュ

するボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

.結果

選択内容に基づいて、System Managerがボリュームの設定を変更します。
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.完了後

選択したボリュームで現在実行中の変更処理の進捗状況を表示するには、* MENU：

Home（実行中の処理を表示）*を選択します。

[[ID7bb9a69b785ddb2ff8316c5dc0fda6dd]]

= ボリュームを初期化

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームは、最初に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害状況からリ

カバリするために、ボリュームを手動で初期化するようRecovery

Guruから指示される場合があります。このオプションを使用する場合は、必ずテクニカルサポート

の指示に従ってください。初期化するボリュームは1つ以上選択できます。

.作業を開始する前に

* すべてのI/O処理を停止しておきます。

*

初期化するボリューム上のデバイスまたはファイルシステムをすべてアンマウントしておく必要が

あります。

* ボリュームは最適ステータスであり、ボリューム上で変更処理が実行されていません。

[NOTE]

====

この処理は開始後にキャンセルすることはできません。ボリュームのすべてのデータが消去されま

す。Recovery Guruの指示があった場合を除き、この処理は実行しないでください。この手順

を開始する前に、テクニカルサポートにお問い合わせください。

====

.このタスクについて

ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割り当て、割り当て済み容量、およびリザ

ーブ容量の設定は保持されます。Data Assurance（

DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。

次のタイプのボリュームは初期化できません：

* Snapshotボリュームのベースボリューム

* ミラー関係のプライマリボリューム

* ミラー関係のセカンダリボリューム
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* ボリュームコピーのソースボリューム

* ボリュームコピーのターゲットボリューム

* すでに初期化が進行中のボリューム

このトピックは、プールまたはボリュームグループから作成された標準のボリュームのみに該当し

ます。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [Initialize volumes]。

+

[Initialize

Volumes]ダイアログ・ボックスが表示されますこのダイアログボックスには、ストレージアレイ上

のすべてのボリュームが表示されます。

. 初期化するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 初期化されたボリュームからすべてのデータが消去されます。

*

ブロックインデックスがクリアされます。これにより、書き込み前のブロックはゼロで埋められて

いるかのように読み取られます（ボリュームは完全に空のように表示されます）。

メニューを選択します。Home [View Operations in

Progress]は、選択したボリュームに対して現在実行中の初期化処理の進捗状況を表示します。こ

の処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

[[IDf0c2b64f006c7fe90f2b2dd5e521d839]]

= ボリュームを再配置する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行します。通常、ホ
ストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチパスドライバがボリュー

ムを優先コントローラ所有者から移動します。
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.作業を開始する前に

* 再配置するボリュームが使用中でない必要があります。使用中の場合は

I/Oエラーが発生します。

*

再配置するボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバがインストールされて

いる必要があります。インストールされていない場合はI/Oエラーが発生します。

+

ホストにマルチパスドライバがインストールされていないボリュームを再配置する場合は、再配置

処理の実行中に_VOLUMESへのI/Oアクティビティをすべて停止して、アプリケーションエラーを回

避する必要があります。

.このタスクについて
ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのア
クセスを試みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは

代替パスにフェイルオーバーします。このフェイルオーバー原因
によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される可能性があります。フェイルオーバ
ーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有権が優先コントローラ所

有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要になります。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

+

ボリュームの再配置ダイアログボックスが表示されますストレージアレイ上のボリュームのうち、
優先コントローラ所有者が現在の所有者と一致しないボリュームがすべてこのダイアログボックス

に表示されます。

. 再配置するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

.結果

System

Managerによって、選択したボリュームが優先コントローラ所有者に移動されるか、ボリュームの

再配置の不要なダイアログボックスが表示されることがあります。

[[ID49b2b2dc9f7b45ca961834abf602a2fc]]

= ボリュームのコントローラ所有権を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ボリュームの優先コントローラ所有権を変更して、ホストアプリケーションのI/Oが新しいパス経由

で転送されるようにすることができます。

.作業を開始する前に
マルチパスドライバを使用しない場合は、現在ボリュームを使用しているホストアプリケーション

をすべてシャットダウンする必要があります。これにより、I/Oパスが変更された場合にアプリケー

ションエラーを回避できます。

.このタスクについて

プールまたはボリュームグループに含まれる1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を変更する

ことができます。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. 任意のボリュームを選択し、* MENU：More [所有権の変更]*を選択します。

+

[ボリューム所有権の変更*]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ス

トレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. [* Preferred

Owner]*ドロップダウン・リストを使用して、変更する各ボリュームの優先コントローラを変更し

、操作を確定します。

.結果

* System Manager

によってボリュームのコントローラ所有権が変更されます。ボリュームへのI/Oが、このI/Oパス経

由で転送されるようになります。

* マルチパスドライバが新しいパスを認識するように再設定されるまで、ボリュームで新しい

I/Oパスが使用されない場合があります。この処理にかかる時間は通常5分未満です。

[[IDb2520adde8d3a4d1bb08a9e735888773]]

= ボリュームのキャッシュ設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの設定を変更して、ボリュームの全体的なI/Oパフォーマ
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ンスを調整することができます。

.このタスクについて

ボリュームのキャッシュ設定を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

* キャッシュ設定の変更*（Change Cache Settings

*）ダイアログボックスを開いた後、選択したキャッシュプロパティの横にアイコンが表示されるこ
とがあります。このアイコンは、コントローラがキャッシュ処理を一時的に停止したことを示して

います。

+

この処理は、新しいバッテリを充電しているとき、コントローラが削除されたとき、またはコント
ローラによってキャッシュサイズの不一致が検出された場合に発生します。この状況が解消される
と、ダイアログボックスで選択したキャッシュプロパティがアクティブになります。選択したキャ

ッシュプロパティがアクティブにならない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

*

キャッシュ設定は、単一のボリュームまたはストレージアレイ上の複数のボリュームに対して変更
できます。すべての標準ボリュームまたはすべてのシンボリュームに対して同時にキャッシュ設定

を変更することができます。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. 任意のボリュームを選択し、*メニュー：その他[キャッシュ設定の変更]*を選択します。

+

[キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、スト

レージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. [*Basic*]タブを選択して、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| キャッシュ設定 | 説明

 a|

読み取りキャッシュ

 a|

読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです。読み取り処理
の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスす

る必要はありません。読み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

 a|

178



書き込みキャッシュ

 a|

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

NOTE: キャッシュは、ボリュームに対して*書き込みキャッシュ

*が無効になったあとに自動的にフラッシュされます。

|===

====

. 「*詳細設定

*」タブを選択して、シックボリュームの詳細設定を変更します。アドバンストキャッシュ設定は、

シックボリュームに対してのみ使用できます。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| キャッシュ設定 | 説明

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチでは、コントローラは、ドライブからキャッシュにデータブ
ロックを読み取っているときに、連続する追加のデータブロックをキャッシュにコピーすることが
できます。このキャッシングにより、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高ま

ります。動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアア
プリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取り

の速度と要求サイズに基づいて自動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが

無効になっている場合は適用されません。

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュ

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュでは、バッテリがない、障害が発生している、完全に放電され
ている、フル充電されていないなどの状況でも書き込みキャッシュが継続されます。バッテリなし
の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には
推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ
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が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

CAUTION: *データ損失の可能性*--
保護用のユニバーサル電源装置がない場合にこのオプションを選択すると、データが失われる可能

性があります。また、コントローラのバッテリがない場合に*バッテリなしの書き込みキャッシュ*

オプションを有効にすると、データが失われる可能性があります。

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュ

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャッシュメモリに書き込ま
れたデータがもう一方のコントローラのキャッシュメモリにも書き込まれます。そのため、一方の
コントローラで障害が発生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完

了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントロ
ーラが配置されている場合にのみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリ

ュームの作成時にデフォルトで設定されます。

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、キャッシュ設定を変更します。

[[ID8ab6f13f0088daabc8caa254ae8a6a58]]

= ボリュームのメディアスキャン設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

メディアスキャンは、ボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンするバックグラウン

ド処理です。このオプションは、1つ以上のボリュームのメディアスキャン設定を有効または無効に

したり、スキャン期間を変更したりする場合に使用します。

.作業を開始する前に
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次の点を理解しておきます

*

メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行され
ます。優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが

一時的に中断されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

*

ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になって
いる場合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボ
リュームに冗長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされ
ます。メディアスキャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になりま

す。

*

スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデ

ータが修復されます。

+

たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID 6ボリュームまたは

1本のドライブのみで障害が発生したRAID

6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修復できな
い場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修正

可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

+

冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告され

ます。

.このタスクについて
メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエ
ラーを検出して修復します。これにより、ドライブ障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗
長性情報とボリュームグループまたはプール内の他のドライブのデータを使用して再構築されるた

め、データが失われることはありません。

次の操作を実行できます。

* ストレージアレイ全体のバックグラウンドメディアスキャンを有効または無効にします

* ストレージアレイ全体のスキャン期間を変更します

* 1つ以上のボリュームのメディアスキャンを有効または無効にします

* 1つ以上のボリュームの冗長性チェックを有効または無効にします

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. 任意のボリュームを選択し、* MENU（メニュー）：More（その他）[Change media scan

settings]（メディアスキャン設定の変更）*を選択します。

+

[ドライブメディアスキャン設定の変更*]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボッ
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クスには、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. メディアスキャンを有効にするには、*スキャン期間中にメディアをスキャンする

*チェックボックスをオンにします。

+

メディアスキャンを無効にすると、すべてのメディアスキャン設定が一時停止されます。

. メディアスキャンを実行する日数を指定します。

. メディアスキャンを実行する各ボリュームの[*メディアスキャン

*]チェックボックスをオンにします。

+

System

Managerでは、メディアスキャンの実行を選択した各ボリュームに対して冗長性チェックオプショ

ンが有効になります。冗長性チェックを実行しないボリュームが個々にある場合は、*冗長性チェッ

ク*チェックボックスの選択を解除します。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

.結果

選択内容に基づいて、System

Managerでバックグラウンドメディアスキャンに対する変更が適用されます。

[[ID2bd59062f748312791d4eb64bf399631]]

= ボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを削除する一般的な状況としては、作成したボリュームのパラメータや容量に誤りがあ
った場合、ストレージ構成のニーズを満たさなくなった場合、バックアップやアプリケーションの

テストに必要なくなったSnapshotイメージがある場合などがあります。ボリュームを削除すると、

プールまたはボリュームグループの空き容量が増えます。削除するボリュームを1つ以上選択できま

す。

.作業を開始する前に

削除するボリュームで、次の点を確認します。

* すべてのデータがバックアップされます。

* すべての入出力（I/O）が停止しています。

* デバイスとファイルシステムがアンマウントされている。
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.このタスクについて

次のいずれかの条件に該当するボリュームは削除できません。

* ボリュームが初期化中である。

* ボリュームが再構築中である。

*

ボリュームが属するボリュームグループにコピーバック処理を実行中のドライブが含まれている。

*

ボリュームのステータスが失敗になった場合を除き、セグメントサイズの変更などの変更処理を実

行中です。

* ボリュームにいずれかのタイプの永続的予約が設定されている。

*

ボリュームがボリュームコピー処理のソースボリュームまたはターゲットボリュームで、処理のス

テータスが「保留」、「実行中」、または「失敗」である。

[CAUTION]

====

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。

====

[NOTE]

====

一定のサイズ（現在は64TB）を超えるボリュームに対してバックグラウンドで削除が実行されてい

る場合、解放されたスペースをすぐに使用できるとは限りません。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

+

[ボリュームの削除*]ダイアログボックスが表示されます。

. 削除するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 関連付けられているSnapshotイメージ、スケジュール、および

Snapshotボリュームを削除します。

* ミラーリング関係を削除します。

* プールまたはボリュームグループの空き容量を増やします。
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:leveloffset: -1

= アプリケーションとワークロードの管理

:leveloffset: +1

[[IDf37bd0816c0837d9c7ce5828c619881d]]

= ワークロードに追加

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードに現在関連付けられていないボリュームについて、既存または新規のワークロードに1

つ以上のボリュームを追加することができます。

.このタスクについて

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージア

レイから移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付

けられません。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

+

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

. 「*ワークロードに追加*」を選択します。

+

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *既存のワークロードにボリュームを追加する*-

既存のワークロードにボリュームを追加する場合は、このオプションを選択します。

+

ドロップダウンリストを使用してワークロードを選択します。そのワークロードに関連付けられて

いるアプリケーションタイプが、追加するボリュームに割り当てられます。
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** *新しいワークロードにボリュームを追加*--
アプリケーションタイプの新しいワークロードを定義して新しいワークロードにボリュームを追加

するには、このオプションを選択します。

. 「*次へ*」を選択して、ワークロードへの追加手順を続行します。

+

Select Volumes（ボリュームの選択）ダイアログボックスが表示されます。

. ワークロードに追加するボリュームを選択します。

. 選択したワークロードに追加するボリュームを確認します。

. ワークロードの設定が完了したら、[完了]をクリックします。

[[IDedc446f7cbe865c4073afef1096fafe9]]

= ワークロードの設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードの名前を変更し、関連付けられているアプリケーションタイプを確認できます。現在

の名前が適切でない場合はワークロードの名前を変更します。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

+

「アプリケーションとワークロード」ビューが表示されます。

. 変更するワークロードを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

+

[*アプリケーションとワークロードの設定*]ダイアログボックスが表示されます。

. *オプション：*ユーザが指定したワークロードの名前を変更します。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

:leveloffset: -1
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= コピーサービスを使用する

:leveloffset: +1

[[ID71b0baf628119d0a5487c4f83e1a9810]]

= ボリュームをコピーする

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームのデータを同じストレージアレイ内の別のボリュームにコピーすることで、ソースボリ

ュームのポイントインタイムの物理的な複製（クローン）を作成できます。

.作業を開始する前に

* ソースボリュームとターゲットボリュームに対するすべての

I/Oアクティビティを停止する必要があります。

*

ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシステムをアンマウントする必要が

あります。

*

ターゲットボリュームを過去にボリュームコピー処理で使用したことがある場合、そのデータが不

要になったか、またはデータをバックアップしたことになります。

.このタスクについて

ソースボリュームは、ホストI/Oを受け入れてアプリケーションデータを格納するボリュームです。
ボリュームコピーが開始されると、ソースボリュームのデータがターゲットボリュームに丸ごとコ

ピーされます。

ターゲットボリュームは、ソースボリュームのデータのコピーを保持する標準のボリュームです。
ボリュームコピー処理が完了すると、ターゲットボリュームはソースボリュームと同じになります

。ターゲットボリュームにはソースボリュームと同じかそれ以上の容量が必要です。ただし、RAID

レベルは同じである必要はありません。

.オンラインコピーとオフラインコピーについて

[%collapsible]

====

*オンラインコピー*

オンラインコピーは、ストレージアレイ内のボリュームのポイントインタイムコピーを作成します

。コピーの実行中も、そのボリュームへの書き込みを継続できます。そのためには、ボリュームのS
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napshotを作成し、そのSnapshotをコピーの実際のソースボリュームとして使用します。ポイン
トインタイムイメージの作成対象となるボリュームはベースボリュームと呼ばれ、ストレージアレ

イ内の標準ボリュームまたはシンボリュームを使用できます。

*オフラインコピー*

オフラインコピーは、ソースボリュームからデータを読み取り、そのデータをターゲットボリュー
ムにコピーします。コピーの実行中は、ソースボリュームに対するすべての更新が一時停止されま
す。ソースボリュームに対するすべての更新を一時停止するのは、時間の経過による不整合がター
ゲットボリュームで発生しないようにするためです。オフラインボリュームコピーの関係は、ソー

スボリュームとターゲットボリューム間の関係です。

====

[NOTE]

====

ボリュームコピー処理はターゲットボリュームのデータを上書きし、ターゲットボリュームに関連

付けられているSnapshotボリュームがある場合はすべて使用停止にします。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

.

ボリュームコピー処理のソースとして使用するボリュームを選択し、メニューからコピーサービス[

Copy Volume]を選択します。

+

[*ボリュームのコピー-ターゲットの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

. データをコピーするターゲットボリュームを選択します。

+

このダイアログボックスの表には、ターゲットボリュームとして使用できるすべてのボリュームが

表示されます。

. スライダバーを使用して、ボリュームコピー処理のコピー優先度を設定します。

+

コピー優先度は、I/O要求の処理と比較して、ボリュームコピー処理を完了するためにどの程度のシ

ステムリソースが使用されるかを決定するものです。

+

.コピー優先度について

[%collapsible]

====

コピー優先度は5段階で設定できます。

** 最低

** 低

** 中

** 高
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** 最高-コピー優先度が最も低い速度に設定されている場合は

I/Oアクティビティが優先され、ボリュームコピー処理にかかる時間が長くなります。コピー優先度
が最高のレートに設定されている場合は、ボリュームコピー処理が優先されますが、ストレージア

レイのI/Oアクティビティに影響する可能性があります。

====

.

オンラインコピーとオフラインコピーのどちらを作成するかを選択します。オンライン・コピーを

作成するには'[**コピー・オペレーション中にソース・ボリュームをオンラインにしておく**]チ

ェック・ボックスを選択します

. 次のいずれかを実行します。

+

** online_copy操作を実行するには、* Next *をクリックして、* Reserve Capacity

*ダイアログボックスに進みます。

** _offline_copy操作を実行するには'[*終了

*]をクリックしてオフライン・コピーを開始します

.

オンラインコピーの作成を選択した場合は、オンラインコピーのデータおよびその他の情報を保存

するために必要なリザーブ容量を設定し、[*Finish*]をクリックしてオンラインコピーを開始し

ます。

+

ボリューム候補の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補だけが表示されます。リザー
ブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホ

ストから直接読み取ることはできません。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

**

ただし、リザーブ容量は元のデータに対する変更の数によって異なります。ストレージオブジェク

トがアクティブになっている時間が長いほど、リザーブ容量を大きくする必要があります。

.結果

System

Managerにより、ソースボリュームのすべてのデータがターゲットボリュームにコピーされます。
ボリュームコピー処理の完了後、ターゲットボリュームはホストに対して自動的に読み取り専用に

なります。
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.完了後

メニューHome（ホーム）[View Operations in

Progress]（進行中の操作の表示）を選択して、ボリュームコピー操作の進行状況を表示します。

この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

[[ID58da8a7a7ad642c8c3e9495265de9a6a]]

= ボリュームコピー処理に対して実行します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

実行中のボリュームコピー処理の表示、ボリュームコピー処理の停止、優先度の変更、再コピー、

クリアを行うことができます。

.手順

. メニューを選択します。ホーム[進行中の操作を表示]。

+

[*オペレーション実行中*（Operations in Progress *）

]ダイアログボックスが表示されます。

. 処理を実行するボリュームコピー処理を探し、* Actions

*列のリンクをクリックして、次のいずれかの操作を実行します。

+

特に、処理を停止する場合は、ダイアログに表示されているすべての警告テキストをお読みくださ

い。

+

[cols="2*"]

|===

| アクション | 説明

 a|

停止します

 a|

ステータスが実行中、保留、または失敗であるボリュームコピー処理を停止できます。

ボリュームコピーが停止されると、マッピングされたすべてのホストがソースボリュームに書き込
みアクセスできるようになります。ソースボリュームにデータが書き込まれると、ターゲットボリ

ューム上のデータはソースボリューム上のデータと一致しなくなります。
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 a|

優先度を変更します

 a|

ステータスが実行中であるボリュームコピー処理の優先度を変更して、ボリュームコピー処理が完

了するまでの速度を選択できます。

 a|

再コピー

 a|

停止したボリュームコピー処理を再開する場合や、ボリュームコピー処理が失敗または停止した場

合に、ボリュームを再コピーできます。ボリュームコピー処理が最初から開始されます。

再コピー操作では、ターゲットボリューム上の既存のデータが上書きされます。この操作は、ター

ゲットボリュームに関連付けられているSnapshotボリュームがある場合は失敗します。

 a|

クリア

 a|

ステータスが実行中、保留、または失敗であるボリュームコピー処理を削除できます。

[NOTE]

====

この操作は必ず、「*クリア*」を選択する前に実行してください。確認ダイアログはありません。

====

|===

[[ID69880e172310b10d8a3f86cdc650a3ab]]

= 非同期ミラーボリュームを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを非同期でミラーリングすることで、リモートストレージアレイのデータをローカルス
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トレージアレイの特定の時点のデータと整合性がとれた状態に維持することができます。そのため

には、ミラー整合性グループを作成して2つのストレージアレイ間にミラーリング関係を確立し、ミ

ラーに使用するプライマリボリュームとセカンダリボリュームを選択します。

.作業を開始する前に

* 次の条件を満たしている必要があります。

+

** Web Services Proxyサービスが実行されている。

** SANtricity Unified ManagerがHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている。

**

プライマリアレイとセカンダリアレイの各コントローラにイーサネット管理ポートが設定されてい

て、各コントローラがネットワークに接続されている必要があります。

** SANtricity Unified Managerにストレージアレイの有効な

SSL証明書が表示されています。Unified Managerのメニューから「Certificate

Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自のセキュリティ証明書をインスト

ールできます。

** SANtricity System ManagerがUnified Managerから起動されている。

** データをミラーリングする2

つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、* Launch

*をクリックして、ブラウザベースのSANtricity システムマネージャを開きます。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre Channelファブリックまたは

iSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。

.このタスクについて

ボリュームを非同期でミラーリングするプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

* <<手順1：ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択します>>

* <<手順2：プライマリボリュームを選択する>>

* <<手順3：セカンダリボリュームを選択する>>

ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。

== 手順1：ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択します

[role="lead"]

ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択して、ローカルストレージアレイとリモ

ートストレージアレイの間にミラーリング関係を確立します。

.このタスクについて
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作成できるミラー整合性グループ関係とミラーペア関係の数は、ストレージアレイのハードウェア

によって異なります。

.手順

. 次のいずれかを実行して、非同期ミラーリングの手順を開始します。

+

** メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]>[ミラーペアの作成]。

** メニューを選択します。Storage [Volumes]、[Copy Services]、[Mirror a

volume非同期]の順に選択します。

. 既存のミラー整合性グループを選択するか、新規に作成します。

+

新しいミラー整合性グループを作成するには、次の手順を実行します。

+

.. 2

つのストレージアレイ間でミラーリングするボリューム上のデータに最も近い一意の名前（R&Dデー

タなど）を入力します。

..

ローカルストレージアレイとの間でミラー関係を確立するリモートストレージアレイを選択します

。

+

[NOTE]

====

リモートストレージアレイがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を求められま

す。

====

.. リモートストレージアレイのミラーペアの再同期を手動で行うか自動で行うかを選択します。

+

*** *手動*--手動再同期メニューオプションを使用して

'セカンダリ・ポイント・イン・タイム・イメージを明示的に更新する必要がありますこのオプショ
ンは、非同期ミラーグループ内のすべての非同期ミラーペアの再同期を手動で開始する場合に選択

します。

*** *自動*--ドロップダウンを使用して

'前回の更新の開始から次の更新の開始までの時間を指定します自動同期の間隔をデフォルトの10分

から変更するには、間隔の値を分単位で定義します。

.. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

+

System

Managerによって、最初にローカルストレージアレイに、続いてリモートストレージアレイにミラ

ー整合性グループが作成されます。

+
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[NOTE]

====

System

Managerによるミラー整合性グループの作成がローカルストレージアレイで成功したあと、リモー
トストレージアレイで失敗した場合は、ローカルストレージアレイからミラー整合性グループが自

動的に削除されます。System

Managerによるミラー整合性グループの削除でエラーが発生した場合は、手動で削除する必要があ

ります。

====

. [次へ]を選択し、に進みます <<手順2：プライマリボリュームを選択する>>。

== 手順2：プライマリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するプライマリボリュームを選択し、リザーブ容量を割り当てる必要があります
。ローカルストレージアレイのミラー整合性グループに追加したボリュームには、ミラー関係のプ

ライマリロールが割り当てられます。

.手順

. ミラーのプライマリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next

*をクリックしてリザーブ容量を割り当てます。

. 選択したプライマリボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-
この推奨オプションを使用して、プライマリボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当

てます。

**

*データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当て

る*--次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

20%であり、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、プライマリボリュームに対する

I/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量を維持する必要がある期間によって異なります。

*** 一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量を大きくします。

+

**** ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

**** 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。
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. [次へ]を選択し、に進みます <<手順3：セカンダリボリュームを選択する>>。

== 手順3：セカンダリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを選択し、リザーブ容量を割り当てる必要があります
。リモートストレージアレイのミラー整合性グループに追加したボリュームには、ミラー関係のセ

カンダリロールが割り当てられます。

.このタスクについて
リモートストレージアレイのセカンダリボリュームを選択すると、そのミラーペアに対応するすべ

てのボリュームのリストが表示されます。使用できないボリュームはリストに表示されません。

.手順

. ミラーペアのセカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next

*をクリックしてリザーブ容量を割り当てます。

. 選択したセカンダリボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-
この推奨オプションを使用して、セカンダリボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当

てます。

**

*データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当て

る*--次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

20%であり、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、プライマリボリュームに対する

I/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量を維持する必要がある期間によって異なります。

*** 一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量を大きくします。

+

**** ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

**** 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。
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. 「* Finish *」を選択して、非同期ミラーリングのシーケンスを完了します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。

*

ミラーリングしているボリュームがシンボリュームの場合、初期同期では、プロビジョニングされ
たブロック（レポート容量ではなく割り当て容量）のみがセカンダリボリュームに転送されます。

これにより、初期同期を完了するために転送する必要があるデータの量が削減されます。

*

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイにミラーペア用のリザーブ容量を作成しま

す。

[[ID3c639a3d95bf935e88391c3a0192f710]]

= 同期ミラーボリュームを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを同期的にミラーリングしてデータをストレージアレイ間でリアルタイムにレプリケー
トすると、システムとサイトの両方の障害から情報が保護されます。そのためには、ローカルスト
レージアレイとリモートストレージアレイの間の同期ミラーリング関係で使用するプライマリボリ

ュームとセカンダリボリュームを選択します。

.作業を開始する前に

*

同期ミラーリング機能では複数のストレージアレイを管理する必要があるため、ブラウザベースのS

ANtricity Unified Managerをインストールし、データをミラーリングする

2つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、* Launch

*をクリックして、ブラウザベースのSANtricity システムマネージャを開きます。

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンの
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OSを実行できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre

Channelファブリックを介して接続されている必要があります。

*

同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方を作成しておく必

要があります。

.このタスクについて

ボリュームを同期的にミラーリングするプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

* <<手順1：プライマリボリュームを選択します>>

* <<手順2：セカンダリボリュームを選択する>>

* <<手順3：同期設定を選択します>>

ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。

== 手順1：プライマリボリュームを選択します

[role="lead"]

同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームを選択する必要があります。このボリュームには

、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられます。

.作業を開始する前に

* 同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームを作成しておく必要があります。

* プライマリボリュームは標準ボリュームである必要があります。シンボリュームや

Snapshotボリュームは使用できません。

.手順

. 次のいずれかを実行して、同期ミラーリングの手順を開始します。

+

** メニューを選択します。Storage [Synchronous Mirroring > Mirror volume]。

** メニューを選択します。Storage [Volumes]、[Copy Services]、[Mirror a volume

s[s方 を同期的にミラーリング]。同期ミラーペアの作成*ダイアログが表示されます。

. ミラーのプライマリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択します。

+

[NOTE]

====

ボリュームをボリュームタイルで選択し、ミラーリングの対象になっている場合は、デフォルトで

ボリュームが選択されます。
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====

. [次へ]を選択し、に進みます <<手順2：セカンダリボリュームを選択する>>。

== 手順2：セカンダリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを選択する必要があります。このボリュームには、ミ

ラー関係のセカンダリロールが割り当てられます。

.作業を開始する前に

* 同期ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを作成しておく必要があります。

* セカンダリボリュームは標準ボリュームである必要があります。シンボリュームや

Snapshotボリュームは使用できません。

* セカンダリボリュームには、プライマリボリュームと同等以上のサイズが必要です。

.このタスクについて
リモートストレージアレイのセカンダリボリュームを選択すると、そのミラーペアに対応するすべ

てのボリュームのリストが表示されます。使用できないボリュームはリストに表示されません。

このダイアログでは、ボリュームが容量でソートされ、プライマリボリュームの容量に最も近いボ

リュームから順番に表示されます。容量が同じ場合はアルファベット順に表示されます。

.手順

.

ローカルストレージアレイとの間でミラー関係を確立するリモートストレージアレイを選択します

。

+

[NOTE]

====

リモートストレージアレイがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を求められま

す。

====

+

**

ストレージアレイは、対応するストレージアレイ名別に表示されます。ストレージアレイに名前を

付けていない場合は、「unnamed」と表示されます。

** 使用するストレージアレイがリストに表示されない場合は、SANtricity Storage

ManagerのEnterprise Management Window（

EMW）を使用して追加します。メニューを選択します。Edit [Add Storage

Array]を選択します。
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. ミラーのセカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択します。

+

[NOTE]

====

選択したセカンダリボリュームの容量がプライマリボリュームよりも大きい場合、使用可能な容量

はプライマリボリュームのサイズまでに制限されます。

====

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順3：同期設定を選択します>>。

== 手順3：同期設定を選択します

[role="lead"]

通信が中断した場合に、プライマリボリュームの所有コントローラがセカンダリボリュームとの間
でデータを再同期する優先度を設定する必要があります。また、再同期ポリシーとして、手動また

は自動のどちらかを選択する必要があります。

.手順

. スライダバーを使用して同期優先度を設定します。

+

同期優先度は、I/O要求の処理と比較して、初期同期および通信中断後の再同期処理を完了するため

にどの程度のシステムリソースが使用されるかを決定するものです。

+

このダイアログ環境
で設定した優先度。プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方に適用されます。プライ

マリボリュームの速度は、あとからメニューを選択して変更できます。Storage [Synchronous

Mirroring > More > Edit Settings]を選択します。

+

.同期速度について

[%collapsible]

====

同期優先度は5段階で設定できます。

** 最低

** 低

** 中

** 高

** 最高-同期優先度が最低に設定されている場合は

I/Oアクティビティが優先され、再同期処理にかかる時間が長くなります。同期優先度が最高に設定

されている場合は再同期処理が優先されますが、ストレージアレイのI/Oアクティビティに影響する

可能性があります。
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====

. リモートストレージアレイのミラーペアの再同期を手動で行うか自動で行うかを選択します。

+

** *手動*（推奨オプション）-
ミラーペアとの通信が回復したあとに同期を手動で再開する場合に選択します。このオプションを

選択すると、最適なタイミングでデータをリカバリできます。

** *自動*--
ミラーペアとの通信が回復した後、再同期を自動的に開始する場合に選択します。同期を手動で再

開するには、メニュー：ストレージ[同期ミラーリング]に移動し、テーブルでミラーペアを強調表

示して、[*その他*]の下の[*再開]を選択します。

. 完了*をクリックして、同期ミラーリングを完了します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 同期ミラーリング機能をアクティブ化します。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。

* 同期優先度と再同期ポリシーを設定します。

.完了後

同期ミラーリング処理の進捗状況を表示するには、メニューHome（実行中の処理の表示）を選択し
ます。この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があり

ます。

[[IDf40700198bed5c77d3fd2d8b6c06f6e4]]

= Snapshotイメージを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからSnapshotイメージを手動で作成することが

できます。これは_インスタント・スナップショット_または_インスタント・イメージ_とも呼ばれ

ます

.作業を開始する前に
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* ベースボリュームが最適lである必要があります。

* ドライブが最適lである必要があります。

* スナップショット・グループを予約済みとして指定することはできません

* リザーブ容量ボリュームのData Assurance（DA）の設定は、関連付けられている

Snapshotグループのベースボリュームと同じである必要があります。

.手順

. 次のいずれかを実行してSnapshotイメージを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]オブジェクト（ベースボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、メニュー：コピーサービス[インスタントSnapshotの作成]

を選択します。

** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。「* Snapshot Images

*」タブを選択し、メニューから「Create [ Instant snapshot image

（インスタントSnapshotイメージの作成）」を選択します。Create Snapshot Image

*（スナップショットイメージの作成）ダイアログボックスが表示されます。オブジェクト（ベース

ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、*次へ*をクリックします。以前のSnapsh

otイメージがボリュームまたはSnapshot整合性グループ用に作成されていた場合は、インスタン

トSnapshotがすぐに作成されます。それ以外の場合は、ボリュームまたはSnapshot整合性グルー

プのSnapshotイメージが初めて作成されるときに、* Snapshotイメージの作成の確認

*ダイアログボックスが表示されます。

. Create *をクリックしてリザーブ容量が必要であることを通知し、* Reserve Capacity

*手順に進みます。

+

予約容量*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*次へ

*をクリックして、テーブルで強調表示されている候補ボリュームを受け入れます。

+

設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotイメージの設定を必要に応じて選択し、処理を確定します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの設定*
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 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りの

スペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*：Snapshotグループ内の最も古い

Snapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージのリザーブ容量が解放されてグ

ループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否

*：リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベ

ースボリュームに対するI/O書き込み要求がすべて拒否されます。

|===

====

.結果

* System ManagerのSnapshot Imagesテーブルに、新しい

Snapshotイメージが表示されます。新しいイメージは、タイムスタンプと関連付けられたベースボ
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リュームまたはSnapshot整合性グループ別に表示されます。

* 次の状況に該当する場合は、Snapshotの作成が保留状態になることがあります。

+

** この

Snapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである場合。

** ベースボリュームで同期処理を実行中の場合。同期処理が完了した時点で

Snapshotイメージの作成が完了します。

[[IDcbbc22367d0473a54eca7d7c9c0aa170]]

= Snapshotイメージのスケジュールを設定

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotスケジュールを作成して、ベースボリュームに関する問題が発生した場合のリカバリを有

効にし、スケジュールされたバックアップを実行します。ベースボリュームまたはSnapshot整合性

グループのSnapshotは、任意の時刻に日次、週次、または月単位のスケジュールで作成できます。

.作業を開始する前に

ベースボリュームが最適lである必要があります。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のSnapshot整合性グループまたはベースボリュームのSnapshotスケジュー

ルを作成する方法について説明します。

[NOTE]

====

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージの作成と同時にSnapshot

スケジュールを作成することもできます。

====

.手順

. 次のいずれかを実行して、Snapshotスケジュールを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]

+

このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択

し、メニュー：コピーサービス[ Snapshotスケジュールの作成]を選択します。
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** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

+

[*スケジュール*]タブを選択し、[*作成*]をクリックします。

. このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、* Next *をクリックします。

+

Create Snapshot Schedule *（スナップショットスケジュールの作成

*）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *別のSnapshotオブジェクト*から以前に定義されたスケジュールを使用します。

+

詳細オプションが表示されていることを確認します。[*詳細オプションを表示*]をクリックします

。[*スケジュールのインポート*]をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクト

を選択して、[*インポート*]をクリックします。

** *基本オプションまたは詳細オプション*を変更します。

+

ダイアログボックスの右上にある*その他のオプションを表示*をクリックしてすべてのオプション

を表示し、次の表を参照してください。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

*基本設定*

 a|

日を選択します

 a|

Snapshotイメージの個々の曜日を選択します。

203



 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

* 詳細設定 *

 a|

曜日/月

 a|

次のいずれかのオプションを選択します。

** *毎日/毎週*--

同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケジュールを設定する場合は、右上の[すべ

ての日を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

** *毎月/毎年*--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on

day(s)*]フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリは* 1 ~* 31

*および* Last

*です。複数の日にちをカンマまたはセミコロンで区切ることができます。日にちの範囲を入力する

には、ハイフンを使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「

Last」のようになります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべての月を選択]チ

ェックボックスをオンにすることもできます。

 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。
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 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

1日あたりのSnapshot数/ Snapshotの作成間隔

 a|

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。複数選択する場合は、Snapshotイメージを

作成する間隔も選択してください。複数のSnapshotイメージを作成する場合は、リザーブ容量が十

分にあることを確認してください。

 a|

Snapshotイメージを今すぐ作成？

 a|

スケジュール設定する自動イメージに加えてインスタントイメージを作成するには、このチェック

ボックスをオンにします。

 a|

開始日/終了日または終了日なし

 a|

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「*終了日なし*」を選択してください。

|===

====

. 次のいずれかを実行します。

+

** オブジェクトがSnapshot整合性グループの場合は、* Create

*をクリックして設定を受け入れ、スケジュールを作成します。

** オブジェクトがボリュームの場合は、* Next *をクリックして、

Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。

+

ボリューム候補の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補だけが表示されます。リザー
ブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホ

ストから直接読み取ることはできません。

. スピンボックスを使用して、
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Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます。*

+

デフォルト設定を使用してSnapshotイメージにリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプショ

ンを使用します。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%です。通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

+

設定の編集ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じてスナップショットスケジュールの設定を編集し、*完了*をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの上限*

 a|

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする...

 a|
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指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

スピンボックスを使用して、スケジュール用のリザーブ容量が残り少なくなったときにシステムか

らアラート通知を送信する割合を調整します。

スケジュール用のリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りのス

ペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*--システムは最も古い

Snapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージのリザーブ容量を解放して、Sna

pshotグループ内で再利用します。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると

'リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒

否されます

|===

====

:leveloffset: -1

[[IDe3ccad45059ceef3d0967174bc55a4e5]]

= シンボリュームの割り当て容量の制限を変更します

:allow-uri-read:
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:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

オンデマンドでスペースを割り当てることができるシンボリュームの場合、シンボリュームが自動
的に拡張できる割り当て容量を制限する制限を変更できます。また、シンボリュームが割り当て容
量の制限に近づいたときにホームページの通知領域にアラート（警告しきい値超過）が送信される

割合を変更することもできます。このアラート通知を有効にするか無効にするかを選択できます。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

.このタスクについて

割り当て容量は、割り当て容量の制限に基づいてSystem

Managerで自動的に拡張されます。割り当て容量の制限により、シンボリュームの自動拡張をレポ
ート容量までに制限できます。書き込まれるデータの量が割り当て容量に近付いたときは、割り当

て容量の制限を変更することができます。

シンボリュームの割り当て容量の制限と警告しきい値を変更する場合は、ボリュームのユーザデー

タとコピーサービスデータが消費するスペースを考慮してください。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Volumes]*。

. [* Thin Volume Monitoring]タブを選択します。

+

[* Thin Volume Monitoring]ビューが表示されます。

. 変更するシンボリュームを選択し、*制限の変更*を選択します。

+

[制限の変更*]ダイアログボックスが表示されます。選択したシンボリュームの割り当て容量の上限

と警告しきい値の設定がこのダイアログボックスに表示されます。

. 必要に応じて、割り当て容量の制限と警告しきい値を変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明
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 a|

割り当て容量の制限を変更...

 a|

書き込みが失敗し、シンボリュームが追加のリソースを消費できなくなる容量のしきい値。このし

きい値は、ボリュームのレポート容量サイズの割合です。

 a|

アラートの送信しきい値 （警告しきい値）

 a|

シンボリュームが割り当て容量の上限に近付いたときにシステムでアラートを生成する場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。アラートはホームページの通知領域に送信されます。このし

きい値は、ボリュームのレポート容量サイズの割合です。

警告しきい値のアラート通知を無効にするには、このチェックボックスをオフにします。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID041cd952eed5b997fa6b4be4aa59f6ea]]

= ボリュームとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの使用可能な容量から作成します。ボリュームご
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とに容量が定義されています。ボリュームが複数のドライブで構成される場合でも、ホスト側では1

つの論理コンポーネントとして認識され、

[[IDb83d87ba24aad07cdc831d3535ddd0a4]]

=

ボリュームグループにボリュームの作成に十分な空き容量があるにもかかわらず、容量の過剰割り

当てエラーが表示されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

選択したボリュームグループに1つ以上の空き容量領域がある可能性があります。空き容量領域は、
ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容量を使用しなかっ

た場合に発生する空き容量です。

1つ以上の空き容量領域があるボリュームグループでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量
はそのボリュームグループ内で最も大きい空き容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュー

ムグループに合計15GiBの空き容量があり、最も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作

成できるボリュームのサイズは最大10GiBです。

ボリュームグループに空き容量領域がある場合は、ボリュームグループのグラフに既存の空き容量
領域の数を示すリンクが表示されます。リンクを選択すると、各領域の容量を示すポップアップが

表示されます。

空き容量を統合すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内の空き容量を最大限
使用できるようになります。次のいずれかの方法を使用して、選択したボリュームグループの既存

の空き容量を統合できます。

* ボリュームグループに対して1つ以上の空き容量領域が検出されると、通知領域の*ホーム

*ページに*統合空き容量*推奨が表示されます。[*空き容量の統合*（Consolidate free

capacity）]リンクをクリックして、ダイアログボックスを起動します。

* メニューから[プールとボリュームグループ[一般的でないタスク

]>[ボリュームグループの空き容量の統合]を選択して、ダイアログボックスを起動することもでき

ます。

最も大きい空き容量領域ではなく、特定の空き容量領域を使用する場合は、コマンドラインインタ

ーフェイス（CLI）を使用します。

[[IDc89f42e394ced76d464985aa862406c6]]
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= 選択したワークロードはボリュームの作成にどのように影響しますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

* *アプリケーション固有

*。アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、アプリケーション

ワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になる

ように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。I/Oタイプ、セグメントサイズ、

コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次

のアプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

+

** Microsoft®SQL Server™

** Microsoft®Exchange Server™

** ビデオ監視アプリケーション

** VMware ESXi™（Virtual Machine File

Systemでボリュームを使用する場合）では、推奨されるボリューム構成を確認し、* Add/Edit

Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システム推奨のボリュームおよび特性を編集、追加、または削除

できます。

* *その他

*（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）。特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケ

ーションに対する最適化がSystem

Managerに組み込まれていない場合は、その他のワークロードを選択し、ボリューム構成を手動で

指定する必要があります。ボリューム構成は、*ボリュームの追加/編集*ダイアログボックスを使用

して手動で指定する必要があります。

[[ID616d9c8d41575f92a906218146e70ed3]]

= ボリュームがワークロードに関連付けられていないのはなぜですか？
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:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージア

レイから移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付

けられません。

[[ID38bfc2532099a4d4b1e17cfc7ff99883]]

= 選択したワークロードを削除できないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

このワークロードは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成されたボリューム、

または別のストレージアレイから移行（インポート/エクスポート）されたボリュームのグループで
構成されています。そのため、このワークロード内のボリュームはアプリケーション固有のワーク

ロードに関連付けられておらず、ワークロードを削除することはできません。

[[ID577669e7d60dceda391f1e586d44b826]]

= アプリケーション固有のワークロードはストレージアレイの管理にどのように役立ちますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

アプリケーションとは、SQL Serverや

Exchangeなどのソフトウェアです。アプリケーションごとに、サポートするワークロードを1つ以
上定義します。一部のアプリケーションについては、ストレージを最適化する推奨されるボリュー

ム構成がSystem Managerから自動的に提示されます。ボリューム構成には、

I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキャッシュなどの特性

が含まれます。

アプリケーション固有のワークロードのボリューム特性は、ワークロードがストレージアレイのコ
ンポーネントとやり取りする方法を決定し、特定の構成下での環境のパフォーマンスを判断するの
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に役立ちます。

[[ID67584af248bed2cc427da7e8559425f2]]

= この情報はストレージの作成にどのように役立ちますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロード情報は、選択したワークロードのI/Oタイプ、セグメントサイズ、読み取り/書き込み
キャッシュなどのボリューム特性を最適化するために使用されます。最適化された特性により、ワ

ークロードとストレージアレイコンポーネントとの連携方法が決まります。

ユーザが指定したワークロード情報に基づいて、System

Managerは適切なボリュームを作成し、システム上に現在存在する使用可能なプールまたはボリュ
ームグループに配置します。選択したワークロードの最新のベストプラクティスに基づいて、ボリ

ュームが作成され、その特性が最適化されます。

特定のワークロードに対してボリュームを作成する前に、推奨されるボリューム構成を確認し、*

Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システムが推奨するボリュームと特性を編集、追加、または削除

できます。

ベストプラクティスの情報については、アプリケーション固有のドキュメントを参照してください

。

[[ID461d859e1f8d9aab113cb59c190f3454]]

= 拡張後の容量を認識させるにはどうすればよいですか？
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[role="lead"]

ボリュームの容量を拡張した場合、その拡張した容量がホストですぐに認識されないことがありま

す。

ほとんどのオペレーティングシステムでは、拡張されたボリューム容量を認識し、ボリューム拡張
の開始後に自動的に拡張が行われます。ただし、この処理が行われない場合もあります。拡張され

たボリューム容量をOSが自動的に認識しない場合は、ディスクの再スキャンまたはリブートが必要
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になる可能性があります。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が

あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。

詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

[[IDcea56091ffd990bcc853755c9debaa18]]

= プールやボリュームグループが一部表示されないのはなぜですか？
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[role="lead"]

ボリュームの移動先として使用できないプールまたはボリュームグループはリストに表示されませ

ん。

以下は、プールまたはボリュームグループを使用できない理由です。

* プールまたはボリュームグループのData Assurance（DA）機能が一致しない。

* プールまたはボリュームグループの状態が最適でない。

* プールまたはボリュームグループの容量が小さすぎる。

[[IDf60d7a5c7da817c6c957c0770edbc9e5]]

= セグメントサイズとは何ですか？
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[role="lead"]

セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達すると、ストライプ

（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズはボリュームグループにのみ

該当し、プールには該当しません。

セグメントサイズは、セグメントに含まれるデータブロックの数で定義されます。例：

* 64KiBセグメント=128個のデータブロック

* 512KiBセグメント=1024個のデータブロック
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セグメントサイズを決定する際には、ボリュームに格納するデータのタイプを把握しておく必要が

あります。アプリケーションが一般にスモールランダムリードとスモールランダムライト（IOPS）
を使用する場合は、一般に小さなセグメントサイズが適しています。アプリケーションがラージシ
ーケンシャルリードとラージシーケンシャルライト（スループット）を使用する場合は、一般に大

きなセグメントサイズが適しています。

アプリケーションがスモールランダムリード/ライトとラージシーケンシャルリード/ライトのどち
らを使用するかに関係なく、セグメントサイズが標準的なデータブロックのチャンクサイズより大
きい場合、ストレージアレイのパフォーマンスが向上します。これはドライブがより簡単かつ高速
にデータにアクセスできるようにするためであり、ストレージアレイのパフォーマンス向上にとっ

て重要です。

== IOPSパフォーマンスが重視される環境の場合

IOPS（1秒あたりのI/O処理数）環境では、ドライブに対して読み書きされる標準的なデータブロッ
クサイズ（「チャンク」）よりもセグメントサイズを大きくすると、ストレージアレイのパフォー

マンスが向上します。こうすることで、各チャンクが確実に1つのドライブに書き込まれます。

== スループットが重視される環境の場合

スループットを重視する環境では、標準的なデータチャンクサイズ（I/Oサイズ）をデータ用ドライ
ブの総数で割った値にセグメントサイズを設定します。こうすることで、データが単一のストライ
プとしてボリュームグループの複数のドライブに分散されるため、読み取りと書き込みが高速にな

ります。

たとえば、5ドライブのRAID 5ボリュームグループ（4+1）では、通常の読み取り

/書き込み「チャンク」サイズが2 MiBの場合、セグメントサイズは

512KiB（チャンクの合計サイズの1 / 4の割合）です。 各読み取り

/書き込みがボリュームグループドライブの単一のストライプとして確実に書き込まれるようにする

ため、アプリケーションのボリュームセグメントサイズにはこの方法が最適です。

[[ID2f63013a1c615a83810a2646c96d5cc8]]

= 優先コントローラ所有権とは何ですか？
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]
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優先コントローラ所有権は、ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。

コントローラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントローラ間で総I/O

数をできるだけ均等に分散する必要があります。

たとえば、一方のコントローラが主に大容量のシーケンシャルデータブロックを読み取り、もう一
方のコントローラが小さなデータブロックを頻繁に読み書きする場合、両者の負荷は大きく異なり
ます。どのボリュームにどのタイプのデータが含まれているかを把握しておくと、両方のコントロ

ーラでI/O転送を均等に分散できるようになります。

[[IDae47dbe9b1cd14ef390277e5694c467c]]

= 自動ロードバランシングとは何ですか？
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自動ロードバランシングはI/Oを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィッ

クは動的に管理されて両方のコントローラに分散されます。

自動ロードバランシング機能を使用すると、負荷の変化に動的に対応してボリュームのコントロー
ラ所有権が自動的に調整されるため、コントローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡

が解消され、I/Oリソースの管理が強化されます。

各コントローラのワークロードは継続的に監視され、ホストにインストールされたマルチパスドラ
イバとの連携により、必要に応じて自動的に負荷を分散できます。ワークロードがコントローラ間
で自動的に再分散されるため、ストレージアレイの負荷の変化に合わせてボリュームのコントロー

ラ所有権を手動で調整する必要がなくなり、ストレージ管理者の負担が軽減されます。

自動ロードバランシングを有効にすると、次の機能が実行されます。

* コントローラのリソース利用率を自動的に監視して負荷を分散します。

*

ボリュームのコントローラ所有権が必要に応じて自動的に調整され、ホストとストレージアレイの

間のI/O帯域幅が最適化されます。

[NOTE]

====

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシ

ングによる転送の対象外となります。

====
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[[ID6953086ceea813bcc1edd1ecbb8989fb]]

= ホストの用語
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ストレージアレイに関連するホストの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| コンポーネント | 定義（ Definition ）

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

ホスト名

 a|

ホスト名は、ホストのシステム名に相当します。
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 a|

ホストクラスタ

 a|

ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数の

ホストに簡単に割り当てることができます。

 a|

ホストインターフェイスプロトコル

 a|

ホストインターフェイスプロトコルは、コントローラとホストの間の接続（Fibre Channel

やiSCSIなど）です。

 a|

HBAまたはネットワークインターフェイスカード（NIC）

 a|

ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載されるボードで、1つ以上のホストポートが搭載されて

います。

 a|

ホストポート

 a|

ホストポートは、コントローラに物理的に接続されるホストバスアダプタ（HBA）のポートで、I/O

処理に使用されます。

 a|

ホストポートの識別子

 a|

ホストポート識別子は、ホストバスアダプタ（HBA）上の各ホストポートに関連付けられた一意のワ

ールドワイド名です。

* Internet Small Computer System Interface（iSCSI

）のホストポート識別子は、1~233文字にする必要があります。iSCSIホスト・ポート識別子は'標

準的なIQN形式（例：iqn.xxx.com.xxx:8b3ad`）で表示されます

* Fibre ChannelやSerial Attached SCSI（SAS）などの

iSCSI以外のホストポート識別子は、2文字ごとにコロンで区切られた形式で表示されます（例：「

xx：yy：zz」）。Fibre Channelのホストポート識別子は16文字にする必要があります。
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 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

ホストオペレーティングシステムタイプは、ホストのオペレーティングシステム（またはそのバー

ジョン）に応じて、ストレージアレイ内のコントローラによるI/Oの処理方法を定義する設定です。

これは、_host type_for shortとも呼ばれます。

 a|

コントローラのホストポート

 a|

コントローラホストポートは、ホストに物理的に接続されるコントローラのポートで、I/O処理に使

用されます。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

|===

[[IDc4bba9c7a97c625e333d3728e9b06d5f]]

= ホストの作成とボリュームの割り当てのワークフロー
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次の図に、ホストアクセスの設定方法を示します。

image::../media/sam1130-flw-hosts-create-host.gif[sam1130

Flwホストはホストを作成します]
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[[IDf0437fbff5af00a501dc025c3430e282]]

= ホストの自動作成と手動作成

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセ

スを許可するために必要な手順の1つです。ホストは自動的に作成することも手動で作成することも

できます。

== 自動作成

ホストの自動作成は、Host Context Agent（HCA）によって開始されます。

HCAは、ストレージアレイに接続されている各ホストにインストールする必要のあるユーティリティ

です。HCA がインストールされている各ホストは、 I/O
パスを経由してストレージアレイコントローラにホストの設定情報をプッシュします。コントロー
ラは、ホスト情報に基づいてホストと関連するホストポートを自動的に作成し、ホストタイプを設

定します。必要に応じて、System

Managerを使用してホスト設定に加えた変更を行うことができます。

HCAの自動検出が実行されると、ホストは自動的にホストページに次の属性とともに表示されます。

* ホストのシステム名から取得されたホスト名。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子。

* ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

ホストはスタンドアロンホストとして作成されます。 HCA

では、ホストクラスタの作成やホストクラスタへの追加が自動的に行われることはありません。

== 手動作成

次のいずれかの理由でホストを手動で作成することが必要になる場合があります。

. ホストにHCAユーティリティをインストールしないように選択した。

.

ストレージアレイコントローラによって検出されたホストポート識別子がホストに正しく関連付け

られていることを確認する。
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ホストの手動作成時には、ホストポート識別子をリストから選択するか、または手動で入力して関
連付けます。ホストの作成後、ボリュームへのアクセスを共有する場合は、ボリュームをホストに

割り当てたり、ホストクラスタに追加したりできます。

[[ID52c7a24482f92a7c62dbd8e92103ddd0]]

= ホストおよびホストクラスタへのボリュームの割り当て方法

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストまたはホストクラスタからボリュームへI/Oを送信するには、ボリュームをホストまたはホス

トクラスタに割り当てる必要があります。

ボリュームを作成するときにホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからボリュームをホ
ストまたはホストクラスタに割り当てることができます。ホストクラスタはホストのグループです
。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数のホストに簡単に割り当てることができま

す。

ホストへのボリュームの割り当ては柔軟性が高く、ストレージの特定のニーズを満たすことができ

ます。

* *ホストクラスタの一部ではなく、スタンドアロンホスト*--

ボリュームを個々のホストに割り当てることができます。ボリュームにアクセスできるのは1つのホ

ストだけです。

* *ホストクラスタ*--

ボリュームをホストクラスタに割り当てることができますボリュームには、ホストクラスタ内のす

べてのホストからアクセスできます。

* *ホストクラスタ内のホスト*--
ホストクラスタの一部である個別のホストにボリュームを割り当てることができますホストはホス
トクラスタの一部ですが、ボリュームにアクセスできるのは個々のホストだけであり、ホストクラ

スタ内の他のホストからはアクセスできません。

ボリュームの作成時に、論理ユニット番号（LUN）が自動的に割り当てられます。LUNは、I/O処理

中のホストとコントローラの間の「アドレス」の役割を果たします。LUNはボリュームが作成された

あとに変更できます。

[[IDea15c5aaad607560a56e2bac3adf55f6]]

= アクセスボリューム
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[role="lead"]

アクセスボリュームは、ストレージアレイの工場出荷時に設定されたボリュームで、ホストI/O接続
を介したストレージアレイおよびホストとの通信に使用されます。アクセスボリュームには論理ユ

ニット番号（LUN）が必要です。

アクセスボリュームは次の2つのケースで使用されます。

* *ホストの自動作成*- Host Context Agent（

HCA）ユーティリティで、ホストの自動作成でホスト情報（名前、ポート、ホストタイプ）をSyste

m Managerにプッシュするために使用されます。

* *インバンド管理*--
インバンド接続でストレージアレイを管理するために使用されるアクセスボリューム。これは、ス

トレージアレイをコマンドラインインターフェイス（CLI）で管理する場合にのみ可能です。

アクセスボリュームは、ホストに初めてボリュームを割り当てるときに自動的に作成されます。た

とえば、Volume_1とVolume_2をホストに割り当てた場合、その割り当ての結果を表示すると、3

つのボリューム（Volume_1、Volume_2、およびAccess）が表示されます。

ホストを自動的に作成しない場合やCLIを使用してストレージアレイをインバンドで管理しない場合

は、アクセスボリュームが不要であるため、アクセスボリュームを削除してLUNを解放できます。こ

の処理を実行すると、ボリュームとLUNの割り当てが解除されるだけでなく、ホストへのインバンド

管理接続もすべて削除されます。

[[ID00058c5b52a2114b87d984c2d39cb820]]

= LUN の最大数
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[role="lead"]

ストレージアレイには、各ホストに使用できる論理ユニット番号（LUN）の最大数があります。

最大数はホストのオペレーティングシステムによって異なります。ストレージアレイは使用されて

いるLUNの数を追跡します。LUNの最大数を超えるホストにボリュームを割り当てようとすると、そ

のホストはボリュームにアクセスできません。
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= ホストアクセスを設定
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[[ID8c5afbd61a199fc4a8cfd80ee22b6954]]

= ホストを自動で作成する
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Host Context Agent （ HCA
）を使用してホストを自動的に検出し、検出された情報が正しいかを確認することができます。ホ

ストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセス

を許可するために必要な手順の1つです。

.作業を開始する前に

Host Context Agent（

HCA）がストレージアレイに接続されたすべてのホストにインストールされ、実行されている必要が

あります。HCAがインストールされ、ストレージアレイに接続されているホストは、自動的に作成さ

れます。HCAをインストールするには、ホストにSANtricity Storage

Managerをインストールし、ホストオプションを選択します。HCAは、サポートされているすべて
のオペレーティングシステムで使用できるわけではありません。使用できない場合は、ホストを手

動で作成する必要があります。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

+

自動で作成されたホストが表に表示されます。

. HCA

から提供された情報（名前、ホストタイプ、ホストポート識別子）が正しいことを確認します。

+
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いずれかの情報を変更する必要がある場合は、ホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 *

をクリックします。

.

（オプション）自動で作成されたホストをクラスタに追加する場合は、ホストクラスタを作成して

ホストを追加します。

.結果

ホストが自動的に作成されると、ホストタイルテーブルに次の項目が表示されます。

* ホストのシステム名から取得されたホスト名。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子。

* ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

[[IDfc9eb726f5231035363ef9064aca1795]]

= ホストを手動で作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

自動で検出できないホストについては、手動で作成することができます。ホストの作成は、ストレ

ージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセスを許可するために必要

な手順の1つです。

.このタスクについて

ホストを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

* ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

* 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

* 名前は 30 文字以内にする必要があります。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. メニュー： Create [Host] をクリックします。

+

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。
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. ホストの設定を必要に応じて選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

新しいホストの名前を入力します。

 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

新しいホストで実行しているオペレーティングシステムをドロップダウンリストから選択します。

 a|

ホストインターフェイスタイプ

 a|

（オプション）ストレージアレイで複数のタイプのホストインターフェイスがサポートされている

場合、使用するホストインターフェイスタイプを選択します。

 a|

ホストポート

 a|

次のいずれかを実行します。

** * I/O インターフェイス * を選択します

+

通常は、ホストポートはログイン済みで、ドロップダウンリストに表示されます。リストからホス

トポート識別子を選択することができます。

** * 手動で追加 *

+

ホストポート識別子がリストに表示されない場合は、ホストポートがログインしていません。HBA

ユーティリティまたは iSCSI
イニシエータユーティリティを使用して、ホストポート識別子を検索してホストに関連付けること
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ができます。

+

ホストポート識別子を手動で入力するか、ユーティリティ（一度に1つずつ）から* Host Ports

*フィールドにコピーアンドペーストできます。

+

ホストポート識別子は、一度に 1
つずつ選択してホストに関連付ける必要がありますが、ホストに関連付けられている識別子をいく

つでも選択することができます。各識別子は、 ［ * ホストポート * ］

フィールドに表示されます。必要に応じて、横の * X *

を選択して識別子を削除することもできます。

 a|

CHAPイニシエータ

 a|

（オプション）iSCSI IQNを使用してホストポートを選択または手動で入力した場合、Challenge

Handshake Authentication Protocol（

CHAP）を使用して認証するためにストレージアレイへのアクセスを試みるホストが必要な場合は、

* CHAP initiator *チェックボックスをオンにします。選択または手動で入力した iSCSI

ホストポートごとに、次の手順を実行します。

** CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータに設定されたものと同じ CHAP

シークレットを入力します。相互 CHAP
認証（ホストが自身をストレージアレイに対して検証し、ストレージアレイが自身をホストに対し
て検証できるようにする双方向認証）を使用する場合は、ストレージアレイの初期セットアップま

たは設定変更時に CHAP シークレットも設定する必要があります。

** ホストの認証が不要な場合は、このフィールドを空白のままにします。現在のところ、System

Managerで使用されるiSCSI認証方式はCHAPだけです。

|===

====

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

.結果
ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベ

ル）が作成されます。

デフォルトのエイリアスは<`Hostname_Port Number``>です。たとえば、「ホスト IPT

」用に作成される最初のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。
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[[IDe30be099135905a83c8bf6844252e66f]]

= ホストクラスタを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

同じボリュームへのI/Oアクセスを必要とするホストが複数ある場合は、ホストクラスタを作成しま

す。

.このタスクについて

ホストクラスタを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

* クラスタの作成に使用できるホストが複数ない場合、この処理は開始されません。

*

ホストクラスタ内のホストはオペレーティングシステムが異なっていてもかまいません（異機種混

在）。

* Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。

+

ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。iSCSI over TCP/IPやSRP over

InfiniBandではDAは*サポートされていません。

* 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

* 名前は 30 文字以内にする必要があります。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. メニューから「Create [Host Cluster]」を選択します。

+

Create Host Cluster（ホストクラスタの作成）ダイアログボックスが表示されます。

. ホストクラスタの設定を必要に応じて選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===
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| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

新しいホストクラスタの名前を入力します。

 a|

ホスト

 a|

ドロップダウンリストから2つ以上のホストを選択します。このリストには、ホストクラスタにまだ

含まれていないホストのみが表示されます。

|===

====

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

+

選択したホストが接続されているインターフェイスタイプのData Assurance（

DA）機能が異なる場合、ホストクラスタでDAを使用できないことを示すメッセージがダイアログに

表示されます。この場合、ホストクラスタにDA対応ボリュームを追加することはできません。続行

するには「*はい」を選択し、キャンセルするには「*いいえ」を選択します。

+

DA

を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間で
データが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリューム

に DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

.結果

新しいホストクラスタが表に表示され、その下の行に割り当てられたホストが表示されます。

[[IDbc43746cc227db6a5879284a614516b3]]

= ボリュームを割り当てます

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てる必要がありま

す。これにより、ストレージアレイ内の1つ以上のボリュームへのアクセスがホストまたはホストク

ラスタに許可されます。

.作業を開始する前に

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

* ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（

LUN）を複数回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

* すべてのボリュームが割り当てられている。

* ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

* 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

* ホストポート識別子がホストに対して定義されていない。

* すべてのボリューム割り当てが定義されている。

.このタスクについて

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA

）対応かどうかで処理は次のように異なります。

* DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

* DA 対応でないホストで DA

が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前にボリュームの DA

を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Hosts]*。

. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て *

をクリックします。

+

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートした

り、 * Filter *

ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

.
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割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェ

ックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

. [*Assign*] をクリックして、操作を完了します。

.結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

* 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN

番号を使用してボリュームにアクセスします。

*

ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。
該当する場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアク

セスボリュームも表示されます。

:leveloffset: -1

= ホストとホストクラスタを管理

:leveloffset: +1

[[IDbe916477d96ca210dd06c9b44998772e]]

= ホストの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストの名前、ホストのオペレーティングシステムタイプ、および関連付けられているホストクラ

スタを変更できます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 編集するホストを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

. まだ選択されていない場合は、*プロパティ*タブをクリックします。

. 必要に応じて設定を変更します。
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+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ユーザが指定したホストの名前を変更できます。ホストの名前は必ず指定する必要があります。

 a|

関連付けられているホストクラスタです

 a|

次のいずれかのオプションを選択できます。

** *なし*--
ホストはスタンドアロンホストのままです。ホストがホストクラスタに関連付けられている場合は

、ホストがクラスタから削除されます。

** *<ホストクラスタ>*--選択したクラスタにホストを関連付けます

 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

定義したホストで実行されているオペレーティングシステムのタイプを変更できます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID1f723c461d9629fb0abc72a3d175958c]]

= ホストクラスタの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストクラスタの名前を変更したり、ホストクラスタ内のホストを追加または削除したりできます

。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 編集するホストクラスタを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ダイアログボックスが開き、ホストクラスタの現在の設定が表示されます。

. ホストクラスタの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ユーザが指定したホストクラスタの名前を指定できます。クラスタの名前は必ず指定する必要があ

ります。

 a|

関連付けられているホスト

 a|

ホストを追加するには、[*Associated

Hosts*]ボックスをクリックし、ドロップダウンリストからホスト名を選択します。ホスト名を手

動で入力することはできません。

ホストを削除するには、ホスト名の横にある* X *をクリックします。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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[[IDd6fee077001a976b91b550f9144984ad]]

= ボリュームの割り当てを解除する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストまたはホストクラスタからボリュームへのI/Oアクセスが不要になった場合は、ホストまたは

ホストクラスタからそのボリュームの割り当てを解除します。

.このタスクについて

ボリュームの割り当てを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。

*

最後に割り当てたボリュームをホストクラスタから削除する際に、特定のボリュームが割り当てら
れているホストがホストクラスタにある場合は、最後に割り当てたボリュームを削除する前にホス

トに割り当てられたボリュームを削除または移動してください。

*

ホストクラスタ、ホスト、またはホストポートがオペレーティングシステムに登録されたボリュー
ムに割り当てられている場合は、その登録をクリアしてからこれらのノードを削除する必要があり

ます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 編集するホストまたはホストクラスタを選択し、*ボリュームの割り当て解除

*をクリックします。

+

現在割り当てられているすべてのボリュームを示すダイアログボックスが表示されます。

.

割り当てを解除する各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーに

あるチェックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

. Unassign *をクリックします。

.結果

* 割り当てを解除したボリュームは新しい割り当てに使用できます。

*

変更がホストで設定されるまで、ボリュームは引き続きホストオペレーティングシステムで認識さ

れます。
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[[IDbce2ff90e8f13bcdc94f994ba0516e1d]]

= ホストのホストポート識別子を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストポート識別子のユーザラベルを変更する場合、ホストに新しいホストポート識別子を追加す
る場合、またはホストからホストポート識別子を削除する場合は、ホストポート識別子を変更しま

す。

.このタスクについて

ホストポート識別子を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

* *-

ホストポートを追加すると、ストレージアレイに接続するために作成したホストにホストポート識

別子が関連付けられます。ポート情報は、ホストバスアダプタ（HBA）ユーティリティを使用して手

動で入力できます。

* *編集*--ホストポートを編集して'ホストポートを別のホストに移動(関連付け

)することができますホストバスアダプタまたはiSCSIイニシエータを別のホストに移動した場合は

、ホストポートを新しいホストに移動（関連付ける）する必要があります。

* *削除*--ホストポートを削除して'ホストからホストポートを削除(関連付けを解除

)することができます

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Hosts]*。

. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

+

ホストクラスタのホストにポートを追加する場合は、ホストクラスタを展開して目的のホストを選

択します。ホストクラスタレベルでポートを追加することはできません。

+

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

. [ ホストポート *] タブをクリックします。

+

ダイアログボックスに現在のホストポート識別子が表示されます。

. ホストポート識別子の設定を必要に応じて変更します。

+

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明
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 a|

ホストポート

 a|

次のいずれかのオプションを選択できます。

** *追加-- Addを使用して

'新しいホストポート識別子をホストに関連付けますホストポート識別子名の長さは、ホストインタ

ーフェイスのテクノロジによって決まります。Fibre Channelと

InfiniBandのホストポート識別子名は、16文字にする必要があります。iSCSI

のホストポート識別子名は最大 223
文字です。ポートは一意である必要があります。すでに設定されているポート番号は使用できませ

ん。

** *Delete *-- Deleteを使用して、ホストポート識別子を削除(関連付けを解除)します。*

Delete *

オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプションを選択す

ると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまたは iSCSI

イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されます。

+

[NOTE]

====

ホストポート識別子を削除すると、そのホストとの関連付けが解除されます。また、ホストはホス

トに割り当てられているボリュームにこのホストポート識別子経由でアクセスできなくなります。

====

 a|

ラベル

 a|

ポートラベル名を変更するには、* Edit

*アイコン（鉛筆）をクリックします。ポートラベル名は一意である必要があります。すでに設定さ

れているラベル名は使用できません。

 a|

CHAPシークレット

 a|

iSCSIホストにのみ表示されます。イニシエータ（iSCSIホスト）のCHAPシークレットを設定また

は変更できます。

System Managerは、チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP

）方式を使用します。CHAPは初回のリンク確立時にターゲットとイニシエータのIDを検証します。
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認証は、CHAPシークレットと呼ばれる共有セキュリティキーに基づいて行われます。

|===

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID239ab486ece220602f847a486ccfc24c]]

= ホストまたはホストクラスタを削除

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストまたはホストクラスタを削除することができます。

.このタスクについて

ホストまたはホストクラスタを削除する際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ボリュームの割り当てはすべて削除され、関連付けられたボリュームを新しい割り当てに使用でき

るようになります。

*

ホストが属するホストクラスタに固有の割り当てがある場合、ホストクラスタへの影響はありませ
ん。ただし、ホストが属するホストクラスタに他の割り当てがない場合は、ホストクラスタとそれ
に関連付けられている他のすべてのホストまたはホストポート識別子にデフォルトの割り当てが継

承されます。

* ホストに関連付けられていたホストポート識別子の定義は削除されます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 削除するホストまたはホストクラスタを選択し、* Delete *をクリックします。

+

確認ダイアログボックスが表示されます。

. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

ホストを削除すると、システムは次の処理を実行します。

* ホストを削除し、該当する場合はホストクラスタからも削除します。
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* 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

* 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

* ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

ホストクラスタを削除すると、システムは次の処理を実行します。

* ホストクラスタとそれに関連付けられているホスト（存在する場合）を削除します。

* 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

* 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

* ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID7fa3631e148d6927cd9c7a2ee985f0b2]]

= ホストおよびホストクラスタとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。ホストクラスタはホスト
のグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数のホストに簡単に割り当て

ることができます。

ホストは個別に定義します。ホストを独立したエンティティにすることも、ホストクラスタに追加
することもできます。個々のホストにボリュームを割り当てることができます。または、ホストを

ホストクラスタの一部として指定し、1つ以上のボリュームへのアクセスをホストクラスタ内の他の

ホストと共有することもできます。

ホストクラスタは、SANtricity System

Managerで作成する論理エンティティです。ボリュームを割り当てる前に、ホストクラスタにホス

トを追加する必要があります。
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[[ID975e2f4dce4b0b171fcf285b5acd8710]]

= ホストクラスタを作成する必要があるのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

複数のホストから同じボリュームセットにアクセスする場合は、ホストクラスタを作成する必要が
あります。通常、個々のホストには、ボリュームへのアクセスを調整するためのクラスタリングソ

フトウェアがインストールされています。

[[ID3c910afa409296dfc0abd6fd859e8791]]

= 正しいホストオペレーティングシステムタイプを特定するにはどうすればよいですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Host Operating System

Typeフィールドには、ホストのオペレーティングシステムが表示されます。推奨されるホストタイ

プをドロップダウンリストから選択するか、Host Context Agent（

HCA）でホストおよび適切なホストオペレーティングシステムのタイプを設定することができます。

[cols="2*"]

|===

| ホストオペレーティングシステムのタイプ | オペレーティングシステム（

OS）とマルチパスドライバ

 a|

AIX MPIO

 a|

Advanced Interactive Executive（AIX）OSとネイティブMPIOドライバ

 a|

AvT_4M
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 a|

Silicon Graphics、Inc.（SGI）独自のマルチパスドライバ（詳細については

SGIのインストールに関するドキュメントを参照

 a|

工場出荷時のデフォルト

 a|

これはストレージアレイの初期起動用に予約されており、特定のホストで使用されているホストオ

ペレーティングシステムとマルチパスドライバに変更する必要があります

 a|

HP-UX

 a|

標準のマルチパスドライバを搭載したHP-UX OS

 a|

Linux（ATTO）

 a|

Linux OSとATTO Technology、Inc.のドライバ（ATTO FC HBAを使用）

 a|

Linux（DM-MP）

 a|

Linux OSと標準のDM-MPドライバが必要です

 a|

Linux（Pathmanager）

 a|

Linux OSとSGI独自のマルチパスドライバ。詳細については

SGIのインストールに関するドキュメントを参照してください

 a|

Mac OS の場合

 a|

Mac OSとATTO Technology、Inc.のドライバ
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 a|

ONTAP

 a|

FlexArray

 a|

Solaris（バージョン11以降）

 a|

Solaris 11以降のOSと標準のMPxIOドライバ

 a|

Solaris（バージョン10以前）

 a|

Solaris 10以前のOSと標準のMPxIOドライバ

 a|

SVC（サービス）

 a|

IBM SAN Volume Controllerの略

 a|

VMware

 a|

ESXi OS

 a|

WindowsまたはWindowsクラスタ

 a|

Windows Server OSと、DSMドライバを搭載したWindows MPIO

 a|

Windows（ATTO）
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 a|

Windows OSとATTO Technology、Inc.のドライバ

|===

HCAがインストールされ、ストレージがホストに接続されると、HCAはI/Oパス経由でホストトポロ
ジをストレージコントローラに送信します。ホストトポロジに基づいて、ストレージコントローラ

はホストと関連するホストポートを自動的に定義し、ホストタイプを設定します。

[NOTE]

====

推奨されるホストタイプがHCAで選択されない場合は、System

Managerでホストタイプを手動で設定する必要があります。

====

[[IDc06297c67edc767d152f3d2feea458d1]]

= HBAおよびアダプタポートとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載されるボードで、1つ以上のホストポートが搭載されて

います。ホストポートは、コントローラに物理的に接続されるホストバスアダプタ（HBA）のポート

で、I/O処理に使用されます。

HBAのアダプタポートはホストポートと呼ばれます。ほとんどのHBAには1つまたは2つのホストポー

トがあります。HBAと各HBAホストポートには、それぞれ一意のWorld Wide Identifier（

WWID）が割り当てられています。SANtricity System

Managerからホストを手動で作成する場合、またはHost Context

Agentでホストを自動的に作成する場合は、ホストポート識別子を使用して、適切なHBAを物理ホス

トに関連付けます。

[[IDaaa7921272cf56a207d6ed4b14f1c2eb]]

= ホストポートをホストに一致させるにはどうすればよいですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ホストを手動で作成する場合は、まずホストで利用可能な適切なHost Bus Adapter（

HBA；ホストバスアダプタ）ユーティリティを使用して、ホストにインストールされている各HBAに

関連付けられているホストポート識別子を特定する必要があります。

この情報を確認したら、System

Managerのホストの作成ダイアログに表示されたリストから、ストレージアレイにログインしてい

るホストポート識別子を選択します。

[NOTE]

====

作成するホストに適したホストポート識別子を選択してください。誤ったホストポート識別子を関

連付けると、別のホストからこのデータへの原因

の意図しないアクセスが発生する可能性があります。

====

各ホストにインストールされているHost Context Agent（

HCA）を使用してホストを自動的に作成する場合は、HCAによって各ホストにホストポート識別子が

自動的に関連付けられ、適宜設定されます。

[[ID4f2f943bce2c06b43a1e9157231a7a05]]

= CHAPシークレットを作成するにはどうすればよいですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに接続されているiSCSIホスト上でチャレンジハンドシェイク認証プロトコル（C

HAP）認証を設定する場合は、iSCSIホストごとにイニシエータのCHAPシークレットを再入力する

必要があります。これを行うには、System Managerをホストの作成処理または設定の表示

/編集オプションのどちらかとして使用します。

CHAP相互認証を使用する場合は、ストレージアレイのターゲットCHAPシークレットを［設定］ペー

ジで定義し、各iSCSIホストでそのターゲットCHAPシークレットを再入力する必要もあります。

[[IDb073fb939e49661c68a8b57b2e10d8af]]

= デフォルトクラスタとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

デフォルトクラスタはシステム定義のエンティティです。ストレージアレイにログインしたホスト

バスアダプタ（HBA）ホストポート識別子がホストに関連付けられていない場合、そのポートはデフ
ォルトクラスタに割り当てられているボリュームへのアクセスを許可されます。ホストに関連付け
られていないホストポート識別子は、ホストに物理的に搭載されてストレージアレイにログインし

ているが、特定のホストに論理的に関連付けられていないホストポートです。

[NOTE]

====

ホストがストレージアレイ内の特定のボリュームにアクセスできるようにする場合は、デフォルト

クラスタを使用する_は_しない_選択します。代わりに、ホストポート識別子を対応するホストに関

連付ける必要があります。この作業は、ホスト作成時にSystem

Managerを使用して手動で実行するか、各ホストにインストールされているHost Context

Agent（HCA）を使用して自動的に実行できます。その後、ボリュームを個々のホストまたはホスト

クラスタに割り当てます。

====

デフォルトクラスタは、すべてのホストとストレージアレイに接続されたすべてのログイン済みホ
ストポート識別子がすべてのボリュームにアクセスできるようにするための外部ストレージ環境を

構築する場合にのみ使用してください（フルアクセスモード）

特に、ホストをストレージアレイまたはSystem Managerで認識させません。

最初にボリュームをデフォルトクラスタに割り当てる際には、コマンドラインインターフェイス（C

LI）を使用する必要があります。ただし、ボリュームを少なくとも1つデフォルトクラスタに割り当

てるとSystem Managerに表示され、System Managerで管理できるようになります。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= パフォーマンス

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDdec87802dced8f1f0cf5b4f30ef16402]]
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= パフォーマンスの概要

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスページには、いくつかの重要な領域でストレージアレイのパフォーマンスを評価で

きる、データのグラフと表が表示されます。

パフォーマンス機能を使用すると、次のタスクを実行できます。

*

パフォーマンスデータをほぼリアルタイムで表示し、ストレージアレイに問題が発生しているかど

うかを確認できます。

*

パフォーマンスデータをエクスポートしてストレージアレイの履歴を確認し、問題の発生時期や原

因を特定する。

* 表示するオブジェクト、パフォーマンス指標、期間を選択します。

* 指標を比較する。

パフォーマンスデータは次の3つの形式で表示できます。

* *リアルタイムのグラフ*--パフォーマンスデータをほぼリアルタイムでグラフに出力します。

* *ほぼリアルタイムの表*--パフォーマンスデータをほぼリアルタイムで表に表示します。

* *エクスポートされたCSVファイル*--表形式のパフォーマンスデータを

'さらに表示および分析するためにカンマ区切りのファイルに保存できます

== パフォーマンスデータ形式の特徴

[cols="5*"]

|===

| *パフォーマンス監視のタイプ* | *サンプリング間隔* | *表示時間の長さ* |

*表示されるオブジェクトの最大数* | *データの保存機能*

 a|

リアルタイムのグラフ、ライブ

リアルタイムのグラフ、履歴

 a|

10秒（ライブ）
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5分（履歴）

表示されるデータポイントは選択した期間によって異なります

 a|

デフォルトは1時間です。

選択肢：

* 5 分

* 1 時間

* 8 時間

* 1日

* 7日

* 30日

 a|

5.

 a|

いいえ

 a|

ほぼリアルタイムの表（表形式）

 a|

10秒~1時間

 a|

最新の値

 a|

無制限

 a|

はい。

 a|

カンマ区切り値（CSV）ファイル

 a|

選択した期間によって異なります

 a|

選択した期間によって異なります

 a|

無制限

 a|

はい。
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|===

== パフォーマンスデータを表示する際のガイドライン

* パフォーマンスデータの収集は常にオンです。オフにするオプションはありません。

* ストレージアレイがサンプリング間隔で照会され、データが更新されます。

* グラフデータでは、期間を5分に設定すると10秒ごとのサンプリングで

5分間の平均が算出されます。他のすべての期間は5分ごとに更新され、選択した期間の平均が算出

されます。

*

グラフィカルビューのパフォーマンスデータはリアルタイムで更新されます。表形式のパフォーマ

ンスデータはほぼリアルタイムで更新されます。

*

データの収集中に監視対象のオブジェクトが変わると、選択した期間全体をカバーするデータポイ
ントがオブジェクトに存在しない場合があります。たとえば、ボリュームが作成、削除、割り当て
、割り当て解除されるとボリュームセットが変わる場合があり、また、ドライブが追加、削除され

たり、障害が発生したりする可能性もあります。

[[ID7c9426b1c87909c36d06a8ee962399d6]]

= パフォーマンスの用語

:allow-uri-read:

:icons: font
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに関連するパフォーマンスの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

アプリケーション

 a|

アプリケーションとは、SQLやExchangeなどのソフトウェアプログラムです。

 a|

CPU
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 a|

CPUは「中央処理装置」用ではありません。

cpuは、ストレージアレイの使用中の処理容量の割合を示します。

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

IOPS

 a|

IOPSは、1秒あたりのI/O処理数です。

 a|

レイテンシ

 a|

レイテンシは、読み取りや書き込みコマンドなどの要求を送信してから、ホストまたはストレージ

アレイから応答が返されるまでの時間です。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

 a|

MIB

 a|

MiBは、メビバイト（メガバイナリバイト）の略です。1MiBは220、つまり1、048、576バイトで

す。10を基数とするMBとは異なる単位です。1MBは1、024バイトです。
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 a|

オブジェクト

 a|

オブジェクトとは、任意の論理または物理ストレージコンポーネントのことです。

論理オブジェクトには、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあります。物理オブジェクト

には、ストレージアレイ、アレイコントローラ、ホスト、ドライブがあります。

 a|

プール

 a|

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

 a|

読み取り

 a|

読み取りは「読み取り処理」では省略されます。読み取り処理は、ホストがストレージアレイにデ

ータを要求したときに行われます。

 a|

ボリューム

 a|

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの使用可能な容量から作成します。ボリュームご

とに容量が定義されています。ボリュームが複数のドライブで構成される場合でも、ホスト側では1

つの論理コンポーネントとして認識され、

 a|

ボリューム名

 a|

ボリューム名は、ボリュームの作成時に割り当てられる文字列です。デフォルトの名前をそのまま
使用することも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます

。
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 a|

ボリュームグループ

 a|

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

 a|

ワークロード

 a|

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

 a|

書き込み

 a|

書き込みは、ホストからストレージ用のアレイにデータが送信されるときの「書き込み処理」には

適していません。

|===

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

[[IDfc259d177353fdac7263d6a330fdee1a]]

= グラフィカルなパフォーマンスデータを表示します
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:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

論理オブジェクト、物理オブジェクト、アプリケーション、およびワークロードのパフォーマンス

データをグラフで表示できます。

.このタスクについて
パフォーマンスグラフには、履歴データとキャプチャ中のライブデータが表示されます。グラフ上

の縦線は、「* Live updating *」というラベルで、履歴データとライブデータを区別します。

*ホームページ表示*

ホーム*ページには、ストレージ・アレイ・レベルのパフォーマンスを示すグラフが表示されます。

このビューから限定された指標を選択することも、「*パフォーマンスの詳細を表示」をクリックし

て利用可能なすべての指標を選択することもできます。

*詳細表示*

詳細なパフォーマンスビューでは、3つのタブからそれぞれグラフを使用できます。

* *論理ビュー*--
ボリュームグループおよびプール別にグループ化された論理オブジェクトのパフォーマンスデータ

を表示します論理オブジェクトには、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあります。

* *物理ビュー*--
コントローラ、ホストチャネル、ドライブチャネル、ドライブのパフォーマンスデータを表示しま

す。

* *アプリケーションとワークロードビュー*-
定義したアプリケーションタイプとワークロード別にグループ化された論理オブジェクト（ボリュ

ーム）のリストが表示されます。

.手順

. 「* Home *」を選択します。

. アレイレベルのビューを選択するには、IOPS、MiB/秒、またはCPUボタンをクリックします。

. 詳細を表示するには、*パフォーマンスの詳細を表示*をクリックします。

. 論理ビュー*タブ、*物理ビュー*タブ、または*アプリケーションとワークロードの表示

*タブを選択します。

+

オブジェクトタイプに応じて、各タブに異なるグラフが表示されます。

+

[cols="2*"]

|===
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| ビューのタブ | 各オブジェクトタイプについて表示されるパフォーマンスデータ

 a|

論理ビュー

 a|

** *ストレージアレイ*：IOPS、MiB/秒

** *プール*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリュームグループ*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリューム*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

 a|

物理ビュー

 a|

** *コントローラ*：IOPS、MiB/秒、CPU、ヘッドルーム

** *ホストチャネル*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒、ヘッドルーム

** *ドライブチャネル*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ドライブ*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

 a|

アプリケーションとワークロードビュー

 a|

** *ストレージアレイ*：IOPS、MiB/秒

** *アプリケーション*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ワークロード*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリューム*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

|===

. オプションを使用して、必要なオブジェクトと情報を表示します。

+

.オプション（ Options ）

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| オブジェクトを表示するためのオプション | 説明

 a|

ドロワーを展開してオブジェクトのリストを表示します。
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 a|

_Navigationドロワー_には、プール、ボリュームグループ、ドライブなどのストレージオブジェ

クトが含まれます。

ドロワーをクリックすると、ドロワー内のオブジェクトのリストが表示されます。

 a|

表示するオブジェクトを選択します。

 a|

各オブジェクトの左側にあるチェックボックスをオンにして、表示するパフォーマンスデータを選

択します。

 a|

フィルタを使用して、オブジェクト名または名前の一部を検索します。

 a|

[フィルタ（Filter）]ボックスに、ドロワー内のオブジェクトのみをリストするオブジェクトの名

前または名前の一部を入力する。

 a|

オブジェクトを選択した後、*グラフの更新*をクリックします。

 a|

ドロワーからオブジェクトを選択した後、[*グラフの更新*]を選択して、選択した項目のグラフデ

ータを表示します。

 a|

グラフの表示と非表示を切り替えます

 a|

グラフの表示と非表示を切り替えるには、グラフのタイトルを選択します。

|===

====

. 必要に応じて、パフォーマンスデータを表示するための追加のオプションを使用します。

+

.その他のオプション

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| オプション | 説明
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 a|

期間

 a|

表示する期間（5分、1時間、8時間、1日、7日）を選択します。 または30日）。デフォルトは

1時間です。

NOTE:

30日間のパフォーマンスデータをロードするには数分かかることがあります。データのロード中は

、Webページから移動したり閉じたりしないでください。また、ブラウザをリフレッシュしないでく

ださい。

 a|

データポイントの詳細

 a|

グラフにカーソルを合わせると、特定のデータポイントの指標が表示されます。

 a|

スクロールバー

 a|

グラフの下にあるスクロールバーを使用すると、前後の期間を表示できます。

 a|

ズームバー

 a|

グラフの下にあるズームバーハンドルをドラッグすると、期間を拡大表示できます。ズームバーを

広げるほど、グラフの細かい部分が小さくなります。

グラフをリセットするには、いずれかの期間のオプションを選択します。

 a|

ドラッグアンドドロップ

 a|

グラフ上で、カーソルをある時点から別の時点にドラッグすると、特定の期間を拡大表示できます

。

グラフをリセットするには、いずれかの期間のオプションを選択します。
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|===

====

[[ID1f553fdba7d46806abfe798df9555c56]]

= 表形式のパフォーマンスデータを表示および保存する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスグラフのデータを表形式で表示および保存することができます。これにより、表示

するデータをフィルタできます。

.手順

. 任意のパフォーマンスデータグラフから、[テーブルビューの起動*]をクリックします。

+

選択したオブジェクトのすべてのパフォーマンスデータを示すテーブルが表示されます。

. 必要に応じて、オブジェクト選択のプルダウンとフィルタを使用します。

. [列の表示/非表示]ボタンをクリックして、テーブルに含める列を選択します。

+

各チェックボックスをクリックして、項目を選択または選択解除できます。

. 画面下部の* Export *（エクスポート）を選択して、表形式ビューをカンマ区切り値（

CSV）のファイルに保存します。

+

エクスポートする行の数とエクスポートのファイル形式（カンマ区切り値またはCSV形式）を示す*

エクスポートテーブル*（* Export Table *）ダイアログボックスが表示されます。

. 「* Export（エクスポート）*」をクリックしてダウンロードを続行するか、「*

Cancel（キャンセル）*」をクリックします。

+

ブラウザの設定に応じて、ファイルが保存されるか、ファイルの名前と場所を選択するように求め

られます。

+

デフォルトのファイル名の形式は'performanceStatistics-yyyy-mm-dd_hh-mm-

ss.csv'で、ファイルのエクスポート日時が含まれます。
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[[ID2604532cc7537c8bab3c98fca96f83e8]]

= パフォーマンスデータを解釈する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスデータは、ストレージアレイのパフォーマンス調整に役立ちます。

パフォーマンスデータを解釈するときは、いくつかの要因がストレージアレイのパフォーマンスに

影響することに注意してください。次の表に、考慮すべき主な要素を示します。

[cols="2*"]

|===

| パフォーマンスデータ | パフォーマンス調整の関連事項

 a|

レイテンシ（ミリ秒、ms）

 a|

特定のオブジェクトのI/Oアクティビティを監視します。

ボトルネックになっているオブジェクトを特定できる可能性があります。

*

ボリュームグループが複数のボリューム間で共有されている場合は、個々のボリュームに独自のボ
リュームグループを割り当てると、ドライブのシーケンシャルパフォーマンスが向上し、レイテン

シが低減される可能性があります。

*

プールではレイテンシが大きくなり、ドライブ間でワークロードが不均一な場合があるため、レイ

テンシの値はあまり意味がなく、一般的に高くなります。

* ドライブタイプと速度はレイテンシに影響します。ランダム

I/Oの場合、ドライブの回転速度が速いほど、ディスク上の別の場所との間の移動にかかる時間は短

くなります。

*

ドライブ数が少なすぎると、キューに格納されるコマンドが多くなり、ドライブのコマンド処理時

間が長くなるため、システムの一般的なレイテンシが増加します。

* I/Oが大きいと、データの転送にかかる時間が長くなるため、レイテンシが大きくなります。

* レイテンシが高い場合、I/Oパターンが本質的にランダムである可能性があります。ランダム

I/Oのドライブは、シーケンシャルストリームのドライブよりもレイテンシが高くなります。

*

共通のボリュームグループのドライブ間またはボリューム間でレイテンシが不均衡な場合は、ドラ

イブが低速である可能性があります。
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 a|

IOPS

 a|

1秒あたりの入出力処理（IOPSまたはIO/秒）に影響する要因には、次のものがあります。

* アクセスパターン（ランダムまたはシーケンシャル）

* I/Oサイズ

* RAIDレベル

* キャッシュブロックサイズ

* 読み取りキャッシュが有効になっているかどうか

* 書き込みキャッシュが有効になっているかどうか

* 動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

* セグメントサイズ

* ボリュームグループまたはストレージアレイ内のドライブの数

キャッシュヒット率が高いほど、I/O速度は高くなります。書き込みキャッシュが有効な場合の方が

、無効な場合に比べて書き込みI/O速度が高くなります。個々のボリュームの書き込みキャッシュを

有効にするかどうかを判断するときは、現在のIOPSと最大IOPSを確認します。シーケンシャルI/O

パターンの方が、ランダムI/Oパターンよりも高速です。I/Oパターンに関係なく、書き込みキャッ

シュを有効にしてI/O速度を最大化し、アプリケーションの応答時間を短縮してください。

ボリュームのIOPS統計からは、セグメントサイズの変更によるパフォーマンスの向上を確認できま
す。実際に試して最適なセグメントサイズを決定するか、ファイルシステムサイズまたはデータベ

ースブロックサイズを使用します。

 a|

MiB/秒

 a|

転送またはスループットの速度は、アプリケーションのI/OサイズとI/O速度によって決まります。

一般に、アプリケーションのI/O要求のサイズが小さいと転送速度は遅くなりますが、I/O速度は上

がり、応答時間は短縮されます。アプリケーションのI/O要求のサイズが大きい場合は、スループッ

トが高速になる可能性があります。

一般的なアプリケーションのI/Oパターンを理解しておくと、特定のストレージアレイの最大I/O転

送速度を決定するのに役立ちます。

 a|

CPU
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 a|

使用中の処理能力の割合を示します。

同じタイプのオブジェクトのCPU使用率に差異がある場合があります。たとえば、一方のコントロー

ラのCPU使用率は高く、時間とともに増加していて、もう一方のコントローラは使用率が低く安定し

ています。この場合、1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を、CPU使用率の低いコントロー

ラに変更できます。

ストレージアレイ間でCPUを監視する必要がある場合があります。CPU使用率が時間とともに増加し
続け、アプリケーションのパフォーマンスが低下する場合は、ストレージアレイの追加が必要にな
ることがあります。ストレージアレイを追加することで、許容されるパフォーマンスレベルで引き

続きアプリケーションのニーズを満たすことができます。

 a|

ヘッドルーム

 a|

ヘッドルームとは、コントローラ、コントローラホストチャネル、およびコントローラのドライブ
チャネルの残りのパフォーマンス容量を指します。この値は割合で表され、これらのオブジェクト

で実現可能な最大パフォーマンスと現在のパフォーマンスレベルとのギャップを表しています。

* コントローラの場合、ヘッドルームは最大限可能なIOPSの割合です。

* チャネルの場合、ヘッドルームは最大スループット（

MiB/秒）の割合です計算には、読み取りスループット、書き込みスループット、双方向スループッ

トが含まれています。

|===

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID4d227b57993697dd08a5c9d1d74511d0]]

= 個々のボリュームのパフォーマンス統計と合計値との関係はどうなっていますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

プールとボリュームグループの統計は、リザーブ容量用ボリュームを含むすべてのボリュームの集

計によって計算されます。

リザーブ容量は、シンボリューム、Snapshot、非同期ミラーリングをサポートするためにストレー

ジシステムによって内部的に使用され、I/Oホストには表示されません。そのため、プール、コント
ローラ、およびストレージアレイの統計は、表示可能なボリュームの合計ではない場合があります

。

ただし、アプリケーションとワークロードの統計については、表示されるボリュームのみが集計さ

れます。

[[IDd6d40c8ac0acccc7dd4b9c7396e4c242]]

= グラフや表にデータがゼロと表示されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

グラフや表のデータポイントにゼロと表示される場合は、その時点でオブジェクトのI/Oアクティビ

ティがないことを意味します。ホストがそのオブジェクトへのI/Oを開始していないか、オブジェク

ト自体に問題がある可能性があります。

オブジェクトの履歴データは引き続き表示できます。オブジェクトのI/Oアクティビティが発生する

と、ゼロ以外のデータがグラフと表に表示されます。

次の表に、特定のオブジェクトのデータポイント値がゼロになる最も一般的な理由を示します。

[cols="2*"]

|===

| アレイレベルのオブジェクトタイプ | データがゼロと表示される理由

 a|

ボリューム

 a|

* ボリュームにホストが割り当てられていない。

 a|
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ボリュームグループ

 a|

* ボリュームグループがインポート中である。

* ボリュームグループにホストに割り当てられているボリュームがありません。*_と

_*のボリュームグループにリザーブ容量が含まれていません。

 a|

ドライブ

 a|

* ドライブで障害が発生している。

* ドライブが取り外されている。

* ドライブの状態が不明である。

 a|

コントローラ

 a|

* コントローラがオフラインです。

* コントローラで障害が発生している。

* コントローラが取り外されている。

* コントローラの状態が不明である。

 a|

ストレージアレイ

 a|

* ストレージアレイにボリュームが含まれていません。

|===

[[IDeca5019eee88591ca93a721e10f039a3]]

= レイテンシグラフにはどのような情報が表示されますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

Latency

*グラフは、ボリューム、ボリュームグループ、プールについてレイテンシ統計をミリ秒（ミリ秒）

で表示します。
アプリケーション、ワークロードこのグラフは、論理ビュー、物理ビュー、アプリケーションとワ

ークロードのビューの各タブに表示されます。

レイテンシとは、データの読み取りや書き込みが行われるときに発生する遅延のことです。グラフ

の特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点における次の値（ミリ秒）が表示されます。

* 読み取り時間

* 書き込み時間

* 平均I/Oサイズ

[[ID343e919e93423466a33a1db844eecf6e]]

= IOPSグラフには何が表示されますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

IOPS *グラフには、1秒あたりのI/O処理数の統計が表示されます。このグラフには、* Home

*ページのストレージアレイの統計が表示されます。論理ビュー、物理ビュー、アプリケーションと

ワークロードのパフォーマンス*タイルのタブには、ストレージアレイ、ボリューム、ボリュームグ

ループ、プール、アプリケーションの統計が表示されます。 ワークロードを管理できます。

IOPSは、1秒あたりの入出力（I/O）処理数の略です。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせ

ると、その時点における次の値が表示されます。

* 読み取り処理の数

* 書き込み処理の数

* 読み取り処理と書き込み処理の合計数

[[ID2cc69813a03d6ec495a9dc3b3a81cbd9]]

= MiB/秒グラフには何が表示されますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

MiB/s *グラフは、転送速度の統計を1秒あたりのメビバイトで表示します。このグラフには、*

Home

*ページのストレージアレイの統計が表示されます。論理ビュー、物理ビュー、アプリケーションと

ワークロードのパフォーマンス*タイルのタブには、ストレージアレイ、ボリューム、ボリュームグ

ループ、プール、アプリケーションの統計が表示されます。 ワークロードを管理できます。

MiB/秒は、1秒あたりのメビバイト数、つまり1秒あたり1、048、576バイト数です。グラフの特定

のポイントにカーソルを合わせると、その時点における次の値が表示されます。

* 読み取られたデータの量

* 書き込まれたデータの量

* 読み取られたデータと書き込まれたデータの合計量

[[ID6390dee5a216adf691a4373bcf13aa6c]]

= CPUのグラフは何を示していますか。
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CPUグラフには、各コントローラ（コントローラAおよびコントローラB）の処理容量の統計が表示

されます。CPUは、_central processing unit_の省略形です。このグラフには、* Home

*ページのストレージアレイの統計が表示されます。このグラフには、パフォーマンス*タイルの物

理ビュータブに、ストレージアレイとドライブの統計が表示されます。

CPUグラフには、アレイでの処理に対して使用されているCPU処理容量の割合が表示されます。外部

I/Oが発生していないときでもCPU利用率がゼロにならないことがあります。これは、ストレージオ
ペレーティングシステムがバックグラウンドで処理や監視を実行しているためです。グラフの特定

のポイントにカーソルを合わせると、その時点における使用中の処理能力の割合が表示されます。

[[ID9a99a7d634146bbebf33f91b79dbb976]]

= ヘッドルームグラフには何が表示されますか？
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ヘッドルームグラフは、ストレージアレイコントローラの残りのパフォーマンス機能に関連したも

のです。このグラフは、*ホーム*ページおよび*パフォーマンス*タイルの[物理ビュー]タブに表示

されます。

ヘッドルームグラフには、ストレージシステム内の物理オブジェクトの残りのパフォーマンス容量
が表示されます。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点におけるコントロー

ラAとコントローラBの残りのIOPSおよびMiB/秒容量の割合が表示されます

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= Snapshot

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1
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= スナップショットストレージの概要
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Snapshotイメージは、特定の時点でキャプチャされた、ボリュームの内容の論理的な読み取り専用

コピーです。Snapshotを使用して、データ損失からデータを保護できます。

Snapshotイメージはテスト環境でも役立ちます。データの仮想コピーを作成することにより、実際

のボリューム自体は変更せずに、Snapshotを使用してデータをテストできます。また、ホストには

Snapshotイメージへの書き込みアクセス権がないため、Snapshotは常にセキュアなバックアップ

リソースです。

Snapshot機能は、copy-on-writeテクノロジを使用して
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Snapshotイメージを格納し、割り当てられたリザーブ容量を使用します。Snapshotが作成される

と、Snapshot機能はイメージデータを次のように格納します。

* Snapshotイメージが作成された時点では、

Snapshotイメージはベースボリュームと完全に一致します。Snapshot機能はcopy-on-

writeテクノロジを使用します。Snapshotの作成後、ベースボリューム上のブロックまたはブロッ
クセットに対して最初の書き込みが行われると、新しいデータをベースボリュームに書き込む前に

元のデータがリザーブ容量にコピーされます。

* 以降の

Snapshotには変更されたデータブロックのみが含まれます。ベースボリュームのデータが上書きさ

れる前に、Snapshot機能はcopy-on-

writeテクノロジを使用して影響を受けるセクターの必要なイメージをSnapshotのリザーブ容量に

保存します。

+

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-cow-overview.gif[sam1130

DWGスナップショットCoWの概要]

^1基本ボリューム（物理ディスク容量）；^2^スナップショット（論理ディスク容量）；^3^予約容

量（物理ディスク容量）

* リザーブ容量には、ベースボリューム上で

Snapshotの作成後に変更された部分の元のデータブロックと、変更を追跡するためのインデックス

が保存されます。一般に、リザーブ容量のデフォルトサイズはベースボリュームの40%です。（リザ

ーブ容量が足りない場合は拡張できます）。

*

Snapshotイメージは、タイムスタンプに基づいて特定の順序で格納されます。手動で削除できるの

は、ベースボリュームの最も古いSnapshotイメージのみです。

ベースボリュームにデータをリストアするには、SnapshotボリュームまたはSnapshotイメージを

使用できます。

* *スナップショット・ボリューム*--削除されたファイルを取得する必要がある場合は

'既知の正常なスナップショット・イメージからスナップショット・ボリュームを作成してから'そ

れをホストに割り当てます

* * Snapshotイメージ*--

ベースボリュームを特定の時点にリストアする必要がある場合は、以前のSnapshotイメージを使用

してデータをベースボリュームにロールバックします。

[[IDa0ab5a8df8a36da8f3c0422074e9a182]]

= Snapshotの要件とガイドライン
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Snapshotを作成して使用する場合は、次の要件およびガイドラインを確認してください。

== SnapshotイメージとSnapshotグループ

* 各Snapshotイメージは1つのSnapshotグループにのみ関連付けられます。

* Snapshotグループは、関連オブジェクトに対してスケジュールされた

SnapshotイメージまたはインスタントSnapshotイメージを初めて作成したときに作成されます。

これにより、リザーブ容量が作成されます。

+

Snapshotグループは、* Pools & Volume Groups *ページで確認できます。

* スケジュールされた

Snapshotイメージは、ストレージアレイがオフラインの場合や電源がオフの場合は作成されません

。

* Snapshotスケジュールが設定されたSnapshotグループを削除すると、

Snapshotスケジュールも削除されます。

* 不要になった

Snapshotボリュームは、削除する代わりに、関連付けられているリザーブ容量とともに再利用でき

ます。これにより、同じベースボリュームの別のSnapshotボリュームが作成されます。Snapshot

イメージが同じベースボリューム内にあるかぎり、SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グ

ループのSnapshotボリュームは、同じSnapshotイメージまたは別のSnapshotイメージに再関連

付けできます。

== Snapshot整合性グループ

* Snapshot整合性グループには、Snapshot

整合性グループのメンバーであるボリュームごとにSnapshotグループが1つ含まれています。

* Snapshot整合性グループは1つのスケジュールにのみ関連付けることができます。

* Snapshotスケジュールが設定されたSnapshot整合性グループを削除すると、

Snapshotスケジュールも削除されます。

* Snapshot整合性グループに関連付けられている

Snapshotグループを個別に管理することはできません。管理処理（Snapshotイメージの作成、Sn

apshotイメージまたはSnapshotグループの削除、Snapshotイメージのロールバック）は、Snap

shot整合性グループレベルで実行する必要があります。
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== ベースボリューム

* SnapshotボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定は、関連付けられているベースボリュームと同じである必要があります

。

* 障害のあるベースボリュームからSnapshotボリュームを作成することはできません。

* ベースボリュームがボリュームグループに含まれている場合は、関連付けられている

Snapshot整合性グループのメンバーボリュームをプールまたはボリュームグループに配置できます

。

* ベースボリュームがプールに含まれている場合は、関連付けられている

Snapshot整合性グループのすべてのメンバーボリュームを、ベースボリュームと同じプールに配置

する必要があります。

== リザーブ容量

* リザーブ容量は1つのベースボリュームのみに関連付けられます。

* スケジュールを使用すると、

Snapshotイメージが大量に作成される可能性があります。スケジュールされたSnapshot用の十分

なリザーブ容量があることを確認してください。

* Snapshot整合性グループのリザーブ容量ボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定は、Snapshot整合性グループのメンバーボリューム用の関連付けられ

ているベースボリュームと同じである必要があります。

== 保留中のSnapshotイメージ

次の状況では、Snapshotイメージの作成が保留状態になることがあります。

* この

Snapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである場合。

* ベースボリュームで同期処理を実行中の場合。同期処理が完了した時点で

Snapshotイメージの作成が完了します。

== Snapshotイメージの最大数

* あるボリュームがSnapshot整合性グループのメンバーである場合、System

Managerはそのメンバーボリューム用のSnapshotグループを作成します。このSnapshotグループ
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は、ベースボリュームあたりのSnapshotグループの許容最大数にカウントされます。

* SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループに

Snapshotイメージを作成しようとしていて、関連付けられているグループがSnapshotイメージの

最大数に達している場合は、次の2つのオプションがあります。

+

** SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループの自動削除を有効にします。

** SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループから1つ以上の

Snapshotイメージを手動で削除し、処理を再試行します。

== 自動削除

SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループで自動削除が有効になっている場合、グループ

に新しいSnapshotイメージが作成されると、最も古いSnapshotイメージがSystem

Managerによって削除されます。

== ロールバック処理

* ロールバック処理の実行中は、次の操作は実行できません。

+

** ロールバックに使用されているSnapshotイメージを削除する。

** ロールバック処理の対象であるベースボリュームの新しいSnapshotイメージの作成

** 関連付けられているSnapshotグループのRepository-Fullポリシーの変更

* 次のいずれかの処理の進行中は、ロールバック処理を開始できません。

+

** 容量の拡張（プールまたはボリュームグループへの容量の追加）

** ボリュームの拡張（ボリュームの容量の拡張）

** ボリュームグループのRAIDレベルの変更

** ボリュームのセグメントサイズが変更された

*

ベースボリュームがボリュームコピーの対象である場合は、ロールバック処理を開始できません。

*

ベースボリュームがリモートミラーのセカンダリボリュームである場合は、ロールバック処理を開

始できません。

* 関連付けられている

Snapshotリポジトリボリューム内の使用済み容量に読み取り不能なセクターが含まれている場合、

ロールバック処理は失敗します。

266



[[IDe65665092ed2202a7fdf21f71980ddf3]]

= ベースボリューム、リザーブ容量、およびSnapshotグループ
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a_base volume_は、

Snapshotイメージのソースとして使用されるボリュームです。シックボリュームまたはシンボリュ
ームをベースボリュームとして使用できます。ベースボリュームはプールまたはボリュームグルー

プに配置できます。

ベースボリュームのSnapshotを作成するために、インスタントイメージをいつでも作成できます。

また、Snapshotの定期的なスケジュールを定義することでプロセスを自動化することもできます。

次の図は、Snapshotオブジェクトとベースボリュームの関係を示しています。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-images-overview.gif[SA1130

DWGスナップショットイメージの概要]

^1基本ボリューム；^2^グループ内のSnapshotオブジェクト（イメージおよびリザーブ容量）；^

3^ Snapshotグループのリザーブ容量。

== リザーブ容量とSnapshotグループ

System Managerでは、Snapshotイメージを_ Snapshotグループ_に編成します。System

Managerは、Snapshotグループの確立時に、グループのSnapshotイメージを保持し、追加のSna

pshotに対する以降の変更を追跡するために、Associated _reserved capacity

_を自動的に作成します。

ベースボリュームがボリュームグループに含まれている場合、リザーブ容量はプールまたはボリュ
ームグループに配置できます。ベースボリュームがプールに含まれている場合、リザーブ容量はベ

ースボリュームと同じプールに配置する必要があります。

Snapshotグループに対するユーザの操作は必要ありませんが、Snapshotグループではリザーブ容
量をいつでも調整できます。また、次の条件を満たす場合は、リザーブ容量の作成を求められるこ

とがあります。

* SnapshotグループがまだないベースボリュームのSnapshotを作成するたびに、System
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ManagerはSnapshotグループを自動的に作成します。この操作では、以降のSnapshotイメージの

格納に使用するベースボリュームのリザーブ容量も作成されます。

* ベースボリュームのSnapshotスケジュールを作成するたびに、System Managerは

Snapshotグループを自動的に作成します。

== 自動削除

Snapshotを使用する場合は、デフォルトオプションを使用して自動削除を有効にします。Snapsh

otグループの上限である32個のイメージに達すると、自動削除によって最も古いSnapshotイメー

ジが自動的に削除されます。自動削除を無効にすると、最終的にはSnapshotグループの制限値を超

えるため、Snapshotグループの設定とリザーブ容量の管理を手動で行う必要があります。

[[ID9666a3ef2102d42529fe6c8366929527]]

= SnapshotスケジュールとSnapshot整合性グループ
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Snapshotイメージの収集スケジュールを使用し、Snapshot整合性グループを使用して複数のベー

スボリュームを管理します。

ベースボリュームのSnapshot処理を簡単に管理するために、次の機能を使用できます。

* *Snapshotスケジュール*-- 1つのベース・ボリュームのスナップショットを自動化します

* *スナップショット・コンシステンシ・グループ*--複数のベース・ボリュームを

1つのエンティティとして管理する

== Snapshotスケジュール

ベースボリュームのSnapshotを自動的に作成する場合は、スケジュールを作成できます。たとえば

、毎月第1土曜日の午前0時にSnapshotイメージを作成するスケジュールを定義できます。任意の

日時を指定することもできます。1つのスケジュールにつき最大32個のSnapshotに達すると、スケ

ジュールされたSnapshotを一時停止して追加のリザーブ容量を作成したり、Snapshotを削除した

りできます。Snapshotは手動で削除することも、削除プロセスを自動化することもできます。Sna

pshotイメージが削除されたあとは、追加のリザーブ容量を再利用できます。
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== Snapshot整合性グループ

Snapshot整合性グループは、複数のボリュームで同時にSnapshotイメージが作成されるようにす

る場合に作成します。Snapshotイメージの操作は、Snapshot整合性グループに対してまとめて実

行されます。たとえば、タイムスタンプが同じすべてのボリュームの同期されたSnapshotのスケジ

ュールを設定できます。Snapshot整合グループは、あるボリュームにログを格納するデータベース
アプリケーションや別のボリュームにあるデータベースファイルなど、複数のボリュームにまたが

るアプリケーションに最適です。

Snapshot整合性グループに含まれるボリュームはメンバーボリュームと呼ばれます。ボリュームを

整合性グループに追加すると、System

Managerはそのメンバーボリュームに対応する新しいリザーブ容量を自動的に作成します。各メン

バーボリュームのSnapshotイメージを自動的に作成するスケジュールを定義できます。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-consistency-groups-

overview.gif[SA1130 DWGスナップショットコンシステンシグループの概要]

^1リザーブ容量；^2^メンバーボリューム；^3^整合グループSnapshotイメージ
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Snapshotデータの読み取りまたは書き込みを行う場合は、Snapshotボリュームを作成してホスト

に割り当てることができます。Snapshotボリュームは、ベースボリュームと同じ特性（RAIDレベ

ル、I/O特性など）を共有します。

作成したSnapshotボリュームは、____トク ミシユリ_onl_yまたは_read-write accessible

_として指定できます。

読み取り専用のSnapshotボリュームを作成する場合、リザーブ容量を追加する必要はありません。

読み書き可能Snapshotボリュームを作成する場合は、リザーブ容量を追加して書き込みアクセスを

許可する必要があります。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-volumes-overview.gif[SA1130

DWGスナップショットボリュームの概要]

^1基本ボリューム；^2^ホスト；^3^読み取り専用Snapshotボリューム；^4^読み取り/書き込みS
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napshotボリューム；^5^リザーブ容量

[[ID4bb10502f8b44e167a7c3e3ed7c655da]]

= Snapshotのロールバック
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ロールバック処理では、ベースボリュームが選択したSnapshotで指定された以前の状態に戻ります

。

ロールバックでは、次のいずれかのソースからSnapshotイメージを選択できます。

* * Snapshotイメージのロールバック*：ベース・ボリュームのフル・リストア用

* * Snapshot整合性グループのロールバック*。

1つ以上のボリュームのロールバックに使用できます。

ロールバック中は、グループ内のすべてのSnapshotイメージがSnapshot機能によって保持されま

す。また、I/O処理に必要な場合は、このプロセス中にホストからベースボリュームにアクセスでき

ます。

ロールバックが起動すると、バックグラウンドプロセスによってベースボリュームの論理ブロック

アドレス（LBA）が検索され、リストア対象となるcopy-on-write

データがロールバックSnapshotイメージから検出されます。ベースボリュームは読み取りと書き込
みのためにホストからアクセス可能であり、以前に書き込まれたすべてのデータをただちに使用で
きるため、リザーブ容量ボリュームにはロールバック処理中のすべての変更を格納できるだけの十

分な容量が必要です。データ転送は、ロールバックが完了するまでバックグラウンド処理として続

行されます。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-rollback-overview.gif[sam1130

DWGスナップショットのロールバックの概要]

^1基本ボリューム；^2^グループ内のSnapshotオブジェクト；^3^

Snapshotグループのリザーブ容量

[[IDb21a11c5f37147942c8930e96e85cb9c]]

= Snapshotに関する用語
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ストレージアレイに関連するSnapshotの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

Snapshot機能

 a|

Snapshot機能は、ボリュームのイメージの作成と管理に使用されます。

 a|

Snapshotイメージ

 a|

Snapshot

イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー

ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

 a|

ベースボリューム

 a|

ベースボリュームは、Snapshotイメージの作成元のボリュームです。シックボリュームの場合もシ
ンボリュームの場合もあり、通常はホストに割り当てられています。ベースボリュームはボリュー

ムグループまたはディスクプールのどちらかに配置できます。

 a|

Snapshotボリューム

 a|

Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアクセスできます。Sn

apshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元のSnapshotイメージに影響を与えることな

くベースボリュームへの変更が保存されます。
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 a|

Snapshotグループ

 a|

Snapshotグループは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりです。

 a|

リザーブ容量ボリューム

 a|

リザーブ容量ボリュームは、ベースボリュームのうちどのデータブロックが上書きされるか、およ

びそれらのブロックの保持される内容を追跡します。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

Snapshotスケジュールは、Snapshotイメージの自動作成に使用するタイムテーブルです。イメー

ジを作成する頻度を制御することができます。

 a|

Snapshot整合性グループ

 a|

Snapshot整合性グループは、Snapshotイメージが作成されるときに1つのエンティティとして扱

われるボリュームの集まりです。各ボリュームのSnapshotイメージが作成されますが、すべてのイ

メージが同じ時点で作成されます。

 a|

Snapshot整合性グループメンバーボリューム

 a|

Snapshot整合性グループに属する各ボリュームをメンバーボリュームと呼びます。ボリュームをS

napshot整合性グループに追加すると、System

Managerはそのメンバーボリュームに対応する新しいSnapshotグループを自動的に作成します。

 a|

ロールバック

 a|

ロールバックとは、ベースボリュームのデータを過去のある時点に戻すプロセスです。
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 a|

リザーブ容量

 a|

リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量で

す。ホストから直接読み取ることはできません。

|===

[[IDc78f4d559e9a71d2609bd4c91803cbee]]

= SnapshotイメージとSnapshotボリュームを作成するためのワークフロー

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでは、次の手順でSnapshotイメージとSnapshotボリュームを作成します。

== Snapshotイメージの作成ワークフロー

image::../media/sam1130-flw-snapshots-create-ss-images.gif[sam1130

Flwスナップショットはssイメージを作成します]

== Snapshotボリュームの作成ワークフロー

image::../media/sam1130-flw-snapshots-create-ss-volumes.gif[sam1130

Flwスナップショットはssボリュームを作成します]

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1
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= SnapshotおよびSnapshotオブジェクトを作成します

:leveloffset: +1

[[IDf40700198bed5c77d3fd2d8b6c06f6e4]]

= Snapshotイメージを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからSnapshotイメージを手動で作成することが

できます。これは_インスタント・スナップショット_または_インスタント・イメージ_とも呼ばれ

ます

.作業を開始する前に

* ベースボリュームが最適lである必要があります。

* ドライブが最適lである必要があります。

* スナップショット・グループを予約済みとして指定することはできません

* リザーブ容量ボリュームのData Assurance（DA）の設定は、関連付けられている

Snapshotグループのベースボリュームと同じである必要があります。

.手順

. 次のいずれかを実行してSnapshotイメージを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]オブジェクト（ベースボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、メニュー：コピーサービス[インスタントSnapshotの作成]

を選択します。

** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。「* Snapshot Images

*」タブを選択し、メニューから「Create [ Instant snapshot image

（インスタントSnapshotイメージの作成）」を選択します。Create Snapshot Image

*（スナップショットイメージの作成）ダイアログボックスが表示されます。オブジェクト（ベース

ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、*次へ*をクリックします。以前のSnapsh

otイメージがボリュームまたはSnapshot整合性グループ用に作成されていた場合は、インスタン

トSnapshotがすぐに作成されます。それ以外の場合は、ボリュームまたはSnapshot整合性グルー

プのSnapshotイメージが初めて作成されるときに、* Snapshotイメージの作成の確認

*ダイアログボックスが表示されます。

. Create *をクリックしてリザーブ容量が必要であることを通知し、* Reserve Capacity

*手順に進みます。

+
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予約容量*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*次へ

*をクリックして、テーブルで強調表示されている候補ボリュームを受け入れます。

+

設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotイメージの設定を必要に応じて選択し、処理を確定します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの設定*

 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りの

スペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。
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 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*：Snapshotグループ内の最も古い

Snapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージのリザーブ容量が解放されてグ

ループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否

*：リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベ

ースボリュームに対するI/O書き込み要求がすべて拒否されます。

|===

====

.結果

* System ManagerのSnapshot Imagesテーブルに、新しい

Snapshotイメージが表示されます。新しいイメージは、タイムスタンプと関連付けられたベースボ

リュームまたはSnapshot整合性グループ別に表示されます。

* 次の状況に該当する場合は、Snapshotの作成が保留状態になることがあります。

+

** この

Snapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである場合。

** ベースボリュームで同期処理を実行中の場合。同期処理が完了した時点で

Snapshotイメージの作成が完了します。

[[IDcbbc22367d0473a54eca7d7c9c0aa170]]

= Snapshotイメージのスケジュールを設定

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotスケジュールを作成して、ベースボリュームに関する問題が発生した場合のリカバリを有

効にし、スケジュールされたバックアップを実行します。ベースボリュームまたはSnapshot整合性

グループのSnapshotは、任意の時刻に日次、週次、または月単位のスケジュールで作成できます。
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.作業を開始する前に

ベースボリュームが最適lである必要があります。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のSnapshot整合性グループまたはベースボリュームのSnapshotスケジュー

ルを作成する方法について説明します。

[NOTE]

====

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージの作成と同時にSnapshot

スケジュールを作成することもできます。

====

.手順

. 次のいずれかを実行して、Snapshotスケジュールを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]

+

このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択

し、メニュー：コピーサービス[ Snapshotスケジュールの作成]を選択します。

** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

+

[*スケジュール*]タブを選択し、[*作成*]をクリックします。

. このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、* Next *をクリックします。

+

Create Snapshot Schedule *（スナップショットスケジュールの作成

*）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *別のSnapshotオブジェクト*から以前に定義されたスケジュールを使用します。

+

詳細オプションが表示されていることを確認します。[*詳細オプションを表示*]をクリックします

。[*スケジュールのインポート*]をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクト

を選択して、[*インポート*]をクリックします。

** *基本オプションまたは詳細オプション*を変更します。

+

ダイアログボックスの右上にある*その他のオプションを表示*をクリックしてすべてのオプション

を表示し、次の表を参照してください。
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+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

*基本設定*

 a|

日を選択します

 a|

Snapshotイメージの個々の曜日を選択します。

 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

* 詳細設定 *

 a|

曜日/月

 a|

次のいずれかのオプションを選択します。
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** *毎日/毎週*--

同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケジュールを設定する場合は、右上の[すべ

ての日を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

** *毎月/毎年*--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on

day(s)*]フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリは* 1 ~* 31

*および* Last

*です。複数の日にちをカンマまたはセミコロンで区切ることができます。日にちの範囲を入力する

には、ハイフンを使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「

Last」のようになります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべての月を選択]チ

ェックボックスをオンにすることもできます。

 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

1日あたりのSnapshot数/ Snapshotの作成間隔

 a|

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。複数選択する場合は、Snapshotイメージを

作成する間隔も選択してください。複数のSnapshotイメージを作成する場合は、リザーブ容量が十

分にあることを確認してください。

 a|

Snapshotイメージを今すぐ作成？

 a|

スケジュール設定する自動イメージに加えてインスタントイメージを作成するには、このチェック

ボックスをオンにします。

 a|
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開始日/終了日または終了日なし

 a|

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「*終了日なし*」を選択してください。

|===

====

. 次のいずれかを実行します。

+

** オブジェクトがSnapshot整合性グループの場合は、* Create

*をクリックして設定を受け入れ、スケジュールを作成します。

** オブジェクトがボリュームの場合は、* Next *をクリックして、

Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。

+

ボリューム候補の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補だけが表示されます。リザー
ブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホ

ストから直接読み取ることはできません。

. スピンボックスを使用して、

Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます。*

+

デフォルト設定を使用してSnapshotイメージにリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプショ

ンを使用します。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%です。通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

+
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設定の編集ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じてスナップショットスケジュールの設定を編集し、*完了*をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの上限*

 a|

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする...

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

スピンボックスを使用して、スケジュール用のリザーブ容量が残り少なくなったときにシステムか

らアラート通知を送信する割合を調整します。

スケジュール用のリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りのス

ペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

281



** *最も古いSnapshotイメージをパージする*--システムは最も古い

Snapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージのリザーブ容量を解放して、Sna

pshotグループ内で再利用します。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると

'リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒

否されます

|===

====

[[ID404dae7b937545bc2fb7fed3e6c75f05]]

= Snapshot整合性グループを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

整合性のあるコピーを保持するために、Snapshot整合性グループ_という名前の複数のボリューム

のセットを作成できます。このグループでは、すべてのボリュームのSnapshotイメージを同時に作

成して整合性を保つことができます。Snapshot整合性グループに属する各ボリュームのことを「_

member volume__」と呼びます。ボリュームを

Snapshot整合性グループに追加すると、そのメンバーボリュームに対応する新しいSnapshotグル

ープが自動的に作成されます。

.このタスクについて

Snapshot整合性グループ作成手順では、グループのメンバーボリュームを選択し、メンバーボリュ

ームに容量を割り当てることができます。

Snapshot整合性グループを作成するプロセスは複数の手順で構成された手順 です。

* <<手順1：メンバーを追加する>>

* <<手順2：リザーブ容量を割り当てる>>

* <<手順3：設定を編集する>>

== 手順1：メンバーを追加する

[role="lead"]
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メンバーを選択し、Snapshot整合性グループを構成する一連のボリュームを指定します。Snapsh

ot整合性グループに対して実行するすべての操作は、選択したすべてのメンバーボリュームに対し

て一様に実行されます。

.作業を開始する前に

メンバーボリュームが最適lである必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. メニューを選択します。Create [Snapshot consistency group].

+

Create Snapshot Consistency Group *（Snapshot整合グループの作成

*）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshot整合性グループにメンバーボリュームとして追加するボリュームを選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順2：リザーブ容量を割り当てる>>。

== 手順2：リザーブ容量を割り当てる

[role="lead"]

Snapshot整合性グループにリザーブ容量を関連付ける必要があります。Snapshot整合性グループ

のプロパティに基づいて、System

Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されます。推奨されるリザーブ容量の設定をその

まま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズすることもできます。

.このタスクについて

ボリューム候補の表には、リザーブ容量*ダイアログボックスで、指定したリザーブ容量をサポート
する候補だけが表示されます。リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに

使用される物理割り当て容量です。ホストから直接読み取ることはできません。

.手順

. スピンボックスを使用して、

Snapshot整合性グループのリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルトの設定をそのまま使用します*。

+

各メンバーボリュームのリザーブ容量を割り当てる推奨されるオプションであり、デフォルトの設

定でリザーブ容量を割り当てます。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。
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+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%です。通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. （オプション）デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新

*をクリックして、指定したリザーブ容量の候補リストを更新します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順3：設定を編集する>>。

== 手順3：設定を編集する

[role="lead"]

Snapshot整合性グループの自動削除に関する設定とリザーブ容量に関するアラートのしきい値を確

認し、必要に応じて変更することができます。

.手順

.

Snapshot整合性グループのデフォルトの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshot整合グループ設定*

 a|

名前

 a|

Snapshot整合性グループの名前を指定します。
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 a|

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする...

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshot整合性グループのリザーブ容量が残り少なくなったとき

にシステムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshot整合性グループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、
残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできま

す。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- Snapshot

整合性グループ内の最も古いSnapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージの

リザーブ容量が解放されてグループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると

'リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒

否されます

|===

====

. Snapshot整合性グループの設定が完了したら、「*完了」をクリックします。

[[IDffa0bebaad308652cb12cbf009a73305]]
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= Snapshotボリュームを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリュームを作成して、ボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメー

ジにホストからアクセスできるようにします。Snapshotボリュームは読み取り専用または読み取り

/書き込みに指定できます。

.このタスクについて

Snapshotボリュームの作成手順では、SnapshotイメージからSnapshotボリュームを作成します

。ボリュームが読み取り/書き込みの場合は、リザーブ容量を割り当てることができます。Snapsho

tボリュームは次のいずれかとして指定できます。

* 読み取り専用のSnapshotボリュームは、

Snapshotイメージに格納されたデータに対する読み取りアクセスをホストアプリケーションに提供

します。Snapshotイメージを変更することはできません。読み取り専用のSnapshotボリュームに

は、関連付けられたリザーブ容量はありません。

* 読み取り/書き込みのSnapshotボリュームは、

Snapshotイメージに格納されたデータへの書き込みアクセスをホストアプリケーションに提供しま
す。専用のリザーブ容量が割り当てられ、ホストアプリケーションがベースボリュームに対して行

う以降の変更を、参照元のSnapshotイメージに影響を及ぼさずに保存するために使用されます。

Snapshotボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成された手順 です。

* <<手順1：メンバーを確認する>>

* <<手順2：ホストに割り当てる>>

* <<手順3：リザーブ容量を割り当てる>>

* <<手順4：設定を編集する>>

== 手順1：メンバーを確認する

[role="lead"]

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択できます。Snapsho

t整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、確認用にSnapshot整合性グループのメ

ンバーボリュームが表示されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。
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. スナップショットボリューム*タブを選択します。

. 「 * Create * 」を選択します。Create Snapshot Volume

*（スナップショットボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotボリュームに変換するSnapshotイメージ（ボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、* Next（次へ）*をクリックします。

[*Filter*]フィールドのテキスト・エントリを使用して、リストを絞り込みます。

+

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、*メンバーの確認*ダイアログボ

ックスが表示されます。

+

メンバーの確認*（Review Members

*）ダイアログボックスで、スナップショットボリュームへの変換に選択したボリュームのリストを

確認し、*次へ*をクリックします。

. に進みます <<手順2：ホストに割り当てる>>。

== 手順2：ホストに割り当てる

[role="lead"]

特定のホストまたはホストクラスタを選択してSnapshotボリュームに割り当てます。これにより、

ホストまたはホストクラスタにSnapshotボリュームへのアクセスが許可されます。必要に応じて、

ホストをあとから割り当てることもできます。

.作業を開始する前に

* 有効なホストまたはホストクラスタは、[*Hosts]ページに表示されます。

* ホストに対してホストポート識別子が定義されている必要があります。

* DA対応ボリュームを作成する前に、使用するホスト接続でData Assurance（

DA）機能がサポートされていることを確認してください。ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

.このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限があ

る場合があります。

* 割り当てることができるホストまたはホストクラスタは、ストレージアレイの

Snapshotボリュームごとに1つです。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタから

Snapshotボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数回使用することはでき
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ません。一意のLUNを使用する必要があります。

[NOTE]

====

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに対し

てすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

====

.手順

. [*ホストへの割り当て*]ダイアログ・ボックスで

'新しいボリュームに割り当てるホストまたはホスト・クラスタを選択しますホストを割り当てずに

ボリュームを作成する場合は、ドロップダウンリストから* Assign later *を選択します。

. アクセスモードを選択します。次のいずれかを選択します。

+

** *読み取り/書き込み*-このオプションは、Snapshotボリュームへの読み取り

/書き込みアクセスをホストに提供し、リザーブ容量を必要とします。

** *読み取り専用*-このオプションは、

Snapshotボリュームへの読み取り専用アクセスをホストに提供し、リザーブ容量は不要です。

. 「*次へ*」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

+

** Snapshotボリュームが読み取り/書き込みの場合は、* Review Capacity

*（容量の確認）ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順

3：リザーブ容量を割り当てる>>。

** Snapshotボリュームが読み取り専用の場合は、*優先度の編集

*ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順4：設定を編集する>>。

== 手順3：リザーブ容量を割り当てる

[role="lead"]

読み取り/書き込みのSnapshotボリュームにリザーブ容量を関連付ける必要があります。ベースボ

リュームまたはSnapshot整合性グループのプロパティに基づいて、System

Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されます。推奨されるリザーブ容量の設定をその

まま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズすることもできます。

.このタスクについて

Snapshotボリュームのリザーブ容量を必要に応じて増やしたり減らしたりできます。Snapshotの
リザーブ容量が必要よりも多い場合は、サイズを縮小することで他の論理ボリュームに必要なスペ

ースを解放できます。
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.手順

. スピンボックスを使用して、Snapshotボリュームのリザーブ容量を割り当てます。

+

ボリューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補だけが表示されます。

+

次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルトの設定をそのまま使用します*。

+

デフォルト設定を使用してSnapshotボリュームのリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプシ

ョンを使用します。

** *データストレージのニーズに合わせて、独自の設定でリザーブ容量を割り当てます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. （オプション）Snapshot整合性グループの

Snapshotボリュームを作成する場合は、オプションの* Change candidate *がReserved

Capacity candidatesテーブルに表示されます。[候補の変更

]をクリックして、代替リザーブ容量候補を選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順4：設定を編集する>>。

== 手順4：設定を編集する

[role="lead"]

名前、キャッシュ、リザーブ容量に関するアラートしきい値など、Snapshotボリュームの設定を変

更できます。

.このタスクについて
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読み取り専用のパフォーマンスを向上させるために、ソリッドステートディスク（SSD）キャッシュ

にボリュームを追加することができます。SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグルー

プ化したSSDドライブのセットで構成されます。

.手順

. Snapshotボリュームの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotボリューム設定*

 a|

名前

 a|

Snapshotボリュームの名前を指定します。

 a|

SSDキャッシュを有効にする

 a|

SSDで読み取り専用のキャッシュを有効にする場合は、このオプションを選択します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

*読み取り/書き込みのSnapshotボリューム*にのみ表示されます。

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。
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Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りの

スペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

|===

====

. Snapshotボリュームの設定を確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

. スナップショット・ボリュームの構成に問題がなければ'[*終了*]をクリックします

.結果

System Managerにより、Snapshotボリュームが作成されます。

ベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーで同期処理を実行中の場合は、Snapshotボリ

ュームは保留状態になります。

:leveloffset: -1

= Snapshotスケジュールを管理します

:leveloffset: +1

[[IDc4cd93df3a659be37c725f96d9a07a6c]]

= Snapshotスケジュールの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotスケジュールでは、自動収集時間または収集の頻度を変更できます。

.このタスクについて

既存のSnapshotスケジュールから設定をインポートするか、必要に応じて設定を変更できます。

SnapshotスケジュールはSnapshotグループまたはSnapshot整合性グループに関連付けられてい

るため、スケジュールの設定を変更するとリザーブ容量に影響を及ぼす場合があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. [* Schedules *（スケジュール*）]タブをクリックします

. 変更するSnapshotスケジュールを選択し、* Edit *をクリックします。

291



+

Edit Snapshot Schedule

*（スナップショットスケジュールの編集）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *別のスナップショットオブジェクトから以前に定義したスケジュールを使用する*--

*スケジュールのインポート*をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクトを選

択して、*インポート*をクリックします。

** *スケジュール設定を編集*--下記のフィールド詳細を参照してください。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

曜日/月

 a|

次のいずれかのオプションを選択します。

*** *毎日/毎週*--

同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケジュールを設定する場合は、右上の[すべ

ての日を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

*** *毎月/毎年*--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on

day(s)*]フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリは* 1 ~* 31

*および* Last

*です。複数の日にちをカンマまたはセミコロンで区切ることができます。日にちの範囲を入力する

には、ハイフンを使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「

Last」のようになります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべての月を選択]チ

ェックボックスをオンにすることもできます。

 a|

開始時刻

 a|

ドロップダウンリストから、日次Snapshotの新しい開始時間を選択します。選択肢は30分単位で

表示されます。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|
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タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、ストレージアレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

1日あたりのSnapshot数

Snapshotの作成間隔

 a|

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。

複数選択する場合は、リストアポイントの間隔も選択します。複数のリストアポイントを作成する

場合は、リザーブ容量が十分にあることを確認してください。

 a|

開始日

終了日

終了日がありません

 a|

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「*終了日なし*」を選択してください。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[IDb4373b09f5dc52f8cd7ea61517261453]]

= Snapshotスケジュールのアクティブ化と一時停止

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージスペースの節約が必要な場合は、Snapshotイメージのスケジュールされた収集を一時的
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に停止できます。この方法は、Snapshotスケジュールを削除して作成し直すよりも効率的です。

.このタスクについて

スケジュールされたスナップショットアクティビティを再開するために* Activate

*オプションを使用するまで'スナップショットスケジュールの状態は一時停止のままになります

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Snapshots]*。

. 表示されていない場合は、* Schedules *（スケジュール*）タブをクリックします。

+

スケジュールの一覧が表示されます。

.

サスペンドするアクティブなスナップショットスケジュールを選択し、[*Activate/Suspend*]

をクリックします。

+

状態*列のステータスが* suspended *に変わり、Snapshotスケジュールはすべての

Snapshotイメージの収集を停止します。

. Snapshotイメージの収集を再開するには、再開する一時停止中の

Snapshotスケジュールを選択し、* Activate / Suspend *をクリックします。

+

状態*列のステータスが*アクティブ*に変わります。

[[IDb1f8bbdbae9510c5358d2aa0597f2545]]

= Snapshotスケジュールを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを収集する必要がなくなった場合は、既存のSnapshotスケジュールを削除でき

ます。

.このタスクについて

Snapshotスケジュールを削除しても、関連付けられているSnapshotイメージは削除されません。

ある時点でSnapshotイメージの収集を再開する可能性がある場合は、Snapshotスケジュールを削

除するのではなく一時停止してください。

.手順
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. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. [* Schedules *（スケジュール*）]タブをクリックします

. 削除するSnapshotスケジュールを選択し、処理を確定します。

.結果

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからすべてのスケジュール設定が削除されます。

:leveloffset: -1

= Snapshotイメージを管理します

:leveloffset: +1

[[IDfdbc532331f338a128a38ad252414462]]

= Snapshotイメージの設定を表示します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

各Snapshotイメージに割り当てられているプロパティ、ステータス、リザーブ容量、および関連オ

ブジェクトを表示できます。

.このタスクについて

Snapshotイメージの関連オブジェクトには、そのSnapshotイメージがリストアポイントであるベ

ースボリュームまたはSnapshot整合性グループ、関連付けられているSnapshotグループ、および

Snapshotイメージから作成されたSnapshotボリュームが含まれます。Snapshotの設定を使用し

て、Snapshotイメージをコピーするか変換するかを決定します。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 表示するSnapshotイメージを選択し、* View Settings *をクリックします。

+

[* Snapshot Image Settings *（スナップショットイメージ設定*）

]ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotイメージの設定を表示します。
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[[ID01b627a6f3438aabb8040a5e33d54ca1]]

= ベースボリュームのSnapshotイメージのロールバックを開始する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するようにベースボ
リュームの内容を変更することができます。ロールバック処理では、ベースボリュームに関連付け

られているSnapshotイメージの内容は変更されません。

.作業を開始する前に

* ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量が確保されています。

* 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

* 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。

.このタスクについて

ロールバックの開始手順によって、ベースボリュームのSnapshotイメージに対してロールバックが

開始されます。このとき、ストレージ容量を追加することもできます。1つのベースボリュームに対

して複数のロールバック処理を同時に開始することはできません。

[NOTE]

====

ホストはロールバック後の新しいベースボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバックを

実行中のベースボリュームに読み取り/書き込みアクセスすることはできません。リカバリ用にロー

ルバック前のベースボリュームを保持するためには、ロールバックを開始する直前にベースボリュ

ームのSnapshotを作成します。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

. Snapshotイメージを選択し、メニューからロールバック[開始]を選択します。

+

[*ロールバック開始の確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. *オプション：*必要に応じて、*容量を増やす*オプションを選択します。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。
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+

.. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

+

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がない場合や
、ストレージアレイに未割り当て容量がない場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボ
リュームグループを作成し、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用して

この処理を再試行できます。

.. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

. この処理を実行することを確認し、*ロールバック*をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 選択したSnapshotイメージに保存された内容を使用してボリュームをリストアします。

*

ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処

理が完了するまで待つ必要はありません。

.完了後

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in

Progress]（進行中の処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。処理

が再び失敗する場合は、Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[ID9fd5fd3cdd662ef4ac67213a4a0f30e2]]

= Snapshot整合性グループのメンバーボリュームの

Snapshotイメージのロールバックを開始します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するようにSnapsh

ot整合性グループメンバーボリュームの内容を変更することができます。ロールバック処理では、S

napshot整合性グループに関連付けられているSnapshotイメージの内容は変更されません。
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.作業を開始する前に

* ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量が確保されています。

* 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

* 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。

.このタスクについて

ロールバックの開始手順によって、Snapshot整合性グループのSnapshotイメージに対してロール

バックが開始されます。このとき、ストレージ容量を追加することもできます。Snapshot整合性グ

ループに対して複数のロールバック処理を同時に開始することはできません。

[NOTE]

====

ホストはロールバック後の新しいボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバックを実行中

のメンバーボリュームに読み取り/書き込みアクセスすることはできません。リカバリ用にロールバ
ック前のベースボリュームを保持するためには、ロールバックを開始する直前にメンバーボリュー

ムのSnapshotイメージを作成します。

====

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージのロールバックを開始するプロセスは、複数の手順

で構成される手順 です。

* <<手順1：メンバーを選択します>>

* <<手順2：容量を確認する>>

* <<手順3：優先度を編集する>>

== 手順1：メンバーを選択します

[role="lead"]

ロールバックするメンバーボリュームを選択する必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

. Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択し、メニュー：ロールバック[開始

]を選択します。

+

[ロールバックの開始*]ダイアログボックスが表示されます。

. 1つ以上のメンバーボリュームを選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

+

** 選択したいずれかのメンバーボリュームが、
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Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジェクトに関連付けられている場合は、Rev

iew Capacity（容量の確認）ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順

2：容量を確認する>>。

** 選択したメンバーボリュームのいずれも、

Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジェクトに関連付けられていない場合は、優

先度の編集ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順3：優先度を編集する>>。

== 手順2：容量を確認する

[role="lead"]

複数のリザーブ容量オブジェクト（Snapshotグループ、リザーブ容量ボリュームなど）に関連付け
られているメンバーボリュームを選択した場合は、ロールバックされたボリュームのリザーブ容量

を確認して拡張できます。

.手順

. 予約済み容量が非常に少ない（またはゼロの）メンバーボリュームの横にある* Edit *列で

*容量の増加*リンクをクリックします。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*増加*をクリックします。

+

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がない場合や
、ストレージアレイに未割り当て容量がない場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボ
リュームグループを作成し、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用して

この処理を再試行できます。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順3：優先度を編集する>>。

+

[優先度の編集]ダイアログボックスが表示されます。

== 手順3：優先度を編集する

[role="lead"]

必要に応じて、ロールバック処理の優先度を編集できます。

.このタスクについて
ロールバックの優先度によって、システムパフォーマンスを考慮せずロールバック処理専用となる
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システムリソースの数が決まります。

.手順

. スライダを使用して、ロールバックの優先度を必要に応じて調整します。

. この操作を実行することを確認し、[完了]をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 選択したSnapshotイメージに保存された内容を使用して

Snapshot整合性グループメンバーボリュームをリストアします。

*

ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処

理が完了するまで待つ必要はありません。

.完了後

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in

Progress]（進行中の処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。処理

が再び失敗する場合は、Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[ID0b9846314d8e0a85281ce3e7f8314edf]]

= Snapshotイメージのロールバックを再開します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージのロールバック処理中にエラーが発生した場合は、処理が自動的に一時停止しま

す。一時停止状態のロールバック処理を再開することができます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 一時停止中のロールバックを強調表示し、メニューからロールバック[再開]を選択します。

+

処理が再開されます。
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.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ロールバック処理が正常に再開された場合は、「* Operations in Progress

*」ウィンドウでロールバック処理の進捗状況を確認できます。

* ロールバック処理が失敗すると、処理は再び一時停止します。Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[IDdd042087a97fe135bc8615896549c993]]

= Snapshotイメージのロールバックをキャンセルします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

実行中のアクティブなロールバック（データのアクティブなコピー）、（リソースの開始を待機し
ている保留キューで）保留中のロールバック、またはエラーが原因で一時停止されたロールバック

をキャンセルできます。

.このタスクについて
実行中のロールバック処理をキャンセルすると、ベースボリュームが使用できない状態に戻り、「
失敗」と表示されます。そのため、ベースボリュームの内容をリストアするためのリカバリオプシ

ョンがある場合にのみロールバック処理をキャンセルすることを検討してください。

[NOTE]

====

Snapshotグループに含まれている1つ以上のSnapshotイメージが自動的にパージされた場合は、

ロールバック処理に使用されるSnapshotイメージを今後のロールバックで使用できなくなる可能性

があります。

====

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Snapshots]*。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. アクティブまたは一時停止中のロールバックを選択し、*メニュー：ロールバック[キャンセル

]*を選択します。

+

[ロールバックのキャンセルの確認]ダイアログボックスが表示されます。
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. 「 * はい * 」をクリックして確定します。

.結果

System

Managerがロールバック処理を停止します。ベースボリュームは使用可能ですが、含まれているデ

ータの整合性が確保されない、またはデータが維持されない場合があります

.完了後

ロールバック処理をキャンセルしたら、次のいずれかの操作を実行する必要があります。

* ベースボリュームの内容を再初期化します。

*

新しいロールバック処理を実行し、ロールバックのキャンセル処理で使用されたのと同じSnapshot

イメージまたは別のSnapshotイメージを使用してベースボリュームをリストアします。

[[ID9ce259ffc53fc1f0e5e0293fa9841d4d]]

= Snapshotイメージを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを削除すると、SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループから最も古

いSnapshotイメージがクリーンアップされます。

.このタスクについて

Snapshotイメージは1つだけ削除することも、作成時のタイムスタンプが同じSnapshotイメージ

をSnapshot整合性グループから削除することもできます。SnapshotグループからSnapshotイメ

ージを削除することもできます。

関連付けられているベースボリュームまたはSnapshot整合性グループの最も古いSnapshotイメー

ジでないSnapshotイメージは削除できません。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 削除するSnapshotイメージを選択し、処理を確定します。

+

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、削除する各メンバーボリューム

を選択し、処理を確定します。
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. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージアレイからSnapshotイメージを削除します。

* Snapshotグループまたは

Snapshot整合性グループ内で再利用できるようにリザーブ容量が解放されます。

* 削除したSnapshotイメージに関連付けられていた

Snapshotボリュームがすべて無効化されます。

* Snapshot整合性グループからを削除すると、削除した

Snapshotイメージに関連付けられていたメンバーボリュームの状態が停止になります。

:leveloffset: -1

= Snapshot整合性グループを管理します

:leveloffset: +1

[[ID7aaf9c8c45cf0c9b72942ee5eb1a19d1]]

= Snapshot整合性グループにメンバーボリュームを追加します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

既存のSnapshot整合性グループに新しいメンバーボリュームを追加できます。新しいメンバーボリ

ュームを追加する場合、そのメンバーボリュームの容量もリザーブする必要があります。

.作業を開始する前に

* メンバーボリュームが最適lである必要があります。

*

Snapshot整合性グループのボリューム数が、許容される最大ボリューム数（設定で定義）を下回っ

ている必要があります。

* 各リザーブ容量ボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定が、関連付けられているメンバーボリュームと同じである必要がありま

す。
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.このタスクについて

Snapshot整合性グループには、標準ボリュームまたはシンボリュームを追加できます。ベースボリ

ュームはプールまたはボリュームグループのどちらかに配置できます。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Snapshots]*。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブを選択します

+

ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshot整合性グループが表示されます。

. 変更するSnapshot整合性グループを選択し、*メンバーの追加*をクリックします。

+

メンバーの追加（Add Members）ダイアログボックスが表示されます。

. 追加するメンバーボリュームを選択し、*次へ*をクリックします。

+

Reserve

Capacityステップが表示されます。ボリューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補

だけが表示されます。

.

スピンボックスを使用して、メンバーボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを

実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます。*

+

メンバーボリュームのリザーブ容量を割り当てる推奨されるオプションであり、デフォルトの設定

でリザーブ容量を割り当てます。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。
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. [完了]をクリックして、メンバーボリュームを追加します。

[[ID52e4404a2b2d69ac78a65c9195bd1114]]

= Snapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

既存のSnapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除できます。

.このタスクについて

Snapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除すると、System

Managerは、そのメンバーボリュームに関連付けられているSnapshotオブジェクトを自動的に削

除します。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. 変更するSnapshot整合性グループの横にあるプラス記号（+）をクリックして展開します。

. 削除するメンバーボリュームを選択し、*削除*をクリックします。

. 操作を実行することを確認し、[削除]をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* メンバーボリュームに関連付けられているSnapshotイメージと

Snapshotボリュームをすべて削除します。

* メンバーボリュームに関連付けられているSnapshotグループを削除します。

* これ以外の方法でメンバーボリュームが変更または削除されることはありません。

[[ID451bbfb164d933d15da1cf66e383b24c]]

= Snapshot整合性グループの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshot整合性グループの設定では、グループ名、自動削除設定、許可されるSnapshotイメージ

の最大数を変更できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. 編集するSnapshot整合性グループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Snapshot Consistency Group Settings

*（スナップショット・コンシステンシ・グループ設定*）]ダイアログ・ボックスが表示

. Snapshot整合性グループの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshot整合グループ設定*

 a|

名前

 a|

Snapshot整合性グループの名前を変更できます。

 a|

自動削除

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。
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 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

Snapshotグループで許可されるSnapshotイメージの最大数を変更できます。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

Snapshot整合性グループにスケジュールが関連付けられているかどうかを示します。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*

 a|

メンバーボリューム

 a|

Snapshot整合性グループに関連付けられているメンバーボリュームの数を確認できます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID835e58166528a5fd87ee3f7828815c66]]

= Snapshot整合性グループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

不要になったSnapshot整合性グループを削除することができます。

.作業を開始する前に
すべてのメンバーボリュームのイメージについて、バックアップやテストに使用する必要がなくな

ったことを確認します。
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.このタスクについて

この処理を実行すると、Snapshot整合性グループに関連付けられているすべてのSnapshotイメー

ジまたはスケジュールが削除されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブを選択します

. 削除する

Snapshot整合性グループを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「削除」を選択します。

+

[* Confirm Delete Snapshot Consistency Group]ダイアログ・ボックスが表示されます

. この処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* Snapshot整合性グループから既存のSnapshotイメージと

Snapshotボリュームをすべて削除します。

* Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられている

Snapshotイメージを削除します。

* Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられている

Snapshotボリュームを削除します。

*

Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられているリザーブ容量をすべて削除

します（選択した場合）。

:leveloffset: -1

= Snapshotボリュームを管理します

:leveloffset: +1

[[IDe694dc7f346dfc5441b24cba5aa803cc]]

= Snapshotボリュームを読み取り/書き込みモードに変換します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

必要に応じて、読み取り専用のSnapshotボリュームやSnapshot整合性グループのSnapshotボリ

ュームを読み取り/書き込みモードに変換することができます。読み取り/書き込みアクセス可能に

変換されたSnapshotボリュームには、独自のリザーブ容量が割り当てられます。この容量は、ホス

トアプリケーションがベースボリュームに対して行う以降の変更を、参照元のSnapshotイメージに

影響を及ぼさずに保存するために使用されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. 変換する読み取り専用Snapshotボリュームを選択し、*読み取り/書き込みに変換

*をクリックします。

+

読み取り/書き込みに変換ダイアログボックスが開き、予約容量*ステップが有効になります。ボリ

ューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補だけが表示されます。

. 読み取り/書き込みの

Snapshotボリュームにリザーブ容量を割り当てるには、次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-この推奨オプションを使用して、

Snapshotボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当てます。

** *データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てる*--

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズによって異なります。

. 設定を確認または編集するには、「*次へ*」を選択します。

+

設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じてSnapshotボリュームの設定をそのまま使用するか指定し、「*完了*

」を選択してSnapshotボリュームを変換します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]
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====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとシステムからアラートが送信さ

れるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

|===

====

[[ID356f782f090354fa9a2f7e8ff7f1d13c]]

= Snapshotボリュームのボリューム設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームの設定では、Snaps

hotボリュームの名前を変更したり、SSDキャッシュを有効または無効にしたり、ホスト、ホストク

ラスタ、または論理ユニット番号（LUN）の割り当てを変更したりできます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブをクリックします。

. 変更するSnapshotボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

Snapshot Volume

Settings（スナップショットボリューム設定）ダイアログボックスが表示されます。
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. Snapshotボリュームの設定を適宜表示または編集します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotボリューム*

 a|

名前

 a|

Snapshotボリュームの名前を変更できます。

 a|

割り当て先

 a|

Snapshotボリュームのホストまたはホストクラスタの割り当てを変更できます。

 a|

LUN

 a|

SnapshotボリュームのLUNの割り当てを変更できます。

 a|

SSD キャッシュ

 a|

ソリッドステートディスク（SSD）の読み取り専用キャッシュを有効または無効にできます。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*
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 a|

Snapshotイメージ

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているSnapshotイメージを表示できます。Snapshot
イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー

ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

 a|

ベースボリューム

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているベースボリュームを表示できます。ベースボリュームは

、Snapshotイメージの作成元のボリュームです。シックボリュームの場合もシンボリュームの場合
もあり、通常はホストに割り当てられています。ベースボリュームはボリュームグループまたはデ

ィスクプールのどちらかに配置できます。

 a|

Snapshotグループ

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているSnapshotグループを確認できます。Snapshotグルー

プは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりです。

|===

====

[[ID36a8c60f63bba8a690c0f518629eec98]]

= Snapshotボリュームをコピーします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SnapshotボリュームやSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームについて、ボリュームコ

ピープロセスを実行することができます。
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.このタスクについて

Snapshotボリュームは、通常のボリュームコピー処理と同様に、ターゲットボリュームにコピーで

きます。ただし、Snapshotボリュームはオンラインのままコピープロセスを実行することはできま

せん。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. コピーするSnapshotボリュームを選択し、*ボリュームコピー*を選択します。

+

[*ボリュームコピー*]ダイアログ・ボックスが表示され'ターゲットを選択するように要求されま

す

. コピー先として使用するターゲット・ボリュームを選択し'[*終了*]をクリックします

[[IDc81b3376dfd3f76c13119709a58c0c2e]]

= Snapshotボリュームを再作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

以前に無効にしたSnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームを

再作成できます。Snapshotボリュームの再作成は、新規作成よりも短時間で完了します。

.作業を開始する前に

* Snapshotボリュームが最適または無効のいずれかの状態である必要があります。

* Snapshot整合性グループのSnapshotボリュームを再作成するには、メンバーである

Snapshotボリュームがすべて無効の状態である必要があります。

.このタスクについて

メンバーであるSnapshotボリュームを個別に作成することはできません。再作成できるのは、Sna

pshot整合性グループのSnapshotボリューム全体のみです。
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[NOTE]

====

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームがオンラインコピー
関係の一部である場合は、そのボリュームに対して再作成オプションを実行することはできません

。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. 再作成する

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「再作成」を選択します。

+

Recreate Snapshot Volume

*（スナップショットボリュームの再作成）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかのオプションを選択します。

+

** *ボリューム<name>*から作成された既存のSnapshotイメージ

+

既存のSnapshotイメージを指定し、そこからSnapshotボリュームを再作成する場合は、このオプ

ションを選択します。

** *ボリューム<name>*の新しい（インスタント）Snapshotイメージ

+

新しいSnapshotイメージを作成してSnapshotボリュームの再作成する場合は、このオプションを

選択します。

. [* Recreate *（再作成）]を

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

関連づけられているスナップショット・リポジトリ・ボリューム上のすべての書き込みデータを削

除します

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームのパラメータは、以前無効にしたボリュームのパラメータから変更しません。

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの
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Snapshotボリュームの元の名前は変更しません。

[[IDb1698f641559501fd45a39c2cfa15eec]]

= Snapshotボリュームを無効にします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリューム、またはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームが不要になった場

合や一時的に使用を停止する場合は、それらのボリュームを無効にすることができます。

.このタスクについて

次のいずれかの条件に該当する場合は、Disableオプションを使用します。

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームをしばらく使用しない。

* あとでSnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームを（読み取り/書き込み用に）再作成する予定があり、再度作成する必要がな

いように関連付けられているリザーブ容量を残しておきたい。

* 読み取り/書き込みの

Snapshotボリュームへの書き込みアクティビティを停止して、ストレージアレイのパフォーマンス

を向上させたい。

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームが読み取り/書き込
み用の場合、このオプションを使用すると、関連付けられているリザーブ容量ボリュームへの以降

の書き込みアクティビティも停止できます。SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループ

のSnapshotボリュームを再作成する場合は、同じベースボリュームからSnapshotイメージを選択

する必要があります。

[NOTE]

====

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームがオンラインコピー

関係の一部である場合は、そのボリュームで無効化オプションを実行することはできません。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+
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System Managerに、ストレージアレイに関連付けられているすべての

Snapshotボリュームが表示されます。

. 無効にする

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「無効」を選択します。

. 操作を実行することを確認し、[*Disable*]をクリックします。

.結果

* Snapshotボリュームのベースボリュームとの関連付けは維持されます。

* SnapshotボリュームのWorld Wide Name（WWN；ワールドワイド名）は保持されます。

* 読み取り/書き込みの場合、

Snapshotボリュームに関連付けられているリザーブ容量は保持されます。

* Snapshotボリュームのホストの割り当てとアクセスは保持されます。ただし、読み取り

/書き込み要求は失敗します。

* SnapshotボリュームのSnapshotイメージとの関連付けは解除されます。

[[ID5dd7e742bbb25486979495c197caf2d4]]

= Snapshotボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリューム、またはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームは、バックアップ

やソフトウェアアプリケーションのテストに必要なくなったときは削除することができます。また'

読み取り/書き込みのスナップショット・ボリュームに関連づけられているスナップショット・リザ

ーブ容量ボリュームを削除するか'スナップショット・リザーブ容量ボリュームを未割り当てボリュ

ームとして保持するかを指定することもできます

.このタスクについて

ベースボリュームを削除すると、関連付けられているSnapshotボリュームまたは整合性グループの

Snapshotボリュームは自動的に削除されます。ステータスが「実行中」のボリュームコピーの対象

になっているSnapshotボリュームは削除できません。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

System Managerに、ストレージアレイに関連付けられているすべての

Snapshotボリュームが表示されます。
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. 削除する

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「削除」を選択します。

. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* メンバーであるSnapshotボリュームをすべて削除します（Snapshot

整合性グループのSnapshotボリュームの場合）。

* 関連付けられているホスト割り当てをすべて削除します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID2e5a560f73fced505f805022fd3cc0e5]]

= ボリューム、ホスト、またはホストクラスタが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ベースボリュームでData Assurance（DA）が有効なSnapshotボリュームを、

DA対応でないホストに割り当てることはできません。DA対応でないホストにSnapshotボリューム

を割り当てるには、ベースボリュームのDAを無効にする必要があります。

Snapshotボリュームを割り当てるホストについては、次のガイドラインを考慮してください。

* DA対応でないI/Oインターフェイスを使用してストレージアレイに接続されているホストは、

DA対応ではありません。

* ホストメンバーが1つでもDA対応でないホストクラスタは、DA対応ではありません。
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[NOTE]

====

Snapshot（整合性グループ、Snapshotグループ、Snapshotイメージ、Snapshotボリューム）

、ボリュームコピーに関連付けられているボリュームでは、DAを無効にできません。

ミラーリングも可能です。ベースボリュームのDAを無効にするには、最初に関連付けられているす

べてのリザーブ容量とSnapshotオブジェクトを削除する必要があります。

====

[[ID4d1ad4ad4ef7e01a03a760d107d49899]]

= Snapshotイメージとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージは、ボリュームの内容を特定の時点でキャプチャした論理コピーです。Snapsh

otイメージが使用するストレージスペースは最小限です。

Snapshotイメージのデータは次のように格納されます。

* Snapshotイメージが作成された時点では、

Snapshotイメージはベースボリュームと完全に一致します。Snapshotの作成後、ベースボリュー
ム上のブロックに対して最初の書き込み要求が行われると、新しいデータがベースボリュームに書

き込まれる前に元のデータがSnapshotリザーブ容量にコピーされます。

* 以降のSnapshotには、最初の

Snapshotイメージの作成後に変更されたデータブロックのみが含まれます。以降のcopy-on-

write処理では、新しいデータがベースボリュームに書き込まれる前に、ベースボリュームで上書

きされる元のデータがSnapshotリザーブ容量に保存されます。

[[IDf861112fc831dfa2f7bbbcb8fa71927c]]

= Snapshotイメージを使用するのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotを使用すると、偶然または悪意のある行為によるデータの損失や破損からデータを保護し
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、リカバリすることができます。

ベースボリュームまたはベースボリュームのグループであるSnapshot整合性グループを選択し、次

のいずれかまたは複数の方法でSnapshotイメージをキャプチャします。

* 1つのベースボリューム、または複数のベースボリュームで構成される

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを作成できます。

* 手動でSnapshotを作成するか、ベースボリュームまたはSnapshot

整合性グループの定期的なSnapshotイメージを自動的にキャプチャするスケジュールを作成できま

す。

* ホストからアクセス可能なSnapshotイメージのSnapshotボリュームを作成できます。

* ロールバック処理を実行してSnapshotイメージをリストアできます。

複数のSnapshotイメージがリストアポイントとして保持されるため、特定の時点の既知の正常なデ
ータセットにロールバックできます。ロールバック機能により、偶発的なデータの削除や破損から

の保護が提供されます。

[[ID0254d15f6d61187884fd0e91b25177d1]]

= Snapshotにはどのような種類のボリュームを使用できますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを格納できるボリュームは、標準ボリュームとシンボリュームだけです。標準以
外のボリュームは使用できません。ベースボリュームはプールまたはボリュームグループのどちら

かに配置できます。

[[IDd6306533cbd0f3504b34a24fdb91544d]]

= Snapshot整合性グループを作成するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshot整合性グループは、複数のボリュームで同時にSnapshotイメージが作成されるようにす
る場合に作成します。たとえば、リカバリ目的で整合性を保つ必要がある複数のボリュームで構成

されるデータベースが該当します。この場合、すべてのボリュームのSnapshotを同時に収集し、収
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集したSnapshotを使用してデータベース全体をリストアするために、Snapshot整合性グループが

必要です。

Snapshot整合性グループに含まれるボリュームはメンバーボリュームと呼ばれます。

Snapshot整合性グループに対して次のSnapshot処理を実行できます。

* メンバーボリュームの同時イメージを取得するために、Snapshot整合性グループの

Snapshotイメージを作成する。

* メンバーボリュームの定期的な同時イメージを自動的にキャプチャするために、

Snapshot整合性グループのスケジュールを作成する。

* ホストからアクセス可能なSnapshot整合性グループイメージの

Snapshotボリュームを作成する。

* Snapshot整合性グループのロールバック処理を実行する。

[[ID556ca6d627a5ba9122d89655c9e7c44a]]

= Snapshotボリュームとは何ですか？また、

Snapshotボリュームにリザーブ容量が必要になるのはいつですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアクセスできます。Sn

apshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元のSnapshotイメージに影響を与えることな

くベースボリュームへの変更が保存されます。Snapshotイメージに対するホストからの読み取りや

書き込みはできません。Snapshotデータの読み取りまたは書き込みを行う場合は、Snapshotボリ

ュームを作成してホストに割り当てます。

2種類のSnapshotボリュームを作成できます。Snapshotボリュームのタイプによって、リザーブ

容量が使用されるかどうかが決まります。

* *読み取り専用*--読み取り専用として作成されたスナップショット・ボリュームは

'スナップショット・イメージに含まれるデータのコピーへの読み取りアクセスをホスト・アプリケ

ーションに提供します読み取り専用のSnapshotボリュームはリザーブ容量を使用しません。

* *読み取り/書き込み*-読み書き可能として作成された

Snapshotボリュームでは、参照されているSnapshotイメージに影響を与えることなくSnapshot

ボリュームに変更を加えることができます。読み書き可能なSnapshotボリュームは、リザーブ容量

を使用してこの変更を格納します。読み取り専用のSnapshotボリュームは、いつでも読み書き可能

ボリュームに変換できます。
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[[ID522cb86c978d0ae023ee6cb7080a6a72]]

= Snapshotグループとは何ですか？
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Snapshotグループは、1つの関連するベースボリュームのポイントインタイムSnapshotイメージ

の集まりです。

System Managerでは、Snapshotイメージを_ Snapshotグループ_に編成します。

Snapshotグループに対するユーザの操作は必要ありませんが、Snapshotグループではリザーブ容
量をいつでも調整できます。また、次の条件を満たす場合は、リザーブ容量の作成を求められるこ

とがあります。

* SnapshotグループがまだないベースボリュームのSnapshotを作成するたびに、System

ManagerはSnapshotグループを自動的に作成します。これにより、ベースボリュームのリザーブ

容量が作成され、後続のSnapshotイメージの格納に使用されます。

* ベースボリュームのSnapshotスケジュールを作成するたびに、System Managerは

Snapshotグループを自動的に作成します。

[[IDfd8845b3ce7467b05e0dac2b6b90348c]]

= Snapshotボリュームを無効にするのはどのような場合ですか？
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Snapshotイメージに別のSnapshotボリュームを割り当てる場合は、Snapshotボリュームを無効

にします。無効にしたSnapshotボリュームは、あとで使用できます。

Snapshotボリュームまたは整合性グループのSnapshotボリュームが不要になり、あとで再作成す

る予定がない場合は、無効にするのではなく、ボリュームを削除してください。

[[ID7f832a58213e26781f550935eca06706]]

= 無効状態とは何ですか？
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無効状態のSnapshotボリュームは、現在Snapshotイメージに割り当てられていません。Snapsho

tボリュームを有効にするには、再作成処理を使用して無効なSnapshotボリュームに新しいSnaps

hotイメージを割り当てる必要があります。

Snapshotボリュームの特性は、割り当てられているSnapshotイメージによって定義されます。無

効ステータスのSnapshotボリュームでは、読み取り/書き込みアクティビティは中断されています

。

[[ID1cff8b968e87b7a0cfda0168f243f695]]

= Snapshotスケジュールを一時停止するのはどのような場合ですか？
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スケジュールを一時停止すると、スケジュールに基づいたSnapshotイメージの作成は実行されませ

ん。ストレージスペースを節約するためにSnapshotスケジュールを一時停止し、あとでスケジュー

ルされたSnapshotを再開できます。

Snapshotスケジュールが不要な場合は、スケジュールを一時停止するのではなく、削除してくださ

い。
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:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= ミラーリング

:leveloffset: +1
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= 非同期ミラーリング

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1
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= 非同期ミラーリングの仕組み
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非同期ミラーリング機能では、ストレージアレイ間でデータボリュームをミラーリングできます。
これにより、継続的なデータ可用性が確保され、データの破損や損失が原因で発生するダウンタイ

ムを回避または最小限に抑えることができます。

== 非同期ミラーリングセッション

非同期ミラーリングでは、特定の時点におけるプライマリボリュームの状態がキャプチャされ、前
回のイメージキャプチャ以降に変更されたデータだけがコピーされます。非同期ミラーリングを使
用すると、プライマリサイトはただちに更新でき、セカンダリサイトは帯域幅に余裕があれば更新
できます。情報はキャッシュされ、あとでネットワークリソースが利用可能になったときに送信さ

れます。

アクティブな非同期ミラーリングセッションには主に4つの手順があります。

image::../media/sam-1130-dwg-async-mirroring-session.gif[SAM 1130

DWG非同期ミラーリングセッション]

. 最初にプライマリボリュームのストレージアレイで書き込み処理が実行されます。

. 処理のステータスがホストに返されます。

. プライマリボリューム上のすべての変更がログに記録され、追跡されます。

.

すべての変更が、バックグラウンドプロセスとしてセカンダリボリュームのストレージアレイに送

信されます。
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これらの手順は、定義した同期間隔で繰り返されます。また、間隔が定義されていない場合は、手

動で繰り返すこともできます。

非同期ミラーリングでは、設定された間隔でのみデータがリモートサイトに転送されるため、ロー

カルI/Oへの影響は低速なネットワーク接続による影響と同程度で済みます。この転送はローカルI

/Oには関連付けられていないため、アプリケーションのパフォーマンスには影響しません。したが

って、非同期ミラーリングでは、iSCSIなどの低速な接続を使用して、ローカルとリモートのスト

レージシステム間で長距離にわたって実行することができます。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンのOSを実行

できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

[NOTE]

====

非同期ミラーリング機能は、シンプレックス構成ではサポートされていません。

====

== ミラー整合性グループとミラーペア

ミラー整合性グループを作成して、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の

ミラーリング関係を確立します。非同期ミラーリング関係は、1つのストレージアレイ上のプライマ
リボリュームと別のストレージアレイ上のセカンダリボリュームというミラーペアで構成されます

。

プライマリボリュームを含むストレージアレイは、通常はプライマリサイトにあり、アクティブな
ホストに対応します。セカンダリボリュームを含むストレージアレイは、通常はセカンダリサイト
にあり、データのレプリカを格納します。セカンダリボリュームには通常、データのバックアップ

コピーが格納され、ディザスタリカバリに使用されます。

== 同期の設定

ミラーペアを作成するときは、同期優先度と再同期ポリシーも定義します。通信が中断した場合、

ミラーペアはこれらを使用して再同期処理を完了します。

ミラー整合性グループを作成するときは、グループ内のすべてのミラーペアの同期優先度と再同期
ポリシーも定義します。ミラーペアは、同期優先度と再同期ポリシーを使用して、通信の中断後に

再同期処理を完了します。

プライマリボリュームのストレージアレイがセカンダリボリュームにデータを書き込むことができ
ない場合、ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームは非同期になります。これ

は、次の問題が原因で発生する可能性があります。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間のネットワーク問題

* セカンダリボリュームの障害
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* ミラーペアの同期が手動で一時停止されている。

* ミラーグループのロールの競合

リモートストレージアレイ上のデータは、手動または自動で同期できます。

== リザーブ容量と非同期ミラーリング

リザーブ容量は、同期が行われていないときにプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間

の差異を追跡するために使用します。各ミラーペアの同期の統計も追跡します。

ミラーペアのボリュームごとに専用のリザーブ容量が必要です。

== 非同期ミラーリングを使用する理由

非同期ミラーリングはノンストップオペレーションの要求に応えるための手段として最適であり、
一般的には、バックアップやアーカイブなどの定期的なプロセスをはるかに少ないネットワーク負

荷で実施できます。非同期ミラーリングを使用する理由は次のとおりです。

* リモートバックアップの統合

* 局地災害や広域災害に対する保護

* 本番データのある時点におけるイメージを使用したアプリケーションの開発とテスト

[[ID9e154b397b49b0c28d4fa9973d149694]]

= 非同期ミラーリングに関する用語
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ストレージアレイに関連する非同期ミラーリングの用語を次に示します。

|===

| 期間 | 説明

 a|

ローカルストレージアレイ
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 a|

ローカルストレージアレイは、操作の対象となるストレージアレイです。

Local Role列に* Primary

*と表示された場合は、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられたボリュームがストレージア

レイに含まれていることを示しています。Local Role列に「*

Secondary」と表示されている場合、ストレージアレイにミラー関係のセカンダリロールが割り当

てられたボリュームが含まれていることを示しています。

 a|

ミラー整合性グループ

 a|

ミラー整合性グループは、1つ以上のミラーペアのコンテナです。非同期ミラーリング処理では、ミ

ラー整合性グループを作成する必要があります。

 a|

ミラーペア

 a|

ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュームで構成されます。

非同期ミラーリングでは、ミラーペアは常にミラー整合性グループに属します。書き込み処理はま
ずプライマリボリュームに対して実行され、その後セカンダリボリュームにレプリケートされます

。ミラー整合性グループ内の各ミラーペアで同じ同期設定が共有されます。

 a|

プライマリボリューム

 a|

ミラーペアのプライマリボリュームは、ミラーリングするソースボリュームです。

 a|

リモートストレージアレイ

 a|

通常、リモートストレージアレイはセカンダリサイトとして指定され、セカンダリサイトにはミラ

ーリング構成のデータのレプリカが格納されます。

 a|

リザーブ容量
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 a|

リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量で

す。ホストから直接読み取ることはできません。

 a|

ロール変更

 a|

ロール変更とは、セカンダリボリュームにプライマリロールを、セカンダリボリュームにプライマ

リロールを割り当てる処理です。

 a|

セカンダリボリューム

 a|

ミラーペアのセカンダリボリュームは、通常はセカンダリサイトに配置され、データのレプリカが

格納されます。

 a|

同期

 a|

同期は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の初期同期で実行されます。
また、通信が中断されてプライマリボリュームとセカンダリボリュームが同期されていない状態に
なったときにも実行されます。通信リンクが再確立されると、レプリケートされていないデータが

セカンダリボリュームのストレージアレイに同期されます。

|===

[[ID8b57a30235af3d5c2baeecfb243f1987]]

= ボリュームを非同期でミラーリングするためのワークフロー
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System Managerでは、次の手順で、ボリュームの非同期ミラーリングを実行します。

image::../media/sam1130-flw-async-set-up-mirroring.gif[sam1130

Flw非同期ミラーリングをセットアップしました]
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== System

Managerで管理されていない従来型システムにプライマリボリュームのミラーペアを作成するため

のワークフロー

System Manager

で管理されていない従来型システムにプライマリボリュームを作成した場合は、SANtricity

System Managerでセカンダリボリュームを作成できます。

image::../media/workflow-for-mirroring-volume-

asynchronously.png[ボリュームを非同期でミラーリングするためのワークフロー]

[[ID12b72c1aacf9412ab80f7ac582a77361]]

= 非同期ミラーリングを使用するための要件
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非同期ミラーリング機能を使用する場合は、次の要件に注意してください。

== SANtricity Unified Manager の略

非同期ミラーリングを使用するには、次の条件を満たしている必要があります。

* Web Services Proxyサービスが実行されている。

* SANtricity Unified ManagerがHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている。

*

プライマリアレイとセカンダリアレイの各コントローラにイーサネット管理ポートが設定されてい

て、各コントローラがネットワークに接続されている必要があります。

* SANtricity Unified Managerにストレージアレイの有効なSSL

証明書が表示されています。Unified Managerのメニューから「Certificate

Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自のセキュリティ証明書をインスト

ールできます。

* SANtricity System ManagerがUnified Managerから起動されている。

* データをミラーリングする2

つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、* Launch

*をクリックして、ブラウザベースのSANtricity システムマネージャを開きます。
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== ストレージアレイ

* 2つのストレージアレイが必要です。

*

プライマリアレイとセカンダリアレイの各コントローラにイーサネット管理ポートが設定されてい

て、各コントローラがネットワークに接続されている必要があります。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンの

OSを実行できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

*

ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートス

トレージアレイに十分な空き容量が必要です。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre Channelファブリックまたは

iSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。

== サポートされるハードウェア構成と接続の要件

* 非同期ミラーリングは、デュアルコントローラのハードウェア構成でのみサポートされます。

* 非同期ミラーリング機能の通信は、Fibre Channel（FC）ホストポートまたは

iSCSIホストポートを搭載したコントローラでのみサポートされます。この機能では、ローカルス
トレージアレイとリモートストレージアレイの両方にある各コントローラのいずれかのホストポー

トが使用されます。

* ストレージアレイがFC接続とiSCSI接続の両方で接続されている場合は、

1つの非同期ミラーグループをFC経由でミラーリングし、別の非同期ミラーグループをiSCSI経由で

ミラーリングできます。

== ミラーボリュームの候補

* 非同期ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームでは、

RAIDレベル、キャッシングパラメータ、およびセグメントサイズが異なる場合があります。

* セカンダリボリュームには、プライマリボリュームと同等以上のサイズが必要です。

* ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。
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== リザーブ容量

*

コントローラのリセットおよびその他の一時的な中断からリカバリするための書き込み情報をログ
に記録するには、ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームにリザーブ容量ボリ

ュームが必要です。

*

ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームには追加のリザーブ容量が必要である
ため、ミラー関係にある両方のストレージアレイに空き容量が確保されていることを確認してくだ

さい。

== ドライブセキュリティ機能

*

セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのセキ
ュリティ設定に互換性がある必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確

認する必要があります。

*

セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで同じ
タイプのドライブを使用する必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確

認する必要があります。

* Data Assurance（DA）を使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで

DA設定を同じにする必要があります。

[[IDfe5b790e4210937906bf29509a245671]]

= 非同期ミラーリングのセットアップに関する考慮事項
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設定とセットアップを適切に行うために、いくつかの重要な考慮事項について計画段階から把握し

ておいてください。

== SANtricity Unified Managerを起動します

*
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プライマリアレイとセカンダリアレイの各コントローラにイーサネット管理ポートが設定されてい

て、各コントローラがネットワークに接続されている必要があります。

* 非同期ミラーリングを設定するには、SANtricity Unified

Managerを開きます。あらゆるミラーリング関係で、ローカルとリモートの両方のストレージシス

テムがSANtricity Unified Managerで検出されて表示されている必要があります。

* ブラウザベースのSANtricity Unified

Managerをインストールし、データをミラーリングする2つのストレージアレイを検出しておく必要

があります。次に、Unified Manager

でプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザベースの

SANtricity System Managerを開きます。

== アクティブ化中です

非同期ミラーリングを使用するには、ミラーリング処理の対象となる各ストレージアレイでミラー

リングをアクティブ化しておく必要があります。アクティブ化は、CLI、REST

API、または管理グラフィカルユーザインターフェイス（GUI）を使用して実行できます。

* SANtricity System Managerで管理されるシステム（E2800、E5700、

EF570）では、アクティブ化の手順を実行する必要はなく、ミラーグループまたはミラーペアの設

定時にアクティブ化が実行されます。

* SANtricity Storage Managerで管理されるシステム（E2700、E5600、EF560

）では、SANtricity System Managerで管理されない従来型システムの

GUIを使用して非同期ミラーリングがアクティブ化されます。非同期ミラーリングにiSCSIを使用す

る場合は、アクティブ化の手順は必要ありません。

== Webサービスの証明書と推奨ブラウザ

* *信頼された証明書*

+

ミラーリングの対象にSANtricity System Manager

で管理されるシステムが含まれる場合は、Webサーバへのストレージシステムの認証を許可する、W

ebサービスの信頼された証明書をSANtricity Unified

Managerにインポートすることを推奨します。SANtricity Unified

Managerでの手順は次のとおりです。

+

.. SANtricity Unified Managerがインストールされているマシンの証明書署名要求（

CSR）を生成します。

.. CSRを認証局（CA）に送信します。

.. CAから返された署名済みの証明書をUnified Managerにインポートします。
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* *自己署名証明書*

+

自己署名証明書を使用することもできます。署名済みの証明書をインポートせずにミラーリングを

設定しようとすると、SANtricity System

Managerにエラーダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで自己署名証明書

を承認することができます。この場合、最新バージョンのChromeまたはFirefoxをブラウザとして

使用することを推奨します。

+

Unified Managerのメニューから「Certificate

Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自のセキュリティ証明書をインスト

ールできます。

== サポートされる接続

非同期ミラーリングでは、ローカルとリモートのストレージシステム間の通信にFC接続、iSCSI接
続、またはその両方を使用できます。ミラー整合性グループ（非同期ミラーグループ）を作成する

ときに、リモートストレージアレイに対してFCとiSCSIの両方の接続が確立されている場合は、そ

のグループでどちらを使用するかを選択することができます。あるチャネルタイプから別のチャネ

ルタイプへのフェイルオーバーはありません。

非同期ミラーリングでは、ストレージアレイのホスト側のI/Oポートを使用して、プライマリ側から

セカンダリ側にミラーデータが送信されます。

* * Fibre Channel（FC）インターフェイス経由のミラーリング*

+

ストレージアレイの各コントローラでは、最も番号が大きいFCホストポートがミラーリング処理の

専用ポートとして使用されます。

+

ベースのFCポートとホストインターフェイスカード（HIC）のFCポートの両方があるコントローラ

では、HICの最も番号が大きいポートが使用されます。専用ポートにログオンしたホストはログアウ
トされ、ホストログイン要求は許可されません。このポートでは、ミラーリング処理の対象となる

コントローラからのI/O要求のみが許可されます。

+

専用のミラーリングポートは、ディレクトリサービスとネームサービスのインターフェイスをサポ

ートするFCファブリック環境に接続されている必要があります。特に、FC-

ALおよびポイントツーポイントはミラー関係が確立されたコントローラ間の接続オプションとして

サポートされないことに注意してください。

* * iSCSIインターフェイス経由のミラーリング*
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+

FCとは異なり、iSCSIでは専用のポートを必要としません。iSCSI環境で非同期ミラーリングを使

用する場合、ストレージアレイのどのフロントエンドiSCSIポートも非同期ミラーリング専用にす

る必要はありません。これらのポートは、非同期ミラーリングのトラフィックとホスト/アレイ間の

I/O接続で共有されます。

+

コントローラはリモートストレージシステムのリストを管理しており、iSCSIイニシエータはこの

リストを使用してセッションの確立を試みます。iSCSI接続の確立に成功した最初のポートは、そ
のリモートストレージアレイとの以降のすべての通信に使用されます。通信に失敗すると、使用可

能なすべてのポートを使用して新しいセッションの確立が試行されます。

+

iSCSIポートは、アレイレベルでポート単位で設定します。設定メッセージおよびデータ転送用の

コントローラ間通信では、次の設定を含むグローバル設定が使用されます。

+

** VLAN：ローカルシステムとリモートシステムが通信するためには、両方のシステムで

VLAN設定が同じである必要があります

** iSCSIリスニングポート

** ジャンボフレーム

** イーサネットの優先順位

+

[NOTE]

====

コントローラ間のiSCSI通信には、管理イーサネットポートではなくホスト接続ポートを使用する

必要があります。

====

非同期ミラーリングでは、ストレージアレイのホスト側のI/Oポートを使用して、プライマリ側から
セカンダリ側にミラーデータが送信されます。非同期ミラーリングは高レイテンシで低コストのネ

ットワーク向けの機能であるため、iSCSI接続（TCP / IPベースの接続）が適しています。

iSCSI環境で非同期ミラーリングを使用する場合、アレイのどのフロントエンドiSCSIポートも非
同期ミラーリング専用にする必要はありません。これらのポートは、非同期ミラーリングのトラフ

ィックとホスト/アレイ間のI/O接続で共有されます

[[IDcac8f6a2d561beef616ebabd99ee6a2d]]

= 非同期ミラーのステータス
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:relative_path: ./sm-mirroring/
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[role="lead"]

ミラーステータスは、ミラー整合性グループとミラーボリュームペアの状態を定義します。

== ミラー整合性グループのステータス

|===

| ステータス | 説明

 a|

同期（初期）

 a|

ミラーボリュームペア間で完了した初期データ同期の進行状況。

初期同期中に、ボリュームは、デグレード/失敗/最適/不明の各状態に移行できます。

 a|

同期（間隔）

 a|

ミラーボリュームペア間で完了した定期的なデータ同期の進行状況。

 a|

システムが中断しました

 a|

ミラー整合性グループレベルで、すべてのミラーペアに関して、データの同期がストレージシステ

ムによって一時停止された状態。

ミラー整合性グループ内の少なくとも1つのミラーペアが停止または失敗状態です。

 a|

ユーザが中断しました

 a|

ミラー整合性グループレベルで、すべてのミラーペアに関して、データの同期がユーザによって一

時停止された状態。

この状態は、ローカルストレージアレイ上の変更されたデータがリモートストレージアレイにコピ
ーされる際に発生する可能性があるホストアプリケーションへのパフォーマンスへの影響を軽減す
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るのに役立ちます。

 a|

一時停止中

 a|

リモートストレージアレイにアクセスする際にエラーが発生したため、データ同期プロセスが一時

停止しています。

 a|

孤立

 a|

孤立したミラーペアボリュームは、ミラー整合性グループの一方（プライマリまたはセカンダリ）
でミラー整合性グループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に

発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、アレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラ

ーパラメータが調整されたときに検出されます。

ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

 a|

ロール変更を保留中/実行中です

 a|

ミラー整合性グループ間のロールの変更が保留中または進行中です。

ロールの（プライマリロールまたはセカンダリロールへの）反転変更は、選択したミラー整合性グ

ループ内のすべての非同期ミラーペアに影響します。

保留中のロール変更はキャンセルできますが、進行中のロール変更はキャンセルできません。

 a|

ロールの競合

 a|

ロール変更処理中にローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の通信に問題が発

生したため、ミラー整合性グループ間でロールの競合が発生しました。

ロールの競合は、通信の問題が解決した時点で発生します。Recovery

Guruを使用してこのエラーを解決してください。

ロールの競合を解決する際には、強制昇格は許可されません。
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|===

== ミラーペアのステータス

ミラーペアのステータスは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータが同期されて

いるかどうかを示します。

|===

| ステータス | 説明

 a|

同期中です

 a|

ミラーペア間で完了した初期または定期的なデータ同期の進行状況。

同期には、初期同期と定期的同期の2種類があります。初期同期の進行状況は、[実行時間の長いオ

ペレーション（Long Running Operations）]ダイアログボックスにも表示されます。

 a|

最適

 a|

ミラーペア内のボリュームは同期されています。これは、ストレージアレイ間の接続に問題がなく

、各ボリュームが想定される動作状態であることを示します。

 a|

不完全です

 a|

SANtricity System

Managerでサポートされていないストレージアレイ上でミラーペアの作成手順が開始され、セカン
ダリ上でミラーペアが完成していないため、リモートストレージアレイ上の非同期ミラーペアが不

完全です。

ミラーペアの作成プロセスは、リモートストレージアレイ上のミラー整合性グループにボリューム
が追加されたときに完了します。このボリュームが非同期ミラーペアのセカンダリボリュームにな

ります。

リモートストレージアレイがSANtricity System

Managerで管理されている場合、ミラーペアは自動的に完成します。
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 a|

失敗しました

 a|

プライマリボリューム、セカンダリボリューム、またはミラーのリザーブ容量に障害が発生したた

め、非同期ミラーリング処理を正常に実行できません。

 a|

孤立

 a|

孤立したミラーペアボリュームは、ミラー整合性グループの一方（プライマリまたはセカンダリ）
でミラー整合性グループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に

発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、2つのストレージアレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成の

両サイドでミラーパラメータが調整されたときに検出されます。

ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

 a|

停止しました

 a|

ミラー整合性グループがシステムによる一時停止状態のため、ミラーペアは停止状態です。

|===

[[ID0ad3e781f38f8300a1c6780e43fdfbb6]]

= ボリューム所有権
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[role="lead"]

ミラーペア内の優先コントローラ所有者を変更できます。

ミラーペアのプライマリボリュームがコントローラAに所有されている場合、セカンダリボリューム

もリモートストレージアレイのコントローラAに所有されます。プライマリボリュームの所有者を変
更すると、両方のボリュームが同じコントローラで所有されるようにセカンダリボリュームの所有
者も自動的に変更されます。プライマリ側で現在の所有権が変更されると、セカンダリ側の対応す

る所有権も自動的に変更されます。
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たとえば、コントローラAに所有されているプライマリボリュームの所有コントローラをコントロー

ラBに変更したとしますこの場合、次回のリモート書き込みで、セカンダリボリュームの所有コント

ローラがコントローラAからコントローラBに切り替わりますセカンダリ側のコントローラ所有権の
切り替えはプライマリ側で制御されるため、ストレージ管理者による特別な対応は必要ありません

。

== コントローラがリセットされます

コントローラをリセットすると、プライマリ側でボリューム所有権が優先コントローラ所有者から

ストレージアレイ内の別のコントローラに変更されます。

セカンダリボリュームへのリモート書き込みが行われる前に、コントローラのリセットまたはスト
レージアレイの電源の再投入によってリモート書き込みが中断されることがあります。この場合、

コントローラはミラーペアの完全な同期を実行する必要はありません。

コントローラのリセット中にリモートでの書き込みが中断されると、プライマリ側の新しいコント
ローラ所有者は、優先コントローラ所有者のリザーブ容量ボリューム内のログファイルに格納され
た情報を読み取ります。その後、新しいコントローラ所有者は、影響を受けたデータブロックをプ
ライマリボリュームからセカンダリボリュームにコピーします。そのため、ミラーボリュームの完

全な同期が不要になります。

[[ID23981b0df5bb1139117f1485ece9b8ab]]

= ミラー整合性グループのロール変更
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[role="lead"]

ミラー整合性グループ内のミラーペア間でロールを変更できます。ロール変更では、プライマリミ
ラー整合性グループをセカンダリロールに降格するか、またはセカンダリミラー整合性グループを

プライマリロールに昇格できます。

ロール変更処理に関する次の情報を確認してください。

* ロール変更は、選択したミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアに反映されます。

*

ミラー整合性グループがセカンダリロールに降格されると、そのミラー整合性グループ内のすべて

のミラーペアもセカンダリロールに降格されます。その逆も同様です。

*

プライマリミラー整合性グループがセカンダリロールに降格されると、そのグループ内のメンバー

ボリュームに割り当てられたホストはボリュームへの書き込みアクセスができなくなります。

*
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ミラー整合性グループがプライマリロールに昇格されると、そのグループ内のメンバーボリューム

にアクセスするホストはボリュームに書き込めるようになります。

*

ローカルストレージアレイがリモートストレージアレイと通信できない場合は、ローカルストレー

ジアレイで強制的にロールを変更できます。

== 強制的なロール変更

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題によってセカンダリミラー
整合性グループ内のメンバーボリュームの昇格またはプライマリミラー整合性内のメンバーボリュ

ームの降格を実行できない場合は、ミラー整合性グループ間で強制的にロールを変更できます

グループ：

セカンダリ側のミラー整合性グループを強制的にプライマリロールに移行できます。これで、その
ミラー整合性グループ内の新しく昇格されたメンバーボリュームにリカバリホストがアクセスでき

るようになり、業務を続行できます。

== 強制昇格が許可される場合と許可されない場合

ミラー整合性グループの強制昇格が許可されるのは、ミラー整合性グループのすべてのメンバーボ

リュームが同期されていて、一貫したリカバリポイントがある場合のみです。

次の状況では、ミラー整合性グループの強制昇格が許可されません。

* ミラー整合性グループのいずれかのメンバーボリュームが初期同期中である。

*

（フルリザーブ容量エラーなどが原因で）ミラー整合性グループのいずれかのメンバーボリューム

にリカバリポイントのポイントインタイムイメージがない。

* ミラー整合性グループにメンバーボリュームが含まれていない。

* ミラー整合性グループが失敗、Role-Change-Pending、Role-Change-In-

Progressのいずれかの状態であるか、関連付けられているいずれかのメンバーボリュームまたはリ

ザーブ容量ボリュームに障害が発生している。

== ミラーグループのロールの競合

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題が解決すると、Mirror

Group Role Conflict状態が発生します。Recovery

Guruを使用してこのエラーを解決してください。二重ロールの競合の解決時に、強制昇格は許可さ

れません。
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Mirror Group Role

Conflict状態を回避して、後続のリカバリ手順を行わないようにするには、ストレージアレイ間の

接続が回復するまで待ってから強制的にロールを変更してください。

== ロール変更を実行中です

ミラーリング構成内の2つのストレージアレイの接続が切断されて、ミラー整合性グループのプライ
マリ側が強制的にセカンダリロールに降格され、ミラー整合性グループのセカンダリ側が強制的に

プライマリロールに昇格されると、

その後、通信が回復すると、両方のストレージアレイのミラー整合性グループがRole-Change-

In-Progress状態になります。

システムでは、変更ログを転送し、再同期を実行し、ミラー整合性グループを通常の動作状態に戻

して、定期的な同期を続行することで、ロール変更プロセスを完了します。

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

= ボリュームを非同期でミラーリング

:leveloffset: +1

[[ID338cdb9cfb7ecbea9ae9c51675b2a1cb]]

= 非同期ミラーボリュームを作成します
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ボリュームを非同期でミラーリングすることで、リモートストレージアレイのデータをローカルス
トレージアレイの特定の時点のデータと整合性がとれた状態に維持することができます。そのため

には、ミラー整合性グループを作成して2つのストレージアレイ間にミラーリング関係を確立し、ミ

ラーに使用するプライマリボリュームとセカンダリボリュームを選択します。
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.作業を開始する前に

* 次の条件を満たしている必要があります。

+

** Web Services Proxyサービスが実行されている。

** SANtricity Unified ManagerがHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている。

**

プライマリアレイとセカンダリアレイの各コントローラにイーサネット管理ポートが設定されてい

て、各コントローラがネットワークに接続されている必要があります。

** SANtricity Unified Managerにストレージアレイの有効な

SSL証明書が表示されています。Unified Managerのメニューから「Certificate

Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自のセキュリティ証明書をインスト

ールできます。

** SANtricity System ManagerがUnified Managerから起動されている。

** データをミラーリングする2

つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザ

ベースのSANtricity System Managerを開きます。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre Channelファブリックまたは

iSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。

.このタスクについて

ボリュームを非同期でミラーリングするプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

* <<手順1：ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択します>>

* <<手順2：プライマリボリュームを選択する>>

* <<手順3：セカンダリボリュームを選択する>>

ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。

== 手順1：ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択します

[role="lead"]

ミラー整合性グループを作成するか既存のグループを選択して、ローカルストレージアレイとリモ

ートストレージアレイの間にミラーリング関係を確立します。

.このタスクについて
作成できるミラー整合性グループ関係とミラーペア関係の数は、ストレージアレイのハードウェア

によって異なります。

.手順
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. 次のいずれかを実行して、非同期ミラーリングの手順を開始します。

+

** メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]>[ミラーペアの作成]。

** メニューを選択します。Storage [Volumes]、[Copy Services]、[Mirror a

volume非同期]の順に選択します。

. 既存のミラー整合性グループを選択するか、新規に作成します。

+

新しいミラー整合性グループを作成するには、次の手順を実行します。

+

.. 2

つのストレージアレイ間でミラーリングするボリューム上のデータに最も近い一意の名前（R&Dデー

タなど）を入力します。

..

ローカルストレージアレイとの間でミラー関係を確立するリモートストレージアレイを選択します

。

+

[NOTE]

====

リモートストレージアレイがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を求められま

す。

====

.. リモートストレージアレイのミラーペアの再同期を手動で行うか自動で行うかを選択します。

+

*** *手動*--手動再同期メニューオプションを使用して

'セカンダリ・ポイント・イン・タイム・イメージを明示的に更新する必要がありますこのオプショ
ンは、非同期ミラーグループ内のすべての非同期ミラーペアの再同期を手動で開始する場合に選択

します。

*** *自動*--ドロップダウンを使用して

'前回の更新の開始から次の更新の開始までの時間を指定します自動同期の間隔をデフォルトの10分

から変更するには、間隔の値を分単位で定義します。

.. Create をクリックします。 .

+

System

Managerによって、最初にローカルストレージアレイに、続いてリモートストレージアレイにミラ

ー整合性グループが作成されます。

+

[NOTE]

====

System

Managerによるミラー整合性グループの作成がローカルストレージアレイで成功したあと、リモー
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トストレージアレイで失敗した場合は、ローカルストレージアレイからミラー整合性グループが自

動的に削除されます。System

Managerによるミラー整合性グループの削除でエラーが発生した場合は、手動で削除する必要があ

ります。

====

. [次へ]を選択し、に進みます <<手順2：プライマリボリュームを選択する>>。

== 手順2：プライマリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するプライマリボリュームを選択し、リザーブ容量を割り当てる必要があります
。ローカルストレージアレイのミラー整合性グループに追加したボリュームには、ミラー関係のプ

ライマリロールが割り当てられます。

.手順

. ミラーのプライマリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next

*をクリックしてリザーブ容量を割り当てます。

. 選択したプライマリボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-
この推奨オプションを使用して、プライマリボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当

てます。

**

*データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当て

る*--次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

20%であり、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、プライマリボリュームに対する

I/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量を維持する必要がある期間によって異なります。

*** 一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量を大きくします。

+

**** ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

**** 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。
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. [次へ]を選択し、に進みます <<手順3：セカンダリボリュームを選択する>>。

== 手順3：セカンダリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを選択し、リザーブ容量を割り当てる必要があります
。リモートストレージアレイのミラー整合性グループに追加したボリュームには、ミラー関係のセ

カンダリロールが割り当てられます。

.このタスクについて
リモートストレージアレイのセカンダリボリュームを選択すると、そのミラーペアに対応するすべ

てのボリュームのリストが表示されます。使用できないボリュームはリストに表示されません。

.手順

. ミラーペアのセカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next

*をクリックしてリザーブ容量を割り当てます。

. 選択したセカンダリボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-
この推奨オプションを使用して、セカンダリボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当

てます。

**

*データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当て

る*--次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

20%であり、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、プライマリボリュームに対する

I/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量を維持する必要がある期間によって異なります。

*** 一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量を大きくします。

+

**** ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

**** 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。
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. 「* Finish *」を選択して、非同期ミラーリングのシーケンスを完了します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。

*

ミラーリングしているボリュームがシンボリュームの場合、初期同期では、プロビジョニングされ
たブロック（レポート容量ではなく割り当て容量）のみがセカンダリボリュームに転送されます。

これにより、初期同期を完了するために転送する必要があるデータの量が削減されます。

*

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイにミラーペア用のリザーブ容量を作成しま

す。

[[IDef44c93440e1cc100e43e9c3a1613066]]

= 従来型システムで作成されたプライマリボリュームのミラーペアを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SANtricity System

Managerで管理できない従来のストレージアレイにプライマリボリュームを作成した場合は、SANt

ricity System Managerを使用してそのアレイにセカンダリボリュームを作成できます。

.このタスクについて

別のインターフェイスを使用する従来型アレイとSANtricity System

Managerで管理可能な新しいアレイの間で、非同期ミラーリングを実行できます。

* SANtricity System Managerを使用する

2つのストレージアレイをミラーリングする場合は、ミラーペア作成手順ですでにミラーペアの作成

が完了しているため、このタスクはスキップできます。

* このタスクはリモートストレージアレイで実行します。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラーペア*（Mirrored Pair *）]タブを選択します。

+

ミラーペアの表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラーペアが表示されます。
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. ステータスが「Incomplete」のミラーペアボリュームを探し、ミラーペアの列に表示された「*

Complete Mirrored pair *」リンクをクリックします。

.

次のいずれかのオプションボタンを選択して、ミラーペア作成手順を自動と手動のどちらで実行す

るかを選択します。

+

** *自動*--新しいセカンダリボリュームを作成します

+

セカンダリボリュームを作成する既存のプールまたはボリュームグループを選択して、ミラーペア
のリモート側のデフォルト設定を受け入れます。デフォルト設定を使用してセカンダリボリューム

にリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプションを使用します。

** *手動*--既存のボリュームを選択します

+

セカンダリボリュームのパラメータを独自に定義します。

+

... Next（次へ）*をクリックして、セカンダリボリュームを選択します。

... セカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next

*をクリックしてリザーブ容量を割り当てます。

... リザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

**** デフォルトの設定を使用します。

+

リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の20%であり、通常はこの容量で十分です

。

****

データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当て

る

+

必要な容量は、プライマリボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量を維持
する必要がある期間によって異なります。一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リ

ザーブ容量を大きくします。

+

***** ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

***** 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。
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. [*Complete]を選択します。

.結果

SANtricity System Managerは次の処理を実行します。

*

リモートストレージアレイにセカンダリボリュームが作成され、ミラーペアのリモート側にリザー

ブ容量が割り当てられます。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。

*

ミラーリングしているボリュームがシンボリュームの場合、初期同期では、割り当てられたブロッ
クのみがセカンダリボリュームに転送されます。この転送によって、初期同期を完了するために転

送する必要があるデータの量が削減されます。

*

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイにミラーペア用のリザーブ容量を作成しま

す。

:leveloffset: -1

= ミラー整合性グループを管理します

:leveloffset: +1

[[IDf67f240446fe8fb06ef5440e594a4b9e]]

= ミラー整合性グループの通信をテストする

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

通信リンクをテストして、ミラー整合性グループに関連付けられているローカルストレージアレイ

とリモートストレージアレイ間の通信に関する潜在的な問題を診断できます。

.作業を開始する前に
テスト対象のミラー整合性グループがローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ上に

存在する必要があります。
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.このタスクについて

次の4つのテストを実行できます。

* *接続*--

2台のコントローラに通信パスがあることを確認します接続テストでは、ストレージアレイ間でメッ
セージを送信して、リモートストレージアレイに対応するミラー整合性グループが存在するかどう
かを検証します。また、リモートストレージアレイ上のミラー整合性グループメンバーボリューム
がローカルストレージアレイ上のミラー整合性グループメンバーボリュームと一致するかどうかも

検証します。

* * Latency *--

ミラー整合性グループに関連付けられたリモートストレージアレイ上の各ミラーボリュームにSCSI

Test Unitコマンドを送信して、最小、平均、最大のレイテンシをテストします。

* *bandwidth*--

2つのアレイ間メッセージをリモートストレージアレイに送信して、最小、平均、最大の帯域幅、お

よびテストを実行しているアレイ上のポートのネゴシエートされたリンク速度をテストします。

* *ポート接続*--ローカルストレージアレイ上のミラーリングに使用されているポート

'およびリモートストレージアレイ上のミラーデータを受信しているポートを表示します

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. ミラー整合性グループ*タブを選択し、テストするミラー整合性グループを選択します。

. [*通信のテスト*]を選択します。

+

[通信のテスト]ダイアログボックスが表示されます。

.

選択したミラー整合性グループに関連付けられているローカルとリモートのストレージアレイ間で

実行する通信テストを1つ以上選択し、* Test *をクリックします。

. 結果ウィンドウに表示された情報を確認します。

+

|===

| 通信テストのステータス | 説明

 a|

正常。エラーはありません

 a|

ミラー整合性グループが正常に通信しています。

 a|

合格（ただし、正常ではない）

 a|

ネットワークまたは接続に問題がないかどうかを確認してから、もう一度テストを実行してくださ
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い。

 a|

失敗ステータス

 a|

エラーの理由が示されます。問題を修正するには、Recovery Guruを参照してください。

 a|

ポートの接続エラーです

 a|

ローカルストレージアレイが接続されていないか、リモートストレージアレイに接続できないこと

が原因である可能性があります。問題を修正するには、Recovery Guruを参照してください。

|===

.完了後
通信テストが完了すると、このダイアログボックスに正常、パス、失敗のいずれかのステータスが

表示されます。

通信テストから失敗ステータスが返された場合は、このダイアログボックスを閉じたあとで、ミラ

ー整合性グループ間の通信が復旧するまでテストが続行されます。

[[IDaf1300713bff2914ce7a8f839e427bb0]]

= ミラー整合性グループの同期を中断または再開します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアでデータの同期を中断または再開できます。これは

、個々のミラーペアで同期を中断または再開するよりも効率的です。

.このタスクについて
グループでの同期を中断および再開すると、ホストアプリケーションのパフォーマンスへの影響を
軽減できます。このパフォーマンスへの影響は、ローカルストレージアレイで変更されたデータが

リモートストレージアレイにコピーされる間に発生する可能性があります。

ミラー整合性グループとそのミラーペアは、再開オプションを使用して同期アクティビティを再開
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するまで中断されたままになります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

ミラー整合性グループテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラ

ー整合性グループが表示されます。

. 中断または再開するミラー整合性グループを選択し、メニューから[More（その他）]

、[Suspend or More（その他）]、[Resume（再開）]のいずれかを選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. 「*はい*」を選択して確定します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

ミラー関係を削除せずに、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペア間のデータ転送を中断ま

たは再開します。

*

ミラーグループの中断中にミラー整合性グループのプライマリ側に書き込まれたデータをログに記
録し、ミラーグループが再開されたときにミラー整合性グループのセカンダリ側にデータを自動的

に書き込みます。完全同期は必要ありません。

* a_suspended_mirror整合性グループの場合、Mirror Consistency

Groupsテーブルにユーザによる中断の情報が表示されます。

*

再開されたミラー整合性グループでは、ミラー整合性グループの中断中にプライマリボリュームに
書き込まれたデータがセカンダリボリュームにただちに書き込まれます。自動同期間隔が設定され

ている場合は、定期的な同期が再開されます。

[[IDbf383cf9112dc24cc4fb3acbea769bec]]

= ミラー整合性グループの同期設定の変更

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ローカルストレージアレイのミラー整合性グループがデータの初回同期時や非同期ミラーリング処
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理中のデータの再同期時に使用する、同期設定と警告しきい値を変更できます。

.このタスクについて
同期設定を変更すると、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの同期処理に適用されます

。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

ミラー整合性グループテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラ

ー整合性グループが表示されます。

. 編集するミラー整合性グループを選択し、メニューから[More（詳細）][Edit

settings]（設定の編集）]を選択します。

+

[設定の編集]ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じて同期とアラートの設定を編集し、*保存*をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| フィールド | 説明

 a|

ミラーペアを同期する方法を選択...

 a|

リモートストレージアレイのミラーペアの同期を手動で行うか自動で行うかを指定します。

** **手動**–リモートストレージアレイ上のミラーペアを手動で同期する場合に選択します

** **自動、

**–リモートストレージアレイのミラーペアを自動的に同期する場合は、前の更新の開始から次の更

新の開始までの間隔を指定します。デフォルトの間隔は10分です。

 a|

アラートを受け取る条件を選択...

 a|

同期方法を自動に設定した場合は、次のアラートを設定します。

** **同期**–同期が完了していないというアラートがSystem

Managerから送信されるまでの時間を設定します。
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** **リモートリカバリポイント

**–リモートストレージアレイのリカバリポイントデータが指定した制限時間より古くなったことを

示すアラートがSystem

Managerから送信されるまでの時間制限を設定します。期限は、前回の更新の終了時点からの経過

時間で定義します。

** **リザーブ容量のしきい値**–リザーブ容量が指定した値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信され、リザーブ容量のしきい値に近づいていることが通知されます。

しきい値は、残りの容量の割合で定義します。

|===

====

.結果

System

Managerによって、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの同期設定が変更されます。

[[IDb383ff792f48e0a929ba72762c3539cb]]

= ミラー整合性グループを手動で再同期します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの再同期を手動で開始できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

Mirror Consistency

Groupテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられたすべてのミラー整合性グループが

表示されます。

. 再同期するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More [Manually

resynchronize ]

+

確認メッセージが表示されます。

. 「*はい*」を選択して確定します。
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.結果

システムは次の処理を実行します。

* 選択したミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアでデータの再同期が開始されます。

*

ローカルストレージアレイからリモートストレージアレイへ、変更されたデータが更新されます。

[[IDae54609aced8c2def00410a5c95d8c8a]]

= ミラー整合性グループ間で同期されていないデータ量を表示します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ上のミラー整合性グループ間で同期されて
いないデータの量を表示できます。ミラー整合性グループが非同期ステータスの場合は、ミラーリ

ングアクティビティが実行されません。

.このタスクについて
このタスクは、選択したミラー整合性グループにミラーペアが含まれている場合や、同期が実行中

でない場合に実行できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

Mirror Consistency

Groupテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられたすべてのミラー整合性グループが

表示されます。

. メニューをクリックします。More [同期されていないデータ量の表示]

+

同期されていないデータが存在する場合は、テーブルの値に反映されます。データ量の列には、同

期されていないデータの量がMiB単位で表示されます。

[[IDb6603409951ff7e83ad2599ee1da7f94]]
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= リモートIPアドレスを更新します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リモートストレージアレイのiSCSI

IPアドレスを更新して、ローカルストレージアレイとの接続を再確立できます。

.作業を開始する前に

iSCSI接続を使用して非同期ミラーリングを行うために、ローカルストレージアレイとリモートス

トレージアレイの両方を設定する必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

Mirror Consistency

Groupテーブルには、ストレージアレイに関連付けられたすべてのミラー整合性グループが表示さ

れます。

. 更新するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More [Update remote IP

address].

+

[Update Remote IP Address]ダイアログボックスが表示されます。

. 「* Update *」を選択して、リモートストレージアレイのiSCSI IPアドレスを更新します。

.結果

リモートストレージアレイのIPアドレスがリセットされ、ローカルストレージアレイとの接続が再

確立されます。

[[IDae4412738fa21eb5702231c6829dc7ba]]

= ミラー整合性グループのロールをプライマリまたはセカンダリに変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

管理目的で、またはローカルストレージアレイで災害が発生した場合に、ミラー整合性グループ間

でロールを変更することができます。

.このタスクについて
ローカルストレージアレイに作成されたミラー整合性グループには、プライマリロールが割り当て
られます。リモートストレージアレイに作成されたミラー整合性グループには、セカンダリロール
が割り当てられます。ローカルのミラー整合性グループのロールをセカンダリに降格するか、リモ

ートのミラー整合性グループのロールをプライマリに昇格することができます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

Mirror Consistency

Groupテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられたすべてのミラー整合性グループが

表示されます。

. ロールを変更するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More [Change

role to <プライマリ|セカンダリ>]

+

確認メッセージが表示されます。

. ミラー整合性グループのロールを変更することを確認し、* Change Role

*をクリックします。

+

[NOTE]

====

ロールの変更が要求されても、リモートストレージアレイにアクセスできない場合は、「ストレー

ジアレイに接続できません」というメッセージが表示されます。[はい]をクリックして、強制的に

ロールを変更します

====

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

ミラー整合性グループの表に、ロール変更中のミラー整合性グループの横にステータス「pending

」または「in-

progress」が表示されます。保留中のロール変更操作をキャンセルするには、テーブルセル内の[

キャンセル]リンクをクリックします。

*

関連付けられたミラー整合性グループにアクセスできる場合は、ミラー整合性グループ間でロール

が変更されます。選択した内容に応じて、System

Managerがセカンダリミラー整合性グループのロールをプライマリに昇格するか、またはプライマ
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リミラー整合性グループのロールをセカンダリに降格します。ロール変更は、選択したミラー整合

性グループ内のすべてのミラーペアに反映されます。

[[IDdee2f804279ec1316b3837a5d3ef0b20]]

= ミラー整合性グループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイで不要になったミラー整合性グループを削

除することができます。

.作業を開始する前に

ミラー整合性グループからすべてのミラーペアを削除する必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

+

Mirror Consistency

Groupテーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられたすべてのミラー整合性グループが

表示されます。

. 削除するミラー整合性グループを選択し、メニューから「一般的でないタスク[削除

]」を選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. 「* Yes」を選択してミラー整合性グループを削除します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

最初にローカルストレージアレイから、続いてリモートストレージアレイからミラー整合性グルー

プを削除します。

* ミラー整合性グループテーブルからミラー整合性グループを削除します。
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.完了後
ローカルストレージアレイからミラー整合性グループが削除されたあとに通信エラーが発生した場
合、リモートストレージアレイからはミラー整合性グループが削除されずに残ってしまうことがあ
ります。この場合は、リモートストレージアレイにアクセスして対応するミラー整合性グループを

削除する必要があります。

:leveloffset: -1

= 非同期ミラーペアを管理します

:leveloffset: +1

[[ID2f2b1803840e2020c88bbac653fffe76]]

= 非同期ミラー関係を削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアを削除して、ローカルストレージアレイ上のプライマリボリュームとリモートストレー

ジアレイ上のセカンダリボリュームからミラー関係を削除します。

.このタスクについて

孤立したミラーペアに関する次の情報を確認します。

*

孤立したミラーペアは、一方（ローカルストレージアレイまたはリモートストレージアレイ）でミ
ラー整合性グループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に発生

します。

*

孤立したミラーペアは、アレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラーパラメー

タが調整されたときに検出されます。

* ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. [ミラーペア*（Mirrored Pair *）]タブを選択します。

+

ミラーペアの表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラーペアが表示されます。
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. 削除するミラーペアを選択し、* Remove *をクリックします。

. ミラーペアの削除を確認し、* Remove *をクリックします。

.結果

SANtricity System Managerは次の処理を実行します。

*

ローカルストレージアレイ上とリモートストレージアレイ上のミラー整合性グループからミラー関

係を削除し、リザーブ容量を削除します。

*

ホストがアクセス可能なミラーリングされていないボリュームに、プライマリボリュームとセカン

ダリボリュームを返します。

* 非同期ミラーペアを削除することで、非同期ミラーリングタイルを更新します。

[[ID721ffc9d136266e03ee462ded131a929]]

= リザーブ容量を増やします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージオブジェクトに対するコピーサービス処理に使用される物理的に割り当てられている容

量であるリザーブ容量を増やすことができます。Snapshot処理の場合は、通常はベースボリューム

の40%、非同期ミラーリング処理の場合は、通常はベースボリュームの20%です。一般には、ストレ
ージオブジェクトのリザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、リザーブ

容量を拡張します。

.作業を開始する前に

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。

* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形

式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

.このタスクについて

次のストレージオブジェクトの場合、リザーブ容量は4GiB単位でのみ拡張できます。
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* Snapshotグループ

* Snapshotボリューム

* 整合性グループメンバーボリューム

* ミラーペアボリューム

プライマリボリュームで多数の変更が見込まれる場合や、特定のコピーサービス処理のライフサイ

クルが非常に長くなる場合は、リザーブ容量の割合を高くします。

[NOTE]

====

読み取り専用のSnapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量が必

要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. リザーブ容量を増やすストレージオブジェクトを選択し、*容量の拡張*をクリックします。

+

リザーブ容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

+

選択したストレージオブジェクトが含まれているプールまたはボリュームグループに空き容量が存
在せず、ストレージアレイに未割り当ての容量がある場合は、新しいプールまたはボリュームグル
ープを作成できます。その後、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用し

てこの処理を再試行できます。

. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージオブジェクトのリザーブ容量を拡張します。

* 新たに追加したリザーブ容量を表示します。

[[IDffbf92e199de87244070621b33402309]]

= ミラーペアボリュームのリザーブ容量の設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアボリュームの設定を変更して、ミラーペアボリュームのリザーブ容量が残り少なくなっ

たときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を調整できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. 編集するミラーペアボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定*ダイアログボックスが表示されます。

. ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、ミラーペアのリザーブ容量が残り少なくなったときにSystem

Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

ミラーペアのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やすことができます。

NOTE:

1つのミラーペアのアラート設定を変更すると、同じミラー整合性グループに属するすべてのミラー

ペアのアラート設定が変更されます。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

:leveloffset: -1
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[[ID674af9e636475f8c3de7bb2074c36de2]]

= 非同期ミラーリングを非アクティブ化する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ローカルとリモートのストレージアレイで非同期ミラーリングを非アクティブ化すると、ストレー

ジアレイの専用ポートを通常の用途に戻すことができます。

.作業を開始する前に

*

すべてのミラー関係を削除しておく必要があります。ローカルとリモートのストレージアレイから

すべてのミラー整合性グループとミラーペアが削除されていることを確認してください。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイがFibre Channel

ファブリックまたはiSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。

.このタスクについて
非同期ミラーリングを非アクティブ化すると、ローカルとリモートのストレージアレイでミラーア

クティビティが実行されなくなります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

. メニューから[一般的でないタスク]を選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. 「*はい*」を選択して確定します。

.結果

* 非同期ミラーリング通信専用で使用されていたコントローラの

HBAホストチャネルが、ホストの読み取り要求や書き込み要求を受け入れるようになります。

*

このストレージアレイのいずれのボリュームも、ミラー関係のプライマリボリュームまたはセカン

ダリボリュームとして使用することはできません。

:leveloffset: -1
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= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID1e987a3289dc28a5baa83be98137b6ae]]

= 非同期ミラーリングと同期ミラーリングの違いは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

非同期ミラーリング機能が同期ミラーリング機能と本質的に違う点は、非同期ミラーリングは特定
の時点におけるソースボリュームの状態をキャプチャし、前回のイメージキャプチャ以降に変更さ

れたデータのみをコピーする点です。

同期ミラーリングでは、プライマリボリュームの状態はある時点でキャプチャされるのではなく、
プライマリボリューム上で行われたすべての変更がセカンダリボリュームに反映されます。セカン
ダリボリュームは、プライマリボリュームに書き込みが行われるたびにセカンダリボリュームにも
書き込みが行われるため、どの時点においてもプライマリボリュームと同一です。プライマリボリ
ュームで行われた変更でセカンダリボリュームが更新されるまで、ホストは書き込みが成功したと

いう確認応答を受信しません。

非同期ミラーリングでは、リモートストレージアレイとローカルストレージアレイは完全には同期
されません。そのため、ローカルストレージアレイの損失によってアプリケーションをリモートス
トレージアレイに移行する必要がある場合、一部のトランザクションが失われる可能性があります

。

.ミラーリング機能間の比較

[%collapsible]

====

|===

| 非同期ミラーリング | 同期ミラーリング

 a|

[role="text-center"]

*レプリケーション方法*

 a|

* *ポイントインタイム*

+

ミラーリングはオンデマンドで、またはユーザ定義のスケジュールに従って自動的に行われます。
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スケジュールは分単位で定義できます。同期の最小間隔は10分です。

 a|

* *連続*

+

ミラーリングは継続して自動的に実行され、ホストに書き込みがあるたびにデータがコピーされま

す。

 a|

[role="text-center"]

*リザーブ容量*

 a|

* *複数*

+

ミラーペアごとにリザーブ容量ボリュームが1つ必要です。

 a|

* * シングル *

+

すべてのミラーボリュームに対してリザーブ容量ボリュームが1個必要です。

 a|

[role="text-center"]

*通信*

 a|

* * iSCSIおよびファイバ・チャネル*

+

ストレージアレイ間でiSCSIインターフェイスとFibre

Channelインターフェイスをサポートします。
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 a|

* *ファイバ・チャネル*

+

ストレージアレイ間でFibre Channelインターフェイスのみをサポートします。

 a|

[role="text-center"]

*距離*

 a|

* *無制限*

+

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間のサポートされる距離は事実上無制限

です。通常は、ネットワークとチャネル拡張テクノロジの機能によってのみ距離が制限されます。

 a|

* *制限付き*

+

レイテンシおよびアプリケーションパフォーマンスの要件を満たすために、通常はローカルストレ

ージアレイから約10km（6.2マイル）以内とする必要があります。

|===

====

[[IDf514eded384c379642c5af6fbfd92bba]]

= 選択したミラーリング機能にアクセスできないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

非同期ミラーリング機能または同期ミラーリング機能を使用するには、ミラーリング対応のストレ

ージアレイを検出してミラーリング処理を開始できるよう、SANtricity Unified Manager
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がHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている必要があります。Unified

Managerで、データのミラーリング元となるストレージアレイを選択し、LaunchをクリックしてS

ANtricity System Managerを開く必要があります。

ミラーリング機能を使用するには、次の点を確認してください。

* Web Services Proxyサービスが実行されている。

* SANtricity Unified ManagerがHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている。

* SANtricity Unified Managerにストレージアレイの有効なSSL

証明書が表示されています。Unified Managerのメニューから「Certificate

Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自のセキュリティ証明書をインスト

ールできます。

* SANtricity System ManagerがUnified Managerから起動されている。

* データをミラーリングする2

つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、* Launch

*をクリックして、ブラウザベースのSANtricity システムマネージャを開きます。

[[ID499dae383b2ed018cac18b4480157495]]

= ミラー整合性グループを作成するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ブラウザベースのSANtricity Unified Manager

をインストールし、データをミラーリングする2つのストレージアレイを検出しておく必要がありま

す。次に、Unified Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、

Launchをクリックして、ブラウザベースのSANtricity System Managerを開きます。

さらに、次の点を確認してください。

*

ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートス

トレージアレイに十分な空き容量が必要です。

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre Channelファブリックまたは

iSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。
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[[ID570ba4afd88ae85edbe3b19bf1be7b93]]

= 非同期ミラーリング-ミラーペアを作成するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに少なくとも1つのミラー整合性グループが含まれている必要があります。

さらに、次の点を確認してください。

*

ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートス

トレージアレイに十分な空き容量が必要です。

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre Channelファブリックまたは

iSCSIインターフェイスを介して接続されている必要があります。

* ブラウザベースのSANtricity Unified

Managerをインストールし、データをミラーリングする2つのストレージアレイを検出しておく必要

があります。次に、Unified Manager

でプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザベースの

SANtricity System Managerを開きます。

[[ID0fb3df180b2d33f63652583ea2117aee]]

=

ミラーペアボリュームでリザーブ容量を増やすときは、どのような点に注意する必要がありますか

？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

通常、ミラーペアのリザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、リザーブ

容量を拡張します。リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。
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非同期ミラーリング処理のリザーブ容量は、一般にベースボリュームの20%です。次のいずれかまた

は両方に該当する場合は、リザーブ容量を大きくします。

* ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

* 大量の

I/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合

。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマン

スデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。

ミラーペアのリザーブ容量を増やすには、次のいずれかの操作を実行します。

* ミラーペアボリュームの容量の割合を調整するには、メニューからStorage（Pool and

Volumes Groups）を選択し、Reserved Capacityタブをクリックします。

* プールまたはボリュームグループの空き容量を使用して新しいボリュームを作成します。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未設定の容量を未使用ドライブの形式

でプールまたはボリュームグループに追加できます。

[[IDb0dd16636eec1789e4f333fa3269d6bb]]

= リザーブ容量を要求した量で増やせない場合、どのような理由が考えられますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は4GiB単位でのみ拡張できます。

次のガイドラインを確認してください。

*

必要に応じて拡張できるように、プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形

式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。

* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。
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非同期ミラーリング処理のリザーブ容量は、一般にベースボリュームの20%です。ベースボリューム
で多くの変更が見込まれる場合や、ストレージオブジェクトのコピーサービス処理の使用期間が非

常に長くなることが想定される場合は、これよりも割合を増やしてください。

[[IDa6263853d90459e1b998740ce5337b78]]

= この割合を変更するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は通常、Snapshot処理の場合はベースボリュームの40%、非同期ミラーリング処理の

場合はベースボリュームの20%です。通常はこの容量で十分です。必要な容量は、ベースボリューム

に対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびストレージオブジェクトのコピーサービス処理を使用

する期間によって異なります。

一般に、次のいずれかまたは両方に該当する場合は、リザーブ容量の割合を大きくします。

* 特定のストレージオブジェクトのコピーサービス処理の期間が非常に長い場合。

* 大量の

I/Oアクティビティにより、ベースボリュームのデータブロックの大部分で変更が発生する場合。ベ

ースボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するには、過去のパフォーマンスデータ

やその他のオペレーティングシステムユーティリティを使用します。

[[ID523827ef873b70a14385b236e1bf296d]]

= リザーブ容量の候補が複数表示されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量の候補が複数表示されるのは、プールまたはボリュームグループ内にストレージオブ

ジェクトに対して選択した割合を満たす複数のボリュームが検出された場合です。

ベースボリューム上でコピーサービス処理用にリザーブする物理ドライブスペースの割合を変更す

ると、推奨される候補の一覧が更新されます。System

Managerは、選択に基づいて最適なリザーブ容量候補を表示します。
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[[IDbac5fbad022ec840daaa5b5583288d1d]]

= 表に「該当なし」と表示される場合、どのような理由が考えられますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リモートストレージアレイにあるデータを表示できない場合は、テーブルにNot

availableという値が表示されます。リモートストレージアレイのデータを表示するには、SANtr

icity Unified ManagerからSANtricity System Managerを起動します。

[[IDc54661d4e97ec66c46278a629d1a7a04]]

= プールとボリュームグループが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

非同期ミラーペアのセカンダリボリュームを作成するときに、その非同期ミラーペアに使用できる
すべてのプールとボリュームグループのリストが表示されます。使用できないプールまたはボリュ

ームグループはリストに表示されません。

以下は、プールまたはボリュームグループを使用できない理由です。

* プールまたはボリュームグループのセキュリティ機能が一致しない。

* プールまたはボリュームグループの状態が最適でない。

* プールまたはボリュームグループの容量が小さすぎる。

[[ID8fbd1180a8df49ff3bdbfb97d2a9ce97]]

= 非同期ミラーリング-ボリュームが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ミラーペアのプライマリボリュームを選択するとき、System

Managerではそのミラーペアに対応するすべてのボリュームのリストが表示されます。使用できな

いボリュームはリストに表示されません。

次のいずれかの理由で、ボリュームが対象外になっている可能性があります。

* ボリュームが、Snapshotボリュームなどの標準以外のボリュームである。

* 最適状態でない。

* すでにミラー関係に参加している。

[[IDeffb9742466c38dac16af5e32308351f]]

= 非同期ミラーリング-

リモートストレージアレイのボリュームが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リモートストレージアレイ上のセカンダリボリュームを選択するとき、System

Managerではそのミラーペアに対応するすべてのボリュームのリストが表示されます。使用できな

いボリュームはリストに表示されません。

次のいずれかの理由で、ボリュームが対象外になっている可能性があります。

* ボリュームが、Snapshotボリュームなどの標準以外のボリュームである。

* 最適状態でない。

* すでにミラー関係に参加している。

* シンボリューム属性が、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで一致しない。

* Data Assurance（DA）を使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで

DA設定を同じにする必要があります。

+

** プライマリボリュームでDAを有効にする場合、セカンダリボリュームでも

DAを有効にする必要があります。

** プライマリボリュームでDAを有効にしない場合、セカンダリボリュームでも

DAを無効にする必要があります。
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[[ID23e8dfdd20f1e8fa8de0829f6941ab1b]]

= リモートストレージアレイのIPアドレスを更新するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リモートストレージアレイのIPアドレスを更新するのは、iSCSIポートのIPアドレスが変わったた

めに、ローカルストレージアレイがリモートストレージアレイと通信できない場合です。

.リモートIPアドレスの詳細

[%collapsible]

====

iSCSI接続と非同期ミラーリング関係を確立する際、ローカルおよびリモート両方のストレージア

レイは、リモートストレージアレイのIPアドレスを非同期ミラーリング構成に保存します。iSCSI

ポートのIPアドレスが変わると、そのポートを使用しようとしているリモートストレージアレイで

通信エラーが発生します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイは、iSCSI接続を介してミラーリングするように設定さ
れたミラー整合性グループに関連付けられている各リモートストレージアレイにメッセージを送信

します。このメッセージを受け取ったストレージアレイは、リモートターゲットのIPアドレスを自

動的に更新します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイがアレイ間メッセージをリモートストレージアレイに送

信できない場合は、接続問題 のアラートが送信されます。Update Remote IP

Addressオプションを使用して、ローカルストレージアレイとの接続を再確立します。

====

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= 同期ミラーリング

:leveloffset: +1

= 概念
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:leveloffset: +1

[[ID1c9344ed7be74f12b94f62ed3278c0e0]]

= 同期ミラーリングの仕組み

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

同期ミラーリングは、継続的な可用性を確保するために、データボリュームを別のストレージアレ

イにリアルタイムでレプリケートする機能です。目的は、2つのストレージアレイのいずれかで災害

が発生した場合に重要なデータのコピーを確保しておくことで、データ損失ゼロの目標復旧時点（R

PO）を達成することです。

同期ミラーリングではプライマリボリュームに書き込みが行われるたびにセカンダリボリュームに
も書き込みが行われるため、どの時点においてもコピーは本番環境のデータと同一です。プライマ
リボリュームで行われた変更でセカンダリボリュームが更新されるまで、ホストは書き込みが成功

したという確認応答を受信しません。

[NOTE]

====

同期ミラーリング機能は、シンプレックス構成ではサポートされていません。

====

== 同期ミラー関係

同期ミラー関係は、別々のストレージアレイ上のプライマリボリュームとセカンダリボリュームで
構成されます。プライマリボリュームを含むストレージアレイは、通常はプライマリサイトにあり
、アクティブなホストに対応します。セカンダリボリュームを含むストレージアレイは、通常はセ
カンダリサイトにあり、データのレプリカを格納します。セカンダリボリュームは、プライマリサ
イトで完全な停電、火災、ハードウェア障害が発生した場合など、プライマリボリュームのストレ

ージアレイが使用できなくなった場合に使用されます。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンのOSを実行

できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

== 同期ミラーリングセッション

同期ミラーリングの構成プロセスには、ボリュームをペアとして構成することが含まれます。一方
のストレージアレイのプライマリボリュームともう一方のストレージアレイのセカンダリボリュー
ムで構成されるミラーペアを作成したら、同期ミラーリングを開始できます。同期ミラーリングは
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以下のように実行されます。

image::../media/sam-1130-dwg-sync-mirroring-session.gif[SAM 1130

DWG同期ミラーリングセッション]

. ホストから書き込みが行われます。

.

書き込みはプライマリボリュームにコミットされ、リモートシステムに伝播され、セカンダリボリ

ュームにコミットされます。

. プライマリボリュームのストレージアレイからホスト

system_after_both書き込み処理が完了したときに、I/O完了メッセージが送信されます。

リザーブ容量は、ホストからの書き込み要求に関する情報の記録に使用されます。

プライマリボリュームの現在のコントローラ所有者がホストからの書き込み要求を受け取ると、コ
ントローラはまず書き込みに関する情報をプライマリボリュームのリザーブ容量に記録します。次
に、プライマリボリュームにデータを書き込みます。次に、コントローラがリモート書き込み処理
を開始し、影響を受けたデータブロックをリモートストレージアレイのセカンダリボリュームにコ

ピーします。

ホストアプリケーションは、ローカルストレージアレイおよびリモートストレージアレイ上のネッ

トワークで書き込みが行われるまで待機する必要があるため、 ローカルの

I/Oパフォーマンスを大幅に低下させることなくミラー関係を維持するには、ローカルストレージア

レイとリモートストレージアレイの間に非常に高速な接続が必要です。

== ディザスタリカバリ

同期ミラーリングでは、データが存在するサイトから物理的に離れた場所にデータのコピーが保持
されます。停電や洪水などの災害がプライマリサイトで発生した場合、すぐにセカンダリサイトか

らデータにアクセスできます。

同期ミラーリング処理の進行中は、ホストアプリケーションはセカンダリボリュームを使用できな
いため、ローカルストレージアレイで災害が発生した場合はリモートストレージアレイにフェイル
オーバーできます。フェイルオーバーするには、セカンダリボリュームをプライマリロールに昇格
します。これで、新しく昇格されたボリュームにリカバリホストがアクセスできるようになり、業

務を続行できます。

== 同期の設定

ミラーペアを作成するときは、同期優先度と再同期ポリシーも定義します。通信が中断した場合、

ミラーペアはこれらを使用して再同期処理を完了します。

2つのストレージアレイ間の通信リンクが停止しても、ホストはローカルストレージアレイからの確

373



認応答を引き続き受信し、アクセスが失われるのを防ぎます。通信リンクの動作が再開したら、レ
プリケートされていないデータを自動的に、または手動で、リモートストレージアレイに再同期で

きます。

データが自動的に再同期されるかどうかは、ミラーペアの再同期ポリシーによって異なります。自
動再同期ポリシーを使用すると、リンクの再同期が完了した時点でミラーペアが自動的に再同期さ
れます。手動再同期ポリシーを使用している場合は、通信問題の発生後に同期を手動で再開する必

要があります。手動再同期ポリシーが推奨されるポリシーです。

ミラーペアの同期設定は、プライマリボリュームを含むストレージアレイでのみ編集できます。

== 同期されていないデータ

プライマリボリュームのストレージアレイがセカンダリボリュームにデータを書き込むことができ
なくなった場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームは非同期状態になります。これは

、次の問題が原因で発生する可能性があります。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間のネットワーク問題

* セカンダリボリュームの障害

* ミラーペアの同期が手動で一時停止されている

== 孤立したミラーペア

孤立したミラーペアボリュームは、一方（プライマリまたはセカンダリ）でメンバーボリュームが

削除され、もう一方では削除されていない場合に発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、アレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラ

ーパラメータが調整されたときに検出されます。

ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。
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ストレージアレイに関連する同期ミラーリングの用語を次に示します。
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|===

| 期間 | 説明

 a|

ローカルストレージアレイ

 a|

ローカルストレージアレイは、操作の対象となるストレージアレイです。

Local Role列に* Primary

*と表示された場合は、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられたボリュームがストレージア

レイに含まれていることを示しています。Local Role列に「*

Secondary」と表示されている場合、ストレージアレイにミラー関係のセカンダリロールが割り当

てられたボリュームが含まれていることを示しています。

 a|

ミラーペア

 a|

ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュームで構成されます。

 a|

プライマリボリューム

 a|

ミラーペアのプライマリボリュームは、ミラーリングするソースボリュームです。

 a|

目標復旧時点（RPO）

 a|

目標復旧時点（RPO）は、ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間で許容さ

れる差異の目標値です。RPOがゼロの場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの差が許

容されないことを意味します。RPOがゼロより大きい場合は、セカンダリボリュームのデータがプラ

イマリボリュームよりも古いことを示します。

 a|

リモートストレージアレイ

 a|

通常、リモートストレージアレイはセカンダリサイトとして指定され、セカンダリサイトにはミラ

ーリング構成のデータのレプリカが格納されます。
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 a|

リザーブ容量

 a|

リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量で

す。ホストから直接読み取ることはできません。

 a|

ロール変更

 a|

ロール変更とは、セカンダリボリュームにプライマリロールを、セカンダリボリュームにプライマ

リロールを割り当てる処理です。

 a|

セカンダリボリューム

 a|

ミラーペアのセカンダリボリュームは、通常はセカンダリサイトに配置され、データのレプリカが

格納されます。

 a|

同期

 a|

同期は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の初期同期で実行されます。
また、通信が中断されてプライマリボリュームとセカンダリボリュームが同期されていない状態に
なったときにも実行されます。通信リンクが再確立されると、レプリケートされていないデータが

セカンダリボリュームのストレージアレイに同期されます。

|===
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SANtricity System Managerでは、次の手順でボリュームの同期ミラーリングを実行します。

image::../media/sam1130-flw-sync-create.gif[sam1130 Flw同期が作成されます]
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同期ミラーリング機能は、最初の同期ミラーペアがストレージアレイに作成されたときに自動的に

アクティブ化されます。

同期ミラーリング機能がアクティブ化されると、System Managerは次の処理を実行します。

* コントローラのHICで最も大きい番号のポートをデータ送信のミラーリング用に予約します。

+

このポートで受信したI/O要求は、ミラーペアに含まれるセカンダリボリュームのリモートの優先コ
ントローラ所有者からのみ承認されます。（プライマリボリュームにおける予約が許可されます）

。

* コントローラごとに1つずつ、リザーブ容量用ボリュームを

2つ作成します。これは、コントローラのリセットおよびその他の一時的な中断からリカバリするた

めの書き込み情報のロギングに使用されます。

+

各ボリュームの容量は128MiBです。ただし、ボリュームがプールに配置されている場合は、ボリュ

ームごとに4GiBが予約されます。

同期ミラーリング機能では、特定のストレージアレイでサポートされるボリュームの数に制限があ
ります。同期ミラーリングをアクティブ化する前に、お使いのストレージアレイに設定されている
ボリュームの数がサポートされている制限よりも少ないことを確認してください。同期ミラーリン

グがアクティブな場合は、作成済みの2つのリザーブ容量ボリュームがボリュームの制限に含まれま

す。

あとで同期ミラーリングを非アクティブ化する必要がある場合は、メニューから「Storage

[Synchronous Mirroring]>[Uncommon Tasks]> Deactivate」に移動します。

377



[[ID9c2a7201efd51434bec09f9a250d2f46]]
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同期ミラーリング機能を使用する場合は、次の要件に注意してください。

== SANtricity Unified Manager の略

同期ミラーリング機能では複数のストレージアレイを管理する必要があるため、ブラウザベースのS

ANtricity Unified Managerをインストールし、データをミラーリングする

2つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザ

ベースのSANtricity System Managerを開きます。

== ストレージアレイ

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンの

OSを実行できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

*

ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートス

トレージアレイに十分な空き容量が必要です。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre

Channelファブリックを介して接続されている必要があります。

== サポートされるハードウェア構成と接続

* 同期ミラーリングは、デュアルコントローラのハードウェア構成でのみサポートされます。

* 同期ミラーリングの通信は、Fibre Channel（

FC）ホストポートを搭載したコントローラでのみサポートされます。

*

同期ミラーリングでは、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方にある各コ
ントローラで最も大きい番号のホストポートが使用されます。通常、コントローラのホストバスア
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ダプタ（HBA）ホストポート4は、データ送信のミラーリング用に予約されています。

== ミラーボリュームの候補

* 同期ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームでは、

RAIDレベル、キャッシングパラメータ、およびセグメントサイズが異なる場合があります。

*

同期ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームは、標準ボリュームである必要が

あります。シンボリュームやSnapshotボリュームは使用できません。

* セカンダリボリュームには、プライマリボリュームと同等以上のサイズが必要です。

*

Snapshotを関連付けることができるのはプライマリボリュームのみです。また、ボリュームコピー
処理のソースボリュームまたはターゲットボリュームとして使用できるのもプライマリボリューム

のみです。

* ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。

== リザーブ容量

*

コントローラのリセットおよびその他の一時的な中断からリカバリするための書き込み情報をログ

に記録するには、プライマリボリュームとセカンダリボリュームにリザーブ容量が必要です。

*

同期ミラーリングがアクティブ化されると、リザーブ容量ボリュームが自動的に作成されます。ミ
ラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームにはリザーブ容量が必要であるため、同
期ミラー関係にある両方のストレージアレイに十分な空き容量が確保されていることを確認してく

ださい。

== ドライブセキュリティ機能

*

セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのセキ
ュリティ設定に互換性がある必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確

認する必要があります。

*

セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで同じ
タイプのドライブを使用する必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確

認する必要があります。

+

** プライマリボリュームでFull Disk Encryption（
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FDE）ドライブを使用する場合、セカンダリボリュームでもFDEドライブを使用する必要があります

。

** プライマリボリュームで連邦情報処理標準（FIPS）140-

2準拠ドライブを使用する場合、セカンダリボリュームでもFIPS 140-

2準拠ドライブを使用する必要があります。

* Data Assurance（DA）を使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで

DA設定を同じにする必要があります。
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同期ミラーペアのステータスは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータが同期さ
れているかどうかを示します。ミラーステータスは、ミラーペアに含まれるボリュームのコンポー

ネントステータスとは無関係です。

同期ミラーペアは、次のいずれかのステータスになります。

* *最適*

+

ミラーペア内のボリュームが同期されていることを示します。つまり、ストレージアレイ間のファ

ブリック接続が機能しており、各ボリュームが想定される動作状態になっています。

* *同期中*

+

ミラーペア間のデータ同期の進捗状況が表示されます。このステータスは、初期同期中にも表示さ

れます。

+

通信リンクの中断後、リンクの中断中にプライマリボリュームで変更されたデータのブロックだけ

がセカンダリボリュームにコピーされます。

* *非同期*

+

プライマリボリュームのストレージアレイがリモートアレイに受信データを書き込めないことを示
します。ローカルホストは引き続きプライマリボリュームへの書き込みを行うことができますが、
リモートでの書き込みは行われません。次に示すような別の条件によって、プライマリボリューム

のストレージアレイがセカンダリボリュームに受信データを書き込めなくなる場合があります。
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+

** セカンダリボリュームにアクセスできない。

** リモートストレージアレイにアクセスできません。

** ストレージアレイ間のファブリック接続にアクセスできません。

** 新しいWorld Wide Identifier（WWID）を使用してセカンダリボリュームを更新できない。

* *一時停止*

+

同期ミラーリング処理がユーザによって中断されたことを示します。ミラーペアが中断されると、
セカンダリボリュームへの接続は試行されなくなります。プライマリボリュームへの書き込みは、

ミラーのリザーブ容量ボリュームに永続的に記録されます。

* *失敗*

+

プライマリボリューム、セカンダリボリューム、またはミラーのリザーブ容量の障害が原因で、同

期ミラーリング処理を正常に実行できないことを示します。
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ミラーペア内の優先コントローラ所有者を変更できます。

ミラーペアのプライマリボリュームがコントローラAに所有されている場合、セカンダリボリューム

もリモートストレージアレイのコントローラAに所有されます。プライマリボリュームの所有者を変
更すると、両方のボリュームが同じコントローラで所有されるようにセカンダリボリュームの所有
者も自動的に変更されます。プライマリ側で現在の所有権が変更されると、セカンダリ側の対応す

る所有権も自動的に変更されます。

たとえば、コントローラAに所有されているプライマリボリュームの所有コントローラをコントロー

ラBに変更したとしますこの場合、次回のリモート書き込みで、セカンダリボリュームの所有コント

ローラがコントローラAからコントローラBに切り替わりますセカンダリ側のコントローラ所有権の
切り替えはプライマリ側で制御されるため、ストレージ管理者による特別な対応は必要ありません

。
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== コントローラがリセットされます

コントローラをリセットすると、プライマリ側でボリューム所有権が優先コントローラ所有者から

ストレージアレイ内の別のコントローラに変更されます。

セカンダリボリュームへのリモート書き込みが行われる前に、コントローラのリセットまたはスト
レージアレイの電源の再投入によってリモート書き込みが中断されることがあります。この場合、

コントローラはミラーペアの完全な同期を実行する必要はありません。

コントローラのリセット中にリモートでの書き込みが中断されると、プライマリ側の新しいコント
ローラ所有者は、優先コントローラ所有者のリザーブ容量ボリューム内のログファイルに格納され
た情報を読み取ります。その後、新しいコントローラ所有者は、影響を受けたデータブロックをプ
ライマリボリュームからセカンダリボリュームにコピーします。そのため、ミラーボリュームの完

全な同期が不要になります。
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ミラーペア内のボリューム間でロールを変更できます。ロール変更では、プライマリボリュームを
セカンダリロールに降格するか、またはセカンダリボリュームをプライマリロールに昇格できます

。

ロール変更処理に関する次の情報を確認してください。

*

プライマリボリュームがセカンダリロールに降格されると、そのミラーペア内のセカンダリボリュ

ームがプライマリロールに昇格されます。その逆も同様です。

*

プライマリボリュームがセカンダリロールに降格されると、そのボリュームに割り当てられたホス

トはボリュームへの書き込みアクセスができなくなります。

*

セカンダリボリュームがプライマリロールに昇格されると、そのボリュームにアクセスするホスト

はボリュームに書き込めるようになります。

*

ローカルストレージアレイがリモートストレージアレイと通信できない場合は、ローカルストレー

ジアレイで強制的にロールを変更できます。
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== 強制的なロール変更

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題によってセカンダリボリュ
ームの昇格またはプライマリボリュームの降格を実行できない場合は、ミラーペア内のボリューム

間で強制的にロールを変更できます。

セカンダリ側のボリュームを強制的にプライマリロールに移行できます。これで、新しく昇格され

たボリュームにリカバリホストがアクセスできるようになり、業務を続行できます。

[NOTE]

====

リモートストレージアレイがリカバリして通信の問題が解決すると、「同期ミラーリング-
プライマリボリュームが競合しています」状態が発生します。リカバリ手順にはボリュームの再同

期が含まれます。Recovery Guruを使用してこのエラーを解決してください。

====

== 強制昇格が許可される場合と許可されない場合

次の状況では、ミラーペア内のボリュームの強制昇格が許可されません。

* ミラーペア内のいずれかのボリュームが初期同期中である。

* ミラーペアが失敗、Role-Change-Pending、Role-Change-In-

Progressのいずれかの状態であるか、関連付けられているいずれかのリザーブ容量ボリュームに障

害が発生している。

== ロール変更を実行中です

ミラーリング構成内の2つのストレージアレイの接続が切断されて、ミラーペアのプライマリボリュ
ームが強制的にセカンダリロールに降格され、ミラーペアのセカンダリボリュームが強制的にプラ

イマリロールに昇格されると、

その後、通信が回復すると、両方のストレージアレイのボリュームがRole-Change-In-

Progress状態になります。

システムでは、変更ログを転送し、再同期を実行し、ミラーペアを通常の動作状態に戻して、同期

を続行することで、ロール変更プロセスを完了します。

:leveloffset: -1

= 方法
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[[ID34ecca8ec9fed3b7666658b0f46a5938]]

= 同期ミラーボリュームを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを同期的にミラーリングしてデータをストレージアレイ間でリアルタイムにレプリケー
トすると、システムとサイトの両方の障害から情報が保護されます。そのためには、ローカルスト
レージアレイとリモートストレージアレイの間の同期ミラーリング関係で使用するプライマリボリ

ュームとセカンダリボリュームを選択します。

.作業を開始する前に

*

同期ミラーリング機能では複数のストレージアレイを管理する必要があるため、ブラウザベースのS

ANtricity Unified Managerをインストールし、データをミラーリングする

2つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザ

ベースのSANtricity System Managerを開きます。

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* プライマリボリュームとセカンダリボリュームのストレージアレイで異なるバージョンの

OSを実行できます。サポートされる最小バージョンは7.84です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre

Channelファブリックを介して接続されている必要があります。

*

同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方を作成しておく必

要があります。

.このタスクについて

ボリュームを同期的にミラーリングするプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

* <<手順1：プライマリボリュームを選択します>>

* <<手順2：セカンダリボリュームを選択する>>

* <<手順3：同期設定を選択します>>

ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。
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== 手順1：プライマリボリュームを選択します

[role="lead"]

同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームを選択する必要があります。このボリュームには

、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられます。

.作業を開始する前に

* 同期ミラー関係で使用するプライマリボリュームを作成しておく必要があります。

* プライマリボリュームは標準ボリュームである必要があります。シンボリュームや

Snapshotボリュームは使用できません。

.手順

. 次のいずれかを実行して、同期ミラーリングの手順を開始します。

+

** メニューを選択します。Storage [Synchronous Mirroring > Mirror volume]。

** メニューを選択します。Storage [Volumes]、[Copy Services]、[Mirror a volume

s[s方 を同期的にミラーリング]。同期ミラーペアの作成*ダイアログが表示されます。

. ミラーのプライマリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択します。

+

[NOTE]

====

ボリュームをボリュームタイルで選択し、ミラーリングの対象になっている場合は、デフォルトで

ボリュームが選択されます。

====

. [次へ]を選択し、に進みます <<手順2：セカンダリボリュームを選択する>>。

== 手順2：セカンダリボリュームを選択する

[role="lead"]

ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを選択する必要があります。このボリュームには、ミ

ラー関係のセカンダリロールが割り当てられます。

.作業を開始する前に

* 同期ミラー関係で使用するセカンダリボリュームを作成しておく必要があります。

* セカンダリボリュームは標準ボリュームである必要があります。シンボリュームや

Snapshotボリュームは使用できません。

* セカンダリボリュームには、プライマリボリュームと同等以上のサイズが必要です。
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.このタスクについて
リモートストレージアレイのセカンダリボリュームを選択すると、そのミラーペアに対応するすべ

てのボリュームのリストが表示されます。使用できないボリュームはリストに表示されません。

このダイアログでは、ボリュームが容量でソートされ、プライマリボリュームの容量に最も近いボ

リュームから順番に表示されます。容量が同じ場合はアルファベット順に表示されます。

.手順

.

ローカルストレージアレイとの間でミラー関係を確立するリモートストレージアレイを選択します

。

+

[NOTE]

====

リモートストレージアレイがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を求められま

す。

====

+

**

ストレージアレイは、対応するストレージアレイ名別に表示されます。ストレージアレイに名前を

付けていない場合は、「unnamed」と表示されます。

** 使用するストレージアレイがリストに表示されない場合は、SANtricity Storage

ManagerのEnterprise Management Window（

EMW）を使用して追加します。メニューを選択します。Edit [Add Storage

Array]を選択します。

. ミラーのセカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択します。

+

[NOTE]

====

選択したセカンダリボリュームの容量がプライマリボリュームよりも大きい場合、使用可能な容量

はプライマリボリュームのサイズまでに制限されます。

====

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順3：同期設定を選択します>>。

== 手順3：同期設定を選択します

[role="lead"]

通信が中断した場合に、プライマリボリュームの所有コントローラがセカンダリボリュームとの間
でデータを再同期する優先度を設定する必要があります。また、再同期ポリシーとして、手動また

は自動のどちらかを選択する必要があります。
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.手順

. スライダバーを使用して同期優先度を設定します。

+

同期優先度は、I/O要求の処理と比較して、初期同期および通信中断後の再同期処理を完了するため

にどの程度のシステムリソースが使用されるかを決定するものです。

+

このダイアログ環境
で設定した優先度。プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方に適用されます。プライ

マリボリュームの速度は、あとからメニューを選択して変更できます。Storage [Synchronous

Mirroring > More > Edit Settings]を選択します。

+

.同期速度について

[%collapsible]

====

同期優先度は5段階で設定できます。

** 最低

** 低

** 中

** 高

** 最高-同期優先度が最低に設定されている場合は

I/Oアクティビティが優先され、再同期処理にかかる時間が長くなります。同期優先度が最高に設定

されている場合は再同期処理が優先されますが、ストレージアレイのI/Oアクティビティに影響する

可能性があります。

====

. リモートストレージアレイのミラーペアの再同期を手動で行うか自動で行うかを選択します。

+

** *手動*（推奨オプション）-
ミラーペアとの通信が回復したあとに同期を手動で再開する場合に選択します。このオプションを

選択すると、最適なタイミングでデータをリカバリできます。

** *自動*--
ミラーペアとの通信が回復した後、再同期を自動的に開始する場合に選択します。同期を手動で再

開するには、メニューに移動します。Storage [Synchronous

Mirroring]（同期ミラーリング）、テーブルでミラーペアを強調表示し、[More（詳細）]で[Re

sume（再開）]を選択します。

. 完了*をクリックして、同期ミラーリングを完了します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。
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* 同期ミラーリング機能をアクティブ化します。

* ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。

* 同期優先度と再同期ポリシーを設定します。

.完了後

同期ミラーリング処理の進捗状況を表示するには、メニューHome（実行中の処理の表示）を選択し
ます。この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があり

ます。

= 同期ミラーペアを管理します

:leveloffset: +1

[[IDcc45d60bf0fb979141522b87e07bcbaf]]

= 同期ミラーリングの通信をテストします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信をテストして、同期ミラーリング

に参加しているミラーペアの通信に関する潜在的な問題を診断できます。

.このタスクについて

次の2つのテストが実行されます。

* *通信*--

2つのストレージアレイに通信パスがあることを確認します通信テストでは、ローカルストレージア
レイがリモートストレージアレイと通信できるかどうか、およびミラーペアに関連付けられている

セカンダリボリュームがリモートストレージアレイ上にあるかどうかを検証します。

* * Latency *--

ミラーペアに関連付けられたリモートストレージアレイ上のセカンダリボリュームにSCSIテストユ

ニットコマンドを送信して、最小、平均、最大のレイテンシをテストします。

.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]

. テストするミラーペアを選択し、「*通信のテスト」を選択します。

. 結果ウィンドウに表示された情報を確認し、必要に応じて、表示された修正措置を実行します。
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+

[NOTE]

====

通信テストに失敗した場合は、このダイアログを閉じたあとで、ミラーペア間の通信が復旧するま

でテストが続行されます。

====

[[ID23b00a80495a8999acbd233679dd4d92]]

= ミラーペアの同期を中断して再開します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

中断オプションと再開オプションを使用して、ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボ

リュームのデータを同期するタイミングを制御できます。

.このタスクについて

ミラーペアを手動で中断した場合、そのペアは手動で再開するまで同期されません。

.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]

. 中断または再開するミラーペアを選択し、メニューから[More（その他）][Suspend or

More（中断またはその他）]>[Resume（再開）]のいずれかを選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. 「*はい*」を選択して確定します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ミラー関係を削除せずに、ミラーペア間のデータ転送を中断または再開します。

* 中断されたミラーペアの場合：

+

** ミラーペアテーブルでsuspendedと表示されます。

** 同期の中断中にミラーペアのプライマリボリュームに書き込まれたデータをログに記録します。
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*

再開されたミラーペアでは、同期が再開されたときにミラーペアのセカンダリボリュームにデータ

を自動的に書き込みます。完全同期は必要ありません。

[[IDae60d0c9f464d2ef54c1b98d34927b9d]]

= ミラーペア内のボリューム間でロールを変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

同期ミラーリング対象のミラーペアに含まれる2つのボリューム間でロールを交換することができま
す。ミラーペアに含まれるボリューム間でのロールの変更は、管理目的、またはローカルストレー

ジアレイで災害が発生した場合に行います。

.このタスクについて
プライマリボリュームをセカンダリロールに降格するか、またはセカンダリボリュームをプライマ
リロールに昇格することができます。プライマリボリュームにアクセスしているホストには、その

ボリュームへの読み取り/書き込みアクセスが許可されます。プライマリボリュームがセカンダリボ
リュームになった場合、プライマリコントローラによって開始されたリモート書き込みだけがその

ボリュームに書き込まれます。

.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]

. ロールを変更するボリュームが含まれているミラーペアを選択し、メニューから「More Change

role」を選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. ボリュームのロールを変更することを確認し、*ロールの変更*を選択します。

+

[NOTE]

====

ローカルストレージアレイがリモートストレージアレイと通信できない場合、ロールの変更が要求

されたときに「ストレージアレイに接続できません」という*ダイアログボックスが表示されますが

、リモートストレージアレイに接続できません。[はい]をクリックして、強制的にロールを変更し

ます

====
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.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

ミラーペア内の関連付けられているボリュームにアクセスできる場合は、ボリューム間でロールを

変更します。選択した内容に応じて、System

Managerはミラーペアのセカンダリボリュームのロールをプライマリに昇格するか、またはプライ

マリボリュームのロールをセカンダリに降格します。

[[IDc8724760aca9e6b1d17f48636c396834]]

= ミラーペアの同期の設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアが通信の中断後に再同期処理を完了するために使用する、同期優先度と再同期ポリシー

を変更できます。

.このタスクについて

ミラーペアの同期設定は、プライマリボリュームを含むストレージアレイでのみ編集できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]

. 編集するミラーペアを選択し、メニューから[More（詳細）][Edit settings（設定の編集）

]を選択します。

+

設定の表示/編集ダイアログボックスが表示されます。

. スライダバーを使用して同期優先度を編集します。

+

同期優先度は、I/O要求の処理と比較して、通信中断後の再同期処理を完了するためにどの程度のシ

ステムリソースが使用されるかを決定するものです。

+

.同期速度について

[%collapsible]

====

同期優先度は5段階で設定できます。

** 最低
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** 低

** 中

** 高

** 最高-同期優先度が最低に設定されている場合は

I/Oアクティビティが優先され、再同期処理にかかる時間が長くなります。同期優先度が最高に設定

されている場合は再同期処理が優先されますが、ストレージアレイのI/Oアクティビティに影響する

可能性があります。

====

. 再同期ポリシーを適宜編集します。

+

リモートストレージアレイ上のミラーペアを手動または自動で再同期できます。

+

** *手動*（推奨オプション）-
ミラーペアとの通信が回復したあとに同期を手動で再開する場合に選択します。このオプションを

選択すると、最適なタイミングでデータをリカバリできます。

** *自動*--ミラーペアとの通信が回復した後、再同期を自動的に開始する場合に選択します。

. [ 保存（ Save ） ] を選択します。

[[ID3413226ec96308e048946d29378fd00b]]

= 同期ミラー関係を削除する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアを削除して、ローカルストレージアレイ上のプライマリボリュームとリモートストレー

ジアレイ上のセカンダリボリュームからミラー関係を削除します。

.このタスクについて
孤立したミラーペアの状態を修正するためにミラーペアを削除することもできます。孤立したミラ

ーペアに関する次の情報を確認します。

*

孤立したミラーペアは、一方（ローカルまたはリモート）でメンバーボリュームが削除され、もう

一方では削除されていない場合に発生します。

* 孤立したミラーペアは、アレイ間の通信がリストアされたときに検出されます。
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.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]

. 削除するミラーペアを選択し、メニューから「一般的でないタスク[削除]」を選択します。

+

[ミラー関係の削除]ダイアログボックスが表示されます。

. ミラーペアの削除を確認し、* Remove *をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

*

ローカルストレージアレイ上とリモートストレージアレイ上のミラーペアからミラー関係を削除し

ます。

*

ホストがアクセス可能なミラーリングされていないボリュームに、プライマリボリュームとセカン

ダリボリュームを返します。

* 同期ミラーリングタイルを更新し、同期ミラーペアを削除します。

:leveloffset: -1

[[ID5d52dd2efca19bbbeb7fcfd6dd7f28cb]]

= 同期ミラーリングを非アクティブ化する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイで同期ミラーリング機能を非アクティブ化すると、ミラーデータの転送用に予約

されていたホストバスアダプタ（HBA）のホストポート4を通常の用途に戻すことができます。

.作業を開始する前に
すべての同期ミラー関係を削除しておく必要があります。ストレージアレイからすべてのミラーペ

アが削除されたことを確認してください。

.手順

. 選択メニュー：Storage [Synchronous Mirroring]
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. メニューから[一般的でないタスク]を選択します。

+

確認メッセージが表示されます。

. 「*はい*」を選択して確定します。

.結果

* 同期ミラーリング通信専用で使用されていたコントローラのHBAホストポート

4が、ホストの読み取り要求や書き込み要求を受け入れるようになります。

* ストレージアレイのリザーブ容量ボリュームが削除されます。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[IDf54aba70b472c3752c462d030b3b96e8]]

= 同期ミラーリング-ボリュームが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアのプライマリボリュームを選択するとき、System

Managerではそのミラーペアに対応するすべてのボリュームのリストが表示されます。使用できな

いボリュームはリストに表示されません。

次のいずれかの理由で、ボリュームが対象外になっている可能性があります。

* ボリュームが、Snapshotボリュームやシンボリュームなどの標準以外のボリュームである。

* 最適状態でない。

* すでにミラー関係に参加している。

[[ID3f50686285796bfaf9f7cd0b1cccf0d3]]

= 同期ミラーリング-リモートストレージアレイのボリュームが一部表示されないのはなぜですか？
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:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リモートストレージアレイ上のセカンダリボリュームを選択するとき、System

Managerではそのミラーペアに対応するすべてのボリュームのリストが表示されます。使用できな

いボリュームはリストに表示されません。

次のいずれかの理由で、ボリュームが対象外になっている可能性があります。

* ボリュームが、Snapshotボリュームやシンボリュームなどの標準以外のボリュームである。

* 最適状態でない。

* すでにミラー関係に参加している。

* Data Assurance（DA）を使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで

DA設定を同じにする必要があります。

+

** プライマリボリュームでDAを有効にする場合、セカンダリボリュームでも

DAを有効にする必要があります。

** プライマリボリュームでDAを有効にしない場合、セカンダリボリュームでも

DAを無効にする必要があります。

[[ID8048bf164e59c2ce6ffbe7f320c46a8d]]

= 同期ミラーリング-ミラーペアを作成するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアを作成する前に、環境が次のガイドラインを満たしていることを確認してください。

*

ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートス

トレージアレイに十分な空き容量が必要です。

* 2つのストレージアレイが必要です。

* 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

* ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

* ローカルとリモートのストレージアレイがFibre
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Channelファブリックを介して接続されている必要があります。

* データをミラーリングする2

つのストレージアレイを検出しておく必要があります。次に、Unified

Managerでプライマリボリュームのストレージアレイを選択し、Launchをクリックして、ブラウザ

ベースのSANtricity System Managerを開きます。

[[IDbc173c1a62b21cc8b816ae56e0552234]]

= 同期優先度は同期速度にどのような影響を与えますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

同期優先度は、同期アクティビティに割り当てられる処理時間をシステムパフォーマンスと比較し

て決定します。

プライマリボリュームのコントローラ所有者は、この処理をバックグラウンドで実行します。同時

にコントローラ所有者は、プライマリボリュームへのローカルのI/O書き込みと、対応するセカンダ

リボリュームへのリモートの書き込みを処理します。再同期には、I/Oアクティビティに使用される
はずのコントローラの処理リソースが使用されるため、再同期がホストアプリケーションのパフォ

ーマンスに影響する可能性があります。

同期優先度に応じた所要時間や、同期優先度がシステムパフォーマンスに与える影響を特定する際

には、次のガイドラインに注意してください。

.同期優先度について

[%collapsible]

====

優先度は次のとおりです。

* 最低

* 低

* 中

* 高

* 最高

最低ではシステムパフォーマンスが優先されますが、再同期化に時間がかかります。最高では再同

期化が優先されますが、システムパフォーマンスが低下する可能性があります。

====

これらのガイドラインは、各優先度の大まかな違いを示しています。
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|===

| 完全同期の優先度 | 最高の同期速度と比較した経過時間

 a|

最低

 a|

最高の優先度であれば、約8倍の時間を要します。

 a|

低

 a|

最高の優先度であれば、約6回。

 a|

中

 a|

最高の優先度であれば、約3倍から半分。

 a|

高

 a|

優先度が最高の場合は、約2倍です。

|===

同期の所要時間には、ボリュームサイズとホストのI/O速度が影響します。

[[IDecc230a49ce7e4da7a9e4c6c941fd830]]

= 手動同期ポリシーの使用が推奨されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-mirroring/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

手動再同期が推奨されるのは、データがリカバリされる可能性が最も高い方法で再同期プロセスを

管理できるためです。

397



自動再同期ポリシーを使用していて、再同期中に通信が中断する問題が発生した場合は、セカンダ
リボリューム上のデータが一時的に破損する可能性があります。再同期が完了すると、データは修

正されます。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= ハードウェア

:leveloffset: +1

= シェルフ

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[ID98ac28b12df7734adfd81a416e6ae3af]]

= ハードウェアページの概要

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ハードウェアページには、ストレージアレイの物理コンポーネントの図が表示されます。ここから
、コンポーネントのステータスを確認し、それらのコンポーネントに関連するいくつかの機能を実

行できます。

== シェルフ
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シェルフは、ストレージアレイ用のハードウェア（コントローラ、電源/ファンキャニスター、ドラ

イブ）が搭載されたコンポーネントです。シェルフには次の2種類があります。

* *コントローラシェルフ*-ドライブ、電源

/ファンキャニスター、コントローラが搭載されています。コントローラは、シンプレックス構成（

コントローラ1台）またはデュプレックス構成（コントローラ2台）にすることができます。

* *ドライブシェルフ*（または*拡張シェルフ*）--ドライブ、電源

/ファンキャニスター、および入出力モジュール（IOM）2台が搭載されています。IOMは環境サービ

スモジュール（ESM）とも呼ばれ、ドライブシェルフをコントローラシェルフに接続するSASポート

が搭載されています。

シェルフのサイズは3つあり、それぞれ最大で12本、24本、60本のドライブを収容できます。各シ

ェルフには、コントローラファームウェアによってID番号が割り当てられます。IDはシェルフビュ

ーの左上に表示されます。

ハードウェアページのシェルフビューには、前面または背面のコンポーネントが表示されます。2つ

のビューを切り替えるには、シェルフビューの右上から* Show back of shelf *または* Show

front of shelf *のいずれかを選択します。また、ページの下部から* Show all front

*または* Show all back

*を選択することもできます。前面ビューと背面ビューには次の情報が表示されます。

* *前面コンポーネント*--ドライブおよび空のドライブベイ。

* *背面コンポーネント*--コントローラと電源/ファンキャニスター(コントローラシェルフ用

)、またはIOMと電源/ファンキャニスター(ドライブシェルフ用)。

シェルフに関連して次の機能を実行できます。

*

キャビネットまたはラック内でシェルフの場所を確認しやすいように、シェルフのロケーターライ

トをオンにします。

* シェルフビューの左上に表示されるID番号を変更します。

* 設置されているドライブのタイプやシリアル番号など、シェルフの設定を表示します。

* シェルフビューを上下に移動して、ストレージアレイ内の物理的なレイアウトと一致させます。

== コントローラ

コントローラは、ハードウェアとファームウェアを組み合わせたものであり、ストレージアレイと
管理機能を実装します。キャッシュメモリ、ドライブのサポート、およびホストインターフェイス

のサポート（SAS、FC、iSCSI）が含まれています。

コントローラに関連して次の機能を実行できます。
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* 管理ポートのIPアドレスと速度を設定します。

* iSCSIホスト接続を設定します（iSCSIホストがある場合）。

* ネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバおよびドメインネームシステム（

DNS）サーバを設定する。

* コントローラのステータスと設定を表示します。

* ローカルエリアネットワーク外のユーザがコントローラ上で

SSHセッションを開始し、設定を変更できるようにします。

* コントローラをオフライン、オンライン、またはサービスモードにします。

== ドライブ

ストレージアレイには、ハードディスクドライブ（HDD）またはソリッドステートドライブ（SSD）

を搭載できます。シェルフのサイズに応じて、最大12本、24本、または60本のドライブをシェルフ

に設置できます。

ドライブに関連して次の機能を実行できます。

*

シェルフ内でドライブの場所を確認できるように、ドライブのロケーターライトをオンにします。

* ドライブのステータスと設定を表示します。

*

ドライブを再割り当て（障害が発生したドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換）し、必

要に応じてドライブを手動で再構築します。

*

交換できるように、ドライブを手動で使用停止します。（ドライブを使用停止にすると、交換前に

ドライブの内容をコピーできます）。

* ホットスペアを割り当てまたは割り当て解除します。

* セキュリティ有効ドライブを消去します。

[[ID15220be8947d46131ca0d4feb4211b00]]

= ハードウェアの用語

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに関連するハードウェアの用語を次に示します。

|===
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| コンポーネント | 説明

 a|

ストレージアレイ

 a|

ストレージアレイには、シェルフ、コントローラ、ドライブ、ソフトウェア、およびファームウェ

アが含まれます。

 a|

シェルフ

 a|

シェルフは、キャビネットまたはラックに設置されるエンクロージャです。ストレージアレイのハ
ードウェアコンポーネントを収容します。シェルフには、コントローラシェルフとドライブシェル

フの 2
種類があります。コントローラシェルフは、コントローラとドライブを収容します。ドライブシェ

ルフは、入出力モジュール（ IOM ）とドライブを収容します。

 a|

コントローラ

 a|

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、

System Manager の機能を実装します。

 a|

ドライブ

 a|

ドライブは、データの物理ストレージメディアとして使用される電磁的な機械デバイスです。

 a|

ベイ

 a|

ベイは、ドライブやその他のコンポーネントを取り付けるシェルフのスロットです。

 a|

ドライブシェルフ

 a|
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ドライブシェルフは、拡張シェルフとも呼ばれ、一連のドライブと2つの入出力モジュール（IOM）

が搭載されます。IOMには、ドライブシェルフをコントローラシェルフまたはその他のドライブシェ

ルフに接続するSASポートが搭載されています。

 a|

コントローラシェルフ

 a|

コントローラシェルフには、一連のドライブと1つ以上のコントローラキャニスターが搭載されてい

ます。コントローラキャニスターには、コントローラ、ホストインターフェイスカード（HIC）、バ

ッテリが搭載されます。

 a|

電源/ファンキャニスター

 a|

電源 /
ファンキャニスターは、シェルフに搭載されるアセンブリです。電源装置と一体型ファンで構成さ

れます。

 a|

IOM（ESM）

 a|

IOMは、ドライブシェルフをコントローラシェルフに接続するためのSASポートを含む入出力モジュ

ールです。

[NOTE]

====

以前のコントローラモデルでは、IOMは環境サービスモジュール（ESM）と呼ばれていました。

====

 a|

SFP

 a|

SFPは、Small Form-factor Pluggable（SFP）トランシーバです。

|===

:leveloffset: -1

402



= 方法

:leveloffset: +1

[[ID7e89efad872032c5b8bea306233e2d8a]]

= ハードウェアコンポーネントを表示します

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

[ハードウェア]ページには、コンポーネントの検索を容易にするソートおよびフィルタリング機能

があります。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 次の表に示す機能を使用して、ハードウェアコンポーネントを表示します。

+

|===

| 機能 | 説明

 a|

シェルフ前面/背面ビュー

 a|

シェルフの前面ビューと背面ビューを切り替えるには、*シェルフの背面を表示*または*右端からシ

ェルフの前面を表示*のいずれかを選択します（表示されるリンクは現在のビューによって異なりま
す）。前面ビューには、ドライブと空のドライブベイが表示されます。背面ビューには、コントロ

ーラ、IOM（ESM）モジュール、電源/ファンキャニスター、または空のコントローラベイが表示さ

れます。ページの下部で、[すべて前面を表示]または[すべて背面を表示]を選択することもできま

す。

 a|

ドライブ表示のフィルタ

 a|

ストレージアレイに物理属性と論理属性が異なるドライブが含まれている場合、*ハードウェア*ペ
ージにはドライブ表示フィルタが含まれています。これらのフィルタフィールドを使用すると、ペ

ージに表示するドライブのタイプを制限することで特定のドライブをすばやく特定できます。Show

drives that

are……で、左側のフィルタフィールド（デフォルトでは、任意のドライブタイプ）をクリックする
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と、物理属性（容量や速度など）のドロップダウンリストが表示されます。右側のフィルタフィー
ルド（デフォルトではストレージアレイ内のどこかに表示されます）をクリックすると、論理属性
（ボリュームグループの割り当てなど）のドロップダウンリストが表示されます。これらのフィル

タは、一緒に使用することも、個別に使用することもでき

[NOTE]

====

ストレージアレイに同じ物理属性を共有するドライブがすべて含まれている場合、左側のいずれか
のドライブタイプのフィールドは表示されません。すべてのドライブが同じ論理的な場所にある場

合は'右側のストレージ・アレイ・フィールドのAnywhereは表示されません

====

 a|

凡例

 a|

各コンポーネントは、ロールの状態を示すために特定の色で表示されます。これらの状態の説明を

展開または折りたたむには、*凡例*をクリックします。

 a|

ステータスアイコンの詳細を表示します

 a|

ステータスインジケータには、可用性の状態の説明を含めることができます。[ステータスアイコン

の詳細を表示する*]をクリックして、このステータステキストを表示または非表示にします。

 a|

シェルフ/シェルフアイコン

 a|

各シェルフビューには、関連コマンドのリスト、およびプロパティとステータスが表示されます。[

*Shelf-

*]をクリックすると、コマンドのドロップダウンリストが表示されます。上部のアイコンを選択し

て、各コンポーネントのステータスとプロパティを確認することもできます。コントローラ、IOM（

ESM）、電源装置、ファン、温度、 バッテリ、SFP。

 a|

シェルフの順序

 a|

シェルフの配置は* Hardware

*ページで変更できます。各シェルフビューの右上にある上下の矢印を使用して、シェルフの上下の

順序を変更できます。
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|===

[[ID1061a5a8fb4c3b38c8f1a359ccc9048a]]

= 構成部品のステータスを表示または非表示にします

:allow-uri-read:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブ、コントローラ、ファン、電源装置のステータスに関する説明を表示できます。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 背面または前面のコンポーネントを確認するには、次の手順を実行します。

+

** コントローラと電源

/ファンキャニスターのコンポーネントが表示されますが、ドライブが表示される場合は、*シェル

フの背面を表示*をクリックします。

** ドライブは表示されますが、コントローラと電源

/ファンキャニスターのコンポーネントが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリッ

クします。

. ポップオーバーのステータスの説明を表示または非表示にするには、次の手順を実行

+

** ステータスアイコンの上にある概要

を表示するには、シェルフビューの右上にあるステータスアイコンの詳細を表示（Show status

icon details）をクリックします（チェックボックスを選択します）。

** ポップオーバーの説明を非表示にするには、*ステータスアイコンの詳細を表示

*をもう一度クリックします（チェックボックスをオフにします）。

. ステータスの詳細をすべて表示するには、シェルフビューでコンポーネントを選択し、* View

settings *を選択します。

. 色の付いたコンポーネントの説明を表示するには、*凡例*を選択します。

[[ID6aa78212a5d87e4ddd285e49af1c1f80]]

= 正面図と背面図を切り替えます
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:allow-uri-read:

:icons: font
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[role="lead"]

ハードウェアページでは、シェルフの前面ビューと背面ビューのどちらかを確認できます。

.このタスクについて

背面ビューには、コントローラ/ IOMおよび電源

/ファンキャニスターが表示されます。前面ビューにはドライブが表示されます。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. *オプション：*ページの下部にある* Show all front *または* Show all back

*を選択できます。

[[ID2d470244094445e5684a9b27fd37b316]]

= シェルフの表示順序を変更します

:allow-uri-read:
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[role="lead"]

ハードウェアのページに表示されるシェルフの順序は、キャビネット内のシェルフの物理的な順序

に合わせて変更できます。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. シェルフビューの右上から、上下の矢印を選択して、* Hardware

*ページに表示されるシェルフの順序を変更します。
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[[ID9efdb47a4f0a95fb18096f180ca6652a]]

= シェルフのロケーターライトを点灯します
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[role="lead"]

ハードウェアのページに表示されるシェルフの物理的な場所を確認するには、シェルフのロケータ

ーライトを点灯します。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. コントローラシェルフまたはドライブシェルフのドロップダウンリストを選択し、

*ロケーターライトを点灯*を選択します。

+

シェルフのロケーターライトが点灯します。

. シェルフを物理的に配置したら、ダイアログボックスに戻り、*電源をオフにする

*を選択します。

[[ID046293593f418050d108c3db79d9b9f4]]

= シェルフIDを変更します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

シェルフIDは、ストレージアレイ内のシェルフを一意に識別する番号です。シェルフに00または01

から始まる連番が振られており、シェルフ画面の左上に表示されます。

.このタスクについて

シェルフIDはコントローラファームウェアによって自動的に割り当てられますが、別の番号に変更

することもできます。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. コントローラシェルフまたはドライブシェルフのドロップダウンリストを選択し、* Change ID

*を選択します。
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. [シェルフIDの変更

*]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストを選択して利用可能な番号を表示します。

+

このダイアログボックスには、アクティブなシェルフに現在割り当てられているIDは表示されませ

ん。

. 使用可能な番号を選択し、*保存*をクリックします。

+

選択した番号によっては、* Hardware

*ページでシェルフの順序が変更される場合があります。必要に応じて、各シェルフの右上にある上

下の矢印を使用して順序を調整できます。

[[IDae7d4ebb3eece45477f9cf35f49cfa29]]

= シェルフコンポーネントのステータスと設定を表示します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ハードウェアページには、電源装置、ファン、バッテリなど、シェルフコンポーネントのステータ

スと設定が表示されます。

.このタスクについて

使用可能なコンポーネントはシェルフのタイプによって異なります。

* *ドライブシェルフ*--ドライブ、電源/ファンキャニスター、入出力モジュール（

IOM）、およびその他のサポートコンポーネントが1台のシェルフに収容されます。

* *コントローラシェルフ*--一連のドライブ、1つまたは2つのコントローラキャニスター、電源

/ファンキャニスター、およびその他のサポートコンポーネントが1つのシェルフに格納されていま

す。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. コントローラシェルフまたはドライブシェルフのドロップダウンリストを選択し、* View

Settings *を選択します。

+

[* Shelf Components Settings]ダイアログ・ボックスが開き

'シェルフ・コンポーネントに関連するステータスと設定を示すタブが表示されます選択したシェル

フのタイプによっては、次の表に示す一部のタブが表示されない場合があります。
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+

|===

| タブをクリックする | 説明

 a|

シェルフ

 a|

Shelfタブには、次のプロパティが表示されます。

** * Shelf ID

*：ストレージ・アレイ内のシェルフを一意に識別しますこの番号はコントローラファームウェアに

よって割り当てられますが、変更するにはメニューから「Shelf [Change ID]」を選択します。

** * Shelf path redundancy *-

シェルフとコントローラ間の接続の代替方法があるかどうか（「はい」または「いいえ」）を示し

ます。

** *現在のドライブタイプ*--ドライブに組み込まれているテクノロジのタイプを表示します

(たとえば'セキュリティ対応のSASドライブ)ドライブタイプが複数ある場合は、両方のテクノロジ

が表示されます。

** * Serial Number *-シェルフのシリアル番号が表示されます。

 a|

IOM（ESM）

 a|

IOM（ESM）*タブには、環境サービスモジュール（ESM）とも呼ばれる入出力モジュール（IOM）の
ステータスが表示されます。ドライブシェルフ内のコンポーネントのステータスを監視し、ドライ

ブトレイとコントローラ間の接続ポイントとして機能します。

ステータスは最適、失敗、最適（誤配線）、未認定のいずれかです。その他の情報には、ファーム

ウェアのバージョンと構成設定のバージョンが含まれます。

「詳細設定を表示」を選択して、最大および現在のデータレートとカード通信の状態を表示します

（「はい」または「いいえ」）。

[NOTE]

====

このステータスは、IOMアイコンを選択して確認することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-iom-icon.gif[""]をクリックします。

====

 a|
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電源装置

 a|

電源装置*タブには、電源装置キャニスターと電源装置自体のステータスが表示されます。ステータ

スは最適、失敗、取り外し、不明のいずれかです。電源装置のパーツ番号も表示されます。

[NOTE]

====

電源装置アイコンを選択して、このステータスを確認することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-power-icon.gif[""]をクリックします。

====

 a|

ファン

 a|

ファン*タブには、ファンキャニスターとファン自体のステータスが表示されます。ステータスは最

適、失敗、取り外し、不明のいずれかです。

[NOTE]

====

ファンアイコンを選択して、このステータスを確認することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-fan-icon.gif[""]をクリックします。

====

 a|

温度

 a|

温度*タブには、センサー、コントローラ、電源/ファンキャニスターなどのシェルフコンポーネン
トの温度ステータスが表示されます。ステータスは最適、公称温度を超過、最大温度を超過、不明

のいずれかです。

[NOTE]

====

温度アイコンを選択して、このステータスを表示することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-temp-icon.gif[""]をクリックします。

====

 a|

電池

 a|

バッテリ*タブには、コントローラのバッテリのステータスが表示されます。ステータスは最適、失
敗、取り外し、不明のいずれかです。その他の情報には、バッテリの寿命、交換までの日数、学習
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サイクル、および学習サイクル間の週の数が含まれます。

[NOTE]

====

このステータスは、バッテリアイコンを選択して確認することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-battery-icon.gif[""]をクリックします。

====

 a|

SFP

 a|

[SFP *]タブには、コントローラのSmall Form-factor Pluggable（

SFP）トランシーバのステータスが表示されます。ステータスは最適、失敗、不明のいずれかです。

Show more settings（詳細設定を表示）を選択して、部品番号、シリアル番号、および

SFPのベンダーを表示します。

[NOTE]

====

このステータスは、SFPアイコンを選択して確認することもできます

image:../media/sam1130-ss-hardware-sfp-icon.gif[""]をクリックします。

====

|===

. [* 閉じる * ] をクリックします。

[[ID1262c20bdbd06bd16ea83dedc6321c27]]

= バッテリ学習サイクルを更新します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

学習サイクルは、スマートバッテリゲージを調整する自動サイクルです。このサイクルは、コント

ローラごとに8週間の間隔で、同じ日時に自動的に開始するようにスケジュールされます。別のスケ

ジュールを設定する場合は、学習サイクルを調整できます。

.このタスクについて

学習サイクルの更新は両方のコントローラのバッテリに影響します。

411



.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. コントローラシェルフのドロップダウンリストを選択し、* View settings *を選択します。

. 「バッテリ*」タブを選択します。

. 「バッテリ学習サイクルの更新」を選択します。

+

バッテリ学習サイクルの更新*ダイアログボックスが開きます。

. ドロップダウンリストから、新しい日時を選択します。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[IDf5a4f4b9d96b478727cd5b10df7c802b]]

= シェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

シェルフ損失の保護とドロワー損失の保護は、シェルフまたはドロワーで単一障害が発生した場合

にデータアクセスを維持するためのプールとボリュームグループの属性です。

== シェルフ損失の保護

シェルフは、ドライブまたはドライブとコントローラを格納するエンクロージャです。シェルフ損

失の保護が有効な場合、1台のドライブシェルフとの通信が完全に失われた場合でもプールまたはボ
リュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。通信が完全に失われる

ケースには、ドライブシェルフの電源喪失や、両方のI/Oモジュール（IOM）の障害などがあります

。

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ損失の
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保護は保証されません。この状況で、ドライブシェルフへのアクセス、さらにその結果プールまた

はボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失うと、データが失われます。

====

シェルフ損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

|===

| レベル | シェルフ損失の保護の条件 | 必要なシェルフの最小数

 a|

プール

 a|

プールには少なくとも5つのシェルフのドライブが含まれている必要があり、各シェルフで同じ数の
ドライブが必要です。シェルフ損失の保護は大容量シェルフには適用されません。大容量シェルフ

があるシステムの場合は、ドロワー損失の保護を参照してください。

 a|

5.

 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じシェルフのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のシェルフに配置されている。

 a|

3.

 a|

RAID 1

 a|

RAID 1ペアのドライブがそれぞれ別のシェルフに配置されている。

 a|

2.
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 a|

RAID 0

 a|

シェルフ損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

== ドロワー損失の保護

ドロワーはシェルフのコンパートメントの1つで、引き出してドライブを設置します。ドロワーを備

えているのは大容量シェルフのみです。ドロワー損失の保護が有効な場合、1つのドロワーとの通信
が完全に失われた場合でもプールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセ
スが保証されます。通信が完全に失われるケースには、ドロワーの電源喪失や、ドロワー内のコン

ポーネント障害などがあります。

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、ドロワー損失の
保護は保証されません。この状況でドロワーにアクセスできなくなると（その結果プールまたはボ

リュームグループ内の別のドライブにアクセスできなくなると）、データが失われます。

====

ドロワー損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

|===

| レベル | ドロワー損失の保護の基準 | 必要なドロワーの最小数

 a|

プール

 a|

プール候補にはすべてのドロワーのドライブを含める必要があり、各ドロワーに同じ数のドライブ

が必要です。プールには少なくとも5つのドロワーのドライブが含まれている必要があり、各ドロワ

ーに同じ数のドライブが必要です。

60ドライブのシェルフでは、プールに含まれる15、20、25、30、35でドロワー損失の保護を実現

できます。 40、45、50、55、または60ドライブ。初回作成後に、

5の倍数でプールに追加できます。

 a|

5.
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 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じドロワーのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のドロワーに配置されている。

 a|

3.

 a|

RAID 1

 a|

ミラーペアのドライブがそれぞれ別のドロワーに配置されている。

 a|

2.

 a|

RAID 0

 a|

ドロワー損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

[[ID7f2143079ac33b49f7dff209329011ff]]

= バッテリ学習サイクルとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]
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学習サイクルは、スマートバッテリゲージを調整する自動サイクルです。

学習サイクルは次のフェーズで構成されます。

* 制御バッテリの放電

* 休息期間

* 充電

バッテリは事前に設定したしきい値まで放電されます。このフェーズでは、バッテリゲージが調整

されます。

学習サイクルを実行するには、次のパラメータが必要です。

* フル充電されたバッテリ

* 過熱していないバッテリ

デュプレックスコントローラシステムでは、学習サイクルが同時に実行されます。複数のバッテリ
または一連のバッテリセルからのバックアップ電源を備えたコントローラの場合は、学習サイクル

がシーケンシャルに実行されます。

学習サイクルは、一定の間隔で、同じ曜日の同じ時刻に自動的に開始されるようにスケジュール設

定されます。サイクルの間隔は週単位で記述されます

[NOTE]

====

学習サイクルの完了には数時間かかることがあります。

====

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= コントローラ

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1
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[[ID10f0300ea7be601d3399851a2e9bc3d7]]

= コントローラの用語

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに関連するコントローラの用語を次に示します。

|===

| コンポーネント | 説明

 a|

コントローラ

 a|

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、

System Manager の機能を実装します。

 a|

コントローラシェルフ

 a|

コントローラシェルフには、一連のドライブと1つ以上のコントローラキャニスターが搭載されてい

ます。コントローラキャニスターには、コントローラ、ホストインターフェイスカード（HIC）、バ

ッテリが搭載されます。

 a|

DHCP

 a|

動的ホスト構成プロトコル（DHCP）は、インターネットプロトコル（IP）ネットワークでIPアドレ

スなどのネットワーク設定パラメータを動的に配布するために使用されるプロトコルです。

 a|

DNS

 a|

Domain Name System（

DNS；ドメインネームシステム）は、インターネットまたはプライベートネットワークに接続された

デバイスの命名システムです。DNSサーバはドメイン名のディレクトリを保持し、IPアドレスに変
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換します。

 a|

デュプレックス/シンプレックス構成

 a|

デュプレックスは、ストレージアレイ内に 2
台のコントローラモジュールを配置した構成です。デュプレックスシステムでは、コントローラ、
論理ボリュームパス、およびディスクパスが完全に冗長化されます。一方のコントローラで障害が

発生した場合、そのI/Oがもう一方のコントローラに引き継がれて可用性が維持されます。デュプレ
ックスシステムでは、ファンと電源装置も冗長構成になっています。シンプレックスは、ストレー

ジアレイ内に1つのコントローラモジュールを配置した構成です。シンプレックスシステムでは、コ

ントローラやディスクパスは冗長化されませんが、ファンと電源装置は冗長構成になります。

 a|

全二重/半二重接続

 a|

全二重と半二重は、接続モードを指します。全二重モードでは、2つのデバイスが双方向で同時に通
信できます。半二重モードでは、デバイスは一度に一方向で通信できます（一方のデバイスがメッ

セージを送信し、他方のデバイスがメッセージを受信します）。

 a|

HIC

 a|

ホストインターフェイスカード（ HIC

）は、コントローラキャニスターにオプションで取り付けることができます。E2800

コントローラには、コントローラカード自体に搭載されたホストポートとオプションの HIC
に搭載されたホストポートがあります。コントローラに搭載されたホストポートのことをベースボ

ードホストポートと呼び、HIC に搭載されたホストポートのことを HIC ポートと呼びます。

 a|

ICMP PING応答

 a|

Internet Control Message Protocol（

ICMP）は、ネットワークに接続されたコンピュータのオペレーティングシステムでメッセージの送

信に使用されるプロトコルです。ICMPメッセージを送信することで、ホストに到達できるかどうか

や、そのホストとのパケットの送受信にどれくらいの時間がかかるかが確認されます。
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 a|

MAC アドレス

 a|

メディアアクセス制御（MAC）アドレスはイーサネットで使用される識別子で、同じ物理トランスポ

ートネットワークインターフェイス上の2つのポートを接続する別々の論理チャネルを区別します。

 a|

管理クライアント

 a|

管理クライアントは、System

Managerにアクセスするためのブラウザがインストールされたコンピュータです。

 a|

MTU

 a|

Maximum Transmission Unit（

MTU；最大転送単位）は、ネットワークで送信可能なパケットまたはフレームの最大サイズです。

 a|

NTP

 a|

Network Time Protocol（

NTP；ネットワークタイムプロトコル）は、データネットワーク内のコンピュータシステム間でクロ

ック同期を行うためのネットワークプロトコルです。

 a|

VLAN

 a|

仮想ローカルエリアネットワーク（VLAN）は、同じデバイス（スイッチやルータなど）でサポート

される他のネットワークと物理的に分離されているかのように動作する論理ネットワークです。

|===

[[IDf99f168231b024462854194137d439b6]]

= コントローラの状態

:allow-uri-read:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラには、オンライン、オフライン、およびサービスモードの3種類の状態があります。

== オンライン状態です

オンライン状態は、コントローラの通常動作時の状態です。これは、コントローラが正常に動作し

ており、I/O処理に使用できることを意味します。

コントローラをオンラインにすると、ステータスが最適になります。

== オフライン状態です

オフライン状態は、通常、コントローラが2台あるストレージアレイでコントローラの交換を準備す

るときに使用します。コントローラがオフライン状態になるのは、明示的なコマンドを問題
に設定した場合、またはコントローラで障害が発生した場合です。コントローラのオフライン状態
は、別の明示的なコマンドを実行するか、障害が発生したコントローラを交換するまで解消されま

せん。コントローラをオフラインにできるのは、ストレージアレイにコントローラが2台ある場合の

みです。

コントローラがオフライン状態のときは次の状況になります。

* そのコントローラをI/Oに使用できません

* そのコントローラを使用してストレージアレイを管理することはできません。

* そのコントローラが現在所有しているボリュームはもう一方のコントローラに移動されます。

== サービスモード

サービスモードは、通常はテクニカルサポートのみが使用するモードです。コントローラを診断で

きるように、ストレージアレイのすべてのボリュームを1台のコントローラに移動します。コントロ
ーラのサービスモードへの切り替えは手動で行う必要があり、サービスの処理が完了したら手動で

オンラインに戻す必要があります。

コントローラがサービスモードのときは次の状況になります。

* そのコントローラをI/Oに使用できません

*

テクニカルサポートは、シリアルポートまたはネットワーク接続を介してコントローラにアクセス
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し、潜在的な問題を分析できます。

* そのコントローラが現在所有しているボリュームはもう一方のコントローラに移動されます。

*

キャッシュミラーリングは無効になり、すべてのボリュームがライトスルーキャッシュモードにな

ります。

[[ID96e0e92094ca63e68842f901b96f04c4]]

= IPアドレスの割り当てに関する考慮事項

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

デフォルトでは、コントローラは両方のネットワークポートでDHCPを有効にした状態で出荷されま

す。静的IPアドレスを割り当てるか、デフォルトの静的IPアドレスを使用するか、またはDHCPによ

って割り当てられたIPアドレスを使用できます。IPv6のステートレス自動設定を使用することもで

きます。

[NOTE]

====

IPv6は新しいコントローラではデフォルトで無効になっています。ただし、別の方法で管理ポート

のIPアドレスを設定し、SANtricity System

Managerを使用して管理ポートで有効にすることができます。

====

ネットワークポートが「リンク停止」状態（LANから切断された状態）の場合、システムは設定を静

的と報告してIPアドレスとして0.0.0.0を表示するか（以前のリリース）、DHCPが有効と報告して

IPアドレスを表示しないか（新しいリリース）のどちらかです。ネットワークポートが「リンク稼

働」状態（LANに接続されている状態）になると、DHCP経由でIPアドレスの取得が試行されます。

コントローラの特定のネットワークポートでDHCPアドレスを取得できない場合はデフォルトのIPア

ドレスに戻りますが、これには最大3分かかることがあります。デフォルトのIPアドレスは次のとお

りです。

[listing]

----

Controller 1 (port 1): IP Address: 192.168.128.101

----

[listing]

----

Controller 1 (port 2): IP Address: 192.168.129.101

----
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[listing]

----

Controller 2 (port 1): IP Address: 192.168.128.102

----

[listing]

----

Controller 2 (port 2): IP Address: 192.168.129.102

----

IPアドレスを割り当てる場合は、次の点に

* コントローラのポート2

はカスタマーサポート用に予約します。デフォルトのネットワーク設定（DHCPが有効な状態）を変

更しないでください。

* E2800およびE5700のコントローラに静的IPアドレスを設定するには、SANtricity System

Managerを使用します。E2700およびE5600のコントローラに静的IPアドレスを設定するには、SA

Ntricity Storage Managerを使用します。静的IPアドレスの設定後は、リンク停止

/稼働イベントが発生しても設定が維持されます。

* DHCPを使用してコントローラのIPアドレスを割り当てるには、

DHCP要求を処理できるネットワークにコントローラを接続します。永続的なDHCPリースを使用して

ください。

+

[NOTE]

====

デフォルトアドレスは、リンク停止イベントが発生すると失われます。コントローラのネットワー

クポートがDHCPを使用するように設定されている場合、ケーブルの差し込み、リブート、電源の再

投入など、リンク稼働イベントのたびにDHCPアドレスの取得が試行されます。DHCPの試行に失敗し

た場合は、そのポートのデフォルトの静的IPアドレスが使用されます。

====

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

[[ID611012f0b012be013cb97628962796a8]]

= 管理ポートを設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラには、システム管理に使用するイーサネットポートが搭載されています。必要に応じ

て、送信パラメータとIPアドレスを変更できます。

.このタスクについて

この手順 では、ポート1を選択し、速度とポートのアドレス指定方法を決定します。ポート

1は、管理クライアントがコントローラとSystem

Managerにアクセスできるネットワークに接続します。

[NOTE]

====

どちらのコントローラでもポート2は使用しないでください。ポート2はテクニカルサポート用に予

約されています。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. 管理ポートを設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. ［*管理ポートの設定*］を選択します。

+

[管理ポートの設定*]ダイアログボックスが開きます。

. ポート1が表示されていることを確認し、*次へ*をクリックします。

. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| フィールド | 説明

 a|

速度と二重モード

 a|

System

Managerでストレージアレイとネットワークの間の転送パラメータを決定する場合、またはネット
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ワークの速度とモードを確認したい場合は、自動ネゴシエーション設定を維持します。ネットワー
クのパラメータをドロップダウンリストから選択することもできます。リストには、速度と二重モ

ードの有効な組み合わせのみが表示されます。

 a|

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする

 a|

一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネットワークと IPv6

ネットワークのサポートを有効にします。

|===

====

+

IPv4を有効にするを選択すると、次へをクリックした後にIPv4設定を選択するためのダイアログボ

ックスが開きます。IPv6を有効にするを選択すると、次へをクリックした後にIPv6設定を選択する

ためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、最初にIPv4設定のダ

イアログボックスが開き、次へをクリックすると、IPv6設定のダイアログボックスが開きます。

. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

DHCP サーバから自動的に設定を取得します

 a|

設定を自動的に取得するには、このオプションを選択します。

 a|

静的な設定を手動で指定します

 a|

このオプションを選択した場合は、コントローラのIPアドレスを入力します。（必要に応じて、住

所をカットアンドペーストしてフィールドに貼り付けることもできます）。

IPv4の場合は、ネットワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定します。IPv6

の場合は、ルーティング可能な IP アドレスとルータの IP アドレスも指定します。

NOTE: IP
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アドレスの設定を変更すると、ストレージアレイへの管理パスが失われます。SANtricity

Unified

Managerを使用してネットワーク内のアレイをグローバルに管理する場合は、ユーザインターフェ

イスを開き、メニューから「Manage [Discover]」に移動します。SANtricity Storage

Managerを使用している場合は、Enterprise Management Window（

EMW）からデバイスを削除し、メニューのEdit [Add Storage Array]を選択して

EMWに再び追加し、新しいIPアドレスを入力する必要があります。

|===

====

. [ 完了 ] をクリックします。

.結果

管理ポートの設定は、コントローラの設定の管理ポートタブに表示されます。

[[ID85baad5bed8e9f810097fbc9e1871cbf]]

= iSCSIポートを設定

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラにiSCSIホスト接続が搭載されている場合は、ハードウェアページまたはシステムペ

ージからiSCSIポートを設定できます。

.作業を開始する前に

* コントローラにiSCSIポートが搭載されている必要があります。そうでない場合、

iSCSI設定は使用できません。

* ネットワーク速度（ポートとホストの間のデータ転送率）を把握しておく必要があります。

.このタスクについて

このタスクでは、ハードウェアページから iSCSI

ポート設定にアクセスする方法について説明します。システムページ*メニューから設定にアクセス

することもできます：設定[システム]*。

[NOTE]

====

iSCSIの設定および機能は、ストレージアレイでiSCSIがサポートされている場合にのみ表示され

ます。
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====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. iSCSI ポートを設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を選択します。

+

[NOTE]

====

Configure iSCSI ports（iSCSIポートの設定）オプションは、System

ManagerがコントローラでiSCSIポートを検出した場合にのみ表示されます。

====

+

Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

+

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある[詳細ポート設定を表示]リ

ンクをクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,2a"]

|===

| ポートの設定 | 説明

 a|

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする

 a|

一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネットワークと IPv6

ネットワークのサポートを有効にします。

NOTE: ポートへのアクセスを無効にする場合は、両方のチェックボックスを選択解除します。
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 a|

TCPリスニングポート（Show more port settingsをクリックすると使用可能）

 a|

必要に応じて、新しいポート番号を入力します。

リスニングポートは、コントローラがホスト iSCSI イニシエータからの iSCSI

ログインをリスンするために使用する TCP ポート番号です。デフォルトのリスニングポートは

3260 です。3260 、または 49152~65535 の値を入力する必要があります。

 a|

MTUサイズ（Show more port settingsをクリックして使用可能）

 a|

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （ MTU

；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバイト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （ MTU ；最大転送単位）サイズは 1500 バイト

/ フレームです。1500~9000 の値を入力する必要があります。

 a|

ICMP PING 応答を有効にします

 a|

Internet Control Message Protocol （ ICMP
）を有効にする場合は、このオプションを選択します。ネットワーク接続されたコンピュータのオ

ペレーティングシステムは、このプロトコルを使用してメッセージを送信します。ICMP
メッセージを送信することで、ホストに到達できるかどうかや、そのホストとのパケットの送受信

にどれくらいの時間がかかるかが確認されます。

|===

====

+

IPv4を有効にするを選択した場合は、次へをクリックするとIPv4設定を選択するダイアログボック

スが開きます。IPv6を有効にするを選択した場合は、次へをクリックすると、IPv6設定を選択する

ためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、最初にIPv4設定のダ

イアログボックスが開き、次へをクリックすると、IPv6設定のダイアログボックスが開きます。

. IPv4 と IPv6
、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダイアロ

グボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====
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|===

| ポートの設定 | 説明

 a|

自動的に設定を取得します

 a|

設定を自動的に取得するには、このオプションを選択します。

 a|

静的な設定を手動で指定します

 a|

このオプションを選択した場合は、フィールドに静的アドレスを入力します。（必要に応じて、住

所をカットアンドペーストしてフィールドに貼り付けることもできます）。

IPv4の場合は、ネットワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定します。IPv6

の場合は、ルーティング可能な IP アドレスとルータの IP アドレスも指定します。

 a|

VLANサポートを有効にします（[詳細設定を表示]をクリックして使用できます）。

 a|

VLAN を有効にしてその ID を入力する場合は、このオプションを選択します。VLAN

は、同じスイッチ、同じルータ、またはその両方でサポートされる他の物理 LAN

（ローカルエリアネットワーク）および仮想 LAN

から物理的に分離されたように動作する論理ネットワークです。

 a|

イーサネットの優先順位を有効にする（[詳細設定を表示]をクリックして使用可能）。

 a|

ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメータを有効にする場合は、このオプションを選択

します。スライダを使用して優先度を1（最も低い）から7（最も高い）の間で選択します。

共有 LAN
環境（イーサネットなど）では、多数のステーションがネットワークアクセスで競合する可能性が

あります。アクセスは先に行われたものから順に処理されます。2
つのステーションが同時にネットワークにアクセスしようとすると、両方のステーションがオフに

なり、再試行するまで待機します。スイッチイーサネットでは、 1
つのステーションだけがスイッチポートに接続されるため、このプロセスは最小限に抑えられます

。

|===

====
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. [ 完了 ] をクリックします。

[[ID6269116fbe1dc14451725395a26a9b7c]]

= iSER over InfiniBandポートを設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラにiSER over

InfiniBandポートが搭載されている場合は、ホストとのネットワーク接続を設定できます。構成

設定は、[ハードウェア]ページまたは[システム]ページから使用できます。

.作業を開始する前に

* コントローラにiSER over

InfiniBandポートが搭載されている必要があります。そうでないと、System ManagerでiSER

over InfiniBand設定を使用できません。

* ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

.このタスクについて

iSER over InfiniBand構成には、* Hardware

*ページまたはメニューからアクセスできます：Settings [System]

。このタスクでは、[*Hardware*]ページからポートを設定する方法について説明します。

[NOTE]

====

iSER over InfiniBandの設定と機能は、ストレージアレイのコントローラにiSER over

InfiniBandポートが搭載されている場合にのみ表示されます。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. iSER over InfiniBandポートを設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。
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. iSER over InfiniBandポートの設定*を選択します。

+

iSER over InfiniBandポートの設定*ダイアログボックスが開きます。

. ドロップダウンリストで設定するHICポートを選択し、ホストのIPアドレスを入力します。

. [*Configure*] をクリックします。

. 設定を完了したら、* Yes *をクリックしてiSER over

InfiniBandポートをリセットします。

[[IDcc93e19395e3f04c0c4f32e5875c7b15]]

= NVMe over InfiniBandポートを設定する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラにNVMe over

InfiniBand接続が搭載されている場合は、ハードウェアページまたはシステムページでNVMeポー

トを設定できます。

.作業を開始する前に

* コントローラにNVMe over

InfiniBandホストポートが搭載されている必要があります。そうでないと、System Manager

でNVMe over InfiniBand設定を使用できません。

* ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

.このタスクについて

NVMe over InfiniBand

構成には、ハードウェアページまたはメニューからアクセスできます：Settings

[System]。このタスクでは、[*Hardware*]ページからポートを設定する方法について説明しま

す。

[NOTE]

====

NVMe over InfiniBandの設定と機能は、ストレージアレイのコントローラにNVMe over

InfiniBandポートが搭載されている場合にのみ表示されます。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. NVMe over InfiniBandポートを設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. Configure NVMe over InfiniBand ports] を選択します。

+

Configure NVMe over InfiniBand Ports * （ NVMe over InfiniBand ポートの設定 *

）ダイアログボックスが開きます。

. ドロップダウンリストで設定するHICポートを選択し、ホストのIPアドレスを入力します。

. [*Configure*] をクリックします。

. 設定を完了したら、「* Yes」をクリックしてNVMe over

InfiniBandポートをリセットします。

[[ID0b09fe10a28f69c484c07a59b6b95b48]]

= NVMe over RoCEポートを設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラにNVMe over RoCE（RDMA over Converged

Ethernet）用の接続が含まれている場合は、ハードウェアページまたはシステムページからNVMe

ポートを設定できます。

.作業を開始する前に

* コントローラにNVMe over

RoCEホストポートが搭載されている必要があります。そうでないと、System ManagerでNVMe

over RoCE設定を使用できません。

* ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

.このタスクについて

NVMe over RoCE

設定には、ハードウェアページまたはメニューからアクセスできます。Settings

[System]。このタスクでは、[*Hardware*]ページからポートを設定する方法について説明しま

す。
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[NOTE]

====

NVMe over RoCE の設定と機能は、ストレージアレイのコントローラに NVMe over RoCE

ポートが搭載されている場合にのみ表示されます。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. NVMe over RoCE ポートを設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. NVMe over RoCE ポートの設定 * を選択します。

+

Configure NVMe over RoCE Ports（NVMe over

RoCEポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

. ドロップダウンリストで、設定するHICポートを選択します。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

+

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある[詳細ポート設定を表示]リ

ンクをクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| ポートの設定 | 説明

 a|

イーサネットポート速度の設定

 a|

ポートのSFPの速度と同じ速度を選択します。

 a|

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする

 a|

一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネットワークと IPv6
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ネットワークのサポートを有効にします。

NOTE: ポートへのアクセスを無効にする場合は、両方のチェックボックスを選択解除します。

 a|

MTUサイズ（Show more port settingsをクリックして使用可能）

 a|

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （ MTU

；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバイト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （ MTU ；最大転送単位）サイズは 1500 バイト

/ フレームです。1500~9000 の値を入力する必要があります。

|===

====

+

IPv4を有効にするを選択した場合は、次へをクリックするとIPv4設定を選択するダイアログボック

スが開きます。IPv6を有効にするを選択した場合は、次へをクリックすると、IPv6設定を選択する

ためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、最初にIPv4設定のダ

イアログボックスが開き、次へをクリックすると、IPv6設定のダイアログボックスが開きます。

. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| ポートの設定 | 説明

 a|

自動的に設定を取得します

 a|

設定を自動的に取得するには、このオプションを選択します。

 a|

静的な設定を手動で指定します

 a|

このオプションを選択した場合は、フィールドに静的アドレスを入力します。（必要に応じて、住

所をカットアンドペーストしてフィールドに貼り付けることもできます）。

IPv4の場合は、ネットワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定します。IPv6

の場合は、ルーティング可能な IP アドレスとルータの IP アドレスも指定します。
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|===

====

. [ 完了 ] をクリックします。

[[IDf89801e978d70fa089bf42bbe1638c39]]

= NTPサーバアドレスを設定する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバへの接続を設定すると、コントローラがNTPサーバを

定期的に照会して内部のクロックを更新できるようになります。

.作業を開始する前に

* ネットワークにNTPサーバをインストールし、設定する必要があります。

* プライマリNTPサーバとオプションのバックアップ

NTPサーバのアドレスを確認しておく必要があります。これらのアドレスには、完全修飾ドメイン名

、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスを使用できます。

[NOTE]

====

NTPサーバのドメイン名を1つ以上入力した場合は、NTPサーバアドレスを解決するようにDNSサー

バも設定する必要があります。DNSサーバの設定が必要となるのは、NTPを設定してドメイン名を指

定したコントローラだけです。

====

.このタスクについて

NTPを設定すると、ストレージアレイがSimple Network Time Protocol（

SNTP）を使用してコントローラのクロックを外部ホストと自動的に同期できるようになります。コ

ントローラは設定されたNTPサーバを定期的に照会し、その結果を使用して内部のクロックを更新し

ます。一方のコントローラだけでNTPが有効になっている場合、代替コントローラのクロックはNTP

が有効なコントローラと定期的に同期されます。どちらのコントローラでもNTPが有効になっていな

い場合は、定期的にコントローラ間で相互にクロックが同期されます。

[NOTE]

====

両方のコントローラでNTPを設定する必要はありませんが、設定しておくことで、ハードウェア障害

や通信障害が発生した場合にストレージアレイの同期度が向上します。
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====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. 設定するコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. Configure NTP server（NTPサーバーの設定）*を選択します。

+

[Configure Network Time Protocol (NTP) Server*]ダイアログボックスが開きます。

. [* I want to enable NTP on Controller *（* A * or * B *）]を選択します。

+

ダイアログボックスにその他の選択項目が表示されます。

. 次のいずれかのオプションを選択します。

+

** NTPサーバアドレスをDHCPサーバから自動的に取得--検出された

NTPサーバアドレスが表示されます

+

[NOTE]

====

静的なNTPアドレスを使用するようにストレージアレイが設定されている場合、NTPサーバは表示さ

れません。

====

** NTPサーバアドレスを手動で指定--プライマリNTPサーバのアドレスとバックアップ

NTPサーバのアドレスを入力しますバックアップサーバはオプションです。（これらのアドレスフィ

ールドは、ラジオボタンを選択すると表示されます）。

サーバアドレスは、完全修飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定で

きます。

. 必要に応じて、バックアップNTPサーバのサーバ情報と認証クレデンシャルを入力します。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

.結果

NTPサーバの設定は、コントローラの設定の* DNS/NTP *タブに表示されます。

[[IDf15dea5bea9d6643628ab81d8bf15416]]
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= DNSサーバアドレスを設定する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドメインネームシステム（DNS）は、コントローラとネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバ

の完全修飾ドメイン名を解決するために使用されます。ストレージアレイの管理ポートは、IPv4プ

ロトコルとIPv6プロトコルを同時にサポートできます。

.作業を開始する前に

* ネットワークにDNSサーバをインストールし、設定する必要があります。

* プライマリDNSサーバとオプションのバックアップDNS

サーバのアドレスを確認しておきます。IPv4アドレスでもIPv6アドレスでもかまいません。

.このタスクについて

この手順 では、プライマリおよびバックアップの

DNSサーバアドレスを指定する方法について説明します。バックアップDNSサーバは、プライマリDN

Sサーバで障害が発生した場合に使用するようにオプションで設定できます。

[NOTE]

====

ストレージアレイの管理ポートを動的ホスト構成プロトコル（DHCP）ですでに設定し、かつ1つ以

上のDNSサーバまたはNTPサーバをDHCPセットアップに関連付けている場合は、DNSまたはNTPを手

動で設定する必要がありません。この場合、DNS /

NTPサーバのアドレスはストレージアレイによってすでに自動的に検出されているはずです。ただし
、次の手順に従ってダイアログボックスを開き、正しいアドレスが検出されていることを確認して

ください。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. 設定するコントローラを選択します。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. [Configure DNS server*]を選択します。

+

ドメインネームシステム（DNS）サーバー*の設定ダイアログボックスが開きます。
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. 次のいずれかのオプションを選択します。

+

** DNSサーバアドレスをDHCPサーバから自動的に取得--検出された

DNSサーバアドレスが表示されます

+

[NOTE]

====

静的DNSアドレスを使用するようにストレージアレイが設定されている場合、DNSサーバは表示され

ません。

====

** DNSサーバアドレスを手動で指定--プライマリDNSサーバのアドレスとバックアップ

DNSサーバのアドレスを入力しますバックアップサーバはオプションです。（これらのアドレスフィ

ールドは、ラジオボタンを選択すると表示されます）。 IPv4アドレスでも

IPv6アドレスでもかまいません。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

. もう一方のコントローラに対して上記の手順を繰り返します。

.結果

DNS設定は、コントローラ設定の* DNS/NTP *タブに表示されます。

[[ID7e2dacfef298a4a0628c58c8ef466f29]]

= コントローラの設定を表示します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストインターフェイス、ドライブインターフェイス、管理ポートのステータスなど、コントロー

ラに関する情報を確認できます。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. 次のいずれかを実行してコントローラの設定を表示します。

+

** コントローラをクリックしてコンテキストメニューを表示し、*設定の表示*を選択します。
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** コントローラアイコン（「* Shelf

*」ドロップダウン・リストの横）を選択します。デュプレックス構成の場合は、ダイアログボック

スからController AまたはController Bを選択し、Nextをクリックします。Controller

Settings（コントローラ設定）ダイアログボックスが開きます。

. タブを選択して、プロパティ設定間を移動します。

+

一部のタブには、右上に[詳細設定を表示]*のリンクがあります。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| タブをクリックする | 説明

 a|

ベース（ Base ）

 a|

コントローラのステータス、モデル名、交換パーツ番号、現在のファームウェアバージョン、不揮

発性静的ランダムアクセスメモリ（NVSRAM）バージョンが表示されます。

 a|

キャッシュ

 a|

コントローラのキャッシュ設定が表示されます。これには、データキャッシュ、プロセッサキャッ
シュ、およびキャッシュバックアップデバイスが含まれます。キャッシュバックアップデバイスは
、コントローラへの電源が喪失した場合にデータをキャッシュにバックアップするために使用され

ます。ステータスは最適、失敗、取り外し、不明、書き込み禁止、 または互換性なし。

 a|

ホストインターフェイス

 a|

ホストインターフェイスの情報と各ポートのリンクステータスが表示されます。ホストインターフ

ェイスは、Fibre ChannelやiSCSIなど、コントローラとホストの間の接続です。

NOTE: ホストインターフェイスカード（

HIC）の場所は、ベースボード内またはスロット（ベイ）内のいずれかです。「Baseboard」は、H

ICポートがコントローラに組み込まれていることを示します。「Slot」ポートはオプションのHIC

に搭載されています。
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 a|

ドライブインターフェイス

 a|

ドライブインターフェイスの情報と各ポートのリンクステータスが表示されます。ドライブインタ

ーフェイスは、コントローラとドライブ（SASなど）の間の接続です。

 a|

管理ポート

 a|

コントローラへのアクセスに使用されるホスト名、リモートログインが有効になっているかどうか
など、管理ポートの詳細が表示されます。管理ポートは、コントローラと管理クライアントを接続

します。このポートには、System

Managerにアクセスするためのブラウザがインストールされています。

 a|

DNS / NTP

 a|

は、DNSサーバとNTPサーバがSystem Managerで設定されている場合のアドレス指定方法と

IPアドレスを示しています。Domain Name System（

DNS；ドメインネームシステム）は、インターネットまたはプライベートネットワークに接続された

デバイスの命名システムです。DNSサーバはドメイン名のディレクトリを保持し、IPアドレスに変

換します。

Network Time Protocol（

NTP；ネットワークタイムプロトコル）は、データネットワーク内のコンピュータシステム間でクロ

ック同期を行うためのネットワークプロトコルです。

|===

====

. [* 閉じる * ] をクリックします。

[[IDa994d91264edd9a327b9526b269350aa]]

= リモートログインを許可します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

リモートログインを使用すると、ローカルエリアネットワーク外のユーザがコントローラ上でSSHセ

ッションを開始し、設定を変更できます。

[CAUTION]

====

*セキュリティ上のリスク*--
セキュリティ上の理由から、リモートログインを有効にして、テクニカルサポートのみが使用でき

るようにします。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. リモートログインを有効にするコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. 「*リモートログインの変更*」を選択し、操作を確定します。

.結果

テクニカルサポートのトラブルシューティングが完了したら、同じ手順

に従ってリモートログインを無効にします。リモートログインを無効にすると、現在のSSHセッショ

ンがすべて終了し、新しいログイン要求はすべて拒否されます。

[[ID793f3c3ba17ad75dab8e53ad12e84a5e]]

= コントローラをオンラインにします

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラがオフライン状態またはサービスモードの場合は、オンラインに戻すことができます

。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. オフライン状態またはサービスモードのコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. 「オンラインにする」を選択し、処理を実行することを確認します。

.結果

リストアされた優先パスがマルチパスドライバによって検出されるまでに最大10分かかることがあ

ります。

このコントローラが元々所有していたボリュームは、各ボリュームに対するI/O要求を受け取った時

点で自動的にコントローラに戻されます。場合によっては、redistribute

volumesコマンドを使用して手動でボリュームを再配置する必要があります。

[[ID8f7d7848e23c08811bc694405e65c416]]

= コントローラをオフラインにします

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

指示があった場合は、コントローラをオフラインに切り替えることができます。

.作業を開始する前に

* ストレージアレイに

2台のコントローラが必要です。オフラインに切り替えないコントローラはオンライン（最適状態）

である必要があります。

*

使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスド

ライバがインストールされていることを確認してください。

.このタスクについて

Recovery Guruまたはテクニカルサポートの指示があった場合を除き、コントローラをオフラ
インに切り替えないでください。
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手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. オフラインに切り替えるコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. 「*オフラインに切り替え」を選択し、操作を確定します。

結果

System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで数分かかることがあります。ス
テータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

コントローラをサービスモードにします

指示があった場合は、コントローラをサービスモードに切り替えることができます。

作業を開始する前に

• ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。サービスモードに切り替えないコントローラはオン
ライン（最適状態）である必要があります。

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認してください。

このタスクについて

[NOTE]

====

コントローラをサービスモードに切り替えると、パフォーマンスが大幅に低下する可能性がありま
す。テクニカルサポートの指示があった場合を除き、コントローラをサービスモードに切り替えな

いでください。

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. サービスモードに切り替えるコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. [サービスモードに切り替え]を選択し、操作を確定します。
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[[ID6b0891af06191c4f46720488a8279ee9]]

= コントローラをリセット（リブート）します

:allow-uri-read:

:icons: font
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一部の問題に対処するには、コントローラのリセット（リブート）が必要です。コントローラに物

理的にアクセスできない場合でも、コントローラをリセットできます。

.作業を開始する前に

* ストレージアレイに

2台のコントローラが必要です。リセットしないコントローラがオンライン（最適状態）である必要

があります。

*

使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスド

ライバがインストールされていることを確認してください。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

. リセットするコントローラをクリックします。

+

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

. 「* Reset *」を選択し、処理を確定します。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[IDed74371843c66d0a30de0fa3dc6cc5c1]]

443



= 自動ネゴシエーションとは何ですか？
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自動ネゴシエーションは、ネットワークインターフェイスが、自身の接続パラメータ（速度とデュ

プレックスモード）を別のネットワークインターフェイスと自動的に調整する機能です。

通常、管理ポートを設定する際には自動ネゴシエーションが推奨されますが、ネゴシエーションが
失敗してネットワークインターフェイスの設定が一致しなくなった場合、ネットワークパフォーマ
ンスが大幅に低下することがあります。この状況が許容されない場合は、ネットワークインターフ
ェイスを手動で正しく設定する必要があります。自動ネゴシエーションは、コントローラのイーサ

ネット管理ポートによって実行されます。自動ネゴシエーションはiSCSIホストバスアダプタでは

実行されません。

[NOTE]

====

自動ネゴシエーションが失敗すると、コントローラは最も低レベルの共通設定である半二重の10BA

SE-Tで接続を確立しようとします。

====

[[ID87ad400cf4c60fa0f130508561bd3ef9]]

= IPv6ステートレスアドレス自動設定とは何ですか。
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ステートレス自動設定を使用すると、ホストはアドレスやその他の設定情報をサーバから取得しま

せん。IPv6のステートレス自動設定には、リンクローカルアドレス、マルチキャスト、近接探索（

ND）プロトコルなどの機能があります。IPv6では、アドレスのインターフェイスIDが基盤のデータ

リンクレイヤアドレスから生成されます。

ステートレス自動設定とステートフル自動設定は、相互に補完しあう機能です。たとえば、ホスト
はステートレス自動設定を使用して自身のアドレスを設定できますが、その他の情報はステートフ
ル自動設定を使用して取得します。ステートフル自動設定を使用すると、ホストはサーバからアド

レスやその他の設定情報を取得できます。IPv6は、ネットワーク上のすべてのIPアドレスを一度に

再割り当てする方法も定義します。IPv6では、ネットワーク上のデバイスがIPアドレスやその他の

パラメータをサーバなしで自動的に設定する方法を定義しています。
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ステートレス自動設定を使用する場合、デバイスは次の手順を実行します。

. *リンクローカルアドレスを生成*--デバイスは

10ビットのリンクローカルアドレスを生成し、その後に54個のゼロと64ビットのインターフェイス

IDを生成します。

. *リンクローカルアドレスの一意性をテスト*--
生成されるリンクローカルアドレスがローカルネットワークでまだ使用されていないことをテスト

しますデバイスがNDプロトコルを使用して近接要求メッセージを送信します。これに応答して、ロ
ーカルネットワークはネイバーアドバタイズメントメッセージをリスンします。このメッセージは
、別のデバイスがすでにリンクローカルアドレスを使用していることを示します。その場合は、新
しいリンクローカルアドレスを生成する必要があるか、自動設定が失敗して別の方法を使用する必

要があります。

. *リンクローカルアドレスの割り当て*--一意性テストに合格すると、デバイスは自身の

IPインタフェースにリンクローカルアドレスを割り当てます。リンクローカルアドレスは、ローカ

ルネットワーク上での通信には使用できますが、インターネット上では使用できません。

. *ルータに連絡*--
ノードは、設定の続行の詳細についてローカルルータへの接続を試みます。具体的には、ルータか
ら定期的に送信されるルータ通知メッセージをリスンするか、または次に必要な作業についてルー

タに問い合わせるルータ要求メッセージをルータに送信します。

. *ノードへの指示*--
ルーターは自動設定の続行方法をノードに指示します。または、ルータは、グローバルインターネ

ットアドレスの決定方法をホストに指示します。

. *グローバルアドレスを設定*--
ホストは、グローバルに一意なインターネットアドレスを自身に設定します。このアドレスは、通

常、ルータからホストに提供されるネットワークプレフィックスから形成されます。

[[ID6a3b31ed6f8760c732c8844a2004137e]]

= DHCPと手動設定のどちらを選択しますか。
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ネットワーク設定のデフォルトの方法は、Dynamic Host Configuration Protocol（

DHCP；動的ホスト構成プロトコル）です。ネットワークにDHCPサーバがない場合を除き、必ずこの

オプションを使用してください。

[[ID2f0bfad3f8393ddbbbd9185b48fbc121]]

= DHCPサーバとは何ですか。
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動的ホスト構成プロトコル（DHCP）は、インターネットプロトコル（IP）アドレスの割り当てタス

クを自動化するプロトコルです。

TCP / IPネットワークに接続されている各デバイスには、一意の

IPアドレスを割り当てる必要があります。これらのデバイスにはストレージアレイ内のコントロー

ラも含まれます。

DHCPを使用しない場合は、ネットワーク管理者がこれらのIPアドレスを手動で入力します。DHCP

を使用する場合は、クライアントがTCP /

IP処理を開始する必要があるときにアドレス情報の要求を送信します。DHCPサーバは、要求を受信
し、リース期間と呼ばれる指定された時間だけ新しいアドレスを割り当てて、アドレスをクライア

ントに送信します。DHCPを使用すると、ネットワークに接続するたびにデバイスのIPアドレスが変

わる可能性があります。一部のシステムでは、デバイスが接続されている間でもデバイスのIPアド

レスが変わる場合があります。

[[ID459fb7c66e0094cca5a8113a366a183c]]

= DHCPサーバを設定するにはどうすればよいですか。
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ストレージアレイのコントローラに静的インターネットプロトコル（IP）アドレスを使用するには

、動的ホスト構成プロトコル（DHCP）サーバを設定する必要があります。

DHCPサーバが割り当てるIPアドレスは一般に動的で、有効期限が切れるリース期間があるため変更
できます。サーバやルータなどの一部のデバイスは、静的アドレスを使用する必要があります。ス

トレージアレイ内のコントローラにも、静的IPアドレスが必要です。

静的アドレスの割り当て方法については、DHCPサーバのドキュメントを参照してください。

[[ID1a8ee2b28046fd5e0436add1048744ce]]

= コントローラのネットワーク設定を変更する必要があるのはなぜですか？
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アウトオブバンド管理を使用する場合は、各コントローラのネットワーク設定（IPアドレス、サブ

ネットワークマスク、ゲートウェイ）を設定する必要があります。

ネットワーク設定は、動的ホスト構成プロトコル（DHCP）サーバを使用して設定できます。DHCPサ

ーバを使用しない場合は、ネットワーク設定を手動で入力する必要があります。

[[ID45e814d969cff0d18a4d2fbf6d0d0d35]]

= ネットワーク設定はどこで入手できますか。
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インターネットプロトコル（IP）アドレス、サブネットワークマスク（サブネットマスク）、およ

びゲートウェイの情報は、ネットワーク管理者から入手できます。

この情報は、コントローラでポートを設定する際に必要となります。

[[IDbc8b27fc5c14d600bfa230db69c9d275]]

= ICMP PING応答とは何ですか？
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Internet Control Message Protocol（ICMP）は、TCP / IPスイートのプロトコルの

1つです。

「ICMPエコー要求」および「ICMPエコー応答」メッセージは、一般的に「ping」メッセージと呼

ばれます。Pingは'システム管理者がネットワーク・デバイス間の接続を手動でテストするために

使用するトラブルシューティング・ツールであり'ネットワーク遅延やパケット損失をテストするた

めにも使用されますpingコマンドは'ICMPエコー要求をネットワーク上のデバイスに送信し'デバ

イスはただちにICMPエコー応答で応答します企業のネットワークセキュリティポリシーでは、許可

されていない人が検出しにくいように、すべてのデバイスで「ping」（「ICMPエコー応答」）を無
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効にする必要がある場合があります。

[[ID9006468e51b39f82bbeb9d70a6bd2996]]

= DHCPサーバからポート設定またはiSNSサーバを更新する必要があるのはいつですか？
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DHCPサーバは、サーバを変更またはアップグレードしたとき、および現在のストレージアレイと使

用するストレージアレイに関連するDHCP情報が変更されたときに更新します。

具体的には、DHCPサーバが別のアドレスを割り当てることがわかったときに、DHCPサーバからポー

ト設定またはiSNSサーバを更新します。

[NOTE]

====

ポート設定を更新すると、そのポート上のすべてのiSCSI接続が停止します。

====
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= 管理ポートを設定したあとに何をすればよいですか？
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ストレージアレイのIPアドレスを変更した場合は、SANtricity Unified

Managerでグローバルアレイビューを更新できます。

Unified

Managerでグローバルアレイビューを更新するには、インターフェイスを開き、メニューから「Ma

nage [Discover]」に移動します。

アレイのグローバル管理にSANtricity Storage Managerも使用している場合は、Enterprise

Management Window（EMW）に移動し、EMWのリストにストレージアレイを再追加します。
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. EMWのストレージアレイのリストで対象のアレイを見つけます。

. リストからアレイを削除します。

. 新しいIPアドレスを使用して、ストレージアレイをEMWのリストに再追加します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= ドライブ

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDe0f7f9d78265557e69401e45b2777851]]

= ドライブの用語
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ストレージアレイに関連するドライブの用語を次に示します。

|===

| コンポーネント | 説明

 a|

ダ

 a|

Data Assurance（

DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラ

ーをチェックして修正する機能です。Data Assuranceは、Fibre ChannelなどのDA

に対応したI/Oインターフェイスを使用するホストで、プールまたはボリュームグループのレベルで

有効にすることができます。
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 a|

ドライブセキュリティ機能

 a|

ドライブセキュリティは、 Full Disk Encryption （ FDE

）ドライブまたは連邦情報処理標準（ FIPS
）ドライブを使用してセキュリティを強化するストレージアレイの機能です。これらのドライブに
ドライブセキュリティ機能を使用すると、データにアクセスするためのセキュリティキーが必要に
なります。ドライブをアレイから物理的に取り外した場合、別のアレイに取り付けるまでは動作し
なくなり、取り付けた時点で正しいセキュリティキーが提供されるまではセキュリティロック状態

になります。

 a|

ドライブシェルフ

 a|

ドライブシェルフは、拡張シェルフとも呼ばれ、一連のドライブと2つの入出力モジュール（IOM）

が搭載されます。IOMには、ドライブシェルフをコントローラシェルフまたはその他のドライブシェ

ルフに接続するSASポートが搭載されています。

 a|

FDEドライブ

 a|

Full Disk Encryption（

FDE）ドライブは、ハードウェアレベルでディスクドライブの暗号化を実行します。ハードドライブ

に搭載されたASICチップにより、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます

。

 a|

FIPSドライブ

 a|

FIPSドライブは、連邦情報処理標準（FIPS）140-2レベル2

に準拠しています。基本的な概念はFDEドライブと同じですが、米国政府の基準に従って強力な暗号

化アルゴリズムと暗号化方式を実装しています。FIPSドライブにはFDEドライブよりも高度なセキ

ュリティ基準が採用されています。

 a|

HDD

 a|
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ハードディスクドライブ（ HDD
）は、磁気コーティングを施した金属製の回転式ディスクを使用するデータストレージデバイスで

す。

 a|

ホットスペアドライブ

 a|

ホットスペアは、RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループで、スタンバイドライブとして機能します。問題なく動作するドライブです
が、データは格納されていません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が

発生したドライブのデータがホットスペアに自動的に再構築されます。

 a|

セキュリティ対応ドライブ

 a|

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE

）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。これらのドライブでは、書き込み時
にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。ドライブセキュリティ機能を使用したセキ

ュリティの強化に使用できるため、これらのドライブはsecured_capable_とみなされます。これ
らのドライブを使用するボリュームグループやプールでドライブセキュリティ機能を有効にすると

、ドライブはsecure-_enabled_になります。

 a|

セキュリティ有効ドライブ

 a|

セキュリティ有効ドライブは、ドライブセキュリティ機能で使用されます。ドライブセキュリティ

機能を有効にし、かつsecured_caped_drivesのプールまたはボリュームグループにドライブセ

キュリティを適用すると、ドライブはsecure__enable__になります。読み取りおよび書き込みア
クセスは、正しいセキュリティキーが設定されたコントローラからしか実行できません。この追加
のセキュリティ機能により、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの

不正アクセスを防止できます。

 a|

（ SAS ）。

 a|

Serial Attached SCSI （ SAS
）は、コントローラをディスクドライブに直接リンクするポイントツーポイントのシリアルプロト

コルです。
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 a|

SATA

 a|

Serial Advanced Technology Attachment（

SATA）ドライブは、シリアルシグナリングテクノロジに基づく標準に準拠しています。シリアルリ

ンクは、最低4本のワイヤを持つ1本のケーブルを使用して、デバイス間にポイントツーポイント接

続を確立します。SATAは、従来のパラレルテクノロジよりもコンパクトで信頼性が高く高速なデー

タ転送テクノロジです。

 a|

SSD の場合

 a|

ソリッドステートディスク（ SSD
）は、ソリッドステートメモリ（フラッシュ）を使用してデータを永続的に格納するデータストレ

ージデバイスです。SSD
は従来のハードドライブをエミュレートしたものであり、ハードドライブと同じインターフェイス

で利用できます。

|===

[[IDad4ae9c12980a8ff2d09b2b9159d13c0]]

= ドライブの状態
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System Managerでは、ドライブのさまざまな状態が報告されます。

== アクセスの状態

|===

| 状態 | 定義（ Definition ）

 a|

バイパス

 a|
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ドライブは物理的に存在しますが、コントローラがどちらかのポートで通信できません。

 a|

互換性なし

 a|

次のいずれかの状況に該当します。

* ストレージアレイでの使用が認定されていないドライブです。

* ドライブのセクターサイズが異なります。

*

ドライブの設定データが古いバージョンまたは新しいバージョンのファームウェアで使用できませ

ん。

 a|

削除されました

 a|

ドライブがストレージアレイから取り外されています。

 a|

あり

 a|

コントローラは両方のポートでドライブと通信できます。

 a|

応答しません

 a|

ドライブがコマンドに応答していません。

|===

== ロールの状態

|===

| 状態 | 定義（ Definition ）

 a|

453



割り当て済み

 a|

プールまたはボリュームグループのメンバーです。

 a|

使用中のホットスペア

 a|

障害が発生したドライブの交換用ドライブとして使用中です。ホットスペアはボリュームグループ

でのみ使用され、プールでは使用されません。

 a|

スタンバイホットスペア

 a|

障害が発生したドライブの交換用ドライブとして使用可能な状態です。ホットスペアはボリューム

グループでのみ使用され、プールでは使用されません。

 a|

未割り当て

 a|

プールまたはボリュームグループのメンバーでありません。

|===

== 可用性の状態

|===

| 状態 | 定義（ Definition ）

 a|

失敗しました

 a|

ドライブは動作していません。ドライブ上のデータを使用できません。

 a|

障害の兆候

 a|

ドライブで障害の前兆が検出されています。ドライブ上のデータはまだ使用できます。
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 a|

オフラインです

 a|

ドライブをデータの格納に使用できません。通常は、ドライブがエクスポート中のボリュームグル

ープに属しているか、ファームウェアのアップグレードを実行中であることが原因です。

 a|

最適

 a|

ドライブは正常に動作しています。

|===
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= ソリッドステートディスク（SSD）
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ソリッドステートディスク（ SSD
）は、ソリッドステートメモリ（フラッシュ）を使用してデータを永続的に格納するデータストレ

ージデバイスです。SSD

は従来のハードドライブをエミュレートしたものであり、ハードドライブと同じインターフェイス

で利用できます。

== SSDの利点

ハードドライブに比べてSSDを使用する利点は次のとおりです。

* 高速起動（スピンアップなし）

* データへの高速アクセス（回転レイテンシやシーク時間なし）

* IOPS（1秒あたりのI/O処理数）が高い

* 少ない可動部品で高い信頼性を実現

* 消費電力の削減

* 熱の発生を抑え、冷却コストを削減します
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== SSDの識別

ハードウェアページでは、前面シェルフビューでSSDを特定できます。稲妻アイコンが表示されてい

るドライブベイを探します。このアイコンはSSDが取り付けられていることを示します。

== ボリュームグループ

ボリュームグループ内のすべてのドライブのメディアタイプ（すべてのSSDまたはすべてのハードド
ライブ）が同じである必要があります。ボリュームグループのメディアタイプやインターフェイス

タイプを混在させることはできません。

== キャッシュ

コントローラの書き込みキャッシュは常にSSDに対して有効になります。書き込みキャッシュによっ

てパフォーマンスが向上し、SSDの寿命が延びます。

コントローラキャッシュに加えてSSDキャッシュ機能を実装することで、システム全体のパフォーマ

ンスを向上させることができます。SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされ、2つ

の内部RAIDボリューム（コントローラごとに1つ）に格納されます。

[[ID38b96a8f25018a495b7354117e75a458]]

= ホットスペアドライブ
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ホットスペアは、System ManagerのRAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループで、スタンバイドライブとして機能します。問題なく動作するドライブです
が、データは格納されていません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が
発生したドライブのデータがホットスペアとして割り当てられているドライブに自動的に再構築さ

れます。

ホットスペアは、特定のボリュームグループ専用ではありません。ストレージアレイ内で障害が発
生したどのドライブにも使用できますが、ホットスペアとドライブで次の属性が共有されている必
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要があります。

* 容量（またはホットスペアの方が大きい）

* メディアタイプ（HDD、SSDなど）が同じ

* インターフェイスタイプ（SASなど）

== ホットスペアの識別方法

ホットスペアは、初期セットアップウィザードまたはハードウェアページから割り当てることがで
きます。ホットスペアが割り当てられているかどうかを確認するには、ハードウェアページで、ピ

ンクで示されたドライブベイを探します。

== ホットスペアの適用方法

ホットスペアの適用範囲は次のとおりです。

* RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループのホットスペアとして、未割り当てのドライブを予約します。

+

[NOTE]

====

データ保護の方法が異なるため、ホットスペアはプールには使用できません。プールでは、追加の

ドライブを予約する代わりに、プール内の各ドライブにスペア容量（_予約済み容量_）を予約しま
す。プール内のドライブに障害が発生した場合、コントローラはそのスペア容量内にデータを再構

築します。

====

* RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループ内のドライブに障害が発生した場合、コントローラは冗長性データを使用し
て、障害が発生したドライブのデータを自動的に再構築します。障害が発生したドライブからホッ

トスペアに自動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。

*

障害が発生したドライブを物理的に交換すると、ホットスペアドライブから交換したドライブへと
、コピーバック処理が実行されます。ホットスペアドライブをボリュームグループの永続的メンバ

ーとして指定している場合は、コピーバック処理は不要です。

*

ボリュームグループのトレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が可能かどうかは、ボリューム
グループを構成するドライブの場所によって異なります。ドライブの障害とホットスペアドライブ
の場所によっては、トレイ損失の保護とドロワー損失の保護が失われる場合があります。トレイ損

失の保護とドロワー損失の保護が影響を受けないようにするには、障害が発生したドライブを交換

してコピーバックプロセスを開始する必要があります。

*

障害が発生したドライブからホットスペアドライブに自動的に切り替わるため、障害が発生したド
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ライブの交換中もストレージアレイボリュームはオンラインのままアクセス可能です。

== ホットスペアドライブの容量に関する考慮事項

保護するドライブの合計容量以上の容量があるドライブを選択します。たとえば、8GiBの容量が設

定されている18GiBドライブがある場合は、9GiB以上のドライブをホットスペアとして使用できま
す。通常は、ストレージアレイ内で最大のドライブの容量以上の容量がないドライブは、ホットス

ペアとして割り当てないでください。

[NOTE]

====

同じ物理容量のホットスペアがない場合は、ドライブの「使用済み容量」がホットスペアドライブ

の容量以下であれば、容量の少ないドライブをホットスペアとして使用できます。

====

== メディアおよびインターフェイスタイプに関する考慮事項

ホットスペアとして使用するドライブは、保護対象のドライブと同じメディアタイプおよびインタ

ーフェイスタイプである必要があります。たとえば、HDDドライブをSSDドライブのホットスペアと

して使用することはできません。

== セキュリティ対応ドライブに関する考慮事項

セキュリティ対応ドライブ（FDEやFIPSなど）は、セキュリティ機能の有無に関係なく、ドライブ
のホットスペアとして使用できます。ただし、セキュリティ対応でないドライブは、セキュリティ

機能のあるドライブのホットスペアとしては使用できません。

セキュリティ有効ドライブをホットスペアとして使用するよう選択すると、完全消去を実行してか

ら続行するようにSystem

Managerから求められます。完全消去では、ドライブのセキュリティ属性はセキュリティ有効では

なくセキュリティ対応にリセットされます。

[NOTE]

====

ドライブセキュリティ機能を有効にし、セキュリティ対応ドライブで構成されるプールまたはボリ

ュームグループを作成すると、ドライブは_secure-enabled

_になります。読み取りおよび書き込みアクセスは、正しいセキュリティキーが設定されたコントロ
ーラからしか実行できません。この追加のセキュリティ機能により、ストレージアレイから物理的

に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。

====
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== 推奨されるホットスペアドライブの数

初期セットアップウィザードを使用してホットスペアを自動的に作成した場合、System

Managerでは、特定のメディアタイプおよびインターフェイスタイプのドライブ30本ごとに1つの
ホットスペアが作成されます。ホットスペアドライブがない場合は、ストレージアレイのボリュー

ムグループ間に手動でホットスペアドライブを作成できます。

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1
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= ドライブ表示を制限します
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ストレージアレイに物理属性と論理属性が異なるドライブが含まれている場合、ハードウェアペー
ジのフィルタフィールドを使用して、ドライブの表示を制限したり、特定のドライブを特定したり

できます。

.このタスクについて
ドライブフィルタを使用すると、特定のセキュリティ属性（セキュリティ対応など）で、特定の論

理的場所（ボリュームグループ1など）にある特定のタイプの物理ドライブ（すべてのSASなど）の
みに絞って表示することができます。これらのフィルタは、一緒に使用することも、個別に使用す

ることもでき

[NOTE]

====

すべてのドライブが同じ物理属性を共有している場合は、[次のドライブを表示]フィルタフィール

ドは表示されません。すべてのドライブが同じ論理属性を共有する場合'ストレージ・アレイ・フィ

ルタ・フィールドのAnywhereは表示されません

====

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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. 最初のフィルタフィールド（* Show drives that are

...*）で、ドロップダウン矢印をクリックして、使用可能なドライブタイプとセキュリティ属性を

表示します。

+

ドライブタイプには次のものがあります。

+

** ドライブのメディアタイプ（SSD、HDD）

** ドライブのインターフェイスタイプ（SAS、SATA、Fibre）

** ドライブの容量（最大から最小）

** セキュリティ属性には次のようなものがあります（ドライブ速度（最大から最小）。

** セキュリティ対応

** セキュリティ有効

** DA（Data

Assurance）対応ドライブがすべて同じ場合、ドロップダウンリストに表示されません。たとえば

、ストレージアレイに含まれているすべてのSSDドライブが、SASインターフェイスを備えた速度15

000RPMのSSDドライブで、一部のSSDの容量が異なる場合、ドロップダウンリストには、容量のみ

がフィルタリングの選択肢として表示されます。

+

フィールドでオプションを選択すると、フィルタ条件に一致しないドライブは、グラフィカルビュ

ーでグレー表示されます。

.

2番目のフィルタボックスで、ドロップダウン矢印をクリックして、ドライブの使用可能な論理的場

所を表示します。

+

[NOTE]

====

フィルタ条件をクリアする必要がある場合は、フィルタボックスの右端にあるクリアを選択します

。

====

+

論理的な場所には次のものがあり

+

** プール

** ボリュームグループ

** ホットスペア

** SSD キャッシュ

** 未割り当て

+

フィールドでオプションを選択すると、フィルタ条件に一致しないドライブは、グラフィカルビュ

ーでグレー表示されます。
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. *オプション：*フィルタフィールドの右端でロケーターライトを点灯

*を選択すると、表示されたドライブのロケーターライトを点灯できます。

+

この操作は、ストレージアレイ内でドライブの場所を特定する際に役立ちます。

[[ID70830d57fdbe41dc238b4065bd36925c]]

= ドライブのロケーターライトを点灯します
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ハードウェアページでは、ロケーターライトを点灯してストレージアレイ内のドライブの物理的な

場所を確認できます。

.このタスクについて

単一のドライブまたは複数のドライブは、Hardware（ハードウェア）ページに表示されています。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 1つ以上のドライブを特定するには、次のいずれかを実行します。

+

** *シングルドライブ*--
シェルフの図から、アレイ内の物理的な場所に配置するドライブを探します。（図にコントローラ

が表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします）。

ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、*ロケーターライトを点灯*を選択します

。

+

ドライブのロケーターライトが点灯します。ドライブを物理的に配置したら、ダイアログに戻り、*

電源をオフにする*を選択します。

** *複数のドライブ*--フィルタフィールドで

'左側のドロップダウンリストから物理ドライブタイプを選択し'右側のドロップダウンリストから
論理ドライブタイプを選択します条件に一致するドライブの数がフィールドの右端に表示されます

。次に、*ロケーターライトを点灯*をクリックするか、コンテキストメニューから*フィルタリング

されたすべてのドライブを検索*を選択します。ドライブを物理的に配置したら、ダイアログに戻り

、*電源をオフにする*を選択します。
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[[ID4fd0c81207df0551fba8f5bb248970e2]]

= ドライブのステータスと設定を表示します
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メディアタイプ、インターフェイスタイプ、容量などのドライブのステータスと設定を表示できま

す。

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. ステータスおよび設定を表示するドライブを選択します。

+

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

. 「 * 表示設定 * 」を選択します。

+

Drive Settings（ドライブ設定）ダイアログボックスが開きます。

. すべての設定を表示するには、ダイアログボックスの右上にある「*詳細設定を表示

*」をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

|===

| 設定 | 説明

 a|

ステータス

 a|

最適、オフライン、重大でない障害、失敗のいずれかが表示されます。「最適」ステータスは、必

要な稼働状態を示します。
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 a|

モード

 a|

割り当て済み、未割り当て、ホットスペアスタンバイ、ホットスペア使用中のいずれかが表示され

ます。

 a|

場所

 a|

ドライブが配置されているシェルフおよびベイの番号が表示されます。

 a|

割り当て先/保護対象/保護対象

 a|

ドライブがプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュに割り当てられている場合、このフ

ィールドには「割り当て先」と表示されます。

指定できる値は、プール名、ボリュームグループ名、またはSSDキャッシュ名です。ドライブがスタ
ンバイモードのホットスペアに割り当てられている場合、このフィールドには「保護対象」と表示

されます。

1つ以上のボリュームグループをホットスペアで保護できる場合は、ボリュームグループ名が表示さ

れます。ボリュームグループを保護できない場合は、0個のボリュームグループが表示されます。

ドライブが使用中モードのホットスペアに割り当てられている場合、このフィールドには「保護」

と表示されます。 は、影響を受けるボリュームグループの名前です。

ドライブが未割り当ての場合、このフィールドは表示されません。

 a|

メディアタイプ

 a|

ドライブが使用する記録メディアのタイプが表示されます。ハードディスクドライブ（HDD）または

ソリッドステートディスク（SSD）のいずれかです。

 a|

使用済み寿命の割合（SSDドライブが存在する場合にのみ表示）

 a|

これまでにドライブに書き込まれたデータ量を理論上の合計書き込み制限値で割った値。
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 a|

インターフェイスタイプ

 a|

ドライブが使用しているインターフェイスのタイプ（SASなど）が表示されます。

 a|

ドライブパスの冗長性

 a|

ドライブとコントローラ間の接続が冗長であるかどうか（「はい」または「いいえ」）が表示され

ます。

 a|

容量（GiB）

 a|

ドライブの使用可能容量（設定済みの合計容量）が表示されます。

 a|

速度（ RPM ）

 a|

速度がRPM単位で表示されます（SSDの場合は表示されません）。

 a|

現在のデータ速度

 a|

ドライブとストレージアレイ間のデータ転送率が表示されます。

 a|

論理セクターサイズ（バイト）

 a|

ドライブが使用する論理セクターサイズが表示されます。

 a|

物理セクターサイズ（バイト）
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 a|

ドライブが使用する物理セクターサイズが表示されます。通常、ハードディスクドライブの物理セ

クターサイズは4096バイトです。

 a|

ドライブファームウェアのバージョン

 a|

ドライブファームウェアのリビジョンレベルが表示されます。

 a|

ワールドワイド識別子

 a|

ドライブの一意の16進数の識別子が表示されます。

 a|

製品ID

 a|

メーカーによって割り当てられた製品IDが表示されます。

 a|

シリアル番号

 a|

ドライブのシリアル番号が表示されます。

 a|

製造元

 a|

ドライブのベンダーが表示されます。

 a|

製造日

 a|

ドライブがビルドされた日付が表示されます。
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 a|

セキュリティ対応

 a|

セキュリティ対応ドライブであるかどうか（「はい」または「いいえ」）が表示されます。セキュ

リティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（

FIPS）ドライブがあります。これらのドライブでは、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り
時に復号化されます。ドライブセキュリティ機能を使用したセキュリティの強化に使用できるため

、これらのドライブはsecured_capable_とみなされます。これらのドライブを使用するボリュー

ムグループやプールでドライブセキュリティ機能を有効にすると、ドライブはsecure-

_enabled_になります。

 a|

セキュリティ有効

 a|

セキュリティ有効ドライブであるかどうか（「はい」または「いいえ」）が表示されます。セキュ
リティ有効ドライブは、ドライブセキュリティ機能で使用されます。ドライブセキュリティ機能を

有効にし、かつsecured_caped_drivesのプールまたはボリュームグループにドライブセキュリ

ティを適用すると、ドライブはsecure__enable__になります。読み取りおよび書き込みアクセス
は、正しいセキュリティキーが設定されたコントローラからしか実行できません。この追加のセキ
ュリティ機能により、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正ア

クセスを防止できます。

 a|

読み取り/書き込みアクセス

 a|

読み取り/書き込みアクセス可能なドライブであるかどうか（「はい」または「いいえ」）が表示さ

れます。

 a|

ドライブセキュリティキー識別子

 a|

セキュリティ有効ドライブのセキュリティキーが表示されます。ドライブセキュリティは、 Full

Disk Encryption （ FDE ）ドライブまたは連邦情報処理標準（ FIPS
）ドライブを使用してセキュリティを強化するストレージアレイの機能です。これらのドライブに
ドライブセキュリティ機能を使用すると、データにアクセスするためのセキュリティキーが必要に
なります。ドライブをアレイから物理的に取り外した場合、別のアレイに取り付けるまでは動作し
なくなり、取り付けた時点で正しいセキュリティキーが提供されるまではセキュリティロック状態

になります。
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 a|

Data Assurance（DA）対応

 a|

Data Assurance（DA

）機能が有効かどうか（「はい」または「いいえ」）が表示されます。Data Assurance（

DA）は、ホストとストレージアレイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラ

ーをチェックして修正する機能です。Data Assuranceは、Fibre ChannelなどのDA

に対応したI/Oインターフェイスを使用するホストで、プールまたはボリュームグループのレベルで

有効にすることができます。

|===

====

. [* 閉じる * ] をクリックします。

[[IDc1e71708d5f7af2d298c0032125141aa]]

= ドライブを論理的に交換します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブに障害が発生した場合や、何らかの理由でドライブを交換する場合、ストレージアレイに
未割り当てのドライブがあれば、障害が発生したドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換

することができます。未割り当てのドライブがない場合は、ドライブを物理的に交換します。

.このタスクについて
ドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換すると、未割り当てのドライブが割り当てられ、
関連付けられているプールまたはボリュームグループの永続的なメンバーとなります。次のタイプ

のドライブを交換するには、論理的交換オプションを使用します。

* 障害ドライブ

* 不明なドライブです

* 寿命に近付いていることがRecovery Guruによって通知されたSSDドライブ

* ドライブ障害の兆候があることがRecovery Guruによって通知されたハードドライブ

*

割り当てられたドライブ（プール内ではなく、ボリュームグループ内のドライブでのみ使用可能）

交換用ドライブには次の特性が必要です。

* 最適状態です

* 未割り当て状態
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* 交換するドライブと属性（メディアタイプ、インターフェイスタイプなど）が同じ

* FDE機能が同じ（推奨、必須ではない）

* DA機能が同じ（推奨、必須ではない）

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. 論理的に交換するドライブをクリックします。

+

ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

. 論理的に置換*をクリックします。

. *オプション*：交換後に元のドライブを使用停止にするには、

[ドライブを交換後に使用停止する]チェックボックスをオンにします。

+

このチェックボックスは、元の割り当てドライブが障害状態でも不明状態でもない場合にのみ有効

になります。

. [交換用ドライブの選択*]テーブルで、使用する交換用ドライブを選択します。

+

この表には、交換対象のドライブと互換性があるドライブのみが表示されます。可能であれば、シ

ェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護が維持されるドライブを選択してください。

. [*置換*]をクリックします。

+

元のドライブが障害状態または不明な場合、データはパリティ情報を使用して交換用ドライブで再
構築されます。この再構築は自動的に開始されます。ドライブの障害インジケータライトが消灯し
、プールまたはボリュームグループ内のドライブのアクティビティインジケータライトが点滅を開

始します。

+

元のドライブが障害状態でも不明状態でもない場合は、元のドライブのデータが交換用ドライブに
コピーされます。このコピー処理は自動的に開始されます。コピー処理が完了すると、元のドライ

ブは未割り当て状態、またはチェックボックスを選択した場合は失敗状態に移行します。

[[ID7959cd7df2b7dbfb5d644abcf1ef89ad]]

= ドライブを手動で再構築

:allow-uri-read:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-hardware/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブの再構築は、ドライブの交換後に通常は自動的に開始されます。ドライブの再構築が自動

的に開始されない場合は、再構築を手動で開始できます。

.このタスクについて

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行して
ください。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. 手動で再構築するドライブをクリックします。

ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

4. 「* Reconstruct *」を選択して、処理を実行することを確認します。

ドライブを初期化（フォーマット）します

ストレージアレイ間で割り当てられたドライブを移動する場合、新しいストレージアレ
イで使用するには、そのドライブを初期化（フォーマット）する必要があります。

このタスクについて

初期化すると、以前の設定情報がドライブから削除され、ドライブが未割り当て状態に戻ります。その後、新
しいストレージアレイ内の新しいプールまたはボリュームグループにドライブを追加できるようになります。

単一のドライブを移動する場合は、ドライブの初期化処理を使用します。ストレージアレイ間でボリュームグ
ループ全体を移動する場合は、ドライブを初期化する必要はありません。

データ損失の可能性--ドライブを初期化すると’ドライブ上のすべてのデータが失われますこの
処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. 初期化するドライブをクリックします。
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ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

4. [Initialize（初期化）]を選択し、処理を実行することを確認します。

ドライブを使用停止にする

指示があった場合は、ドライブを手動で使用停止できます。

このタスクについて

System Managerは、ストレージアレイ内のドライブを監視します。あるドライブが多数のエラーを生成して
いることを検出すると、近いうちにドライブ障害が発生する可能性があることがRecovery Guruから通知され
ます。この状況が発生し、交換用ドライブがある場合は、ドライブを使用停止して予防的措置を講じることが
できます。交換用ドライブがない場合は、ドライブが自動的に障害状態になるまで待つことができます。

データアクセスが失われる可能性-この操作により、データの損失やデータの冗長性の喪失が発
生する可能性があります。この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示が
あった場合にのみ実行してください。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. 使用停止するドライブをクリックします。

ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

4. 「* Fail *」を選択します。

5. Copy contents of drive before failing *チェックボックスを選択したままにします。

コピーオプションは、割り当てられたドライブおよびRAID 0以外のボリュームグループにのみ表示されま
す。

ドライブを使用停止する前に、ドライブの内容をコピーしてください。構成によっては、ドライブの内容
を最初にコピーしないと、関連付けられているプールまたはボリュームグループ上のすべてのデータまた
はデータの冗長性が失われる可能性があります。

コピーオプションを使用すると、再構築よりも短時間でドライブをリカバリできるため、コピー処理中に
別のドライブで障害が発生した場合のボリューム障害の可能性を低減できます。

6. ドライブを使用停止することを確定します。

ドライブを使用停止したら、30秒以上待ってから取り外します。

ホットスペアを割り当てます

RAID 1、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループでは、データ保護を強化するた
めに、ホットスペアをスタンバイドライブとして割り当てることができます。これらの
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ボリュームグループのいずれかでドライブに障害が発生すると、障害が発生したドライ
ブのデータがホットスペアに再構築されます。

作業を開始する前に

• RAID 1、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループを作成する必要があります。（ホットスペアはプ
ールには使用できません。プールでは、データ保護用に各ドライブ内のスペア容量を使用します）。

• 次の条件を満たすドライブが使用可能な必要があります。

◦ 未割り当てで最適ステータス

◦ ボリュームグループ内のドライブと同じメディアタイプ（SSDなど）

◦ ボリュームグループ内のドライブと同じインターフェイスタイプ（SASなど）

◦ ボリュームグループ内のドライブの使用済み容量以上の容量。

このタスクについて

このタスクでは、ハードウェアページからホットスペアを手動で割り当てる方法について説明します。推奨さ
れる適用範囲は、ドライブセットごとに2つのホットスペアです。

ホットスペアは初期セットアップウィザードから割り当てることもできます。ホットスペアが
すでに割り当てられているかどうかは、ハードウェアページのピンクのドライブベイで確認で
きます。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. ホットスペアとして使用する未割り当てのドライブ（グレー表示）を選択します。

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

4. [ホットスペアの割り当て]を選択します。

ドライブがセキュリティ有効の場合、Secure Erase Drive？ダイアログボックスが開きます。セキュリテ
ィ有効ドライブをホットスペアとして使用するには、最初にSecure Erase処理を実行してすべてのデータ
を削除し、そのセキュリティ属性をリセットする必要があります。

データ損失の可能性--正しいドライブを選択していることを確認してくださいSecure Erase

操作の完了後は、データを回復できません。

ドライブが*セキュア有効でない場合は、ホットスペアドライブの割り当ての確認ダイアログボックスが
開きます。

5. ダイアログボックス内のテキストを確認し、処理を確定します。

ドライブはハードウェアページにピンク色で表示され、ホットスペアになったことが示されます。

結果
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RAID 1、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループ内のドライブに障害が発生した場合、コントローラ
は冗長性データを使用して、障害が発生したドライブからホットスペアへデータを自動的に再構築します。

ホットスペアの割り当てを解除します

ホットスペアを未割り当てのドライブに戻すことができます。

作業を開始する前に

ホットスペアのステータスが「最適、スタンバイ」である必要があります。

このタスクについて

障害が発生したドライブの役割を現在引き継いでいるホットスペアの割り当てを解除することはできません。
ホットスペアのステータスが最適な状態でない場合は、ドライブの割り当てを解除する前にRecovery Guruの
手順に従って問題を修正してください。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. 割り当てを解除するホットスペアドライブ（ピンク色で表示）を選択します。

ピンク色のドライブベイに対角線が表示されている場合は、ホットスペアが使用中であり、割り当てを解
除することはできません。

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

4. ドライブのドロップダウンリストから、*ホットスペアの割り当て解除*を選択します。

このホットスペアの削除による影響を受けるボリュームグループ、および他のホットスペアがそのボリュ
ームグループを保護しているかどうかがダイアログボックスに表示されます。

5. 割り当て解除処理を確認します。

結果

ドライブが未割り当てに戻ります（グレーで表示）。

セキュリティ有効ドライブを消去します

セキュリティ有効ドライブを消去して、別のボリュームグループ、プール、SSDキャッ
シュ、または別のストレージアレイで再利用することができます。この手順 はドライブ
のセキュリティ属性をリセットし、データを二度と読み取れないようにします。

作業を開始する前に

セキュリティ有効ドライブの状態は未割り当てである必要があります。

このタスクについて

Secure Eraseオプションは、セキュリティ有効ドライブのすべてのデータを削除してドライブのセキュリティ
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属性をリセットする場合にのみ使用します。

データ損失の可能性-- Secure Erase操作を取り消すことはできません手順 で正しいドライブを
選択していることを確認してください。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

3. フィルタフィールドを使用して、シェルフ内のセキュリティ有効で未割り当てのドライブをすべて表示し
ます。[Show drives that are …*]ドロップダウン・リストから'[*Secure-enabled *]および[*Unassigned *]を
選択します

すべてのドライブが同じ物理属性を共有している場合、次のドライブを表示する*フィルタ
フィールドは表示されません。すべてのドライブが同じ論理属性を共有している場合’スト
レージ・アレイ*フィルタ・フィールドの Anywhereは表示されません

シェルフビューには、セキュリティ有効で未割り当てのドライブのみが表示され、その他はすべてグレー
表示になります。

4. 消去するセキュリティ有効ドライブを選択します。

データ損失の可能性--正しいドライブを選択していることを確認してくださいSecure Erase

操作の完了後は、データを回復できません。

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

5. 「* Secure Erase *」を選択します。

Secure Eraseオプションは、未割り当てのセキュア有効ドライブを選択した場合にのみ表示されます。

6. Secure Erase Driveダイアログボックスで、データ損失に関する重要な情報を読みます。

7. 操作を確定し、*消去*をクリックします。

結果

これで、別のボリュームグループまたはディスクプール、あるいは別のストレージアレイでドライブを使用で
きるようになります。

よくある質問です

予約済み容量とは何ですか？

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）
です。

プールが作成されると、System Managerはプール内のドライブ数に応じて自動的にデフォルトの予約済み容
量を確保します。
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プールの予約済み容量は再構築時に使用されますが、ボリュームグループでは同じ目的でホットスペアドライ
ブが使用されます。予約済み容量を使用する方式は、再構築の時間を短縮できるため、ホットスペアドライブ
よりも優れています。予約済み容量は、ホットスペアドライブの場合は1本のドライブに確保されるのではな
く、プール内の複数のドライブに分散されるため、特定のドライブの速度や可用性に制限されません。

ドライブを論理的に交換するのはどのような場合ですか？

ドライブに障害が発生した場合や、何らかの理由でドライブを交換する場合、ストレー
ジアレイに未割り当てのドライブがあれば、障害が発生したドライブを未割り当てのド
ライブに論理的に交換することができます。未割り当てのドライブがない場合は、ドラ
イブを物理的に交換します。

元のドライブのデータは、交換用ドライブにコピーまたは再構築されます。

再構築中のドライブのステータスはどこで確認できますか。

ドライブの再構築ステータスは、処理実行中ダッシュボードで確認できます。

[*ホーム]ページで、右上にある[View Operations in Progress]リンクをクリックします。

ドライブによっては、完全な再構築にかなりの時間がかかることがあります。ボリューム所有権が変更された
場合は、迅速な再構築の代わりに完全な再構築が実行されることがあります。

474



設定

アラート

概念

アラートの仕組み

アラートは、ストレージアレイで発生した重要なイベントについて管理者に通知しま
す。アラートは E メール、 SNMP トラップ、 syslog を通じて送信できます。

アラートプロセスは次のように機能します。

1. 管理者がSystem Managerで、次のうち1つ以上のアラート方法を設定します。

◦ 電子メール--電子メールアドレスにメッセージが送信されます。

◦ *snmp *-- SNMPトラップがSNMPサーバに送信されます。

◦ *syslog *--メッセージがsyslogサーバに送信される。

2. ストレージアレイのイベントモニタが問題 を検出すると、その問題 に関する情報をイベントログに書き
込みます（メニュー：サポート[イベントログ]から選択できます）。これには、バッテリの障害、最適か
らオフラインへのコンポーネントの状態の変化、コントローラの冗長性の問題などが含まれます。

3. イベントが「アラート対象」であると判断した場合、イベントモニタは設定されているアラート方法（E

メール、SNMP、syslog）を使用して通知を送信します。重大イベントはすべて「アラート対象」とみな
されるほか、一部の警告イベントと情報イベントも「アラート対象」とみなされます。

アラートの設定

アラートは、初期セットアップウィザード（Eメールアラートのみ）またはアラートページから設定できま
す。現在の設定を確認するには、メニューから「Settings [Alerts]」に移動します。

アラートタイルには、アラートの設定が表示されます。次のいずれかになります。

• 未設定。

• 設定：少なくとも1つのアラート方法が設定されています。どのアラート方法が設定されているかを確認
するには、カーソルでタイルをポイントします。

アラート情報

アラートには次の種類の情報を含めることができます。

• ストレージアレイの名前。

• イベントログエントリに関連するイベントエラータイプ。

• イベントが発生した日時。

• イベントの短い概要 。

syslogアラートはRFC 3164のメッセージ標準に準拠します。
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アラートの用語

ストレージアレイに関連するアラートの用語を次に示します。

コンポーネント 説明

イベントモニタ イベントモニタはストレージアレイに常駐し、バッ
クグラウンドタスクとして実行されます。ストレー
ジアレイで異常を検出すると、その問題に関する情
報をイベントログに書き込みます。これには、バッ
テリの障害、最適からオフラインへのコンポーネン
トの状態の変化、コントローラの冗長性の問題など
が含まれます。イベントが「アラート対象」である
と判断した場合、イベントモニタは設定されている
アラート方法（Eメール、SNMP、syslog）を使用し
て通知を送信します。重大イベントはすべて「アラ
ート対象」とみなされるほか、一部の警告イベント
と情報イベントも「アラート対象」とみなされま
す。

メールサーバ メールサーバはEメールアラートの送受信に使用され
ます。サーバはSMTP（簡易メール転送プロトコル）
を使用します。

SNMP 簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）は、IPネ
ットワーク上のデバイス間で情報を管理および共有
するために使用されるインターネット標準プロトコ
ルです。

SNMPトラップ SNMPトラップは、SNMPサーバに送信される通知で
す。トラップには、ストレージアレイの重要な問題
に関する情報が含まれています。

SNMP トラップの送信先 SNMPトラップの送信先は、SNMPサービスを実行し
ているサーバのIPv4またはIPv6アドレスです。

コミュニティ名 コミュニティ名は、SNMP環境内のネットワークサー
バのパスワードのような役割を果たす文字列です。

MIBファイル 管理情報ベース（MIB）ファイルは、ストレージアレ
イ内で監視および管理されているデータを定義しま
す。SNMPサービスアプリケーションがインストール
されたサーバにコピーしてコンパイルする必要があ
ります。このMIBファイルは、サポートサイト
のSystem Managerソフトウェアで入手できます。

MIB変数 管理情報ベース（MIB）変数は、SNMP GetRequests

への応答として、ストレージアレイ名、アレイの場
所、担当者などの値を返すことができます。
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コンポーネント 説明

syslog syslogは、ネットワークデバイスがイベントメッセー
ジをロギングサーバに送信するために使用するプロ
トコルです。

UDP User Datagram Protocol（UDP）は、パケットヘッダ
ーで送信元と送信先のポート番号を指定するトラン
スポートレイヤプロトコルです。

方法

Eメールアラートの管理

メールサーバとアラートの受信者を設定

Eメールアラートを設定するには、メールサーバのアドレスとアラート受信者のEメール
アドレスを指定する必要があります。Eメールアドレスは20個まで指定できます。

作業を開始する前に

• メールサーバのアドレスを確認しておく必要があります。アドレスには、IPv4アドレス、IPv6アドレス、
または完全修飾ドメイン名を使用できます。

完全修飾ドメイン名を使用するには、両方のコントローラにDNSサーバを設定する必要が
あります。DNSサーバはハードウェアページから設定できます。

• アラート送信者として使用するEメールアドレスを確認しておく必要があります。これは、アラートメッ
セージの「送信元」フィールドに表示されるアドレスです。SMTPプロトコルでは送信者アドレスが必要
です。ない場合はエラーになります。

• アラート受信者のEメールアドレスを確認しておく必要があります。通常、受信者には、ネットワーク管
理者またはストレージ管理者のアドレスを指定します。Eメールアドレスは20個まで入力できます。

このタスクについて

このタスクでは、メールサーバの設定方法、送信者と受信者のEメールアドレスの入力方法、および[Alerts]ペ
ージから入力したすべてのEメールアドレスのテスト方法について説明します。

Eメールアラートは初期セットアップウィザードから設定することもできます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [Email]タブを選択します。

電子メールサーバーがまだ構成されていない場合、[電子メール*]タブに[メールサーバーの構成]と表示さ
れます。

3. ［メールサーバーの設定］を選択します。
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[メールサーバーの設定*]ダイアログボックスが開きます。

4. メールサーバの情報を入力し、[保存]をクリックします。

◦ メールサーバのアドレス—メールサーバの完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを入
力します

完全修飾ドメイン名を使用するには、両方のコントローラにDNSサーバを設定する必要
があります。DNSサーバはハードウェアページから設定できます。

◦ 電子メール送信者のアドレス—電子メールの送信者として使用する有効な電子メールアドレスを入力
しますこのアドレスは、電子メールメッセージの「送信元」フィールドに表示されます。

◦ Eメールに連絡先情報を含める—アラートメッセージに送信者の連絡先情報を含めるには、このオプシ
ョンを選択し、名前と電話番号を入力します。「保存」をクリックすると、電子メールアドレスが「*

警告」ページの「電子メール」タブに表示されます。

5. [電子メールの追加]を選択します。

[電子メールの追加*]ダイアログボックスが開きます。

6. アラート受信者のEメールアドレスを1つ以上入力し、*追加*をクリックします。

電子メールアドレスは、[アラート（* Alerts *）]ページに表示されます。

7. メールアドレスが有効であることを確認するには、「すべてのメールをテスト」をクリックして、テスト
メッセージを受信者に送信します。

結果

Eメールアラートを設定すると、アラート対象のイベントが発生するたびにイベントモニタから指定した受信
者にEメールメッセージが送信されます。

アラート用のEメールアドレスの編集

Eメールアラートを受け取る受信者のEメールアドレスを変更することができます。

作業を開始する前に

編集する電子メールアドレスは、[Alerts]ページの[Email]タブで定義する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [Email]タブを選択します。

3. [Email Address]テーブルで、変更するアドレスを選択し、右端にある*Edit*（鉛筆）アイコンをクリック
します。

行が編集可能なフィールドになります。

4. 新しいアドレスを入力し、保存（チェックマーク）アイコンをクリックします。

変更をキャンセルする場合は、[キャンセル（X）]アイコンを選択します。
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結果

[Alerts]ページの[Email]タブには、更新された電子メールアドレスが表示されます。

アラート用のEメールアドレスを追加する

Eメールアラートには受信者を20名まで追加できます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [Email]タブを選択します。

3. [電子メールの追加]を選択します。

[電子メールの追加]ダイアログボックスが開きます。

4. 空のフィールドに新しいEメールアドレスを入力します。複数のアドレスを追加する場合は、[別の電子メ
ールを追加]を選択して別のフィールドを開きます。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

結果

[Alerts]ページの[Email]タブに新しい電子メールアドレスが表示されます。

アラート用のEメールアドレスを削除する

Eメールアラートを受け取る受信者のEメールアドレスを削除できます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [Email]タブを選択します。

3. [Email Address]テーブルから、削除する電子メールアドレスを選択します。

表の右上にある* Delete *ボタンを選択できるようになります。

4. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

[電子メールの削除の確認*]ダイアログボックスが開きます。

5. 操作を確定し、*削除*をクリックします。

結果

このEメールアドレスにアラートが送信されなくなります。

アラート用のメールサーバを編集します

Eメールアラートに使用するメールサーバのアドレスやEメールの送信元のアドレスを変
更することができます。

作業を開始する前に
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変更するメールサーバのアドレスを確認しておく必要があります。アドレスには、IPv4アドレス、IPv6アドレ
ス、または完全修飾ドメイン名を使用できます。

完全修飾ドメイン名を使用するには、両方のコントローラにDNSサーバを設定する必要があり
ます。DNSサーバはハードウェアページから設定できます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [Email]タブを選択します。

3. ［メールサーバーの設定］を選択します。

[メールサーバーの設定*]ダイアログが開きます。

4. メールサーバのアドレス、送信者情報、および連絡先情報を編集します。

◦ メールサーバのアドレス—メールサーバの完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを編
集します

完全修飾ドメイン名を使用するには、両方のコントローラにDNSサーバを設定する必要
があります。DNSサーバはハードウェアページから設定できます。

◦ 電子メール送信者のアドレス—電子メールの送信者として使用する電子メールアドレスを編集します
このアドレスは、電子メールメッセージの「送信元」フィールドに表示されます。

◦ 電子メールに連絡先情報を含める—送信者の連絡先情報を編集するには、このオプションを選択し、
名前と電話番号を編集します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

SNMPアラートの管理

SNMPアラートのコミュニティとデスティネーションを設定する

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）アラートを設定するには、ストレージアレ
イのイベントモニタからSNMPトラップを送信できるサーバを少なくとも1つ指定する必
要があります。この設定には、サーバのコミュニティ名とIPアドレスが必要です。

作業を開始する前に

• ネットワークサーバにSNMPサービスアプリケーションが設定されている必要があります。イベントモニ
タからトラップメッセージを送信するためには、このサーバのネットワークアドレス（IPv4アドレスまた
はIPv6アドレス）が必要です。複数のサーバを使用できます（最大10台のサーバを使用できます）。

• 印刷可能なASCII文字だけを使用したコミュニティ名が作成されている必要があります。コミュニティ名
は、ネットワークサーバのパスワードのような役割を果たす文字列で、通常はネットワーク管理者が作成
します。コミュニティを最大256個作成できます。

• SNMPサービスアプリケーションがインストールされたサーバに管理情報ベース（MIB）ファイルをコピ
ーしてコンパイルしておきます。このMIBファイルは、監視および管理されるデータを定義します。

MIBファイルがない場合は、ネットアップサポートサイトから入手できます。

◦ に進みます "ネットアップサポート"。
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◦ 「*ダウンロード」をクリックします。

◦ [*ソフトウェア]をクリックします。

◦ 管理ソフトウェア（SANtricity System Managerなど）を探し、右側の「* Go！*」をクリックします。

◦ 最新バージョンの[ View & Download（表示とダウンロード）]をクリックします。

◦ ページの下部にある[* Continue *（続行）]をクリックします。

◦ EULA に同意します。

◦ 下にスクロールしてSNMPトラップのMIBファイル*を探し、リンクをクリックしてファイルをダウン
ロードします。

このタスクについて

このタスクでは、トラップの送信先となるSNMPサーバを指定し、設定をテストする方法について説明しま
す。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

コミュニティがまだ設定されていない場合は、SNMPタブに「コミュニティの設定」と表示されます。

3. [コミュニティの設定]を選択します。

コミュニティの設定*（Configure Communities *）ダイアログボックスが開きます。

4. [コミュニティ名]フィールドに、ネットワークサーバーのコミュニティストリングを1つ以上入力し、[保
存*]をクリックします。

［アラート］ページに［トラップ送信先の追加］が表示されます。

5. 「トラップ送信先の追加」を選択します。

[トラップ送信先の追加*]ダイアログボックスが開きます。

6. 1つ以上のトラップ送信先を入力し、関連するコミュニティ名を選択して、* Add *をクリックします。

◦ トラップ送信先-- SNMPサービスを実行しているサーバーのIPv4またはIPv6アドレスを入力します

◦ コミュニティ名—ドロップダウンから、このトラップの送信先のコミュニティ名を選択します。（コ
ミュニティ名を1つだけ定義した場合は、その名前がこのフィールドにすでに表示されます）。

◦ 認証失敗トラップを送信—コミュニティ名が認識されないためにSNMP要求が拒否された場合にトラ
ップの送信先にアラートを送信するには’このオプション(チェックボックス)をオンにします[追加]をク
リックすると、トラップの送信先と関連するコミュニティ名が、[警告]ページの[SNMP]タブに表示さ
れます。

7. トラップが有効であることを確認するには、テーブルからトラップの送信先を選択し、*トラップの送信
先のテスト*をクリックして、設定したアドレスにテストトラップを送信します。

結果

アラート対象のイベントが発生するたびに、イベントモニタからサーバにSNMPトラップが送信されます。
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SNMPトラップのコミュニティ名を編集します

SNMPトラップのコミュニティ名を編集できます。また、SNMPトラップの送信先に別
のコミュニティ名を関連付けることもできます。

作業を開始する前に

印刷可能なASCII文字だけを使用したコミュニティ名が作成されている必要があります。コミュニティ名は、
ネットワークサーバのパスワードのような役割を果たす文字列で、ネットワーク管理者が作成します。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

トラップの送信先とコミュニティ名が表に表示されます。

3. コミュニティ名を次のように編集します。

◦ コミュニティ名を編集するには、コミュニティの設定*を選択します。新しいコミュニティ名を入力
し、 Save *をクリックします。コミュニティ名には印刷可能なASCII文字のみを使用できます。

◦ コミュニティ名を新しいトラップ送信先に関連付けるには、テーブルからコミュニティ名を選択し、
右端の*編集*（鉛筆）アイコンをクリックします。[コミュニティ名]ドロップダウンから、SNMPトラ
ップの送信先の新しいコミュニティ名を選択し、[保存]（チェックマーク）アイコンをクリックしま
す。

変更をキャンセルする場合は、[キャンセル（X）]アイコンを選択します。

結果

[Alerts]ページの[SNMP]タブには、更新されたコミュニティが表示されます。

SNMPトラップのコミュニティ名を追加します

SNMPトラップのコミュニティ名は最大で256個追加できます。

作業を開始する前に

コミュニティ名を作成する必要があります。コミュニティ名は、ネットワークサーバのパスワードのような役
割を果たす文字列で、通常はネットワーク管理者が作成します。印刷可能なASCII文字だけで構成されます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

トラップの送信先とコミュニティ名が表に表示されます。

3. [コミュニティの設定]を選択します。

コミュニティの設定*（Configure Communities *）ダイアログボックスが開きます。

4. [別のコミュニティを追加]を選択します。
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5. 新しいコミュニティ名を入力し、* Save *をクリックします。

結果

新しいコミュニティ名は、[* Alerts]ページの[* SNMP]タブに表示されます。

SNMPトラップのコミュニティ名を削除します

SNMPトラップのコミュニティ名を削除できます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

トラップの送信先とコミュニティ名が[Alerts]ページに表示されます。

3. [コミュニティの設定]を選択します。

コミュニティの設定*（Configure Communities *）ダイアログボックスが開きます。

4. 削除するコミュニティ名を選択し、右端の*削除*（X）アイコンをクリックします。

このコミュニティ名にトラップ送信先が関連付けられている場合、*コミュニティの削除の確認*ダイアロ
グボックスに、影響を受けるトラップ送信先アドレスが表示されます。

5. 操作を確定し、*削除*をクリックします。

結果

コミュニティ名とそれに関連付けられているトラップ送信先は、[Alerts]ページから削除されます。

SNMP MIB変数を設定します

SNMPアラートの場合、必要に応じて、SNMPトラップに表示される管理情報ベース
（MIB）変数を設定できます。これらの変数で、ストレージアレイの名前、場所、およ
び担当者を返すことができます。

作業を開始する前に

SNMPサービスアプリケーションがインストールされたサーバにMIBファイルをコピーしてコンパイルしてお
く必要があります。

MIBファイルがない場合は、次の方法で入手できます。

• に進みます "ネットアップサポート"。

• 「*ダウンロード」をクリックします。

• [*ソフトウェア]をクリックします。

• 管理ソフトウェア（SANtricity System Managerなど）を探し、右側の「* Go！*」をクリックします。

• 最新バージョンで* View & Download *をクリックします。

• ページの下部にある[* Continue *（続行）]をクリックします。
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• EULA に同意します。

• 下にスクロールしてSNMPトラップのMIBファイル*を探し、リンクをクリックしてファイルをダウンロー
ドします。

このタスクについて

このタスクでは、SNMPトラップのMIB変数を定義する方法について説明します。これらの変数は、SNMP

GetRequestsに対する応答で次の値を返すことができます。

• sysName(ストレージアレイの名前)

• sysLocation(ストレージアレイの場所)

• sysContact(管理者の名前)

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

3. [Configure SNMP MIB Variables]を選択します。

[Configure SNMP MIB Variables*]ダイアログボックスが開きます。

4. 次の値を1つ以上入力し、*保存*をクリックします。

◦ Name-- MIB変数`sysName`の値。たとえば、ストレージアレイの名前を入力します。

◦ 場所-- MIB変数`sysLocation`の値。たとえば、ストレージアレイの場所を入力します。

◦ *Contact *-- MIB変数の値'sysContact'。たとえば、ストレージアレイを担当する管理者を入力します。

結果

これらの値はストレージアレイのアラートのSNMPトラップメッセージに表示されます。

SNMPアラートのトラップ送信先を追加します

SNMPトラップの送信に使用するサーバは最大10台まで追加できます。

作業を開始する前に

• 追加するネットワークサーバにSNMPサービスアプリケーションが設定されている必要があります。イベ
ントモニタからトラップメッセージを送信するためには、このサーバのネットワークアドレス（IPv4アド
レスまたはIPv6アドレス）が必要です。複数のサーバを使用できます（最大10台のサーバを使用できます
）。

• 印刷可能なASCII文字だけを使用したコミュニティ名が作成されている必要があります。コミュニティ名
は、ネットワークサーバのパスワードのような役割を果たす文字列で、通常はネットワーク管理者が作成
します。コミュニティを最大256個作成できます。

• SNMPサービスアプリケーションがインストールされたサーバに管理情報ベース（MIB）ファイルをコピ
ーしてコンパイルしておきます。このMIBファイルは、監視および管理されるデータを定義します。

MIBファイルがない場合は、ネットアップサポートサイトから入手できます。

◦ に進みます "ネットアップサポート"。
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◦ 「*ダウンロード」をクリックします。

◦ [*ソフトウェア]をクリックします。

◦ 管理ソフトウェア（SANtricity System Managerなど）を探し、右側の「* Go！*」をクリックします。

◦ 最新バージョンで* View & Download *をクリックします。

◦ ページの下部にある[* Continue *（続行）]をクリックします。

◦ EULA に同意します。

◦ 下にスクロールしてSNMPトラップのMIBファイル*を探し、リンクをクリックしてファイルをダウン
ロードします。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

現在定義されているトラップ送信先が表に表示されます。

3. 「トラップのディスペションを追加」*を選択します。

[トラップ送信先の追加*]ダイアログボックスが開きます。

4. 1つ以上のトラップ送信先を入力し、関連するコミュニティ名を選択して、* Add *をクリックします。

◦ トラップ送信先-- SNMPサービスを実行しているサーバーのIPv4またはIPv6アドレスを入力します

◦ コミュニティ名—ドロップダウンから、このトラップの送信先のコミュニティ名を選択します。（コ
ミュニティ名を1つだけ定義した場合は、その名前がこのフィールドにすでに表示されます）。

◦ 認証失敗トラップを送信—コミュニティ名が認識されないためにSNMP要求が拒否された場合にトラ
ップの送信先にアラートを送信するには’このオプション(チェックボックス)をオンにします[追加]をク
リックすると、トラップの送信先と関連するコミュニティ名が表に表示されます。

5. トラップが有効であることを確認するには、テーブルからトラップの送信先を選択し、*トラップの送信
先のテスト*をクリックして、設定したアドレスにテストトラップを送信します。

結果

アラート対象のイベントが発生するたびに、イベントモニタからサーバにSNMPトラップが送信されます。

トラップ送信先を削除します

トラップ送信先のアドレスを削除して、ストレージアレイのイベントモニタからSNMP

トラップが送信されないようにすることができます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. [SNMP]タブを選択します。

トラップ送信先のアドレスが表に表示されます。

3. トラップの送信先を選択し、ページ右上の*削除*をクリックします。
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4. 操作を確定し、*削除*をクリックします。

宛先アドレスが[* Alerts*（警告）]ページに表示されなくなりました。

結果

削除したトラップ送信先にストレージアレイのイベントモニタからSNMPトラップが届かなくなります。

syslogアラートの管理

アラート用のsyslogサーバを設定します

syslogアラートを設定するには、syslogサーバのアドレスとUDPポートを入力する必要
があります。最大5台のsyslogサーバを指定できます。

作業を開始する前に

• syslogサーバのアドレスを確認しておく必要があります。このアドレスは、完全修飾ドメイン名、IPv4ア
ドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• syslogサーバのUDPポート番号を確認しておく必要があります。通常は514です。

このタスクについて

このタスクでは、syslogサーバのアドレスとポートを入力し、入力したアドレスをテストする方法について説
明します。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. *Syslog *タブを選択します。

syslogサーバがまだ定義されていない場合、[*Alerts]ページに[Add Syslog Servers]と表示されます。

3. [Add Syslog Servers]をクリックします。

[Add Syslog Server*]ダイアログボックスが開きます。

4. 1つ以上のsyslogサーバ（最大5つ）の情報を入力し、* Add *をクリックします。

◦ サーバーアドレス—完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを入力します

◦ UDPポート-- syslogのUDPポートは通常は514です。設定されているsyslogサーバが表に表示されま
す。

5. サーバーアドレスにテストアラートを送信するには、*すべてのSyslogサーバーをテスト*を選択します。

結果

アラート対象のイベントが発生するたびに、イベントモニタからsyslogサーバにアラートが送信されます。

アラート用のsyslogサーバを編集します

syslogアラートの受信に使用するサーバアドレスを編集できます。

手順
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1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. *Syslog *タブを選択します。

3. 表からsyslogサーバのアドレスを選択し、右端の* Edit *（鉛筆）アイコンをクリックします。

行が編集可能なフィールドになります。

4. サーバーアドレスとUDPポート番号を編集し、保存（チェックマーク）アイコンをクリックします。

結果

更新されたサーバアドレスが表に表示されます。

アラート用のsyslogサーバを追加します

syslogアラート用に最大5台のサーバを追加できます。

作業を開始する前に

• syslogサーバのアドレスを確認しておく必要があります。このアドレスは、完全修飾ドメイン名、IPv4ア
ドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• syslogサーバのUDPポート番号を確認しておく必要があります。通常は514です。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. *Syslog *タブを選択します。

3. [Add Syslog Servers]を選択します。

[Add Syslog Server*]ダイアログボックスが開きます。

4. [Add another syslog server*]を選択します。

5. syslogサーバの情報を入力し、*Add*をクリックします。

◦ syslogサーバアドレス—完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを入力します

◦ UDPポート-- syslogのUDPポートは通常は514です。

最大5台のsyslogサーバを設定できます。

結果

syslogサーバのアドレスが表に表示されます。

アラート用のsyslogサーバを削除します

syslogサーバを削除してアラートの受信を中止することができます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Alerts]（設定[Alerts]）。

2. *Syslog *タブを選択します。
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3. syslogサーバのアドレスを選択し、右上の「* Remove *」をクリックします。

[Confirm Delete Syslog Server]ダイアログボックスが開きます。

4. 操作を確定し、*削除*をクリックします。

結果

削除したサーバにイベントモニタからアラートが届かなくなります。

よくある質問です

アラートが無効になっている場合

ストレージアレイで発生する重要なイベントに関する通知を管理者が受信できるように
するには、アラート方法を設定する必要があります。

SANtricity System Managerで管理されるストレージアレイの場合は、アラートページからアラートを設定し
ます。アラート通知は、Eメール、SNMPトラップ、またはsyslogメッセージを介して送信できます。また、
初期セットアップウィザードからEメールアラートを設定することもできます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するにはどうすればよいですか？

Eメールアラートに加えて、アラートが簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラ
ップまたはsyslogメッセージで送信されるように設定できます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するには、メニューの[アラート]に移動します。

アレイとアラートでタイムスタンプが異なるのはなぜですか？

ストレージアレイは、アラートの送信時にアラートを受信するターゲットサーバまたは
ホストのタイムゾーンに合わせて修正を行いません。代わりに、ローカル時間（GMT）
を使用してアラートの記録に使用されるタイムスタンプを作成します。そのため、スト
レージアレイのタイムスタンプと、アラートを受信するサーバまたはホストのタイムス
タンプが一致しないことがあります。

ストレージアレイはアラートの送信時にタイムゾーンを修正しないため、アラートのタイムスタンプはGMT

であり、タイムゾーンオフセットはゼロです。タイムスタンプをローカルのタイムゾーンに換算するに
は、GMTからのオフセットを特定し、タイムスタンプにその値を加算するか減算します。

この問題 を回避するには、ストレージアレイコントローラにネットワークタイムプロトコル
（NTP）を設定します。これにより、コントローラが常に正しい時刻に同期されます。

システム

ストレージアレイの設定

488



概念

キャッシュの設定とパフォーマンス

キャッシュメモリは、ドライブメディアよりも速くアクセスできる、コントローラ上の
一時的な揮発性ストレージ領域です。

キャッシュを使用すると、全体的なI/Oパフォーマンスを次のように向上させることができます。

• 読み取り用にホストから要求されたデータが以前の処理からすでにキャッシュに格納されている可能性が
あるため、ドライブへのアクセスが不要になります。

• 書き込みデータは最初にキャッシュに書き込まれるため、データがドライブに書き込まれるのを待つこと
なくアプリケーションが処理を続行できます。

デフォルトのキャッシュ設定はほとんどの環境の要件を満たしていますが、必要に応じて設定を変更できま
す。

ストレージアレイキャッシュの設定

ストレージアレイ内のすべてのボリュームについて、Systemページで次の値を指定できます。

• フラッシュの開始値--キャッシュフラッシュ（ディスクへの書き込み）をトリガーするキャッシュ内の書
き込み前のデータの割合。指定した開始の割合の書き込み前のデータがキャッシュに格納されると、フラ
ッシュがトリガーされます。デフォルトでは、キャッシュが80%フルに達すると、コントローラがキャッ
シュのフラッシュを開始します。

• キャッシュブロックサイズ--キャッシュ管理の組織単位である各キャッシュブロックの最大サイズ。キャ
ッシュブロックサイズはデフォルトで8KiBですが、4、8、16、32KiBに設定できます。アプリケーション
の一般的なI/Oサイズにキャッシュブロックサイズを設定するのが理想的です。ファイルシステムやデータ
ベースアプリケーションでは一般に小さいサイズを使用し、大規模なデータ転送やシーケンシャルI/Oを必
要とするアプリケーションには大きいサイズが適しています

ボリュームキャッシュの設定

ストレージアレイ内の個々のボリュームについて、Volumes（ボリューム）ページで次の値を指定できます（
メニュー：Storage [Volumes]）。

• 読み取りキャッシュ--読み取りキャッシュは’ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです読
み取り処理の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセ
スする必要はありません。読み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

◦ 動的キャッシュ読み取りプリフェッチ--動的キャッシュ読み取りプリフェッチにより’コントローラは’

ドライブからキャッシュにデータ・ブロックを読み取っているときに’追加のシーケンシャル・データ
・ブロックをキャッシュにコピーすることができますこのキャッシングにより、以降のデータ要求に
キャッシュから対応できる可能性が高まります。動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケン
シャルI/Oを使用するマルチメディアアプリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェッチ
される速度と量は、ホスト読み取りの速度と要求サイズに基づいて自動で調整されます。ランダムア
クセスの場合、原因 データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み
取りキャッシュが無効になっている場合は適用されません。

• 書き込みキャッシュ--書き込みキャッシュは’まだドライブに書き込まれていないホストからのデータを格
納するバッファです書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き
込みキャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。
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データ損失の可能性-バッテリなしの書き込みキャッシュオプションを有効にし、保護用の
ユニバーサル電源装置がない場合、データが失われる可能性があります。また、コントロ
ーラのバッテリがない場合にWrite caching without Batteriesオプションを有効にすると、デ
ータが失われる可能性があります。

◦ バッテリなしの書き込みキャッシュ--バッテリなしの書き込みキャッシュ設定により、バッテリがな
い、故障している、完全に放電されている、またはフル充電されていない場合でも書き込みキャッシ
ュを続行できます。バッテリなしの書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われ
る可能性があるため、一般には推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電され
るか障害が発生したバッテリが交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

◦ ミラーリングありの書き込みキャッシュ--ミラーリングありの書き込みキャッシュは’一方のコントロ
ーラのキャッシュ・メモリに書き込まれたデータがもう一方のコントローラのキャッシュ・メモリに
も書き込まれたときに発生しますそのため、一方のコントローラで障害が発生した場合、もう一方の
コントローラで未処理の書き込み処理をすべて完了できます。書き込みキャッシュのミラーリング
は、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントローラが配置されている場合にのみ使用できます。ミ
ラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリュームの作成時にデフォルトで設定されます。

自動ロードバランシングの概要

自動ロードバランシングを使用すると、負荷の変化に動的に対応してボリュームのコン
トローラ所有権が自動的に調整されるため、コントローラ間でワークロードが移動する
際の負荷の不均衡が解消され、I/Oリソースの管理が強化されます。

各コントローラのワークロードは継続的に監視され、ホストにインストールされたマルチパスドライバとの連
携により、必要に応じて自動的に負荷を分散できます。ワークロードがコントローラ間で自動的に再分散され
るため、ストレージアレイの負荷の変化に合わせてボリュームのコントローラ所有権を手動で調整する必要が
なくなり、ストレージ管理者の負担が軽減されます。

自動ロードバランシングを有効にすると、次の機能が実行されます。

• コントローラのリソース利用率を自動的に監視して負荷を分散します。

• ボリュームのコントローラ所有権が必要に応じて自動的に調整され、ホストとストレージアレイの間のI/O

帯域幅が最適化されます。

自動ロードバランシングの有効化と無効化

自動ロードバランシングは、すべてのストレージアレイでデフォルトで有効になっています。

自動ロードバランシングは、ストレージアレイの状況に応じて無効にすることができます。たとえば、次のよ
うな場合です。

• 特定のボリュームのコントローラ所有権については、ワークロードを分散するために自動的に変更されな
いようにする場合。

• 高度に調整された環境で、コントローラ間の負荷分散が特定の要件を満たすように意図的に設定されてい
る。

自動ロードバランシング機能をサポートするホストタイプ

自動ロードバランシングを有効にするのはストレージアレイレベルですが、ホストまたはホストクラスタに選
択したホストタイプがこの機能の動作に直接影響します。
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ストレージアレイのワークロードをコントローラ間で分散する際、自動ロードバランシング機能は、両方のコ
ントローラからアクセスでき、自動ロードバランシング機能をサポートするホストまたはホストクラスタにの
みマッピングされたボリュームの移動を試みます。

これにより、ロードバランシングプロセスによってホストがボリュームにアクセスできなくなることはありま
せんが、自動ロードバランシングをサポートしていないホストにマッピングされたボリュームがあると、スト
レージアレイはワークロードを分散できなくなります。自動ロードバランシングがワークロードを分散するた
めには、マルチパスドライバがTPGSをサポートしていることと、ホストタイプが次の表に含まれていること
が必要です。

ホストクラスタが自動ロードバランシングに対応しているとみなされるのは、そのグループ内
のすべてのホストが自動ロードバランシングをサポートしている場合です。

自動ロードバランシングをサポートするホストタイプ マルチパスドライバ

WindowsまたはWindowsクラスタ MPIOとNetApp EシリーズDSM

Linux DM-MP（カーネル3.10以降） DM-MPと’scsi_dh_aluaデバイス・ハンドラ

VMware Native Multipathing Plugin（NMP）
と’VMW_SATP_ALUA Storage Array Type’プラグイ
ン

一部の例外を除き、自動ロードバランシングをサポートしていないホストタイプは、この機能
が有効になっているかどうかに関係なく正常に動作し続けます。例外の1つがシステムのフェイ
ルオーバーです。データパスが復旧すると、ストレージアレイはマッピングされていないボリ
ュームまたは割り当てられていないボリュームを所有権を持つコントローラに戻しますが、自
動ロードバランシングをサポートしていないホストにマッピングまたは割り当てられているボ
リュームは移動されません。

を参照してください "Interoperability Matrix Tool で確認してください" サポートされるマルチパスドライ
バ、OSレベル、コントローラドライブトレイの互換性情報については、を参照してください。

自動ロードバランシング機能とOSの互換性の確認

新しいシステムを設定（または既存のシステムを移行）する前に、自動ロードバランシング機能とOSの互換
性を確認します。

1. にアクセスします "Interoperability Matrix Tool で確認してください" をクリックして解決策 を検索し、サ
ポートを確認してください。

Red Hat Enterprise Linux 6またはSUSE Linux Enterprise Server 11を実行しているシステムの場合は、テ
クニカルサポートにお問い合わせください。

2. /etc/multipath.confファイルを更新して構成します

3. 該当するベンダーおよび製品の「retain_attached_device_handler」と「detect_prio」の両方が「yes」に
設定されていることを確認するか、デフォルトの設定を使用します。
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デフォルトのホストオペレーティングシステムタイプ

デフォルトのホストタイプは、ホストの最初の接続時にストレージアレイで使用されま
す。ボリュームがアクセスされたときに、ストレージアレイのコントローラがホストの
オペレーティングシステムとどのように連携するかを定義します。接続されたホストを
基準にストレージアレイの動作を変更する必要がある場合は、ホストタイプを変更でき
ます。

一般に、デフォルトのホストタイプは、ストレージアレイにホストを接続する前、または追加のホストを接続
するときに変更します。

次のガイドラインに注意してください。

• ストレージアレイに接続するホストのオペレーティングシステムがすべて同じ場合は（同機種ホスト環境
）、オペレーティングシステムに一致するホストタイプに変更します。

• ストレージアレイに接続するホストに異なるオペレーティングシステムのホストが混在している場合は（
異機種ホスト環境）、ホストのオペレーティングシステムの大部分に一致するホストタイプに変更しま
す。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち6つでWindowsオペレーティングシ
ステムを実行している場合は、Windowsをデフォルトのホストオペレーティングシステムタイプとして選
択する必要があります。

• ほとんどの接続ホストでオペレーティングシステムが異なる場合は、ホストタイプを工場出荷時のデフォ
ルトに変更します。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち2つのホストがWindowsオペレーテ
ィングシステムを実行している場合、3つのホストがHP-UXオペレーティングシステムを実行していま
す。 さらに、別の3つのOSでLinuxオペレーティングシステムを実行している場合は、デフォルトのホス
トオペレーティングシステムタイプとしてFactory Defaultを選択する必要があります。

方法

ストレージアレイ名を編集します

SANtricity System Managerのタイトルバーに表示されるストレージアレイ名を変更する
ことができます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [General]で[*Name:]フィールドを探します。

ストレージアレイ名が定義されていない場合、このフィールドには「不明」と表示されます。

3. ストレージアレイ名の横にある* Edit *（鉛筆）アイコンをクリックします。

フィールドが編集可能になります。

4. 新しい名前を入力します。
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名前には、アルファベット、数字、アンダースコア（_）、ダッシュ（-）、ハッシュ記号（#）を使用
できます。スペースを含めることはできません。名前の最大文字数は30文字です。名前は一意である必要
があります。

5. [保存（Save *）]（チェックマーク）アイコンをクリックします。

変更せずに編集可能なフィールドを閉じるには、[キャンセル（X）]アイコンをクリックし
ます。

結果

新しい名前がSANtricity System Managerのタイトルバーに表示されます。

ストレージアレイのロケーターライトを点灯します

キャビネット内のストレージアレイの物理的な場所を特定するために、ストレージアレ
イのロケーター（LED）ライトを点灯できます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [*General]で、[*Turn on Storage Array Locator Lights]をクリックします。

ストレージアレイのロケーターライトを点灯*ダイアログボックスが開き、対応するストレージアレイの
ロケーターライトが点灯します。

3. ストレージアレイが物理的に配置されている場合は、ダイアログボックスに戻り、*電源オフ*を選択しま
す。

結果

ロケーターライトが消灯してダイアログボックスが閉じます。

ストレージアレイのクロックを同期する

ネットワークタイムプロトコル（NTP）が無効な場合は、コントローラのクロックを手
動で設定して、管理クライアント（SANtricity System Managerにアクセスするブラウザ
の実行に使用されるシステム）と同期されるようにすることができます。

このタスクについて

同期によって、イベントログ内のイベントのタイムスタンプがホストログファイルに書き込まれるタイムスタ
ンプと一致します。同期プロセスの実行中も、コントローラを引き続き使用できます。

System ManagerでNTPが有効になっている場合は、このオプションを使用してクロックを同期
しないでください。代わりに、NTPではシンプルネットワークタイムプロトコル（SNTP）を
使用してクロックを自動的に同期します。

同期後に、パフォーマンス統計が失われたり精度が低下したりする可能性があります。また、
スケジュールに影響が生じたり（ASUP、Snapshotなど）、ログデータ内のタイムスタンプが
不正確になる可能性もあります。NTPを使用すると、この問題を回避できます。
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手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [General]で'[*ストレージ・アレイ・クロックの同期化]をクリックします

ストレージ・アレイ・クロックの同期*ダイアログ・ボックスが開きますこのダイアログには、コントロ
ーラおよび管理クライアントとして使用されているコンピュータの現在の日時が表示されます。

シンプレックスストレージアレイの場合、表示されるコントローラは1台だけです。

3. ダイアログボックスに表示された時間が一致しない場合は、*同期化*をクリックします。

結果

同期が成功すると、イベントのタイムスタンプはイベントログとホストログで同じになります。

ストレージアレイの構成を保存します

ストレージアレイの構成情報をスクリプトファイルに保存すると、追加のストレージア
レイをセットアップする際に同じ構成を使用するための時間を節約できます。

作業を開始する前に

論理構成の設定を変更する処理がストレージアレイで行われていないことを確認してください。このような処
理の例としては、ボリュームの作成または削除、コントローラファームウェアのダウンロード、ホットスペア
ドライブの割り当てまたは変更、ボリュームグループへの容量（ドライブ）の追加などがあります。

このタスクについて

ストレージアレイの構成を保存すると、ストレージアレイの設定、ボリュームの構成、ホストの構成、または
ストレージアレイに対するホストとボリュームの割り当てを含むコマンドラインインターフェイス（CLI）ス
クリプトが生成されます。生成されたこのCLIスクリプトを使用して、ハードウェア構成がまったく同じ別の
ストレージアレイに構成をレプリケートできます。

ただし、ディザスタリカバリにはこのCLIスクリプトを使用しないでください。システムをリストアするに
は、代わりに、手動で作成する構成データベースのバックアップファイルを使用するか、テクニカルサポート
に問い合わせて最新のAutoSupportデータからこのデータを取得してください。

この操作では、次の設定は保存されません。

• バッテリの寿命です

• コントローラの時刻

• 不揮発性静的ランダムアクセスメモリ（NVSRAM）の設定

• すべてのプレミアム機能

• ストレージアレイのパスワード

• ハードウェアコンポーネントの動作ステータスと状態

• ボリュームグループの動作ステータス（最適を除く）と状態

• ミラーリング、ボリュームコピーなどのコピーサービス
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アプリケーションエラーのリスク-論理構成の設定を変更する処理をストレージアレイで実行中
の場合は、このオプションを使用しないでください。このような処理の例としては、ボリュー
ムの作成または削除、コントローラファームウェアのダウンロード、ホットスペアドライブの
割り当てまたは変更、ボリュームグループへの容量（ドライブ）の追加などがあります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 「ストレージアレイ構成の保存」を選択します。

3. 保存する構成の項目を選択します。

◦ ストレージアレイの設定

◦ ボリューム構成

◦ ホスト構成

◦ ホスト/ボリューム間の割り当て

［ホスト/ボリューム間の割り当て］項目を選択した場合、［ボリューム構成］項目と［ホ
スト構成］項目もデフォルトで選択されます。また、*ボリューム構成*と*ホスト構成*を保
存しないと、ホスト/ボリューム間の割り当て*を保存できません。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ファイルは’storagearray-configuration.cfgという名前でブラウザのDownloadsフォルダに保存されます

完了後

ストレージアレイの構成を別のストレージアレイにロードするには、SANtricity Unified Managerを使用しま
す。

ストレージアレイの構成のクリア

ストレージアレイからすべてのプール、ボリュームグループ、ボリューム、ホストの定
義、およびホストの割り当てを削除する場合は、設定のクリア処理を使用します。

作業を開始する前に

• ストレージアレイ構成をクリアする前に、データのバックアップを作成します。

このタスクについて

ストレージアレイ構成のクリアオプションは2つあります。

• ボリューム--通常、テスト用ストレージアレイを本番ストレージアレイとして再構成するために、ボリュ
ームオプションを使用します。たとえば、テスト用にストレージアレイを構成し、テストが完了したらテ
スト構成を削除し、本番環境用にストレージアレイをセットアップする場合があります。

• ストレージ・アレイ--通常’ストレージ・アレイを別の部門またはグループに移動するには’ストレージ・ア
レイ・オプションを使用しますたとえば、エンジニアリング部門が新しいストレージアレイを導入するこ
とになり、現在使用しているストレージアレイを管理部門に移動する場合などです。

ストレージアレイオプションを選択すると、追加の設定がいくつか削除されます。
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ボリューム ストレージアレイ

プールとボリュームグループを削
除します

X X

ボリュームを削除します X X

ホストとホストクラスタを削除し
ます

X X

ホスト割り当てを削除します X X

ストレージアレイ名を削除します X

ストレージアレイのキャッシュ設
定をデフォルトにリセットします

X

データ損失のリスク-この処理を実行すると、ストレージアレイからすべてのデータが削除され
ます。（完全消去は実行されません）。 この処理は開始後にキャンセルすることはできませ
ん。この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 「ストレージアレイ構成のクリア」を選択します。

3. ドロップダウンリストで、* Volume または Storage Array *のいずれかを選択します。

4. オプション：（データではなく）設定を保存する場合は、ダイアログボックス内のリンクを使用します。

5. 処理を確定します。

結果

• 現在の構成が削除され、ストレージアレイ上の既存のデータがすべて破棄されます。

• すべてのドライブの割り当てが解除されます。

ログインバナーを設定します

ユーザがSANtricity System Managerでセッションを確立する前に表示されるログインバ
ナーを作成できます。バナーには、注意と同意を求めるメッセージを含めることができ
ます。

このタスクについて

作成したバナーは、ログイン画面の前にダイアログボックスに表示されます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 「一般」セクションで、「*ログインバナーの設定」を選択します。

496



[ログインバナーの設定*]ダイアログボックスが開きます。

3. ログインバナーに表示するテキストを入力します。

書式設定にHTMLタグやその他のマークアップタグを使用しないでください。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

ユーザが次回System Managerにログインすると、このテキストがダイアログボックスに表示されます。ログ
イン画面に進むには、*OK*をクリックする必要があります。

セッションタイムアウトの管理

非アクティブな状態が一定の時間続いたユーザセッションは切断されるよう、SANtricity

System Managerでタイムアウトを設定できます。

このタスクについて

デフォルトでは、System Managerのセッションタイムアウトは30分です。この時間を調整したり、セッショ
ンタイムアウトを無効にしたりすることができます。

アレイに組み込まれているSecurity Assertion Markup Language（SAML）機能を使用してアク
セス管理が設定されている場合は、ユーザのSSOセッションがその期限に達したときにセッシ
ョンタイムアウトが発生する可能性があります。これは、System Managerのセッションタイム
アウトより前に発生することがあります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 「一般」セクションで、「セッションタイムアウトの有効化/無効化」を選択します。

セッションタイムアウト*の有効化/無効化ダイアログボックスが開きます。

3. スピナーコントロールを使用して、時間を分単位で増減できます。

System Managerに設定できる最小のタイムアウトは15分です。

セッションタイムアウトを無効にするには、*時間の長さを設定*チェックボックスの選択を
解除します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ストレージアレイのキャッシュ設定を変更します

ストレージアレイ内のすべてのボリュームでは、フラッシュおよびブロックサイズにつ
いてキャッシュメモリの設定を調整できます。

このタスクについて

キャッシュメモリは、ドライブメディアよりも速くアクセスできる、コントローラ上の一時的な揮発性ストレ
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ージ領域です。キャッシュのパフォーマンスを調整するには、次の設定を調整します。

キャッシュ設定 説明

デマンドキャッシュフラッシュを開始します キャッシュに格納された書き込み前のデータが何パ
ーセントに達したらキャッシュフラッシュ（ディス
クへの書き込み）を開始するかを指定します。デフ
ォルトでは、書き込み前のデータが容量の80%に達
するとキャッシュフラッシュが開始されます。書き
込み処理が中心の環境では、この割合を高くする
と、新しい書き込み要求をディスクにアクセスせず
にキャッシュで処理できるため便利です。I/Oが不規
則でデータのバーストがある環境では、この割合を
低くして、バーストとバーストの間に頻繁にキャッ
シュがフラッシュされるようにすると効果的です。
ただし、80%より小さいパーセントの開始パーセン
ト値を指定すると、原因 のパフォーマンスが低下す
る可能性があります。

キャッシュブロックサイズ キャッシュブロックサイズは、各キャッシュブロッ
クの最大サイズであり、キャッシュを管理する際の
単位となります。デフォルトのブロックサイズ
は8KiBです。System Managerでは、4、8、16、また
は32KiBのキャッシュブロックサイズを選択できま
す。使用するブロックサイズはアプリケーションに
よって異なり、ストレージのパフォーマンスに影響
します。ファイルシステムやデータベースアプリケ
ーションには小さいサイズが適しています。マルチ
メディアなどのシーケンシャルI/Oを生成するアプリ
ケーションには、大きいサイズが適しています。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「その他の設定」を選択し、「キャッシュ設定の変更」をクリックします。

[キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスが開きます。

3. 次の値を調整します。

◦ デマンドキャッシュフラッシュの開始—環境で使用されているI/Oに適した割合を選択します80%未満
の値を選択すると、パフォーマンスが低下する可能性があります。

◦ キャッシュブロックサイズ—アプリケーションに適したサイズを選択します

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ホスト接続レポートの設定

ホスト接続レポートを有効にすると、コントローラと設定済みのホスト間の接続をスト
レージアレイで常時監視して、接続が中断された場合に通知されるようにすることがで
きます。この機能はデフォルトで有効になっています。
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このタスクについて

ホスト接続のレポートを無効にすると、接続またはストレージアレイに接続されているホストに関するマルチ
パスドライバの問題がシステムによって監視されなくなります。

また、コントローラのリソース利用率を監視してバランスを調整する自動ロードバランシング
も無効になります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「* Additional Settings 」(その他の設定)を表示し、「* Enable / Disable Host

Connectivity Reporting *」(ホスト接続レポートの有効化/無効化

このオプションが現在有効か無効かを示すテキストがこのオプションの下に表示されます。

確認ダイアログが開きます。

3. 続行するには、 [ はい ] をクリックします。

このオプションを選択すると、機能の有効と無効を切り替えることができます。

自動ロードバランシングを設定する

自動ロードバランシング*機能を使用すると、ホストからの受信I/Oトラフィックが動的
に管理され、両方のコントローラに分散されます。この機能はデフォルトで有効になっ
ていますが、System Managerから無効にすることもできます。

このタスクについて

自動ロードバランシングを有効にすると、次の機能が実行されます。

• コントローラのリソース利用率を自動的に監視して負荷を分散します。

• ボリュームのコントローラ所有権が必要に応じて自動的に調整され、ホストとストレージアレイの間のI/O

帯域幅が最適化されます。

自動ロードバランシングは、ストレージアレイの状況に応じて無効にすることができます。たとえば、次のよ
うな場合です。

• 特定のボリュームのコントローラ所有権については、ワークロードを分散するために自動的に変更されな
いようにする場合。

• 高度に調整された環境で、コントローラ間の負荷分散が特定の要件を満たすように意図的に設定されてい
る。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「その他の設定」を選択し、「自動ロードバランシングの有効化/無効化」をクリック
します。

この機能が現在有効か無効かを示すテキストがこのオプションの下に表示されます。
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確認ダイアログが開きます。

3. 続行するには、[はい]をクリックして確定します。

このオプションを選択すると、機能の有効と無効を切り替えることができます。

この機能を無効から有効に切り替えると、ホスト接続レポート機能も自動的に有効になり
ます。

デフォルトのホストタイプを変更

デフォルトのホストオペレーティングシステムの変更設定を使用して、ストレージアレ
イレベルでデフォルトのホストタイプを変更します。一般に、デフォルトのホストタイ
プは、ストレージアレイにホストを接続する前、または追加のホストを接続するときに
変更します。

このタスクについて

次のガイドラインに注意してください。

• ストレージアレイに接続するホストのオペレーティングシステムがすべて同じ場合は（同機種ホスト環境
）、オペレーティングシステムに一致するホストタイプに変更します。

• ストレージアレイに接続するホストに異なるオペレーティングシステムのホストが混在している場合は（
異機種ホスト環境）、ホストのオペレーティングシステムの大部分に一致するホストタイプに変更しま
す。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち6つでWindowsオペレーティングシ
ステムを実行している場合は、Windowsをデフォルトのホストオペレーティングシステムタイプとして選
択する必要があります。

• ほとんどの接続ホストでオペレーティングシステムが異なる場合は、ホストタイプを工場出荷時のデフォ
ルトに変更します。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち2つのホストがWindowsオペレーテ
ィングシステムを実行している場合、3つのホストがHP-UXオペレーティングシステムを実行していま
す。 さらに、別の3つのOSでLinuxオペレーティングシステムを実行している場合は、デフォルトのホス
トオペレーティングシステムタイプとしてFactory Defaultを選択する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「その他の設定」を選択し、「デフォルトのホストOSタイプの変更」をクリックし
ます。

3. デフォルトとして使用するホストオペレーティングシステムのタイプを選択します。

4. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

従来の管理インターフェイスを有効または無効にします

ストレージアレイと管理クライアントの間の通信方法である、従来の管理インターフェ
イス（SYMbol）を有効または無効にすることができます。デフォルトでは、従来の管理
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インターフェイスは有効になっています。無効にすると、ストレージアレイと管理クラ
イアントはより安全な通信方法（REST API over https）を使用しますが、無効にした場
合、特定のツールやタスクに影響する可能性があります。

このタスクについて

この設定は処理に次のように影響します。

• * on *（デフォルト）--ミラーリング、E5700およびE5600ストレージアレイのみで動作するCLIコマン
ド、およびQuickConnectユーティリティやOCIアダプタなどのその他のツールに必要な設定です。

• オフ--ストレージアレイと管理クライアント間の通信の機密性を強化し、外部ツールにアクセスするため
に必要な設定です。ディレクトリサーバ（LDAP）を設定する際に推奨される設定です。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「その他の設定」を選択し、「*管理インターフェイスの変更」をクリックします。

3. ダイアログボックスで、*はい*をクリックして続行します。

よくある質問です

コントローラキャッシュとは何ですか？

コントローラキャッシュは、コントローラとホストの間、およびコントローラとディス
クの間の2種類のI/O（入出力）処理をスムーズに行うための物理メモリスペースです。

読み取りおよび書き込みのデータ転送では、ホストとコントローラは高速な接続を介して通信します。ただ
し、ディスクは比較的低速なデバイスであるため、コントローラのバックエンドからディスクへの通信は低速
になります。

コントローラキャッシュがデータを受信すると、コントローラはデータを保持していることをホストアプリケ
ーションに通知します。これにより、ホストアプリケーションはI/Oがディスクに書き込まれるのを待たずに
代わりに、アプリケーションは処理を続行できます。また、サーバアプリケーションはキャッシュされたデー
タにアクセスできるため、データにアクセスするためにディスクを読み取る必要がなくなります。

コントローラキャッシュは、ストレージアレイの全体的なパフォーマンスに次のように影響します。

• キャッシュはバッファとして機能するため、ホストとディスクのデータ転送を同期する必要がありませ
ん。

• ホストからの読み取り/書き込み処理の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されてい
れば、ディスクにアクセスする必要はありません。

• 書き込みキャッシュを使用している場合、ホストは以前の書き込み処理がディスクに書き込まれる前に後
続の書き込みコマンドを送信できます。

• キャッシュプリフェッチを有効にすると、シーケンシャルリードアクセスが最適化されます。読み取り処
理ではデータがディスクから読み取られるのではなく、キャッシュ内のデータが使用される可能性が高く
なります。
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データ損失の可能性--バッテリなしの書き込みキャッシュ*オプションを有効にして保護用のユ
ニバーサル電源装置を持たないと、データが失われる可能性があります。また、コントローラ
のバッテリがない場合に*バッテリなしの書き込みキャッシュ*オプションを有効にすると、デ
ータが失われる可能性があります。

キャッシュフラッシュとは何ですか？

キャッシュ内の書き込み前のデータの量が一定のレベルに達すると、コントローラはキ
ャッシュされたデータを定期的にドライブに書き込みます。この書き込みプロセスは「
フラッシュ」と呼ばれます。

コントローラは、デマンドベースと経過時間ベースの2つのアルゴリズムを使用してキャッシュをフラッシュ
します。デマンドベースのアルゴリズムは、キャッシュされたデータの量がキャッシュフラッシュしきい値を
下回るまで使用されます。デフォルトでは、キャッシュの80%が使用中になるとフラッシュが開始されます。

System Managerでは、「デマンド・キャッシュ・フラッシュの開始」しきい値を、環境で使用されるI/Oのタ
イプに最も適した値に設定できます。書き込み操作が主な環境では’新しい書き込み要求をディスクに移動せ
ずにキャッシュで処理できる可能性を高めるために’デマンド・キャッシュ・フラッシュの開始パーセントを
高く設定する必要があります割合を高く設定すると、キャッシュフラッシュの回数が減ってキャッシュに残る
データ量が増えるため、キャッシュヒットの可能性が高まります。

I/Oが不規則な（データバーストが発生する）環境では、キャッシュフラッシュを低く設定して、データバー
スト間でキャッシュが頻繁にフラッシュされるようにします。さまざまな負荷を処理する多様なI/O環境や、
負荷のタイプが不明な環境では、このしきい値を中間の50%に設定します。80%未満に設定した場合、ホスト
読み取りに必要なデータがキャッシュにないためにパフォーマンスが低下する可能性があります。また、割合
を低くすると、キャッシュレベルを維持するために必要なディスクへの書き込み回数が増えるため、システム
オーバーヘッドが増大します。

経過時間ベースのアルゴリズムでは、書き込みデータがディスクにフラッシュされるまでのキャッシュでの保
持期間を指定します。キャッシュフラッシュしきい値に達するまでは、経過時間ベースのアルゴリズムが使用
されます。デフォルトは10秒ですが、カウントされるのは非アクティブな期間のみです。System Managerで
はフラッシュのタイミングを変更できません。代わりに、コマンドラインインターフェイス（CLI）でSet

Storage Arrayコマンドを使用する必要があります。

データ損失の可能性--バッテリなしの書き込みキャッシュ*オプションを有効にして保護用のユ
ニバーサル電源装置を持たないと、データが失われる可能性があります。また、コントローラ
のバッテリがない場合に*バッテリなしの書き込みキャッシュ*オプションを有効にすると、デ
ータが失われる可能性があります。

キャッシュブロックサイズとは何ですか？

ストレージアレイのコントローラはキャッシュを複数の「ブロック」に編成します。ブ
ロックは、サイズが4KiB、8KiB、16KiB、または32KiBのメモリチャンクです。ストレー
ジシステムのボリュームはすべて同じキャッシュスペースを共有するため、ボリューム
で使用できるキャッシュブロックサイズは1つだけです。

キャッシュブロックは、ディスクの論理ブロックシステムで使用される512バイトブロックと
は異なります。

使用するブロックサイズはアプリケーションによって異なり、ストレージのパフォーマンスに影響する可能性
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があります。System Managerのデフォルトのブロックサイズは8KiBですが、4KiB、8KiB、16KiB、また
は32KiBに設定できます。ファイルシステムやデータベースアプリケーションには小さいサイズが適していま
す。大容量のデータ転送、シーケンシャルI/O、マルチメディアなどの広帯域幅を必要とするアプリケーショ
ンには、大きいサイズが適しています。

ストレージアレイのクロックを同期する必要があるのはいつですか？

System Managerと管理クライアント（ブラウザ経由でSystem Managerにアクセスする
コンピュータ）で表示されるタイムスタンプが異なる場合は、ストレージアレイのコン
トローラクロックを手動で同期する必要があります。このタスクが必要になるの
は、System ManagerでNTP（ネットワークタイムプロトコル）が有効になっていない場
合だけです。

クロックを手動で同期する代わりに、NTPサーバを使用することを強く推奨します。NTP

は、SNTP（Simple Network Time Protocol）を使用して自動的にクロックを外部サーバと同期
します。

同期ステータスは、システムページから入手できる*ストレージアレイクロックの同期*ダイアログボックスで
確認できます。ダイアログボックスに表示された時間が一致しない場合は、同期を実行します。このダイアロ
グボックスを定期的に表示することで、コントローラクロックの時間表示が同期されているかどうかを確認で
きます。

ホスト接続レポートとは何ですか？

ホスト接続レポートを有効にすると、ストレージアレイはコントローラと設定されたホ
スト間の接続を継続的に監視し、接続が中断された場合に警告します。

ケーブルに緩み、損傷、脱落が生じた場合や、ホストに問題が生じた場合は、接続の中断が発生する可能性が
あります。これらの状況では、Recovery Guruメッセージが発行されることがあります。

• ホストの冗長性が失われました--どちらかのコントローラがホストと通信できない場合に開きます

• ホストタイプが正しくありません--ストレージアレイでホストタイプが正しく指定されていないと’フェイ
ルオーバーの問題が発生する可能性があります

コントローラのリブートにかかる時間が接続タイムアウトよりも長くなる可能性がある場合は、ホスト接続レ
ポートを無効にすることができます。この機能を無効にすると、Recovery Guruメッセージが生成されなくな
ります。

また、コントローラのリソース使用量を監視してバランスを調整する自動ロードバランシング
も無効になります。ただし、ホスト接続レポートを再度有効にしても、自動ロードバランシン
グ機能は自動的には有効になりません。

iSCSI 設定

概念

iSCSIの用語

ストレージアレイに関連するiSCSIの用語を次に示します。
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期間 説明

CHAP チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）方式では、初回のリンク確
立時にターゲットとイニシエータのIDを検証します。認証は、CHAP_secret__と
いう共有セキュリティキーに基づいて行われます。

コントローラ コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドラ
イブを制御し、 System Manager の機能を実装します。

DHCP 動的ホスト構成プロトコル（DHCP）は、インターネットプロトコル（IP）ネッ
トワークでIPアドレスなどのネットワーク設定パラメータを動的に配布するため
に使用されるプロトコルです。

IB InfiniBand （ IB ）は、ハイパフォーマンスのサーバとストレージシステムの間の
データ転送用の通信標準です。

ICMP PING応答 Internet Control Message Protocol（ICMP）は、ネットワークに接続されたコン
ピュータのオペレーティングシステムでメッセージの送信に使用されるプロトコ
ルです。ICMPメッセージを送信することで、ホストに到達できるかどうかや、
そのホストとのパケットの送受信にどれくらいの時間がかかるかが確認されま
す。

IQN iSCSI Qualified Name（IQN）は、iSCSIイニシエータまたはiSCSIターゲットの
一意の名前です。

iSER iSCSI Extensions for RDMA（iSER）は、InfiniBandやイーサネットなどのRDMA

トランスポートを使用する処理用にiSCSIプロトコルを拡張したプロトコルで
す。

iSNS Internet Storage Name Service（iSNS）は、TCP / IPネットワーク上のiSCSIデ
バイスとFibre Channelデバイスの自動検出、管理、構成が可能なプロトコルで
す。

MAC アドレス メディアアクセス制御（MAC）アドレスはイーサネットで使用される識別子で、
同じ物理トランスポートネットワークインターフェイス上の2つのポートを接続
する別々の論理チャネルを区別します。

管理クライアント 管理クライアントは、System Managerにアクセスするためのブラウザがインス
トールされたコンピュータです。

MTU Maximum Transmission Unit（MTU；最大転送単位）は、ネットワークで送信可
能なパケットまたはフレームの最大サイズです。

RDMA Remote Direct Memory Access（RDMA）は、ネットワークコンピュータ同士
が、それぞれのオペレーティングシステムを介さずにメインメモリ内でデータを
交換できるテクノロジです。
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期間 説明

名前のない検出セッショ
ン

名前のない検出セッションのオプションが有効な場合、iSCSIイニシエータは、
コントローラの情報を取得するためにターゲットIQNを指定する必要はありませ
ん。

方法

iSCSIポートを設定

コントローラにiSCSIホスト接続が搭載されている場合は、ハードウェアページまたはシ
ステムページからiSCSIポートを設定できます。

作業を開始する前に

• コントローラにiSCSIポートが搭載されている必要があります。そうでない場合、iSCSI設定は使用できま
せん。

• ネットワーク速度（ポートとホストの間のデータ転送率）を把握しておく必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、ハードウェアページから iSCSI ポート設定にアクセスする方法について説明します。シス
テムページ（メニュー：設定[システム]）から設定にアクセスすることもできます。

iSCSIの設定および機能は、ストレージアレイでiSCSIがサポートされている場合にのみ表示さ
れます。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. iSCSI ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を選択します。

Configure iSCSI Ports *オプションは、System ManagerがコントローラでiSCSIポートを検
出した場合にのみ表示されます。

Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

5. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

6. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある[詳細ポート設定を表示]リンクを
クリックします。
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フィールドの詳細

ポートの設定 説明

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4

ネットワークと IPv6 ネットワークのサポートを
有効にします。メモ：ポートへのアクセスを無
効にする場合は、両方のチェックボックスをオ
フにします。

TCPリスニングポート（Show more port settings

をクリックすると使用可能）
必要に応じて、新しいポート番号を入力しま
す。

リスニングポートは、コントローラがホスト
iSCSI イニシエータからの iSCSI ログインをリス
ンするために使用する TCP ポート番号です。デ
フォルトのリスニングポートは 3260 で
す。3260 、または 49152~65535 の値を入力す
る必要があります。

MTUサイズ（Show more port settingsをクリック
して使用可能）

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバ
イト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大転送単位）サイズは 1500 バイト /

フレームです。1500~9000 の値を入力する必要
があります。

ICMP PING 応答を有効にします Internet Control Message Protocol （ ICMP ）を
有効にする場合は、このオプションを選択しま
す。ネットワーク接続されたコンピュータのオ
ペレーティングシステムは、このプロトコルを
使用してメッセージを送信します。ICMP メッセ
ージを送信することで、ホストに到達できるか
どうかや、そのホストとのパケットの送受信に
どれくらいの時間がかかるかが確認されます。

IPv4を有効にするを選択した場合は、次へをクリックするとIPv4設定を選択するダイアログボックスが開
きます。IPv6を有効にするを選択した場合は、次へをクリックすると、IPv6設定を選択するためのダイア
ログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、最初にIPv4設定のダイアログボックスが
開き、次へをクリックすると、IPv6設定のダイアログボックスが開きます。

7. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダ
イアログボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。
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フィールドの詳細

ポートの設定 説明

自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプション
を選択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールド
に静的アドレスを入力します。（必要に応じ
て、住所をカットアンドペーストしてフィール
ドに貼り付けることもできます）。 IPv4の場合
は、ネットワークのサブネットマスクとゲート
ウェイも指定します。IPv6 の場合は、ルーティ
ング可能な IP アドレスとルータの IP アドレス
も指定します。

VLANサポートを有効にします（[詳細設定を表
示]をクリックして使用できます）。

VLAN を有効にしてその ID を入力する場合は、
このオプションを選択します。VLAN は、同じス
イッチ、同じルータ、またはその両方でサポー
トされる他の物理 LAN （ローカルエリアネット
ワーク）および仮想 LAN から物理的に分離され
たように動作する論理ネットワークです。

イーサネットの優先順位を有効にする（[詳細設
定を表示]をクリックして使用可能）。

ネットワークアクセスの優先度を決定するパラ
メータを有効にする場合は、このオプションを
選択します。スライダを使用して優先度を1（最
も低い）から7（最も高い）の間で選択します。

共有 LAN 環境（イーサネットなど）では、多数
のステーションがネットワークアクセスで競合
する可能性があります。アクセスは先に行われ
たものから順に処理されます。2 つのステーショ
ンが同時にネットワークにアクセスしようとす
ると、両方のステーションがオフになり、再試
行するまで待機します。スイッチイーサネット
では、 1 つのステーションだけがスイッチポー
トに接続されるため、このプロセスは最小限に
抑えられます。

8. [ 完了 ] をクリックします。

iSCSI認証を設定

iSCSIネットワークのセキュリティを強化するために、コントローラ（ターゲット）とホ
スト（イニシエータ）の間に認証を設定できます。System Managerは、チャレンジハン
ドシェイク認証プロトコル（CHAP）方式を使用します。CHAPは初回のリンク確立時に
ターゲットとイニシエータのIDを検証します。認証は、CHAP_secret__という共有セキ
ュリティキーに基づいて行われます。
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作業を開始する前に

イニシエータ（iSCSIホスト）のCHAPシークレットは、ターゲット（コントローラ）のCHAPシークレット
を設定する前でもあとでも設定できます。このタスクの手順を実行する前に、ホストがiSCSI接続を確立する
のを待ってから、個々のホストでCHAPシークレットを設定する必要があります。接続が確立される
と、iSCSI認証のダイアログボックス（このタスクで説明）にホストのIQN名とCHAPシークレットが表示さ
れ、手動で入力する必要はありません。

このタスクについて

次のいずれかの認証方法を選択できます。

• 一方向認証--コントローラがiSCSIホストの識別情報を認証できるようにするには’この設定を使用します(

一方向認証)

• 双方向認証--コントローラとiSCSIホストの両方が認証(双方向認証)を実行できるようにするには’この設定
を使用しますこの設定は、コントローラがiSCSIホストの識別情報を認証できるようにし、さらにiSCSIホ
ストがコントローラの識別情報を認証できるようにすることで、二次的なセキュリティを提供します。

iSCSIの設定と機能は、ストレージアレイがiSCSIをサポートしている場合にのみ、設定ページ
に表示されます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [* iSCSI settings]で、[Configure Authentication*]をクリックします。

Configure Authentication（認証の設定）ダイアログボックスが表示され、現在設定されている方式が示さ
れます。CHAPシークレットが設定されているホストがあるかどうかも表示されます。

3. 次のいずれかを選択します。

◦ 認証なし--コントローラがiSCSIホストのIDを認証しないようにするには’このオプションを選択して’完
了*をクリックしますダイアログボックスが閉じ、設定が完了します。

◦ 一方向認証--コントローラがiSCSIホストのIDを認証できるようにするには’このオプションを選択して’

次へをクリックします*ターゲットCHAPの構成ダイアログ・ボックスを表示します

◦ 双方向認証--コントローラとiSCSIホストの両方が認証を実行できるようにするには’このオプションを
選択して’次へ*をクリックし’ターゲットCHAPの構成ダイアログ・ボックスを表示します

4. 一方向認証または双方向認証について、コントローラ（ターゲット）のCHAPシークレットを入力または
確認します。CHAPシークレットは、12~57文字の印刷可能なASCII文字で指定する必要があります。

コントローラのCHAPシークレットがすでに設定されている場合は、フィールド内の文字は
表示されません。必要に応じて、既存の文字を置き換えることができます（新しい文字は
マスクされません）。

5. 次のいずれかを実行します。

◦ 一方向認証を設定する場合は、*完了*をクリックします。ダイアログボックスが閉じ、設定が完了し
ます。

◦ _2Way _authenticationを設定する場合は、* Next *をクリックしてConfigure Initiator CHAPダイアログ
ボックスを表示します。

6. 双方向認証について、任意のiSCSIホスト（イニシエータ）のCHAPシークレット（12~57文字の印刷可能
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なASCII文字）を入力または確認します。特定のホストに双方向認証を設定しない場合は、「* Initiator

CHAP Secret *」フィールドを空白のままにします。

ホストのCHAPシークレットがすでに設定されている場合は、フィールド内の文字は表示さ
れません。必要に応じて、既存の文字を置き換えることができます（新しい文字はマスク
されません）。

7. [ 完了 ] をクリックします。

結果

認証なしを指定した場合を除き、iSCSIログインシーケンス中にコントローラとiSCSIホストの間で認証が行
われます。

iSCSI検出設定を有効にします

iSCSIネットワーク内のストレージデバイスの検出に関連する設定を有効にすることがで
きます。ターゲット検出設定では、Internet Storage Name Service（iSNS）プロトコル
を使用してストレージアレイのiSCSI情報を登録し、名前のない検出セッションを許可す
るかどうかを設定できます

作業を開始する前に

iSNSサーバで静的IPアドレスが使用されている場合は、そのアドレスをiSNSの登録に使用できる必要があり
ます。IPv4とIPv6の両方がサポートされています。

このタスクについて

iSCSI検出に関連する次の設定を有効にすることができます。

• * iSNSサーバによるターゲットの登録を有効にする*--有効にすると’ストレージ・アレイはiSNSサーバか
らiSCSI Qualified Name（IQN）とポート情報を登録しますこの設定は、イニシエータがiSNSサーバか
らIQNとポート情報を取得できるように、iSNS検出を許可します。

• 名前のない検出セッションを有効にする--名前のない検出セッションを有効にすると’イニシエータ
（iSCSIホスト）は’検出タイプ接続のログインシーケンス中にターゲットのIQN（コントローラ）を指定
する必要はありません無効な場合、ホストはIQNを指定してコントローラへの検出セッションを確立する
必要があります。ただし、通常の（I/Oベアリング）セッションでは常にターゲットIQNが必要です。この
設定を無効にすると、権限のないiSCSIホストがIPアドレスのみを使用してコントローラに接続すること
を防止できます。

iSCSIの設定と機能は、ストレージアレイがiSCSIをサポートしている場合にのみ、設定ページ
に表示されます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [* iSCSI settings]で、[*ターゲット検出設定の表示/編集]をクリックします。

[* Target Discovery Settings*（ターゲット検出設定*）]ダイアログボックスが表示されます。[Enable iSNS

server…]フィールドの下に、コントローラがすでに登録されているかどうかを示すダイアログボックスが
表示されます。

3. コントローラを登録するには、[iSNSサーバーを有効にしてターゲットを登録する*]を選択し、次のいずれ
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かを選択します。

◦ * DHCPサーバから自動的に設定を取得*--動的ホスト構成プロトコル(DHCP)サーバを使用してiSNSサ
ーバを設定する場合は’このオプションを選択しますこのオプションを使用する場合は、コントローラ
のすべてのiSCSIポートでDHCPを使用するように設定する必要があります。必要に応じて、コントロ
ーラのiSCSIポートの設定を更新して、このオプションを有効にします。

DHCPサーバでiSNSサーバのアドレスを指定するには、オプション43の「ベンダー固
有の情報」を使用するようにDHCPサーバを設定する必要があります。 このオプション
では、iSNSサーバのIPv4アドレスをデータバイト0xa-0xd（10-13）に含める必要があ
ります。

◦ 静的な設定を手動で指定-- iSNSサーバの静的IPアドレスを入力する場合は’このオプションを選択しま
す（必要に応じて、住所をカットアンドペーストしてフィールドに貼り付けることもできます）。 フ
ィールドに、IPv4アドレスまたはIPv6アドレスを入力します。両方を設定した場合は、IPv4がデフォ
ルトです。また、TCPリスニングポートを入力します（デフォルトの3205を使用する
か、49152~65535の値を入力）。

4. ストレージアレイを名前のない検出セッションの対象にするには、*名前のない検出セッションを有効に
する*を選択します。

◦ 有効にすると、iSCSIイニシエータは、コントローラの情報を取得するためにターゲットIQNを指定す
る必要はありません。

◦ 無効にすると、イニシエータがターゲットIQNを指定しないかぎり、検出セッションは実行されませ
ん。名前のない検出セッションを無効にすると、セキュリティが向上します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

System ManagerがコントローラをiSNSサーバに登録しようとする間、進捗状況バーが表示されます。この処
理には最大5分かかることがあります。

iSCSI統計パッケージを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのiSCSI統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用で、設定するこ
とはできません。

• イーサネットMAC統計--メディアアクセス制御(MAC)の統計情報を提供します。MACは、物理アドレスま
たはMACアドレスと呼ばれるアドレス指定メカニズムも提供します。MACアドレスは、各ネットワーク
アダプタに割り当てられている一意のアドレスです。MACアドレスは、サブネットワーク内のデスティネ
ーションへのデータパケットの配信に役立ちます。

• イーサネットTCP/IP統計-- iSCSIデバイスのTCP (Transmission Control Protocol)とIP (Internet Protocol)

のTCP/IPの統計情報を提供しますTCPを使用すると、ネットワークホスト上のアプリケーションが相互に
接続を作成し、パケットでデータを交換できます。IPは、パケット交換インターネットワークを介してデ
ータを通信するデータ指向プロトコルです。IPv4統計とIPv6統計は個別に表示されます。

• ローカル・ターゲット/イニシエータ（プロトコル）統計：ストレージ・メディアへのブロック・レベルの
アクセスを提供するiSCSIターゲットの統計情報を表示します非同期ミラーリング処理でイニシエータと
して使用される場合は’ストレージ・アレイのiSCSI統計情報を表示します

• DCBXの運用状態統計--さまざまなData Center Bridging Exchange（DCBX）機能の運用状態を表示しま
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す。

• *LLDP TLV statistics *-- Link Layer Discovery Protocol (LLDP) Type Length Value (TLTLV )統計を表示しま
す。

• DCBX TLV統計-- Data Center Bridging（DCB）環境内のストレージアレイのホストポートを識別する情報
が表示されます。この情報は、識別や機能のためにネットワークピアと共有されます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [View iSCSI Statistics Packages]を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。

4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSCSI

統計に同じベースラインが使用されます。

iSCSIセッションを終了します

不要になったiSCSIセッションを終了できます。iSCSIセッションは、非同期ミラー関係
にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立できます。

このタスクについて

iSCSIセッションを終了する理由としては、次のようなものが考えられます。

• 不正アクセス-- iSCSIイニシエータがログオンされていて、アクセスできない場合は、iSCSIセッションを
終了して、iSCSIイニシエータをストレージアレイから強制的に切断できます。認証方法を「なし」にし
たため、iSCSIイニシエータがログオンした可能性があります。

• システムダウンタイム--ストレージアレイを停止する必要があり’iSCSIイニシエータがまだログオンして
いる場合は’iSCSIセッションを終了してiSCSIイニシエータをストレージアレイから切断できます

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 終了するセッションを選択します

4. [セッションの終了]をクリックし、操作を実行することを確認します。

iSCSI セッションを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関する詳細情報を表示できます。iSCSIセッション
は、非同期ミラー関係にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立でき
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ます。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 特定のiSCSIセッションに関する追加情報 を表示するには、セッションを選択し、*詳細の表示*をクリッ
クします。
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フィールドの詳細

項目 説明

セッション識別子
（SSID）

iSCSIイニシエータとiSCSIターゲット間のセッションを識別する16進数の
文字列。SSIDは、ISIDとTPGTで構成されます。

イニシエータセッショ
ンID（ISID）

セッション識別子のイニシエータの部分。イニシエータはログイン時
にISIDを指定します。

ターゲットポータルグ
ループ

iSCSIターゲット。

ターゲットポータルグ
ループタグ（TPGT）

セッション識別子のターゲットの部分。iSCSIターゲットポータルグルー
プの16ビットの数値識別子。

イニシエータのiSCSI名 世界規模で一意なイニシエータの名前。

イニシエータのiSCSIラ
ベル

System Managerで設定されたユーザラベル。

イニシエータのiSCSIエ
イリアス

iSCSIノードにも関連付けることができる名前。エイリアスを使用する
と、組織がユーザにわかりやすい文字列をiSCSI名に関連付けることがで
きます。ただし、エイリアスはiSCSI名に代わるものではありません。イ
ニシエータのiSCSIエイリアスは、System Managerではなく、ホストでの
み設定できます

ホスト ストレージアレイに入出力を送信するサーバ。

接続ID（CID） イニシエータとターゲット間のセッション内における接続の一意の名前。
イニシエータがこのIDを生成し、ログイン要求の際にターゲットに提供し
ます。接続IDは、接続を閉じるログアウト時にも表示されます。

イーサネットポート識
別子

接続に関連付けられているコントローラポート。

イニシエータのIPアド
レス

イニシエータのIPアドレス。

ネゴシエーション済み
のログインパラメータ

iSCSIセッションのログイン時に処理されるパラメータ。

認証方式 iSCSIネットワークへのアクセスを必要とするユーザを認証する手法。有
効な値は* chap および None *です。
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項目 説明

ヘッダーダイジェスト
方式

iSCSIセッションに有効なヘッダー値を表示する手法。HeaderDigestおよ
びDataDigestには、* None または CRC32C を使用できます。両方のデフ
ォルト値は None *です。

データダイジェスト方
式

iSCSIセッションに有効なデータ値を表示する手法。HeaderDigestおよ
びDataDigestには、* None または CRC32C を使用できます。両方のデフ
ォルト値は None *です。

最大接続数 iSCSIセッションに許可される接続の最大数。1~4を接続の最大数として指
定できます。デフォルト値は* 1 *です。

ターゲットエイリアス ターゲットに関連付けられているラベル。

イニシエータのエイリ
アス

イニシエータに関連付けられているラベル。

ターゲットのIPアドレ
ス

iSCSIセッションのターゲットのIPアドレス。DNS名はサポートされませ
ん。

初期R2T 最初の転送準備完了ステータス。ステータスは「* Yes 」または「 No *」
のいずれかになります。

最大バースト長 このiSCSIセッションの最大SCSIペイロード（バイト）。512~262、144

（256KB）を最大バースト長として指定できます。デフォルト値は*

262,144（256KB）*です。

第1バースト長 このiSCSIセッションの未承諾データのSCSIペイロード（バイト単位
）。512~131、072（128KB）を第1バースト長として指定できます。デフ
ォルト値は*65,536（64KB）*です。

デフォルトの待機時間 接続の終了または接続のリセット後に接続を試行するまでの最小秒
数。0~3600をデフォルトの待機時間の値として指定できます。デフォル
トは* 2 *です。

デフォルトの保持時間
です

接続の終了または接続のリセット後も接続が可能な最大秒数。0~3600を
デフォルトの保持時間として指定できます。デフォルト値は*20*です。

最大未処理R2T このiSCSIセッションの未処理の「準備が完了した転送」の最大数。1~16

を未処理の「準備が完了した転送」の最大値として指定できます。デフォ
ルトは* 1 *です。

エラーリカバリレベル このiSCSIセッションのエラーリカバリのレベル。エラーリカバリレベル
の値は常に* 0 *に設定されています。
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項目 説明

受信データ最大セグメ
ント長

イニシエータまたはターゲットがペイロードデータユニット（PDU）で受
信できる最大データ量。

ターゲット名 ターゲットの正式名（エイリアスではありません）。iqn形式のターゲッ
ト名です。

イニシエータ名 イニシエータの正式名（エイリアスではありません）。iqn形式また
は_eui_formatを使用するイニシエータ名です。

4. レポートをファイルに保存するには、*保存*をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに’iscsi-session-connections.txt’というファイル名でファイルが保存されま
す

iSER over InfiniBandポートを設定します

コントローラにiSER over InfiniBandポートが搭載されている場合は、ホストとのネット
ワーク接続を設定できます。構成設定は、[ハードウェア]ページまたは[システム]ページ
から使用できます。

作業を開始する前に

• コントローラにiSER over InfiniBandポートが搭載されている必要があります。そうでないと、System

ManagerでiSER over InfiniBand設定を使用できません。

• ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

このタスクについて

iSER over InfiniBand構成には、* Hardware ページまたはメニューからアクセスできます：Settings

[System]。このタスクでは、[*Hardware]ページからポートを設定する方法について説明します。

iSER over InfiniBandの設定と機能は、ストレージアレイのコントローラにiSER over InfiniBand

ポートが搭載されている場合にのみ表示されます。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. iSER over InfiniBandポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. iSER over InfiniBandポートの設定*を選択します。

Configure iSER over InfiniBand ports（iSER over InfiniBandポートの設定）ダイアログボックスが開きま
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す。

5. ドロップダウンリストで設定するHICポートを選択し、ホストのIPアドレスを入力します。

6. [Configure] をクリックします。

7. 設定を完了したら、* Yes *をクリックしてiSER over InfiniBandポートをリセットします。

iSER over InfiniBandの統計を表示します

ストレージアレイのコントローラにiSER over InfiniBandポートが搭載されている場合
は、ホスト接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのiSER over InfiniBand統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用
で、設定することはできません。

• ローカルターゲット（プロトコル）統計- iSER over InfiniBandターゲットの統計を提供し、ストレージメ
ディアへのブロックレベルのアクセスが表示されます。

• * iSER over InfiniBandインターフェイス統計*- InfiniBandインターフェイス上のすべてのiSERポートの統
計が提供され、各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリンクエラー情報が含まれ
ます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

iSER over InfiniBand統計には、System（システム）ページ（メニュー：Settings（システム））また
はSupport（サポート）ページからアクセスできます。ここでは、Supportページから統計情報にアクセスする
方法について説明します。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View iSER over InfiniBand Statistics *を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。

4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSER

over InfiniBand統計に同じベースラインが使用されます。

よくある質問です

iSNSサーバを登録に使用するとどうなりますか？

Internet Storage Name Service（iSNS）サーバの情報を使用する場合は、iSNSサーバを
照会してターゲット（コントローラ）から情報を取得するようにホスト（イニシエータ
）を設定できます。

この登録により、コントローラのiSCSI Qualified Name（IQN）とポート情報がiSNSサーバに提供され、イニ
シエータ（iSCSIホスト）とターゲット（コントローラ）間の照会が可能になります。
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iSCSIではどの登録方法が自動的にサポートされますか。

iSCSIの実装では、Internet Storage Name Service（iSNS）検出方式またはSend Targets

コマンドの使用がサポートされます。

iSNS方式では、イニシエータ（iSCSIホスト）とターゲット（コントローラ）の間でiSNS検出を実行できま
す。ターゲットコントローラを登録して、コントローラのiSCSI修飾名（IQN）とポート情報をiSNSサーバに
提供します。

iSNSを設定しない場合、iSCSIホストはiSCSI検出セッション中にSend Targetsコマンドを送信します。これ
に応答して、コントローラからポート情報（ターゲットIQN、ポートIPアドレス、リスニングポート、ターゲ
ットポートグループなど）が返されます。iSNSを使用する場合は、ホストイニシエータがiSNSサーバからタ
ーゲットIPを取得できるため、この検出方式は必要ありません。

iSER over InfiniBand統計には何が表示されますか？

View iSER over InfiniBand Statistics *ダイアログボックスには、ローカルターゲット（プ
ロトコル）統計とiSER over InfiniBand（IB）インターフェイス統計が表示されます。統
計はすべて読み取り専用で、設定することはできません。

• ローカルターゲット（プロトコル）統計- iSER over InfiniBandターゲットの統計を提供し、ストレージメ
ディアへのブロックレベルのアクセスが表示されます。

• * iSER over InfiniBandインターフェイス統計*- InfiniBandインターフェイス上のすべてのiSER over

InfiniBandポートの統計が提供され、各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリン
クエラー情報が含まれます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

iSER over InfiniBandを設定または診断するためにほかに必要な作業は何ですか？

次の表に、iSER over InfiniBandセッションの設定と管理に使用するSystem Managerの
機能を示します。

iSER over InfiniBandを設定できるのは、ストレージアレイのコントローラにiSER over

InfiniBandホスト管理ポートが搭載されている場合のみです。

iSER over InfiniBandを設定して診断します
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アクション 場所

iSER over InfiniBandポー
トを設定します

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. Show back of shelf*を選択します。

3. コントローラを選択します。

4. iSER over InfiniBandポートの設定*を選択します。

または

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* iSER over InfiniBand setting*を選択し、* iSER over

InfiniBandポートの設定*を選択します。

iSER over InfiniBandの統
計を表示します

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* iSER over InfiniBand settings を表示し、 View iSER

over InfiniBand Statistics *を選択します。

システム：NVMe設定

概念

NVMe の概要

一部のコントローラには、NVMe（Non-Volatile Memory Express）over InfiniBandファブ
リックまたはNVMe over RoCE（RDMA over Converged Ethernet）ファブリックを実装
するためのポートが搭載されています。NVMeを使用すると、ホストとストレージアレ
イの間でハイパフォーマンスな通信が可能になります。

NVMeとは

NVM _は「不揮発性メモリ」を表し、多くのタイプのストレージデバイスで使用されている永続的メモリで
す。_NVM（NVM Express）は、NVMデバイスとのハイパフォーマンスなマルチキュー通信に特化して設計
された、標準インターフェイスまたはプロトコルです。

NVMe over Fabricsとは

_NVMe over Fabrics（NVMe-oF）_は、NVMeメッセージベースのコマンドおよびデータをホストコンピュー
タとストレージの間でネットワーク経由で転送できるようにするテクノロジ仕様です。SANtricity OS 11.40リ
リース以降では、NVMeストレージアレイ（a_subsystem _）に、InfiniBandファブリックまたはRDMAファブ
リックを使用するホストからアクセスできます。NVMeコマンドは、ホスト側とサブシステム側の両方のトラ
ンスポート抽象化レイヤで有効化され、カプセル化されます。これにより、ハイパフォーマンスなNVMeイン
ターフェイスのエンドツーエンドがホストからストレージへ拡張され、コマンドセットが標準化、簡易化され
ます。

NVMe-oFストレージは、ローカルのブロックストレージデバイスとしてホストに提示されます。ボリューム
（a_namespac_）は、他のブロックストレージデバイスと同様にファイルシステムにマウントできます。必
要に応じて、REST API、SMcli、またはSANtricity System Managerを使用してストレージをプロビジョニン
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グできます。

NVMe Qualified Name（NQN）とは

NVMe Qualified Name（NQN）は、リモートストレージターゲットを識別するために使用します。ストレー
ジアレイのNVMe Qualified Nameは常にサブシステムによって割り当てられ、変更はできません。NVMe

Qualified Nameはアレイ全体で1つです。NVMe Qualified Nameは最大223文字です。iSCSI Qualified Nameと
比較してみてください。

ネームスペースおよびネームスペースIDとは何ですか。

ネームスペースはSCSIの論理ユニットに相当し、アレイ内のボリュームに関連付けられています。ネームス
ペースID（NSID）は、SCSIの論理ユニット番号（LUN）に相当します。NSIDはネームスペースの作成時に
作成し、1~255の値を設定できます。

NVMeコントローラとは

ホストのイニシエータからストレージシステムのターゲットへのパスを表すSCSI I_T Nexusと同様に、ホス
ト接続プロセスで作成されるNVMeコントローラは、ストレージアレイ内のネームスペースとホストの間のア
クセスパスを提供します。NVMeコントローラはホストのNQNとホストポート識別子によって一意に識別され
ます。NVMeコントローラを関連付けることができるのは単一のホストのみですが、NVMeコントローラは複
数のネームスペースにアクセスできます。

SANtricity System Managerを使用して、どのホストがどのネームスペースにアクセスできるかを設定し、ホ
ストのネームスペースIDを設定します。その後、NVMeコントローラが作成されると、NVMeコントローラか
らアクセス可能なネームスペースIDのリストが作成され、許可される接続の設定に使用されます。

NVMeの用語

ストレージアレイに関連するNVMeの用語を次に示します。

期間 説明

InfiniBandの略 InfiniBand （ IB ）は、ハイパフォーマンスのサーバとストレージシステムの間の
データ転送用の通信標準です。

ネームスペース ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVMストレージで
す。SCSIの論理ユニットに相当し、ストレージアレイではボリュームに関連し
ます。

ネームスペースID ネームスペースIDは、NVMeコントローラのネームスペースの一意の識別子で
す。1~255の値を設定できます。SCSIの論理ユニット番号（LUN）に相当しま
す。

NQN NVMe Qualified Name（NQN）は、リモートストレージターゲット（ストレージ
アレイ）を識別するために使用します。

NVM 非揮発性メモリ（NVM）は、多くのタイプのストレージデバイスで使用されてい
る永続的メモリです。
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期間 説明

NVMe Non-Volatile Memory Express（NVMe）は、SSDドライブなどのフラッシュベー
スのストレージデバイス向けに設計されたインターフェイスです。以前の論理デ
バイスインターフェイスに比べ、I/Oオーバーヘッドが少なく、パフォーマンス
も向上しています。

NVMe-oF Non-Volatile Memory Express over Fabrics（NVMe-oF）は、NVMeコマンドとデ
ータをホストとストレージ間でネットワーク経由で転送するための仕様です。

NVMeコントローラ NVMeコントローラはホストの接続プロセス中に作成されます。ホストとストレ
ージアレイ内のネームスペースの間のアクセスパスを提供します。

NVMeキューです NVMeインターフェイス経由でのコマンドやメッセージの受け渡しに使用される
キューです。

NVMe サブシステム NVMeホストに接続されているストレージアレイです。

RDMA Remote Direct Memory Access（RDMA）を使用すると、ネットワークインター
フェイスカード（NIC）ハードウェアに転送プロトコルを実装することで、サー
バとの間でより直接的なデータ移動を実現できます。

RoCE RDMA over Converged Ethernet （ RoCE ）は、イーサネットネットワークを介
したリモートダイレクトメモリアクセス（ RDMA ）を可能にするネットワーク
プロトコルです。

SSD の場合 ソリッドステートディスク（ SSD ）は、ソリッドステートメモリ（フラッシュ
）を使用してデータを永続的に格納するデータストレージデバイスです。SSD

は従来のハードドライブをエミュレートしたものであり、ハードドライブと同じ
インターフェイスで利用できます。

方法

NVMe over InfiniBandポートを設定する

コントローラにNVMe over InfiniBand接続が搭載されている場合は、ハードウェアペー
ジまたはシステムページでNVMeポートを設定できます。

作業を開始する前に

• コントローラにNVMe over InfiniBandホストポートが搭載されている必要があります。そうでない
と、System ManagerでNVMe over InfiniBand設定を使用できません。

• ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

このタスクについて

NVMe over InfiniBand構成には、* Hardware ページまたはメニューからアクセスできます：Settings [

System ]。このタスクでは、[*Hardware]ページからポートを設定する方法について説明します。
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NVMe over InfiniBandの設定と機能は、ストレージアレイのコントローラにNVMe over

InfiniBandポートが搭載されている場合にのみ表示されます。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. NVMe over InfiniBandポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. Configure NVMe over InfiniBand ports] を選択します。

Configure NVMe over InfiniBand Ports * （ NVMe over InfiniBand ポートの設定 * ）ダイアログボックスが
開きます。

5. ドロップダウンリストで設定するHICポートを選択し、ホストのIPアドレスを入力します。

6. [Configure] をクリックします。

7. 設定を完了したら、「* Yes」をクリックしてNVMe over InfiniBandポートをリセットします。

NVMe over RoCEポートを設定します

コントローラにNVMe over RoCE（RDMA over Converged Ethernet）用の接続が含まれ
ている場合は、ハードウェアページまたはシステムページからNVMeポートを設定でき
ます。

作業を開始する前に

• コントローラにNVMe over RoCEホストポートが搭載されている必要があります。そうでないと、System

ManagerでNVMe over RoCE設定を使用できません。

• ホスト接続のIPアドレスを確認しておく必要があります。

このタスクについて

NVMe over RoCE 構成には、 * Hardware * ページまたはメニューからアクセスできます： Settings [ System ]

。このタスクでは、 Hardware ページからポートを設定する方法について説明します。

NVMe over RoCE の設定と機能は、ストレージアレイのコントローラに NVMe over RoCE ポ
ートが搭載されている場合にのみ表示されます。

手順

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. NVMe over RoCE ポートを設定するコントローラをクリックします。
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コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. NVMe over RoCE ポートの設定 * を選択します。

Configure NVMe over RoCE Ports（NVMe over RoCEポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

5. ドロップダウンリストで、設定するHICポートを選択します。

6. 「 * 次へ * 」をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある * Show more port settings * リン
クをクリックします。

フィールドの詳細

ポートの設定 説明

イーサネットポート速度の設定 ポートのSFPの速度と同じ速度を選択します。

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4

ネットワークと IPv6 ネットワークのサポートを
有効にします。

ポートへのアクセスを無効にする
場合は、両方のチェックボックス
を選択解除します。

MTUサイズ（Show more port settingsをクリック
して使用可能）

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバ
イト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大転送単位）サイズは 1500 バイト /

フレームです。1500~9000 の値を入力する必要
があります。

IPv4を有効にするを選択した場合は、次へをクリックするとIPv4設定を選択するダイアログボックスが開
きます。IPv6を有効にするを選択した場合は、次へをクリックすると、IPv6設定を選択するためのダイア
ログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、最初にIPv4設定のダイアログボックスが
開き、次へをクリックすると、IPv6設定のダイアログボックスが開きます。

7. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。
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フィールドの詳細

ポートの設定 説明

自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプション
を選択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールド
に静的アドレスを入力します。（必要に応じ
て、住所をカットアンドペーストしてフィール
ドに貼り付けることもできます）。 IPv4の場合
は、ネットワークのサブネットマスクとゲート
ウェイも指定します。IPv6 の場合は、ルーティ
ング可能な IP アドレスとルータの IP アドレス
も指定します。

8. [ 完了 ] をクリックします。

NVMe over Fabricsの統計を表示します

ストレージアレイへのNVMe over Fabrics接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのNVMe over Fabrics統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用
で、設定することはできません。

• * nvmeサブシステム統計*--タイムアウトや接続エラーなど、NVMeコントローラの統計が表示されます。

• *rdma Interface statistics *--送受信されたパケット情報を含むRDMAインタフェースの統計情報を提供しま
す。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

NVMe over Fabrics統計には、システムページ（メニュー：設定[システム]）またはサポートページからアク
セスできます。ここでは、Supportページから統計情報にアクセスする方法について説明します。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View NVMe over Fabrics Statistics *を選択します。

3. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのNVMe

統計に同じベースラインが使用されます。
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よくある質問です

NVMe over InfiniBand統計には何が表示されますか？

View NVMe over Fabrics Statistics *ダイアログボックスには、NVMeサブシステム
とNVMe over InfiniBandインターフェイスの統計が表示されます。統計はすべて読み取
り専用で、設定することはできません。

• * nvmeサブシステム統計*- NVMeコントローラとそのキューの統計が表示されます。NVMeコントローラ
は、ストレージアレイ内のネームスペースとホストの間のアクセスパスを提供します。NVMeサブシステ
ム統計では、接続障害、リセット、シャットダウンなどの項目を確認できます。これらの統計の詳細につ
いては、[表見出しの凡例を表示する*]をクリックしてください。

• * rdma Interface statistics -- RDMAインターフェイス上のすべてのNVMe over Fabricsポートの統計を提
供します。各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリンクエラー情報が含まれま
す。統計の詳細については、[表見出しの凡例を表示する]をクリックしてください。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

NVMe over Fabrics統計には何が表示されますか？

View NVMe over Fabrics Statistics *ダイアログボックスには、NVMeサブシステム
とNVMe over RoCEインターフェイスの統計が表示されます。統計はすべて読み取り専
用で、設定することはできません。

• * nvmeサブシステム統計*- NVMeコントローラとそのキューの統計が表示されます。NVMeコントローラ
は、ストレージアレイ内のネームスペースとホストの間のアクセスパスを提供します。NVMeサブシステ
ム統計では、接続障害、リセット、シャットダウンなどの項目を確認できます。これらの統計の詳細につ
いては、[表見出しの凡例を表示する*]をクリックしてください。

• * rdma Interface statistics -- RDMAインターフェイス上のすべてのNVMe over Fabricsポートの統計を提
供します。各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリンクエラー情報が含まれま
す。統計の詳細については、[表見出しの凡例を表示する]をクリックしてください。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

NVMe over InfiniBandを設定または診断するためにほかに必要な作業は何ですか？

次の表に、NVMe over InfiniBandセッションの設定と管理に使用するSystem Managerの
機能を示します。

NVMe over InfiniBandを設定できるのは、ストレージアレイのコントローラにNVMe over

InfiniBandポートが搭載されている場合のみです。

NVMe over InfiniBandを設定して診断します
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アクション 場所

NVMe over InfiniBandポ
ートを設定する

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. Show back of shelf*を選択します。

3. コントローラを選択します。

4. Configure NVMe over InfiniBand ports] を選択します。

または

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* NVMe over InfiniBand settings を表示し、 Configure

NVMe over InfiniBand ports *を選択します。

NVMe over InfiniBandの
統計を表示します

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* NVMe over InfiniBand settings を表示し、 View NVMe

over Fabrics Statistics *を選択します。

NVMe over RoCEを設定または診断するためにほかに必要な作業は何ですか？

NVMe over RoCEの設定と管理は、ハードウェアと設定のページで実行できます。

NVMe over RoCEを設定できるのは、ストレージアレイのコントローラにNVMe over RoCEポ
ートが搭載されている場合のみです。

NVMe over RoCEを設定して診断します

アクション 場所

NVMe over RoCEポート
を設定します

1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. Show back of shelf*を選択します。

3. コントローラを選択します。

4. NVMe over RoCE ポートの設定 * を選択します。

または

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* NVMe over RoCE settings （NVMe over RoCE設定）
に進み、* Configure NVMe over RoCE Ports （NVMe over RoCEポートの設
定）を選択します。

NVMe over Fabricsの統計
を表示します

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* NVMe over RoCE settings を表示し、 View NVMe over

Fabrics Statistics *を選択します。
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アドオン機能

概念

アドオン機能の仕組み

アドオンは、System Managerの標準構成には含まれていない機能で、有効にするにはキ
ーが必要です。アドオン機能には、単一のプレミアム機能と、バンドルされた機能パッ
クがあります。

以下に、プレミアム機能または機能パックを有効にする手順の概要を示します。

1. 次の情報を入手します。

◦ シャーシのシリアル番号と機能有効識別子。機能をインストールするストレージアレイを識別しま
す。これらはSystem Managerにあります。

◦ Feature Activation Code。機能購入時にサポートサイトから入手できます。

2. ストレージプロバイダに問い合わせるか、Premium Feature Activationサイトにアクセスして、機能キーを
取得します。シャーシのシリアル番号、機能有効識別子、およびFeature Activation Codeを指定します。

3. System Managerで、機能キーファイルを使用してプレミアム機能または機能パックを有効にします。

アドオン機能に関する用語

ストレージアレイに関連するアドオン機能の用語を次に示します。

期間 説明

機能有効識別子 機能有効識別子は、特定のストレージアレイを識別
する一意の文字列です。プレミアム機能を取得した
場合、この識別子によって機能が特定のストレージ
アレイにのみ関連付けられます。この文字列は、[シ
ステム]ページの[アドオン]の下に表示されます。

機能キーファイル 機能キーファイルは、プレミアム機能や機能パック
のロックを解除して有効にするためのファイルで
す。

機能パック 機能パックは、ストレージアレイの属性を変更する
（プロトコルをFibre ChannelからiSCSIに変更するな
ど）バンドルです。機能パックを有効にするには特
別なキーが必要です。

プレミアム機能 プレミアム機能は追加オプションであり、有効にす
るにはキーが必要です。標準構成のSystem Manager

には含まれていません。
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方法

機能キーファイルを取得します

ストレージアレイでプレミアム機能または機能パックを有効にするには、まず機能キー
ファイルを取得する必要があります。キーは1つのストレージアレイにのみ関連付けられ
ます。

このタスクについて

このタスクでは、機能の必要な情報を収集し、機能キーファイルの要求を送信する方法について説明します。
必要な情報は次のとおりです。

• シャーシのシリアル番号

• 機能有効識別子

• Feature Activation Code （機能アクティベーションコード）

手順

1. System Managerで、シャーシのシリアル番号を確認して記録します。このシリアル番号は、サポートセ
ンターのタイルにマウスを合わせると表示されます。

2. System Manager で、機能有効識別子を確認します。[設定]、[システム]の順に移動し、下にスクロールし
て*アドオン*を表示します。機能有効識別子*を探します。機能有効識別子の番号を記録します。

3. Feature Activation Codeを確認して記録します。機能パックの場合、このアクティベーションコードは、
変換を実行するための適切な手順に記載されています。

ネットアップの手順説明にはからアクセスできます "NetApp Eシリーズシステムのドキュメントセンター
"。

プレミアム機能の場合は、サポートサイトから次の手順でアクティベーションコードにアクセスできま
す。

a. にログインします "ネットアップサポート"。

b. [製品の管理]>[ソフトウェアライセンス]メニューに移動します。

c. ストレージアレイシャーシのシリアル番号を入力し、* Go *をクリックします。

d. [License Key]列で、Feature Activation Codeを探します。

e. 必要な機能のFeature Activation Codeを記録します。

4. シャーシのシリアル番号、Feature Activation Code、機能有効識別子を記載したEメールまたはテキスト
ドキュメントをストレージサプライヤに送信して、機能キーファイルをリクエストします。

に進むこともできます "ネットアップライセンスのアクティブ化：ストレージアレイプレミアム機能のア
クティブ化" 機能または機能パックを入手するために必要な情報を入力します。（このサイトの手順はプ
レミアム機能用であり、機能パック用ではありません）。

完了後

機能キーファイルを取得したら、プレミアム機能または機能パックを有効にすることができます。
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プレミアム機能を有効にします

プレミアム機能は追加オプションであり、有効にするにはキーが必要です。

作業を開始する前に

• 機能キーを入手しておきます。キーについては、必要に応じてテクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。

• 管理クライアント（System Managerにアクセスするためのブラウザを備えたシステム）上にキーファイ
ルをロードしておきます。

このタスクについて

このタスクでは、System Managerを使用してプレミアム機能を有効にする方法について説明します。

プレミアム機能を無効にする場合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）でDisable

Storage Array Featureコマンド（disable storageArray

(featurePack|feature=featureAttributeList)）を使用する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 「アドオン」で、「プレミアム機能を有効にする」を選択します。

プレミアム機能を有効にするダイアログボックスが開きます。

3. [Browse](参照)をクリックし、キーファイルを選択します。

ファイル名がダイアログボックスに表示されます。

4. [Enable] をクリックします。

機能パックを有効にします

機能パックは、ストレージアレイの属性を変更する（プロトコルをFibre Channelか
らiSCSIに変更するなど）バンドルです。機能パックを有効にするには特別なキーが必要
です。

作業を開始する前に

• 適切な手順に従って変換を実行し、新しいストレージアレイ属性に合わせてシステムを準備しておきま
す。

変換手順については、を参照してください "NetApp Eシリーズシステムのドキュメントセ
ンター"。

• ストレージアレイがオフラインであり、ホストやアプリケーションからのアクセスがないことを確認しま
す。

• すべてのデータがバックアップされます。

• 機能パックファイルを入手しておきます。

機能パックファイルは管理クライアント（System Managerにアクセスするためのブラウザを備えたシス
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テム）上にロードされます。

システムを停止するメンテナンス時間をスケジュールして、ホストとコントローラの間のすべ
てのI/O処理を停止する必要があります。また、変更が完了するまではストレージアレイのデー
タにアクセスできないことに注意してください。

このタスクについて

このタスクでは、System Managerを使用して機能パックを有効にする方法について説明します。完了した
ら、ストレージアレイを再起動する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [ * アドオン * ] で、 [ * 機能パックの変更 * ] を選択します。

3. [Browse](参照)をクリックし、キーファイルを選択します。

ファイル名がダイアログボックスに表示されます。

4. フィールドに「 * CHANGE * 」と入力します。

5. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

機能パックの移行が開始され、コントローラがリブートします。I/Oアクティビティをなくすために、書き
込み前のキャッシュデータが削除されます。両方のコントローラが自動的にリブートし、新しい機能パッ
クが有効になります。リブートが完了すると、ストレージアレイは応答可能な状態に戻ります。

セキュリティキーの管理

概念

ドライブセキュリティ機能の仕組み

ドライブセキュリティは、 Full Disk Encryption （ FDE ）ドライブまたは連邦情報処理
標準（ FIPS ）ドライブを使用してセキュリティを強化するストレージアレイの機能で
す。これらのドライブにドライブセキュリティ機能を使用すると、データにアクセスす
るためのセキュリティキーが必要になります。ドライブをアレイから物理的に取り外し
た場合、別のアレイに取り付けるまでは動作しなくなり、取り付けた時点で正しいセキ
ュリティキーが提供されるまではセキュリティロック状態になります。

ドライブセキュリティを実装する方法

ドライブセキュリティを実装するには、次の手順を実行します。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応のFDEドライブまたはFIPSドライブを取り付けます（FIPSのサポ
ートが必要なドライブには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループまたはプールにFIPS

ドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブとして扱われます。ま
た、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEドライブを追加したりスペアと
して使用したりすることはできません）。

2. セキュリティキーを作成します。セキュリティキーは、読み取り/書き込みアクセス用にコントローラとド
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ライブで共有される文字列です。コントローラの永続的メモリから内部キーを作成するか、キー管理サー
バから外部キーを作成することができます。外部キー管理の場合、キー管理サーバとの間に認証を確立す
る必要があります。

3. プールおよびボリュームグループに対してドライブセキュリティを有効にします。

◦ プールまたはボリュームグループを作成します（受験者テーブルの「Secure Capable 」列で「 Yes」
を検索してください）。

◦ 新しいボリュームを作成するときにプールまたはボリュームグループを選択します（Pool and volume

group Candidatesテーブルで、「* SecureCapable 」の横の「 Yes」*を探します）。

ドライブレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブであるFDEまたはFIPSでは、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復
号化されます。この暗号化と復号化は、パフォーマンスやユーザのワークフローには影響しません。ドライブ
ごとに固有の暗号化キーがあり、このキーをドライブから転送することはできません。

ドライブセキュリティ機能は、セキュリティ対応ドライブを使用して保護を強化します。ドライブセキュリテ
ィでこれらのドライブ上のボリュームグループまたはプールを選択すると、ドライブはセキュリティキーを確
認してからデータへのアクセスを許可します。プールおよびボリュームグループのドライブセキュリティはい
つでも有効にすることができ、ドライブ上の既存データへの影響はありません。ただし、ドライブセキュリテ
ィを無効にするときは、ドライブ上のすべてのデータを消去する必要があります。

ストレージアレイレベルでのドライブセキュリティの動作

ドライブセキュリティ機能を使用する場合、セキュリティ有効ドライブとストレージアレイのコントローラで
共有されるセキュリティキーを作成します。ドライブの電源をオフにしてオンにするたびに、コントローラに
よってセキュリティキーが適用されるまでセキュリティ有効ドライブはセキュリティロック状態になります。

セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外して別のストレージアレイに取り付けると、ドライ
ブはセキュリティロック状態になります。再配置したドライブは、データに再びアクセスできるようにする前
にセキュリティキーを探します。データのロックを解除するには、ソースストレージアレイからセキュリティ
キーを適用します。再配置したドライブのロック解除が成功すると、以降はターゲットストレージアレイにす
でに格納されているセキュリティキーが使用されるため、インポートしたセキュリティキーファイルは不要に
なります。

内部でキーを管理する場合、実際のセキュリティキーはコントローラ上のアクセスできない場
所に格納されます。人間が判読できる形式ではなく、ユーザがアクセスすることもできませ
ん。

ボリュームレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブからプールまたはボリュームグループを作成する場合、そのプールまたはボリュー
ムグループに対してドライブセキュリティを有効にすることもできます。ドライブセキュリティを有効にする
と、ドライブとそれに関連付けられているボリュームグループおよびプールがsecure-_enabled_になります。

セキュリティ有効のボリュームグループおよびプールを作成する際は、次のガイドラインに注意してくださ
い。

• ボリュームグループとプールはセキュリティ対応ドライブだけで構成されている必要があります。（FIPS

のサポートが必要なドライブには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループまたはプール
にFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブとして扱われま
す。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEドライブを追加したりス
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ペアとして使用したりすることはできません）。

• ボリュームグループとプールの状態が最適lである必要があります。

セキュリティキー管理の仕組み

ドライブセキュリティ機能を実装する場合、セキュリティ有効ドライブ（FIPSまた
はFDE）には、データアクセスのためにセキュリティキーが必要です。セキュリティキ
ーは、ストレージアレイ内のこれらのタイプのドライブおよびコントローラで共有され
る文字列です。

ドライブの電源をオフにしてオンにするたびに、コントローラによってセキュリティキーが適用されるまでセ
キュリティ有効ドライブはセキュリティロック状態になります。セキュリティ有効ドライブをストレージアレ
イから取り外すと、ドライブのデータはロックされます。ドライブを別のストレージアレイに再度取り付ける
と、データに再びアクセスできるようになる前にセキュリティキーが検索されます。データのロックを解除す
るには、元のセキュリティキーを適用する必要があります。

セキュリティキーは次のいずれかの方法で作成および管理できます。

• コントローラの永続的メモリ上での内部キー管理。

• 外部キー管理サーバでの外部キー管理

内部キー管理

内部キーは、コントローラの永続的メモリに保持されます。内部キー管理を実装するには、次の手順を実行し
ます。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

3. 識別子とパスフレーズを定義して、内部セキュリティキーを作成します。識別子は、セキュリティキーに
関連付けられる文字列で、コントローラとキーに関連付けられたすべてのドライブに格納されます。パス
フレーズは、バックアップ用にセキュリティキーを暗号化するために使用されます。内部キーを作成する
には、メニューに移動します。[システム]、[セキュリティキー管理]、[内部キーの作成]の順に選択しま
す。

セキュリティキーは、コントローラ上のアクセスできない場所に格納されます。これで、セキュリティ有効の
ボリュームグループまたはプールを作成したり、既存のボリュームグループまたはプールでセキュリティを有
効にしたりできます。

外部キー管理

外部キーは、Key Management Interoperability Protocol（KMIP）を使用して別のキー管理サーバに保持されま
す。外部キー管理を実装するには、次の手順を実行します。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。
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3. ストレージアレイとキー管理サーバの間の認証用に、クライアントの証明書署名要求（CSR）を生成して
ダウンロードします。メニューに移動します。Settings [証明書]、[キー管理]、[CSRの作成]の順に選択し
ます。

4. ダウンロードしたCSRファイルを使用して、キー管理サーバからクライアント証明書を作成してダウンロ
ードします。

5. クライアント証明書とキー管理サーバの証明書のコピーがローカルホストにあることを確認します。

6. キー管理サーバのIPアドレスとKMIP通信に使用するポート番号を定義して、外部キーを作成します。こ
のプロセスでは、証明書ファイルもロードします。外部キーを作成するには、メニューに移動します。[設
定]、[システム]、[セキュリティキー管理]、[外部キーの作成]の順に選択します。

入力したクレデンシャルを使用して、システムがキー管理サーバに接続されます。これで、セキュリティ有効
のボリュームグループまたはプールを作成したり、既存のボリュームグループまたはプールでセキュリティを
有効にしたりできます。

ドライブセキュリティの用語

ストレージアレイに関連するドライブセキュリティの用語を次に示します。

期間 説明

ドライブセキュリティ機能 ドライブセキュリティは、 Full Disk Encryption （
FDE ）ドライブまたは連邦情報処理標準（ FIPS ）
ドライブを使用してセキュリティを強化するストレ
ージアレイの機能です。これらのドライブにドライ
ブセキュリティ機能を使用すると、データにアクセ
スするためのセキュリティキーが必要になります。
ドライブをアレイから物理的に取り外した場合、別
のアレイに取り付けるまでは動作しなくなり、取り
付けた時点で正しいセキュリティキーが提供される
まではセキュリティロック状態になります。

FDEドライブ Full Disk Encryption（FDE）ドライブは、ハードウェ
アレベルでディスクドライブの暗号化を実行しま
す。ハードドライブに搭載されたASICチップによ
り、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時
に復号化されます。

FIPSドライブ FIPSドライブは、連邦情報処理標準（FIPS）140-2

レベル2に準拠しています。基本的な概念はFDEドラ
イブと同じですが、米国政府の基準に従って強力な
暗号化アルゴリズムと暗号化方式を実装していま
す。FIPSドライブにはFDEドライブよりも高度なセ
キュリティ基準が採用されています。

管理クライアント System Managerにアクセスするためのブラウザを含
むローカルシステム（コンピュータやタブレットな
ど）。
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期間 説明

パスフレーズ パスフレーズは、バックアップ用にセキュリティキ
ーを暗号化するために使用されます。ドライブの移
行やヘッドの交換でバックアップされているセキュ
リティキーをインポートしたときは、セキュリティ
キーの暗号化に使用したものと同じパスフレーズを
指定する必要があります。パスフレーズは8~32文字
で指定できます。

ドライブセキュリティのパスフレーズ
は、ストレージアレイの管理者パスワ
ードとは無関係です。

セキュリティ対応ドライブ セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption

（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドラ
イブがあります。これらのドライブでは、書き込み
時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化され
ます。ドライブセキュリティ機能を使用したセキュ
リティの強化に使用できるため、これらのドライブ
はsecured_capable_とみなされます。これらのドラ
イブを使用するボリュームグループやプールでドラ
イブセキュリティ機能を有効にすると、ドライブ
はsecure-_enabled_になります。

セキュリティ有効ドライブ セキュリティ有効ドライブは、ドライブセキュリテ
ィ機能で使用されます。ドライブセキュリティ機能
を有効にし、かつsecured_caped_drivesのプールま
たはボリュームグループにドライブセキュリティを
適用すると、ドライブはsecureenableになります。
読み取りおよび書き込みアクセスは、正しいセキュ
リティキーが設定されたコントローラからしか実行
できません。この追加のセキュリティ機能により、
ストレージアレイから物理的に取り外されたドライ
ブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。
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期間 説明

セキュリティキー セキュリティキーは、ストレージアレイのセキュリ
ティ有効ドライブとコントローラで共有される文字
列です。ドライブの電源をオフにしてオンにするた
びに、コントローラによってセキュリティキーが適
用されるまでセキュリティ有効ドライブはセキュリ
ティロック状態になります。セキュリティ有効ドラ
イブをストレージアレイから取り外すと、ドライブ
のデータはロックされます。ドライブを別のストレ
ージアレイに再度取り付けると、データに再びアク
セスできるようになる前にセキュリティキーが検索
されます。データのロックを解除するには、元のセ
キュリティキーを適用する必要があります。セキュ
リティキーは次のいずれかの方法で作成および管理
できます。

• 内部キー管理—セキュリティキーをコントローラ
の永続的メモリに作成して保管します

• 外部キー管理—セキュリティキーを外部キー管理
サーバに作成して保管します

セキュリティキー識別子 セキュリティキー識別子は、セキュリティキーの作
成時にセキュリティキーに関連付けられる文字列で
す。この識別子は、コントローラとセキュリティキ
ーに関連付けられたすべてのドライブに格納されま
す。

方法

内部セキュリティキーを作成します

ドライブセキュリティ機能を使用するために、ストレージアレイのコントローラとセキ
ュリティ対応ドライブで共有される内部セキュリティキーを作成できます。内部キー
は、コントローラの永続的メモリに保持されます。

作業を開始する前に

• ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブが搭載されている必要があります。対応するドライブに
は、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

• ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。それ以外の場合は、このタスクの実行中に[セキ
ュリティキーを作成できません*]ダイアログボックスが開きます。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

ストレージアレイにFDEドライブとFIPSドライブの両方が搭載されている場合、すべてのドラ
イブで同じセキュリティキーが共有されます。

このタスクについて

このタスクでは、内部セキュリティキーに関連付ける識別子とパスフレーズを定義します。
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ドライブセキュリティのパスフレーズは、ストレージアレイの管理者パスワードとは無関係で
す。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*内部キーの作成*を選択します。

まだセキュリティキーを生成していない場合は、[セキュリティキーの作成*]ダイアログボックスが開きま
す。

3. 次のフィールドに情報を入力します。

◦ セキュリティキー識別子を定義—デフォルト値(コントローラファームウェアによって生成されたスト
レージアレイ名とタイムスタンプ)を受け入れるか’独自の値を入力できます入力できる文字数は最
大189文字です。使用できるのは英数字のみで、スペース、句読点、記号は使用できません。

入力した文字列の前後に追加の文字が自動的に生成されて付加されます。文字が追加さ
れることで識別子が一意であることが保証されます。

◦ パスフレーズを定義/パスフレーズを再入力—パスフレーズを入力して確認します8~32文字で指定し、
以下の文字をそれぞれ1文字以上含める必要があります。

▪ 大文字のアルファベット（1文字以上）。パスフレーズでは大文字と小文字が区別されることに注
意してください。

▪ 数字（1文字以上）。

▪ 英数字以外の、！、*、@などの文字（1文字以上）。

あとで使用できるように、エントリを記録しておいてください。セキュリティ有効ドライ
ブをストレージアレイから移動する必要がある場合、ドライブデータのロックを解除する
ために識別子とパスフレーズが必要になります。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

セキュリティキーは、コントローラ上のアクセスできない場所に格納されます。実際のキーとともに、ブ
ラウザからダウンロードされた暗号化されたキーファイルも格納されます。

ダウンロードファイルのパスは、ブラウザのデフォルトのダウンロード先によって異なる
場合があります。

5. キー識別子、パスフレーズ、ダウンロードしたキーファイルの場所を記録し、*閉じる*をクリックしま
す。

結果

これで、セキュリティ有効のボリュームグループまたはプールを作成したり、既存のボリュームグループまた
はプールでセキュリティを有効にしたりできます。

535



ドライブの電源をオフにしてオンにするたびに、すべてのセキュリティ有効ドライブがセキュ
リティロック状態になります。この状態のドライブのデータには、ドライブの初期化時にコン
トローラによって正しいセキュリティキーが適用されるまでアクセスできません。第三者がロ
ックされたドライブを物理的に取り外して別のシステムに取り付けた場合でも、データへの不
正アクセスを防止することができます。

完了後

セキュリティキーを検証して、キーファイルが破損していないことを確認します。

外部セキュリティキーを作成します

キー管理サーバでドライブセキュリティ機能を使用するには、キー管理サーバとストレ
ージアレイのセキュリティ対応ドライブで共有する外部キーを作成する必要がありま
す。

作業を開始する前に

• アレイにセキュリティ対応ドライブが搭載されている必要があります。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

ストレージアレイにFDEドライブとFIPSドライブの両方が搭載されている場合、すべての
ドライブで同じセキュリティキーが共有されます。

• ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。それ以外の場合は、このタスクの実行中に[セキ
ュリティキーを作成できません*]ダイアログボックスが開きます。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

• ストレージアレイとキー管理サーバが相互に認証できるように、クライアント証明書とサーバ証明書をロ
ーカルホストに用意します。クライアント証明書はコントローラを、サーバ証明書はキー管理サーバを検
証します。

このタスクについて

このタスクでは、キー管理サーバのIPアドレスと使用するポート番号を定義し、外部キー管理に使用する証明
書をロードします。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*外部キーの作成*を選択します。

内部キー管理が現在設定されている場合は、外部キー管理に切り替えるかどうかの確認を
求めるダイアログボックスが表示されます。

[外部セキュリティキーの作成*]ダイアログボックスが開きます。

3. [キーサーバへの接続]で、次のフィールドに情報を入力します。

◦ キー管理サーバのアドレス-キー管理に使用するサーバの完全修飾ドメイン名またはIPアドレス（IPv4

またはIPv6）を入力します。

◦ キー管理ポート番号-- Key Management Interoperability Protocol (KMIP )通信に使用するポート番号を
入力しますキー管理サーバの通信に使用される最も一般的なポート番号は5696です。
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◦ クライアント証明書の選択—最初の参照ボタンをクリックして’ストレージアレイのコントローラの証
明書ファイルを選択します

◦ キー管理サーバのサーバ証明書を選択します-- 2番目の参照ボタンをクリックして’キー管理サーバの
証明書ファイルを選択します

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. [Create/Backup Key](キーの作成/バックアップ)*で、次のフィールドに情報を入力します。

◦ パスフレーズを定義/パスフレーズを再入力—パスフレーズを入力して確認します8~32文字で指定し、
以下の文字をそれぞれ1文字以上含める必要があります。

▪ 大文字のアルファベット（1文字以上）。パスフレーズでは大文字と小文字が区別されることに注
意してください。

▪ 数字（1文字以上）。

▪ 英数字以外の、！、*、@などの文字（1文字以上）。

あとで使用できるように、エントリを記録しておいてください。セキュリティ有効ドライ
ブをストレージアレイから移動する必要がある場合、ドライブデータのロックを解除する
ためにパスフレーズが必要になります。

6. [ 完了 ] をクリックします。

入力したクレデンシャルを使用して、システムがキー管理サーバに接続されます。その後、セキュリティ
キーのコピーがローカルシステムに格納されます。

ダウンロードファイルのパスは、ブラウザのデフォルトのダウンロード先によって異なる
場合があります。

7. パスフレーズとダウンロードしたキーファイルの場所を記録し、*閉じる*をクリックします。

次のメッセージと外部キー管理へのリンクが表示されます。

現在のキー管理方法:外部

8. 「* Test Communication *」を選択して、ストレージアレイとキー管理サーバの間の接続をテストしま
す。

テスト結果がダイアログボックスに表示されます。

結果

外部キー管理を有効にすると、セキュリティ有効のボリュームグループまたはプールを作成したり、既存のボ
リュームグループまたはプールでセキュリティを有効にしたりできます。

ドライブの電源をオフにしてオンにするたびに、すべてのセキュリティ有効ドライブがセキュ
リティロック状態になります。この状態のドライブのデータには、ドライブの初期化時にコン
トローラによって正しいセキュリティキーが適用されるまでアクセスできません。第三者がロ
ックされたドライブを物理的に取り外して別のシステムに取り付けた場合でも、データへの不
正アクセスを防止することができます。

完了後
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• セキュリティキーを検証して、キーファイルが破損していないことを確認します。

セキュリティキーを変更する

セキュリティキーは、いつでも新しいキーに置き換えることができます。社内でセキュ
リティ侵害の可能性があり、ドライブのデータへの不正アクセスを防ぎたい場合は、セ
キュリティキーの変更が必要になることがあります。

作業を開始する前に

セキュリティキーがすでに存在している必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、セキュリティキーを変更し、新しいセキュリティキーに置き換える方法について説明しま
す。この処理が完了すると、古いキーは無効になります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*キーの変更*を選択します。

[セキュリティキーの変更*]ダイアログボックスが開きます。

3. 次のフィールドに情報を入力します。

◦ セキュリティキー識別子を定義--(内部セキュリティキーの場合のみ) デフォルト値（コントローラファ
ームウェアで生成されたストレージアレイ名とタイムスタンプ）をそのまま使用するか、独自の値を
入力します。入力できる文字数は最大189文字です。使用できるのは英数字のみで、スペース、句読
点、記号は使用できません。

入力した文字列の前後に追加の文字が自動的に生成されて付加されます。文字が追加さ
れることで識別子が一意であることが保証されます。

◦ パスフレーズを定義/パスフレーズを再入力—これらの各フィールドにパスフレーズを入力します8~32

文字で指定し、以下の文字をそれぞれ1文字以上含める必要があります。

▪ 大文字のアルファベット（1文字以上）。パスフレーズでは大文字と小文字が区別されることに注
意してください。

▪ 数字（1文字以上）。

▪ 英数字以外の、！、*、@などの文字（1文字以上）。

この値はあとで使用するため必ずメモしておいてください。セキュリティ有効ドライブを
ストレージアレイから移動する必要がある場合、ドライブデータのロックを解除するため
に識別子とパスフレーズが必要になります。

4. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

前のキーが新しいセキュリティキーで上書きされ、無効になります。

ダウンロードファイルのパスは、ブラウザのデフォルトのダウンロード先によって異なる
場合があります。
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5. キー識別子、パスフレーズ、ダウンロードしたキーファイルの場所を記録し、*閉じる*をクリックしま
す。

完了後

セキュリティキーを検証して、キーファイルが破損していないことを確認します。

外部キー管理から内部キー管理に切り替えます

ドライブセキュリティの管理方法を外部キーサーバからストレージアレイで使用される
内部の方法に変更することができます。以前に外部キー管理用に定義されたセキュリテ
ィキーが内部キー管理に使用されます。

作業を開始する前に

外部キーが作成されている必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、外部キー管理を無効にして、新しいバックアップコピーをローカルホストにダウンロードし
ます。既存のキーは引き続きドライブセキュリティに使用されますが、ストレージアレイで内部的に管理され
ます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. [セキュリティキー管理]で、[外部キー管理を無効にする]を選択します。

[外部キー管理を無効にする]ダイアログボックスが開きます。

3. 「パスフレーズを定義/パスフレーズを再入力」で、キーのバックアップに使用するパスフレーズを入力し
て確認します。8~32文字で指定し、以下の文字をそれぞれ1文字以上含める必要があります。

◦ 大文字のアルファベット（1文字以上）。パスフレーズでは大文字と小文字が区別されることに注意し
てください。

◦ 数字（1文字以上）。

◦ 英数字以外の、！、*、@などの文字（1文字以上）。

_後で使用するために、必ずエントリを記録しておいてください。セキュリティ有効ドライ
ブをストレージアレイから移動する必要がある場合、ドライブデータのロックを解除する
ために識別子とパスフレーズが必要になります。

4. [Disable] をクリックします。

バックアップキーがローカルホストにダウンロードされます。

5. キー識別子、パスフレーズ、ダウンロードしたキーファイルの場所を記録し、*閉じる*をクリックしま
す。

結果

ドライブセキュリティがストレージアレイを使用して内部的に管理されるようになりました。

完了後
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• セキュリティキーを検証して、キーファイルが破損していないことを確認します。

キー管理サーバの設定を編集します

外部キー管理を設定している場合、キー管理サーバの設定をいつでも表示および編集す
ることができます。

作業を開始する前に

外部キー管理が設定されている必要があります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*キー管理サーバ設定の表示/編集*を選択します。

3. 次のフィールドの情報を編集します。

◦ キー管理サーバのアドレス-キー管理に使用するサーバの完全修飾ドメイン名またはIPアドレス（IPv4

またはIPv6）を入力します。

◦ KMIPポート番号-- Key Management Interoperability Protocol (KMIP )通信に使用するポート番号を入力
します

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

セキュリティキーをバックアップする

セキュリティキーの作成後または変更後に、元のキーが破損した場合に備えてキーファ
イルのバックアップコピーを作成することができます。

作業を開始する前に

• セキュリティキーがすでに存在している必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、以前に作成したセキュリティキーをバックアップする方法について説明します。この手順
では、バックアップ用の新しいパスフレーズを作成します。このパスフレーズは、元のキーの作成時または最
後の変更時に使用されたパスフレーズと同じである必要はありません。このパスフレーズは、作成するバック
アップにのみ適用されます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*バックアップキー*を選択します。

[セキュリティキーのバックアップ*]ダイアログボックスが開きます。

3. [パスフレーズを定義/パスフレーズを再入力]フィールドに、このバックアップのパスフレーズを入力して
確認します。

8~32文字で指定し、以下の文字をそれぞれ1文字以上含める必要があります。

◦ 大文字のアルファベット（1文字以上）
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◦ 数字（1文字以上）

◦ アルファベット以外の文字（！、*、@など）（1文字以上）

あとで使用できるように、エントリを記録しておいてください。このセキュリティキーの
バックアップにアクセスするには、パスフレーズが必要です。

4. [バックアップ]をクリックします。

セキュリティキーのバックアップがローカルホストにダウンロードされ、[Confirm/Record Security Key

Backup]ダイアログボックスが開きます。

ダウンロードしたセキュリティキーファイルのパスは、ブラウザのデフォルトのダウンロ
ード先によって異なる場合があります。

5. パスフレーズを安全な場所に記録し、*閉じる*をクリックします。

完了後

バックアップセキュリティキーを検証する必要があります。

セキュリティキーを検証する

セキュリティキーを検証して、セキュリティキーが破損していないこと、およびパスフ
レーズが正しいことを確認できます。

作業を開始する前に

セキュリティキーが作成されている必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、以前に作成したセキュリティキーを検証する方法について説明します。これは、キーファイ
ルが破損していないこと、およびパスフレーズが正しいことを確認するための重要な手順です。これにより、
セキュリティ有効ドライブをストレージアレイ間で移動する場合に、あとからドライブデータにアクセスでき
ます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. ［セキュリティキー管理］で、［キーの検証］を選択します。

[セキュリティキーの検証*]ダイアログボックスが開きます。

3. [Browse](参照)をクリックし’キーファイル(たとえば’drives] ecsecurity.slk`)を選択します

4. 選択したキーに関連付けられているパスフレーズを入力します。

有効なキーファイルとパスフレーズを選択すると、*検証*ボタンが使用可能になります。

5. [*Validate]をクリックします。

検証結果がダイアログボックスに表示されます。

6. 結果に「セキュリティキーの検証に成功しました」と表示された場合は、*閉じる*をクリックします。エ
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ラーメッセージが表示された場合は、ダイアログボックスに表示される推奨手順に従います。

セキュリティキーを使用してドライブのロックを解除します

セキュリティ有効ドライブをストレージアレイ間で移動する場合は、適切なセキュリテ
ィキーを新しいストレージアレイにインポートする必要があります。キーをインポート
すると、ドライブ上のデータのロックが解除されます。

作業を開始する前に

• （ドライブの移動先となる）ターゲットストレージアレイでセキュリティキーが設定済みである必要があ
ります。移行されたドライブのキーはターゲットストレージアレイのキーに変更されます。

• ロックを解除するドライブに関連付けられているセキュリティキーを把握しておく必要があります。

• セキュリティキーファイルは管理クライアント（System Managerへのアクセスに使用するブラウザを備
えたシステム）にあります。別のシステムで管理されるストレージアレイにドライブを移動する場合は、
その管理クライアントにセキュリティキーファイルを移動する必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、あるストレージアレイから取り外されて別のストレージアレイに再度取り付けられたセキュ
リティ有効ドライブ内のデータのロックを解除する方法について説明します。アレイでドライブが検出される
と、再配置されたこれらのドライブに対して「Needs Attention」状態と「Security Key Needed」ステータス
が表示されます。ドライブのセキュリティキーをストレージアレイにインポートすることで、ドライブデータ
のロックを解除できます。このプロセスでは、セキュリティキーファイルを選択して、キーのパスフレーズを
入力します。

パスフレーズはストレージアレイの管理者パスワードとは異なります。

新しいストレージアレイに取り付けられている他のセキュリティ有効ドライブでは、インポートするセキュリ
ティキーとは別のセキュリティキーが使用される場合があります。インポートプロセスでは、取り付けるドラ
イブのデータのロック解除にのみ古いセキュリティキーが使用されます。ロック解除プロセスが成功すると、
新しく取り付けたドライブのキーがターゲットストレージアレイのセキュリティキーに変更されます。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. セキュリティキー管理*で、*セキュアドライブのロック解除*を選択します。

[セキュアドライブのロック解除*]ダイアログボックスが開きます。セキュリティキーを必要とするドライ
ブがテーブルに表示されます。

3. 必要に応じて、ドライブの場所（シェルフ番号およびベイ番号）を確認するドライブ番号にカーソルを合
わせます。

4. [*参照]をクリックし、ロックを解除するドライブに対応するセキュリティキーファイルを選択します。

選択したキーファイルがダイアログボックスに表示されます。

5. このキーファイルに関連付けられているパスフレーズを入力します。

入力した文字はマスクされます。

6. [ロック解除]をクリックします。

542



ロック解除処理が成功すると、「The associated secure drives have been unlocked」というメッセージを
示すダイアログボックスが表示されます。

結果

すべてのドライブがロックされたあとでロック解除されると、ストレージアレイ内の各コントローラがリブー
トされます。ただし、ターゲットストレージアレイ内の一部のドライブがすでにロック解除されている場合、
コントローラはリブートされません。

よくある質問です

セキュリティキーを作成するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

セキュリティキーは、ストレージアレイ内のコントローラとセキュリティ有効ドライブ
によって共有されます。セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外す
と、セキュリティキーによってデータが不正アクセスから保護されます。

セキュリティキーは次のいずれかの方法で作成および管理できます。

• コントローラの永続的メモリ上での内部キー管理。

• 外部キー管理サーバでの外部キー管理

内部セキュリティキーを作成する前に、次の作業を行う必要があります。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

識別子とパスフレーズを定義して、内部セキュリティキーを作成します。識別子は、セキュリティキーに関連
付けられる文字列で、コントローラとキーに関連付けられたすべてのドライブに格納されます。パスフレーズ
は、バックアップ用にセキュリティキーを暗号化するために使用されます。作成したセキュリティキーは、コ
ントローラ上のアクセスできない場所に格納されます。これで、セキュリティ有効のボリュームグループまた
はプールを作成したり、既存のボリュームグループまたはプールでセキュリティを有効にしたりできます。

外部セキュリティキーを作成する前に、次の作業を行う必要があります。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

3. ストレージアレイとキー管理サーバの間の認証用に、クライアントの証明書署名要求（CSR）を生成して
ダウンロードします。メニューに移動します。Settings [証明書]、[キー管理]、[CSRの作成]の順に選択し
ます。

4. ダウンロードしたCSRファイルを使用して、キー管理サーバからクライアント証明書を作成してダウンロ
ードします。

5. クライアント証明書とキー管理サーバの証明書のコピーがローカルホストにあることを確認します。

キー管理サーバのIPアドレスとKMIP通信に使用するポート番号を定義して、外部キーを作成します。このプ
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ロセスでは、証明書ファイルもロードします。作成が完了すると、入力したクレデンシャルを使用してキー管
理サーバに接続されます。これで、セキュリティ有効のボリュームグループまたはプールを作成したり、既存
のボリュームグループまたはプールでセキュリティを有効にしたりできます。

パスフレーズを定義する必要があるのはなぜですか？

パスフレーズは、ローカルの管理クライアントに格納されているセキュリティキーファ
イルの暗号化と復号化に使用されます。パスフレーズがないとセキュリティキーを復号
化できず、セキュリティ有効ドライブが別のストレージアレイに再設置された場合、デ
ータのロック解除にセキュリティキーを使用できません。

セキュリティキー情報を記録することが重要なのはなぜですか。

セキュリティキー情報が失われてバックアップがない場合、セキュリティ有効ドライブ
の再配置時やコントローラのアップグレード時にデータが失われる可能性があります。
ドライブ上のデータのロックを解除するには、セキュリティキーが必要です。

セキュリティキー識別子、関連付けられているパスフレーズ、およびセキュリティキーファイルが保存されて
いたローカルホスト上の場所を書き留めておいてください。

セキュリティキーをバックアップするときは、どのような点に注意する必要がありますか？

バックアップを作成していない状態で元のセキュリティキーが破損すると、ドライブ上
のデータがストレージアレイ間で移行される場合に、そのデータにアクセスできなくな
ります。

セキュリティキーをバックアップする際は、次のガイドラインに注意してください。

• 元のキーファイルのセキュリティキー識別子とパスフレーズを確認しておきます。

識別子を使用するのは内部キーのみです。識別子を作成すると、追加の文字が自動的に生
成され、識別子の文字列の両端に追加されます。文字が追加されることで識別子が一意で
あることが保証されます。

• バックアップ用の新しいパスフレーズを作成します。このパスフレーズは、元のキーの作成時または最後
の変更時に使用されたパスフレーズと同じである必要はありません。このパスフレーズは、作成するバッ
クアップにのみ適用されます。

ドライブセキュリティのパスフレーズをストレージアレイの管理者パスワードと混同しな
いでください。ドライブセキュリティのパスフレーズは、セキュリティキーのバックアッ
プを保護します。管理者パスワードは、ストレージアレイ全体を不正アクセスから保護し
ます。

• バックアップセキュリティキーファイルが管理クライアントにダウンロードされます。ダウンロードファ
イルのパスは、ブラウザのデフォルトのダウンロード先によって異なる場合があります。セキュリティキ
ー情報の格納場所を記録しておいてください。

セキュアドライブのロックを解除するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

新しいストレージアレイに移動したセキュリティ有効ドライブのデータロックを解除す
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るには、ドライブのセキュリティキーをインポートする必要があります。

セキュリティ有効ドライブのロックを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。

• （ドライブの移動先となる）ターゲットストレージアレイにすでにセキュリティキーがあることが必要で
す。移行されたドライブのキーはターゲットストレージアレイのキーに変更されます。

• 移行するドライブについて、セキュリティキー識別子とセキュリティキーファイルに対応するパスフレー
ズを確認しておきます。

• セキュリティキーファイルは管理クライアント（System Managerへのアクセスに使用するブラウザを備
えたシステム）にあります。

読み取り/書き込みアクセスとは何ですか？

ドライブ設定*ウィンドウには、*ドライブセキュリティ*属性に関する情報が含まれてい
ます。「読み取り/書き込みアクセス」は、ドライブのデータがロックされている場合に
表示される属性の1つです。

ドライブセキュリティ*属性を表示するには、ハードウェアページに移動します。ドライブを選択し、*設定の
表示*をクリックして、*詳細設定を表示*をクリックします。ドライブのロックが解除されている場合、ペー
ジの下部にある「読み取り/書き込みアクセス可能」属性の値は「*はい」です。読み取り/書き込みアクセス可
能属性の値は*いいえ、ドライブがロックされている場合は無効なセキュリティキー*です。セキュリティキー
をインポートすることで、セキュアドライブのロックを解除できます（メニュー：[設定][システム]>[セキュア
ドライブのロック解除]に進みます）。

セキュリティキーを検証するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

セキュリティキーの作成後、キーファイルを検証してファイルが破損していないことを
確認する必要があります。

検証が失敗した場合は、次の手順を実行します。

• セキュリティキー識別子がコントローラ上の識別子と一致しない場合は、正しいセキュリティキーファイ
ルを探して検証をやり直してください。

• コントローラが検証用のセキュリティキーを復号化できない場合は、パスフレーズが正しく入力されてい
ない可能性があります。パスフレーズを再度確認し、必要に応じて再入力してから検証をやり直してくだ
さい。エラーメッセージが再び表示される場合は、キーファイルのバックアップを選択し（使用可能な場
合）、検証をやり直してください。

• それでもセキュリティキーを検証できない場合は、元のファイルが破損している可能性があります。キー
の新しいバックアップを作成し、そのコピーを検証してください。

内部セキュリティキー管理と外部セキュリティキー管理の違いは何ですか？

ドライブセキュリティ*機能を実装している場合、ストレージアレイからセキュリティ有
効ドライブを取り外すと、内部セキュリティキーまたは外部セキュリティキーを使用し
てデータをロックダウンできます。

セキュリティキーは、ストレージアレイのセキュリティ有効ドライブとコントローラで共有される文字列で
す。内部キーは、コントローラの永続的メモリに保持されます。外部キーは、Key Management

Interoperability Protocol（KMIP）を使用して別のキー管理サーバに保持されます。
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アクセス管理

概念

アクセス管理の仕組み

アクセス管理は、SANtricity System Managerでユーザ認証を確立する手段の1つです。
ユーザは割り当てられたクレデンシャルを使用してシステムにログインする必要があり
ます。

アクセス管理の設定およびユーザ認証は次のように行います。

1. Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでSystem Managerにログインします。

初めてのログインでは’ユーザ名adminが自動的に表示され’変更することはできませんadmin

ユーザは’システムのすべての機能にフル・アクセスできます

2. ユーザインターフェイスでアクセス管理に移動します。ストレージアレイはローカルユーザロールを使用
するように事前に設定されています。これはロールベースアクセス制御（RBAC）機能の実装です。

3. 管理者は、次の認証方式を1つ以上設定します。

◦ ローカルユーザーの役割--ストレージアレイに適用されるRBAC機能を使用して認証を管理しますロー
カルユーザロールには、事前定義されたユーザプロファイルと、特定のアクセス権限を持つロールが
含まれます。管理者は、これらのローカルユーザロールを単一の認証方式として使用することも、デ
ィレクトリサービスと組み合わせて使用することもできます。ユーザのパスワードを設定する以外に
必要な設定はありません。

◦ ディレクトリサービス-- LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)サーバとディレクトリサービ
ス(MicrosoftのActive Directoryなど)を介して認証を管理します管理者がLDAPサーバに接続し、ストレ
ージアレイに組み込まれているローカルユーザロールにLDAPユーザをマッピングします。

◦ *saml *-- Security Assertion Markup Language（SAML）2.0を使用してアイデンティティプロバイダ
（IdP）を介して認証を管理します。管理者がIdPシステムとストレージアレイの間の通信を確立し、
ストレージアレイに組み込まれているローカルユーザロールにIdPユーザをマッピングします。

4. ユーザにSystem Managerのログインクレデンシャルを渡します。

5. ユーザが自身のクレデンシャルを入力してシステムにログインします。

認証がSAMLとシングルサインオン（SSO）で管理されている場合は、System Managerの
ログインダイアログが省略されることがあります。

ログイン時には、次のバックグラウンドタスクが実行されます。

◦ ユーザ名とパスワードをユーザアカウントと照合して認証します。

◦ 割り当てられたロールに基づいてユーザの権限が決まります。

◦ ユーザインターフェイスのタスクにユーザがアクセスできるようになります。

◦ インターフェイスの右上にユーザ名が表示されます。
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System Managerで実行できるタスク

タスクへのアクセス権は、ユーザに割り当てられている次のロールによって異なります。

• * Storage admin *--ストレージ・オブジェクト（ボリュームやディスク・プールなど）への読み取り/書き
込みのフル・アクセス。セキュリティ構成へのアクセスはありません。

• * Security admin *--アクセス管理、証明書管理、監査ログ管理のセキュリティ構成へのアクセス、および
従来の管理インターフェイス（SYMbol）のオン/オフの切り替え機能。

• * Support admin *--ストレージアレイのすべてのハードウェアリソース、障害データ、MELイベント、お
よびコントローラファームウェアアップグレードへのアクセス。ストレージオブジェクトやセキュリティ
設定にはアクセスできません。

• *Monitor *--すべてのストレージオブジェクトへの読み取り専用アクセスが可能ですが、セキュリティ設定
へのアクセスはありません。

使用できないタスクは、ユーザインターフェイスではグレー表示されるか、非表示になります。たとえ
ば、Monitorロールを持つユーザは、ボリュームに関するすべての情報を表示できますが、そのボリュームを
変更するための機能にはアクセスできません。[サービスのコピー]や[ワークロードへの追加]などの機能のタ
ブはグレー表示され、[設定の表示/編集]のみが使用できます。

SANtricity Storage Managerへのユーザアクセス

ローカルユーザロールとディレクトリサービスが設定されている場合は、Enterprise Management Window

（EMW）で次のいずれかの機能を実行する前に、クレデンシャルを入力する必要があります。

• ストレージアレイの名前を変更しています

• コントローラファームウェアをアップグレード中です

• ストレージアレイ構成をロードしています

• スクリプトを実行する

• 未使用のセッションがタイムアウトしたときにアクティブな処理を実行しようとしています

ストレージアレイにSAMLが設定されている場合、ユーザはEMWを使用してそのアレイのストレージを検出
または管理することはできません。

アクセス管理の用語

ストレージアレイに関連するアクセス管理の用語を次に示します。

期間 説明

Active Directory Active Directory（AD）は、Windowsドメインネット
ワーク用のLDAPを使用するMicrosoftのディレクトリ
サービスです。

結合 バインド処理は、ディレクトリサーバに対するクラ
イアントの認証に使用されます。通常はアカウント
とパスワードのクレデンシャルが必要ですが、匿名
のバインド処理が可能なサーバもあります。
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期間 説明

できます 認証局（CA）は、インターネットセキュリティのた
めにデジタル証明書と呼ばれる電子文書を発行する
信頼されたエンティティです。証明書でWebサイト
の所有者を識別することにより、クライアントとサ
ーバの間のセキュアな接続が確立されます。

証明書 証明書はセキュリティ上の目的でサイトの所有者を
識別するもので、攻撃者による偽装を防止します。
証明書には、サイトの所有者に関する情報と、その
情報について証明（署名）する信頼されたエンティ
ティのIDが含まれます。

IdP アイデンティティプロバイダ（IdP）は、ユーザにク
レデンシャルを要求して認証されたユーザかどうか
を確認するために使用される外部のシステムです。
多要素認証にも対応し、Active Directoryなどの任意
のユーザデータベースを使用するように設定できま
す。IdPの保守はセキュリティチームが行います。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）は、
分散型のディレクトリ情報サービスへのアクセスと
管理に使用されるアプリケーションプロトコルで
す。このプロトコルを使用すると、さまざまなアプ
リケーションやサービスがLDAPサーバに接続してユ
ーザを検証できます。

RBAC ロールベースアクセス制御（RBAC）は、コンピュー
タやネットワークリソースへのアクセスを個々のユ
ーザのロールに基づいて制御する手法です。ストレ
ージアレイにはRBACが適用され、事前定義されたロ
ールが用意されています。

SAML Security Assertion Markup Language（SAML）は、2

つのエンティティ間の認証と許可に使用されるXML

ベースの標準規格です。SAMLは、ユーザの認証時に
複数の項目（パスワードとフィンガープリントなど
）を求める多要素認証に対応しています。ストレー
ジアレイに組み込みのSAML機能は、SAML2.0のアイ
デンティティアサーション、認証、および許可に準
拠しています。

SP サービスプロバイダ（SP）は、ユーザの認証とアク
セスを制御するシステムです。アクセス管理にSAML

を設定すると、ストレージアレイがアイデンティテ
ィプロバイダに認証を要求するサービスプロバイダ
として機能します。
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期間 説明

SSO シングルサインオン（SSO）は、1組のログインクレ
デンシャルで複数のアプリケーションにアクセスで
きるようにする認証サービスです。

マッピングされたロールの権限

ストレージアレイに組み込みのロールベースアクセス制御（RBAC）機能には、1つ以上
のロールがマッピングされた事前定義済みのユーザプロファイルが含まれています。各
ロールには、SANtricity System Managerのタスクにアクセスするための権限が含まれて
います。

ユーザプロファイルとマッピングされたロールには、どちらかのSystem Managerのユーザインターフェイス
で設定（Access Management >ローカルユーザロール）のメニューからアクセスできます。

これらのロールにより、次のタスクへのアクセスが可能になります。

• * Storage admin *--ストレージ・オブジェクト（ボリュームやディスク・プールなど）への読み取り/書き
込みのフル・アクセス。セキュリティ構成へのアクセスはありません。

• * Security admin *--アクセス管理、証明書管理、監査ログ管理のセキュリティ構成へのアクセス、および
従来の管理インターフェイス（SYMbol）のオン/オフの切り替え機能。

• * Support admin *--ストレージアレイのすべてのハードウェアリソース、障害データ、MELイベント、お
よびコントローラファームウェアアップグレードへのアクセス。ストレージオブジェクトやセキュリティ
設定にはアクセスできません。

• *Monitor *--すべてのストレージオブジェクトへの読み取り専用アクセスが可能ですが、セキュリティ設定
へのアクセスはありません。

ユーザに特定のタスクに対する権限がない場合、そのタスクはグレー表示されるか、ユーザインターフェイス
に表示されません。

ローカルユーザロールを使用したアクセス管理

管理者は、ストレージアレイに組み込みのロールベースアクセス制御（RBAC）機能を
アクセス管理に使用できます。これらの機能のことを「ローカルユーザロール」と呼び
ます。

設定ワークフロー

ローカルユーザロールはストレージアレイに事前に設定されています。認証にローカルユーザロールを使用す
る場合、管理者は次の操作を行うことができます。

1. Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでSANtricity System Managerにログインします。

adminユーザは’システムのすべての機能にフル・アクセスできます

2. ユーザプロファイルを確認します。ユーザプロファイルは事前に定義されており、変更することはできま
せん。
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3. 必要に応じて、各ユーザプロファイルに新しいパスワードを割り当てます。

4. ユーザは各自に割り当てられたクレデンシャルでシステムにログインします。

管理

認証にローカルユーザロールのみを使用する場合、管理者は次の管理タスクを実行できます。

• パスワードを変更します。

• パスワードの最小文字数を設定する。

• パスワードなしでのログインをユーザに許可します。

ディレクトリサービスを使用したアクセス管理

管理者は、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）サーバとディレクトリサービ
ス（MicrosoftのActive Directoryなど）をアクセス管理に使用できます。

設定ワークフロー

ネットワークでLDAPサーバとディレクトリサービスが使用されている場合、設定は次のようになります。

1. Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでSANtricity System Managerにログインします。

adminユーザは’システムのすべての機能にフル・アクセスできます

2. LDAPサーバの設定を入力します。これには、ドメイン名、URL、バインドアカウント情報が含まれま
す。

3. LDAPサーバでセキュアなプロトコル（LDAPS）を使用している場合、LDAPサーバとストレージアレイ
の間の認証に使用する認証局（CA）証明書チェーンをアップロードします。

4. サーバ接続が確立されたら、ユーザグループをストレージアレイのロールにマッピングします。これらの
ロールは事前に定義されており、変更できません。

5. LDAPサーバとストレージアレイの間の接続をテストします。

6. ユーザは各自に割り当てられたLDAP /ディレクトリサービスのクレデンシャルを使用してシステムにログ
インします。

管理

認証にディレクトリサービスを使用する場合、管理者は次の管理タスクを実行できます。

• ディレクトリサーバを追加します。

• ディレクトリサーバの設定を編集します。

• LDAPユーザをローカルユーザロールにマッピングする。

• ディレクトリサーバを削除する。

SAMLを使用したアクセス管理

管理者は、アレイに組み込みのSecurity Assertion Markup Language（SAML）2.0の機能
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をアクセス管理に使用できます。

設定ワークフロー

SAMLの設定は次のように行います。

1. Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでSystem Managerにログインします。

adminユーザはSystem Managerのすべての機能にフル・アクセスできます

2. 管理者は、[アクセス管理]の下の[*SAML *]タブに移動します。

3. アイデンティティプロバイダ（IdP）との通信を設定します。IdPは、ユーザにクレデンシャルを要求して
認証されたユーザかどうかを確認するための外部システムです。ストレージアレイとの通信を設定するに
は、IdPシステムからIdPメタデータファイルをダウンロードし、System Managerを使用してそのファイ
ルをストレージアレイにアップロードします。

4. サービスプロバイダとIdP間の信頼関係を確立します。サービスプロバイダはユーザ権限を制御します。
このケースでは、ストレージアレイ内のコントローラがサービスプロバイダの役割を果たします。通信を
設定するには、System Managerを使用して、各コントローラのサービスプロバイダメタデータファイル
をエクスポートします。その後、IdPシステムからそれらのメタデータファイルをIdPにインポートしま
す。

また、認証時に名前IDを返す機能がIdPでサポートされていることを確認しておく必要があ
ります。

5. ストレージアレイのロールをIdPで定義されているユーザ属性にマッピングします。これを行うには、管
理者はSystem Managerを使用してマッピングを作成します。

6. IdP URLへのSSOログインをテストします。このテストで、ストレージアレイとIdPが通信できることを
確認します。

SAMLを有効にすると、ユーザインターフェイスで無効にしたり、IdP設定を編集したりす
ることはできなくなります。SAMLの設定を無効にしたり編集したりする必要がある場合
は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

7. System Managerから、ストレージアレイのSAMLを有効にします。

8. ユーザが自身のSSOクレデンシャルを使用してシステムにログインします。

管理

認証にSAMLを使用している場合、管理者は次の管理タスクを実行できます。

• 新しいロールマッピングを変更または作成します

• サービスプロバイダファイルをエクスポート

アクセス制限

SAMLが有効な場合、次のクライアントはストレージアレイのサービスとリソースにアクセスできません。

• Enterprise Management Window（EMW）
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• コマンドラインインターフェイス（ CLI ）

• ソフトウェア開発キット（SDK）クライアント

• インバンドクライアント

• HTTPベーシック認証REST APIクライアント

• 標準のREST APIエンドポイントを使用してログインします

方法

ローカルユーザロールを表示します

[ローカルユーザーの役割]タブでは、ユーザープロファイルとデフォルトの役割のマッピ
ングを表示できます。これらのマッピングは、ストレージアレイに適用されたロールベ
ースアクセス制御（RBAC）の一部です。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

このタスクについて

ユーザプロファイルとマッピングは変更できません。変更できるのはパスワードだけです。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ローカルユーザー役割*（Local User Roles *）]タブを選択します。

ユーザプロファイルが表に表示されます。

◦ * Root admin *(admin)--システム内のすべての機能にアクセスできるスーパー管理者。このユーザプロ
ファイルにはすべてのロールが含まれています。

◦ * Storage admin *（storage）--すべてのストレージプロビジョニングを担当する管理者。このユーザ
プロファイルには、Storage Admin、Support Admin、Monitorの各ロールが含まれています。

◦ * Security admin *（security）--アクセス管理、証明書管理、セキュリティ有効ドライブ機能など、セ
キュリティ構成を担当するユーザー。このユーザプロファイルには、Security AdminとMonitorの各ロ
ールが含まれています。

◦ * Support admin*(support)--ハードウェアリソース’障害データ’ファームウェアのアップグレードを担当
するユーザーこのユーザプロファイルには、Support AdminとMonitorの各ロールが含まれています。

◦ Monitor(モニタ)--システムへの読み取り専用アクセス権を持つユーザ。このユーザプロファイルに
は、Monitorロールのみが含まれています。

パスワードを変更します

アクセス管理で各ユーザプロファイルのユーザパスワードを変更できます。

作業を開始する前に

• Root Adminの権限が割り当てられたローカル管理者としてログインする必要があります。
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• ローカル管理者のパスワードを確認しておく必要があります。

このタスクについて

パスワードを選択する際は、次のガイドラインに注意してください。

• 新しいローカルユーザパスワードは、最小パスワードの現在の設定（[表示/編集の設定]）以上である必要
があります。

• パスワードは大文字と小文字を区別します。

• パスワードの末尾のスペースは削除されません。パスワードにスペースが含まれている場合は、スペース
を含めるようにしてください。

• セキュリティを強化するために、パスワードには15文字以上の英数字を使用し、頻繁に変更してくださ
い。

System Managerでパスワードを変更すると、コマンドラインインターフェイス（CLI）のパス
ワードも変更されます。また、パスワードは、ユーザのアクティブなセッションを終了するた
めに原因 を変更します。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ローカルユーザー役割*（Local User Roles *）]タブを選択します。

3. 表からユーザを選択します。

[パスワードの変更*]ボタンが使用可能になります。

4. [ パスワードの変更 *] を選択します。

パスワードの変更*（Change Password *）ダイアログボックスが開きます。

5. ローカルユーザパスワードの最低文字数が設定されていない場合は、選択したユーザがパスワードを入力
しないとストレージアレイにアクセスできないようにするオプションのチェックボックスをオンにし、そ
のユーザの新しいパスワードを入力します。

6. ローカル管理者パスワードを入力し、* Change *をクリックします。

結果

ユーザが現在ログインしている場合、パスワードを変更するとユーザのアクティブなセッションが終了しま
す。

ローカルユーザパスワードの設定を変更します

ストレージアレイで新規または更新されるローカルユーザパスワードの最小文字数を設
定できます。また、ローカルユーザがパスワードを入力せずにストレージアレイにアク
セスできるようにすることもできます。

作業を開始する前に

• Root Adminの権限が割り当てられたローカル管理者としてログインする必要があります。

このタスクについて
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ローカルユーザパスワードの最小文字数を設定する際には、次のガイドラインに注意してください。

• 設定を変更しても既存のローカルユーザパスワードには影響しません。

• ローカルユーザパスワードの最小文字数は、0~30文字にする必要があります。

• 新しいローカルユーザパスワードは、現在の最小文字数の設定以上にする必要があります。

• ローカルユーザがパスワードを入力せずにストレージアレイにアクセスできるようにする場合は、パスワ
ードの最小文字数を設定しないでください。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ローカルユーザー役割*（Local User Roles *）]タブを選択します。

3. 「表示/設定の編集」ボタンを選択します。

[ローカルユーザーパスワードの設定*]ダイアログボックスが開きます。

4. 次のいずれかを実行します。

◦ ローカルユーザがパスワードを入力せずにストレージアレイにアクセスできるようにするには、「す
べてのローカルユーザパスワードを少なくとも必要とする」チェックボックスをオフにします。

◦ すべてのローカルユーザパスワードの最小文字数を設定するには、「すべてのローカルユーザパスワ
ードを少なくとも必要とする」チェックボックスをオンにしてから、スピンボックスを使用してすべ
てのローカルユーザパスワードの最小文字数を設定します。

新しいローカルユーザパスワードは、現在の設定以上の長さにする必要があります。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ディレクトリサーバを追加します

アクセス管理用に認証を設定するには、ストレージアレイとLDAPサーバの間の通信を確
立し、LDAPユーザグループをアレイの事前定義されたロールにマッピングします。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• ユーザグループがディレクトリサービスに定義されている必要があります。

• LDAPサーバのクレデンシャルを確認しておく必要があります。ドメイン名とサーバのURLのほか、必要
に応じてバインドアカウントのユーザ名とパスワードも指定できます。

• セキュアなプロトコルを使用するLDAPSサーバの場合は、LDAPサーバの証明書チェーンがローカルマシ
ンにインストールされている必要があります。

このタスクについて

ディレクトリサーバの追加は、2つのステップで行います。まず、ドメイン名とURLを入力します。サーバで
セキュアなプロトコルを使用している場合、認証に使用するCA証明書が標準の署名機関によって署名されて
いない場合、その証明書もアップロードする必要があります。バインドアカウントのクレデンシャルがある場
合は、そのアカウント名とパスワードも入力できます。次に、LDAPサーバのユーザグループをストレージア
レイの事前定義されたロールにマッピングします。
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手順 でLDAPサーバを追加すると、従来の管理インターフェイスは無効になります。従来の管
理インターフェイス（SYMbol）は、ストレージアレイと管理クライアントの間の通信に使用さ
れる方法です。無効にすると、ストレージアレイと管理クライアントはより安全な通信方法
（HTTPS経由のREST API）を使用します。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ディレクトリサービス]タブで、[ディレクトリサーバーの追加]を選択します。

[ディレクトリサーバーの追加*]ダイアログボックスが開きます。

3. [サーバー設定]タブで、LDAPサーバーの資格情報を入力します。
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フィールドの詳細

設定 説明

構成設定 ドメイン

LDAPサーバのドメイン名を入力します。ドメイ
ンを複数入力する場合は、カンマで区切って入
力します。ドメイン名は、ログイン（
username@domain）で、認証するディレクトリ
サーバを指定するために使用されます。

サーバURL

LDAPサーバにアクセスするためのURL

を’ldap[s]://host:port'の形式で入力します
証明書のアップロード（オプション）

このフィールドは、上記のサー
バURLフィールドにLDAPSプロト
コルが指定されている場合にのみ
表示されます。

[Browse]をクリックして、アップロードするCA

証明書を選択します。これは、LDAPサーバの認
証に使用される信頼された証明書または証明書
チェーンです。

バインドアカウント（オプション）

LDAPサーバに対する検索クエリやグループ内の
検索で使用する読み取り専用のユーザアカウン
トを入力します。アカウント名はLDAPタイプの
形式で入力します。たとえば、バインドユーザ
の名前が「bindacct」であれば、「
CN=bindacct、CN=Users、DC=cpoc、DC=local

」などと入力します。

バインドパスワード（オプション）

このフィールドは、上記のバイン
ドアカウントを入力した場合に表
示されます。

バインドアカウントのパスワードを入力しま
す。

追加する前にサーバ接続をテストします
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設定 説明

入力したLDAPサーバの設定でストレージアレイ
と通信できるかどうかを確認するには、このチ
ェックボックスを選択します。このテストは、
ダイアログボックスの下部にある*追加*（* Add *

）をクリックした後に実行されます。このチェ
ックボックスをオンにした場合、テストに失敗
すると設定は追加されません。設定を追加する
には、エラーを解決するか、チェックボックス
を選択解除してテストをスキップする必要があ
ります。

権限の設定

検索ベースDN ユーザーを検索するLDAPコンテキストを入力し
ます通常は’CN=Users’DC=copc’DC=local’の形式
で入力します

ユーザー名属性 認証用のユーザIDにバインドされた属性を入力
します。例:「sAMAccountName」。

グループ属性 グループとロールのマッピングに使用される、
ユーザの一連のグループ属性を入力します。例:

memberOf, managedObjects`

4. [ロールマッピング]タブをクリックします。

5. 事前定義されたロールにLDAPグループを割り当てます。1つのグループに複数のロールを割り当てること
ができます。

フィールドの詳細

設定 説明

マッピング グループDN

マッピングするLDAPユーザグループの識別名
（DN）を指定します。

ロール

Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの
場合、System Managerは正常に動作しません。

6. 必要に応じて、*別のマッピングを追加*をクリックして、グループとロールのマッピングをさらに入力し
ます。

7. マッピングが終了したら、*追加*をクリックします。

ストレージアレイとLDAPサーバが通信できるかどうかの検証がシステムによって実行されます。エラー
メッセージが表示された場合は、ダイアログボックスで入力したクレデンシャルを確認し、必要に応じて
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情報を再入力します。

ディレクトリサーバ設定とロールマッピングを編集します

アクセス管理でディレクトリサーバを設定済みの場合は、いつでも設定を変更できま
す。設定には、サーバ接続情報とグループとロールのマッピングが含まれます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• ディレクトリサーバが定義されている必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ディレクトリサービス]タブを選択します。

3. 複数のサーバが定義されている場合は、編集するサーバを表から選択します。

4. 「表示/設定の編集」を選択します。

[ディレクトリサーバー設定]ダイアログボックスが開きます。

5. サーバー設定*タブで、必要な設定を変更します。

設定 説明

構成設定 ドメイン

LDAPサーバのドメイン名。ドメインを複数入力す
る場合は、カンマで区切って入力します。ドメイン
名は、ログイン（username@domain）で、認証す
るディレクトリサーバを指定するために使用されま
す。

サーバURL

LDAPサーバにアクセスするためのURL。形式
は「ldap[s]：//host：port」です。

バインドアカウント（オプション）

LDAPサーバに対する検索クエリやグループ内の検
索で使用する読み取り専用のユーザアカウント。

バインドパスワード（オプション）

バインドアカウントのパスワード（このフィールド
はバインドアカウントを入力した場合に表示されま
す）。

保存する前にサーバ接続をテストします
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設定 説明

ストレージアレイがLDAPサーバの設定と通信でき
ることを確認します。テストは、ダイアログボック
スの下部にある「保存」をクリックすると実行され
ます。このチェックボックスをオンにした場合、テ
ストに失敗すると設定は変更されません。設定を編
集するには、エラーを解決するか、チェックボック
スを選択解除してテストをスキップする必要があり
ます。

権限の設定

検索ベースDN ユーザを検索するLDAPコンテキスト。通常
は「CN=Users」、DC=copc、DC=local」の形式で
入力します。

ユーザー名属性 認証用のユーザIDにバインドされた属性。例:

「sAMAccountName」。

グループ属性 グループとロールのマッピングに使用される、ユー
ザのグループ属性のリスト。例: memberOf,

managedObjects`

6. [役割マッピング]タブで、目的のマッピングを変更します。

設定 説明

マッピング グループDN

マッピングするLDAPユーザグループのドメイン
名。

ロール

Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの
場合、System Managerは正常に動作しません。

7. 必要に応じて、*別のマッピングを追加*をクリックして、グループとロールのマッピングをさらに入力し
ます。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

このタスクを完了すると、アクティブなユーザセッションはすべて終了します。現在のユーザセッションのみ
が保持されます。

ディレクトリサーバを削除します

ディレクトリサーバとストレージアレイ間の接続を解除するために、アクセス管理ペー
ジからサーバ情報を削除できます。このタスクは、新しいサーバを設定して古いサーバ
を削除する場合などに実行します。
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作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクを完了すると、アクティブなユーザセッションはすべて終了します。現在のユーザセッションのみ
が保持されます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [ディレクトリサービス]タブを選択します。

3. リストから、削除するディレクトリサーバを選択します。

4. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

[ディレクトリサーバーの削除*]ダイアログボックスが開きます。

5. フィールドに「remove」と入力し、「* Remove *」をクリックします。

ディレクトリサーバの構成設定、権限設定、およびロールのマッピングが削除されます。ユーザは、この
サーバからのクレデンシャルを使用してログインできなくなります。

SAMLを設定する

アクセス管理の認証を設定する場合、ストレージアレイに組み込みのSecurity Assertion

Markup Language（SAML）機能を使用することができます。この設定により、アイデ
ンティティプロバイダとストレージプロバイダの間の接続が確立されます。

このタスクについて

アイデンティティプロバイダ（IdP）は、ユーザにクレデンシャルを要求して認証されたユーザかどうかを確
認するために使用される外部のシステムです。多要素認証にも対応し、Active Directoryなどの任意のユーザデ
ータベースを使用するように設定できます。IdPの保守はセキュリティチームが行います。サービスプロバイ
ダ（SP）は、ユーザの認証とアクセスを制御するシステムです。アクセス管理にSAMLを設定すると、ストレ
ージアレイがアイデンティティプロバイダに認証を要求するサービスプロバイダとして機能します。IdPとス
トレージアレイの間の接続を確立するには、この2つのエンティティ間でメタデータファイルを共有します。
その後、IdPのユーザエンティティをストレージアレイのロールにマッピングします。最後に、接続とSSOロ
グインをテストしたうえでSAMLを有効にします。

• SAMLとディレクトリサービス*。認証方式としてディレクトリサービスを使用するように
設定されている状況でSAMLを有効にした場合、System ManagerではSAMLがディレクト
リサービスよりも優先されます。あとでSAMLを無効にすると、元の設定に戻ってディレク
トリサービスが使用されます。

• SAMLを編集および無効化しています。* SAMLを有効にすると、ユーザインターフェイス
で無効にすることはできず、IdP設定を編集することもできません。SAMLの設定を無効に
したり編集したりする必要がある場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

SAML認証の設定は複数の手順からなる手順 です。
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• 手順1：IdPのメタデータファイルをアップロードする

• 手順2：サービスプロバイダのファイルをエクスポートする

• 手順3：ロールをマッピングする

• 手順4：SSOログインをテストする

• 手順5：SAMLを有効にする

手順1：IdPのメタデータファイルをアップロードする

ストレージアレイにIdPの接続情報を提供するには、System ManagerにIdPのメタデータ
をインポートします。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• IdP管理者がIdPシステムの設定を完了している必要があります。

• IdP管理者が、認証時に名前IDを返す機能がIdPでサポートされていることを確認しておく必要がありま
す。

• IdPサーバとコントローラのクロックを同期しておきます（NTPサーバを使用するかコントローラのクロ
ックの設定を調整します）。

• IdPのメタデータファイルをIdPシステムからダウンロードし、System Managerへのアクセスに使用する
ローカルシステムで使用できるようにしておきます。

このタスクについて

このタスクでは、IdPのメタデータファイルをSystem Managerにアップロードします。このメタデータ
は、IdPシステムが認証要求を正しいURLにリダイレクトし、受信した応答を検証するために必要です。コン
トローラが2台ある場合でも、アップロードするメタデータファイルはストレージアレイに対して1つだけで
す。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. SAML *タブを選択します。

設定手順の概要が表示されます。

3. アイデンティティプロバイダ（IdP）ファイルのインポート*リンクをクリックします。

[アイデンティティプロバイダファイルのインポート]ダイアログが開きます。

4. Browse *をクリックして、ローカルシステムにコピーしたIdPメタデータファイルを選択してアップロー
ドします。

ファイルを選択すると、IdPのエンティティIDが表示されます。

5. [* インポート * ] をクリックします。
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手順2：サービスプロバイダのファイルをエクスポートする

IdPとストレージアレイの間の信頼関係を確立するために、サービスプロバイダのメタデ
ータをIdPにインポートします。

作業を開始する前に

• ストレージアレイの各コントローラのIPアドレスまたはドメイン名を確認しておきます。

このタスクについて

このタスクでは、コントローラからメタデータ（コントローラごとに1ファイル）をエクスポートします。こ
のメタデータは、IdPがコントローラとの間の信頼関係を確立し、許可要求を処理するために必要になりま
す。このファイルには、コントローラのドメイン名やIPアドレスなど、IdPがサービスプロバイダと通信する
ために必要な情報が含まれています。

手順

1. [サービスプロバイダファイルのエクスポート*]リンクをクリックします。

サービスプロバイダファイルのエクスポート*ダイアログが開きます。

2. コントローラのIPアドレスまたはDNS名を[コントローラA *]フィールドに入力し、[*エクスポート]をクリ
ックしてメタデータファイルをローカルシステムに保存します。ストレージアレイにコントローラが2台
ある場合は、2台目のコントローラの Controller B *フィールドでこの手順を繰り返します。

Export（エクスポート）をクリックすると、サービスプロバイダメタデータがローカルシステムにダウン
ロードされます。ファイルの保存先をメモします。

3. ローカルシステムで、エクスポートしたサービスプロバイダのメタデータファイルを探します。

コントローラごとにXML形式のファイルが1つあります。

4. IdPサーバで、サービスプロバイダのメタデータファイルをインポートして信頼関係を確立します。ファ
イルを直接インポートすることも、ファイルからコントローラの情報を手動で入力することもできます。

手順3：ロールをマッピングする

System Managerに対する許可とアクセスをユーザに提供するには、IdPユーザ属性とグ
ループメンバーシップをストレージアレイの事前定義されたロールにマッピングする必
要があります。

作業を開始する前に

• IdP管理者が、IdPシステムでユーザ属性とグループメンバーシップを設定しておく必要があります。

• IdPのメタデータファイルをSystem Managerにインポートしておきます。

• 各コントローラのサービスプロバイダメタデータファイルをIdPシステムにインポートして信頼関係を確
立しておきます。

このタスクについて

このタスクでは、System Managerを使用してIdPグループをローカルユーザロールにマッピングします。

手順
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1. System Managerのロールをマッピングするためのリンクをクリックします。

[役割マッピング（* Role Mapping *）]ダイアログボックスが開きます。

2. IdPユーザの属性とグループを事前定義されたロールに割り当てます。1つのグループに複数のロールを割
り当てることができます。

フィールドの詳細

設定 説明

マッピング ユーザー属性

マッピングするSAMLグループの属性
（「member of」など）を指定します。

属性値

マッピングするグループの属性値を指定しま
す。

ロール

Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの
場合、System Managerは正常に動作しません。

3. 必要に応じて、*別のマッピングを追加*をクリックして、グループとロールのマッピングをさらに入力し
ます。

ロールのマッピングは、SAMLを有効にしたあとに変更できます。

4. マッピングが終了したら、*保存*をクリックします。

手順4：SSOログインをテストする

IdPシステムとストレージアレイが通信できることを確認するために、必要に応じてSSO

ログインをテストできます。このテストは、SAMLを有効にする最後の手順でも実行し
ます。

作業を開始する前に

• IdPのメタデータファイルをSystem Managerにインポートしておきます。

• 各コントローラのサービスプロバイダメタデータファイルをIdPシステムにインポートして信頼関係を確
立しておきます。

手順

1. [Test SSO Login*]リンクを選択します。

SSOクレデンシャルの入力を求めるダイアログが表示されます。

2. Security AdminとMonitorの両方の権限を持つユーザのログインクレデンシャルを入力します。
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ログインのテスト中にダイアログが開きます。

3. テストに成功したことを示すメッセージを確認します。テストに成功した場合は、SAMLを有効にする次
の手順に進みます。

テストが正常に完了しない場合は、エラーメッセージに詳細が表示されます。次の点を確認してくださ
い。

◦ ユーザがSecurity AdminとMonitorの権限を持つグループに属していること。

◦ アップロードしたIdPサーバのメタデータが正しいこと。

◦ SPメタデータファイル内のコントローラのアドレスが正しいこと。

手順5：SAMLを有効にする

最後の手順として、SAMLユーザ認証を有効にします。

作業を開始する前に

• IdPのメタデータファイルをSystem Managerにインポートしておきます。

• 各コントローラのサービスプロバイダメタデータファイルをIdPシステムにインポートして信頼関係を確
立しておきます。

• 少なくともMonitorロールとSecurity Adminロールを1つずつマッピングしておきます。

このタスクについて

このタスクでは、ユーザ認証のSAMLの設定を終了する方法について説明します。このプロセスでは、SSOロ
グインのテストも求められます。SSOログインのテストプロセスについては、前の手順で説明したとおりで
す。

• SAMLを編集および無効化しています。* SAMLを有効にすると、ユーザインターフェイス
で無効にすることはできず、IdP設定を編集することもできません。SAMLの設定を無効に
したり編集したりする必要がある場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

手順

1. [* SAML ]タブで、[ SAMLを有効にする]リンクを選択します。

[*Confirm Enable SAML *]ダイアログが開きます。

2. 「enable」と入力し、「* Enable」をクリックします。

3. SSOログインのテスト用にユーザクレデンシャルを入力します。

結果

SAMLが有効になると、アクティブなセッションはすべて終了され、SAMLを使用したユーザの認証が開始さ
れます。

SAMLのロールマッピングを変更する

アクセス管理にSAMLを設定している場合、IdPグループとストレージアレイの事前定義
されたロールとの間のロールマッピングを変更できます。
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作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• IdP管理者が、IdPシステムでユーザ属性とグループメンバーシップを設定しておく必要があります。

• SAMLを設定して有効にします。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. SAML *タブを選択します。

3. [役割のマッピング]を選択します。

[役割マッピング（* Role Mapping *）]ダイアログボックスが開きます。

4. IdPユーザの属性とグループを事前定義されたロールに割り当てます。1つのグループに複数のロールを割
り当てることができます。

SAMLが有効になっているときは権限を削除しないように注意してください。削除する
と、System Managerにアクセスできなくなります。

フィールドの詳細

設定 説明

マッピング ユーザー属性

マッピングするSAMLグループの属性
（「member of」など）を指定します。

属性値

マッピングするグループの属性値を指定しま
す。

ロール

Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの
場合、System Managerは正常に動作しません。

5. オプション： Add another mapping *をクリックして、グループとロールのマッピングをさらに入力しま
す。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

このタスクを完了すると、アクティブなユーザセッションはすべて終了します。現在のユーザセッションのみ
が保持されます。

SAMLサービスプロバイダファイルをエクスポートする

必要に応じて、ストレージアレイのサービスプロバイダのメタデータをエクスポートし
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て、ファイルをアイデンティティプロバイダ（IdP）システムに再インポートすることが
できます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• SAMLを設定して有効にします。

このタスクについて

このタスクでは、コントローラからメタデータ（コントローラごとに1ファイル）をエクスポートします。こ
のメタデータは、IdPがコントローラとの間の信頼関係を確立し、認証要求を処理するために必要になりま
す。このファイルには、コントローラのドメイン名やIPアドレスなど、IdPで要求の送信に使用できる情報が
含まれています。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. SAML *タブを選択します。

3. 「書き出し」を選択します。

サービスプロバイダファイルのエクスポート*ダイアログが開きます。

4. 各コントローラについて、* Export（エクスポート）*をクリックしてメタデータファイルをローカルシス
テムに保存します。

各コントローラのドメイン名フィールドは読み取り専用です。

ファイルの保存先をメモします。

5. ローカルシステムで、エクスポートしたサービスプロバイダのメタデータファイルを探します。

コントローラごとにXML形式のファイルが1つあります。

6. IdPサーバから、サービスプロバイダのメタデータファイルをインポートします。ファイルを直接インポ
ートすることも、ファイルからコントローラの情報を手動で入力することもできます。

7. [* 閉じる * ] をクリックします。

監査ログアクティビティを表示します

Security Admin権限を持つユーザは、監査ログを表示して、ユーザによる操作、認証エ
ラー、無効なログインの試行、およびユーザセッションの期間を監視できます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。
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2. [監査ログ]タブを選択します。

*監査ログ*アクティビティは表形式で表示されます。この表には、次の情報列が含まれます。

◦ 日付/時刻--ストレージアレイがイベントを検出した日時（GMT）のタイムスタンプ

◦ ユーザー名--イベントに関連付けられたユーザー名。ストレージアレイに対して認証されていない操作
が実行された場合は、「N/A」と表示されます。内部プロキシまたはその他のメカニズムによって、認
証されていないアクションがトリガーされることがあります。

◦ ステータスコード--操作のHTTPステータスコード(200、400など)およびイベントに関連する説明テキ
スト。

◦ URLアクセス--完全なURL (ホストを含む)とクエリ文字列。

◦ クライアントIPアドレス--イベントに関連付けられたクライアントのIPアドレス。

◦ Source--イベントに関連付けられたロギングソース。System Manager、CLI、Webサービス、または
サポートシェルがあります。

3. [監査ログ]ページの選択項目を使用して、イベントを表示および管理します。
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選択の詳細

選択（Selection） 説明

イベントを表示する期
間を選択…

表示されるイベントを日付範囲（過去24時間、過去7日間、過去30日間、
またはカスタムの日付範囲）で限定します。

フィルタ 表示されるイベントをフィールドに入力した文字で限定します。単語の完
全一致には引用符("")を使用し、1つ以上の単語を返すには「」または「」
を入力します。単語を省略するにはダッシュ(--)を入力します。

更新 最新のイベントにページを更新するには、「更新」を選択します。

設定の表示/編集 ［表示/設定の編集］を選択すると、ログに記録するフルログポリシーと
アクションのレベルを指定できるダイアログボックスが開きます。

イベントを削除します 「削除」を選択すると、ページから古いイベントを削除できるダイアログ
ボックスが開きます。

列の表示/非表示を切り
替えます

[列を表示/非表示（* Show/Hide * Column）]アイコンをクリックします
 をクリックして、表に表示する列を追加で選択します。その他の列に

は、次のもの

• メソッド-- HTTPメソッド(POST、GET、削除など)。

• CLIコマンド実行-- Secure CLI要求に対して実行されるCLIコマンド(文
法)。

• CLI戻りステータス-- CLIステータスコードまたはクライアントからの
入力ファイルの要求。

• *SYMBOL手順 *--実行されたSYMBOL手順 。

• *SSH Event Type *-- Secure Shell (SSH)イベントのタイプ(ログイン、
ログアウト、login_failなど)

• *SSHセッションPID *-- SSHセッションのプロセスID番号。

• SSHセッション期間--ユーザーがログインした秒数

列フィルタを切り替え
ます

[切り替え*（Toggle *）]アイコンをクリックします  をクリックする
と、各列のフィルタリングフィールドが開きます。表示されるイベントを
特定の文字で限定するには、列フィールドにその文字を入力します。フィ
ルタリングフィールドを閉じるには、アイコンをもう一度クリックしま
す。

変更を元に戻します [元に戻す（Undo）]アイコンをクリックします  をクリックすると、テ
ーブルがデフォルトの設定に戻ります。

エクスポート（Export
）

[Export]をクリックして、テーブルデータをカンマ区切り値（CSV）ファ
イルに保存します。
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監査ログポリシーを定義する

上書きポリシーや監査ログに記録するイベントのタイプを変更することができます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクでは、監査ログの設定を変更する方法について説明します。古いイベントの上書きに関するポリシ
ーや記録するイベントタイプに関するポリシーなどが含まれます。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [監査ログ]タブを選択します。

3. 「表示/設定の編集」を選択します。

[Audit Log Settings (監査ログ設定)]ダイアログボックスが開きます。

4. 上書きポリシーや記録するイベントのタイプを変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

上書きポリシー 最大容量に達したときに古いイベントを上書き
するポリシーを指定します。

• 監査ログがいっぱいになったらイベントを古
いものから上書きする-監査ログが50、000レ
コードに達したときに古いイベントを上書き
します。

• 監査ログのイベントを手動で削除する必要が
あります-イベントが自動的に削除されない
ように指定します。設定した割合に達した場
合、しきい値の警告が表示されます。イベン
トは手動で削除する必要があります。

上書きポリシーを無効にした
場合、監査ログのエントリが
上限に達すると、Security

Adminの権限がないユーザに
よるSystem Managerへのアク
セスは拒否されます。Security

Adminの権限がないユーザが
再びシステムにアクセスでき
るようにするには、Security

Adminロールが割り当てられ
ているユーザが古いイベント
レコードを削除する必要があ
ります。

上書きポリシーは、監査ログ
をsyslogサーバにアーカイブ
するように設定されている場
合は適用されません。

ログに記録するアクションのレベル ログに記録するイベントのタイプを指定しま
す。

• 変更イベントのみを記録する--ユーザーの操
作によってシステムに変更が発生するイベン
トのみを記録します

• すべての変更イベントと読み取り専用イベン
トを記録する--情報の読み取りまたはダウン
ロードを伴うユーザー操作を含むすべてのイ
ベントを記録します

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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監査ログからイベントを削除します

監査ログの古いイベントをクリアすることができます。これにより、イベントの検索が
容易になります。削除時に古いイベントをCSV（カンマ区切り値）ファイルに保存する
こともできます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクでは、監査ログから古いイベントを削除する方法について説明します。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. [監査ログ]タブを選択します。

3. 「 * 削除」を選択します。

[監査ログの削除]ダイアログボックスが開きます。

4. 削除する古いイベントの数を選択または入力します。

5. 削除したイベントをCSVファイルにエクスポートする場合は、チェックボックスを選択したままにします
（推奨）。次の手順で*削除*をクリックすると、ファイル名と場所の入力を求められます。イベント
をCSVファイルに保存しない場合は、チェックボックスをクリックして選択を解除します。

6. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

確認のダイアログボックスが開きます。

7. フィールドに「delete」と入力し、「* Delete *」をクリックします。

最も古いイベントは監査ログページから削除されます。

監査ログ用のsyslogサーバを設定します

監査ログを外部のsyslogサーバにアーカイブする場合は、そのサーバとストレージアレ
イの間の通信を設定できます。接続が確立されると、監査ログは自動的にsyslogサーバ
に保存されます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• syslogサーバのアドレス、プロトコル、およびポート番号を確認しておく必要があります。サーバアドレ
スは、完全修飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• サーバがセキュアなプロトコル（TLSなど）を使用している場合は、ローカルシステムに認証局（CA）証
明書が配置されている必要があります。CA証明書がWebサイトの所有者を識別することにより、サーバ
とクライアントの間のセキュアな接続が確立さ
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手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. 監査ログ*タブで、* syslogサーバーの設定*を選択します。

[Configure Syslog Servers]ダイアログボックスが開きます。

3. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

[Add Syslog Server*]ダイアログボックスが開きます。

4. サーバーの情報を入力し、*追加*をクリックします。

◦ サーバアドレス—完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを入力します

◦ Protocol --ドロップダウンリストからプロトコル(TLS、UDP、TCPなど)を選択します。

◦ 証明書のアップロード（オプション）-- TLSプロトコルを選択し、署名済みCA証明書をまだアップロ
ードしていない場合は、参照をクリックして証明書ファイルをアップロードします。監査ログは、信
頼された証明書がないとsyslogサーバにアーカイブされません。

あとで証明書が無効になると、TLSハンドシェイクは失敗します。その結果、監査ログ
にエラーメッセージが記録され、syslogサーバにメッセージが送信されなくなります。
この問題 を解決するには、syslogサーバで証明書を修正してから、メニューの[設定]、[

監査ログ]、[ syslogサーバの設定]、[すべてテスト]の順に選択します。

◦ ポート-- syslog受信機のポート番号を入力します[Add]をクリックすると、[Configure Syslog Servers]*

ダイアログボックスが開き、設定したsyslogサーバがページに表示されます。

5. ストレージアレイとのサーバ接続をテストするには、「*すべてテスト」を選択します。

結果

設定が完了すると、以降すべての監査ログがsyslogサーバに送信されるようになります。以前のログは転送さ
れません。

監査ログレコード用のsyslogサーバ設定の編集

監査ログのアーカイブに使用するsyslogサーバの設定を変更したり、サーバ用の新しい
認証局（CA）証明書をアップロードしたりできます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、アクセ
ス管理機能は表示されません。

• syslogサーバのアドレス、プロトコル、およびポート番号を確認しておく必要があります。サーバアドレ
スは、完全修飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• 新しいCA証明書をアップロードする場合は、ローカルシステムに証明書がある必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Settings [Access Management]。

2. 監査ログ*タブで、* syslogサーバーの設定*を選択します。
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設定されているsyslogサーバがページに表示されます。

3. サーバ情報を編集するには、サーバ名の右側にある* Edit *（鉛筆）アイコンを選択し、次のフィールドで
必要な変更を行います。

◦ サーバーアドレス—完全修飾ドメイン名’IPv4アドレス’またはIPv6アドレスを入力します

◦ Protocol --ドロップダウンリストからプロトコル(TLS、UDP、TCPなど)を選択します。

◦ ポート-- syslog受信機のポート番号を入力します

4. （UDPまたはTCPから）プロトコルをセキュアTLSプロトコルに変更した場合は、[Import Trusted

Certificate]をクリックしてCA証明書をアップロードします。

5. ストレージアレイとの新しい接続をテストするには、「*すべてテスト」を選択します。

結果

設定が完了すると、以降すべての監査ログがsyslogサーバに送信されるようになります。以前のログは転送さ
れません。

よくある質問です

ログインできないのはなぜですか？

System Managerにログインする際にエラーが表示される場合は、次の問題がないか確認
してください。

System Managerのログインエラーは、次のいずれかが原因の可能性があります。

• 入力したユーザ名またはパスワードが正しくありません。

• 必要な権限がありません。

• ディレクトリサーバ（設定されている場合）が使用できない可能性があります。その場合は、ローカルユ
ーザロールでログインしてみてください。

• ログインが複数回失敗したために、ロックアウトモードがトリガーされました。10分待ってから再度ログ
インしてください。

• ロックアウト状態がトリガーされ、監査ログがいっぱいになった可能性があります。アクセス管理に移動
し、監査ログから古いイベントを削除します。

• SAML認証が有効になりました。ログインするには、ブラウザをリフレッシュしてください。

ミラーリングタスク用のリモートストレージアレイでログインエラーが発生する場合は、次のいずれかが原因
の可能性があります。

• 入力したパスワードが正しくありません。

• ログインが複数回失敗したために、ロックアウトモードがトリガーされました。10分待ってから再度ログ
インしてください。

• コントローラで使用されているクライアント接続が最大数に達している。複数のユーザまたはクライアン
トをチェックしてください。
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ディレクトリサーバを追加するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

アクセス管理でディレクトリサーバを追加する前に、次の要件を満たしていることを確
認してください。

• ユーザグループがディレクトリサービスに定義されている必要があります。

• LDAPサーバのクレデンシャルを確認しておく必要があります。ドメイン名とサーバのURLのほか、必要
に応じてバインドアカウントのユーザ名とパスワードも指定できます。

• セキュアなプロトコルを使用するLDAPSサーバの場合は、LDAPサーバの証明書チェーンがローカルマシ
ンにインストールされている必要があります。

ストレージアレイのロールをマッピングするときは、どのような点に注意する必要がありますか？

グループをロールにマッピングする前に、次のガイドラインを確認してください。

ストレージアレイに搭載されたロールベースアクセス制御（RBAC）機能には次のロールがあります。

• * Storage admin *--ストレージ・オブジェクト（ボリュームやディスク・プールなど）への読み取り/書き
込みのフル・アクセス。セキュリティ構成へのアクセスはありません。

• * Security admin *--アクセス管理、証明書管理、監査ログ管理のセキュリティ構成へのアクセス、および
従来の管理インターフェイス（SYMbol）のオン/オフの切り替え機能。

• * Support admin *--ストレージアレイのすべてのハードウェアリソース、障害データ、MELイベント、お
よびコントローラファームウェアアップグレードへのアクセス。ストレージオブジェクトやセキュリティ
設定にはアクセスできません。

• *Monitor *--すべてのストレージオブジェクトへの読み取り専用アクセスが可能ですが、セキュリティ設定
へのアクセスはありません。

ディレクトリサービス

LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）サーバとディレクトリサービスを使用する場合は、次の点を
確認してください。

• ディレクトリサービスでユーザグループを定義しておきます。

• LDAPユーザグループのグループドメイン名を確認しておきます。

• Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの場合、System

Managerは正常に動作しません。

SAML

ストレージアレイに組み込みのSecurity Assertion Markup Language（SAML）機能を使用する場合は、次の
点を確認してください。

• アイデンティティプロバイダ（IdP）管理者が、IdPシステムでユーザ属性とグループメンバーシップを設
定しておく必要があります。

• グループメンバーシップ名を確認しておきます。

• Monitorロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。Monitorロールがないユーザの場合、System

Managerは正常に動作しません。
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この変更の影響を受ける外部管理ツールはどれですか。

管理インターフェイスを切り替える、認証方式にSAMLを使用する、などの特定の変更
をSystem Managerで行うと、一部の外部ツールや機能が使用できなくなることがありま
す。

管理インターフェイス

SANtricity SMI-S ProviderやOnCommand Insight （OCI）などの従来の管理インターフェイス（SYMbol）と
直接通信するツールは、レガシー管理インターフェイスの設定が有効になっていないかぎり機能しません。こ
の設定が無効な場合、従来のCLIコマンドを使用したりミラーリング処理を実行したりすることはできませ
ん。

詳細については、テクニカルサポートにお問い合わせください。

SAML 認証

SAMLが有効な場合、次のクライアントはストレージアレイのサービスとリソースにアクセスできません。

• Enterprise Management Window（EMW）

• コマンドラインインターフェイス（ CLI ）

• ソフトウェア開発キット（SDK）クライアント

• インバンドクライアント

• HTTPベーシック認証REST APIクライアント

• 標準のREST APIエンドポイントを使用してログインします

詳細については、テクニカルサポートにお問い合わせください。

SAMLを設定および有効にするときは、どのような点に注意する必要がありますか？

認証のためにSecurity Assertion Markup Language（SAML）の機能を設定して有効にす
る前に、次の要件を満たしていることを確認し、SAMLの制限事項を理解しておきま
す。

要件

作業を開始する前に、次の点を確認してください。

• ネットワークにアイデンティティプロバイダ（IdP）を設定しておきます。IdPは、ユーザにクレデンシャ
ルを要求して認証されたユーザかどうかを確認するための外部システムです。IdPの保守はセキュリティ
チームが行います。

• IdP管理者が、IdPシステムでユーザ属性とユーザグループを設定しておく必要があります。

• IdP管理者が、認証時に名前IDを返す機能がIdPでサポートされていることを確認しておく必要がありま
す。

• IdPサーバとコントローラのクロックを同期しておきます（NTPサーバを使用するかコントローラのクロ
ックの設定を調整します）。

• IdPのメタデータファイルをIdPシステムからダウンロードし、System Managerへのアクセスに使用する
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ローカルシステムで使用できるようにしておきます。

• ストレージアレイの各コントローラのIPアドレスまたはドメイン名を確認しておきます。

制限事項

上記の要件に加えて、次の制限事項を理解しておく必要があります。

• SAMLを有効にすると、ユーザインターフェイスで無効にしたり、IdP設定を編集したりすることはできな
くなります。SAMLの設定を無効にしたり編集したりする必要がある場合は、テクニカルサポートにお問
い合わせください。最後の設定手順でSAMLを有効にする前に、SSOログインをテストすることを推奨し
ます。（SSOログインテストはSAMLが有効になる前にシステムでも実行されます）。

• あとでSAMLを無効にすると、以前の設定（ローカルユーザロール、ディレクトリサービス、またはその
両方）が自動的にリストアされます。

• 現在ユーザ認証にディレクトリサービスが設定されている場合は、SAMLによって上書きされます。

• SAMLを設定すると、次のクライアントがストレージアレイリソースにアクセスできなくなります。

◦ Enterprise Management Window（EMW）

◦ コマンドラインインターフェイス（ CLI ）

◦ ソフトウェア開発キット（SDK）クライアント

◦ インバンドクライアント

◦ HTTPベーシック認証REST APIクライアント

◦ 標準のREST APIエンドポイントを使用してログインします

監査ログにはどのようなタイプのイベントが記録されますか？

監査ログには、変更イベント、または変更イベントと読み取り専用イベントの両方を記
録できます。

ポリシー設定に応じて、次のタイプのイベントが表示されます。

• 変更イベント--ストレージのプロビジョニングなど、システムへの変更を含む、System Manager内からの
ユーザーアクション。

• 変更イベントおよび読み取り専用イベント--システムへの変更を伴うユーザー操作、およびボリューム割
り当ての表示やダウンロードなどの情報を含むイベント。

syslogサーバを設定するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

監査ログは外部syslogサーバにアーカイブできます。

syslogサーバを設定する際は、次のガイドラインに注意してください。

• サーバのアドレス、プロトコル、ポート番号を確認しておきます。サーバアドレスは、完全修飾ドメイン
名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• サーバがセキュアなプロトコル（TLSなど）を使用している場合は、ローカルシステムに認証局（CA）証
明書が配置されている必要があります。CA証明書がWebサイトの所有者を識別することにより、サーバ
とクライアントの間のセキュアな接続が確立さ
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• 設定が完了すると、以降すべての監査ログがsyslogサーバに送信されるようになります。以前のログは転
送されません。

• *Overwrite Policy*設定（View/Edit Settingsで利用可能）は、ログがsyslogサーバ設定でどのように管理さ
れるかに影響しません。

• 監査ログは、RFC 5424のメッセージ形式に従います。

syslogサーバが監査ログを受信しなくなりました。どうすればよいですか？

syslogサーバにTLSプロトコルを設定している場合、何らかの理由で証明書が無効にな
るとサーバはメッセージを受信できなくなります。無効な証明書に関するエラーメッセ
ージが監査ログに記録されます。

この問題 を解決するには、syslogサーバの証明書を修正する必要があります。有効な証明書チェーンが確立
されたら、メニューに移動します。Settings [Audit Log]> Configure Syslog Servers > Test All]。

証明書

概念

CA証明書の仕組み

認証局（CA）は、インターネットセキュリティのためにデジタル証明書と呼ばれる電子
文書を発行する信頼されたエンティティです。証明書でWebサイトの所有者を識別する
ことにより、クライアントとサーバの間のセキュアな接続が確立されます。

ブラウザを開いてコントローラの管理ポート経由でSystem Managerに接続しようとすると、ストレージアレ
イのコントローラが信頼できるソースであるかどうかが確認されます。コントローラのデジタル証明書が見つ
からない場合、ブラウザは認識された権限で署名されていないことを警告し、続行するかどうかを確認するメ
ッセージを表示します。このアラートが表示されないようにするには、署名入りのデジタル証明書をCAから
取得する必要があります。

ドライブセキュリティ機能を持つ外部キー管理サーバを使用している場合は、そのサーバとコントローラの間
の認証用の証明書を作成することもでき、また、ストレージアレイの自己署名証明書を使用することもできま
す。

信頼できる認証局のデジタル証明書を使用するには、次の手順が必要です。

1. メニュー「Settings [ Certificates ]」に移動します。ユーザーログインにはSecurity Admin権限が含まれて
いる必要があります。含まれていない場合、* Certificates *がページに表示されません。

2. コントローラごと、またはキー管理サーバ用に、証明書署名要求（CSR）を作成します。

3. CSRファイルをCAに送信し、証明書が送信されるまで待ちます。

4. 信頼できる（中間およびルート）証明書をCAからインポートします。これらの証明書は、CA階層の信頼
ポイントを確立します。

5. 各コントローラまたはキー管理サーバの署名入りの管理証明書をインポートします。
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証明書の用語

ストレージアレイに関連する証明書の用語を次に示します。

期間 説明

できます 認証局（CA）は、インターネットセキュリティのた
めにデジタル証明書と呼ばれる電子文書を発行する
信頼されたエンティティです。証明書でWebサイト
の所有者を識別することにより、クライアントとサ
ーバの間のセキュアな接続が確立されます。

CSR 証明書署名要求（CSR）は、申請者から認証局（CA

）に送信されるメッセージです。CSRは、CAが証明
書の問題 に必要な情報を検証します。

証明書 証明書はセキュリティ上の目的でサイトの所有者を
識別するもので、攻撃者による偽装を防止します。
証明書には、サイトの所有者に関する情報と、その
情報について証明（署名）する信頼されたエンティ
ティのIDが含まれます。

クライアント証明書 セキュリティキー管理のために、クライアント証明
書はストレージアレイのコントローラを検証し、キ
ー管理サーバがコントローラのIPアドレスを信頼でき
るようにします。

キー管理サーバ証明書 セキュリティキー管理のために、キー管理サーバ証
明書はサーバを検証し、ストレージアレイがサーバ
のIPアドレスを信頼できるようにします。

管理証明書 管理証明書は、認証局（CA）によって承認さ
れ、Webアプリケーションへのセキュアなアクセス
を許可します。「署名済み証明書」とも呼ばれま
す。

OCSPサーバ Online Certificate Status Protocol（OCSP）サーバ
は、スケジュールされた有効期限の前に認証局（CA

）が証明書を失効させたかどうかを確認し、証明書
が失効している場合はユーザがサーバにアクセスで
きないようにします。

自己署名証明書 自己署名証明書はコントローラに事前にロードされ
ています。サイト接続が自己署名されている場
合、Webアプリケーションに進む前に警告メッセー
ジが表示されます。
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期間 説明

信頼された証明書 認証局（CA）が発行した信頼された証明書は、証明
書階層の最上位にある既知の証明書です。「ルート
証明書」とも呼ばれます。

方法

コントローラのCA証明書署名要求（CSR）を作成します

ストレージアレイのコントローラの認証局（CA）証明書を受け取るには、まずストレー
ジアレイ内のコントローラごとに証明書署名要求（CSR）ファイルを生成する必要があ
ります。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクでは、コントローラの署名付き管理証明書を受け取るためにCAに送信する.CSRファイル（証明書
署名要求）を生成する方法について説明します。組織に関する情報とともに、コントローラのIPアドレスまた
はDNS名を指定する必要があります。このタスクでは、ストレージアレイにコントローラが1つしかない場合
は.CSRファイルが1つ、コントローラが2つある場合は2つ生成されます。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [アレイ管理]タブで、[* CSR全体*]を選択します。

2台目のコントローラの自己署名証明書を受け入れるよう求めるダイアログボックスが表示
された場合は、*自己署名証明書を受け入れる*をクリックして続行します。

3. 次の情報を入力し、[次へ*]をクリックします。

◦ 組織--会社または組織の正式名称。Inc.やCorp.などの接尾辞も含めて入力してください

◦ 組織単位（オプション）--証明書を処理している組織の部門。

◦ 市区町村--ストレージアレイまたは事業の所在地である市区町村。

◦ 都道府県（オプション）-ストレージアレイまたは事業の所在地である都道府県。

◦ 国のISOコード--自国を表す2桁のISO（国際標準化機構）コード（USなど）。

一部のフィールドには、コントローラのIPアドレスなどの適切な情報があらかじめ入力さ
れています。事前入力された値は、明らかな間違いでないかぎり変更しないでください。
たとえば、CSRをまだ作成していない場合、コントローラのIPアドレスは「localhost」に
設定されます。 この場合は、「localhost」をコントローラのDNS名またはIPアドレスに変
更する必要があります。

4. ストレージアレイ内のコントローラAに関する次の情報を確認または入力します。
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◦ コントローラAの共通名--コントローラAのIPアドレスまたはDNS名がデフォルトで表示されますこの
アドレスが正しいことを確認してください。ブラウザでSystem Managerにアクセスする際に入力した
アドレスと正確に一致している必要があります。

◦ コントローラAの代替IPアドレス-共通名がIPアドレスの場合は、コントローラAの追加のIPアドレスま
たはエイリアスをオプションで入力できます複数指定する場合は、カンマで区切って入力します。

◦ コントローラAの代替DNS名--共通名がDNS名の場合は、コントローラAの追加のDNS名を入力します
複数指定する場合は、カンマで区切って入力します。代替DNS名がない場合は、最初のフィールドに
入力したDNS名をここにコピーします。ストレージアレイにコントローラが1台しかない場合は、「完
了」ボタンを使用できます。ストレージアレイにコントローラが2台ある場合は、* Next *ボタンを使
用できます。

CSR要求を最初に作成するときは、[この手順をスキップ]リンクをクリックしないでくださ
い。このリンクは、エラーからリカバリする場合に使用します。CSR要求が一方のコント
ローラで失敗し、もう一方のコントローラで失敗することがあります。このリンクを使用
すると、コントローラAでCSRがすでに定義されている場合はその作成をスキップし、コン
トローラBでCSRを再作成する次の手順に進むことができます

5. コントローラが1台しかない場合は、[完了]をクリックします。コントローラが2台ある場合は、[次へ]をク
リックしてコントローラBの情報を入力し（上記と同じ）、[完了]をクリックします。

シングルコントローラの場合は、1つの.CSRファイルがローカルシステムにダウンロードされます。デュ
アルコントローラの場合は、2つの.CSRファイルがダウンロードされます。ダウンロードフォルダの場所
は、ブラウザによって異なります。

6. .CSRファイルをCAに送信します。

完了後

デジタル証明書を受け取ったら、CAから送られてきた該当する証明書ファイルをインポートします。

コントローラの信頼された証明書をインポートする

認証局（CA）からデジタル証明書を受け取ったら、コントローラの証明書チェーン（中
間およびルート）をインポートできます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 証明書署名要求（.CSRファイル）を生成してCAに送信しておきます。

• 信頼された証明書ファイルをCAから受け取っておきます。

• 証明書ファイルがローカルシステムにインストールされている必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、ストレージアレイのコントローラ用に信頼された証明書をアップロードする方法について説
明します。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [Trusted]タブで、[Import]を選択します。
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信頼された証明書ファイルをインポートするためのダイアログボックスが表示されます。

3. Browse（参照）*をクリックして、コントローラの証明書ファイルを選択します。

ダイアログボックスにファイル名が表示されます。

4. [* インポート * ] をクリックします。

結果

ファイルがアップロードされて検証されます。

完了後

管理証明書をインポートします。

コントローラの管理証明書をインポートします

信頼された証明書チェーンをインポートしたら、ストレージアレイ内の各コントローラ
の管理（署名済み）証明書ファイルをインポートします。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 信頼された証明書がインポートされている。

• 各コントローラの管理証明書ファイルがCAから返されている必要があります。

• 管理証明書ファイルがローカルシステム上にある必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、コントローラ認証用に管理証明書ファイルをアップロードする方法について説明します。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [* Array Management*（アレイ管理*）]タブで、[* Import*（インポート*）]を選択し

証明書ファイルをインポートするためのダイアログボックスが表示されます。

3. [Browse]をクリックして、コントローラAのファイルを選択しますコントローラが2台ある場合は、2番目
の* Browse *ボタンをクリックして、コントローラBのファイルを選択します

ファイル名がダイアログボックスに表示されます。

4. [* インポート * ] をクリックします。

ファイルがアップロードされて検証されます。

結果

セッションは自動的に終了します。証明書を有効にするには、再度ログインする必要があります。再度ログイ
ンすると、新しいCA署名証明書がセッションに使用されます。
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インポートされた証明書の情報を表示

[証明書]ページでは、証明書の種類、発行機関、および以前にインポートした証明書の有
効な日付範囲を表示できます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクでは、ユーザがインストールした証明書または事前にインストールされた証明書の情報を表示する
方法について説明します。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. いずれかのタブを選択して、コントローラの管理証明書、信頼された証明書、およびキー管理サーバの証
明書に関する情報を表示します。

タブをクリックする 説明

アレイ管理 コントローラ用にインポートしたすべてのサーバ証明書に関する情報が表示
されます。

高い信頼性 コントローラ用にインポートしたすべての信頼された（ルート）証明書に関
する情報が表示されます。[Show certificates that are …]の下のフィルタフィ
ールドを使用して、ユーザがインストールした証明書または事前にインスト
ールされた証明書を表示します。

• ユーザーがインストールしたもの。ユーザがストレージアレイにアップロ
ードした証明書（信頼された証明書、LDAPS証明書、アイデンティティ
フェデレーション証明書が含まれます）。

• プリインストール。ストレージアレイに付属の証明書。

キー管理 外部キー管理サーバ用にインポートしたすべての管理（署名済み）証明書に
関する情報が表示されます。

信頼された証明書を削除する

ユーザがインポートした証明書を削除することができます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 信頼された証明書を新しいバージョンに更新する場合は、古い証明書を削除する前に更新された証明書を
インポートする必要があります。
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ストレージアレイの管理証明書またはLDAPサーバの認証に使用していた証明書を新しい証明書
をインポートする前に削除すると、システムにアクセスできなくなることがあります。

このタスクについて

このタスクでは、ユーザがインポートした証明書を削除する方法について説明します。事前定義された証明書
は削除できません。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [Trusted]タブを選択します。

ストレージアレイの信頼された証明書が表に表示されます。

3. 削除する証明書を表から選択します。

4. [メニュー]、[一般的ではないタスク]、[削除]の順にクリック

[信頼された証明書の削除の確認]ダイアログボックスが開きます。

5. フィールドに「delete」と入力し、「* Delete *」をクリックします。

管理証明書をリセットします

ストレージアレイの管理証明書を工場出荷時の自己署名証明書の状態に戻すことができ
ます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 証明書をインポートしておく必要があります。

このタスクについて

ストレージアレイにある管理証明書をリセットすると、現在の管理証明書が各コントローラから削除されま
す。証明書のリセット後、コントローラでは自己署名証明書が再び使用されるようになります。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [* Array Management*（アレイ管理）]タブで、[* Reset*（リセット）]を選択します。

[管理証明書のリセットの確認]ダイアログボックスが開きます。

3. フィールドに「reset」と入力し、「* Reset *」をクリックします。

結果

ブラウザをリフレッシュすると、コントローラでは自己署名証明書が再び使用されるようになります。そのた
め、セッションの自己署名証明書を手動で承認するように求められます。
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キーサーバのCA証明書署名要求（CSR）を実行します

キー管理サーバの認証局（CA）証明書を受け取るには、まず証明書署名要求（CSR）フ
ァイルを生成する必要があります。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

このタスクについて

このタスクでは、キー管理サーバの署名済み証明書を受け取るためにCAに送信する.CSRファイル（証明書署
名要求）を生成する方法について説明します。このタスクでは、組織に関する情報を指定する必要がありま
す。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [キー管理]タブで、[* CSR全体*]を選択します。

3. 次の情報を入力します。

◦ 共通名--証明書ファイルに表示されるストレージアレイ名など、このCSRを識別する名前。

◦ 組織--会社または組織の正式名称。Inc.やCorp.などの接尾辞も含めて入力してください

◦ 組織単位（オプション）--証明書を処理している組織の部門。

◦ 市区町村--組織の所在地である市区町村。

◦ 都道府県(オプション)--組織の所在地である都道府県。

◦ 国のISOコード--組織の所在地である米国などの2桁のISO（国際標準化機構）コード。

4. [ * ダウンロード ] をクリックします。

5. .CSRファイルをCAに送信します。

完了後

キー管理サーバからクライアント証明書とサーバ証明書を取得したら、ストレージアレイコントローラで認証
するためにそれらの証明書をインポートします。

キー管理サーバ証明書をインポート

外部キー管理のために、ストレージアレイとキー管理サーバが互いに信頼関係を確立で
きるように、2つのエンティティの間の認証用に証明書をインポートします。証明書に
は2種類あります。クライアント証明書はコントローラを検証し、キー管理サーバ証明書
はサーバを検証します。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• ストレージアレイでクライアント証明書を使用できる必要があります。
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クライアント証明書は、キー管理サーバがコントローラのIPアドレスを信頼できるよう、
ストレージアレイのコントローラを検証します。クライアント証明書を取得するには、ス
トレージアレイのCSRを作成して、キー管理サーバにアップロードする必要があります。
サーバから、クライアント証明書を生成します。

• キー管理サーバ証明書が必要です。

キー管理サーバ証明書は、ストレージアレイがサーバのIPアドレスを信頼できるように、
サーバを検証します。キー管理サーバ証明書を取得するには、キー管理サーバから生成す
る必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、ストレージアレイコントローラとキー管理サーバの間の認証用に証明書ファイルをアップロ
ードする方法について説明します。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [キー管理]タブで、[インポート]を選択します。

証明書ファイルをインポートするためのダイアログボックスが表示されます。

3. ファイルを選択するには、*参照*ボタンをクリックします。

ダイアログボックスにファイル名が表示されます。

4. [* インポート * ] をクリックします。

ファイルがアップロードされて検証されます。

キー管理サーバ証明書をエクスポートする

キー管理サーバ用の証明書をローカルマシンに保存できます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 証明書をインポートしておく必要があります。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [キー管理（Key Management *）]タブを選択します。

3. 表からエクスポートする証明書を選択し、* Export *（エクスポート）をクリックします。

[保存（Save）]ダイアログボックスが開きます。

4. ファイル名を入力し、*保存*をクリックします。
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証明書失効チェックを有効にします

失効した証明書の自動チェックを有効にして、Online Certificate Status Protocol（OCSP

）サーバがユーザによるセキュアでない接続をブロックするようにすることができま
す。自動失効チェックは、認証局（CA）が発行した証明書に問題がある場合や、秘密鍵
が漏えいした場合に役立ちます。

作業を開始する前に

• Security Adminの権限を含むユーザプロファイルでログインする必要があります。そうしないと、証明書
の機能は表示されません。

• 両方のコントローラにDNSサーバが設定されている必要があります。これにより、OCSPサーバの完全修
飾ドメイン名が使用できるようになります。このタスクはハードウェアページから実行できます。

• 独自のOCSPサーバを指定する場合は、そのサーバのURLを確認しておく必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、OCSPサーバを設定するか、証明書ファイルに指定されているサーバを使用することができ
ます。OCSPサーバは、スケジュールされた有効期限よりも前にCAによって失効された証明書がないかを判
断し、証明書が失効している場合は、ユーザによるサイトへのアクセスをブロックします。

手順

1. メニューから[設定][証明書]を選択します。

2. [Trusted]タブを選択します。

失効チェックは、[キー管理]タブから有効にすることもできます。

3. [一般的でないタスク]をクリックし、ドロップダウンメニューから[失効チェックを有効にする*]を選択し
ます。

4. 「失効チェックを有効にする」を選択して、チェックボックスにチェックマークが表示され、ダイアログ
ボックスに追加のフィールドが表示されるようにします。

5. [* OCSPレスポンダのアドレス*]フィールドに、OCSPレスポンダサーバのURLをオプションで入力できま
す。アドレスを入力しない場合は、証明書ファイルで指定されているOCSPサーバのURLが使用されま
す。

6. [アドレスのテスト*]をクリックして、指定したURLへの接続をシステムがオープンできることを確認しま
す。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

証明書が失効しているサーバにストレージアレイが接続しようとすると、接続は拒否され、イベントがログに
記録されます。

よくある質問です

Cannot Access Other Controllerダイアログボックスが表示されるのはなぜですか。

CA証明書に関連する特定の処理（証明書のインポートなど）を実行すると、2台目のコ
ントローラの自己署名証明書を受け入れるよう求めるダイアログボックスが表示される
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ことがあります。

2台のコントローラを搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）では、SANtricity System Manager

が2台目のコントローラと通信できない場合、または処理の特定の段階でブラウザが証明書を受け入れられな
い場合に、このダイアログボックスが表示されることがあります。

このダイアログボックスが表示された場合は、[自己署名証明書を承認する]をクリックして続行します。パス
ワードの入力を求めるダイアログボックスが表示された場合は、System Managerへのアクセスに使用する管
理者パスワードを入力します。

このダイアログボックスが再び表示され、証明書のタスクを完了できない場合は、次のいずれかの手順を実行
してください。

• 別のブラウザを使用してこのコントローラにアクセスし、証明書を受け入れて続行します。

• System Managerを使用して2台目のコントローラにアクセスし、自己署名証明書を受け入れてから、1台
目のコントローラに戻って続行します。

System Managerにアップロードする必要がある証明書を確認するにはどうすればよいですか？

外部キー管理では、ストレージアレイとキー管理サーバが互いに信頼関係を確立できる
ように、2つのエンティティの間の認証用に2種類の証明書をインポートします。

クライアント証明書は、キー管理サーバがコントローラのIPアドレスを信頼できるよう、ストレージアレイの
コントローラを検証します。クライアント証明書を取得するには、ストレージアレイのCSRを作成して、キ
ー管理サーバにアップロードする必要があります。サーバから、クライアント証明書を生成し、System

Managerを使用してインポートします。

キー管理サーバ証明書は、ストレージアレイがサーバのIPアドレスを信頼できるよう、キー管理サーバを検証
します。キー管理サーバ証明書を取得するには、キー管理サーバから生成する必要があります。

証明書失効チェックについて、どのような点に注意する必要がありますか？

System Managerでは、証明書失効リスト（CRL）をアップロードする代わりに、Online

Certificate Status Protocol（OCSP）サーバを使用して失効した証明書をチェックできま
す。

失効した証明書は信頼しないようにしてください。証明書が失効する理由はいくつかあります。たとえば、認
証局（CA）から証明書が適切に発行されていない、秘密鍵が不正に使用された、特定されたエンティティが
ポリシーの要件を満たしていない、などの場合です。

System ManagerでOCSPサーバへの接続を確立すると、ストレージアレイは、AutoSupport サーバ、外部キ
ー管理サーバ（EKMS）、Lightweight Directory Access Protocol over SSL（LDAPS）サーバ、またはsyslog

サーバに接続するたびに失効チェックを実行します。ストレージアレイは、これらのサーバの証明書の検証を
試行して、証明書が失効していないことを確認します。その証明書について、サーバから「good

」、「revoked」「unknown」のいずれかの値が返されます。証明書が失効している場合や、アレイがOCSP

サーバにアクセスできない場合は、接続が拒否されます。

System Managerまたはコマンドラインインターフェイス（CLI）で指定したOCSPレスポンダ
アドレスは、証明書ファイル内のOCSPアドレスよりも優先されます。
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失効チェックが有効になるのはどのタイプのサーバですか？

ストレージアレイは、AutoSupport サーバ、外部キー管理サーバ（EKMS

）、Lightweight Directory Access Protocol over SSL（LDAPS）サーバ、またはsyslogサ
ーバに接続するたびに失効チェックを実行します。
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サポート

サポートセンター

概念

AutoSupport 機能の概要

AutoSupport 機能は、ストレージアレイの健常性を監視し、テクニカルサポートに自動
ディスパッチを送信します。

テクニカルサポートは、AutoSupport データを事後対応として使用してお客様の問題の診断と解決を迅速に行
い、潜在的な問題をプロアクティブに検出および回避します。

AutoSupport データには、ストレージアレイの構成、ステータス、パフォーマンス、およびシステムイベント
に関する情報が含まれます。AutoSupport データにユーザデータが含まれることはありません。ディスパッチ
は毎日または毎週送信されます。

主なメリット

AutoSupport 機能の主な利点は次のとおりです。

• ケースの解決時間の短縮

• 高度な監視でインシデント管理を迅速化

• 設定したスケジュールに従って自動レポートを作成し、重要なイベントに関する自動レポートも作成でき
ます

• ドライブなどの選択したコンポーネントのハードウェア交換要求の自動化

• 問題発生時に、お客様の妨げにならない形で通知し、修正措置を講じるための情報をテクニカルサポート
に伝えます

• 設定に関する既知の問題がないかどうか、ディスパッチを監視するAutoSupport 分析ツール

個々のAutoSupport 機能

AutoSupport 機能は、個別に有効にする3つの機能で構成されています。

• *Basic AutoSupport *--ストレージ・アレイが自動的にデータを収集してテクニカル・サポートに送信する
ことを可能にします

• * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが以前
のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタク
トし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

• リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバでは
なくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタクト
し、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。
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AutoSupport とサポートデータ収集の違い

ストレージアレイでは、次の2つの方法でサポートデータを収集できます。

• AutoSupport 機能

• サポートデータの収集オプション

AutoSupport 機能では、データが自動的に収集されます。Collect Support Dataオプションでは、データを手動
で収集します。AutoSupport 機能では、データが自動的にテクニカルサポートに送信されます。収集サポート
データを使用して、テクニカルサポートに手動でデータを送信します。

データが自動的に収集および送信されるため、AutoSupport 機能の方が使いやすくなります。AutoSupport デ
ータをプロアクティブに使用すると、発生前に問題を防ぐことができます。テクニカルサポートはすでにデー
タにアクセスできるため、AutoSupport 機能を使用した方がトラブルシューティングにかかる時間が短縮され
ます。これらの理由から、AutoSupport 機能がデータ収集方法として推奨されます。

AutoSupport 機能のワークフロー

SANtricity System Managerでは、次の手順でAutoSupport 機能を設定します。

方法

ストレージアレイの情報を表示します

ストレージアレイプロファイルを表示します

ストレージアレイプロファイルは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントとプロ
パティの概要 を提供します。

このタスクについて

ストレージアレイプロファイルは、リカバリ時の補助として、またはストレージアレイの現在の構成の概要と
して使用できます。管理クライアントにストレージアレイプロファイルのコピーを保存して、ストレージアレ
イプロファイルのハードコピーをストレージアレイとともに保管することができます。構成を変更した場合
は、ストレージアレイプロファイルの新しいコピーを作成してください。
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手順

1. メニューを選択します。Support [サポートセンター]>[サポートリソース]タブ。

2. 下にスクロールして「 Launch detailed storage array information 」 * と進み、「 * Storage Array Profile

」を選択します。

レポートが画面に表示されます。
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フィールドの詳細

セクション 説明

ストレージアレイ ストレージアレイについて設定可能なすべての
オプションとシステムの静的オプションが表示
されます。コントローラ数、ドライブシェルフ
数、ドライブ数、ディスクプール数、ボリュー
ムグループ数などを指定できます。 ボリュー
ム、およびホットスペアドライブ、使用可能な
ドライブシェルフ、ドライブ、ソリッドステー
トディスク（SSD）、およびボリュームの最大
数、Snapshotグループ、Snapshotイメー
ジ、Snapshotボリュームおよび整合性グループ
の数、機能に関する情報、ファームウェアバー
ジョンに関する情報、シャーシのシリアル番号
に関する情報 AutoSupport のステータス
とAutoSupport スケジュールの情報、サポートデ
ータの自動収集とスケジュールされたサポート
データ収集の設定、ストレージアレイのWorld-

Wide Identifier（WWID）、メディアスキャンと
キャッシュの設定。

ストレージ ストレージアレイ内のすべてのストレージデバ
イスのリストが表示されます。ストレージアレ
イの構成によっては、Storageセクションにこれ
らのサブセクションが表示される場合がありま
す。

• ディスク・プール--ストレージ・アレイ内の
すべてのディスク・プールのリストを表示し
ます

• ボリュームグループ--ストレージアレイ内の
すべてのボリュームグループのリストを表示
しますボリュームと空き容量は作成順に表示
されます。

• * Volumes *--ストレージアレイ内のすべての
ボリュームのリストを表示します表示される
情報には、ボリューム名、ボリュームステー
タス、容量、RAIDレベル、ボリュームグル
ープまたはディスクプール、ドライブタイ
プ、およびその他の詳細があります。

• 見つからないボリューム--ストレージアレイ
内で現在ステータスが不明なすべてのボリュ
ームのリストを表示します表示される情報に
は、見つからない各ボリュームのWorld Wide

Identifier（WWID）があります。

592



セクション 説明

コピーサービス ストレージアレイに使用されるすべてのコピー
サービスのリストが表示されます。ストレージ
アレイの構成によっては、Copy Servicesセクシ
ョンに次のサブセクションが表示される場合が
あります。

• ボリュームコピー--ストレージアレイ内のす
べてのコピーペアのリストを表示します表示
される情報には、コピーの数、コピーペア
名、ステータス、開始のタイムスタンプ、お
よびその他の詳細があります。

• スナップショット・グループ--ストレージ・
アレイ内のすべてのスナップショット・グル
ープのリストを表示します

• スナップショット・イメージ--ストレージ・
アレイ内のすべてのスナップショットのリス
トを表示します

• スナップショット・ボリューム--ストレージ
・アレイ内のすべてのスナップショット・ボ
リュームのリストを表示します

• コンシステンシ・グループ--ストレージ・ア
レイ内のすべてのコンシステンシ・グループ
のリストを表示します

• メンバーボリューム--ストレージアレイ内の
すべてのコンシステンシグループメンバーボ
リュームのリストを表示します

• ミラーグループ--すべてのミラーボリューム
のリストを表示します

• リザーブ容量-ストレージアレイ内のすべて
のリザーブ容量ボリュームのリストが表示さ
れます

ホストの割り当て ストレージアレイにおけるホスト割り当てのリ
ストが表示されます。表示される情報には、ボ
リューム名、論理ユニット番号（LUN）、コン
トローラID、ホスト名またはホストクラスタ
名、およびボリュームステータスがあります。
追加情報 の一覧には、トポロジの定義とホスト
タイプの定義が含まれています。
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セクション 説明

ハードウェア ストレージアレイ内のすべてのハードウェアの
リストが表示されます。ストレージアレイの構
成によっては、「ハードウェア」セクションに
これらのサブセクションが表示される場合があ
ります。

• コントローラ--ストレージアレイ内のすべて
のコントローラのリストを表示しますコント
ローラの場所’ステータス’構成が含まれます
また、ドライブチャネル情報、ホストチャネ
ル情報、イーサネットポート情報も含まれま
す。

• ドライブ--ストレージアレイ内のすべてのド
ライブのリストを表示しますドライブは、シ
ェルフID、ドロワーID、スロットIDの順に表
示されます。表示される情報には、シェル
フID、ドロワーID、スロットID、ステータ
ス、物理容量、 メディアタイプ、インター
フェイスタイプ、現在のデータ速度、製品
ID、および各ドライブのファームウェアバー
ジョン。ドライブのセクションには、ドライ
ブチャネル情報、ホットスペアの適用範囲情
報、および摩耗度に関する情報も含まれます
（SSDドライブの場合のみ）。寿命情報に
は、使用済み寿命の割合（これまでにSSDド
ライブに書き込まれたデータの量）と、ドラ
イブの理論上の合計書き込み制限値を合わせ
た値が含まれます。

• ドライブチャネル--ストレージアレイ内のす
べてのドライブチャネルの情報を表示します
表示される情報には、チャネルステータス、
リンクステータス（該当する場合）、ドライ
ブの本数、および累積エラー数があります。

• * shelves *--ストレージアレイ内のすべての
シェルフの情報を表示します。表示される情
報には、ドライブタイプおよびシェルフの各
コンポーネントのステータス情報がありま
す。シェルフコンポーネントには、バッテリ
パック、Small Form-factor Pluggable（SFP

）トランシーバ、電源/ファンキャニスタ
ー、または入出力モジュール（IOM）キャニ
スターなどが含まれます。ストレージアレイ
でセキュリティキーを使用している場合
は、Hardware（ハードウェア）セクション
にセキュリティキー識別子も表示されます。
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セクション 説明

の機能 インストールされている機能パックのリスト、
および1つのホストまたはホストクラスタで許可
されているSnapshotグループ、Snapshot（従来
のもの）、ボリュームの最大数が表示されま
す。機能セクションには、ドライブセキュリテ
ィ、つまりストレージアレイがセキュリティ有
効かセキュリティ無効かについても記載されて
います。

3. ストレージアレイプロファイルを検索するには、検索キーワードを*検索*テキストボックスに入力し、*検
索*をクリックします。

一致するすべてのキーワードが強調表示されます。すべての結果を一度に 1 つずつスクロールするには、
* 検索 * をクリックします。

4. ストレージアレイプロファイルを保存するには、* Save *をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに「storage-array-profile.txt」という名前でファイルが保存されます。

ソフトウェアとファームウェアのインベントリを表示します

ソフトウェアとファームウェアのインベントリには、ストレージアレイ内の各コンポー
ネントのファームウェアバージョンが表示されます。

このタスクについて

ストレージアレイは、コントローラ、ドライブ、ドロワー、入出力モジュール（IOM）などの多数のコンポー
ネントで構成されます。これらの各コンポーネントにはファームウェアが含まれています。ファームウェアの
バージョンによっては、他のバージョンのファームウェアに依存しているものもあります。ストレージアレイ
内のすべてのファームウェアバージョンに関する情報を取得するには、ソフトウェアとファームウェアのイン
ベントリを表示します。テクニカルサポートは、ソフトウェアとファームウェアのインベントリを分析してフ
ァームウェアの不一致を検出できます。

手順

1. メニューを選択します。Support [サポートセンター]>[サポートリソース]タブ。

2. 下にスクロールして「Launch detailed storage array information」と進み、「 Software and Firmware

Inventory」を選択します。

ソフトウェアとファームウェアのインベントリレポートが画面に表示されます。

3. ソフトウェアとファームウェアのインベントリを保存するには、*保存*をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに、「firmware-inventory.txt」というファイル名でファイルが保存されま
す。

4. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。
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診断データを収集します

サポートデータを手動で収集する

ストレージアレイに関する各種のインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデ
ータを1つのファイルに収集することができます。テクニカルサポートは、このファイル
をトラブルシューティングや詳細分析に使用できます。

このタスクについて

収集処理は一度に1つずつしか実行できません。別の処理を開始しようとすると、エラーメッセージが表示さ
れます。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「サポートデータの収集」を選択します。

3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 upport-data.7z 」という名前でファイルが保存されます。シェル
フにドロワーが搭載されている場合、そのシェルフの診断データは「tray -component-state-capture.7z」
という別の圧縮ファイルにアーカイブされます。

4. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

リカバリサポートファイルを取得します

テクニカルサポートは、リカバリサポートファイルを使用して問題のトラブルシューテ
ィングを行うことができます。これらのファイルはSystem Managerで自動的に保存され
ます。

作業を開始する前に

トラブルシューティング用の追加ファイルを送信するようテクニカルサポートから依頼されます。

このタスクについて

リカバリサポートファイルには、次の種類のファイルが含まれます。

• サポートデータファイル

• AutoSupport の歴史

• AutoSupport ログ

• SAS / RLS診断ファイル

• リカバリプロファイルデータ

• データベースキャプチャファイル

手順
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1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. リカバリサポートファイルの取得*を選択します。

ストレージアレイが収集したすべてのリカバリサポートファイルがダイアログボックスに表示されます。
特定のファイルを検索するには、任意の列を並べ替えるか、*フィルター*ボックスに文字を入力します。

3. ファイルを選択し、*ダウンロード*をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダにファイルが保存されます。

4. 追加のファイルを保存する必要がある場合は、前の手順を繰り返します。

5. [* 閉じる * ] をクリックします。

6. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

トレースバッファを取得します

コントローラからトレースバッファを取得して、分析用のファイルをテクニカルサポー
トに送信できます。

このタスクについて

ファームウェアは、トレースバッファを使用して、デバッグに役立つ可能性のある処理を記録します。特に例
外条件です。トレースバッファを取得する際には、ストレージアレイの処理は中断されず、パフォーマンスへ
の影響は最小限に抑えられます。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [トレースバッファの取得*]を選択します。

3. トレースバッファを取得する各コントローラの横にあるチェックボックスをオンにします。

一方または両方のコントローラを選択することができます。チェックボックスの右側に表示されるコント
ローラステータスメッセージが「失敗」または「無効」の場合、このチェックボックスは無効になりま
す。

4. 「 * はい * 」をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに、「trace-buffers.7z」というファイル名でファイルが保存されます。

5. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

ドライブデータを収集

ストレージアレイのすべてのドライブからログデータを収集し、ファイルを分析用にテ
クニカルサポートに送信できます。

このタスクについて

ログデータは、ストレージアレイの各ドライブで管理されている統計情報で構成されます。テクニカルサポー
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トは、この情報を使用してドライブのパフォーマンスを分析し、発生している可能性のある問題のトラブルシ
ューティングを行うことができます。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. ドライブデータの収集*を選択します。

ダイアログボックスが開き、ストレージアレイのすべてのドライブが表示されます。

3. テーブルの最初の列で、データを収集するドライブを個別に選択する（各ドライブの横にあるチェックボ
ックスをオンにする）か、すべてのドライブを選択する（テーブルのヘッダーにあるチェックボックスを
オンにする）ことができます。

特定のドライブを検索するには、列をソートしたり、* Filter *ボックスに文字を入力したりできます。

4. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザのDownloadsフォルダに、「drive-data.7z」という名前でファイルが保存されます。

5. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

I/Oパスの統計を収集

I/Oパス統計のファイルを保存し、分析用にテクニカルサポートに送信できます。

このタスクについて

テクニカルサポートは、I/Oパス統計をパフォーマンスの問題の診断に使用します。アプリケーションパフォ
ーマンスの問題は、メモリ利用率、CPU利用率、ネットワークレイテンシ、I/Oレイテンシなどの問題が原因
で発生する可能性があります。I/Oパス統計はサポートデータの収集時に自動的に収集されますが、手動で収
集することもできます。また、AutoSupport を有効にしている場合は、I/Oパスの統計が自動的に収集されて
テクニカルサポートに送信されます。

I/Oパス統計の収集を確定すると、I/Oパス統計のカウンタはリセットされます。あとで処理をキャンセルした
場合でもカウンタはリセットされます。コントローラのリセット（リブート）時にもカウンタがリセットされ
ます。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [Collect I/O Path Statistics]を選択します。

3. 操作を実行することを確認するには’collect’と入力してから'*Collect*をクリックします

ブラウザのDownloadsフォルダに、「io-path-statistics」というファイル名でファイルが保存されます。7z

4. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

598



ヘルスイメージを取得します

コントローラのヘルスイメージを確認できます。ヘルスイメージは、コントローラのプ
ロセッサメモリの生のデータダンプです。テクニカルサポートがコントローラの問題を
診断する際に使用します。

このタスクについて

ファームウェアが特定のエラーを検出すると、自動的にヘルスイメージが生成されます。ヘルスイメージが生
成されたあとで、エラーが発生したコントローラがリブートされ、イベントがイベントログに記録されます。

AutoSupport を有効にしている場合は、ヘルスイメージがテクニカルサポートに自動的に送信されま
す。AutoSupport を有効にしていない場合は、ヘルスイメージを取得して分析用に送信する手順についてテク
ニカルサポートに問い合わせる必要があります。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [ヘルスイメージの取得]を選択します。

ファイルをダウンロードする前に、詳細セクションでヘルスイメージのサイズを確認できます。

3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザのDownloadsフォルダに、「health-image.7z」という名前でファイルが保存されます。

4. テクニカルサポートからの指示に従ってファイルを送信します。

ストレージアレイのステータスに対してリカバリ操作を実行します

読み取り不能セクターのログを表示します

読み取り不能セクターのログを保存して、分析用のファイルをテクニカルサポートに送
信できます。

このタスクについて

読み取り不能セクターのログには、リカバリ不能なメディアエラーが報告されたドライブが原因で発生した読
み取り不能セクターの詳細なレコードが含まれます。読み取り不能セクターは、通常のI/O処理中、および再
構築などの変更処理中に検出されます。読み取り不能セクターが検出されたストレージアレイに対しては、要
注意アラートが表示されます。Recovery Guruでは、注意すべき読み取り不能セクターの状態を識別します。
読み取り不能セクターに格納されているデータはリカバリできないため、失われたとみなされます。

読み取り不能セクターのログには、最大1、000個の読み取り不能セクターを格納できます。読み取り不能セ
クターのログが1、000個のエントリに達すると、次の条件が適用されます。

• 再構築中に読み取り不能セクターが新しく検出された場合は、再構築が失敗し、エントリがログに記録さ
れません。

• I/O中に読み取り不能セクターが新しく検出された場合は、I/Oが失敗し、エントリがログに記録されませ
ん。
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これらのアクションには、オーバーフロー前に成功したRAID 5の書き込みとRAID 6の書き
込みが含まれます。

データが失われる可能性--読み取り不能セクターからのリカバリは複雑な手順 であり、さ
まざまな方法を使用する可能性があります。この処理は、テクニカルサポートから指示が
あった場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 読み取り不能セクターの表示/消去*を選択します。

3. 読み取り不能セクターログを保存するには、次の手順を実行

a. テーブルの最初の列で、読み取り不能セクターのログを保存するボリュームを個別に選択する（各ボ
リュームの横にあるチェックボックスをオンにする）か、テーブルのヘッダーにあるチェックボック
スをオンにしてすべてのボリュームを選択できます。

特定のボリュームを検索するには、任意の列をソートしたり、* Filter *ボックスに文字を入力したりで
きます。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに、「unreadable-sectors.txt」という名前でファイルが保存されます。

4. テクニカルサポートから読み取り不能セクターのログを消去するよう依頼があった場合は、次の手順を実
行します。

a. テーブルの最初の列で、読み取り不能セクターのログを消去するボリュームを個別に選択する（各ボ
リュームの横にあるチェックボックスをオンにする）か、テーブルのヘッダーにあるチェックボック
スをオンにしてすべてのボリュームを選択できます。

b. [* Clear*](クリア)をクリックし’操作を実行することを確認します

NVMe over InfiniBand統計パッケージを表示します

ストレージアレイへのNVMe over InfiniBand接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのNVMe over InfiniBand統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用
で、設定することはできません。

• * nvme Controller statistics *--タイムアウトや接続エラーなど、NVMeコントローラの統計を表示します。

• * nvme Queue statistics *--接続要求やコマンドステータスなど、NVMeキューの統計情報を提供します。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

NVMe over InfiniBand統計には、システムページ（メニュー：設定[システム]）またはサポートページからア
クセスできます。ここでは、Supportページから統計情報にアクセスする方法について説明します。
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手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View NVMe over InfiniBand Statistics Packages *を選択します。

3. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのNVMe

統計に同じベースラインが使用されます。

ドライブポートを再度有効にします

誤配線状態からリカバリするための修正措置が実行されたことをコントローラに通知で
きます。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. ドライブポートを再度有効にする*を選択し、処理を確定します。

このオプションは、ストレージアレイに無効なドライブポートがある場合にのみ表示されます。

誤配線が検出されたときに無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化されます。

リカバリモードをクリアします

ストレージアレイ構成をリストアしたら、リカバリモードのクリア処理を使用してスト
レージアレイでのI/Oを再開し、通常動作に戻します。

作業を開始する前に

• ストレージアレイを以前の構成に戻す場合は、リカバリモードをクリアする前にバックアップから設定を
リストアする必要があります。

• リストアが正常に完了したことを確認するには、検証チェックを実行するか、テクニカルサポートに確認
する必要があります。リストアが正常に完了したことを確認したら、リカバリモードをクリアできます。

このタスクについて

ストレージアレイには、その論理構成（プール、ボリュームグループ、ボリュームなど）が記録された構成デ
ータベースが含まれています。ストレージアレイ構成を意図的にクリアした場合、または構成データベースが
破損した場合、ストレージアレイはリカバリモードになります。リカバリモードではI/Oが停止され、構成デ
ータベースがフリーズされるため、その間に次のいずれかの作業を実行できます。

• コントローラのフラッシュデバイスに保存されている自動バックアップから設定をリストアする。この作
業を行う場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

• 前回の構成データベース保存処理から構成をリストアします。構成データベース保存処理は、コマンドラ
インインターフェイス（CLI）を使用して実行されます。

• ストレージアレイを一から再構成する。

ストレージアレイの構成がリストアまたは再定義され、すべて問題がないことを確認したら、リカバリモード
を手動でクリアする必要があります。

601



リカバリモードのクリアは一度開始するとキャンセルできません。リカバリモードのクリアに
は時間がかかることがあります。この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にの
み実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. リカバリモードのクリア*を選択し、この処理を実行することを確認します。

このオプションは、ストレージアレイがリカバリモードの場合にのみ表示されます。

iSCSI接続を管理します

iSCSI統計パッケージを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのiSCSI統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用で、設定するこ
とはできません。

• イーサネットMAC統計--メディアアクセス制御(MAC)の統計情報を提供します。MACは、物理アドレスま
たはMACアドレスと呼ばれるアドレス指定メカニズムも提供します。MACアドレスは、各ネットワーク
アダプタに割り当てられている一意のアドレスです。MACアドレスは、サブネットワーク内のデスティネ
ーションへのデータパケットの配信に役立ちます。

• イーサネットTCP/IP統計-- iSCSIデバイスのTCP (Transmission Control Protocol)とIP (Internet Protocol)

のTCP/IPの統計情報を提供しますTCPを使用すると、ネットワークホスト上のアプリケーションが相互に
接続を作成し、パケットでデータを交換できます。IPは、パケット交換インターネットワークを介してデ
ータを通信するデータ指向プロトコルです。IPv4統計とIPv6統計は個別に表示されます。

• ローカル・ターゲット/イニシエータ（プロトコル）統計：ストレージ・メディアへのブロック・レベルの
アクセスを提供するiSCSIターゲットの統計情報を表示します非同期ミラーリング処理でイニシエータと
して使用される場合は’ストレージ・アレイのiSCSI統計情報を表示します

• DCBXの運用状態統計--さまざまなData Center Bridging Exchange（DCBX）機能の運用状態を表示しま
す。

• *LLDP TLV statistics *-- Link Layer Discovery Protocol (LLDP) Type Length Value (TLTLV )統計を表示しま
す。

• DCBX TLV統計-- Data Center Bridging（DCB）環境内のストレージアレイのホストポートを識別する情報
が表示されます。この情報は、識別や機能のためにネットワークピアと共有されます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [View iSCSI Statistics Packages]を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。
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4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSCSI

統計に同じベースラインが使用されます。

さまざまなタイプのiSCSI統計を表示します

イーサネットMAC統計、イーサネットTCP / IP統計、ターゲット（プロトコル）統計、
ローカルイニシエータ（プロトコル）統計、DCBXの運用状態統計、LLDP TLV統
計、DCBX TLV統計などのさまざまな統計（統計の生データまたはベースライン統計）
を確認できます。

MAC送信およびMAC受信の統計情報

イーサネットMAC統計を選択すると、次のMAC送信統計が表示されます。これらの統計はそれぞれ、統計の
生データまたはベースライン統計として表示できます。

統計 定義（ Definition ）

F フレーム数

B バイト数

MF マルチキャストフレーム数

BF ブロードキャストフレーム数

pf ポーズフレーム数

cf 制御フレーム数

FDF フレーム遅延数

供給された フレーム遅延の多発数

FLC フレームのレイトコリジョン数

固定資産 フレームの中断数

FSC フレームの単一コリジョン数

FMC フレームの複数コリジョン数

FC フレームのコリジョン数
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統計 定義（ Definition ）

FDR フレーム破棄数

JF ジャンボフレーム数

イーサネットMAC統計を選択すると、次のMAC受信統計が表示されます。

統計 定義（ Definition ）

F フレーム数

B バイト数

MF マルチキャストフレーム数

BF ブロードキャストフレーム数

pf ポーズフレーム数

cf 制御フレーム数

FLE フレーム長エラー数

FD フレーム破棄数

FCCRCE フレームCRCエラー数

料金 フレームエンコードエラー数

LFE ラージフレームエラー数

SFE スモールフレームエラー数

J ジャバー数

UCCの場合 制御フレーム数が不明です

CSE キャリア検知エラー数

イーサネットTCP / IP統計

イーサネットTCP/IP統計を選択すると、次の表のTCP統計が表示されます。これらの統計はそれぞれ、統計
の生データまたはベースライン統計として表示できます。
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統計 定義（ Definition ）

TXS 送信セグメント数

TXB 送信バイト数

RTxTE 再送信タイマー期限切れ数

TxDACK 送信遅延ACK数

TxACK 送信ACK数

Rxs 受信セグメント数

RxB 受信バイト数

RxDACK 受信した重複ACK数

RxACK 受信したACK数

RxSEC 受信したセグメントエラー数

RxSOOC 受信した順不同セグメント数

RxWP 受信ウィンドウプローブ数

RxWU 受信ウィンドウ更新数

イーサネットTCP/IP統計を選択すると、次の表のIP統計が表示されます。

統計 定義（ Definition ）

TXP 送信パケット数

TXB 送信バイト数

TxF 送信フラグメント数

RXP 受信パケット数。IPv4受信パケット数を表示するに
は、* Show IPv4 を選択します。[*Show IPv6]を選択
して、IPv6パケット受信数を表示します。

RxB 受信バイト数
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統計 定義（ Definition ）

RxF 受信フラグメント数

RxPE 受信パケットエラー数

DR データグラム再構築数

DRE-OLFC データグラム再構築エラー、重複フラグメント数

DRE-OOFC データグラム再構築エラー、順不同フラグメント数

DRE-TOC データグラム再構築エラー、タイムアウト数

iSCSIターゲット統計およびローカルイニシエータ統計

ターゲット（プロトコル）統計またはローカルイニシエータ（プロトコル）統計を選択すると、次の統計が表
示されます。これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。

統計 定義（ Definition ）

シリアル 成功したiSCSIログイン数

UL 失敗したiSCSIログイン数です

SA 成功したiSCSI認証数（認証が有効な場合）

UA 失敗したiSCSI認証数（認証が有効な場合）

PDU 正しいiSCSI PDU処理数

HDE ヘッダーダイジェストエラーのあるiSCSI PDUの数

DDE データダイジェストエラーのあるiSCSI PDUの数

PE iSCSIプロトコルエラーのあるPDUの数

地殻 予期しないiSCSIセッション終了数です

UCT 予期しないiSCSI接続終了数です

DCBX動作状態統計

Data Center Bridging Exchange（DCBX）Operational State Statisticsを選択すると、次の統計が表示されま
す。
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統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

優先度グループ 優先度グループ（PG）アプリケーションの動作状態
を示します。「有効」または「無効」のいずれかに
なります。

優先度ベースのフロー制御 優先度ベースフロー制御（PFC）機能の動作状態を
示します。「有効」または「無効」のいずれかにな
ります。

iSCSI機能 Internet Small Computer System Interface（iSCSI）
アプリケーションの動作状態を示します。「有効」
または「無効」のいずれかになります。

FCoE帯域幅 Fibre Channel over Ethernet（FCoE）帯域幅の状態
を示します。「True」または「False」のいずれかに
なります。

FCoE / FIPでマッピングの不一致はありません FCoEとFCoE Initialization Protocol（FIP）の間にマ
ッピングの不一致がないかどうかを示します。値
はTrueまたはFalseのいずれかです。

これらに加え、状態キャプチャファイルで追加のDCBX動作状態統計を確認できます。

LLDP TLV統計

Link Layer Discovery Protocol（LLDP）Type Length Value（TLV）Statisticsを選択すると、次の統計が表示さ
れます。ローカルデバイス用とリモートデバイス用の2セットの統計が表示されます。ローカルデバイスはコ
ントローラを指します。リモートデバイスは、コントローラが接続されているピアデバイス（通常はスイッチ
）を指します。

統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

シャーシ ID シャーシIDを示します。

シャーシIDサブタイプ シャーシIDのサブタイプを示します。

ポート ID ポートIDを示します。

ポートIDサブタイプ ポートIDのサブタイプを示します。
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統計 定義（ Definition ）

Time to Liveの略 受信側LLDPエージェントが情報を有効とみなす秒数
を示します。

その他のLLDP TLV統計は、状態キャプチャファイルで確認できます。

DCBX TLV統計

Data Center Bridging Exchange（DCBX）Type Length Value（TLV）Statisticsを選択すると、次の統計が表示
されます。

• ローカル統計-コントローラ出荷時に設定されたDCBXパラメータ。

• 動作統計-- DCBXネゴシエーション後のDCBXパラメータ。

• リモート統計--コントローラが接続されているピアデバイス（通常はスイッチ）からのDCBXパラメー
タ。

統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

フロー制御モード ポート全体のフロー制御モード。有効な値は、「無
効」、「標準」、「優先度別」、「不確定」です。

プロトコル 通信プロトコル。有効な値は、「FCoE」、「
FIP」、「iSCSI」、「不明」です。

優先度 通信の優先順位を示す整数値。

優先度グループ プロトコルが割り当てられている優先度グループを
表す整数値。

優先度グループの帯域幅 優先度グループに割り当てられた帯域幅の量を示す
パーセント値。

DCBX PFCステータス 特定のポートの優先度ベースフロー制御（PFC）ス
テータス。「有効」または「無効」のいずれかにな
ります。

これらに加え、状態キャプチャファイルで追加のDCBX TLV統計を確認できます。

iSCSI セッションを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関する詳細情報を表示できます。iSCSIセッション
は、非同期ミラー関係にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立でき
ます。
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手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 特定のiSCSIセッションに関する追加情報 を表示するには、セッションを選択し、*詳細の表示*をクリッ
クします。
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フィールドの詳細

項目 説明

セッション識別子（SSID） iSCSIイニシエータとiSCSIターゲット間のセッ
ションを識別する16進数の文字列。SSID

は、ISIDとTPGTで構成されます。

イニシエータセッションID（ISID） セッション識別子のイニシエータの部分。イニ
シエータはログイン時にISIDを指定します。

ターゲットポータルグループ iSCSIターゲット。

ターゲットポータルグループタグ（TPGT） セッション識別子のターゲットの部分。iSCSIタ
ーゲットポータルグループの16ビットの数値識
別子。

イニシエータのiSCSI名 世界規模で一意なイニシエータの名前。

イニシエータのiSCSIラベル System Managerで設定されたユーザラベル。

イニシエータのiSCSIエイリアス iSCSIノードにも関連付けることができる名前。
エイリアスを使用すると、組織がユーザにわか
りやすい文字列をiSCSI名に関連付けることがで
きます。ただし、エイリアスはiSCSI名に代わる
ものではありません。イニシエータのiSCSIエイ
リアスは、System Managerではなく、ホストで
のみ設定できます

ホスト ストレージアレイに入出力を送信するサーバ。

接続ID（CID） イニシエータとターゲット間のセッション内に
おける接続の一意の名前。イニシエータがこ
のIDを生成し、ログイン要求の際にターゲット
に提供します。接続IDは、接続を閉じるログア
ウト時にも表示されます。

イーサネットポート識別子 接続に関連付けられているコントローラポー
ト。

イニシエータのIPアドレス イニシエータのIPアドレス。

ネゴシエーション済みのログインパラメータ iSCSIセッションのログイン時に処理されるパラ
メータ。
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項目 説明

認証方式 iSCSIネットワークへのアクセスを必要とするユ
ーザを認証する手法。有効な値は* chap および
None *です。

ヘッダーダイジェスト方式 iSCSIセッションに有効なヘッダー値を表示する
手法。HeaderDigestおよびDataDigestには、*

None または CRC32C を使用できます。両方の
デフォルト値は None *です。

データダイジェスト方式 iSCSIセッションに有効なデータ値を表示する手
法。HeaderDigestおよびDataDigestには、*

None または CRC32C を使用できます。両方の
デフォルト値は None *です。

最大接続数 iSCSIセッションに許可される接続の最大
数。1~4を接続の最大数として指定できます。デ
フォルト値は* 1 *です。

ターゲットエイリアス ターゲットに関連付けられているラベル。

イニシエータのエイリアス イニシエータに関連付けられているラベル。

ターゲットのIPアドレス iSCSIセッションのターゲットのIPアドレ
ス。DNS名はサポートされません。

初期R2T 最初の転送準備完了ステータス。ステータス
は「* Yes 」または「 No *」のいずれかになりま
す。

最大バースト長 このiSCSIセッションの最大SCSIペイロード（バ
イト）。512~262、144（256KB）を最大バース
ト長として指定できます。デフォルト値は*

262,144（256KB）*です。

第1バースト長 このiSCSIセッションの未承諾データのSCSIペイ
ロード（バイト単位）。512~131、072（128KB

）を第1バースト長として指定できます。デフォ
ルト値は*65,536（64KB）*です。

デフォルトの待機時間 接続の終了または接続のリセット後に接続を試
行するまでの最小秒数。0~3600をデフォルトの
待機時間の値として指定できます。デフォルト
は* 2 *です。
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項目 説明

デフォルトの保持時間です 接続の終了または接続のリセット後も接続が可
能な最大秒数。0~3600をデフォルトの保持時間
として指定できます。デフォルト値は*20*です。

最大未処理R2T このiSCSIセッションの未処理の「準備が完了し
た転送」の最大数。1~16を未処理の「準備が完
了した転送」の最大値として指定できます。デ
フォルトは* 1 *です。

エラーリカバリレベル このiSCSIセッションのエラーリカバリのレベ
ル。エラーリカバリレベルの値は常に* 0 *に設定
されています。

受信データ最大セグメント長 イニシエータまたはターゲットがペイロードデ
ータユニット（PDU）で受信できる最大データ
量。

ターゲット名 ターゲットの正式名（エイリアスではありませ
ん）。iqn形式のターゲット名です。

イニシエータ名 イニシエータの正式名（エイリアスではありま
せん）。iqn形式または_eui_formatを使用するイ
ニシエータ名です。

4. レポートをファイルに保存するには、*保存*をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに’iscsi-session-connections.txt’というファイル名でファイルが保存されま
す

iSCSIセッションを終了します

不要になったiSCSIセッションを終了できます。iSCSIセッションは、非同期ミラー関係
にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立できます。

このタスクについて

iSCSIセッションを終了する理由としては、次のようなものが考えられます。

• 不正アクセス-- iSCSIイニシエータがログオンされていて、アクセスできない場合は、iSCSIセッションを
終了して、iSCSIイニシエータをストレージアレイから強制的に切断できます。認証方法を「なし」にし
たため、iSCSIイニシエータがログオンした可能性があります。

• システムダウンタイム--ストレージアレイを停止する必要があり’iSCSIイニシエータがまだログオンして
いる場合は’iSCSIセッションを終了してiSCSIイニシエータをストレージアレイから切断できます

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。
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2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 終了するセッションを選択します

4. [セッションの終了]をクリックし、操作を実行することを確認します。

iSER over InfiniBandの統計を表示します

ストレージアレイのコントローラにiSER over InfiniBandポートが搭載されている場合
は、ホスト接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのiSER over InfiniBand統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用
で、設定することはできません。

• ローカルターゲット（プロトコル）統計- iSER over InfiniBandターゲットの統計を提供し、ストレージメ
ディアへのブロックレベルのアクセスが表示されます。

• * iSER over InfiniBandインターフェイス統計*- InfiniBandインターフェイス上のすべてのiSERポートの統
計が提供され、各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリンクエラー情報が含まれ
ます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

iSER over InfiniBand統計には、System（システム）ページ（メニュー：Settings（システム））また
はSupport（サポート）ページからアクセスできます。ここでは、Supportページから統計情報にアクセスする
方法について説明します。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View iSER over InfiniBand Statistics *を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。

4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSER

over InfiniBand統計に同じベースラインが使用されます。

NVMe接続を管理します

NVMe over Fabricsの統計を表示します

ストレージアレイへのNVMe over Fabrics接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのNVMe over Fabrics統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用
で、設定することはできません。
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• * nvmeサブシステム統計*--タイムアウトや接続エラーなど、NVMeコントローラの統計が表示されます。

• *rdma Interface statistics *--送受信されたパケット情報を含むRDMAインタフェースの統計情報を提供しま
す。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

NVMe over Fabrics統計には、システムページ（メニュー：設定[システム]）またはサポートページからアク
セスできます。ここでは、Supportページから統計情報にアクセスする方法について説明します。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View NVMe over Fabrics Statistics *を選択します。

3. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのNVMe

統計に同じベースラインが使用されます。

AutoSupport を管理します

AutoSupport 機能を有効または無効にします

AutoSupport 機能およびAutoSupport の個々の機能は、初期セットアップ時に有効にす
るか、あとから有効にすることができます。

作業を開始する前に

AutoSupport OnDemandまたはRemote Diagnosticsを有効にする場合は、AutoSupport の配信方法をHTTPSに
設定する必要があります。

このタスクについて

AutoSupport 機能はいつでも無効にできますが、有効なままにしておくことを強く推奨します。AutoSupport

機能を有効にしておくと、ストレージアレイに問題が発生したときに、迅速に原因を判断して解決できます。

AutoSupport 機能は、個別に有効にする3つの機能で構成されています。

• *Basic AutoSupport *--ストレージ・アレイが自動的にデータを収集してテクニカル・サポートに送信する
ことを可能にします

• * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが以前
のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタク
トし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

• リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバでは
なくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタクト
し、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

手順
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1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. AutoSupport 機能の有効化/無効化*を選択します。

3. 有効にするAutoSupport 機能の横にあるチェックボックスをオンにします。

ダイアログボックス内の項目のレイアウトからわかるように、機能は相互に依存しています。たとえ
ば、Remote Diagnosticsを有効にするには、まずAutoSupport OnDemandを有効にする必要があります。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

AutoSupport メンテナンス期間を有効にします

AutoSupport メンテナンス期間を有効にして、エラーイベント発生時に自動でチケット
が作成されないようにします。通常運用モードでは、問題 がある場合、ストレージアレ
イはAutoSupport を使用してサポートケースをオープンします。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. AutoSupport メンテナンス期間を有効にする*を選択します。

3. メンテナンス期間の要求が処理されたときに確認のEメールを受け取るEメールアドレスを入力します。

設定によっては、Eメールアドレスを5つまで入力できます。複数のアドレスを追加する場合は、[別の電
子メールを追加]を選択して別のフィールドを開きます。

4. メンテナンス時間を有効にする期間（時間）を指定します。

サポートされる期間は最大で72時間です。

5. 「 * はい * 」をクリックします。

指定した期間の間、AutoSupport によるエラー発生時の自動チケット作成が一時的に停止されます。

完了後

メンテナンス期間は、ストレージアレイからの要求がAutoSupport サーバで処理された時点で開始されます。
ストレージアレイでメンテナンス作業を行う前に確認のEメールが届いたことを確認してください。

AutoSupport メンテナンス期間を無効にします

AutoSupport メンテナンス期間を無効にして、エラーイベント発生時に自動でチケット
が作成されるようにします。AutoSupport メンテナンス期間を無効にすると、問題 があ
る場合にストレージアレイはAutoSupport を使用してサポートケースをオープンしま
す。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. [* AutoSupport メンテナンス期間を無効にする*]を選択します。

3. メンテナンス期間を無効にする要求が処理されたときに確認のEメールを受け取るEメールアドレスを入力
します。
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設定によっては、Eメールアドレスを5つまで入力できます。複数のアドレスを追加する場合は、[別の電
子メールを追加]を選択して別のフィールドを開きます。

4. 「 * はい * 」をクリックします。

AutoSupport では、エラーイベント時の自動チケット作成が有効になっています。

完了後

メンテナンス期間は、ストレージアレイからの要求がAutoSupport サーバで処理された時点で終了します。確
認のEメールが届いたことを確認してから次の手順に進んでください。

AutoSupport の配信方法を設定する

AutoSupport 機能は、ディスパッチをテクニカルサポートに配信するために、HTTPS

、HTTP、SMTPのプロトコルをサポートしています。

作業を開始する前に

• AutoSupport 機能が有効になります。有効になっているかどうかは、AutoSupport ページで確認できま
す。

• ネットワークにDNSサーバをインストールし、設定する必要があります。DNSサーバのアドレス
はSystem Managerで設定する必要があります（このタスクはハードウェアページから実行できます）。

このタスクについて

各プロトコルを確認します。

• * HTTPS *-- HTTPSを使用して、テクニカル・サポート・サーバーに直接接続できます。AutoSupport

OnDemandまたはRemote Diagnosticsを有効にする場合は、AutoSupport の配信方法をHTTPSに設定する
必要があります。

• * HTTP *-- HTTPを使用して、テクニカルサポートの宛先サーバーに直接接続できます。

• Email-- AutoSupport ディスパッチの配信方法として電子メールサーバーを使用できます

• HTTPS / HTTPとEメールの配信方法*の違い。SMTPを使用するEメール配信方法とHTTPS

およびHTTP配信方法の間には、重要な違いがいくつかあります。まず、Eメールではディ
スパッチのサイズが5MBに制限されるため、ASUPデータ収集の一部はディスパッチされま
せん。次に、AutoSupport OnDemand機能はHTPPおよびHTTPSメソッドでのみ使用できま
す。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. AutoSupport 配信方法の設定 * を選択します。

ディスパッチの配信方法を示すダイアログボックスが表示されます。

3. 目的の配信方法を選択し、その配信方法のパラメータを選択します。次のいずれかを実行します。

◦ HTTPSまたはHTTPを選択した場合は、次のいずれかの配信パラメータを選択します。

▪ * direct*--このデリバリパラメータはデフォルトで選択されています。このオプションを選択する
と、HTTPSまたはHTTPプロトコルを使用して、テクニカルサポートのデスティネーションシステ
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ムに直接接続できます。

▪ プロキシ・サーバ経由--このオプションを選択すると’テクニカル・サポート・システムとの接続を
確立するために必要なHTTPプロキシ・サーバの詳細を指定できますホストアドレスとポート番号
を指定する必要があります。ただし、ホスト認証の詳細（ユーザ名とパスワード）は必要な場合
にのみ入力します。

▪ プロキシ自動設定（PAC）スクリプト経由-- Proxy Auto-Configuration（PAC）スクリプトファイ
ルの場所を指定します。PACファイルを使用すると、テクニカルサポートのデスティネーション
システムとの接続の確立に適したプロキシサーバをシステムで自動的に選択できます。

◦ [電子メール]を選択した場合は、次の情報を入力します。

▪ メールサーバのアドレス。完全修飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスを指定しま
す。

▪ AutoSupport ディスパッチのEメールの送信元フィールドに表示されるEメールアドレスです。

▪ （オプション。設定テストを実行する場合）。 AutoSupport システムがテストディスパッチを受
信したときに確認が送信されるEメールアドレスです。

4. Test Configuration *をクリックして、指定された配信パラメータを使用してテクニカルサポートサーバー
への接続をテストします。AutoSupport On-Demand機能を有効にした場合は、AutoSupport OnDemandデ
ィスパッチの配信のための接続もシステムでテストされます。

設定テストに失敗した場合は、設定を確認してから、もう一度テストを実行してください。テストが引き
続き失敗する場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

AutoSupport ディスパッチのスケジュールを設定します

System Managerでは、AutoSupport ディスパッチのデフォルトスケジュールが自動的に
作成されます。必要に応じて、独自のスケジュールを指定できます。

作業を開始する前に

AutoSupport 機能が有効になります。有効になっているかどうかは、AutoSupport ページで確認できます。

このタスクについて

• 毎日の時刻--毎日のディスパッチが収集され、指定した期間内に毎日送信されます。System Managerで
は、期間内のランダムな時刻が選択されます。協定世界時（UTC）が使用されるため、ストレージアレイ
のローカルの時刻とは異なる場合があります。ストレージアレイのローカルの時刻をUTCに変換する必要
があります。

• 週次日--週次ディスパッチが収集され、週に1回送信されます。System Managerでは、指定した複数の日
にちからランダムな1日が選択されます。週次ディスパッチを実行しない曜日がある場合は、選択を解除
します。System Managerでは、許可した複数の日にちからランダムな1日が選択されます。

• 週次時間--週次ディスパッチが収集され、指定した期間に週に1回送信されます。System Managerでは、
期間内のランダムな時刻が選択されます。協定世界時（UTC）が使用されるため、ストレージアレイのロ
ーカルの時刻とは異なる場合があります。ストレージアレイのローカルの時刻をUTCに変換する必要があ
ります。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. 「* AutoSupport ディスパッチのスケジュール設定*」を選択します。
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AutoSupport ディスパッチのスケジュール設定ウィザードが表示されます。

3. ウィザードの手順に従います。

AutoSupport のステータスを確認します

AutoSupport ページには、AutoSupport 機能と個々のAutoSupport 機能が現在有効になっ
ているかどうかが表示されます。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. タブのすぐ下にあるページの右側を参照して、基本的なAutoSupport 機能が有効になっているかどうかを
確認します。

3. 疑問符にカーソルを合わせると、個々のAutoSupport 機能が有効になっているかどうかが表示されます。

AutoSupport ログを表示します

AutoSupport ログには、ステータス、ディスパッチ履歴、およびAutoSupport ディスパ
ッチの配信中に発生したエラーに関する情報が記録されます。

このタスクについて

複数のログファイルを使用できます。現在のログファイルが200KBに達すると、そのファイルはアーカイブさ
れ、新しいログファイルが作成されます。アーカイブされたログ・ファイル名はASUPMessages._n_ですこ
こで’n’は1～9の整数です複数のログファイルが存在する場合は、最新のログと以前のログのどちらを表示す
るかを選択できます。

• *current log *--キャプチャされた最新のイベントのリストを表示します

• アーカイブログ--以前のイベントのリストを表示します

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. 「* AutoSupport ログを表示*」を選択します。

現在のAutoSupport ログを示すダイアログボックスが表示されます。

3. 以前のAutoSupport ログを表示するには、[アーカイブ済み]ラジオ・ボタンを選択し、[* AutoSupport ログ
の選択*]ドロップダウン・リストからログを選択します。

Archivedオプションは、ストレージアレイにアーカイブログが存在する場合にのみ表示されます。

選択したAutoSupport ログがダイアログボックスに表示されます。

4. オプション： AutoSupport ログを検索するには、*検索*ボックスにキーワードを入力し、*検索*をクリッ
クします。

再度*検索*をクリックして、用語のその他の出現箇所を検索します。
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よくある質問です

収集するデータ

AutoSupport 機能と手動のサポートデータ収集機能を使用すると、テクニカルサポート
によるリモートでのトラブルシューティングや問題分析用にカスタマーサポートバンド
ルにデータを収集できます。

カスタマーサポートバンドルでは、ストレージアレイに関するすべてのタイプの情報が1つの圧縮ファイルに
収集されます。収集される情報には、物理構成、論理構成、バージョン情報、イベント、ログファイル、 パ
フォーマンスデータも収集できます。この情報は、テクニカルサポートがストレージアレイの問題を解決する
ためにのみ使用されます。

読み取り不能セクターについて、どのようなデータが表示されますか？

ストレージアレイのドライブで検出された読み取り不能セクターに関する詳細なデータ
を表示できます。

読み取り不能セクターのログでは、最後に検出された読み取り不能セクターが最初に表示されます。ログに
は、読み取り不能セクターを含むボリュームに関する次の情報が記録されます。これらのフィールドはソート
できます。

フィールド 説明

影響を受けるボリューム ボリュームのラベルが表示されます。見つからない
ボリュームに読み取り不能セクターが含まれている
場合は、ボリュームのWorld Wide Identifierが表示さ
れます。

論理ユニット番号（LUN） ボリュームのLUNが表示されます。ボリューム
にLUNがない場合は、「NA」と表示されます。

割り当て先 ボリュームにアクセスできるホストまたはホストク
ラスタが表示されます。ホスト、ホストクラスタ、
またはデフォルトクラスタからボリュームにアクセ
スできない場合は、「NA」と表示されます。

読み取り不能セクターに関する追加情報 を表示するには、ボリュームの横にあるプラス（+）記号をクリック
します。

フィールド 説明

日付/時刻 読み取り不能セクターが検出された日付と時刻が表
示されます。

ボリュームの論理ブロックアドレス ボリュームの論理ブロックアドレス（LBA）が表示さ
れます。

619



フィールド 説明

ドライブの場所 ドライブシェルフ、ドロワー（ドライブシェルフに
ドロワーが搭載されている場合）、およびベイの場
所が表示されます。

ドライブの論理ブロックアドレス ドライブのLBAが表示されます。

障害タイプ 次のいずれかの障害タイプが表示されます。

• * Physical *--物理的なメディアエラー。

• 論理--ストライプ内のどこかで読み取りエラーが
発生し’データが読み取り不能になっていますたと
えば、ボリューム内のどこかで発生したメディア
エラーに起因する読み取り不能セクターなど。

• 不整合--整合性のない冗長性データ。

• * Data Assurance *-- Data Assuranceエラー。

ヘルスイメージとは何ですか？

ヘルスイメージは、コントローラのプロセッサメモリの生のデータダンプです。テクニ
カルサポートがコントローラの問題を診断する際に使用します。

ファームウェアが特定のエラーを検出すると、自動的にヘルスイメージが生成されます。トラブルシューティ
ングのシナリオによっては、テクニカルサポートから、ヘルスイメージファイルを取得して送信するように要
求される場合があります。

iSCSIを設定または診断するためにほかに必要な作業は何ですか？

iSCSIセッションは、非同期ミラー関係にあるホストまたはリモートストレージアレイと
の間で確立できます。次の表に、iSCSIセッションの設定と管理に使用するSystem

Managerの機能を示します。

iSCSIを設定できるのは、ストレージアレイでiSCSIがサポートされている場合のみです。

iSCSIを設定

アクション 場所

iSCSI設定を管理します 1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* iscsi settings *を表示し、す
べての管理機能を表示します。
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アクション 場所

iSCSIポートを設定 1. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

2. Show back of shelf*を選択します。

3. コントローラを選択します。

4. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を
選択します。

ホストのCHAPシークレットを設定します 1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「* iSCSI settings 」（ iSCSI

設定*）に進み、「Configure Authentication 」（
認証の設定）を選択

または

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択しま
す。

2. ホストメンバーを選択します。

3. メニューの[表示/設定の編集][ホストポート]タブ
をクリックします。

iSCSIを診断する

アクション 場所

iSCSIセッションを表示または終了します 1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「* iSCSI settings 」（ iSCSI

設定）に進み、「* View/End iSCSI Sessions 」
（ iSCSIセッションの表示/終了）を選択し

または

1. メニューを選択します。Support（サポートセン
ター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択しま
す。
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アクション 場所

iSCSI統計を表示します 1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして* iSCSI設定*を表示し、*

iSCSI統計パッケージの表示*を選択します。

または

1. メニューを選択します。Support（サポートセン
ター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [View iSCSI Statistics Packages]を選択します。

AutoSupport の機能について教えてください。

AutoSupport 機能は、個別に有効にする3つの機能で構成されています。

• *Basic AutoSupport *--ストレージ・アレイが自動的にデータを収集してテクニカル・サポートに送信する
ことを可能にします

• * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが以前
のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタク
トし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

• リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバでは
なくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコンタクト
し、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

AutoSupport 機能ではどのような種類のデータが収集されますか。

AutoSupport 機能には、標準のディスパッチタイプとして、イベントディスパッチ、ス
ケジュールディスパッチ、オンデマンドディスパッチ、リモート診断ディスパッチの3つ
があります。

AutoSupport データにユーザデータが含まれることはありません。

• イベントディスパッチ

テクニカルサポートへのプロアクティブな通知が設定されているシステムでイベントが発生する
と、AutoSupport 機能によってイベントトリガー型ディスパッチが自動的に送信されます。

◦ 管理対象のストレージアレイでサポートイベントが発生したときに送信されます。

◦ イベント発生時のストレージアレイの状況を包括的に記録した情報が含まれます。

• スケジュールディスパッチ

AutoSupport 機能によって、複数のディスパッチが定期的に送信されます。

◦ 日次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔内に毎日1回送信されます現在のシステムイベント
ログとパフォーマンスデータが含まれます。
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◦ 週次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔と日の間に毎週1回送信されます構成とシステムの
状態の情報が含まれます。

• * AutoSupport OnDemandおよびRemote Diagnosticsディスパッチ*

◦ * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが
以前のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サ
ーバではなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的
にコンタクトし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

◦ リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコン
タクトし、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

AutoSupport 機能の配信方法を設定するにはどうすればよいですか？

AutoSupport 機能は、テクニカルサポートへのAutoSupport ディスパッチの配信
にHTTPS、HTTP、SMTPのプロトコルをサポートしています。

作業を開始する前に

• AutoSupport 機能が有効になります。有効になっているかどうかは、AutoSupport ページで確認できま
す。

• ネットワークにDNSサーバをインストールし、設定する必要があります。DNSサーバのアドレス
はSystem Managerで設定する必要があります（このタスクはハードウェアページから実行できます）。

このタスクについて

各プロトコルを確認します。

• * HTTPS *-- HTTPSを使用して、テクニカル・サポート・サーバーに直接接続できます。AutoSupport

OnDemandまたはRemote Diagnosticsを有効にする場合は、AutoSupport の配信方法をHTTPSに設定する
必要があります。

• * HTTP *-- HTTPを使用して、テクニカルサポートの宛先サーバーに直接接続できます。

• Email-- AutoSupport ディスパッチの配信方法として電子メールサーバーを使用できます

• HTTPS / HTTPとEメールの配信方法*の違い。SMTPを使用するEメール配信方法とHTTPS

およびHTTP配信方法の間には、重要な違いがいくつかあります。まず、Eメールではディ
スパッチのサイズが5MBに制限されるため、ASUPデータ収集の一部はディスパッチされま
せん。次に、AutoSupport OnDemand機能はHTPPおよびHTTPSメソッドでのみ使用できま
す。

手順

1. メニューを選択AutoSupport します。[Support Center]>[Support]（サポートセンター）タブ。

2. AutoSupport 配信方法の設定 * を選択します。

ディスパッチの配信方法を示すダイアログボックスが表示されます。

3. 目的の配信方法を選択し、その配信方法のパラメータを選択します。次のいずれかを実行します。

◦ HTTPSまたはHTTPを選択した場合は、次のいずれかの配信パラメータを選択します。
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▪ * direct*--このデリバリパラメータはデフォルトで選択されています。このオプションを選択する
と、HTTPSまたはHTTPプロトコルを使用して、テクニカルサポートのデスティネーションシステ
ムに直接接続できます。

▪ プロキシ・サーバ経由--このオプションを選択すると’テクニカル・サポート・システムとの接続を
確立するために必要なHTTPプロキシ・サーバの詳細を指定できますホストアドレスとポート番号
を指定する必要があります。ただし、ホスト認証の詳細（ユーザ名とパスワード）は必要な場合
にのみ入力します。

▪ プロキシ自動設定（PAC）スクリプト経由-- Proxy Auto-Configuration（PAC）スクリプトファイ
ルの場所を指定します。PACファイルを使用すると、テクニカルサポートのデスティネーション
システムとの接続の確立に適したプロキシサーバをシステムで自動的に選択できます。

◦ [電子メール]を選択した場合は、次の情報を入力します。

▪ メールサーバのアドレス。完全修飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスを指定しま
す。

▪ AutoSupport ディスパッチのEメールの送信元フィールドに表示されるEメールアドレスです。

▪ （オプション。設定テストを実行する場合）。 AutoSupport システムがテストディスパッチを受
信したときに確認が送信されるEメールアドレスです。

4. Test Configuration *をクリックして、指定された配信パラメータを使用してテクニカルサポートサーバー
への接続をテストします。AutoSupport On-Demand機能を有効にした場合は、AutoSupport OnDemandデ
ィスパッチの配信のための接続もシステムでテストされます。

設定テストに失敗した場合は、設定を確認してから、もう一度テストを実行してください。テストが引き
続き失敗する場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

イベントログ

概念

重大イベント

重大イベントは、ストレージアレイに問題があることを示します。重大イベントをすぐ
に解決すれば、データアクセスの中断を回避できる場合があります。

重大イベントが発生すると、イベントログに記録されます。すべての重大イベントは、SNMP管理コンソー
ル、またはアラート通知を受信するように設定したEメール受信者に送信されます。イベントが発生した時点
でシェルフIDが不明な場合、シェルフIDは「Shelf unknown」と記載されます。

重大イベントを受け取った場合は、Recovery Guru手順 で重大イベントの詳細な概要 を参照してくださ
い。Recovery Guru「手順 」に情報を入力して、重大イベントを修正します。一部の重大イベントについて
は、修正時にテクニカルサポートへの連絡が必要になることがあります。

イベントログ

イベントログには、ストレージアレイで発生したイベントの履歴レコードが含まれ、障
害に至ったイベントをトラブルシューティングする際のテクニカルサポートに役立ちま
す。
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イベントログは、ストレージアレイで発生したイベントを詳細に記録したものです。設定イベントおよびスト
レージアレイコンポーネントの障害が記録されます。イベントログは、Recovery Guruでストレージアレイイ
ベントを追跡するための補助的な診断ツールとして使用できます。ストレージアレイ内のコンポーネント障害
からのリカバリを試みるときは、必ず最初にRecovery Guruを参照してください。

イベントログのイベントは、さまざまなステータスで分類されます。処理が必要なイベントのステータスは次
のとおりです。

• 重要

• 警告

情報提供目的で、すぐに対処する必要のないイベントは次のとおりです。

• 情報

方法

イベントログを使用してイベントを表示します

ストレージアレイで発生したイベントの履歴レコードを提供するイベントログを表示で
きます。

手順

1. メニューを選択します。サポート[イベントログ]。

[Event Log]ページが表示されます。

ページの詳細

項目 説明

すべてのフィールドを表示します すべてのイベントを表示するか、重大/警告イベン
トだけを表示するかを切り替えます。

フィルタフィールド イベントをフィルタします。特定のコンポーネント
や特定のイベントなどに関連するイベントだけを表
示する場合に便利です

列アイコンを選択します。 表示する他の列を選択できます。他の列には、イベ
ントに関する追加情報 が表示されます。

チェックボックスを選択します 保存するイベントを選択できます。テーブルのヘッ
ダーにあるチェックボックスをオンにすると、すべ
てのイベントが選択されます。
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項目 説明

[日付/時刻]列 コントローラクロックに応じたイベントの日付と時
刻のタイムスタンプ。

イベントログでは、最初にシーケン
ス番号に基づいてイベントをソート
します。通常、このシーケンスは日
付と時刻に対応します。ただし、ス
トレージアレイ内の2つのコントロー
ラクロックは同期されない可能性が
あります。この場合、イベントログ
に表示されるイベントと日時に不整
合が生じる可能性があります。

[優先度]列 優先度の値は次のとおりです。

• クリティカル--ストレージアレイに問題があり
ますただし、すぐに対処すれば、データにアク
セスできなくなる状況を回避できる可能性があ
ります。重大イベントはアラート通知に使用さ
れます。すべての重大イベントは、SNMPトラ
ップを使用してネットワーク管理クライアント
に送信されるか、設定したEメール受信者に送
信されます。

• 警告--ストレージアレイのパフォーマンスと機
能を低下させて別のエラーから回復するエラー
が発生しました

• 情報--ストレージアレイに関連する重要でない
情報。

[コンポーネントタイプ]列 イベントの影響を受けるコンポーネント。コンポー
ネントには、ドライブやコントローラなどのハード
ウェアや、コントローラファームウェアなどのソフ
トウェアがあります。

コンポーネントの場所列 ストレージアレイ内のコンポーネントの物理的な場
所。

概要 列 イベントの概要 。

例-- Drive write failure-retries exhausted

シーケンス番号列 ストレージアレイの特定のログエントリを一意に識
別する64ビットの番号。この数は、新しいイベント
ログエントリが生成されるたびに1ずつ増えます。
この情報を表示するには、列の選択*アイコンをク
リックします。
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項目 説明

[イベントタイプ]列 ログに記録される各タイプのイベントを識別する4

桁の番号。この情報を表示するには、列の選択*ア
イコンをクリックします。

イベント固有のコード

列（ Column ）

この情報はテクニカルサポートが使用します。この
情報を表示するには、列の選択*アイコンをクリッ
クします。

[イベントカテゴリ]列 • 障害：ドライブ障害やバッテリ障害など’ストレ
ージアレイのコンポーネントに障害が発生した

• 状態の変更–状態が変更されたストレージアレ
イの要素。たとえば、ボリュームが最適ステー
タスに移行した場合や、コントローラがオフラ
インステータスに移行した場合などです。

• Internal ：ユーザの操作を必要としない内部コ
ントローラ操作。たとえば、コントローラが一
日の開始を完了した場合など。

• コマンド–ホットスペアが割り当てられている
など、ストレージアレイに対して発行されたコ
マンド。

• エラー–ストレージアレイでエラー状態が検出
されました。たとえば、コントローラがキャッ
シュを同期およびパージできない、ストレージ
アレイで冗長性エラーが検出されたなどです。

• 一般–他のカテゴリには適していないイベン
ト。この情報を表示するには'[列の選択]アイコ
ンをクリックします

ログ元列 イベントをログに記録したコントローラの名前。こ
の情報を表示するには'[列の選択]アイコンをクリッ
クします

2. オプション：ストレージアレイから新しいイベントを取得するには、[更新]をクリックします。

イベントがログに記録され、[*Event Log]ページに表示されるまでに数分かかることがあります。

3. イベントログをファイルに保存するには、次の手順を実行します。

a. 保存する各イベントの横にあるチェックボックスをオンにします。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに’major-event-log-timestamp.log’という名前でファイルが保存されます

4. オプション:イベントログからイベントをクリアするには:

イベントログに約8、000個のイベントが格納されると、1つのイベントが新しいイベントに置き換えられ
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ます。イベントを保持する場合は、イベントを保存してイベントログからクリアできます。

a. まず、イベントログを保存します。

b. [すべてクリア]をクリックし、操作を実行することを確認します。

アップグレードセンター

概念

コントローラのソフトウェアとファームウェアのアップグレード

ストレージアレイのソフトウェアとファームウェアをアップグレードして、最新の機能
とバグ修正をすべて適用することができます。

SANtricity OSコントローラソフトウェアのアップグレードに含まれるコンポーネント

ストレージアレイのいくつかのコンポーネントには、適宜アップグレードが必要なソフトウェアやハードウェ
アが含まれています。

• 管理ソフトウェア-- System Managerはストレージ・アレイを管理するソフトウェアです

• * コントローラファームウェア * — コントローラファームウェアは、ホストとボリューム間の I/O を管理
します。

• * コントローラ NVSRAM * — コントローラ NVSRAM は、コントローラのデフォルト設定を指定するコン
トローラファイルです。

• * IOM ファームウェア * - I/O モジュール（ IOM ）ファームウェアは、コントローラとドライブシェルフ
の間の接続を管理します。また、コンポーネントのステータスも監視します。

• * スーパーバイザー・ソフトウェア * — スーパーバイザー・ソフトウェアは、ソフトウェアが実行される
コントローラ上の仮想マシンです。

1コントローラシェルフ；2ドライブシェルフ；3^ソフトウェア、コントローラファームウェア、コントローラNVSRAM、 スー
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パーバイザーソフトウェア、4Driveファームウェア、5IOMファームウェア、6Driveファームウェア

現在のソフトウェアとファームウェアのバージョンは、Software and Firmware Inventory（ソフトウェアとフ
ァームウェアのインベントリ）ダイアログボックスで確認できます。[Upgrade Center] メニューに移動し、 [*

Software and Firmware Inventory] のリンクをクリックします。

アップグレードプロセスの一環として、ホストがコントローラと正しく連携するように、ホストのマルチパ
ス/フェイルオーバードライバやHBAドライバのアップグレードも必要になることがあります。該当するかど
うかを確認するには、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Toolで確認できます"。

I/Oを停止するタイミング

ストレージアレイにコントローラが2台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、アップ
グレードの実行中もストレージアレイでI/Oの処理を継続できます。アップグレードでは、まず、コントロー
ラAのすべてのLUNがコントローラBにフェイルオーバーしてコントローラAがアップグレードされます。その
後、コントローラAにLUNが戻され、さらにコントローラBのすべてのLUNもフェイルオーバーしてコントロ
ーラBがアップグレードされますアップグレードの完了後、所有権のある正しいコントローラにボリュームが
配置されるように、コントローラ間で手動でのボリュームの再配置が必要になることがあります。

アップグレード前の健常性チェック

アップグレードプロセスの一環として、アップグレード前の健常性チェックが実行されます。アップグレード
前の健常性チェックでは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントについて、アップグレードを実行でき
る状態であるかがチェックされます。次の状況に該当する場合、アップグレードを実行できないことがあり

• 割り当てられたドライブで障害が発生し

• ホットスペアを使用中です

• 不完全なボリュームグループです

• 同時に実行できません

• ボリュームが見つからない

• コントローラのステータスが最適でない

• イベントログイベントが多すぎます

• 構成データベースの検証に失敗しました

• ドライブの DACstore のバージョンが古い

アップグレード前の健常性チェックは、アップグレードとは別に実行することもできます。

コントローラソフトウェアとファームウェアのアップグレードのワークフロー

SANtricity System Managerでは、次の手順でコントローラソフトウェアとファームウェ
アをアップグレードします。
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ドライブファームウェアのアップグレード

ドライブファームウェアは、ドライブの細かな動作特性を制御します。新機能の追加、
パフォーマンスの向上、および不具合の修正のために、ドライブメーカーはドライブフ
ァームウェアの更新を定期的にリリースしています。

ドライブファームウェアのオンラインアップグレードとオフラインアップグレード

ドライブファームウェアのアップグレード方式には、オンラインとオフラインの 2 種類があります。

オンライン

オンラインアップグレードでは、ドライブが一度に 1 つずつ順番にアップグレードされます。ストレージア
レイでの I/O の処理はアップグレードの実行中も継続されます。I/O を停止する必要はありませんオンライン
アップグレードが可能なドライブの場合は、自動的にオンライン方式が使用されます。

オンラインアップグレードを実行できるドライブには、次のものがあります。

• 「最適」状態のプール内のドライブ

• 「最適」状態の冗長化されたボリュームグループ内のドライブ（ RAID 1 、 RAID 5 、および RAID 6 ）

• 未割り当てのドライブ

• スタンバイのホットスペアドライブ

ドライブファームウェアのオンラインアップグレードには数時間かかることがあり、その間はストレージアレ
イでボリューム障害が発生する可能性があります。ボリューム障害は次の状況で発生する可能性があります。

• RAID 1 または RAID 5 のボリュームグループで、あるドライブをアップグレードしているときに 1 本のド
ライブで障害が発生した場合。

• RAID 6 のプールまたはボリュームグループで、あるドライブをアップグレードしているときに別の 2 本
のドライブで障害が発生した場合。
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オフライン（並行処理）

オフラインアップグレードでは、同じドライブタイプのすべてのドライブが同時にアップグレードされます。
この方式では、選択したドライブに関連付けられているボリュームへの I/O アクティビティを停止する必要が
あります。複数のドライブを同時に並行してアップグレードできるため、全体的なダウンタイムは大幅に短縮
されます。オフラインアップグレードしか実行できないドライブの場合は、自動的にオフライン方式が使用さ
れます。

次のドライブではオフライン方式を使用する必要があります。

• 非冗長ボリュームグループ内のドライブ（ RAID 0 ）

• 最適状態でないプールまたはボリュームグループ内のドライブ

• SSD キャッシュ内のドライブ

互換性

各ドライブファームウェアファイルには、ファームウェアが実行されるドライブタイプに関する情報が含まれ
ています。ファームウェアファイルは互換性のあるドライブにのみダウンロードできます。アップグレードプ
ロセスの実行中に、 System Manager で自動的に互換性がチェックされます。

方法

ソフトウェアとファームウェアをアップグレードします

ストレージアレイのソフトウェア、および必要に応じてIOMファームウェアと不揮発性
静的ランダムアクセスメモリ（NVSRAM）をアップグレードして、最新の機能とバグ修
正をすべて適用できます。

作業を開始する前に

• IOMファームウェアをアップグレードするかどうかを決めます。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、 IOM ファーム
ウェアを SANtricity OS ソフトウェアアップグレードの一部としてアップグレードしない場合や、テクニ
カルサポートから IOM ファームウェアをダウングレードするよう依頼された場合は（ファームウェアの
ダウングレードにはコマンドラインインターフェイスを使用する必要があります）、アップグレードを中
止することもできます。

• コントローラNVSRAMファイルをアップグレードするかどうかを決めます。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、パッチを適用し
ていたり、カスタムバージョンのコントローラ NVSRAM ファイルを使用していて、上書きしたくない場
合は、アップグレードを中止することもできます。

• OSのアップグレードを今すぐアクティブ化するか、あとでアクティブ化するかを決めます。

あとでアクティブ化する理由には、次のものがあります

◦ 時間帯--ソフトウェアとファームウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、I/O負荷の
低い時間帯に実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、アッ
プグレードが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。
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◦ * パッケージのタイプ * — 他のストレージアレイ上のファイルをアップグレードする前に ' 新しいソフ
トウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

• ドライブセキュリティに外部キー管理サーバ（KMS）を使用するために、セキュリティ保護されていない
ドライブから切り替えるか、内部で保護されているドライブから切り替えるかを確認します（リリー
ス11.40の新機能）。

• ストレージアレイでロールベースアクセス制御を使用するかどうかを確認します（リリース11.40の新機
能）。

このタスクについて

OSのソフトウェアファイルまたはコントローラのNVSRAMファイルのどちらかのみをアップグレードするこ
とも、両方のファイルをアップグレードすることもできます。

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

• データ損失のリスク、ストレージアレイの損傷のリスク * — アップグレードの実行中にス
トレージアレイを変更しないでください。ストレージアレイの電源は切らないでくださ
い。

手順

1. ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合やマルチパスドライバがインストールされていない
場合は、アプリケーションエラーを回避するためにストレージアレイへの I/O アクティビティを停止しま
す。ストレージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合
は、 I/O アクティビティを停止する必要はありません。

2. メニューを選択します。Support [Upgrade Center]を選択します。

3. 新しいファイルをサポートサイトから管理クライアントにダウンロードします。

a. SANtricity OSコントローラソフトウェアのアップグレードというラベルの付いた領域で、*ネットアッ
プサポート*をクリックします。

b. サポートWebサイトで、* Downloads タブをクリックし、 Software *を選択します。

c. SANtricity OS Controller Software*を選択します。

d. 残りの手順に従います。

ダウンロードするファイルのファイル名は’E28xx_11440’のように'.zipまたは.tar.gz’の拡張子が付いて
います

バージョン 8.42 以降のデジタル署名されたファームウェアが必要です。署名のないファー
ムウェアをダウンロードしようとすると、エラーが表示されてダウンロードが中止されま
す。

4. この時点でIOMファームウェアをアップグレードしない場合は、* IOMの自動同期を中断*をクリックしま
す。

ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合、 IOM ファームウェアはアップグレードされませ
ん。

5. SANtricity OSソフトウェアアップグレードで、*アップグレードの開始*をクリックします。

SANtricity OS ソフトウェアのアップグレードダイアログが表示されます。
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6. アップグレードプロセスを開始するファイルを 1 つ以上選択します。

a. SANtricity OSソフトウェアファイルを選択するには、「*参照」をクリックし、サポートWebサイトか
らダウンロードしたOSソフトウェアファイルを選択します。

b. 参照 * をクリックし、サポートサイトからダウンロードした NVSRAM ファイルに移動して、コント
ローラ NVSRAM ファイルを選択します。コントローラ NVSRAM ファイルの名前は 'N2800-830000-

000.dll' のようになります

次の処理が行われます。

▪ デフォルトでは、現在のストレージアレイ構成と互換性のあるファイルだけが表示されます。

▪ アップグレードするファイルを選択すると、ファイルの名前とサイズが表示されます。

7. *オプション：*アップグレードするSANtricity OSソフトウェアファイルを選択した場合、*ファイルを今す
ぐ転送するが、アップグレードしない（後でアップグレードをアクティブ化する）*チェックボックスを
オンにして、ファイルをコントローラに転送することができます。

8. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

アップグレード前の健常性チェックの間は処理をキャンセルできますが、転送またはアクティブ化の実行
中はキャンセルできません。

9. *オプション：*アップグレードされた内容のリストを表示するには、*ログの保存*をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。

完了後

• ハードウェアページにすべてのコンポーネントが表示されていることを確認します。

• [Software and Firmware Inventory] ダイアログボックスをチェックして、新しいソフトウェアとファーム
ウェアのバージョンを確認します（ [Menu] ： [Upgrade Center] を選択し、 [* Software and Firmware

Inventory] のリンクをクリックします）。

• コントローラ NVSRAM をアップグレードした場合、既存の NVSRAM に適用されていたカスタム設定は
アクティブ化のプロセスで失われます。カスタム設定については、アクティブ化のプロセスの完了後に
NVSRAM に再度適用する必要があります。

コントローラソフトウェアとファームウェアをアクティブ化します

アップグレードファイルはただちにアクティブ化することも、都合のいいタイミングで
アクティブ化することもできます。

このタスクについて

ファイルは、アクティブ化せずにダウンロードおよび転送できます。あとでアクティブ化する理由は次のとお
りです。

• 時間帯--ソフトウェアとファームウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、I/O負荷の低い
時間帯に実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、アップグレー
ドが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

• * パッケージのタイプ * — 他のストレージアレイ上のファイルをアップグレードする前に ' 新しいソフト
ウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします
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ソフトウェアまたはファームウェアの転送は完了していてもアクティブ化されていない場合は、System

Managerのホームページの通知領域とアップグレードセンターのページに通知が表示されます。

起動後にアクティブ化プロセスを停止することはできません。

手順

1. メニューを選択します。Support [Upgrade Center]を選択します。

2. SANtricity OS Controller Software upgrade（OSコントローラソフトウェアのアップグレード）というラベ
ルの付いた領域で、* Activate（アクティブ化）*をクリックし、操作を実行することを確認します。

アップグレード前の健常性チェックの段階で処理をキャンセルすることはできますが、アクティブ化の実
行中はキャンセルできません。

アップグレード前の健常性チェックが開始されます。アップグレード前の健常性チェックにパスすると、
アップグレードプロセスはファイルのアクティブ化に進みます。アップグレード前の健常性チェックに失
敗した場合は、 Recovery Guru を使用するか、テクニカルサポートに問い合わせて問題を解決してくださ
い。

アップグレード前の健常性チェックが正常に完了すると、アクティブ化が実行されます。アクティブ化に
かかる時間は、ストレージアレイの構成とアクティブ化しているコンポーネントによって異なります。

3. *オプション：*アップグレードされた内容のリストを表示するには、*ログの保存*をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。

完了後

• すべてのコンポーネントが[ハードウェア]ページに表示されていることを確認します。

• [Software and Firmware Inventory] ダイアログボックスをチェックして、新しいソフトウェアとファーム
ウェアのバージョンを確認します（ [Menu] ： [Upgrade Center] を選択し、 [* Software and Firmware

Inventory] のリンクをクリックします）。

• コントローラ NVSRAM をアップグレードした場合、既存の NVSRAM に適用されていたカスタム設定は
アクティブ化のプロセスで失われます。カスタム設定については、アクティブ化のプロセスの完了後に
NVSRAM に再度適用する必要があります。

ドライブファームウェアをアップグレードします

ドライブのファームウェアをアップグレードして、最新の機能やバグ修正をすべて適用
することができます。

作業を開始する前に

• ディスクツーディスクバックアップ、（計画的なファームウェアアップグレードの影響を受けないボリュ
ームグループへの）ボリュームコピー、またはリモートミラーを使用してデータをバックアップしておき
ます。

• ストレージアレイのステータスが「最適」であることを確認します。

• すべてのドライブのステータスが最適な状態である必要があります

• ストレージアレイで構成の変更が実行されていないことを確認します。

634



• ドライブのオフラインアップグレードのみが可能な場合は、ドライブに関連付けられているすべてのボリ
ュームへのI/Oアクティビティを停止します。

手順

1. メニューを選択します。Support [Upgrade Center]を選択します。

2. 新しいファイルをサポートサイトから管理クライアントにダウンロードします。

a. Drive Firmware upgrade（ドライブファームウェアのアップグレード）で、NetApp Support（ネット
アップサポート）をクリック

b. ネットアップサポートWebサイトで、「* Downloads 」タブをクリックし、「 Firmware *」を選択し
ます。

c. 「* Disk Drive & Firmware Matrix *」を選択します。

d. 残りの手順に従います。

3. ドライブファームウェアのアップグレードで、*アップグレードの開始*をクリックします。

使用中のドライブファームウェアファイルを示すダイアログボックスが表示されます。

4. サポートサイトからダウンロードしたファイルを展開（解凍）します。

5. [* Browse] をクリックし、サポートサイトからダウンロードした新しいドライブファームウェアファイル
を選択します。

ドライブファームウェアファイルのファイル名は、「
.dhUC101212CSS600_30602291_MS01_2800_0002 」のようになります。拡張子は「 .dlp 」です。

ドライブファームウェアファイルは一度に 1 つずつ、最大 4 つまで選択できます。同じドライブに複数の
ドライブファームウェアファイルが対応している場合は、ファイル競合エラーが発生します。アップグレ
ードに使用するドライブファームウェアファイルを決定し、それ以外のファイルは削除します。

6. 「 * 次へ * 」をクリックします。

ドライブの選択*（* Select Drives *）ダイアログボックスが表示され、選択したファイルでアップグレー
ドできるドライブがリストされます。

対応しているドライブのみが表示されます。

ドライブに対して選択したファームウェアが、 * 推奨ファームウェア * 情報領域に表示されます。ファー
ムウェアを変更する必要がある場合は、 ［ * 戻る ］ をクリックして前のダイアログに戻ります。

7. 実行するアップグレードのタイプを選択します。

◦ オンライン（デフォルト）-ストレージ・アレイがI/Oを処理している間にファームウェア・ダウンロー
ドをサポートできるドライブを表示します。このアップグレード方式を選択した場合は、これらのド
ライブを使用している関連付けられたボリュームへの I/O を停止する必要はありません。これらのド
ライブは、ストレージアレイによるドライブへの I/O の処理中に 1 つずつアップグレードされます。

◦ オフライン（並行処理）-ドライブを使用するすべてのボリュームですべてのI/Oアクティビティが停止
されている場合に、ファームウェアのダウンロードのみをサポートできるドライブを表示します。こ
のアップグレード方式を選択すると、アップグレード対象のドライブを使用するすべてのボリューム
で I/O アクティビティをすべて停止する必要があります。冗長性がないドライブはオフラインで処理
する必要があります。この要件には、 SSD キャッシュ、 RAID 0 ボリュームグループ、またはデグレ
ード状態のプールやボリュームグループに関連付けられているドライブが含まれます。オフライン（

635



並行）アップグレードは、通常、オンライン（デフォルト）方式よりも高速です。

8. テーブルの最初の列で、アップグレードするドライブを選択します。

9. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

アップグレードを停止する必要がある場合は、 * 停止 * をクリックします。実行中のファームウェアのダ
ウンロードは完了します。開始されていないファームウェアのダウンロードはキャンセルされます。

ドライブファームウェアのアップグレードを停止すると、データが失われたり、ドライブ
を使用できなくなったりする可能性があります。

10. *オプション：*アップグレードされた内容のリストを表示するには、*ログの保存*をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。

11. 手順のアップグレード中に次のいずれかのエラーが発生した場合は、推奨される対処方法を実行してくだ
さい。

ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

割り当てられたドライブで障害が発生し エラーの理由の 1 つとして、ドライブに適切な署名
がない可能性があります。該当するドライブが認定
済みのドライブであることを確認します。詳細につ
いては、テクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。

ドライブを交換する場合は、交換用ドライブの容量
が交換する障害ドライブと同じかそれよりも大きい
ことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換は、ストレージアレ
イで I/O を受信中に実行できます

ストレージアレイをチェックしてください • 各コントローラに IP アドレスが割り当てられ
ていることを確認します。

• コントローラに接続されているすべてのケーブ
ルが破損していないことを確認します。

• すべてのケーブルがしっかりと接続されている
ことを確認します。

統合ホットスペアドライブ ファームウェアをアップグレードする前に、このエ
ラーを修正する必要があります。System Manager

を起動し、 Recovery Guru を使用して問題を解決
します。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

不完全なボリュームグループです 1 つ以上のボリュームグループまたはディスクプー
ルが不完全な場合は、ファームウェアをアップグレ
ードする前に、このエラーを修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

すべてのボリュームグループで実行中の排他的な処
理（バックグラウンドメディア/パリティスキャン
以外）

1 つ以上の排他的な処理を実行中の場合は、その処
理を完了してからファームウェアをアップグレード
する必要があります。System Manager で処理の進
捗状況を監視します。

ボリュームが見つからない ファームウェアをアップグレードする前に、ボリュ
ームが見つからない状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

いずれかのコントローラの状態が最適以外である必
要があります

いずれかのストレージアレイコントローラを確認す
る必要があります。ファームウェアをアップグレー
ドする前に、この状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

コントローラオブジェクトグラフ間でストレージパ
ーティション情報が一致しません

コントローラ上のデータの検証中にエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

SPM の検証でデータベースコントローラのチェッ
クが失敗する

コントローラでストレージパーティションマッピン
グデータベースのエラーが発生しました。この問題
を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わ
せください。

構成データベースの検証（ストレージアレイのコン
トローラバージョンでサポートされている場合）

コントローラで構成データベースのエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

MEL 関連のチェック この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

過去 7 日間に 10 個を超える DDE 情報または重大
MEL イベントが報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるページ 2C 重大 MEL イベントが過去 7

日以内に報告されました
この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるデグレードドライブチャネル重大
MEL イベントが過去 7 日以内に報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

過去 7 日間に 4 個を超える重大 MEL エントリが生
成されます

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

完了後

これでドライブファームウェアのアップグレードは完了です。通常の運用を再開することができます。

ソフトウェアとファームウェアのアップグレードエラーの可能性を確認します

コントローラソフトウェアのアップグレード中またはドライブファームウェアのアップ
グレード中にエラーが発生する可能性があります。

ファームウェアのダウンロードエ
ラーです

説明 推奨される対処方法

割り当てられたドライブで障害が
発生し

ストレージアレイに割り当てられ
ているドライブをアップグレード
できませんでした。

エラーの理由の 1 つとして、ドラ
イブに適切な署名がない可能性が
あります。該当するドライブが認
定済みのドライブであることを確
認します。詳細については、テク
ニカルサポートにお問い合わせく
ださい。

ドライブを交換する場合は、交換
用ドライブの容量が交換する障害
ドライブと同じかそれよりも大き
いことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換
は、ストレージアレイで I/O を受
信中に実行できます

統合ホットスペアドライブ ホットスペアとしてマークされて
いるドライブがボリュームグルー
プに使用されている場合は、ファ
ームウェアのアップグレードプロ
セスが失敗します。

ファームウェアをアップグレード
する前に、このエラーを修正する
必要があります。SANtricity

System Managerを起動
し、Recovery Guruを使用して問題
を解決します。

不完全なボリュームグループです ボリュームグループに含まれるド
ライブが迂回された、削除され
た、または応答しない場合、その
ボリュームグループは不完全なボ
リュームグループとみなされま
す。ボリュームグループが不完全
な場合は、ファームウェアをアッ
プグレードできなくなります。

1 つ以上のボリュームグループま
たはディスクプールが不完全な場
合は、ファームウェアをアップグ
レードする前に、このエラーを修
正する必要があります。SANtricity

System Managerを起動
し、Recovery Guruを使用して問題
を解決します。
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ファームウェアのダウンロードエ
ラーです

説明 推奨される対処方法

すべてのボリュームグループで実
行中の排他的処理（バックグラウ
ンドメディア / パリティスキャン
以外）

ボリュームで排他的な処理を実行
中の場合は、ファームウェアをア
ップグレードできません。

1 つ以上の排他的な処理を実行中
の場合は、その処理を完了してか
らファームウェアをアップグレー
ドする必要があります。SANtricity

システムマネージャを使用して処
理の進捗状況を監視します。

ボリュームが見つからない いずれかのボリュームが見つから
ない場合は、ファームウェアをア
ップグレードできません。

ファームウェアをアップグレード
する前に、ボリュームが見つから
ない状態を修正する必要がありま
す。SANtricity System Managerを
起動し、Recovery Guruを使用して
問題を解決します。

いずれかのコントローラの状態が
最適以外である必要があります

いずれかのコントローラの状態が
最適以外の場合は、ファームウェ
アをアップグレードできません。

いずれかのストレージアレイコン
トローラを確認する必要がありま
す。ファームウェアをアップグレ
ードする前に、この状態を修正す
る必要があります。SANtricity

System Managerを起動
し、Recovery Guruを使用して問題
を解決します。

SPM の検証でデータベースコント
ローラのチェックが失敗する

ストレージパーティションマッピ
ングデータベースが破損している
ため、ファームウェアをアップグ
レードできません。

コントローラでストレージパーテ
ィションマッピングデータベース
のエラーが発生しました。この問
題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

構成データベースの検証（ストレ
ージアレイのコントローラのバー
ジョンでサポートされている場合
）

構成データベースが破損している
ため、ファームウェアをアップグ
レードできません。

コントローラで構成データベース
のエラーが発生しました。この問
題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

MEL 関連のチェック イベントログにエラーが含まれて
いるため、ファームウェアをアッ
プグレードできません。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

過去 7 日間に 10 個を超える DDE

情報または重大 MEL イベントが報
告されました

10個を超えるDDE情報または重
大MELイベントが過去7日以内に報
告されたため、ファームウェアを
アップグレードできません。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

2 個を超えるページ 2C 重大 MEL

イベントが過去 7 日以内に報告さ
れました

2個を超えるページ2C重大MELイ
ベントが過去7日以内に報告された
ため、ファームウェアをアップグ
レードできません。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。
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ファームウェアのダウンロードエ
ラーです

説明 推奨される対処方法

2 個を超えるデグレードドライブ
チャネル重大 MEL イベントが過去
7 日以内に報告されました

2個を超えるデグレードドライブチ
ャネル重大MELイベントが過去7日
以内に報告されたため、ファーム
ウェアをアップグレードできませ
ん。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

過去 7 日間に 4 個を超える重大
MEL エントリが生成されます

4個を超える重大イベントログエン
トリが過去7日以内に報告されたた
め、ファームウェアをアップグレ
ードできません。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

有効な管理IPアドレスを指定して
ください。

この処理を実行するには、有効な
コントローラIPアドレスが必要で
す。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

このコマンドでは、各コントロー
ラにアクティブな管理IPアドレス
を指定する必要があります。

この処理には、ストレージアレイ
に関連付けられている各コントロ
ーラのIPアドレスが必要です。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

未処理のダウンロードファイルタ
イプが返されました。

指定したダウンロードファイルは
サポートされていません。

この問題を解決するには、テクニ
カルサポートにお問い合わせくだ
さい。

ファームウェアのダウンロード中
にエラーが発生しました。手順 の
アップロード。

コントローラが要求を処理できな
いため、ファームウェアのダウン
ロードに失敗しました。ストレー
ジアレイが最適lであることを確認
してから、処理を再試行してくだ
さい。

ストレージアレイが最適な状態で
あることを確認したあともこのエ
ラーが再び発生する場合は、テク
ニカルサポートに連絡してこの問
題 を解決してください。

ファームウェアアクティベーショ
ン手順 の実行中にエラーが発生し
ました。

コントローラが要求を処理できな
いため、ファームウェアのアクテ
ィブ化に失敗しました。ストレー
ジアレイが最適lであることを確認
してから、処理を再試行してくだ
さい。

ストレージアレイが最適な状態で
あることを確認したあともこのエ
ラーが再び発生する場合は、テク
ニカルサポートに連絡してこの問
題 を解決してください。

コントローラ｛0｝のリブートを待
機中にタイムアウトしました。

リブート後に管理ソフトウェアが
コントローラ{0}に再接続できませ
ん。ストレージアレイへの動作中
の接続パスがあることを確認し、
処理が正常に完了しなかった場合
は再試行してください。

ストレージアレイが最適な状態で
あることを確認したあともこのエ
ラーが再び発生する場合は、テク
ニカルサポートに連絡してこの問
題 を解決してください。

SANtricity System ManagerのRecovery Guruを使用して、上記の一部の状態を修正できます。ただし、一部の
状況については、テクニカルサポートへの連絡が必要な場合があります。最新のコントローラファームウェア
のダウンロードに関する情報は、ストレージアレイから入手できます。この情報は、ファームウェアのアップ
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グレードやダウンロードを妨げているエラーの状態をテクニカルサポートが把握するために役立ちます。

よくある質問です

SANtricity OSソフトウェアをアップグレードするときは、どのような点に注意する必要がありますか？

コントローラのソフトウェアとファームウェアをアップグレードする前に、次の項目を
確認しておきます。

• ドキュメントと「readme.txt」ファイルを読み、アップグレードを実行することを決めておきます。

• IOMファームウェアをアップグレードするかどうかを決めます。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、IOMファームウ
ェアをSANtricity OSコントローラソフトウェアのアップグレードの一環としてアップグレードしない場合
や、テクニカルサポートからIOMファームウェアをダウングレードするよう依頼された場合は（ファーム
ウェアのダウングレードにはコマンドラインインターフェイスを使用する必要があります）、アップグレ
ードを中止することもできます。

• コントローラNVSRAMファイルをアップグレードするかどうかを決めます。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、パッチを適用し
ていたり、カスタムバージョンのコントローラ NVSRAM ファイルを使用していて、上書きしたくない場
合は、アップグレードを中止することもできます。

• すぐにアクティブ化するかあとでアクティブ化するかを決めます。

あとでアクティブ化する理由には、次のものがあります

◦ 時間帯--ソフトウェアとファームウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、I/O負荷の
低い時間帯に実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、アッ
プグレードが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

◦ * パッケージのタイプ * — 他のストレージアレイ上のファイルをアップグレードする前に ' 新しいソフ
トウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

SANtricity OSコントローラソフトウェアのアップグレードに含まれるコンポーネントは次のとおりです。

• 管理ソフトウェア-- System Managerはストレージ・アレイを管理するソフトウェアです

• * コントローラファームウェア * — コントローラファームウェアは、ホストとボリューム間の I/O を管理
します。

• * コントローラ NVSRAM * — コントローラ NVSRAM は、コントローラのデフォルト設定を指定するコン
トローラファイルです。

• * IOM ファームウェア * - I/O モジュール（ IOM ）ファームウェアは、コントローラとドライブシェルフ
の間の接続を管理します。また、コンポーネントのステータスも監視します。

• * スーパーバイザー・ソフトウェア * — スーパーバイザー・ソフトウェアは、ソフトウェアが実行される
コントローラ上の仮想マシンです。

アップグレードプロセスの一環として、ホストがコントローラと正しく連携するように、ホストのマルチパ
ス/フェイルオーバードライバやHBAドライバのアップグレードも必要になることがあります。
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該当するかどうかを確認するには、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で
確認できます"。

ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合やマルチパスドライバがインストールされていない場
合は、アプリケーションエラーを回避するためにストレージアレイへの I/O アクティビティを停止します。ス
トレージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、 I/O アク
ティビティを停止する必要はありません。

アップグレードの実行中はストレージアレイに変更を加えないでください。

IOMの自動同期を一時停止するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

IOMの自動同期を一時停止すると、SANtricity OSコントローラソフトウェアの次回アッ
プグレード時にIOMファームウェアがアップグレードされなくなります。

通常、コントローラソフトウェアとIOMファームウェアは一緒にアップグレードされます。エンクロージャに
残したいIOMファームウェアの特定のビルドがある場合は、IOMの自動同期を中断できます。そうしないと、
コントローラソフトウェアの次回アップグレード時に、コントローラソフトウェアにバンドルされているIOM

ファームウェアにリバートされます。

ファームウェアアップグレードに時間がかかる場合、どのような理由が考えられますか？

ファームウェアアップグレードの進捗は、システムの全体的な負荷によって異なりま
す。

ドライブファームウェアのオンラインアップグレードで、高速の再構築プロセス中にボリュームの転送が実行
されると、システムは転送されたボリューム上で完全な再構築を開始します。この処理にはかなりの時間がか
かることがあります。完全な再構築に実際にかかる時間は、再構築処理中に発生するI/Oアクティビティの
量、ボリュームグループ内のドライブ数、リビルドの優先度設定、ドライブのパフォーマンスなど、いくつか
の要因によって異なります。

ドライブファームウェアをアップグレードするときは、どのような点に注意する必要がありますか？

ドライブファームウェアをアップグレードする前に、次の項目を確認しておきます。

• 予防措置として、ディスクツーディスクバックアップ、（ファームウェアアップグレードの影響を受けな
いボリュームグループへの）ボリュームコピー、またはリモートミラーを使用して、データをバックアッ
プします。

• 新しいファームウェアが正常に機能することを確認するために、ドライブを数本だけアップグレードして
ファームウェアの動作をテストすることもできます。新しいファームウェアが正常に機能している場合
は、残りのドライブをアップグレードします。

• 障害が発生したドライブがある場合は、ファームウェアのアップグレードを開始する前に修正しておきま
す。

• ドライブのオフラインアップグレードが可能な場合は、ドライブに関連付けられているすべてのボリュー
ムへのI/Oアクティビティを停止します。I/Oアクティビティを停止すると、当該ボリュームに関連する設
定処理は実行されません。

• ドライブファームウェアのアップグレード中にドライブを取り外さないでください。

• ドライブファームウェアのアップグレード中は、ストレージアレイの設定を変更しないでください。
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実行するアップグレードのタイプを選択するにはどうすればよいですか？

ドライブ上で実行するアップグレードのタイプは、プールまたはボリュームグループの
状態に応じて選択します。

• * オンライン *

プールまたはボリュームグループで冗長性がサポートされていて、ステータスが最適の場合は、オンライ
ン方式を使用してドライブのファームウェアをアップグレードできます。オンライン方式では、ドライブ
を使用している関連付けられたボリュームにストレージアレイがI/Oを処理している間に、ファームウェア
がダウンロードされます。ドライブを使用している関連付けられたボリュームへのI/Oを停止する必要はあ
りません。ドライブは、ドライブに関連付けられているボリュームに対して一度に1つずつアップグレー
ドされます。プールまたはボリュームグループに割り当てられていないドライブのファームウェアは、オ
ンライン方式でもオフライン方式でも更新できます。オンライン方式を使用してドライブファームウェア
をアップグレードすると、システムのパフォーマンスに影響が出る場合があります。

• * オフライン *

プールまたはボリュームグループで冗長性がサポートされていない（RAID 0）か、デグレード状態の場合
は、オフライン方式を使用してドライブのファームウェアをアップグレードする必要があります。オフラ
イン方式では、すべてのI/Oアクティビティが停止している間にファームウェアのみがアップグレードさ
れ、ドライブを使用している関連付けられたボリュームにアップグレードされます。ドライブを使用して
いる関連付けられたボリュームへのI/Oをすべて停止する必要があります。プールまたはボリュームグルー
プに割り当てられていないドライブのファームウェアは、オンライン方式でもオフライン方式でも更新で
きます。
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法的通知

著作権に関する声明、商標、特許などにアクセスできます。

著作権

"https://www.netapp.com/company/legal/copyright/"

商標

NetApp 、 NetApp のロゴ、および NetApp の商標ページに記載されているマークは、 NetApp, Inc. の商標で
す。その他の会社名および製品名は、それぞれの所有者の商標である場合があります。

"https://www.netapp.com/company/legal/trademarks/"

特許

ネットアップが所有する特許の最新リストは、次のサイトで入手できます。

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/11887-patentspage.pdf

プライバシーポリシー

"https://www.netapp.com/company/legal/privacy-policy/"

オープンソース

通知ファイルには、ネットアップソフトウェアで使用されるサードパーティの著作権およびライセンスに関す
る情報が記載されています。

"E シリーズ / EF シリーズ SANtricity OS に関する通知です"
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著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

645

http://www.netapp.com/TM

	SANtricity ソフトウェアのマニュアル11.5 : SANtricity 11.5
	目次
	SANtricity ソフトウェアのマニュアル11.5
	メインインターフェイス
	インターフェイスの概要
	セットアップウィザード
	ストレージアレイの管理

	設定
	アラート
	システム
	アクセス管理
	証明書

	サポート
	サポートセンター
	イベントログ
	アップグレードセンター

	法的通知
	著作権
	商標
	特許
	プライバシーポリシー
	オープンソース


